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ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
を
中
心
と
す
る
国
際
金
融
法
制
の
展
開
と
影
響
に
関
わ
る
考
察
（
藤
川
）

九

米
国
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
を
中
心
と
す
る
国
際
金
融
法
制
の

展
開
と
影
響
に
関
わ
る
考
察

│
規
制
強
化
の
ジ
レ
ン
マ
な
ら
び
に
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
、
域
外

適
用
な
ど

│

藤　
　

川　
　

信　
　

夫

は
じ
め
に

金
融
危
機
後
の
米
国
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
に
関
し
て
は
、
多
く
の
論
点
が
指
摘
さ
れ
る
。
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
、
Ｍ
＆
Ａ

し
か
り
で
あ
る
。
特
に
同
法
の
ボ
ル
カ
ー
・
ル
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
適
用
除
外
・
延
期
、
さ
ら
に
は
域
外
適
用
な
ど
が
問
題
と
な
っ
て
き

て
い
る
。
さ
ら
に
国
際
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
な
ど
の
国
際
取
引
の
新
分
野
に
お
い
て
、
域
外
適
用
の
問
題
は
拡
大
・
変
質
し
つ
つ
あ
り
、



一
〇

各
法
領
域
を
跨
い
だ
統
一
ル
ー
ル
鼎
立
な
ど
の
検
討
も
必
要
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
域
外
適
用
に
関
し
て
は
、
従
来
は
主
と
し
て
独
占
禁

止
法
な
ど
に
お
い
て
問
題
と
さ
れ
て
き
た
。
本
稿
は
、
従
前
の
こ
う
し
た
理
論
・
判
例
な
ど
の
蓄
積
を
も
と
に
、
我
が
国
な
ど
の
法
実
務

に
与
え
る
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
の
影
響
を
検
討
す
る
と
共
に
、
国
際
取
引
・
組
織
法
の
大
き
な
枠
組
み
の
下
で
、
域
外
適
用
と
併
せ
て
、

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
内
部
統
制
な
ど
の
多
面
的
な
考
察
を
図
ら
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
（
1
）

。

（
1
） 

本
稿
は
、
二
〇
一
三
年
一
〇
月
一
二
│
一
三
日
に
開
催
さ
れ
た
日
本
私
法
学
会
第
七
七
回
全
国
大
会
（
於　

京
都
産
業
大
学
）
に
お
け
る
筆
者

の
個
別
研
究
報
告
を
踏
ま
え
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

第
一
章　

ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
と
法
実
務

一
．
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
と
法
実
務
の
影
響

米
国
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
に
関
し
て
は
、
分
量
、
領
域
の
大
き
さ
故
に
及
ぼ
す
影
響
も
域
外
適
用
あ
る
い
は
実
質
的
国
内
法
化
の
み

な
ら
ず
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
な
ど
企
業
経
営
面
へ
も
広
範
囲
な
影
響
を
与
え
、
複
雑
な
様
相
を

呈
す
る
。
同
法
の
成
り
行
き
自
体
が
不
透
明
で
神
経
質
な
展
開
を
み
せ
る
中
、
各
国
規
制
当
局
な
ら
び
に
金
融
機
関
側
の
対
応
が
注
視
さ

れ
る
。

ま
た
域
外
適
用
に
関
し
て
は
、
従
来
は
主
と
し
て
独
占
禁
止
法
に
お
い
て
問
題
と
さ
れ
て
き
た
が
、
近
年
米
国
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法

に
お
け
る
ボ
ル
カ
ー
・
ル
ー
ル
の
ほ
か
、
国
際
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
な
ど
新
し
い
領
域
に
お
い
て
、
域
外
適
用
の
問
題
が
再
燃
し
、
ま
た
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一
一

拡
大
し
つ
つ
あ
る
。
や
や
も
す
れ
ば
恣
意
的
な
運
用
が
な
さ
れ
て
い
る
と
の
批
判
も
あ
り
、
新
た
な
統
一
ル
ー
ル
鼎
立
な
ど
が
大
き
な
意

義
を
持
っ
て
き
た
と
い
え
よ
う
。
本
稿
は
従
前
の
理
論
・
判
例
な
ど
の
蓄
積
を
踏
ま
え
て
、
国
際
取
引
分
野
に
お
け
る
新
し
い
域
外
適
用

の
問
題
を
検
討
し
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
内
部
統
制
な
ど
も
含
め
た
大
き
な
枠
組
み
の
下
で
、
多
面

的
考
察
を
試
み
る
。

本
論
稿
に
お
い
て
は
、
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
の
問
題
点
を
指
摘
し
、
整
理
す
る
と
共
に
、
Ｍ
＆
Ａ
、
経
営
判
断
原
則
、
銀
証
分
離
な

ど
銀
行
経
営
面
の
大
き
な
観
点
を
交
え
、
揺
れ
動
く
同
法
の
帰
趨
と
展
開
を
中
心
に
検
討
す
る
。
長
期
・
多
角
的
視
野
か
ら
み
た
我
が
国

の
法
・
実
務
な
ど
に
与
え
る
影
響
を
考
察
す
る
と
共
に
、
関
連
し
て
域
外
適
用
ル
ー
ル
の
統
一
化
な
ど
の
展
望
に
つ
い
て
も
議
論
を
試
み

る
（
注
）。
ガ
バ
ナ
ン
ス
、
Ｍ
＆
Ａ
、
国
際
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
な
ど
い
ず
れ
も
域
外
適
用
の
問
題
に
も
連
関
す
る
。
長
年
、
政
府
系
金

融
機
関
の
融
資
・
審
査
、
格
付
機
関
業
務
等
に
携
わ
っ
た
経
験
も
踏
ま
え
、
多
面
的
か
つ
総
合
的
な
検
討
を
加
え
た
い
。
①
我
が
国
の
金

融
規
制
全
般
、
上
場
会
社
へ
の
間
接
的
影
響
な
ど
の
ほ
か
銀
行
経
営
の
影
響
、
②
銀
証
分
離
と
域
外
適
用
の
交
錯
に
つ
き
Ｍ
＆
Ａ
、
通
常

監
督
と
ソ
フ
ト
ロ
ー
・
ミ
ッ
ク
ス
、
③
規
制
導
入
に
よ
る
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
・
ジ
レ
ン
マ
と
し
て
、
シ
テ
ィ
グ
ル
ー
プ
（
Ｎ
Ｙ
）
ヒ
ヤ
リ
ン

グ
を
基
に
ボ
ル
カ
ー
・
ル
ー
ル
等
の
域
外
適
用
と
差
別
的
跛
行
性
・
意
図
せ
ざ
る
帰
結
に
対
す
る
修
正
、
④
ソ
フ
ト
ロ
ー
等
に
よ
る
改
革

と
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
、
⑤
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
と
経
営
判
断
原
則
な
ら
び
に
取
締
役
の
責
任
等
、
⑥
米
銀
の
内
部
統
制
に
つ
き
、

会
社
法
の
要
求
と
実
務
で
展
開
し
た
内
部
統
制
の
整
合
性
・
射
程
範
囲
の
ズ
レ
（
吟
味
の
規
準
）、
⑦
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
と
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
（
Ｅ
Ｒ
Ｍ
）
な
ら
び
に
銀
行
持
株
会
社
経
営
、
⑧
金
融
危
機
後
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
コ
ン
バ
ー
ジ
ェ
ン
ス
な
ら
び
に
ロ
ー
カ
ル
・
ガ

バ
ナ
ン
ス
、
支
配
少
数
株
主
に
よ
る
非
公
開
化
・
株
主
間
差
別
化
、
⑨
国
際
不
正
に
対
す
る
グ
ル
ー
プ
・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
体
制
構
築

と
域
外
適
用
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
の
交
錯
な
ら
び
に
我
が
国
ガ
バ
ナ
ン
ス
概
念
の
変
容
の
可



一
二

能
性
、
⑩
行
政
手
続
き
導
入
と
迅
速
化
に
向
け
て
破
綻
処
理
法
制
へ
の
影
響
、
⑪
国
際
取
引
に
お
け
る
域
外
適
用
ル
ー
ル
統
一
化
・
秩
序

形
成
と
メ
ル
ク
マ
ー
ル
鼎
立
な
ど
。
経
済
法
と
の
接
点
で
も
あ
り
、
国
際
的
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
と
し
て
執
行
管
轄
権
、
ソ
フ
ト
ロ
ー

な
ど
の
考
察
も
不
可
欠
と
な
る
。
域
外
適
用
と
法
領
域
の
交
錯
、
実
践
的
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
Ｅ
Ｒ
Ｍ
等
に
関
す
る
企
業
の
実
際
に
も

焦
点
を
当
て
、
検
討
し
た
（
2
）

。
議
論
が
活
発
化
し
つ
つ
あ
る
現
在
、
精
緻
化
・
進
展
を
図
り
、
残
さ
れ
た
課
題
の
考
察
を
進
め
て
い
き
た
い
。

二
．
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
の
論
点
と
俯
瞰

ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
に
関
し
て
は
、
Ｍ
＆
Ａ
、
ボ
ル
カ
ー
・
ル
ー
ル
と
域
外
適
用
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
お
よ
び
リ
ス
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
格
付
機
関
規
制
な
ど
企
業
経
営
や
今
後
の
法
形
成
等
に
影
響
を
与
え
か
ね
な
い
多
様
な
論
点
が
あ
る
。

第
一
に
は
、
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
の
評
価
と
我
が
国
金
融
機
関
お
よ
び
企
業
へ
の
影
響
、
我
が
国
の
金
融
規
制
、
上
場
会
社
へ
の
間

接
的
影
響
な
ど
に
加
え
て
、
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
と
銀
行
経
営
へ
の
影
響
な
ら
び
に
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
バ
ン
キ
ン
グ
に
つ
い
て
も
論
及

し
て
い
き
た
い
。
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
は
、
規
制
緩
和
が
進
み
過
ぎ
、
ま
た
巨
大
化
し
た
金
融
機
関
が
、T

oo B
ig T
o F
ail

、
預
金

者
保
護
な
ど
の
暗
黙
の
信
用
補
完
に
慢
心
し
た
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
の
中
で
様
々
な
問
題
を
引
き
起
こ
し
た
反
省
か
ら
、
金
融
機
関
の
リ
ス

ク
管
理
強
化
、
金
融
監
督
体
制
の
強
化
を
図
る
も
の
で
あ
る
。
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
に
お
け
る
金
融
機
関
の
リ
ス
ク
管
理
の
強
化
を
促

す
こ
と
に
な
る
が
、
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
な
ど
の
影
響
を
限
定
的
に
と
ら
え
、
我
が
国
の
独
自
性
を
強
調
す
る
立
場
か
ら
は
、
必
ず
し

も
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
バ
ン
キ
ン
グ
の
方
向
性
は
全
面
的
に
は
否
定
さ
れ
な
い
面
も
あ
る
。

第
二
に
は
、
銀
証
分
離
の
議
論
と
域
外
適
用
の
交
錯
が
あ
る
。
銀
証
分
離
と
Ｍ
＆
Ａ
、
破
綻
処
理
と
債
権
者
負
担
、
通
常
監
督
と
ソ
フ

ト
ロ
ー
・
ミ
ッ
ク
ス
等
が
問
題
と
な
る
。
英
国
銀
行
独
立
委
員
会
に
よ
る
金
融
シ
ス
テ
ム
改
革
と
し
て
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
な
ら
び
に
銀
証

分
離
の
方
向
性
や
ボ
ル
カ
ー
・
ル
ー
ル
と
の
相
似
、
シ
ャ
ド
ー
バ
ン
キ
ン
グ
に
対
す
る
規
制
監
督
強
化
と
銀
証
分
離
の
結
合
、
Ｍ
＆
Ａ
と



米
国
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
を
中
心
と
す
る
国
際
金
融
法
制
の
展
開
と
影
響
に
関
わ
る
考
察
（
藤
川
）

一
三

域
外
適
用
と
関
連
性
や
海
外
銀
行
に
対
す
る
影
響
な
ど
に
つ
い
て
、
銀
行
の
リ
ス
ク
管
理
と
ガ
バ
ナ
ン
ス
、
国
際
不
正
取
引
で
あ
る

Ｌ
Ｉ
Ｂ
Ｏ
Ｒ
問
題
と
規
制
強
化
な
ど
も
含
め
て
検
討
す
る
。

第
三
に
、
関
連
し
て
規
制
導
入
に
よ
る
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
お
よ
び
ジ
レ
ン
マ
が
問
題
と
な
り
か
ね
な
い
。
シ
テ
ィ
グ
ル
ー
プ
（
Ｎ
Ｙ
）
に

対
し
て
行
っ
た
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
を
基
に
、
ボ
ル
カ
ー
・
ル
ー
ル
の
域
外
適
用
と
差
別
的
跛
行
性
・
意
図
せ
ざ
る
帰
結
に
対
す
る
修
正
な
ど
に

つ
い
て
検
討
し
た
い
。
膨
大
な
内
容
を
擁
す
る
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
ゆ
え
に
、
域
外
適
用
な
ど
の
影
響
と
反
発
、
ロ
ビ
ー
活
動
他
の
抵

抗
、
理
論
面
の
詰
め
の
甘
さ
・
曖
昧
さ
な
ど
か
ら
く
る
規
則
制
定
の
依
拠
お
よ
び
適
用
延
期
・
除
外
な
ど
の
措
置
が
多
い
な
ど
、
法
制
度

面
の
ジ
レ
ン
マ
が
あ
る
。
流
動
性
低
下
・
資
本
コ
ス
ト
上
昇
、
規
制
の
少
な
い
シ
ャ
ド
ー
・
バ
ン
キ
ン
グ
の
資
金
流
出
、
海
外
資
本
市
場

と
の
競
争
不
利
、
個
別
金
融
機
関
の
リ
ス
ク
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
制
約
か
ら
予
想
外
の
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
・
リ
ス
ク
が
熟
成
さ
れ
か
ね
な
い
な

ど
、
規
制
導
入
に
よ
る
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
の
更
な
る
現
出
も
懸
念
さ
れ
、
シ
ャ
ド
ー
・
バ
ン
キ
ン
グ
規
制
に
し
て
も
規
制
強
化
の
連
鎖
に
堕

し
か
ね
な
い
。
金
融
不
安
の
継
続
、
信
頼
の
回
復
に
は
時
間
を
要
し
、
細
目
の
策
定
作
業
、
バ
ー
ゼ
ル
新
規
制
の
遂
行
、
マ
ク
ロ
・
プ

ル
ー
デ
ン
ス
の
必
要
性
と
共
に
、
金
融
政
策
と
の
一
体
化
に
よ
る
監
督
・
運
営
、
国
際
通
貨
基
金
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）
の
資
本
・
通
貨
フ
ロ
ー
管

理
な
ど
、
マ
ク
ロ
経
済
問
題
を
中
間
・
仲
介
項
と
し
て
、
実
効
性
あ
る
体
制
構
築
の
た
め
に
非
規
制
の
国
際
機
関
ま
で
包
括
せ
ざ
る
を
得

な
い
と
思
わ
れ
る
。

第
四
に
、
実
体
経
済
を
対
象
と
す
る
金
融
規
制
法
で
あ
る
限
り
、
ソ
フ
ト
ロ
ー
等
に
よ
る
改
革
を
進
め
る
こ
と
も
必
要
で
あ
り
、
エ
ン

フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
等
が
課
題
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
真
の
実
効
性
を
挙
げ
る
た
め
に
は
金
融
機
関
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
な

い
し
は
統
制
環
境
の
醸
成
を
合
わ
せ
て
図
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
の
実
質
的
域
外
適
用
等
の
関
連
か
ら
も
法
制

度
の
内
容
の
十
分
な
事
前
開
示
と
議
論
を
尽
く
し
、
各
国
独
自
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
等
も
尊
重
し
つ
つ
、
米
国
内
外
に
お
い
て
法
導
入
・



一
四

適
用
と
金
融
機
関
側
の
影
響
を
逐
一
、
実
証
分
析
や
経
済
状
況
等
も
踏
ま
え
て
、
十
分
な
開
示
と
着
実
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
よ
り
導
入
を

進
め
、
ソ
フ
ト
ロ
ー
と
の
ミ
ッ
ク
ス
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
実
効
性
を
持
っ
た
あ
り
得
べ
き
法
規
範
形
成
に
向
け
た
観
点
か
ら
求
め
ら
れ

て
い
こ
う
。

第
五
に
、
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
と
経
営
判
断
原
則
な
ら
び
に
取
締
役
の
責
任
が
検
討
さ
れ
る
。
シ
ス
テ
ミ
ッ
ッ
ク
・
リ
ス
ク
と
受
託

者
責
任
、
信
認
義
務
違
反
な
ど
が
議
論
さ
れ
る
。
戦
略
的
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
あ
る
Ｅ
Ｒ
Ｍ
構
築
な
ど
、
シ
ス
テ
ム
リ
ス
ク
を
内
包

す
る
金
融
機
関
の
取
締
役
責
任
の
高
度
化
が
求
め
ら
れ
る
一
方
、
肝
心
の
企
業
統
治
に
関
す
る
根
本
の
議
論
が
後
退
し
て
い
る
と
の
指
摘

も
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
一
種
の
ジ
レ
ン
マ
で
あ
ろ
う
。

第
六
に
、
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
と
新
た
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
と
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ら
び
に
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
と
銀
行
持

株
会
社
の
経
営
な
ど
が
検
討
さ
れ
る
。
リ
ス
ク
委
員
会
お
よ
び
Ｅ
Ｒ
Ｍ
な
ら
び
に
チ
ー
フ
・
リ
ス
ク
・
オ
フ
ィ
サ
ー
（
Ｃ
Ｒ
Ｏ
）
導
入
の

実
際
、
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
と
銀
行
取
締
役
の
融
資
責
任
な
ど
を
採
り
上
げ
る
。
金
融
危
機
後
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
に
つ
い
て
、
ゴ
ー

ル
ド
マ
ン
サ
ッ
ク
ス
の
実
践
事
例
を
み
て
み
た
い
。
ま
た
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
に
よ
り
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
バ
ン
ク
後
退
、
銀
行
持
株
会
社

化
の
傾
向
が
生
じ
、
業
務
の
多
様
化
が
縮
小
す
る
こ
と
、
経
営
判
断
に
お
け
る
シ
テ
ィ
基
準
な
ど
を
踏
ま
え
て
考
察
し
た
い
。
変
動
幅
の

大
き
い
金
融
市
場
に
お
い
て
、
平
時
の
経
営
判
断
原
則
の
適
用
に
批
判
的
な
見
解
も
出
さ
れ
る
。
米
国
に
お
け
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
の
停

滞
な
ら
び
に
不
透
明
さ
と
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
も
俯
瞰
し
た
い
。

（
2
） 

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
、
Ｍ
＆
Ａ
、
国
際
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
な
ど
、
い
ず
れ
も
域
外
適
用
の
問
題
に
連
関
す
る
。
長
年
、
政
府
系
金

融
機
関
の
融
資
・
審
査
、
格
付
機
関
業
務
等
に
携
わ
っ
た
観
点
か
ら
、
金
融
機
関
経
営
を
含
め
、
我
が
国
法
実
務
に
関
す
る
多
面
的
か
つ
総
合
的
な



米
国
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
を
中
心
と
す
る
国
際
金
融
法
制
の
展
開
と
影
響
に
関
わ
る
考
察
（
藤
川
）

一
五

検
討
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
拙
稿
「
国
際
取
引
に
お
け
る
域
外
適
用
ル
ー
ル
統
一
化
な
ら
び
に
秩
序
形
成
に
向
け
て
」
日
本
法
学
第
七
九
巻　
第

一
号
（
二
〇
一
三
年
六
月
）、「
域
外
適
用
と
銀
証
分
離
の
交
錯
│
グ
ロ
ー
バ
ル
金
融
法
制
の
新
潮
流
│
」
政
経
研
究
『
奥
村
大
作
教
授
古
希
記
念
』

第
四
九
巻　
第
四
号
（
二
〇
一
三
年
三
月
）、「
銀
行
取
締
役
の
追
加
融
資
責
任
に
関
す
る
考
察
│
東
和
銀
行
損
害
賠
償
請
求
等
訴
訟
事
件
と
関
連
事

案
の
検
討
な
ら
び
に
米
国
の
比
較
法
的
研
究
を
通
じ
て
│
」
法
学
紀
要
第
五
四
号
（
二
〇
一
三
年
三
月
）。「
米
国
金
融
規
制
改
革
法
な
ど
国
際
金
融

法
制
に
お
け
る
新
た
な
リ
ス
ク
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
│
規
制
強
化
と
コ
ン
バ
ー
ジ
ェ
ン
ス
な
ら
び
に
忠
実
義
務
な
ど
を
通
じ
た
株
主
間
差
別
化
に
向
け
て

│
」
政
経
研
究
『
高
木
勝
一
教
授
古
希
記
念
』
第
四
九
巻　
第
三
号
（
二
〇
一
三
年
一
月
）、「
米
国
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
に
お
け
る
銀
行
持
株
会

社
な
ら
び
に
Ｍ
＆
Ａ
取
引
規
制
等
に
か
か
る
考
察
」
日
本
法
学
第
七
八
巻　
第
一
号
（
二
〇
一
二
年
六
月
）。「
金
融
危
機
後
の
国
際
金
融
法
制
の
展

望
と
新
た
な
統
合
的
リ
ス
ク
管
理
な
ら
び
に
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
構
築
に
向
け
て
」
奥
島
孝
康
先
生
古
希
記
念
論
文
集
第
一
巻
《
下
篇
》『
現
代
企
業

法
学
の
理
論
と
動
態
』
成
文
堂
（
二
〇
一
一
年
一
〇
月
）。

第
二
章　

米
国
金
融
改
革
法
を
中
心
と
す
る
国
際
金
融
法
制
の
展
開
と
日
本
へ
の
影
響
│
法
と
実
務
の
接
点
│

一
．
問
題
意
識

日
本
私
法
学
会
全
国
大
会
（
二
〇
一
三
年
一
〇
月
一
二
日
）
に
お
い
て
は
「
域
外
適
用
と
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
際
│
海
外
汚
職
行

為
防
止
法
と
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
の
抵
触
局
面
に
お
け
る
実
務
対
応
と
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
方
向
性
│
」
を
副
題
と
し
て
掲
げ
、
研
究
報
告

を
行
っ
て
い
る
。

ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
が
我
が
国
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
、
主
要
な
論
点
を
①
同
法
に
内
在
す
る
ジ
レ
ン
マ
・
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
、
②

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
関
連
の
強
化
規
定
、
③
域
外
適
用
の
三
つ
に
絞
り
、
検
討
す
る
。
そ
の
上
で
、
こ
れ
ら
が
交
錯
し
、
先
鋭

化
し
た
企
業
実
務
の
喫
緊
の
課
題
と
し
て
、
海
外
汚
職
行
為
防
止
法
と
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
の
ジ
レ
ン
マ
に
関
わ
る
域
外
適
用
と
リ
ス



一
六

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
際
に
つ
い
て
、
比
較
法
、
国
際
会
社
法
等
の
観
点
も
交
え
て
検
討
し
、
日
本
私
法
学
会
の
研
究
報
告
に
お
い
て
は

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ら
び
に
Ｅ
Ｒ
Ｍ
の
具
体
的
な
構
築
例
も
示
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二
．
意
図
さ
れ
な
い
潜
在
的
な
帰
結
、
規
制
強
化
の
ジ
レ
ン
マ
な
ら
び
に
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス

二
〇
一
〇
年
七
月
二
一
日
署
名
、
成
立
し
た
米
国
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
（D

odd-F
rank W

all S
treet R

eform
 and C

onsum
er 

P
rotection A

ct

）
に
関
し
て
は
域
外
適
用
（extraterritorial application

）
と
一
律
規
制
・
外
国
銀
行
の
扱
い
が
大
き
な
焦
点
と
な
っ
て

い
る
。
米
国
に
お
け
る
包
括
的
な
金
融
制
度
改
革
を
目
的
と
す
る
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
の
主
旨
と
し
て
は
、
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
・
リ
ス

ク
・
レ
ギ
ュ
レ
ー
タ
ー
設
置
、T

oo B
ig T
o F
ail

問
題
の
対
応
、
店
頭
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
市
場
改
革
、
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
規
制
導
入
、
銀

行
・
保
険
規
制
シ
ス
テ
ム
改
善
、
格
付
機
関
規
制
強
化
、
証
券
化
市
場
規
制
導
入
、
役
員
報
酬
な
ど
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
改

善
、
消
費
者
保
護
、
投
資
家
保
護
強
化
等
の
多
く
の
課
題
に
対
処
せ
ん
と
す
る
。

特
に
、
銀
行
の
業
務
範
囲
を
制
限
し
、
大
規
模
金
融
会
社
の
規
模
を
抑
制
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
ボ
ル
カ
ー
・
ル
ー
ル
（V

olcker 

R
ule

）
で
は
、
銀
行
持
株
会
社
等
な
ら
び
に
合
併
・
統
合
等
の
禁
止
が
図
ら
れ
る
。
預
金
保
険
制
度
で
保
護
さ
れ
た
銀
行
が
高
リ
ス
ク
業

務
を
行
い
、T

oo big to fail

と
な
ら
な
い
よ
う
に
規
模
拡
大
を
制
限
す
る
。
銀
行
と
持
株
会
社
・
グ
ル
ー
プ
会
社
に
対
し
、
自
己
勘
定

ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
、
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
な
ら
び
に
Ｐ
Ｅ
フ
ァ
ン
ド
の
出
資
等
に
つ
き
、
リ
ス
ク
ヘ
ッ
ジ
目
的
、
顧
客
依
頼
取
引
等
の
例
外

は
あ
る
が
、
原
則
禁
止
す
る
。
大
規
模
合
併
の
禁
止
を
図
り
、
合
併
後
の
負
債
合
計
が
金
融
機
関
全
体
の
負
債
合
計
の
一
〇
％
を
超
え
る

場
合
と
定
め
て
い
る
。

適
用
除
外
、
域
外
適
用
な
ら
び
に
そ
の
影
響
に
関
し
て
、
米
国
外
活
動
に
関
す
る
重
要
な
例
外
と
し
て
、「
米
国
国
外
の
み
」
行
為
の

適
用
除
外
要
件
が
厳
格
で
あ
る
こ
と
、
許
容
活
動
の
追
加
的
制
限
（
連
邦
準
備
法
第
二
三
Ａ
・
二
三
Ｂ
条
拡
大
適
用
）
な
ど
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。



米
国
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
を
中
心
と
す
る
国
際
金
融
法
制
の
展
開
と
影
響
に
関
わ
る
考
察
（
藤
川
）

一
七

ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
と
Ｍ
＆
Ａ
規
制
を
み
て
も
、
十
分
な
資
本
化
・
管
理
要
件
改
正
、
集
中
制
限
（concentration lim

its

）、
シ
ス

テ
ミ
ッ
ク
・
リ
ス
ク
・
フ
ァ
ク
タ
ー
、
ノ
ン
バ
ン
ク
の
合
併
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
、
資
本
制
約
が
定
め
ら
れ
る
一
方
、
基
本
に
戻
る
禁
止
令
、

T
oo sm

all to succeed

、
経
済
状
態
（E

conom
ic C
onditions

）
な
ど
の
面
で
Ｍ
＆
Ａ
の
促
進
と
な
る
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
の
現
出
も
指
摘
さ

れ
る
。

ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
の
位
置
付
け
と
し
て
は
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
等
パ
ン
ド
ワ
ゴ
ン
（
便
乗
政
策
）
条
項
の
多
さ
、
未
達
事
項
な
ら
び
に

意
図
せ
ざ
る
内
容
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
筆
者
が
行
っ
た
シ
テ
ィ
グ
ル
ー
プ
に
対
す
る
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
に
よ
れ
ば
、
①
規
制
強
化
の
ジ
レ
ン

マ
、
②
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
、
③
法
文
の
書
き
方
が
絞
ら
れ
て
お
ら
ず
、
他
業
界
、
一
般
事
業
法
人
へ
も
影
響
す
る
こ
と
、
④
規
制
強
化
・
緩

和
の
交
錯
時
期
で
あ
る
こ
と
、
⑤
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
予
算
・
人
員
削
減
な
ど
規
制
当
局
側
の
事
情
に
よ
る
実
現
延
期
、
⑥
新
た
な
ホ
ッ
ト
・
イ
ッ

シ
ュ
ー
出
現
、
⑦
金
融
緩
和
と
リ
ス
ク
テ
イ
ク
の
増
大
、
新
興
国
の
ア
セ
ッ
ト
バ
ブ
ル
化
、
⑧
各
国
の
規
制
強
化
の
反
発
等
が
指
摘
さ
れ

た
。三

．
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
の
法
な
ら
び
に
実
務
・
金
融
機
関
経
営
に
与
え
る
影
響

ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
の
法
な
ら
び
に
実
務
・
金
融
機
関
経
営
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
、
同
法
の
評
価
で
は
、
米
国
金
融
シ
ス
テ
ム

の
伝
統
的
分
権
尊
重
を
維
持
し
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
策
な
ど
基
本
的
に
米
国
上
場
外
国
企
業
に
は
直
接
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
、
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
報
酬
枠
組
み
開
示
義
務
、
過
大
な
報
酬
等
提
供
禁
止
は
外
国
ベ
ー
ス
の
銀
行
持
株
会
社
を
含
む
預
金
金
融
機
関
持
株
会
社
に
適
用

さ
れ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
次
に
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
変
更
に
関
し
て
は
、
コ
ア
業
務
集
中
は
資
本
コ
ス
ト
増
加
に
繋
が
り
、
高
付
加

価
・
高
収
益
業
務
に
特
化
す
る
方
向
と
な
ろ
う
。
ボ
ル
カ
ー
・
ル
ー
ル
の
邦
銀
等
に
与
え
る
影
響
で
は
、
①
邦
銀
の
米
国
事
業
に
対
す
る

直
接
的
影
響
、
②
競
争
関
係
に
あ
る
世
界
の
金
融
機
関
の
影
響
、
③
日
本
法
に
組
み
入
れ
る
こ
と
を
決
定
し
た
場
合
の
潜
在
的
影
響
が
検



一
八

討
さ
れ
る
。
米
国
規
制
当
局
が
ボ
ル
カ
ー
・
ル
ー
ル
の
実
施
を
促
し
、
米
国
先
例
に
従
う
こ
と
を
主
張
す
る
な
ど
、
競
争
政
策
上
の
観
点

か
ら
米
国
金
融
機
関
の
国
際
競
争
力
低
下
の
影
響
を
減
少
さ
せ
ん
と
す
る
こ
と
、
バ
ー
ゼ
ル
Ⅲ
改
定
プ
ロ
セ
ス
に
規
制
数
値
が
参
考
と
さ

れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

四
．
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
に
お
け
る
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
関
連
規
制
の
強
化
と
ジ
レ
ン
マ

①
第
九
五
一
条
（
一
九
三
四
年
証
券
取
引
所
法
一
四
Ａ
条
改
正
）
は
、
株
主
に
役
員
報
酬
お
よ
び
敵
対
的
買
収
防
衛
策
の
役
員
退
職
金
に
関

す
る
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
に
つ
い
て
、
拘
束
力
の
な
い
決
議
を
行
う
権
利
と
し
て
、
定
期
的
な
株
主
の
セ
イ
オ
ン
ペ
イ
（S

ay 

on P
ay

）
の
投
票
権
を
賦
与
し
て
い
る
。
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
委
任
状
勧
誘
規
則
に
よ
り
株
主
総
会
等
の
委
任
状
等
に
は
、
少
な
く
と
も
三
年
ご
と

に
開
示
が
義
務
付
け
ら
れ
る
役
員
報
酬
の
承
認
の
た
め
に
株
主
に
よ
る
決
議
、
お
よ
び
少
な
く
と
も
六
年
ご
と
に
前
記
決
議
の
頻
度
を
定

め
る
株
主
に
よ
る
決
議
が
含
ま
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
②
第
九
五
二
条
等
は
、
報
酬
委
員
会
の
完
全
独
立
、
委
員
会
の
特
定
・
指
定
さ

れ
た
監
督
責
任
の
賦
与
を
規
定
す
る
。
独
立
性
基
準
と
独
立
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
お
よ
び
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
た
め
の
要
求
項
目
な
ど
強
化
を

要
求
し
て
い
る
。
③
第
九
五
三
条
で
は
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
が
企
業
に
役
員
報
酬
に
関
し
て
追
加
の
情
報
公
開
を
提
供
す
る
こ
と
を
規
定
す
る
。
④

第
九
五
四
条
は
、
役
員
報
酬
に
関
し
て
サ
ー
ベ
ン
ス
・
オ
ク
ス
レ
ー
法
（
Ｓ
Ｏ
Ｘ
法
）
の
規
則
を
拡
大
す
る
。
⑤
第
九
七
一
条
は
、

Ｓ
Ｅ
Ｃ
に
プ
ロ
ク
シ
・
ア
ク
セ
ス
（proxy access

）
ル
ー
ル
採
用
の
認
可
権
限
を
賦
与
す
る
。
株
主
が
自
ら
の
候
補
者
の
取
締
役
指
名
に

総
会
招
集
通
知
の
使
用
を
許
さ
れ
る
ル
ー
ル
を
広
め
る
権
限
を
規
定
す
る
。
⑥
第
九
七
二
条
は
、
同
一
人
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
と
取
締
役
会
長
の
併

有
、
理
由
に
つ
い
て
の
公
表
を
求
め
る
。
⑦
第
九
二
二
条
で
は
、
公
益
通
報
保
護
が
規
定
さ
れ
る
。

ボ
ル
カ
ー
・
ル
ー
ル
と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
設
定
の
方
針
・
手
続
に
関
し
て
、
銀
行
事
業
体
が
ボ
ル
カ
ー･

ル
ー
ル
活

動
を
行
う
場
合
、
設
定
、
追
加
・
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
規
定
さ
れ
る
。



米
国
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
を
中
心
と
す
る
国
際
金
融
法
制
の
展
開
と
影
響
に
関
わ
る
考
察
（
藤
川
）

一
九

米
国
企
業
改
革
法
（
Ｓ
Ｏ
Ｘ
法
）
と
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
の
規
制
強
化
の
関
連
で
は
、
二
〇
〇
二
年
Ｓ
Ｏ
Ｘ
法
は
三
委
員
会
の
う
ち
、

監
査
委
員
会
の
機
能
強
化
、
事
後
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
さ
れ
る
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
の
実
効
性
を
高
め
、
米
上
場
企
業
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ

バ
ナ
ン
ス
を
強
化
す
る
が
、
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
は
報
酬
委
員
会
の
機
能
強
化
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ
に
よ
る
高
額
報
酬
目
当
て
の
経
営
を
未
然
に

防
止
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
質
を
高
め
る
。
ま
た
、
公
開
会
社
の
内
部
統
制
報
告
に
関
す
る
監
査
証
明
義
務
の
適
用
除
外

（
Ｓ
Ｏ
Ｘ
法
緩
和
）
が
図
ら
れ
る
一
方
、
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
第
九
五
四
条
と
Ｓ
Ｏ
Ｘ
法
第
三
〇
四
条
の
比
較
（
報
酬
ク
ロ
ー
バ
ッ
ク
と
海

外
発
行
体
の
影
響
）
に
お
い
て
は
、
第
三
〇
四
条
要
件
に
比
し
厳
格
と
な
り
、
機
関
投
資
家
な
ど
株
主
圧
力
対
応
下
規
程
が
整
備
さ
れ
て

い
る
（
Ｆ
Ｄ
Ｉ
Ｃ
ガ
イ
ド
）。
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
に
お
け
る
報
酬
規
制
と
我
が
国
法
制
を
み
る
と
、
株
主
総
会
権
限
を
定
め
る
会
社
法

相
当
の
法
律
は
米
国
は
州
法
管
轄
、
一
九
三
四
年
証
券
取
引
所
法
は
連
邦
法
、
金
融
商
品
取
引
法
に
相
当
す
る
市
場
法
の
存
在
な
ど
、
会

社
法
制
の
関
係
で
制
度
設
計
の
相
違
が
指
摘
さ
れ
る
。
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
と
新
た
な
リ
ス
ク
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
の
構
築
と
し
て
、

統
合
的
リ
ス
ク
管
理
（
Ｅ
Ｒ
Ｍ
）
に
向
け
、
取
締
役
会
の
リ
ス
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
、
リ
ス
ク
委
員
会
・
Ｃ
Ｒ
Ｏ
な
ど
の
規
定
を
置
き
、
ガ
バ

ナ
ン
ス
強
化
を
図
る
が
、
他
方
で
、
米
国
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
の
不
透
明
さ
、
経
営
判
断
原
則
と
裁
判
所
の
謙
抑
性
が
指
摘
が
さ
れ
、
新
た

な
ジ
レ
ン
マ
と
な
っ
て
い
る
。

五
．
域
外
適
用
の
考
察

ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
の
域
外
適
用
と
一
律
規
制
に
関
し
て
、
ボ
ル
カ
ー
・
ル
ー
ル
の
適
用
範
囲
に
つ
い
て
米
銀
は
自
己
勘
定
取
引
の

場
所
に
関
わ
ら
ず
適
用
さ
れ
る
。
非
米
銀
は
米
国
内
、
あ
る
い
は
米
国
外
取
引
の
米
国
居
住
者
を
相
手
と
す
る
取
引
に
は
適
用
が
さ
れ
る
。

ボ
ル
カ
ー
・
ル
ー
ル
、
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
規
定
の
域
外
適
用
と
差
別
的
跛
行
性
に
関
し
て
、
第
一
に
、
ボ
ル
カ
ー
・
ル
ー
ル
で
は
、「
米
国

国
外
の
み
」
行
為
の
適
用
除
外
要
件
が
厳
格
で
あ
る
。
第
二
に
、
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
規
定
の
域
外
適
用
に
つ
い
て
、
非
証
券
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ



二
〇

（sw
aps

）
関
連
規
定
は
原
則
と
し
て
米
国
国
外
の
活
動
に
は
適
用
さ
れ
な
い
が
、
米
国
通
商
に
お
け
る
活
動
に
直
接
的
か
つ
重
要
な
関
連

を
有
し
、
も
し
く
は
当
該
活
動
に
直
接
的
か
つ
重
要
な
効
果
（eff ect

）
を
有
す
る
場
合
な
ど
（
七
二
二
条
⒟
）、
例
外
が
あ
る
（
修
正
効
果

主
義
）。
第
三
に
、
ス
ワ
ッ
プ
・
プ
ッ
シ
ュ
ア
ウ
ト
条
項
の
影
響
が
あ
り
、
第
七
一
六
条
に
お
い
て
銀
行
が
連
邦
支
援
（federal 

assistance

）
を
受
け
る
場
合
、
ス
ワ
ッ
プ
・
エ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
分
離
す
る
こ
と
を
求
め
る
。
邦
銀
ま
た
は
外
国
銀
行
米
国
支
店
が
例
外
措

置
を
利
用
で
き
る
か
不
明
と
な
る
。
第
四
に
、
不
利
益
な
影
響
と
し
て
、
外
国
銀
行
お
よ
び
ノ
ン
バ
ン
ク
と
内
国
民
待
遇
原
則
が
あ
る
。

域
外
適
用
に
対
す
る
修
正
要
求
な
ど
が
、
我
が
国
当
局
、
全
銀
協
、
学
界
な
ど
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
所
以
で
あ
る
。

域
外
適
用
統
一
化
に
関
し
て
、
独
占
禁
止
法
と
米
国
証
券
取
引
所
法
の
域
外
適
用
関
連
の
蓄
積
が
検
討
さ
れ
る
。
属
地
主
義
の
拡
張
、

主
観
的
属
地
主
義
（
行
為
理
論
）
お
よ
び
客
観
的
属
地
主
義
（
効
果
理
論
）、
域
外
適
用
の
拡
張
に
対
す
る
国
家
主
権
に
関
す
る
国
際
法
三

原
則
の
制
限
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
①
管
轄
権
対
象
と
管
轄
権
渕
源
の
間
に
実
質
的
か
つ
真
正
の
結
合
の
あ
る
こ
と
、
②
他
国
の
国
内
管

轄
権
に
属
す
る
事
項
に
干
渉
し
な
い
こ
と
、
③
適
合
性
、
相
互
性
お
よ
び
比
例
性
の
原
則
に
従
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
ま
た
、
独
禁
法

の
効
果
主
義
と
証
券
法
領
域
の
効
果
理
論
（
客
観
的
属
地
主
義
）
の
ズ
レ
の
問
題
も
、
今
後
の
検
討
課
題
と
な
ろ
う
。

域
外
適
用
に
お
け
る
証
券
取
引
法
と
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
の
交
錯
に
つ
い
て
は
、
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
九
二
九
Ｐ
条
⒝
⑵
B
に
よ

るM
orrison

判
決
修
正
と
私
人
間
訴
訟
の
検
討
が
さ
れ
て
お
り
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
お
よ
び
司
法
省
（D

epartm
ent of Justice

）
の
行
為
に
関
す
る

限
り
で
行
為
・
効
果
基
準
を
採
用
し
、M

orrison

判
決
の
内
容
は
実
質
的
に
一
部
修
正
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
（
3
）

。
米
国
金
融
改
革
法
の
域

外
適
用
に
つ
い
て
は
、
主
観
的
属
地
主
義
と
客
観
的
属
地
主
義
を
組
み
合
わ
せ
たB

ersch

判
決
（
一
九
七
五
年
）
の
考
え
方
が
参
考
さ
れ
、

在
外
米
国
人
の
と
き
は
予
備
行
為
以
上
、
在
外
外
国
人
の
と
き
は
損
害
の
直
接
原
因
と
な
る
行
為
が
必
要
と
さ
れ
る
が
、
管
轄
権
対
象
の

関
係
で
必
要
な
行
為
の
種
類
を
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。



米
国
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
を
中
心
と
す
る
国
際
金
融
法
制
の
展
開
と
影
響
に
関
わ
る
考
察
（
藤
川
）

二
一

国
際
不
正
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
域
外
適
用
に
関
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
内
部
統
制
の
整
備
が
急
務
と
な
る
。

英
国
賄
賂
防
止
法
（
Ｕ
Ｋ
Ｂ
Ａ
）
と
米
国
海
外
汚
職
行
為
防
止
法
（
Ｆ
Ｃ
Ｐ
Ａ
）
の
域
外
適
用
に
つ
い
て
、
Ｆ
Ｃ
Ｐ
Ａ
は
刑
事
法
的
色
彩
が

強
く
、
主
観
的
属
地
主
義
の
要
因
が
強
ま
り
、
反
面
で
市
場
の
利
害
要
因
は
薄
ま
ろ
う
。
マ
ネ
ー
・
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
で
は
刑
法
的
色
彩
が

強
ま
り
、
全
世
界
統
一
的
な
規
範
形
成
も
必
要
と
な
る
。
域
外
適
用
の
ル
ー
ル
統
一
化
と
秩
序
形
成
に
お
い
て
は
、
恣
意
性
と
予
測
可
能

性
等
の
点
で
、
独
禁
法
制
と
の
整
合
性
な
ら
び
に
ソ
フ
ト
ロ
ー
の
考
察
、
国
際
的
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
と
国
際
礼
譲
の
導
入
が
検
討
さ

れ
よ
う
。

六 

．
域
外
適
用
と
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
際
│
海
外
汚
職
行
為
防
止
法
と
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
の
抵
触
局
面
に
お
け
る
実
務
対

応
と
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
方
向
性
│

1
．
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
九
二
二
条
と
米
国
Ｆ
Ｃ
Ｐ
Ａ
域
外
適
用
と
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
に
お
け
る
こ
う
し
た
基
本
的
な
検
討
を
踏
ま
え
て
、
三
つ
の
論
点
が
重
な
る
論
点
と
し
て
、
域
外
適
用
と
リ
ス

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
際
を
採
り
上
げ
、
考
察
す
る
。

リ
ー
マ
ン
金
融
危
機
で
、
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
の
高
リ
ス
ク
債
務
担
保
証
券
（
Ｃ
Ｄ
Ｏ
）
の
組
成
・
販
売
な
ど
、
金
融
機
関
取
締
役
の
経
営

判
断
を
図
る
基
準
と
し
て
、
注
意
義
務
・
誠
実
義
務
違
反
に
お
い
て
甘
いC

itigroup

事
件
の
規
準
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
法
令
遵
守

（
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
）
が
ク
リ
ア
ー
さ
れ
た
上
で
の
経
営
陣
の
裁
量
と
し
て
責
任
を
問
わ
な
い
平
時
の
事
後
的
な
経
営
判
断
原
則

（
Ｂ
Ｊ
Ｒ
）
の
適
用
に
対
し
て
は
経
営
者
天
国
と
批
判
が
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
克
服
が
課
題
と
な
る
。
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
、
Ｆ
Ｃ
Ｐ
Ａ

共
に
域
外
適
用
が
問
題
と
な
り
、
実
務
・
経
営
的
な
影
響
を
通
じ
、
金
融
の
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
な
特
性
上
、
我
が
国
の
法
実
務
に
も
直
接
・

間
接
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
と
な
る
。
内
部
統
制
・
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
、
危
機
の
事
前
防
止
か
ら
当
然
に
整
備
さ
れ
る
が
、
加
え



二
二

て
、
域
外
適
用
に
対
す
る
法
制
度
上
の
防
波
堤
の
必
要
性
が
背
景
に
あ
る
。

2
．
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
九
二
二
条
と
Ｆ
Ｃ
Ｐ
Ａ
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ジ
レ
ン
マ
・
相
克

問
題
意
識
の
発
端
（
ジ
レ
ン
マ
の
懸
念
）
に
つ
い
て
、
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
九
二
二
条
は
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
に
対
す
る
証
券
法
違
反
の
報
告
に

関
し
て
高
額
報
奨
金
と
内
部
通
報
者
保
護
を
強
化
、
内
部
告
発
を
奨
励
す
る
が
、
Ｆ
Ｃ
Ｐ
Ａ
執
行
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
報
告

さ
れ
て
い
る
（
米
国
証
券
取
引
委
員
会
倫
理
リ
ソ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
（
二
〇
一
〇
年
一
二
月
）、
不
正
行
為
の
内
部
通
報
に
関
す
る
討
論
会
（
二
〇
一
〇
年

一
二
月
）。
近
年
、
数
百
万
ド
ル
に
及
ぶ
Ｆ
Ｃ
Ｐ
Ａ
上
の
和
解
が
多
数
み
ら
れ
、
内
部
告
発
者
条
項
に
よ
り
、
さ
ら
に
多
く
の
Ｆ
Ｃ
Ｐ
Ａ

に
関
す
る
調
査
、
執
行
措
置
が
行
わ
れ
る
可
能
性
が
出
て
く
る
。
従
業
員
が
社
内
報
告
や
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
体
制
を
回
避
し
、
直
接
政

府
に
社
外
通
報
を
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
企
業
の
内
部
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
体
制
が
弱
体
化
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
即
ち
、
九
二
二

条
は
量
刑
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
あ
る
い
は
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
機
能
を
弱
体
化
さ
せ
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
面
に
お
け
る
ド
ッ

ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
の
新
た
な
ジ
レ
ン
マ
・
相
克
の
顕
現
と
も
い
え
よ
う
。

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
機
能
の
十
全
を
図
る
た
め
、
内
部
告
発
条
項
と
の
機
能
調
整
が
必
要
と
な
り
、R

ed F
lag

の
活
用
が
想
定
さ
れ

る
。C

itigroup

判
決
で
は
、
従
業
員
のR

ed F
lag

（
内
部
告
発
・
危
険
な
徴
候
）
に
耳
を
傾
け
な
か
っ
た
経
営
陣
の
注
意
義
務
違
反
が
問

わ
れ
た
が
、R

ed F
lag

が
裁
判
規
範
と
し
て
確
立
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
を
採
り
入
れ
た
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
お
い
て
自
主
的
リ
ス
ク
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
機
能
を
果
た
し
う
る
こ
と
に
な
る
。

ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
九
二
二
条
の
公
益
通
報
保
護
（
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
に
お
け
る
通
報
者
保
護
拡
大
）
に
つ
い
て
は
、
米
国
一
九
八
八

年
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
お
よ
び
証
券
詐
欺
執
行
法
に
よ
り
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
が
報
奨
金
支
払
い
を
規
定
し
、
Ｓ
Ｏ
Ｘ
法
に
よ
り
上
場
企
業
に
お
け

る
通
報
者
保
護
が
図
ら
れ
、
金
融
危
機
を
受
け
保
護
を
証
券
法
違
反
に
拡
大
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
第
九
二
二
条
に
お
い
て
、
自
社
の
証



米
国
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
を
中
心
と
す
る
国
際
金
融
法
制
の
展
開
と
影
響
に
関
わ
る
考
察
（
藤
川
）

二
三

券
法
違
反
に
関
す
る
独
自
に
知
り
得
た
情
報
を
Ｓ
Ｅ
Ｃ
に
任
意
で
通
報
し
、
一
〇
〇
万
ド
ル
以
上
の
民
事
制
裁
金
賦
課
に
至
っ
た
場
合
、

Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
通
報
者
に
民
事
制
裁
金
の
一
〇
│
三
〇
％
を
報
奨
金
と
し
て
支
払
う
こ
と
が
規
定
さ
れ
る
。
企
業
側
が
公
益
通
報
者
に
対
し
て

告
発
を
理
由
と
す
る
不
利
益
を
与
え
る
こ
と
を
禁
止
さ
れ
る
（
Ｓ
Ｅ
Ｃ
二
〇
一
一
年
一
一
月
規
則
案
）。
利
害
調
整
と
し
て
、
公
益
通
報
者
が

自
社
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
部
門
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
な
い
が
し
ろ
に
し
な
い
た
め
の
措
置
も
規
定
さ
れ
、
自
社
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
部
門

へ
の
通
報
後
、
九
〇
日
以
内
に
Ｓ
Ｅ
Ｃ
に
通
報
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
遡
及
的
に
当
初
の
日
に
Ｓ
Ｅ
Ｃ
に
通
報
が
あ
っ
た
も
の
と
し
て
、
最

初
の
告
発
者
の
利
益
を
保
護
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
目
的
達
成
の
疑
問
も
出
さ
れ
、
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
弱
体
化
の
懸
念
が
残
る
。

費
用
負
担
増
加
で
消
費
者
・
投
資
家
保
護
に
支
障
が
生
じ
、
透
明
性
確
保
に
も
問
題
が
出
さ
れ
る
。
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
費
用
対
効
果
の
分
析
が
恣

意
的
と
す
る
プ
ロ
ク
シ
・
ア
ク
セ
ス
に
関
し
た
訴
訟
提
起
が
さ
れ
、
連
邦
控
訴
裁
判
所
か
ら
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
ル
ー
ル
作
り
の
不
備
も
指
摘
さ
れ

て
い
る
。

3
．
米
国
Ｆ
Ｃ
Ｐ
Ａ
・
英
国
贈
収
賄
禁
止
法
の
域
外
適
用
の
実
例
│
競
争
政
策
上
の
対
応
│

米
国
Ｆ
Ｃ
Ｐ
Ａ
に
お
け
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
、
企
業
は
Ｆ
Ｃ
Ｐ
Ａ
の
会
計
記
録
・
内
部
統
制
条
項
を
遵
守

し
、
社
内
の
内
部
告
発
者
方
針
を
見
直
し
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
問
題
に
積
極
的
に
対
応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
企
業
側
の
リ

ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
内
部
統
制
の
整
備
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
蔵
化
が
求
め
ら
れ
る
が
、
九
二
二
条
は
Ｆ
Ｃ
Ｐ
Ａ
が
求
め
る
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
機
能
を
弱
体
化
さ
せ
か
ね
な
い
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
（
4
）

。

英
国
贈
収
賄
禁
止
法
（U

K
 B
ribary A

ct 2010

）
の
域
外
適
用
と
内
部
統
制
に
つ
い
て
、
不
祥
事
防
止
の
た
め
の
内
部
統
制
を
構
築
し

な
か
っ
た
こ
と
が
罪
に
問
わ
れ
る
（
第
七
条
）。
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
は
域
外
適
用
を
記
載
し
て
お
り
、
英
国
裁
判
所
は
英
国
国
民
か
居
住
者
か
、

犯
罪
場
所
に
か
か
わ
ら
ず
、
裁
判
管
轄
を
有
し
、
外
国
企
業
に
よ
る
英
国
以
外
の
行
為
も
適
用
対
象
と
な
る
、
Ｆ
Ｃ
Ｐ
Ａ
に
比
し
適
用
範



二
四

囲
が
広
い
こ
と
が
留
意
さ
れ
て
お
り
、
民
間
人
へ
の
商
業
賄
賂
も
禁
止
（
第
一
条
）、
目
的
が
幅
広
い
こ
と
、
営
業
活
動
に
関
す
る
抗
弁

（A
ffi  rm
ative defense

）
が
な
い
こ
と
、
業
務
円
滑
化
の
支
払
（facilitation paym
ent

）
の
例
外
が
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

外
国
企
業
お
よ
び
従
業
員
が
関
与
し
た
Ｆ
Ｃ
Ｐ
Ａ
事
案
の
増
加
が
み
ら
れ
、
①
証
券
発
行
者
に
対
す
る
管
轄
、
②
米
国
領
土
内
で
行
わ

れ
た
行
為
に
基
づ
く
管
轄
に
分
か
れ
る
が
、
後
者
で
は
、
⒜
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
政
府
高
官
の
贈
賄
事
件
が
あ
る
（
二
〇
一
一
年
日
揮
）。
適
用

対
象
の
主
体
に
は
非
該
当
で
あ
る
が
、
共
謀
罪
、
な
ら
び
に
Ｎ
Ｙ
コ
レ
ス
ポ
ン
デ
ン
ト
銀
行
経
由
の
送
金
に
つ
い
て
の
幇
助
・
教
唆
罪
と

し
て
摘
発
し
て
い
る
。
⒝
同
事
件
の
仲
介
と
し
て
代
理
人
（
丸
紅
）
も
摘
発
を
受
け
、
や
は
り
共
謀
罪
を
問
わ
れ
た
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

の
銀
行
経
由
の
送
金
で
あ
っ
た
が
、
米
国
企
業
と
の
共
謀
が
あ
る
た
め
、
や
は
り
幇
助
・
教
唆
罪
を
問
わ
れ
た
。
発
行
者
以
外
の
人
ま
た

は
国
内
企
業
等
に
関
す
る
条
項
に
直
接
違
反
し
た
罪
で
起
訴
す
る
余
地
も
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
⒞
現
地
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
を
経
由
し

た
現
地
政
府
高
官
へ
の
贈
賄
事
件
（
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
）
で
は
、
邦
人
初
の
Ｆ
Ｃ
Ｐ
Ａ
違
反
の
刑
事
責
任
が
問
わ
れ
た
国
際
カ
ル
テ
ル
疑
惑

事
案
で
あ
る
（
マ
リ
ン
ホ
ー
ス
事
件
（
5
）

）。
日
本
企
業
お
よ
び
米
国
子
会
社
が
中
南
米
の
国
有
石
油
企
業
職
員
に
対
す
る
Ｆ
Ｃ
Ｐ
Ａ
違
反
の
共

謀
罪
を
問
わ
れ
、
日
本
国
民
、
居
住
・
勤
務
の
被
告
は
米
国
内
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
出
席
直
後
、
米
国
で
逮
捕
さ
れ
、
二
年
間
拘
禁
刑
、
八
万

ド
ル
罰
金
の
実
刑
を
受
け
て
い
る
。
二
〇
一
一
年
九
月
二
八
〇
〇
万
ド
ル
で
和
解
し
た
が
、
賄
賂
供
与
手
続
を
実
際
に
進
め
た
の
は
米
国

子
会
社
で
あ
り
、
海
外
部
部
長
は
賄
賂
供
与
の
交
渉
、
承
認
を
行
っ
た
と
し
て
共
謀
罪
に
問
わ
れ
て
い
る
。

4
．
経
営
判
断
原
則
に
お
け
るR

ed Flag

対
処
義
務

経
営
判
断
基
準
の
強
化
と
し
て
、
危
機
前
に
現
れ
たR

ed F
lag

は
指
針
と
し
て
経
営
陣
は
認
識
す
べ
き
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
隠
蔽
し

て
は
な
ら
な
い
こ
と
の
責
任
がC

itigroup

判
決
（F

ebruary 24, 2009

）
で
争
わ
れ
た
。
Ａ
Ｒ
Ｍ
委
員
会
の
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
い
た
こ
と

か
ら
、
経
営
陣
は
責
任
追
及
を
免
れ
て
い
る
。
具
体
的
なF

lag

と
し
て
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ス
の
米
国
住
宅
市
場
の
バ
ブ
ル
の



米
国
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
を
中
心
と
す
る
国
際
金
融
法
制
の
展
開
と
影
響
に
関
わ
る
考
察
（
藤
川
）

二
五

終
焉
の
記
載
（M

ay 27, 2005

）、
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
業
界
有
力
企
業
倒
産
に
つ
い
て
のB

loom
berg

の
コ
メ
ン
ト
（F

ebruary 12, 

2007
）、S

tandard &
 P
oor`s

とM
oody`s

の
格
付
け
低
下
（July 10, 2007

）
な
ど
で
あ
る
（
6
）

。

B
ear S

tearns

判
決
（N

.Y
. D
ecem

ber 23, 2009 （7
）

）
で
は
、
原
告
はB
ear S

tearns

の
株
主
でJP

 M
organt

と
の
合
併
に
よ
り
受
け

た
損
失
を
取
締
役
の
信
認
義
務
違
反
と
し
て
損
害
賠
償
を
求
め
、
合
併
に
お
け
る
不
法
行
為
を
主
張
し
た
。
被
告
行
為
は
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州

の
従
来
の
判
例
に
則
る
と
経
営
判
断
の
射
程
内
で
あ
り
、
信
認
義
務
違
反
に
な
ら
ず
原
告
は
敗
訴
し
て
い
る
。
原
告
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州

法
に
則
る
と
違
反
で
あ
る
と
し
、
過
去
の
勝
訴
判
例
（In re C

ablevision S
ys. C

orp. S
｀holders L

itig., 2008

）
の
法
的
類
似
性
を
主
張
し

た
が
、
裁
判
所
は
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
法
を
適
用
し
、
経
営
判
断
原
則
適
用
に
よ
り
原
告
は
敗
訴
し
た
。
州
際
の
域
外
適
用
の
関
連
事
例
と
い

え
よ
う
。

続
い
て
、D

ow
 C
hem
ical

判
決
（D
ecem

ber 31, 2009 （8
）

）
で
は
、R

ohm
 &
 H
aas C

om
pany

と
取
引
が
も
つ
れ
、
損
害
回
復
を
求
め

た
株
主
代
表
訴
訟
で
あ
る
が
、
原
告
は
被
告
の
信
認
義
務
（their fi duciary duties

）
違
反
を
主
張
し
た
。
合
弁
会
社
に
関
し
、
ク
ウ
ェ
ー

ト
政
府
の
間
で
賄
賂
供
与
が
さ
れ
た
事
案
で
あ
る
が
、D

ow
 C
hem
ical

経
営
者
が
賄
賂
拡
張
を
図
っ
た
事
実
は
認
定
さ
れ
た
も
の
の
、

し
か
し
業
務
円
滑
化
の
た
め
の
常
識
的
支
払
（F

acilitaion P
aym
ents

）
と
し
て
賄
賂
原
因
をD

ow
 C
hem
ical

に
帰
す
る
は
合
理
的
と
は

い
え
な
い
と
判
断
さ
れ
て
い
る
。
Ｆ
Ｃ
Ｐ
Ａ
域
外
適
用
と
の
交
錯
事
案
で
あ
ろ
う
。R

ed F
lag

の
内
容
は
抽
象
化
し
、
争
点
と
な
る
こ

と
を
裁
判
所
は
認
め
る
が
、
請
求
認
容
に
至
っ
て
い
な
い
。
事
前
予
防
機
能
と
し
て
のR

ed F
lag

の
精
緻
・
具
体
化
、
定
式
化
・
規
範

性
形
成
な
ど
が
課
題
と
な
る
。
事
後
的
な
経
営
判
断
原
則
適
用
に
よ
る
経
営
者
天
国
か
ら
、
事
前
予
防
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
整
備
が

課
題
と
な
る
。「
事
業
機
会
に
関
連
す
る
リ
ス
ク
」（
経
営
陣
の
戦
略
的
意
思
決
定
、
経
産
省
報
告
書
）
は
、
内
部
統
制
で
な
く
、
経
営
判
断
原

則
適
用
対
象
で
あ
り
、
他
方
、「
事
業
活
動
の
遂
行
に
関
連
す
る
リ
ス
ク
」
は
内
部
統
制
の
対
象
で
あ
る
。
プ
ロ
セ
ス
で
な
く
内
容
に
か



二
六

か
る
吟
味
の
規
準
が
適
用
さ
れ
る
部
分
で
あ
り
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
融
合
し
た
局
面
で
あ
ろ
う
。
会
社
法

の
要
求
と
実
務
で
展
開
し
た
内
部
統
制
の
整
合
性
・
射
程
範
囲
の
ズ
レ
と
し
て
、
指
摘
さ
れ
る
部
分
で
も
あ
る
。
受
託
者
責
任
の
中
で
、

注
意
義
務
で
な
く
、
厳
格
な
無
過
失
責
任
た
る
忠
実
義
務
の
部
分
と
し
て
扱
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
内
部
統
制
・
Ｅ
Ｒ
Ｍ
の
中
で
も
、

別
戦
略
を
採
る
選
択
肢
が
あ
っ
た
場
合
は
対
応
し
に
く
く
、
経
営
戦
略
の
マ
イ
ナ
ス
評
価
を
下
す
べ
き
消
極
的
妥
当
性
に
限
定
し
て
法
規

範
性
を
伴
っ
たR

ed F
lag

が
有
用
な
機
能
を
発
揮
す
る
。
戦
略
部
分
と
し
て
盲
点
と
さ
れ
る
平
時
の
経
営
判
断
原
則
適
用
に
お
け
る
帰

責
性
を
分
け
る
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
も
な
る
。
事
後
的
な
経
営
判
断
原
則
適
用
か
ら
、
事
前
予
防
的
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
し
て
、
金
融

危
機
再
発
防
止
を
図
る
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
の
主
旨
に
も
適
う
と
い
え
る
。
法
規
範
の
形
成
・
賦
与
が
課
題
と
な
る
。

か
か
る
内
部
告
発
・R

ed F
lag

規
準
を
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
内
蔵
し
、
内
部
告
発
者
に
対
し
て
、
直
接
Ｓ
Ｅ
Ｃ
に

駆
け
込
む
前
に
自
社
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
部
門
に
事
前
報
告
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
企
業
の
実
際
と
し
て
は
、
内
部
告
発
す
べ
き

具
体
的
な
規
準
を
従
業
員
に
示
し
、
ま
た
認
識
さ
せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
企
業
と
し
て
はR

ed F
lag

の
判
例
蓄
積
を
調
べ
る
な
ど
、

社
内
に
お
け
る
内
部
告
発
規
準
を
定
め
る
こ
と
に
な
る
。
従
業
員
が
内
部
告
発
し
た
場
合
の
社
内
的
リ
ニ
エ
ン
シ
ー
制
度
や
長
期
的
観
点

か
ら
の
報
酬
・
昇
進
な
ど
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
導
入
を
図
り
、
内
部
通
報
に
伴
う
不
利
益
処
分
排
除
と
も
併
せ
て
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

体
制
整
備
を
図
る
。
ま
たF

lag

と
し
て
告
発
す
べ
き
事
案
が
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
段
階
に
留
ま
る
か
、
進
ん
で
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

段
階
に
あ
る
か
に
つ
き
、
従
業
員
自
身
が
自
主
的
に
判
断
で
き
る
よ
う
な
意
識
・
規
範
の
形
成
あ
る
い
は
教
育
も
重
要
と
な
ろ
う
。

域
外
適
用
を
背
景
に
し
た
海
外
不
正
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
交
錯
局
面
に
お
け
る
内
部
告
発
の
ジ
レ
ン
マ
に
お
け
る
微
妙
な
利
害
調
整

機
能
を
果
た
し
う
る
。
経
営
判
断
適
用
局
面
と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
導
入
の
両
局
面
に
お
い
て
、R

ed F
lag

は
企
業
の

経
営
判
断
と
し
て
同
質
で
あ
ろ
う
が
、
一
方
で
は
事
後
的
な
裁
判
規
範
形
成
と
し
て
厳
格
・
一
般
化
さ
れ
、
他
方
は
域
外
適
用
に
対
す
る



米
国
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
を
中
心
と
す
る
国
際
金
融
法
制
の
展
開
と
影
響
に
関
わ
る
考
察
（
藤
川
）

二
七

事
前
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
あ
り
、
業
界
や
各
企
業
の
有
す
る
独
自
特
性
と
い
っ
た
点
で
相
違
が
あ
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
導
入
す
べ
き

ミ
ニ
マ
ム
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
し
て
検
討
さ
れ
よ
う
。
米
国
は
、
高
額
報
奨
金
が
標
準
化
さ
れ
、
内
部
告
発
が
常
態
化
す
る
な
ど
ジ
レ
ン
マ

は
先
鋭
化
し
て
い
る
。
我
が
国
で
は
こ
う
し
た
内
部
告
発
に
関
す
る
企
業
風
土
は
醸
成
さ
れ
て
い
な
い
が
、
海
外
不
正
に
関
す
る
域
外
適

用
は
既
に
国
際
展
開
を
図
る
企
業
に
及
び
つ
つ
あ
り
、
本
邦
企
業
と
し
て
は
経
営
ト
ッ
プ
が
危
機
意
識
を
持
っ
て
実
務
対
応
を
図
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。
Ｆ
Ｃ
Ｐ
Ａ
が
求
め
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
内
部
統
制
と
し
て
、
経
営
者
独
裁
に
繋
が
り
か
ね
な
い
と

い
う
点
で
、
上
か
ら
の
限
界
と
し
て
の
性
質
を
有
す
る
。
他
方
で
、
内
部
告
発
は
こ
う
し
た
経
営
者
に
対
す
る
自
己
規
律
を
促
す
点
で
、

内
部
統
制
に
内
在
す
る
弱
点
を
補
う
機
能
を
持
つ
と
い
え
る
。
時
間
を
か
け
て
不
正
逓
減
に
向
け
た
循
環
体
制
の
整
備
が
求
め
ら
れ
る
。

我
が
国
で
は
、
不
正
競
争
防
止
法
、
公
益
通
報
者
保
護
法
に
お
け
る
従
業
員
保
護
が
米
国
に
比
し
て
整
備
が
遅
れ
、
直
ち
に
はR

ed 

F
lag

規
準
導
入
の
対
応
が
採
り
に
く
い
面
も
あ
ろ
う
。

5
．
組
織
的
考
察
と
我
が
国
企
業
実
務
へ
の
示
唆
・
方
向
性

消
極
的
妥
当
性
チ
ェ
ッ
ク
に
か
か
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
体
制
と
し
て
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ
や
営
業
部
長
に
抑
え
が
利
く
代
表
取
締
役
副
社
長
を

ヘ
ッ
ド
と
し
て
、
監
査
役
あ
る
い
は
監
査
委
員
会
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ
牽
制
の
内
部
監
査
部
な
ど
と
内
部
統
制
の
機
能
分
担
を
図
る
い
く
つ
か
の
シ

ス
テ
ム
設
計
パ
タ
ー
ン
が
想
定
さ
れ
る
。
監
督
責
任
者
と
し
て
の
Ｃ
Ｒ
Ｏ
の
明
確
化
と
責
任
の
十
分
性
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
ド
ッ
ド
・

フ
ラ
ン
ク
法
が
求
め
る
リ
ス
ク
委
員
会
、
Ｅ
Ｒ
Ｍ
体
制
の
構
築
に
繋
が
る
。
内
部
監
査
部
門
、
監
査
役
に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
状
況
の

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
指
摘
・
対
応
・
改
善
が
鍵
と
な
る
。

R
ed F

lag

を
織
り
込
ん
だ
プ
ロ
グ
ラ
ム
整
備
に
よ
り
、
本
来
的
に
は
裁
量
た
る
経
営
判
断
部
分
ま
で
、
経
営
陣
と
し
て
は
法
令
と
も

い
え
る
経
営
面
へ
の
制
約
を
意
識
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
消
極
的
妥
当
性
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
化
で
あ
り
、
経
営
陣
の
自
己
規
律
の
規
範



二
八

と
な
ろ
う
。
ス
テ
イ
ク
ホ
ー
ル
ダ
ー
型
経
営
に
繋
が
り
、
長
期
的
な
企
業
価
値
向
上
を
目
指
す
こ
と
に
な
る
。
一
方
で
、
経
営
陣
は
株
主

と
従
業
員
の
二
重
の
萎
縮
効
果
に
呻
吟
す
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
よ
う
。
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
な
株
主
権
限
強
化
規
定
を
置
く
が
、
従
業

員
に
も
配
慮
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
ハ
イ
リ
ス
ク
・
ハ
イ
リ
タ
ー
ン
経
営
の
回
避
、
業
績
低
迷
、
配
当
減
、
内
部
留
保
に
注
力
す
る
と

い
っ
た
消
極
的
な
経
営
に
繋
が
り
か
ね
な
い
。R

ed F
lag

導
入
は
、
適
用
局
面
が
限
ら
れ
る
ほ
か
、
こ
う
し
た
制
約
・
限
定
要
因
が
あ

る
こ
と
は
留
意
さ
れ
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
体
制
整
備
に
お
い
て
も
、R

ed F
lag

導
入
で
全
て
が
解
決
す
る
と
い
っ
た
万
能
性
を
有
す

る
者
で
も
な
い
。
米
国
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｏ
報
告
書
の
戦
略
的
内
部
統
制
Ｅ
Ｒ
Ｍ
（E

nterprise R
isk M

anagem
ent

統
合
的
リ
ス
ク
管
理
態
勢
）
の
十

全
な
検
討
を
図
り
、
そ
の
要
因
の
一
つ
で
あ
る
企
業
風
土
な
ど
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
類
似
し
た
統
制
環
境
を
重
視
し
て
内
部
統
制
の
弱
点
を
克

服
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

七
．
域
外
適
用
に
対
す
る
実
務
の
対
応
と
影
響

1
．
域
外
適
用
に
対
す
る
実
務
対
応
│
善
管
注
意
義
務
と
Ｆ
Ｃ
Ｐ
Ａ
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
際
│

業
務
円
滑
化
の
た
め
の
常
識
的
な
支
払
（F

acilitaion P
aym
ents

）
を
例
に
し
て
、
取
締
役
の
経
営
判
断
の
留
意
点
を
掲
げ
る
と
、
判

例
実
務
は
事
実
認
識
お
よ
び
判
断
推
論
プ
ロ
セ
ス
の
み
な
ら
ず
、
プ
ロ
セ
ス
に
基
づ
く
判
断
の
内
容
自
体
の
合
理
性
を
追
求
し
、
判
断
過

程
も
詳
細
に
検
討
す
る
傾
向
に
あ
る
。

⒜
経
済
環
境
、
⒝
一
般
的
期
待
水
準
、
⒞
前
提
事
実
の
認
識
過
程
の
不
当
な
誤
り
・
合
理
性
欠
如
、
⒟
事
実
認
識
に
基
づ
く
判
断
の
推

論
過
程
お
よ
び
最
終
判
断
自
体
の
内
容
の
明
ら
か
な
不
合
理
な
ど
の
各
観
点
か
ら
、
具
体
的
に
取
締
役
の
判
断
の
留
意
点
は
以
下
の
通
り

と
な
る
。
⒜
外
国
の
腐
敗
度
、
利
益
供
与
の
外
国
法
令
の
許
容
度
、
業
務
遂
行
の
関
連
性
な
ど
、
⒝
業
界
相
違
や
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
信
頼
確
保
、

⒞
第
三
者
・
専
門
家
資
料
、
稟
議
書
収
集
・
検
討
、
リ
サ
ー
チ
懈
怠
（
拓
銀
カ
ブ
ト
デ
コ
ム
事
件
な
ど
）、
信
頼
の
原
則
（
拓
銀
ソ
フ
ィ
ア
事
件



米
国
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
を
中
心
と
す
る
国
際
金
融
法
制
の
展
開
と
影
響
に
関
わ
る
考
察
（
藤
川
）

二
九

な
ど
）、
⒟
取
引
を
獲
得
で
き
な
い
企
業
損
失
と
外
国
公
務
員
の
継
続
的
関
係
・
接
待
の
必
要
性
、
取
締
役
会
の
議
論
の
十
分
性
な
ど
が

具
体
的
な
実
務
と
し
て
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

経
営
者
が
主
体
的
に
行
う
べ
き
具
体
的
な
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
事
前
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
強
化
、
不
祥
事
発
覚
時
の
対
応
、
事

後
的
責
任
処
理
の
観
点
か
ら
Ｅ
Ｒ
Ｍ
の
要
素
毎
に
掲
げ
る
。
⒜
統
制
環
境
で
は
、
担
当
セ
ク
シ
ョ
ン
の
組
織
的
連
携
と
独
立
性
維
持
。
⒝

リ
ス
ク
の
評
価
・
対
応
で
は
、
外
国
の
賄
賂
法
制
の
事
前
評
価
。
外
国
法
令
に
お
け
る
賄
賂
の
許
容
度
が
不
正
競
争
防
止
法
第
一
八
条
一

項
の
嫌
疑
に
影
響
す
る
。
Ｕ
Ｋ
Ｂ
Ａ
、
Ｆ
Ｃ
Ｐ
Ａ
の
適
用
可
能
性
、
管
轄
権
の
確
認
が
あ
る
。
⒞
統
制
活
動
で
は
、
個
別
リ
ス
ク
審
査
の

客
観
的
基
準
、
代
理
人
委
託
契
約
に
お
け
る
法
的
帰
責
の
切
断
。
⒟
情
報
・
伝
達
で
は
、
社
内
倫
理
規
定
策
定
、
内
部
周
知
活
動
、
各
国

の
情
報
蓄
積
・
共
有
化
。
⒠
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
は
、
プ
ロ
セ
ス
監
査
の
独
立
セ
ク
シ
ョ
ン
設
置
・
運
用
。
内
部
通
報
制
度
導
入
・
不
利
益

処
分
排
除
、
会
計
報
告
の
信
頼
性
審
査
、
第
三
者
委
員
会
設
置
な
ど
。

Ｅ
Ｒ
Ｍ
は
株
価
下
落
、
信
頼
失
墜
、
海
外
事
業
撤
退
な
ど
事
前
防
止
の
観
点
か
ら
の
備
え
と
な
ろ
う
。
両
罰
規
定
か
ら
法
人
責
任
が
問

わ
れ
た
場
合
、
従
業
員
の
選
任
監
督
上
の
過
失
が
な
か
っ
た
こ
と
の
事
後
の
主
張
の
た
め
に
は
内
部
統
制
・
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制

策
定
が
重
要
な
事
実
と
な
る
。
経
営
判
断
原
則
に
関
す
る
抗
弁
の
前
提
と
な
る
。
贈
賄
防
止
策
懈
怠
罪
適
用
に
お
い
て
適
正
手
続
の
抗
弁
、

Ｆ
Ｃ
Ｐ
Ａ
の
司
法
取
引
に
お
け
る
考
慮
要
素
と
も
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
行
政
指
針
と
法
律
の
錯
誤
に
つ
い
て
、
経
産
省
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
対
す
る
信
頼
も
責
任
故
意
は
阻
却
さ
れ
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

2
．
望
ま
し
い
Ｆ
Ｃ
Ｐ
Ａ
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
例
示

従
業
員
参
加
に
関
す
る
補
完
的
目
的
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
。
方
針
の
遵
守
を
監
視
し
、
従
業
員
に
対
し
て
懸
念
を
早
期
に
報
告
さ
せ
、

指
揮
命
令
系
統
に
上
げ
る
こ
と
を
奨
励
す
る
。
⒜
海
外
腐
敗
行
為
防
止
シ
ス
テ
ム
整
備
・
無
策
は
善
管
注
意
義
務
違
反
の
根
拠
と
な
る
。



三
〇

⒝
単
な
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
言
及
で
は
不
十
分
で
あ
る
。
実
質
的
に
機
能
す
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
）
の
必
要
性
の
周
知
が
求
め
ら
れ
る
。
⒞
先
行
事
例
の
存
在
な
ど
か
ら
、
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
整
備
義
務
の
一
般
水
準
の
上
昇

が
認
識
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
⒟
グ
ル
ー
プ
リ
ス
ク
管
理
、
リ
ス
ク
ベ
ー
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
、
リ
ス
ク
・
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
必
要
性
が
唱

え
ら
れ
る
。
形
式
的O

ne size fi ts all

で
は
不
可
で
あ
り
、
柔
軟
性
を
持
っ
て
制
度
設
計
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
重
要
性
の
原

則
の
観
点
か
ら
、
低
リ
ス
ク
の
領
域
か
ら
不
正
の
結
果
が
生
じ
た
場
合
も
Ｆ
Ｃ
Ｐ
Ａ
ガ
イ
ド
は
責
任
を
不
問
な
い
し
は
軽
減
す
る
旨
を
述

べ
て
い
る
。
⒠
予
算
と
人
員
を
割
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
（
二
〇
〇
八
年
Ｆ
Ｃ
Ｐ
Ａ
に
対
す
る
支
払
額
八
億
ド
ル
に
及
ん
だS

iem
ens

は
六
〇
〇

人
規
模
で
体
制
整
備
を
図
る
）。
細
か
い
解
釈
論
よ
り
も
、
ト
ッ
プ
の
経
営
姿
勢
が
重
要
で
あ
る
。
社
外
役
員
か
ら
ト
ッ
プ
に
吹
き
込
む
な

ど
し
て
、
経
営
陣
の
意
識
改
革
を
醸
成
す
る
。
そ
の
意
味
で
は
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
本
質
を
有
す
る
問
題
と
い
え
る
。
⒡
基
本
施
策
と
し
て
は
、

基
本
ス
タ
ン
ス
の
明
確
化
、
手
続
き
の
明
確
化
（
原
則
と
例
外
、
承
認
手
続
き
の
明
示
）、
記
録
化
の
重
要
性
（
不
正
行
為
の
抑
止
、
摘
発
の
防

御
、
善
管
注
意
義
務
の
証
明
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
独
禁
法
の
事
例
を
想
起
し
た
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
の
原
則
禁
止
と
全
案
件
の
事
前
承
認
化
が
必

要
と
な
る
。
⒢
内
部
通
報
制
度
の
世
界
標
準
化
の
動
向
へ
の
対
処
な
ら
び
に
実
質
的
に
機
能
す
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
策

定
が
重
要
で
あ
る
。
海
外
グ
ル
ー
プ
企
業
も
対
象
に
内
部
通
報
制
度
の
存
在
と
制
度
の
周
知
、
利
用
可
能
と
な
る
体
制
、
海
外
通
報
案
件

の
調
査
体
制
の
整
備
が
求
め
ら
れ
る
。
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
前
に
従
業
員
に
社
内
通
報
さ
せ
る
べ
く
、
社
内
リ
ニ
エ
ン
シ
ー
制
度
導
入
も
考
え
ら
れ

る
。F

lag

と
し
て
リ
ス
ク
ベ
ー
ス
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
段
階
に
留
ま
る
か
、
進
ん
で
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
段
階
に
達
し
た
案
件
か
、

の
振
り
分
け
に
関
す
る
従
業
員
な
ら
び
に
告
発
を
受
領
す
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
部
門
双
方
の
認
識
と
判
断
能
力
の
醸
成
・
研
修
な
ど
が
前

提
と
な
ろ
う
。
ま
た
経
営
ト
ッ
プ
が
、
社
内
リ
ニ
エ
ン
シ
ー
制
度
に
よ
っ
て
自
己
申
告
し
て
き
た
従
業
員
の
過
去
の
責
任
を
不
問
と
す
る

姿
勢
も
必
要
で
あ
る
。
経
営
ト
ッ
プ
の
意
識
改
革
の
問
題
で
も
あ
ろ
う
。



米
国
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
を
中
心
と
す
る
国
際
金
融
法
制
の
展
開
と
影
響
に
関
わ
る
考
察
（
藤
川
）

三
一

Ｆ
Ｃ
Ｐ
Ａ
と
Ｕ
Ｋ
Ｂ
Ａ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
関
し
て
み
る
と
、
①
Ｆ
Ｃ
Ｐ
Ａ
ガ
イ
ド
で
は
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
優
先
の
ト
ッ
プ
・
コ

ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
と
方
針
の
文
書
化
、
実
践
手
続
き
の
明
記
、
責
任
者
の
任
命
・
自
立
・
経
営
資
源
提
供
、
リ
ス
ク
ベ
ー
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
、

継
続
的
研
修
、
違
反
行
為
の
制
裁
と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
推
進
行
為
へ
の
人
事
評
価
・
昇
進
・
報
奨
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
、
内
部
通
報
制
度

と
内
部
調
査
の
存
在
が
示
さ
れ
る
。
②
Ｕ
Ｋ
Ｂ
Ａ
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
お
い
て
も
ほ
ぼ
同
様
の
内
容
と
し
て
、
罰
則
・
強
制
力
、
企
業
風
土
の

経
営
ト
ッ
プ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
、
リ
ス
ク
ベ
ー
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
（
定
期
的
、
内
部
・
外
部
リ
ス
ク
評
価
）
と
文
書
化
、
教
育
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
手
続
き
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
レ
ビ
ュ
ー
、
デ
ュ
ー
・
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス
が
記
載
さ
れ
る
。
違
反
行
為
の
制
裁
と
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
推
進
行
為
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
示
さ
れ
る
こ
と
が
注
視
さ
れ
よ
う
。

3
．
セ
イ
オ
ン
ペ
イ
、
プ
ロ
ク
シ
・
ア
ク
セ
ス
、
報
酬
規
制
な
ど
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
の
実
務

セ
イ
オ
ン
ペ
イ
、
プ
ロ
ク
シ
・
ア
ク
セ
ス
を
導
入
し
た
場
合
の
影
響
を
み
る
と
、
我
が
国
で
は
役
員
報
酬
は
監
査
役
設
置
会
社
は
総
会

決
定
し
、
米
国
企
業
よ
り
も
厳
格
で
あ
る
。
米
国
は
報
酬
委
員
会
と
個
別
開
示
を
前
提
と
す
る
。
取
締
役
で
な
く
役
員
報
酬
を
対
象
と
す

る
点
で
も
相
違
が
あ
る
。
我
が
国
は
、
分
配
は
代
表
取
締
役
社
長
が
行
う
が
、
透
明
性
に
課
題
が
残
り
、
透
明
性
の
向
上
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ
と
取

締
役
会
議
長
の
分
離
（
非
分
離
の
説
明
）
な
ど
が
議
論
と
な
る
。

①
報
酬
委
員
会
の
設
置
お
よ
び
要
件
加
重
は
可
能
で
あ
る
。
委
員
会
設
置
会
社
は
報
酬
委
員
会
委
員
を
全
員
社
外
取
締
役
と
す
る
こ
と
は

要
件
の
加
重
と
し
て
有
効
で
あ
る
。
東
証
等
が
求
め
る
独
立
役
員
基
準
が
参
照
さ
れ
る
。
監
査
役
設
置
会
社
で
は
任
意
機
関
と
し
て
設

置
は
可
能
で
あ
る
。

②
拘
束
力
を
有
し
な
い
株
主
投
票
で
あ
る
勧
告
的
決
議
（
セ
イ
オ
ン
ペ
イ
）
導
入
は
可
能
で
あ
り
、
買
収
防
衛
策
同
様
に
定
款
自
治
の
問

題
で
あ
る
。
但
し
、
個
別
報
酬
の
開
示
、
米
国
で
は
経
営
機
構
の
相
違
か
ら
役
員
（
オ
フ
ィ
サ
ー
）
に
対
す
る
制
度
で
あ
る
点
で
、
我



三
二

が
国
の
法
制
度
に
は
馴
染
み
に
く
い
面
が
あ
る
。
ま
た
一
般
株
主
の
報
酬
額
の
適
正
性
の
判
断
能
力
も
疑
問
視
さ
れ
る
。
実
務
と
し
て

報
酬
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
や
報
酬
委
員
会
の
諮
問
結
果
な
ど
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
検
討
さ
れ
る
。

③
経
営
陣
が
独
立
性
の
高
い
報
酬
委
員
会
・
外
部
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
勧
告
的
決
議
導
入
を
見
合
わ
せ
る
場
合
に
な
さ
れ
る
株
主
提
案

（
プ
ロ
ク
シ
・
ア
ク
セ
ス
類
似
）
に
つ
い
て
は
、
監
査
役
設
置
会
社
は
定
款
変
更
で
任
意
の
導
入
は
可
能
で
あ
る
。
委
員
会
設
置
会
社
で

は
定
款
の
要
件
加
重
な
ど
追
加
提
案
は
可
能
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
総
会
の
特
別
決
議
を
得
る
こ
と
は
困
難
と
み
ら
れ
る
。

セ
イ
オ
ン
ペ
イ
、
プ
ロ
ク
シ
・
ア
ク
セ
ス
とR

ed F
lag

の
相
関
に
関
し
て
は
、
従
来
は
株
主
よ
り
取
締
役
の
方
が
裁
判
に
お
い
て
は

経
営
判
断
原
則
適
用
な
ど
に
よ
り
有
利
で
、D

ow
 C
hem
ical

事
件
、B

earsterns

事
件
で
株
主
の
主
張
で
あ
るR

ed F
lag

は
影
響
力

を
及
ぼ
さ
な
か
っ
た
。
経
営
判
断
に
お
い
て
取
締
役
会
が
圧
倒
的
に
優
利
な
立
場
に
あ
り
、
株
主
の
主
張
す
るR

ed F
lag

や
過
失
責
任

の
要
求
、
損
害
賠
償
請
求
は
認
め
ら
れ
に
く
い
状
況
が
続
い
て
き
た
。
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
成
立
に
よ
り
そ
の
溝
が
狭
ま
っ
て
い
く
傾

向
が
あ
り
、
株
主
の
地
位
が
上
が
りR
ed F

lag
の
主
張
が
通
る
よ
う
に
な
る
と
取
締
役
は
経
営
判
断
の
責
任
を
問
わ
れ
、
解
任
さ
れ
て

新
取
締
役
を
プ
ロ
ク
シ
・
ア
ク
セ
ス
に
よ
り
選
任
す
る
過
程
に
お
い
て
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
セ
イ
オ
ン
ペ
イ
に
よ
り
選

任
さ
れ
た
取
締
役
の
報
酬
を
株
主
が
決
定
す
る
こ
と
が
自
然
な
流
れ
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
プ
ロ
ク
シ
・
ア
ク
セ
ス
、
セ
イ
オ
ン
ペ
イ
は

取
締
役
に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
か
け
、
不
祥
事
の
発
生
後
に
事
後
的
に
経
営
判
断
原
則
適
用
で
取
締
役
責
任
を
免
責
す
る
よ
り
も
、
事
前
防

止
の
点
で
慎
重
な
経
営
判
断
を
間
接
的
に
促
す
シ
ス
テ
ム
と
把
握
で
き
る
。
セ
イ
オ
ン
ペ
イ
自
体
は
取
締
役
の
報
酬
の
事
後
評
価
を
図
る

も
の
で
あ
る
が
、
事
前
防
止
の
側
面
も
内
包
し
て
い
よ
う
。
そ
の
意
味
で
はR

ed F
lag

と
も
接
点
が
あ
る
。

R
ed F

lag

規
準
を
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
内
蔵
し
て
ジ
レ
ン
マ
の
解
消
に
努
め
た
後
も
、
上
か
ら
の
内
部
統
制
と
し

て
の
限
界
、
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
九
二
二
条
に
よ
る
相
克
は
残
る
が
、
こ
う
し
た
解
消
の
過
程
に
お
い
て
経
営
陣
が
自
主
的
改
革
に
向
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法
を
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融
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わ
る
考
察
（
藤
川
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三
三

け
た
好
循
環
体
制
構
築
の
努
力
を
図
る
こ
と
で
、
不
正
自
体
の
減
少
が
進
ん
で
行
く
こ
と
が
期
待
で
き
よ
う
。

4 
．
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
は
内
部
告
発
を
金
融
危
機
の
事
前
防
止
手
法
と
し
て
位
置
付
け
、
国
内
法
な
が
ら
域
外
適
用
の
性
格
を
持

ち
、
法
規
範
性
の
点
で
も
我
が
国
も
影
響
を
受
け
ざ
る
を
得
な
い
。

各
国
は
強
制
力
の
意
味
合
い
か
ら
も
域
外
適
用
を
強
め
、
国
際
的
企
業
は
進
出
国
に
お
け
る
不
正
防
止
法
制
に
精
通
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル

内
部
統
制
を
整
え
る
必
要
が
生
じ
て
い
る
。R

ed F
lag

を
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
あ
る
い
は
長
期
的
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

報
酬
制
度
に
反
映
さ
せ
、
実
効
性
を
備
え
た
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
内
部
統
制
整
備
に
よ
り
、
域
外
適
用
に
対
す
る
事
前

の
予
防
、
事
後
の
抗
弁
と
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
企
業
努
力
に
よ
り
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
社
会
的
評
価
あ
る
い
は
ス
テ
イ
ク
ホ
ー

ル
ダ
ー
型
の
長
期
的
企
業
価
値
の
向
上
の
嚆
矢
と
な
ろ
う
。

（
3
） M

orrison v. N
ational A

ustralia B
ank, L

td. N
o.07-0583-cv 

（2d C
ir. 2008

）.

「
米
国
連
邦
第
二
巡
回
区
控
訴
裁
判
所
、
外
国
発
行
会

社
の
証
券
訴
訟
に
つ
い
て
判
断
」
モ
リ
ソ
ン
・
フ
ォ
ー
ス
タ
ー
Ｌ
Ｌ
Ｐ
（
二
〇
〇
八
年
一
一
月
一
一
日
）。
樋
口
航
「
一
九
三
四
年
米
国
証
券
取
引

所
法
の
域
外
適
用
に
関
す
る
米
国
連
邦
最
高
裁
判
決
〜
米
国
預
託
証
券
（
Ａ
Ｄ
Ｒ
）
を
発
行
し
て
い
る
企
業
に
対
す
る
影
響
〜
」
国
際
商
事
法
務
第

三
九
巻
第
九
号
（
二
〇
一
一
年
）
一
二
四
七
│
一
二
五
六
頁
。
松
尾
直
彦
「
証
券
取
引
法
の
域
外
適
用
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
『
ア
メ
リ
カ
法
判
例
百
選
』

（
二
〇
一
二
年
一
二
月
）
二
五
〇
│
二
五
一
頁
。

（
4
） 

経
済
産
業
省
知
的
財
産
政
策
室
「
平
成
二
三
年
度　
中
小
企
業
の
海
外
展
開
に
係
る
不
正
競
争
等
の
リ
ス
ク
へ
の
対
応
状
況
に
関
す
る
調
査 

（
外
国
公
務
員
贈
賄
規
制
法
制
に
関
す
る
海
外
動
向
調
査
）」
日
本
能
率
協
会
総
合
研
究
所
（
二
〇
一
二
年
三
月
）。

（
5
） 

米
国
司
法
省　
事
件N

o.11-C
R
-651

。
長
縄
友
明
「
マ
リ
ン
ホ
ー
ス
の
入
札
談
合
ケ
ー
ス　
日
米
欧
＋
英
の
競
争
法
当
局
が
同
時
調
査
」
大
阪

経
大
論
集
第
六
〇
巻
第
一
号
（
二
〇
〇
九
年
五
月
）
一
七
九
│
一
八
八
頁
、
梅
田
徹
『
外
国
公
務
員
贈
賄
防
止
体
制
の
研
究
』
麗
澤
大
学
出
版
会



三
四

（
二
〇
一
一
年
）
一
一
四
│
一
七
〇
頁
。

（
6
） 

南
健
悟
「
企
業
不
祥
事
と
取
締
役
の
民
事
責
任
（
五
・
完
）
│
法
令
遵
守
体
制
構
築
義
務
を
中
心
に
│
」
北
大
法
学
論
集
六
二
⑷
（
二
〇
一
一

年
）
七
四
七
│
八
一
一
頁
、
同
「
リ
ス
ク
管
理
と
取
締
役
の
責
任
：
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
Ａ
Ｉ
Ｇ
事
件
とC

itigroup

事
件
の
比
較
」
商
学
討
究

六
一
（
2
／
3
）（
二
〇
一
〇
年
）
二
〇
九
│
二
三
七
頁
。
松
浦
肇
「
足
踏
み
す
る
ア
メ
リ
カ
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
「
経
営
判
断
原

則
」
は
盤
石
、
取
締
役
天
国
は
変
わ
ら
ず
」（
二
〇
一
〇
年
一
一
月
八
日
）
金
融
財
政
事
情
。

（
7
） S

U
P
R
E
M
E
 C
O
U
R
T
 O
F
 T
H
E
 S
T
A
T
E
 O
F
 N
E
W
 Y
O
R
K
 C
O
U
N
T
Y
 O
F
 N
E
W
 Y
O
R
K
: P
A
R
T
 54, IN

 R
E
 B
E
A
R
 

S
T
E
A
R
N
S
 L
IT
IG
A
T
IO
N
, idex N

o.:600780/08.

（
8
） IN

 T
H
E
 C
O
U
R
T
 O
F
 C
H
A
N
C
E
R
Y
 O
F
 T
H
E
 S
T
A
T
E
 O
F
 D
E
L
A
W
A
R
E
, IN
 R
E
 T
H
E
 D
O
W
 C
H
E
M
IC
A
L
 C
O
M
P
A
N
Y
 

D
E
R
IV
A
T
IV
E
 L
IT
IG
A
T
IO
N
, C
O
N
S
O
L
ID
A
T
E
D
 C
ivil A

ction N
0.4349-C

C
.

第
三
章 　

米
国
銀
行
か
ら
み
た
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
実
現
の
見
通
し
と
課
題
│
シ
テ
ィ
グ
ル
ー
プ
ヒ
ヤ
リ
ン

グ
を
通
じ
た
規
制
強
化
の
ジ
レ
ン
マ
な
ら
び
に
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
│

一
．
シ
テ
ィ
グ
ル
ー
プ
と
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
実
践
の
見
通
し

ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
に
つ
い
て
、
新
た
な
論
点
を
含
め
検
討
し
て
き
た
。
第
三
章
以
下
で
は
、
規
制
強
化
の
ジ
レ
ン
マ
な
ら
び
に
パ

ラ
ド
ッ
ク
ス
、
域
外
適
用
と
一
律
規
制
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
規
制
の
強
化
、
さ
ら
に
域
外
適
用
と
Ｅ
Ｒ
Ｍ
（E

nterprise 

R
isk M

anagem
ent

統
合
的
リ
ス
ク
管
理
態
勢
）
な
ら
び
に
経
営
判
断
原
則
とR

ed F
lag

遵
守
義
務
な
ど
の
新
し
い
課
題
に
関
し
、
論
点
を

絞
っ
て
更
な
る
考
察
を
深
め
た
い
（
9
）

。
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
に
内
在
す
る
ジ
レ
ン
マ
・
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
な
ど
に
関
し
て
は
、
シ
テ
ィ
グ

ル
ー
プ
に
対
し
て
行
っ
た
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
が
参
考
と
な
る
。
私
見
も
掲
げ
つ
つ
、
述
べ
て
い
き
た
い
。
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
、
あ
ま
り
類
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融
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三
五

似
の
国
内
文
献
を
見
か
け
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
域
外
適
用
と
ガ
バ
ナ
ン
ス
関
連
の
研
究
と
共
に
、
本
論
文
の
独
創
性
を
構
成
す
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

米
国
証
券
業
金
融
市
場
協
会
（S

ecurities Industry A
ssociation and T

he B
ond M

arket A
ssociation （10

）
）
に
よ
る
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法

に
関
連
し
たR

ulem
aking P

riorities

を
み
る
と
、S

ystem
ic R
isk R

egulation

、R
esolution A

uthority

、V
olcker R

ule

、O
T
C
 

D
erivatives

、F
iduciary S

tandard

、H
ousing F

inance and S
ecuritization

の
六
つ
で
あ
り
（
11
）

、
シ
テ
ィ
グ
ル
ー
プ
と
し
て
は
こ
の

う
ちS

ystem
ic R
isk R

egulation

、V
olcker R

ule

、O
T
C
 D
erivatives

、H
ousing F

inance and S
ecuritization

の
四
つ
が
大
き

な
影
響
を
受
け
て
い
る
。The R

egulatory A
gencies

と
し
て
は
、
Ｆ
Ｒ
Ｂ
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
、
Ｆ
Ｓ
Ｏ
Ｃ
な
ど
一
七
が
あ
る
（
12
）

。
シ
テ
ィ
グ
ル
ー

プ
本
部
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
）
へ
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
に
よ
れ
ば
、
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
実
践
の
見
通
し
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
13
）

。

①
規
制
強
化
の
ジ
レ
ン
マ

ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
制
定
に
よ
る
規
制
強
化
は
、
当
初
の
大
き
な
意
図
の
一
つ
で
あ
る
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
を
引
き
起
こ
し
た
関
係

者
の
厳
重
な
る
処
罰
の
目
論
見
を
離
れ
て
、
法
文
の
曖
昧
さ
な
ど
も
あ
り
、
周
辺
業
界
・
業
務
へ
の
影
響
が
出
る
こ
と
と
な
り
、
他
方
で

当
該
部
分
に
関
す
る
副
作
用
が
及
ば
な
い
よ
う
に
す
る
と
今
度
は
本
来
の
規
制
効
果
が
薄
ま
っ
て
し
ま
う
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
を
抱
え
て
い
る
（
14
）

。

②
規
制
強
化
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス

銀
行
に
対
す
る
規
制
を
強
化
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
規
制
の
か
か
ら
な
い
分
野
で
あ
る
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
、
規
制
の
緩
い
他
国
（
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
、
リ
ヒ
テ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
）
へ
資
金
が
逃
避
し
、
ま
す
ま
す
規
制
を
か
け
に
く
く
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
し
難
い
状
況
に
な
る
と
い
う
パ

ラ
ド
ッ
ク
ス
を
抱
え
る
。
ま
た
米
国
は
日
欧
と
異
な
り
銀
行
へ
の
依
存
度
が
低
い
た
め
規
制
を
か
け
や
す
い
と
い
う
事
情
も
あ
る
。
金
融

市
場
の
グ
ロ
ー
バ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
し
て
の
特
質
か
ら
、
国
内
法
で
あ
る
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
も
海
外
へ
影
響
を
及
ぼ
さ
ざ
る
を
得
ず
、



三
六

日
欧
で
は
米
国
と
違
っ
て
金
融
市
場
に
お
け
る
銀
行
機
能
の
比
重
が
大
き
い
こ
と
か
ら
こ
う
し
た
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
よ
る
経
済
停
滞
の
リ

ス
ク
は
少
な
く
な
い
。
我
が
国
に
お
い
て
も
金
融
危
機
の
発
祥
地
で
あ
る
米
国
発
の
規
制
強
化
の
流
れ
に
対
す
る
異
論
が
唱
え
ら
れ
る
所

以
で
も
あ
ろ
う
。

③
法
文
の
書
き
方
が
絞
ら
れ
て
お
ら
ず
他
業
界
、
一
般
事
業
法
人
へ
も
影
響
を
与
え
か
ね
な
い
こ
と
が
事
前
に
考
慮
さ
れ
ず
市
場
の
反
応

も
織
り
込
ま
れ
て
い
な
い
。
新
規
制
だ
と
格
付
け
機
関
が
目
論
見
書
を
見
て
か
ら
格
付
け
を
付
け
る
こ
と
に
な
る
が
、
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム

問
題
の
み
な
ら
ず
過
去
の
オ
ー
ト
・
ロ
ー
ン
証
券
に
ま
で
影
響
が
出
る
。
低
金
利
の
オ
ー
ト
・
ロ
ー
ン
は
出
せ
ず
、
消
費
者
は
自
動
車

購
入
を
手
控
え
る
た
め
米
国
経
済
が
停
滞
し
て
し
ま
う
怖
れ
が
あ
る
。
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
に
し
て
も
、
相
対
取
引
が
多
い
た
め
、

counter party risk

を
減
小
す
る
形
でclearing house

に
全
部
回
付
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
一
般
企
業
と
し
て
は
困
る
事
態
と

な
る
。
こ
う
し
た
事
情
か
ら
規
制
は
緩
め
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
い
る
（
15
）

。

④
邦
銀
へ
の
影
響
に
つ
い
て
、
自
己
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
、
米
国
債
券
の
売
買
に
影
響
し
て
く
る
が
、
自
己
ポ
ジ
シ
ョ
ン
か

顧
客
向
け
か
の
区
別
は
つ
け
に
く
い
面
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
米
国
に
お
け
る
金
融
規
制
の
骨
抜
き
へ
向
け
た
動
き
と
い
え
よ
う
。

⑤
規
制
強
化
へ
の
動
き
と
規
制
強
化
・
緩
和
の
交
錯

一
方
で
、
米
国
経
済
の
回
復
基
調
を
背
景
に
、
こ
れ
ま
た
銀
行
へ
の
依
存
度
の
低
さ
を
一
つ
の
誘
因
と
し
て
（
16
）

、
銀
行
へ
の
規
制
を
か
け

や
す
い
環
境
も
整
い
つ
つ
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
（
17
）

。
金
融
規
制
に
関
す
る
強
化
と
緩
和
の
動
き
の
交
錯
の
時
期
と
い
え
よ
う
。

⑥
規
制
当
局
側
の
事
情
に
よ
る
規
制
実
現
の
延
期

Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
人
員
削
減
並
び
に
予
算
削
減
の
方
向
の
中
で
、
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
の
相
当
部
分
は
Ｓ
Ｅ
Ｃ
な
ど
の
今
後
の
規
則
制
定
に

委
ね
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
規
則
策
定
・
実
現
が
進
ま
な
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
や
む
な
く
、
規
制
実
現
の
延
期
の
方
向
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七

性
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
と
も
い
え
よ
う
。
こ
れ
は
規
制
を
受
け
る
側
の
銀
行
サ
イ
ド
か
ら
の
ロ
ビ
イ
ス
ト
活
動
な
ど
に
よ
る
延
期
・
適

用
除
外
の
動
き
と
は
別
に
、
規
制
当
局
側
の
事
情
と
し
て
の
要
因
で
あ
る
。

⑦
新
た
な
ホ
ッ
ト
・
イ
ッ
シ
ュ
ー
の
出
現

米
国
経
済
の
回
復
な
ど
を
背
景
に
、
金
融
・
経
済
分
野
の
主
要
な
関
心
事
は
債
務
上
限
並
び
に
米
国
債
格
付
け
・
ド
ル
安
問
題
な
ど
予

算
関
連
に
移
行
し
つ
つ
あ
る
。

⑧
金
融
緩
和
と
リ
ス
ク
テ
イ
ク
増
大
並
び
に
新
興
国
の
ア
セ
ッ
ト
バ
ブ
ル

上
記
の
事
情
と
景
気
回
復
を
目
指
し
た
金
融
緩
和
策
に
よ
り
、
結
果
と
し
て
リ
ス
ク
テ
イ
ク
へ
の
回
帰
、
規
制
の
か
か
り
に
く
い
ヘ
ッ

ジ
フ
ァ
ン
ド
等
を
通
じ
た
海
外
新
興
国
向
投
資
に
よ
る
規
制
の
抜
け
穴
探
し
等
の
動
き
に
ま
た
も
繋
が
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
資
金
循

環
・
資
本
移
動
、
新
興
国
の
ア
セ
ッ
ト
バ
ブ
ル
発
生
等
の
観
点
か
ら
Ｉ
Ｍ
Ｆ
な
ど
非
規
制
機
関
も
包
含
し
た
大
き
な
枠
組
み
で
対
応
す
る

必
要
が
あ
る
。

⑨
グ
ロ
ー
バ
ル
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
し
て
の
米
国
金
融
市
場
│
規
制
強
化
へ
の
反
発
な
ど
│

ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
自
体
は
あ
く
ま
で
国
内
法
で
あ
る
が
、
他
方
で
グ
ロ
ー
バ
ル
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
し
て
の
米
国
金
融
市
場
に
対
す

る
規
制
の
実
効
性
確
保
に
向
け
た
仕
組
み
の
確
保
・
構
築
の
困
難
さ
が
窺
え
る
。
我
が
国
等
他
国
に
お
い
て
は
市
場
に
お
け
る
銀
行
の
比

重
が
大
き
く
、
同
法
に
よ
り
グ
ロ
ー
バ
ル
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
中
で
規
制
強
化
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
か
か
り
、
市
場
活
動
が
停
滞
す
る
懸
念

が
出
て
く
る
た
め
米
国
の
規
制
強
化
を
海
外
へ
押
し
つ
け
に
く
い
状
況
が
現
出
す
る
。
規
制
を
強
化
す
る
こ
と
で
米
国
経
済
の
停
滞
、
証

券
取
引
所
間
の
競
争
（
18
）

に
負
け
る
こ
と
に
な
っ
て
も
好
ま
し
く
な
（
19
）

い
（
20
）

。



三
八

（
9
） 

前
掲
の
全
国
私
法
学
会
個
別
研
究
報
告
（
二
〇
一
三
年
一
〇
月
一
二
日
）
に
お
け
る
質
疑
応
答
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
研
究
を
深
め
た
も
の
で
あ
る
。

（
10
） B

ureau of C
onsum

er F
inancial P

rotection 

（C
F
P
B

）, C
om
m
odity F

utures T
rading C

om
m
ission 

（C
F
T
C

）, D
epartm

ent of 

E
ducation, F

ederal D
eposit Insurance C

orporation 

（F
D
IC

）, F
ederal E

nergy R
esources C

om
m
ission 

（F
E
R
C

）, F
ederal 

H
ousing F

inance A
gency 

（F
H
F
A

）, F
ederal R

eserve B
oard 

（F
R
B

）, F
inancial S

tability O
versight C

ouncil 

（F
S
O
C

）, 

G
overnm

ent A
ccountability O

ffice 

（G
A
O

）, M
unicipal S

ecurities R
ulem

aking B
oard 

（M
S
R
B

）, N
ational C

redit U
nion 

A
dm
inistration B

oard 

（N
C
U
A
B

）, O
ffi  ce of the C

om
ptroller of the C

urrency 

（O
C
C

）, O
ffi  ce of F

inancial R
esearch 

（O
F
R
, part 

of F
S
O
C

）, O
ffi  ce of T

hrift S
upervision 

（O
T
S
, part of O

C
C
 as of July 21, 2011

）, S
tate G

overnm
ents, U

.S
. S
ecurities and 

E
xchange C

om
m
ission 

（S
E
C

）, U
.S
. D
epartm

ent of the T
reasury.

（
11
） 

米
国
証
券
業
金
融
市
場
協
会
。
二
〇
〇
六
年
米
国
証
券
業
協
会
（
Ｓ
Ｉ
Ａ
）
と
世
界
的
な
債
券
取
引
業
者
の
団
体
で
あ
る
債
券
市
場
協
会

（
Ｂ
Ｍ
Ａ
）
が
合
併
し
て
設
立
さ
れ
た
業
界
専
門
家
団
体
で
あ
り
、
大
き
な
発
言
力
を
有
す
る
（
本
部　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
）。

（
12
） O

verview
/D
odd-F

rank R
ulem

aking/Issues/S
IF
M
A
,http://w

w
w
.sifm

a.org/

（
13
） 

シ
テ
ィ
グ
ル
ー
プ
本
部
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
）
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
を
中
心
に
と
り
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
日
本
政
策
投
資
銀
行
Ｎ
Ｙ
代
表
事
務
所

長
同
行
。
先
方
は
シ
テ
ィ
グ
ル
ー
プ
債
券
営
業
部D

irector

（
二
〇
一
一
年
五
月
二
日
）。

（
14
） 

必
ず
し
も
金
融
・
法
務
に
精
通
し
た
人
員
が
作
成
し
て
い
な
い
こ
と
も
指
摘
さ
れ
る
。

（
15
） 

ワ
シ
ン
ト
ン
に
は
当
該
分
野
の
専
門
家
が
お
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
実
情
が
見
え
て
い
な
か
っ
た
。

（
16
） 

銀
行
の
依
存
度
の
低
さ
が
両
面
に
現
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

（
17
） 

二
〇
一
一
年
五
月
現
在
。
バ
ー
ナ
ン
キ
議
長
が
資
金
緩
和
か
ら
の
転
換
を
示
唆
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
そ
の
後
、
債
務
上
限
問
題
、
Ｑ
Ｅ
3
へ

の
模
索
な
ど
の
動
き
も
あ
り
、
米
国
景
気
回
復
の
先
行
き
は
不
透
明
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

（
18
） 

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
証
券
取
引
所
（
Ｎ
Ｙ
Ｓ
Ｅ
）
等
を
運
営
す
る
Ｎ
Ｙ
Ｓ
Ｅ
ユ
ー
ロ
ネ
ク
ス
ト
と
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
証
券
取
引
所
な
ど
を
運
営
す
る

ド
イ
ツ
取
引
所
は
二
〇
一
一
年
二
月
一
五
日
合
併
す
る
こ
と
で
合
意
し
た
。
上
場
株
式
の
時
価
総
額
は
一
七
兆
八
千
億
ド
ル
（
約
一
四
九
〇
兆
円
）

に
上
り
、
世
界
全
体
の
三
割
を
占
め
る
巨
大
取
引
所
が
誕
生
す
る
。
オ
ラ
ン
ダ
に
本
社
を
置
き
、
出
資
比
率
は
ド
イ
ツ
側
の
株
主
が
六
〇
％
、
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三
九

Ｎ
Ｙ
Ｓ
Ｅ
側
が
四
〇
％
。
ド
イ
ツ
証
取
株
一
株
と
新
会
社
株
一
株
、
Ｎ
Ｙ
Ｓ
Ｅ
株
一
株
と
同
〇
・
四
七
株
を
交
換
す
る
。
取
締
役
は
ド
イ
ツ
側
一
〇

人
、
Ｎ
Ｙ
Ｓ
Ｅ
側
が
七
人
と
ド
イ
ツ
優
位
の
合
併
と
な
る
。
最
高
経
営
責
任
者
（
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
に
は
Ｎ
Ｙ
Ｓ
Ｅ
側
の
ニ
ー
ダ
ラ
ウ
ア
ー
Ｃ
Ｅ
Ｏ
、
会
長

に
は
ド
イ
ツ
側
の
フ
ラ
ン
チ
オ
ー
ニ
Ｃ
Ｅ
Ｏ
が
就
く
。
シ
ス
テ
ム
投
資
の
負
担
軽
減
な
ど
で
年
三
億
ユ
ー
ロ
（
約
三
四
〇
億
円
）
の
コ
ス
ト
削
減
効

果
を
見
込
む
。
新
興
国
な
ど
と
の
市
場
間
競
争
が
激
化
す
る
中
、
規
模
拡
大
に
加
え
、
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
（
金
融
派
生
商
品
）
部
門
を
強
化
し
勝
ち
残

り
を
図
る
。
二
〇
一
一
年
二
月
一
五
日
産
経
新
聞
。

（
19
） 

シ
テ
ィ
バ
ン
ク
へ
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
の
内
容
を
以
下
に
掲
げ
る
。
①T

he R
egulatory A

gencies

に
関
し
て
は
、
今
後
二
│
五
年
を
か
け
て
数

多
く
の
規
制
を
策
定
す
る
予
定
で
あ
る
が
、
オ
バ
マ
大
統
領
は
国
会
のbudget package

の
中
で
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
人
員
削
減
を
図
り
、
ド
ッ
ド
・
フ
ラ

ン
ク
法
の
実
現
に
は
ス
ト
ッ
プ
が
か
か
り
、
前
に
進
め
な
い
形
に
な
っ
て
い
る
。
②
ベ
ア
ス
タ
ー
ン
ズ
、
リ
ー
マ
ン
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
の
経
営
が
破
綻
し

た
結
果
、
ボ
ル
カ
ー
・
ル
ー
ル
に
よ
っ
て
証
券
会
社
は
リ
ス
ク
を
と
ら
な
い
形
に
な
っ
た
た
め
、
一
番
大
き
な
投
資
家
と
し
て
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド

（
Ｈ
Ｆ
）
と
い
う
規
制
を
か
け
づ
ら
い
組
織
に
シ
フ
ト
し
た
。
中
央
銀
行
、
ソ
ブ
リ
ン
・
ウ
エ
ル
ス
・
フ
ァ
ン
ド
と
並
ん
で
Ｈ
Ｆ
は
そ
の
時
期
に
は

一
番
大
き
な
投
資
家
で
あ
っ
た
が
、
Ｈ
Ｆ
が
勝
手
に
新
興
国
に
資
金
を
投
資
す
る
こ
と
は
政
府
に
は
止
め
ら
れ
な
い
。
グ
ロ
ー
バ
ル
取
引
で
あ
り
、

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
困
難
で
あ
る
。
一
時
期
ジ
ョ
ー
ジ
・
ソ
ロ
ス
が
ポ
ン
ド
操
作
に
よ
り
英
国
財
務
省
を
危
機
に
追
い
込
ん
だ
こ
と
も
あ
る
。
金
融
緩

和
に
よ
り
流
動
性
を
増
大
す
る
こ
と
は
、
逆
に
投
資
家
に
手
段
を
提
供
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
Ｈ
Ｆ
とspeculator

と
の
バ
ラ
ン
ス
と
な
る
。

証
券
会
社
の
自
己
取
引
へ
の
規
制
が
さ
れ
て
も
、
Ｈ
Ｆ
に
は
規
制
が
か
か
ら
ず
、
リ
ス
ク
テ
イ
ク
の
方
向
に
進
ん
で
い
く
こ
と
に
な
り
、
市
場
の
ボ

ラ
テ
ィ
リ
テ
ィ
が
増
加
す
る
。
Ｇ
20
の
規
制
も
、
Ｈ
Ｆ
のactivity

は
抜
け
穴
と
な
り
、
経
済
が
停
滞
す
る
こ
と
も
困
る
と
い
う
背
景
も
あ
る
。
③

Ｅ
Ｕ
も
各
国
バ
ラ
バ
ラ
の
中
で
同
一
の
規
制
で
処
し
て
よ
い
の
か
、
あ
る
い
は
日
本
が
米
国
初
の
危
機
の
つ
け
を
押
し
付
け
ら
れ
て
よ
い
の
か
、
と

い
う
議
論
も
あ
る
。
④
米
国
議
員
か
ら
は
リ
ー
マ
ン
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
な
ど
の
経
営
者
の
誰
か
に
責
任
を
と
っ
て
も
ら
う
、
と
い
う
の
が
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン

ク
法
制
定
の
発
端
で
あ
る
が
、
理
念
が
先
行
し
て
、
現
実
の
市
場
の
影
響
な
ど
読
め
て
お
ら
ず
、
上
手
く
進
ん
で
い
な
い
。
当
初
は
予
想
も
し
て
い

な
い
経
過
と
な
っ
て
い
る
。
⑤
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
の
規
制
を
緩
め
る
方
向
性
が
出
て
き
た
の
も
経
済
的
理
由
か
ら
で
あ
る
。
市
場
の
反
応
が
よ

く
読
め
ず
、
今
に
な
っ
て
ど
う
し
て
よ
い
の
か
分
か
ら
ず
、
方
向
性
が
お
か
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
例
え
ば
金
融
業
界
以
外
に
も
航
空
機
、
カ
ー

ド
ロ
ー
ン
な
ど
様
々
な
業
界
に
入
り
込
ん
で
し
ま
い
、
対
処
の
仕
方
が
分
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
る
。
フ
ォ
ー
ド
な
ど



四
〇

カ
ー
メ
ー
カ
ー
は
自
動
車
ロ
ー
ン
を
組
ま
せ
て
証
券
化
し
、
売
却
し
て
資
金
調
達
す
る
と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で
あ
っ
た
が
、
経
営
破
綻
し
て
格

付
け
の
投
資
適
格
外
と
な
り
、
現
在
新
た
な
資
金
調
達
を
す
る
と
な
る
と
高
い
コ
ス
ト
を
は
ら
う
こ
と
に
な
る
。
新
し
い
規
制
だ
と
、
格
付
け
機
関

が
目
論
見
書
を
見
て
か
ら
格
付
け
を
付
け
る
こ
と
に
な
る
が
、
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
問
題
の
み
な
ら
ず
、
過
去
の
全
て
の
オ
ー
ト
・
ロ
ー
ン
の
証
券
に
ま

で
影
響
が
出
る
。
新
規
発
行
は
取
り
や
め
る
こ
と
に
な
り
、
低
金
利
の
オ
ー
ト
・
ロ
ー
ン
は
出
せ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
消
費
者
は
こ
の
た

め
自
動
車
購
入
が
困
難
と
な
り
経
済
が
停
滞
し
て
し
ま
う
怖
れ
が
あ
る
。
こ
の
た
め
政
府
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
が
法
案
・
規
制
の
実
践
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
て

い
る
。
証
券
化
商
品
と
し
て
ど
こ
ま
で
範
囲
に
含
め
る
の
か
、
ワ
シ
ン
ト
ン
に
は
専
門
家
が
お
ら
ず
こ
の
よ
う
な
実
情
が
見
え
て
い
な
か
っ
た
。
か

か
る
事
情
か
ら
規
制
は
緩
め
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
い
る
。
⑥
一
般
事
業
法
人
へ
の
影
響
を
考
慮
し
て
い
な
い
。
Ｏ
Ｔ
Ｃ
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
に
つ
い
て

為
替
ス
ワ
ッ
プ
、
先
物
ヘ
ッ
ジ
を
図
っ
て
い
る
が
、
清
算
機
関
のclearing house

創
設
と
な
る
と
金
融
機
関
側
に
は
意
欲
が
な
い
。
リ
ー
マ
ン
ブ

ラ
ザ
ー
ズ
が
破
綻
す
れ
ば
ド
ミ
ノ
現
象
で
伝
播
す
る
よ
う
に
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
は
相
対
取
引
が
多
い
。counter party risk

を
減
小
す
る
形
で

clearing house

に
全
部
回
付
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
一
般
企
業
と
し
て
は
困
っ
て
し
ま
う
。
全
般
的
に
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
案
の
書
き
方
が

リ
ー
マ
ン
の
破
綻
や
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
・
ロ
ー
ン
を
念
頭
に
置
い
て
い
た
が
、
絞
っ
た
も
の
に
な
っ
て
お
ら
ず
、
他
の
業
界
へ
の
影
響
も
包
含
す
る
よ

う
に
法
案
が
読
め
て
し
ま
う
。clearing house

創
設
に
し
て
も
、
法
案
の
書
き
方
が
絞
っ
た
も
の
に
な
っ
て
お
ら
ず
、
オ
ー
ト
ロ
ー
ン
な
ど
他
分

野
へ
影
響
を
与
え
る
こ
と
を
考
え
て
い
な
い
。
⑦
邦
銀
へ
の
影
響
に
つ
い
て
、
自
己
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
、
米
国
債
券
の
売
買
に
影
響

し
て
く
る
。
自
己
ポ
ジ
シ
ョ
ン
か
否
か
の
区
別
が
つ
け
に
く
い
。
自
己
勘
定
は
不
可
だ
が
顧
客
向
け
は
許
さ
れ
る
と
し
て
も
、
流
動
性
を
顧
客
に
提

供
す
る
に
当
た
り
、
流
動
性
は
相
対
で
や
っ
て
お
り
、
自
己
勘
定
は
当
然
の
処
理
と
な
る
。
例
え
ば
中
国
か
ら
の
買
い
注
文
に
対
し
て
先
物
取
引
で

取
っ
て
い
く
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
証
明
は
容
易
で
は
な
く
分
か
り
づ
ら
い
。
政
府
も
こ
う
し
た
事
態
ま
で
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
。
⑧
こ
の
た
め

今
は
適
用
の
延
長
と
い
っ
た
形
で
や
む
を
得
ず
に
逃
げ
て
い
る
。
今
後
の
細
則
作
り
も
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
組
織
縮
小
の
た
め
進
め
に
く
い
。
ま
た
規
制
当
局

の
数
も
多
く
混
乱
し
て
し
ま
い
、
実
施
に
移
し
に
く
い
状
況
で
あ
る
。
⑨
資
金
の
流
れ
、
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
のresearch

やfollow

を
図
る
こ
と

が
重
要
に
な
る
。asset babble

の
傾
向
に
な
り
か
ね
な
い
。
証
券
会
社
へ
の
規
制
で
あ
れ
ば
パ
イ
も
小
さ
い
が
、
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
に
こ
う
し
た

機
能
が
移
っ
て
い
く
と
な
る
と
市
場
が
よ
り
危
険
な
も
の
に
な
る
（
一
種
のprocyclicality

で
あ
りparadox

と
も
い
え
よ
う
）。
⑩
一
方
で
米
国

経
済
が
景
気
回
復
す
る
と
規
制
を
か
け
て
も
よ
い
と
い
う
規
制
強
化
の
方
向
に
な
る
。
先
週
バ
ー
ナ
ン
キ
議
長
が
記
者
会
見
し
、
金
融
緩
和
も
終
わ



米
国
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
を
中
心
と
す
る
国
際
金
融
法
制
の
展
開
と
影
響
に
関
わ
る
考
察
（
藤
川
）

四
一

り
に
近
づ
い
て
い
る
と
い
っ
た
ハ
ト
派
的
発
言
を
し
て
い
る
。
Ｑ
Ｅ
2
も
二
〇
一
一
年
六
月
で
終
了
す
る
。
連
銀
は
金
融
引
締
め
に
向
か
っ
て
軟
着

陸
さ
せ
る
方
向
に
向
か
っ
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
そ
の
後
低
迷
す
る
失
業
率
な
ど
の
回
復
の
た
め
、
オ
バ
マ
政
権
の
再
選
戦
略
も

睨
み
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
三
％
成
長
を
目
指
し
た
Ｑ
Ｅ
3
（
金
融
規
制
緩
和
）
に
向
け
た
動
き
も
出
始
め
て
い
る
。
米
国
は
資
本
市
場
が
成
立
し
て
お
り
銀
行

機
能
の
部
分
は
大
き
く
な
い
た
め
、
規
制
を
か
け
て
も
他
に
も
調
達
手
段
は
い
ろ
い
ろ
揃
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
海
外
の
他
国
に
お
い
て
は
市

場
に
お
け
る
銀
行
の
比
重
が
大
き
く
、
米
国
で
規
制
が
強
化
さ
れ
る
と
グ
ロ
ー
バ
ル
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
中
で
他
国
に
も
規
制
強
化
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

が
か
か
り
銀
行
ひ
い
て
は
市
場
の
活
動
が
停
滞
す
る
懸
念
が
あ
る
。
こ
れ
で
は
反
発
を
招
き
、
米
国
の
規
制
強
化
を
海
外
へ
押
し
つ
け
に
く
い
状
況

と
な
る
。
資
金
が
リ
ヒ
テ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
の
規
制
の
少
な
い
市
場
に
逃
避
す
る
動
き
も
出
て
く
る
。
現
時
点
で
は
、
こ
う
し

た
規
制
強
化
と
強
化
を
た
め
ら
う
二
つ
の
方
向
性
が
交
錯
し
た
神
経
質
な
状
況
下
に
あ
る
。
⑪
バ
ー
ナ
ン
キ
は
Ｑ
Ｅ
2
を
止
め
て
銀
行
へ
の
規
制
を

タ
イ
ト
に
持
っ
て
い
き
た
い
が
、
銀
行
規
制
に
よ
る
影
響
に
つ
い
て
十
分
理
解
し
て
い
な
い
面
が
あ
る
。
ま
た
そ
も
そ
も
経
済
全
体
の
中
で
ド
ッ

ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
か
ら
ホ
ッ
ト
イ
ッ
シ
ュ
ー
と
し
て
の
ウ
エ
イ
ト
が
他
の
債
務
削
減
問
題
な
ど
に
移
行
し
つ
つ
あ
る
。

（
20
） T

ony Jackson `R
egulators and banks caught in gam

e of cat and m
ouse` F

nancial T
im
es 31 January 2011, A

nat A
dm
ati and 

M
artin H

ellw
ig `T

he battle has only just begun to regulate the banks` F
nancial T

im
es 9 June 2011.

銀
行
と
規
制
当
局
の
攻
防
、
リ

ス
ク
増
加
等
に
よ
る
新
興
国
の
ア
セ
ッ
ト
バ
ブ
ル
な
ど
に
も
言
及
す
る
。
金
融
規
制
強
化
を
図
る
べ
き
で
、distortion

を
な
く
し
、talentd 

people

の
最
善
の
活
用
を
図
る
。
規
制
が
あ
れ
ば
、shadow

 banking

の
弊
害
の
防
止
も
図
れ
る
。
ボ
ル
カ
ー
・
ル
ー
ル
に
つ
い
て
、E

dw
ard 

K
uceand T

om
 B
raithw

aite `Invocation of `V
olcker rule` is surprise for everyone` F

nancial T
im
es 22 January 2011.

第
四
章　

ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
の
域
外
適
用
な
ら
び
に
一
律
規
制
に
関
す
る
考
察

一
．
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
の
域
外
適
用

ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
の
域
外
適
用
に
つ
い
て
、
多
く
の
事
項
が
想
定
さ
れ
、
概
要
に
つ
い
て
示
し
て
き
た
。
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法



四
二

の
影
響
の
中
で
も
議
論
の
大
き
な
部
分
で
あ
り
、
以
下
で
検
討
を
深
め
た
い
（
21
）

。
域
外
適
用
に
関
し
て
主
要
な
論
点
を
ま
と
め
る
と
、
第
一

に
、
ボ
ル
カ
ー
・
ル
ー
ル
で
は
、
外
国
金
融
機
関
の
主
要
論
点
と
し
て
、
①
外
国
金
融
機
関
の
米
国
国
外
業
務
へ
の
域
外
適
用
に
よ
る
影

響
、
②
外
国
金
融
機
関
に
よ
る
米
国
市
場
イ
ン
フ
ラ
（
清
算
・
決
済
等
）
の
利
用
へ
の
影
響
、
③
外
国
フ
ァ
ン
ド
が
対
象
フ
ァ
ン
ド
に
含

ま
れ
得
る
こ
と
、
④
外
国
金
融
機
関
本
体
へ
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
策
定
・
維
持
・
実
施
義
務
の
適
用
な
ど
が
あ
げ
ら
れ

て
い
る
。「
米
国
国
外
の
み
」
で
行
わ
れ
る
行
為
に
か
か
る
適
用
除
外
の
要
件
が
厳
格
で
あ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
、
自
己
勘
定
取
引
に
つ

い
て
、
①
売
買
を
行
う
銀
行
組
織
が
米
国
法
・
州
法
で
組
織
さ
れ
て
い
る
も
の
で
な
い
こ
と
、
②
売
買
当
事
者
が
い
ず
れ
も
米
国
居
住
者

で
な
い
こ
と
、
③
銀
行
組
織
に
お
け
る
売
買
へ
の
直
接
関
与
者
が
米
国
に
物
理
的
に
所
在
し
な
い
こ
と
、
④
売
買
が
す
べ
て
米
国
国
外
で

執
行
さ
れ
る
こ
と
が
要
件
と
さ
れ
る
。
対
象
フ
ァ
ン
ド
に
つ
い
て
は
、
①
銀
行
組
織
が
米
国
法
・
州
法
で
組
織
さ
れ
て
い
る
も
の
で
な
い

こ
と
、
②
対
象
フ
ァ
ン
ド
持
分
の
売
付
け
勧
誘
・
売
付
け
関
与
者
が
米
国
法
人
で
な
く
、
か
つ
米
国
に
物
理
的
に
所
在
し
な
い
こ
と
、
③

持
分
が
米
国
居
住
者
に
対
し
て
売
付
け
勧
誘
・
売
付
け
さ
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

第
二
に
、
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
規
定
の
域
外
適
用
に
つ
い
て
は
、
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
の
非
証
券
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
（sw

aps

）
関
連
規
定

は
原
則
と
し
て
米
国
国
外
の
活
動
に
は
適
用
さ
れ
な
い
。
例
外
と
し
て
、
第
一
に
米
国
通
商
（com

m
erce

）
に
お
け
る
活
動
に
直
接
的
か

つ
重
要
な
関
連
（direct and signifi cant connection

）
を
有
し
、
も
し
く
は
当
該
活
動
に
直
接
的
か
つ
重
要
な
効
果
（eff ect

）
を
有
す
る

場
合
、
第
二
に
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ｃ
（
商
品
先
物
取
引
委
員
会
）
が
当
該
規
定
の
脱
法
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
若
し
く
は
適
切
な
も
の
と
し
て
定
め

る
こ
と
の
で
き
る
規
則
・
規
制
に
違
反
す
る
場
合
に
は
適
用
さ
れ
る
（
七
二
二
条
⒟
）。
修
正
効
果
主
義
の
考
え
方
を
と
る
も
の
と
思
わ
れ
る
（
22
）

。

ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
に
よ
り
追
加
さ
れ
た
諸
規
定
、
同
規
則
・
規
制
も
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
が
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
に
よ
り
追
加
さ
れ
た
い

か
な
る
規
定
の
脱
法
防
止
の
た
め
に
必
要
又
は
適
切
な
も
の
と
し
て
定
め
る
こ
と
の
で
き
る
規
則
・
規
制
に
違
反
し
て
取
引
を
し
な
い
限



米
国
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
を
中
心
と
す
る
国
際
金
融
法
制
の
展
開
と
影
響
に
関
わ
る
考
察
（
藤
川
）

四
三

り
、
米
国
管
轄
外
で
証
券
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
（security-based sw

aps

）
取
引
を
す
る
者
に
適
用
さ
れ
な
い
（
七
七
二
条
⒝
に
よ
る
一
九
三
四
年

証
券
取
引
所
法
三
〇
条
⒞
追
加
）。
一
九
三
四
年
証
券
取
引
所
法
三
〇
条
⒝
と
同
旨
の
解
釈
規
定
（rule of construction

）
で
あ
る
。

第
三
に
、
ス
ワ
ッ
プ
・
プ
ッ
シ
ュ
ア
ウ
ト
条
項
の
影
響
が
あ
る
。
第
七
一
六
条
に
お
い
て
、
銀
行
か
ら
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
部
門
の
分
離
を

求
め
る
ス
ワ
ッ
プ
・
プ
ッ
シ
ュ
ア
ウ
ト
条
項
（sw

ap pushout provision

）
が
設
け
ら
れ
（
23
）

る
（
24
）

。
ス
ワ
ッ
プ
・
プ
ッ
シ
ュ
ア
ウ
ト
条
項
に
お
い

て
は
、
銀
行
が
連
邦
支
援
（fbderal assistance

）
を
受
け
る
場
合
、
ス
ワ
ッ
プ
・
エ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
分
離
す
る
こ
と
を
求
め
る
規
定
で
あ

る
。
連
邦
支
援
と
し
て
、
Ｐ
Ｒ
Ｂ
の
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
・
ウ
イ
ン
ド
ウ
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
（
連
邦
準
備
法
一
三
条
⑶
項
に
基

づ
く
も
の
を
除
く
）、
Ｆ
Ｄ
Ｉ
Ｃ
提
供
の
預
金
保
険
、
債
務
保
証
等
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
ス
ワ
ッ
プ
・
エ
ン
テ
ィ
テ
ィ
（sw

aps entities

）

の
定
義
に
お
い
て
は
、
ス
ワ
ッ
プ
・
デ
ィ
ー
ラ
ー
、
主
要
ス
ワ
ッ
プ
参
加
者
が
含
ま
れ
、
Ｆ
Ｒ
Ｂ
の
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
・
ウ
イ
ン
ド
ウ
を

利
用
し
て
Ｆ
Ｄ
Ｉ
Ｃ
の
預
金
保
険
の
対
象
と
な
る
銀
行
は
、
ス
ワ
ッ
プ
・
エ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
切
り
離
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
可
能
性
が
あ

る
が
、
結
果
的
に
多
く
の
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
が
ス
ワ
ッ
プ
・
プ
ッ
シ
ュ
ア
ウ
ト
条
項
の
対
象
外
と
な
る
と
み
ら
れ
る
（
25
）

。

我
が
国
の
金
融
機
関
は
、
プ
ッ
シ
ュ
ア
ウ
ト
・
ル
ー
ル
に
よ
る
影
響
を
受
け
る
可
能
性
が
あ
る
。
他
方
で
、
外
国
銀
行
の
米
国
外
の
活

動
は
、
一
般
的
に
プ
ッ
シ
ュ
ア
ウ
ト
・
ル
ー
ル
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
プ
ッ
シ
ュ
ア
ウ
ト
・
ル
ー
ル
は
、
預

金
保
険
対
象
機
関
が
、F
ed

の
監
督
下
に
あ
る
銀
行
持
株
会
社
又
は
貯
蓄
貸
付
機
関
の
持
株
会
社
の
一
部
で
あ
る
場
合
に
は
、
一
定
の
条

件
下
で
、
ス
ワ
ッ
プ
事
業
体
関
連
会
社
を
保
有
し
、
か
つ
連
邦
政
府
に
よ
る
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
規
定
す
る
。
連
邦
準
備
銀

行
の
特
別
融
資
枠
を
利
用
で
き
る
邦
銀
ま
た
は
外
国
銀
行
の
米
国
支
店
に
関
し
て
は
、
例
外
措
置
を
利
用
で
き
る
か
は
明
ら
か
で
な
い
。

我
が
国
の
事
業
を
有
し
て
い
る
米
国
の
銀
行
に
関
し
て
は
、
プ
ッ
シ
ュ
ア
ウ
ト
・
ル
ー
ル
の
影
響
は
若
干
異
な
る
。
プ
ッ
シ
ュ
ア
ウ
ト
・

ル
ー
ル
は
、
米
国
に
お
い
て
認
可
さ
れ
た
銀
行
の
日
本
の
支
店
を
含
む
全
て
の
支
店
に
適
用
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
（
26
）

。



四
四

こ
の
よ
う
に
保
険
加
入
預
金
金
融
機
関
に
つ
い
て
適
用
除
外
を
み
る
と
、
①
そ
の
業
務
に
直
接
関
連
す
る
ヘ
ッ
ジ
そ
の
他
類
似
の
リ
ス

ク
軽
減
業
務
又
は
国
法
断
が
投
資
可
能
な
利
率
・
参
照
資
産
に
か
か
る
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
の
適
用
除
外
、
②

Ｆ
Ｒ
Ｂ
監
督
銀
行
持
株
会
杜
の
一
部
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
保
険
加
入
預
金
金
融
機
関
の
関
係
会
社
で
あ
る
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
業
者
に

は
連
邦
支
援
禁
止
が
適
用
さ
れ
な
い
と
の
適
用
除
外
に
つ
い
て
、
外
国
金
融
機
関
の
保
険
加
入
し
て
い
な
い
米
国
支
店
・
代
理
店
が
当
該

適
用
除
外
の
恩
恵
を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
と
い
う
問
題
が
指
摘
さ
れ
、
リ
ン
カ
ー
ン
上
院
議
員
（
当
時
）
は
保
険
非
加
入
の
外
国
銀
行
支

店
・
代
理
店
に
対
す
る
適
用
除
外
の
否
定
を
意
図
し
て
は
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
明
示
的
な
適
用
除
外
規
定
が
な
い
た
め
懸
念
さ
れ
て

い
る
（
27
）

。
外
国
金
融
機
関
の
米
国
拠
点
の
組
織
構
造
に
影
響
し
得
る
問
題
で
あ
る
。

第
四
に
、
不
利
益
な
影
響
と
し
て
、
外
国
銀
行
及
び
ノ
ン
バ
ン
ク
と
内
国
民
待
遇
原
則
の
関
連
が
あ
る
。
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
は
、

基
本
的
に
外
国
金
融
機
関
に
対
し
て
内
国
民
待
遇
の
原
則
を
適
用
し
て
い
る
。
銀
行
持
株
会
社
の
外
国
銀
行
、
即
ち
米
国
銀
行
を
保
有
か

つ
連
結
資
産
五
〇
〇
億
ド
ル
以
上
を
有
す
る
外
国
銀
行
はS

IF
Is

と
定
義
さ
れ
、
ま
た
リ
ビ
ン
グ
ウ
ィ
ル
規
制
案
で
は
全
世
界
で
連
結

資
産
五
〇
〇
億
ド
ル
以
上
か
つ
米
国
内
に
支
店
又
は
代
理
店
を
有
す
る
外
国
銀
行
もS

IF
Is

と
み
な
さ
れ
る
。
後
者
に
対
し
て
は
、
米

国
内
資
産
で
は
な
く
全
世
界
の
資
産
を
ベ
ー
ス
と
す
る
こ
と
に
つ
き
、
米
国
議
会
の
意
図
に
反
し
不
必
要
と
し
て
各
国
の
銀
行
業
界
か
ら

反
対
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
（
28
）

。
外
国
ノ
ン
バ
ン
ク
金
融
機
関
は
米
国
内
事
業
の
シ
ス
テ
ム
上
の
重
要
性
に
応
じ
てS

IF
Is

指
定
の
有
無

が
決
定
さ
れ
る
。

ボ
ル
カ
ー
・
ル
ー
ル
は
、
米
国
内
事
業
を
営
む
外
国
銀
行
の
米
国
外
事
業
に
対
し
、
当
該
規
則
が
定
め
る
禁
止
事
項
が
適
用
さ
れ
な
い

よ
う
な
免
除
規
定
を
設
け
て
お
り
、
国
際
銀
行
法
（International B

anking A
ct

）
原
則
と
も
整
合
す
る
。
外
国
銀
行
及
び
外
国
金
融
機
関

は
、
適
用
過
程
に
お
け
る
法
律
上
・
事
実
上
の
取
扱
い
を
評
価
す
る
場
合
、
米
国
金
融
機
関
以
上
に
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
・
関
連
規
則
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フ
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ン
ク
法
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際
金
融
法
制
の
展
開
と
影
響
に
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わ
る
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察
（
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四
五

に
注
意
を
払
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
（
29
）

。

二
．
域
外
適
用
の
可
否
と
実
質
的
な
域
外
適
用

1
．
域
外
適
用
の
可
否

米
国
外
金
融
機
関
へ
の
影
響
と
し
て
、
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
な
ど
の
新
規
制
に
よ
る
負
担
は
一
般
的
に
米
国
事
業
に
限
定
さ
れ
、
そ

の
意
味
で
は
国
内
法
で
あ
り
、
Ｍ
＆
Ａ
取
引
な
ど
に
関
し
て
も
同
様
で
あ
る
。
従
っ
て
、
米
国
企
業
が
世
界
的
競
争
に
お
い
て
不
利
益
を

受
け
る
可
能
性
が
あ
り
、
他
方
で
米
国
外
政
府
が
米
国
基
準
の
一
部
を
採
用
す
る
可
能
性
も
あ
る
。

2
．
実
質
的
な
域
外
適
用

ボ
ル
カ
ー
・
ル
ー
ル
の
域
外
適
用
の
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
同
ル
ー
ル
は
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
成
立
か
ら
二
年
後
ま
た
は
Ｆ
Ｓ
Ｏ
Ｃ

が
定
め
る
最
終
規
則
公
表
か
ら
一
二
カ
月
後
の
い
ず
れ
か
早
い
時
期
に
施
行
さ
れ
る
。
同
ル
ー
ル
の
適
用
範
囲
に
つ
い
て
、
米
銀
は
自
己

勘
定
取
引
が
行
わ
れ
た
場
所
に
関
わ
ら
ず
適
用
さ
れ
る
が
、
非
米
銀
（
外
国
銀
行
）
に
つ
い
て
は
、
米
国
内
で
実
施
さ
れ
た
取
引
、
あ
る

い
は
米
国
外
の
取
引
で
も
そ
れ
が
米
国
の
居
住
者
を
相
手
と
す
る
取
引
で
あ
れ
ば
適
用
さ
れ
る
。

米
国
以
外
の
市
場
参
加
者
の
懸
念
と
し
て
は
米
国
法
の
域
外
適
用
の
問
題
が
あ
り
、
米
国
の
裁
判
所
及
び
証
券
取
引
委
員
会
が
証
券
諸

法
の
規
定
を
域
外
適
用
し
た
例
は
多
く
存
在
す
る
。
二
〇
〇
二
年
サ
ー
ベ
ン
ス
・
オ
ク
ス
リ
ー
法
（
上
場
企
業
会
計
改
革
及
び
投
資
家
保
護

法　
Ｓ
Ｏ
Ｘ
法
）
が
実
質
的
に
域
外
適
用
と
な
っ
て
い
る
事
例
も
あ
り
、
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
も
本
邦
金
融
機
関
に
実
質
的
に
域
外
適
用

さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
の
見
方
も
出
さ
れ
る
（
30
）

。

金
融
規
制
強
化
の
潮
流
は
今
後
も
後
戻
り
は
せ
ず
、
金
融
規
制
が
市
場
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
、
全
体
が
同
一
の
方
向
性
を
向
く
こ

と
に
よ
る
リ
ス
ク
増
幅
、
政
治
・
経
済
環
境
に
よ
る
適
用
の
さ
じ
加
減
の
変
化
の
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
、
運
用
の
厳
格
さ
な
ど
の
面
の
影



四
六

響
が
注
視
さ
れ
よ
う
。

三
．
重
要
な
銀
行
持
株
会
社
の
定
義

米
連
邦
準
備
制
度
理
事
会
（
Ｆ
Ｒ
Ｂ
）
か
ら
二
〇
一
一
年
二
月
八
日
公
表
さ
れ
た
、「『
主
に
金
融
業
務
に
従
事
す
る
』
こ
と
の
定
義
お

よ
び
『
重
要
な
』
ノ
ン
バ
ン
ク
・
銀
行
持
株
会
社
の
定
義
」
に
係
る
提
案
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
と
し
て
、
全
銀
協
は
外
国
銀
行
に
お
け
る

「
重
要
な
銀
行
持
株
会
社
（signifi cant bank holding com

panies

）」
の
定
義
に
つ
い
て
、
①
外
国
銀
行
に
対
し
て
は
、
規
制
を
課
す
こ
と

の
コ
ス
ト
・
便
益
の
観
点
か
ら
、
外
国
銀
行
の
連
結
総
資
産
ベ
ー
ス
で
の
判
断
に
代
え
て
米
国
拠
点
に
お
け
る
連
結
総
資
産
が
一
定
水
準

以
上
の
場
合
に
適
用
す
る
こ
と
、
②
外
国
銀
行
に
対
し
て
適
用
す
る
場
合
に
は
、
グ
ル
ー
プ
の
資
本
構
成
上
、
中
間
持
株
会
社
（L

ow
er 

T
ier B

H
C

）
は
除
き
、
最
上
位
レ
ベ
ル
（T

op T
ier

）
の
銀
行
持
株
会
社
の
み
を
対
象
と
す
る
こ
と
、
重
要
な
銀
行
持
株
会
社
に
対
す
る

エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
の
報
告
を
行
う
際
に
報
告
対
象
と
な
る
エ
ン
テ
ィ
テ
ィ
等
の
明
確
化
を
図
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
こ
と
、
③
外
国
銀

行
が
銀
行
持
株
会
社
の
ス
テ
ー
タ
ス
を
有
す
る
か
否
か
に
依
ら
ず
公
平
な
扱
い
と
な
る
こ
と
、
外
国
銀
行
が
銀
行
持
株
会
社
ス
テ
ー
タ
ス

を
有
し
な
い
場
合
、
重
要
な
ノ
ン
バ
ン
ク
に
該
当
す
る
か
の
判
定
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
最
上
位
（T

op T
ier

）
に
位
置
す
る
会
社

の
資
産
を
基
準
と
し
た
判
定
が
行
わ
れ
な
い
可
能
性
も
懸
念
さ
れ
る
こ
と
、
を
提
言
し
て
い
る
（
31
）

。

四
．
ボ
ル
カ
ー
・
ル
ー
ル
の
一
律
適
用
な
ら
び
に
域
外
適
用
に
関
す
る
考
察

1
．
ボ
ル
カ
ー
・
ル
ー
ル
の
一
律
適
用
の
考
察

ボ
ル
カ
ー
・
ル
ー
ル
に
対
し
て
は
極
端
な
制
限
、
禁
止
行
為
は
銀
行
が
取
り
巻
く
環
境
に
応
じ
て
行
う
施
策
、
手
段
、
方
法
を
狭
め
、

か
つ
各
市
場
そ
の
も
の
が
縮
小
さ
れ
、
逆
に
銀
行
経
営
の
安
全
性
、
健
全
性
並
び
に
社
会
の
健
全
性
が
損
な
わ
れ
る
リ
ス
ク
が
あ
る
こ
と

が
指
摘
さ
れ
る
（
32
）

。
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ド
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融
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四
七

特
に
外
国
銀
行
に
対
す
る
ボ
ル
カ
ー
・
ル
ー
ル
の
適
用
に
関
し
て
、
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
第
六
一
九
条
⒟
⑷
I
の
域
外
適
用
の
例
外

条
項
な
ど
の
細
則
策
定
に
際
し
、
法
文
上
は
米
国
Ｂ
Ｈ
Ｃ
（
銀
行
持
株
会
社
）
法
上
の
免
許
を
有
す
る
米
国
外
の
銀
行
が
、
米
国
外
で
行

う
フ
ァ
ン
ド
へ
の
Ｌ
Ｐ
（
リ
ミ
テ
ッ
ド
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
）
持
分
投
資
に
つ
い
て
も
当
該
フ
ァ
ン
ド
の
Ｌ
Ｐ
持
分
が
米
国
で
売
却
さ
れ

る
場
合
は
ボ
ル
カ
ー
・
ル
ー
ル
の
対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
、
米
国
外
の
銀
行
が
米
国
外
で
（solely outside the U

nited S
tates

）
事

業
を
運
営
す
る
場
合
は
同
ル
ー
ル
の
対
象
外
で
あ
る
こ
と
を
明
確
化
し
て
欲
し
い
旨
が
述
べ
ら
れ
る
（
33
）

。

2
．
ボ
ル
カ
ー
・
ル
ー
ル
の
域
外
適
用
の
考
察

邦
銀
な
ど
米
国
で
活
動
す
る
外
国
銀
行
に
対
し
て
域
外
適
用
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
旨
が
述
べ
ら
れ
、
理
由
と
し
て
（
注
）、
①
後
述

のM
orrison v. N

ational A
ustralia B

ank L
td

ケ
ー
ス
（M

orrison

事
件
）
を
引
き
合
い
に
出
し
、
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
一
七
一
条

（
コ
リ
ン
ズ
修
正
条
項
）
の
条
文
と
意
図
に
反
す
る
こ
と
、
②
外
国
銀
行
も
し
く
は
親
会
社
に
対
し
不
要
な
コ
ス
ト
負
担
を
強
い
る
こ
と
、

信
用
リ
ス
ク
に
関
し
先
進
的
内
部
格
付
手
法
（
Ａ
Ｉ
Ｒ
Ｂ
）
へ
移
行
し
た
銀
行
は
も
は
や
バ
ー
ゼ
ル
Ｉ
に
も
と
づ
く
リ
ス
ク
ベ
ー
ス
の
自

己
資
本
フ
ロ
ア
の
計
算
を
必
要
と
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
③
バ
ー
ゼ
ル
銀
行
監
督
委
員
会
の
合
意
で
あ
る
自
己
資
本
規
制
に
関
す
る
母
国

基
準
の
尊
重
と
い
う
長
年
の
Ｆ
Ｒ
Ｂ
の
方
針
か
ら
逸
脱
し
、
同
様
の
環
境
に
お
か
れ
た
米
銀
と
外
銀
は
同
様
の
規
制
下
に
置
か
れ
る
べ
き

と
の
内
国
民
待
遇
（N
ational T

reatm
ent

）
の
方
針
と
も
合
致
す
る
こ
と
等
を
挙
げ
る
（
34
）

。

ま
た
、
①
米
国
外
に
本
店
を
置
く
外
国
金
融
機
関
が
米
国
外
で
事
業
を
運
営
す
る
場
合
、
同
ル
ー
ル
の
対
象
外
で
あ
る
こ
と
を
明
確
化

し
て
欲
し
い
こ
と
、
②
過
度
の
規
制
が
顧
客
利
便
性
、
経
済
成
長
、
金
融
サ
ー
ビ
ス
発
展
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
を
最
小
化
す
る
こ
と
も

重
要
で
、
ホ
ー
ム
・
ホ
ス
ト
両
国
の
監
督
当
局
が
従
来
以
上
に
緊
密
に
連
携
し
て
対
応
す
る
よ
う
配
慮
さ
れ
た
い
こ
と
等
が
述
べ
ら
れ
る
（
35
）

。



四
八

（
21
） 

松
尾
直
彦
「
米
国
ド
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
法
の
域
外
適
用
問
題
」
神
作
裕
之
編
『
企
業
法
制
の
将
来
展
望
』
資
本
市
場
研
究
会
（
二
〇
一
二
年

一
二
月
）
二
一
九
│
二
三
四
頁
。

（
22
） 
松
尾
直
彦
「
金
融
商
品
取
引
法
の
国
際
的
適
用
範
囲
」
東
京
大
学
法
科
大
学
院
ロ
ー
レ
ビ
ュ
ーV

O
L
.6

（
二
〇
一
一
年
九
月
）
二
七
六
│

二
八
六
頁
。

（
23
） 

上
院
法
案
の
議
論
の
中
で
、
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ｃ
所
管
の
上
院
農
業
委
員
会
の
ブ
ラ
ン
シ
ェ
・
リ
ン
カ
ー
ン
委
員
長
か
ら
提
案
さ
れ
て
い
る
。
小
立
敬

「
米
国
に
お
け
る
金
融
制
度
改
革
法
の
成
立
│
ド
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
法
の
概
要
│
」
野
村
資
本
市
場
ク
ォ
ー
タ
リ
ー
二
〇
一
〇
年
夏
号
一
二
七
│

一
五
二
頁
。

（
24
） 

ス
ワ
ッ
プ
・
プ
ッ
シ
ュ
ア
ウ
ト
条
項
に
つ
い
て
は
、
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
は
法
律
の
成
立
日
か
ら
二
年
後
に
有
効
に
な
る
旨
を
規
定
す
る
。

（
25
） 

ス
ワ
ッ
プ
・
エ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
定
義
と
し
て
、
主
要
ス
ワ
ッ
プ
参
加
者
で
あ
る
銀
行
が
除
か
れ
、
銀
行
が
ス
ワ
ッ
プ
・
デ
ィ
ー
ラ
ー
で
な
い
限

り
、
ス
ワ
ッ
プ
・
エ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
分
離
は
求
め
ら
れ
な
い
。
銀
行
の
ス
ワ
ッ
プ
業
務
が
直
接
的
に
自
ら
の
リ
ス
ク
を
ヘ
ッ
ジ
し
、
同
種
の
リ
ス
ク

を
緩
和
す
る
も
の
で
あ
る
場
合
、
ま
た
は
、
Ｃ
Ｄ
Ｓ
（
資
産
担
保
証
券
の
信
用
リ
ス
ク
を
参
照
す
る
も
の
を
含
む
）
を
除
き
、
国
法
銀
行
に
取
引
が

認
め
ら
れ
る
金
利
や
資
産
を
参
照
す
る
ス
ワ
ッ
プ
に
つ
い
て
、
適
用
対
象
外
と
な
る
。
国
法
銀
行
法
で
は
エ
ク
イ
テ
ィ
証
券
の
デ
ィ
ー
リ
ン
グ
を
禁

止
す
る
が
、
そ
れ
以
外
の
ア
セ
ッ
ト
へ
の
投
資
は
広
く
認
め
ら
れ
る
。

（
26
） 

我
が
国
の
金
融
機
関
は
、
プ
ッ
シ
ュ
ア
ウ
ト
・
ル
ー
ル
に
よ
る
影
響
を
受
け
る
可
能
性
が
あ
る
。
①
同
ル
ー
ル
は
、
基
本
的
に
米
国
事
業
を
有

し
て
い
る
銀
行
グ
ル
ー
プ
に
関
係
す
る
。
一
定
の
事
業
体
が
特
定
の
目
的
に
お
い
て
、
連
邦
準
備
制
度
の
信
用
枠
も
し
く
は
特
別
融
資
枠

（discount w
indow

）
又
は
Ｆ
Ｄ
Ｉ
Ｃ
の
保
険
も
し
く
は
保
証
を
利
用
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
。
邦
銀
の
米
国
に
お
け
る
銀
行
子
会
社
、
我
が
国
ま

た
は
そ
の
他
の
外
国
銀
行
の
米
国
の
支
店
を
広
く
対
象
と
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
外
国
銀
行
の
米
国
の
支
店
は
、
一
般
的
に
Ｆ
Ｄ
Ｉ
Ｃ
保
険

を
有
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
は
Ｆ
Ｄ
Ｉ
Ｃ
保
証
も
利
用
で
き
な
い
が
、F

ed
に
お
け
る
制
度
や
特
権
に
関
し
て
は
一
般
的
に
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
で

あ
る
。
他
方
で
、
外
国
銀
行
の
米
国
外
の
活
動
は
、
一
般
的
に
プ
ッ
シ
ュ
ア
ウ
ト
・
ル
ー
ル
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
連
邦
政

府
に
よ
る
支
援
の
禁
止
に
関
し
て
は
、
預
金
保
険
対
象
機
関
に
対
し
主
に
二
種
類
の
例
外
措
置
（
ヘ
ッ
ジ
ン
グ
お
よ
び
米
国
の
国
法
銀
行
が
投
資
す

る
こ
と
の
で
き
る
金
利
又
は
参
照
資
産
に
関
す
る
ス
ワ
ッ
プ
）
を
認
め
、
こ
れ
ら
例
外
措
置
は
、
我
が
国
お
よ
び
外
国
銀
行
の
米
国
銀
行
子
会
社
が
、



米
国
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
を
中
心
と
す
る
国
際
金
融
法
制
の
展
開
と
影
響
に
関
わ
る
考
察
（
藤
川
）

四
九

仮
に
ス
ワ
ッ
プ
事
業
体
と
み
な
さ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
主
要
ス
ワ
ッ
プ
参
加
者
で
あ
る
も
の
の
ス
ワ
ッ

プ
・
デ
ィ
ー
ラ
ー
に
は
該
当
し
な
い
預
金
保
険
対
象
機
関
に
つ
い
て
は
、
ス
ワ
ッ
プ
事
業
体
の
定
義
か
ら
除
外
さ
れ
る
。
ま
た
プ
ッ
シ
ュ
ア
ウ
ト
・

ル
ー
ル
は
、
預
金
保
険
対
象
機
関
が
、F

ed

の
監
督
下
に
あ
る
銀
行
持
株
会
社
又
は
貯
蓄
貸
付
機
関
の
持
株
会
社
の
一
部
で
あ
る
場
合
に
は
、
一
定

の
条
件
下
で
、
ス
ワ
ッ
プ
事
業
体
関
連
会
社
を
保
有
し
、
か
つ
連
邦
政
府
に
よ
る
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
規
定
す
る
。
連
邦
準
備
銀
行
の

特
別
融
資
枠
を
利
用
で
き
る
邦
銀
ま
た
は
外
国
銀
行
の
米
国
支
店
に
関
し
て
は
、
例
外
措
置
を
利
用
で
き
る
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
我
が
国
の
事
業

を
有
し
て
い
る
米
国
の
銀
行
に
関
し
て
は
、
プ
ッ
シ
ュ
ア
ウ
ト
・
ル
ー
ル
の
影
響
は
若
干
異
な
る
。
プ
ッ
シ
ュ
ア
ウ
ト
・
ル
ー
ル
は
、
米
国
に
お
い

て
認
可
さ
れ
た
銀
行
の
日
本
の
支
店
を
含
む
全
て
の
支
店
に
適
用
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
、
我
が
国
の
支
店
に
お
け
る
活
動
は
、
米
国

の
銀
行
が
米
国
内
に
お
い
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
同
じ
種
類
の
活
動
（
ヘ
ッ
ジ
ン
グ
、
米
国
の
国
法
銀
行
が
投
資
す
る
こ
と
の
で
き
る
金
利

又
は
参
照
資
産
に
関
す
る
ス
ワ
ッ
プ
、
主
要
ス
ワ
ッ
プ
参
加
者
と
し
て
の
み
の
活
動
等
）
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
み
ら
れ
る
。「
ド
ッ
ド
・

フ
ラ
ン
ク
：
ス
ワ
ッ
プ
・
プ
ッ
シ
ュ
ア
ウ
ト
・
ル
ー
ル
」U

.S
. L
egal D

evelopm
ents by T

ed P
aradise, D

avis P
olk &

 W
ardw

ell L
L
P
.

（
二
〇
一
〇
年
七
月
二
一
日
）。

（
27
） 

松
尾
直
彦
・
前
掲
「
米
国
ド
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
法
の
域
外
適
用
問
題
」
二
三
四
頁
。
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
押
出
し
条
項
施
行
が
先
で
あ
る
た
め
、
当

局
は
関
心
を
払
っ
て
い
な
い
と
指
摘
さ
れ
、
当
局
は
議
会
を
怒
ら
せ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
緩
や
か
な
実
務
的
取
扱
い
を
す
る
こ
と
を
避
け
て
い
る

と
の
見
方
が
あ
る
。

（
28
） 

全
世
界
の
資
産
ベ
ー
ス
の
定
義
が
適
用
さ
れ
る
場
合
、
リ
ビ
ン
グ
ウ
ィ
ル
対
象
一
二
四
社
の
う
ち
九
八
社
が
外
国
銀
行
と
な
り
、
大
半
は
米
国

内
の
事
業
規
模
は
比
較
的
小
さ
く
米
国
に
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
リ
ス
ク
を
及
ぼ
さ
な
い
銀
行
と
い
う
不
可
解
な
結
果
と
な
る
。"A

 C
loser L

ook T
he 

D
odd-F

rank W
all S

treet R
eform

 and C
onsum

er P
rotection A

ct: U
nfinished B

usiness D
odd-F

rank - E
ntering year tw

o 

P
w
C
Japan"

あ
ら
た
監
査
法
人
総
合
金
融
サ
ー
ビ
ス
推
進
本
部
「
残
さ
れ
た
課
題
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
│
成
立
二
年
目
を
む
か
え
て
」

（
二
〇
一
一
年
九
月
）。

（
29
） 

外
国
金
融
機
関
は
Ｏ
Ｔ
Ｃ
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
規
制
の
重
複
を
防
ぐ
べ
く
、
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ｃ
及
び
Ｓ
Ｅ
Ｃ
に
対
し
て
相
互
承
認
を
推
進
し
、
米
国
顧
客
の

保
護
の
必
要
が
明
ら
か
に
あ
る
場
合
に
の
み
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
規
制
適
用
を
求
め
る
よ
う
な
慎
重
な
検
討
を
要
求
し
て
い
る
。



五
〇

（
30
） 

ボ
ル
カ
ー
・
ル
ー
ル
に
関
し
て
、
Ｊ
Ｐ
モ
ル
ガ
ン
・
チ
ェ
ー
ス
は
同
ル
ー
ル
の
対
応
策
と
し
て
、
資
産
運
用
事
業
部
内
に
自
己
勘
定
取
引
部
門

の
ト
レ
ー
ダ
ー
で
構
成
す
る
新
た
な
代
替
部
門
を
新
設
す
る
方
針
で
あ
る
。
国
際
的
な
流
動
性
規
制
の
動
き
も
注
目
さ
れ
、
英
国
で
は
金
融
機
関
に

対
し
安
全
性
の
高
い
流
動
性
資
産
を
一
定
以
上
保
有
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
る
規
制
が
導
入
さ
れ
る
見
通
し
で
、
各
国
に
お
い
て
も
導
入
が
検
討
さ

れ
る
。
同
ル
ー
ル
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
持
つ
行
為
は
従
前
以
上
に
コ
ス
ト
が
か
か
り
、
コ
ス
ト
に
見
合
う
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
得

ら
れ
る
投
資
機
会
は
簡
単
に
は
見
つ
か
ら
な
い
と
の
指
摘
も
あ
る
。
Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
北
米
部
門
は
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
に
よ
り
コ
ス
ト
面
な
ど
で
少
な

く
と
も
年
間
一
億
一
〇
〇
〇
万
ド
ル
の
影
響
が
あ
る
こ
と
、
ウ
ェ
ル
ズ
・
フ
ァ
ー
ゴ
は
同
法
の
影
響
で
二
〇
一
〇
年
中
に
五
億
三
〇
〇
〇
万
ド
ル
の

コ
ス
ト
増
に
な
る
こ
と
の
見
通
し
を
表
明
し
た
。
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
は
ノ
ン
バ
ン
ク
金
融
会
社
に
よ
る
自
己
勘
定
取
引
は
規
制
し
な
い
が
、
ノ

ン
バ
ン
ク
に
は
銀
行
持
株
会
社
よ
り
厳
格
な
自
己
資
本
、
流
動
性
、
レ
バ
レ
ッ
ジ
、
リ
ス
ク
管
理
等
の
規
制
が
適
用
さ
れ
、
コ
ス
ト
上
昇
は
避
け
難

い
。
石
田
仁
志
「〔
焦
点
〕
動
き
出
す
米
金
融
規
制
改
革
法
、
国
内
金
融
機
関
に
域
外
適
用
の
リ
ス
ク
も
」R

E
U
T
E
R
S

（
二
〇
一
〇
年
九
月
三
〇

日
）、
野
村
資
本
市
場
研
究
所
小
立
敬
お
よ
び
佐
々
木
百
合
教
授
談
（
同
）。

（
31
） 

①
外
国
銀
行
に
対
す
る
連
結
総
資
産
の
判
断
基
準
は
米
国
拠
点
の
総
資
産
を
ベ
ー
ス
と
す
べ
き
で
あ
る
。
②
外
国
銀
行
グ
ル
ー
プ
の
持
株
会
社

へ
の
適
用
は
最
上
位
の
銀
行
持
株
会
社
に
す
べ
き
で
あ
る
。「F

R
Y
-7Q

」（
外
国
銀
行
の
資
本
・
資
産
に
係
る
報
告
）
を
提
出
し
て
い
る
銀
行
持
株

会
社
は
「
重
要
な
銀
行
持
株
会
社
」
に
該
当
す
る
可
能
性
が
あ
る
一
方
で
、
最
上
位
（T

op T
ier

）
で
は
な
い
た
め
に
「F

R
Y
-7Q

」
を
提
出
し
て

い
な
い
中
間
持
株
会
社
（L
ow
er T

ier B
H
C

）
等
は
、
重
要
な
銀
行
持
株
会
社
に
該
当
し
な
い
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
一
方
で
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン

ク
法
第
一
一
三
条
は
、
Ｆ
Ｒ
Ｂ
の
監
督
に
服
し
健
全
性
基
準
の
充
足
が
求
め
ら
れ
る
ノ
ン
バ
ン
ク
金
融
会
社
で
あ
る
か
を
判
定
す
る
際
に
、
重
要
な

銀
行
持
株
会
社
と
の
取
引
等
を
勘
案
す
る
こ
と
を
求
め
る
。
第
一
六
五
条
⒟
⑵
で
は
、
五
〇
〇
億
ド
ル
超
の
連
結
総
資
産
を
有
す
る
銀
行
持
株
会
社

等
に
対
し
、「
重
要
な
銀
行
持
株
会
社
」
に
対
す
る
信
用
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
（
与
信
）
及
び
重
要
な
銀
行
持
株
会
社
か
ら
の
信
用
エ
ク
ス
ポ
ー

ジ
ャ
ー
（
債
務
）
に
係
る
報
告
義
務
を
規
定
す
る
。
連
結
ベ
ー
ス
の
把
握
、
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
の
報
告
が
求
め
ら
れ
る
の
は
明
確
で
、
グ
ル
ー
プ

の
資
本
構
成
上
、
最
上
位
の
銀
行
持
株
会
社
に
該
当
し
な
い
銀
行
持
株
会
社
に
つ
い
て
は
、
一
律
的
な
か
た
ち
で
重
要
な
銀
行
持
株
会
社
に
該
当
す

る
も
の
で
な
い
こ
と
を
明
確
化
す
べ
き
で
あ
る
。
③
銀
行
持
株
会
社
と
非
銀
行
持
株
会
社
の
公
平
性
を
確
保
す
べ
き
で
あ
る
。
外
国
銀
行
が
レ
ギ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
Ｙ
に
基
づ
き
銀
行
持
株
会
社
の
ス
テ
ー
タ
ス
を
有
す
る
場
合
、
グ
ル
ー
プ
の
資
本
構
成
上
、
最
上
位
に
位
置
す
る
銀
行
持
株
会
社



米
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融
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五
一

（F
R
Y
-7Q

の
提
出
先
）
の
連
結
総
資
産
を
基
準
と
し
て
判
定
さ
れ
、
連
結
総
資
産
の
額
が
五
〇
〇
億
ド
ル
以
上
で
あ
れ
ば
重
要
な
銀
行
持
株
会
社

に
該
当
す
る
。
一
方
、
外
国
銀
行
が
銀
行
持
株
会
社
ス
テ
ー
タ
ス
を
有
し
な
い
場
合
、
重
要
な
ノ
ン
バ
ン
ク
に
該
当
す
る
か
の
判
定
が
行
わ
れ
る
が
、

最
上
位
（T

op T
ier

）
に
位
置
す
る
会
社
資
産
を
基
準
と
し
た
判
定
が
行
わ
れ
な
い
可
能
性
も
懸
念
さ
れ
る
。
提
案
で
は
、
外
国
銀
行
が
銀
行
持

株
会
社
ス
テ
ー
タ
ス
を
保
有
し
て
い
る
か
否
か
に
よ
り
重
要
性
の
判
断
基
準
が
異
な
る
懸
念
が
あ
る
。
銀
行
持
株
会
社
を
有
す
る
外
国
銀
行
と
銀
行

持
株
会
社
を
有
し
な
い
外
国
銀
行
が
米
国
で
同
規
模
・
同
業
務
を
行
う
場
合
、
公
平
な
扱
い
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
全
国
銀
行
協
会

「
米
連
邦
準
備
理
事
会
（
Ｆ
Ｒ
Ｂ
）
に
よ
る
「『
主
に
金
融
業
務
に
従
事
す
る
』
こ
と
の
定
義
お
よ
び
『
重
要
な
』
ノ
ン
バ
ン
ク
・
銀
行
持
株
会
社
の

定
義
」
に
係
る
提
案
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
」（
二
〇
一
一
年
三
月
三
〇
日
）
参
照
。

（
32
） 

全
国
銀
行
協
会
「
米
国
ボ
ル
カ
ー
・
ル
ー
ル
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
」（
二
〇
一
〇
年
一
一
月
五
日
）
参
照
。
ま
た
全
国
銀
行
協
会
金
融
調
査
研

究
会
で
は
以
前
よ
り
一
貫
し
て
、
今
般
の
金
融
危
機
後
の
新
た
な
金
融
規
制
の
枠
組
み
の
一
律
適
用
に
は
消
極
的
な
姿
勢
を
み
せ
て
い
る
。
金
融
調

査
研
究
会
第
一
研
究
グ
ル
ー
プ
報
告
書
「
金
融
危
機
下
に
お
け
る
金
融
規
制
・
監
督
等
の
あ
り
方
」
に
つ
い
て
」（
二
〇
一
〇
年
九
月
一
七
日
）、
同

「
金
融
危
機
を
踏
ま
え
た
規
制
・
監
督
の
あ
り
方
〜
世
界
一
律
規
制
か
ら
、
地
域
特
性
を
考
慮
し
た
規
制
へ
の
転
換
〜
」（
二
〇
〇
九
年
一
一
月
二
七

日
）、
金
融
調
査
研
究
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
金
融
危
機
を
踏
ま
え
た
規
制
・
監
督
の
あ
り
方
を
考
え
る
」（
二
〇
一
〇
年
一
二
月
四
日
）。

（
33
） 

ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
六
一
九
条
⒟
⑷
I
の
域
外
適
用
の
例
外
条
項
に
よ
れ
ば
、
ボ
ル
カ
ー
・
ル
ー
ル
は
、「
外
国
金
融
機
関
に
よ
る
、
米
国

外
の
み
で
持
分
（ow

nership interest

）
が
売
却
さ
れ
る
（
さ
れ
て
い
る
）
Ｐ
Ｅ
フ
ァ
ン
ド
・
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
に
対
す
る
、
米
国
外
で
の

（solely outside the U
nited S

tates

）
投
資
に
は
適
用
さ
れ
な
い
」
と
あ
る
が
、"solely outside of the U

nited S
tates"

の
具
体
的
な
定
義

が
必
要
で
あ
る
。
フ
ァ
ン
ド
の
国
籍
、
運
営
さ
れ
る
場
所
、
ブ
ッ
キ
ン
グ
の
場
所
等
を
考
慮
す
る
こ
と
を
提
案
し
、
外
国
籍
（
ケ
イ
マ
ン
諸
島
を
含

む
）
の
フ
ァ
ン
ド
、
米
国
外
で
運
営
さ
れ
る
フ
ァ
ン
ド
、「
ブ
ッ
キ
ン
グ
が
米
国
外
（
邦
銀
で
あ
れ
ば
東
京
）
で
行
わ
れ
て
い
る
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド

向
投
資
」
は
、
米
国
外
で
の
取
引
に
該
当
す
る
こ
と
か
ら
規
制
対
象
外
で
あ
る
こ
と
を
明
確
化
す
べ
き
と
考
え
る
。

（
34
） 

全
国
銀
行
協
会
「
米
国
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
・
ウ
ォ
ー
ル
ス
ト
リ
ー
ト
改
革
お
よ
び
消
費
者
保
護
法
に
よ
る
自
己
資
本
規
制
の
フ
ロ
ア
ル
ー
ル

改
正
等
に
係
る
市
中
協
議
文
書
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
」（
二
〇
一
一
年
二
月
二
三
日
）
参
照
。

（
35
） 

全
国
銀
行
協
会
「
米
国
ボ
ル
カ
ー
・
ル
ー
ル
の
経
過
期
間
に
係
る
Ｆ
Ｒ
Ｂ
提
案
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
」（
二
〇
一
一
年
一
月
七
日
）。



五
二

第
五
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ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
規
定
と
Ｔ
Ｏ
Ｂ
・
Ｍ
＆
Ａ
の
交
錯

一
．
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
規
定

1
．
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
に
お
け
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
関
連
規
制
の
強
化

ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
に
お
け
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
関
連
規
制
の
強
化
に
焦
点
を
絞
り
、
近
時
司
法
判
断
が
下
さ
れ
、
注
目
を
集
め
る
プ
ロ

ク
シ
・
フ
ァ
イ
ト
な
ど
Ｔ
Ｏ
Ｂ
・
Ｍ
＆
Ａ
の
交
錯
局
面
の
問
題
に
関
し
て
更
に
考
察
を
進
め
る
。
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
の
ガ
バ
ナ
ン
ス

関
連
条
項
に
つ
い
て
（
36
）

、
①
第
九
五
一
条
（
一
九
三
四
年
証
券
取
引
所
法
一
四
Ａ
条
の
改
正
）
は
、
株
主
に
役
員
報
酬
お
よ
び
敵
対
的
買
収
防
衛

策
で
あ
る
役
員
退
職
金
に
関
す
る
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
（G

olden P
arachute

）
に
つ
い
て
の
定
期
的
な
株
主
の
セ
イ
オ
ン
ペ
イ

（S
ay on P

ay

）
の
任
意
の
投
票
権
（a periodic advisory vote

）
を
賦
与
す
る
。
②
第
九
五
二
条
等
は
、
報
酬
委
員
会
が
完
全
に
独
立
し
、

委
員
会
が
特
定
の
指
定
さ
れ
た
監
督
責
任
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
、
報
酬
委
員
会
が
独
立
性
の
基
準
と
独
立
し
た
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
お
よ
び

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
た
め
の
要
求
項
目
を
強
化
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
。
ブ
ロ
ー
カ
ー
が
取
締
役
の
選
任
な
ら
び
に
役
員
報
酬
に
つ
き
自
由

裁
量
の
投
票
を
行
使
す
る
こ
と
を
禁
じ
る
。
③
第
九
五
三
条
で
は
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
が
企
業
に
役
員
報
酬
に
関
し
て
追
加
の
情
報
公
開
を
提
供
す

る
こ
と
を
規
定
す
る
。
④
第
九
五
四
条
は
役
員
報
酬
に
関
し
て
サ
ー
ベ
ン
ス
・
オ
ク
ス
レ
ー
法
（S

arbanes-O
xley A

ct　
Ｓ
Ｏ
Ｘ
法
）
の
規

則
を
拡
大
す
る
。
誤
っ
て
与
え
ら
れ
た
報
酬
に
対
し
て
ク
ロ
ー
バ
ッ
ク
（claw

back

）
政
策
を
行
う
場
合
の
要
求
事
項
を
設
定
す
る
。
⑤

第
九
七
一
条
は
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
に
対
し
て
プ
ロ
ク
シ
・
ア
ク
セ
ス
（proxy access

）
ル
ー
ル
の
採
用
に
つ
い
て
の
認
可
権
限
を
与
え
る
。
株
主

が
会
社
の
株
主
総
会
招
集
通
知
を
候
補
者
を
取
締
役
に
指
名
す
る
た
め
に
使
用
を
許
さ
れ
る
同
ル
ー
ル
を
広
め
る
権
限
を
Ｓ
Ｅ
Ｃ
が
有
す

る
こ
と
を
確
認
す
る
。
⑥
第
九
七
二
条
は
、
企
業
が
同
一
人
が
Ｃ
Ｅ
Ｏ
と
取
締
役
会
長
の
地
位
の
双
方
を
有
す
る
か
、
理
由
に
つ
い
て
の
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五
三

公
表
を
求
め
る
。
報
酬
、
従
業
員
お
よ
び
取
締
役
間
の
ヘ
ッ
ジ
ン
グ
取
引
（em

ployee and director hedging transactions

）、
Ｃ
Ｅ
Ｏ
と
取

締
役
会
議
長
の
役
割
の
分
化
（separation of the C

E
O
 and B

oard chair roles

）
に
関
す
る
会
社
決
定
の
開
示
を
強
化
す
る
。
⑦
第

九
八
九
Ｇ
条
で
は
、
小
規
模
発
行
者
に
対
し
て
、
Ｓ
Ｏ
Ｘ
法
第
四
〇
四
条
⒝
の
要
求
す
る
内
部
統
制
に
関
す
る
監
査
人
証
明
（the 

internal controls auditor attestation requirem
ent of S

ection 404 

（b

） of the S
arbanes-O

xley A
ct

）
の
要
求
か
ら
の
免
除
を
賦
与
す
る
（
37
）

。

ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
に
お
い
て
は
役
員
報
酬
と
企
業
実
績
の
連
動
性
な
ら
び
に
Ｃ
Ｅ
Ｏ
報
酬
と
他
の
役
職
員
報
酬
の
比
率
の
開
示
な

ど
の
規
定
に
つ
き
Ｓ
Ｅ
Ｃ
規
則
策
定
が
求
め
ら
れ
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
議
決
権
行
使
助
言
機
関
の
利
益
相
反
、
不
透
明
性
に
つ
い
て
問
題
提
起
し
、

規
制
強
化
の
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
る
。

①
金
融
機
関
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
報
酬
：
今
回
の
金
融
危
機
の
一
因
と
さ
れ
る
金
融
機
関
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
報
酬
規
制
に
つ
い
て
は
、

連
結
資
産
一
〇
億
ド
ル
以
上
の
金
融
機
関
は
不
適
切
な
リ
ス
ク
に
繋
が
る
過
度
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
報
酬
な
ど
が
禁
じ
ら
れ
、
加
え
て
金

融
機
関
を
重
大
な
リ
ス
ク
に
晒
し
得
る
職
員
を
特
定
し
て
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
報
酬
を
承
認
・
文
書
化
す
る
こ
と
、
役
員
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
報
酬
の
五
〇
％
以
上
を
三
年
以
上
繰
り
延
べ
る
こ
と
な
ど
が
求
め
ら
れ
る
（
38
）

。
②
セ
イ
オ
ン
ペ
イ
：
セ
イ
オ
ン
ペ
イ
は
、
株
主
が
株
主
総

会
に
お
い
て
役
員
報
酬
に
対
し
て
拘
束
力
の
な
い
決
議
を
行
う
権
利
を
指
し
（
39
）

、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
委
任
状
勧
誘
規
則
に
よ
り
株
主
総
会
等
の
委
任

状
等
に
は
、
少
な
く
と
も
三
年
ご
と
に
開
示
が
義
務
付
け
ら
れ
る
役
員
報
酬
の
承
認
の
た
め
に
株
主
に
よ
る
決
議
、
お
よ
び
少
な
く
と
も

六
年
ご
と
に
前
記
決
議
の
頻
度
を
定
め
る
株
主
に
よ
る
決
議
が
含
ま
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
背
景
に
は
、
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
会
社
法
な
ど

が
企
業
経
営
者
寄
り
で
、
株
主
が
企
業
に
対
し
て
発
言
す
る
機
会
が
少
な
い
こ
と
、
最
多
得
票
制
（plurality voting

）
で
は
会
社
提
案
の

取
締
役
選
任
は
事
実
上
確
実
で
あ
り
、
棄
権
・
反
対
票
が
死
票
と
な
る
こ
と
（
40
）

が
挙
げ
ら
れ
る
。
③
公
益
通
報
保
護
│
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引

に
お
け
る
通
報
者
保
護
の
拡
大
：
通
報
者
保
護
に
つ
い
て
、
米
国
に
お
い
て
は
一
九
八
八
年
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
お
よ
び
証
券
詐
欺
執
行



五
四

法
に
よ
り
Ｓ
Ｅ
Ｃ
が
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
通
報
者
に
報
奨
金
を
支
払
う
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
（
41
）

。
Ｓ
Ｏ
Ｘ
法
に
よ
り
、
上
場
企
業
に

お
け
る
通
報
者
保
護
が
図
ら
れ
、
今
時
金
融
危
機
を
受
け
て
、
保
護
の
拡
大
を
証
券
法
違
反
に
拡
大
し
、
公
益
通
報
（W

histle blow
ing

）

の
促
進
と
保
護
の
強
化
か
ら
、
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
第
九
二
二
条
に
お
い
て
、
自
社
の
証
券
法
違
反
に
関
す
る
独
自
に
知
り
得
た
情
報

を
Ｓ
Ｅ
Ｃ
に
任
意
で
通
報
し
た
結
果
、
一
〇
〇
万
ド
ル
以
上
の
民
事
制
裁
金
賦
課
に
至
っ
た
場
合
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
通
報
者
に
民
事
制
裁
金
の

一
〇
│
三
〇
％
を
報
奨
金
と
し
て
支
払
う
こ
と
が
規
定
さ
れ
、
ま
た
企
業
側
が
公
益
通
報
者
に
対
し
て
告
発
を
理
由
と
す
る
不
利
益
を
与

え
る
こ
と
を
禁
じ
る
。
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
二
〇
一
一
年
一
一
月
三
日
公
益
通
報
の
促
進
と
保
護
に
関
す
る
規
則
案
を
採
択
し
、
第
一
に
、
報
償
の

対
象
と
な
ら
な
い
公
益
通
報
者
と
し
て
、
法
律
・
契
約
上
Ｓ
Ｅ
Ｃ
に
既
に
情
報
提
供
義
務
を
負
う
者
、
弁
護
士
・
会
計
士
な
ど
の
顧
客
情

報
に
よ
り
報
奨
金
を
得
る
者
、
不
正
情
報
等
に
よ
り
社
内
で
対
処
す
る
役
目
の
者
を
定
義
づ
け
る
。
第
二
に
、
公
益
通
報
者
が
自
社
の
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
部
門
や
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
な
い
が
し
ろ
に
し
な
い
た
め
の
措
置
も
規
定
す
る
。
自
社
の
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
部
門
に
報
告
し
、
九
〇
日
以
内
に
Ｓ
Ｅ
Ｃ
に
報
告
す
れ
ば
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
部
門
報
告
日
を
も
っ
て
Ｓ
Ｅ
Ｃ
へ
の
報
告
日

と
す
る
が
、
そ
の
間
に
Ｓ
Ｅ
Ｃ
が
情
報
を
得
る
こ
と
や
他
の
内
部
者
に
先
に
告
発
さ
れ
る
こ
と
が
な
く
な
り
、
内
部
告
発
者
に
と
っ
て
利

点
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
沿
う
最
初
の
報
告
者
に
よ
り
高
い
報
奨
金
を
与
え
る
こ
と
を
Ｓ
Ｅ
Ｃ
が
検

討
で
き
る
。
従
前
の
証
券
法
違
反
に
関
わ
る
制
度
は
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
関
連
に
限
定
さ
れ
、
報
奨
金
上
限
も
一
〇
％
で
あ
り
、
活
用
さ

れ
て
い
な
い
の
が
実
態
で
あ
る
。
課
題
と
し
て
、
第
一
に
、
従
業
員
が
報
奨
金
目
当
て
に
Ｓ
Ｅ
Ｃ
に
違
反
事
案
を
直
接
持
ち
込
み
、
企
業

の
自
主
的
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
活
動
を
阻
害
し
か
ね
な
い
こ
と
、
第
二
に
州
法
曹
協
会
に
よ
り
Ｓ
Ｅ
Ｃ
へ
の
情
報
提
供
が
認
め
ら
れ
る
場

合
は
弁
護
士
等
も
報
奨
金
対
象
の
公
益
通
報
者
と
な
り
得
る
こ
と
に
つ
い
て
、
批
判
・
懸
念
が
表
明
さ
れ
る
。
第
三
に
、
同
法
で
は
公
益

通
報
制
度
の
担
当
部
署
を
Ｓ
Ｅ
Ｃ
に
設
置
す
る
が
、
臨
時
予
算
の
た
め
に
組
織
編
成
が
進
ん
で
い
な
い
点
も
指
摘
さ
れ
、
執
行
部
門
の
確



米
国
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
を
中
心
と
す
る
国
際
金
融
法
制
の
展
開
と
影
響
に
関
わ
る
考
察
（
藤
川
）

五
五

立
が
必
要
と
さ
れ
よ
う
。

2
．
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
に
お
け
る
報
酬
規
制
と
我
が
国
へ
の
影
響
│
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
相
違
と
接
点
│

ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
の
報
酬
規
制
と
我
が
国
法
制
度
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
も
、
今
後
の
考
察
す
べ
き
課
題
と
な
ろ
う
（
42
）

。
株
主
総

会
の
権
限
な
ど
を
定
め
る
会
社
法
に
相
当
す
る
法
律
は
米
国
で
は
州
法
管
轄
、
同
法
が
改
正
し
た
一
九
三
四
年
証
券
取
引
所
法
は
連
邦
法
、

金
融
商
品
取
引
法
に
相
当
す
る
市
場
法
で
あ
る
な
ど
（
43
）

、
会
社
法
制
の
関
係
で
制
度
設
計
な
ど
の
相
違
が
あ
る
。
我
が
国
上
場
会
社
の
大
多

数
を
占
め
る
監
査
役
設
置
会
社
は
ガ
バ
ナ
ン
ス
構
造
も
異
な
り
、
実
務
の
運
用
は
と
も
か
く
、
法
律
・
制
度
面
で
セ
イ
オ
ン
ペ
イ
が
問
題

と
な
る
余
地
は
現
状
で
は
多
く
な
い
と
理
解
さ
れ
よ
う
。
セ
イ
オ
ン
ペ
イ
は
、
取
締
役
（director

）
報
酬
で
な
く
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
規
則
に
よ
り

個
別
開
示
義
務
が
課
さ
れ
る
一
定
の
上
級
役
員
（executive offi  cer

）
報
酬
を
対
象
と
し
、
上
級
役
員
は
監
査
役
設
置
会
社
に
お
け
る
業

務
執
行
取
締
役
、
執
行
役
員
（
法
律
上
は
使
用
人
）
の
い
ず
れ
か
と
い
う
議
論
も
あ
ろ
う
。
Ｃ
Ｅ
Ｏ
、
Ｃ
Ｆ
Ｏ
な
ど
一
定
の
上
級
役
員
の
個

人
別
報
酬
額
の
開
示
を
前
提
に
、
開
示
内
容
に
対
し
て
法
的
効
力
の
な
い
承
認
決
議
を
と
る
仕
組
み
で
、
個
々
の
役
員
が
最
終
的
に
受
領

し
た
報
酬
額
も
含
め
、
事
後
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
性
質
を
有
す
る
が
、
他
方
、
会
社
法
で
は
法
的
効
力
の
あ
る
承
認
決
議
を
必
要
と
し
つ
つ
、

事
前
に
総
額
の
報
酬
枠
を
設
け
る
。
二
〇
一
〇
年
連
結
報
酬
等
の
総
額
が
一
億
円
以
上
の
取
締
役
等
に
つ
い
て
個
人
別
報
酬
額
の
開
示
を

義
務
付
け
る
制
度
が
導
入
さ
れ
る
が
、
金
融
商
品
取
引
法
に
基
づ
く
有
価
証
券
報
告
書
の
開
示
で
あ
り
、
会
社
法
上
の
取
締
役
の
報
酬
等

決
議
と
は
リ
ン
ク
し
な
い
。
も
っ
と
も
、
会
社
の
業
務
執
行
者
の
報
酬
等
に
対
す
る
株
主
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
制
度
的
担
保
の
面
で
共
通

点
は
あ
り
、
私
見
で
あ
る
が
、
実
質
的
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
構
造
の
調
和
と
共
に
、
収
斂
す
る
方
向
に
働
く
面
が
あ
ろ
う
か
。
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3 
．
プ
ロ
ク
シ
・
ア
ク
セ
ス
・
ル
ー
ル
と
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
│
米
国
に
お
け
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
の
不
透
明
さ
と
今
後
の

展
開
│

米
国
に
お
け
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
の
不
透
明
さ
も
指
摘
さ
れ
、
今
後
の
展
開
が
注
視
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
プ
ロ
ク
シ
・
ア
ク
セ
ス
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
・
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
に
関
す
る
考
察
を
深
め
て
み
た
い
。

⑴
プ
ロ
ク
シ
・
ア
ク
セ
ス
・
ル
ー
ル　

Ｓ
Ｅ
Ｃ
に
よ
る
プ
ロ
ク
シ
・
ア
ク
セ
ス
・
ル
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
〇
年
八
月
二
五
日
に

全
て
の
米
国
公
開
会
社
に
対
し
て
義
務
的
な
ル
ー
ル
を
採
用
し
、
あ
る
会
社
の
議
決
権
付
株
式
の
三
％
以
上
を
三
年
間
保
有
す
る
株
主
ま

た
は
株
主
集
団
は
、
当
該
会
社
の
委
任
状
加
入
資
料
（proxy m

aterials

）
を
用
い
て
、
取
締
役
総
数
の
四
分
の
一
ま
で
を
指
名
す
る
権
利

を
有
す
る
。
支
配
目
的
で
な
い
こ
と
の
証
明
と
し
て
、
同
ル
ー
ル
を
利
用
す
る
株
主
ま
た
は
株
主
集
団
は
、
支
配
権
の
変
化
を
生
じ
さ
せ

る
、
ま
た
は
同
ル
ー
ル
に
よ
っ
て
許
容
さ
れ
て
い
る
数
を
超
え
る
取
締
役
の
ポ
ス
ト
を
獲
得
す
る
意
図
の
な
い
こ
と
を
認
証
す
る
必
要
が

あ
る
。
取
締
役
候
補
者
数
の
制
限
と
し
て
、
会
社
は
、
そ
の
委
任
状
勧
誘
資
料
に
お
い
て
、
そ
の
取
締
役
会
の
二
五
％
超
を
占
め
る
取
締

役
候
補
者
に
つ
い
て
記
帳
の
義
務
は
な
い
と
み
ら
れ
る
。
会
社
が
二
五
％
超
の
上
限
を
超
え
る
対
立
す
る
候
補
者
に
指
名
を
受
け
た
場
合
、

対
立
す
る
候
補
者
指
名
を
先
着
順
で
配
分
す
る
と
い
う
Ｓ
Ｅ
Ｃ
提
案
か
ら
の
変
更
点
と
し
て
、
議
決
権
付
証
券
の
持
分
比
率
が
最
も
高
い

株
主
ま
た
は
株
主
集
団
が
優
先
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
候
補
者
の
適
格
性
と
し
て
、
候
補
者
に
指
名
さ
れ
る
た
め
に
は
、
該
当
す
る
国
法

証
券
取
引
所
ま
た
は
協
会
に
よ
る
客
観
的
な
独
立
性
基
準
を
充
足
す
る
必
要
が
あ
る
。
他
方
、
指
名
す
る
株
主
、
指
名
さ
れ
る
候
補
者
と

の
関
係
に
は
制
限
が
な
い
。
開
示
お
よ
び
記
述
に
関
す
る
法
的
責
任
と
し
て
、
指
名
さ
れ
る
株
主
候
補
者
と
指
名
を
行
う
株
主
と
の
関
連

性
に
つ
い
て
、
一
定
の
開
示
が
求
め
ら
れ
る
（
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
Ｎ（44
）

）。

⑵
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト　

連
邦
金
融
監
督
で
あ
る
連
邦
預
金
保
険
公
社
Ｆ
Ｄ
Ｉ
Ｃ
は
、
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
一
四
日
金
融
機
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ド
ッ
ド
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ラ
ン
ク
法
を
中
心
と
す
る
国
際
金
融
法
制
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展
開
と
影
響
に
関
わ
る
考
察
（
藤
川
）

五
七

関
向
け
通
達
「
銀
行
等
に
お
け
る
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
の
申
請
に
関
す
る
解
釈
ガ
イ
ダ
ン
ス
（G

uidance on G
olden P

arachute 

A
pplications

）」
を
発
出
し
て
い
る
（
45
）

。
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
主
要
な
内
容
と
し
て
は
、
①
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
の
報
酬
支
払
は
、
問

題
金
融
機
関
が
、
関
連
事
業
会
社
（institution-affi  liated party IA

P

）
の
関
連
性
廃
止
に
伴
い
支
払
う
報
酬
に
も
関
与
す
る
。
②
預
金
保

険
法
（F

D
I A
ct

）
お
よ
び
適
用
規
則
は
、
問
題
金
融
機
関
（
銀
行
検
査
で
総
合
評
価
の
格
付
け
が
四
お
よ
び
五
に
合
致
す
る
金
融
機
関
）
に
つ
い

て
は
規
則
に
別
途
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
報
酬
の
支
払
を
禁
止
す
る
。
例
外
は
、
特
定
の
状
況
で

か
つ
特
別
な
承
認
が
な
さ
れ
た
場
合
の
み
申
請
に
よ
り
許
可
さ
れ
る
。
③
銀
行
の
上
級
管
理
者
に
利
す
る
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト

報
酬
支
払
の
申
請
は
、
当
該
受
給
者
の
銀
行
へ
の
影
響
、
主
要
な
法
人
の
主
導
性
お
よ
び
政
策
決
定
、
就
中
ハ
イ
リ
ス
ク
な
銀
行
戦
略
に

か
か
る
活
動
へ
の
関
与
な
ど
、
個
人
の
実
績
評
価
を
含
む
高
度
な
精
査
結
果
（scrutiny

）
に
従
う
。
④
本
通
達
は
、
申
請
時
に
要
求
さ
れ

る
情
報
の
類
型
の
詳
細
な
ガ
イ
ダ
ン
ス
な
ら
び
に
監
督
機
関
職
員
が
申
請
や
支
払
額
案
を
評
価
す
る
際
の
考
慮
す
べ
き
要
素
を
提
供
す
る
。

⑤
申
請
手
続
き
の
簡
素
化
や
申
請
数
の
削
減
を
意
図
し
て
、
本
ガ
イ
ダ
ン
ス
は
ほ
と
ん
ど
の
ケ
ー
ス
に
該
当
す
る
一
人
あ
た
り
最
高
五
千

ド
ル
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
報
酬
の
支
払
に
つ
い
て
は
申
請
不
要
と
し
た
。
た
だ
し
、
そ
の
場
合
、
銀
行
は
受
取
人
の
署
名
お

よ
び
受
取
り
金
額
に
つ
い
て
確
定
日
付
と
と
も
に
支
払
い
記
録
の
保
管
が
義
務
付
け
ら
れ
る
。
⑥
複
数
件
を
ま
と
め
た
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
パ

ラ
シ
ュ
ー
ト
報
酬
の
申
請
形
式
と
し
て
、
金
融
機
関
が
同
様
の
責
任
を
持
つ
比
較
的
低
水
準
の
従
業
員
に
対
し
、
ま
た
は
人
員
整
理
や
組

織
再
編
に
伴
う
低
額
の
支
払
を
求
め
て
来
た
場
合
も
同
様
に
認
め
ら
れ
る
。
⑦
Ｆ
Ｄ
Ｉ
Ｃ
は
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
報
酬
の
支

払
申
請
の
承
認
に
際
し
、
段
階
的
分
割
支
払
ま
た
は
報
酬
を
条
件
付
で
減
ら
す
条
件
付
回
収
条
項
（claw

back provision

）」
を
求
め
る
こ

と
が
で
き
る
。

⑶
米
国
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
の
停
滞　

米
国
の
経
営
者
団
体
で
あ
る
米
国
商
工
会
議
所
（the U

.S
. C
ham
ber of C

om
m
erce

）
お
よ
び
ビ
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ジ
ネ
ス
円
卓
（the B

usiness R
oundtable

）
は
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
の
実
施
延
期
を
目
指
し
て
ロ
ビ
ー
活
動
を
行
な
っ
て
い
る
。
プ
ロ
ク

シ
・
ア
ク
セ
ス
と
称
さ
れ
る
役
員
選
任
に
関
す
る
株
主
提
案
の
容
易
化
に
つ
い
て
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
が
規
則
制
定
し
、
株
主
に
よ
る
経
営
者
へ
の

チ
ェ
ッ
ク
機
能
が
高
ま
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
。
プ
ロ
ク
シ
・
ア
ク
セ
ス
の
実
施
に
よ
り
、
株
式
の
三
％
以
上
を
三
年
間
以
上
継
続
し
て

保
有
す
る
株
主
ま
た
は
株
主
グ
ル
ー
プ
は
、
取
締
役
数
の
二
五
％
以
下
ま
た
は
一
名
の
取
締
役
候
補
者
を
提
案
で
き
る
。
提
案
は
会
社
側

が
作
成
す
る
株
主
総
会
招
集
通
知
に
記
載
さ
れ
、
株
主
は
低
コ
ス
ト
で
取
締
役
選
任
議
案
を
争
う
こ
と
が
で
き
る
。
我
が
国
の
株
主
提
案

権
に
比
べ
、
持
株
数
・
期
間
の
制
限
が
厳
し
く
、
提
案
取
締
役
数
の
上
限
が
あ
り
、
株
主
に
と
っ
て
使
い
に
く
い
制
度
で
も
あ
ろ
う
が
、

取
締
役
選
任
を
株
主
が
経
営
陣
と
争
う
場
合
に
、
従
前
は
委
任
状
争
奪
を
伴
う
コ
ス
ト
高
の
方
法
し
か
な
か
っ
た
の
に
比
べ
て
、
株
主
主

導
の
取
締
役
選
任
を
容
易
化
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

プ
ロ
ク
シ
・
ア
ク
セ
ス
に
対
す
る
経
営
者
団
体
の
警
戒
感
は
強
く
、
特
殊
な
意
図
を
持
っ
た
者
が
取
締
役
に
な
り
、
企
業
価
値
を
減
少

さ
せ
る
経
営
判
断
を
下
す
懸
念
も
あ
る
と
し
て
反
発
し
（
46
）

、
米
国
商
工
会
議
所
お
よ
び
ビ
ジ
ネ
ス
円
卓
は
共
同
で
プ
ロ
ク
シ
・
ア
ク
セ
ス
の

内
容
お
よ
び
実
施
時
期
の
再
考
を
求
め
て
提
訴
し
て
い
た
（
47
）

。
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
、
規
則
の
実
施
時
期
に
つ
い
て
裁
量
権
を
有
し
、
性
急
な
実
施
は

不
測
の
コ
ス
ト
を
要
し
、
不
明
確
な
規
制
お
よ
び
無
用
な
混
乱
を
生
じ
る
懸
念
が
あ
る
と
の
見
方
に
配
慮
し
、
再
検
討
を
行
な
う
こ
と
を

決
め
て
い
る
（
48
）

。

⑷
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
新
展
開
と
Ｔ
Ｏ
Ｂ
・
Ｍ
＆
Ａ
の
交
錯　

米
国
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
の
不
透
明
さ
を
示
す
も
の
と
し
て
、

プ
ロ
ク
シ
・
ア
ク
セ
ス
の
問
題
が
大
き
な
注
目
を
集
め
て
き
て
い
る
。
Ｔ
Ｏ
Ｂ
な
ど
Ｍ
＆
Ａ
と
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
交
錯
す

る
先
鋭
化
し
た
局
面
と
し
て
、
プ
ロ
ク
シ
・
ア
ク
セ
ス
と
Ｓ
Ｅ
Ｃ
規
則
の
問
題
が
米
国
に
お
け
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
の
不
透
明
さ
を
示
す

も
の
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
。
こ
の
ほ
か
、
現
下
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
問
題
と
し
て
、Independent C

hairm
an

（
取
締
役
会
議
長
と
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の



米
国
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
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ク
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を
中
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す
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国
際
金
融
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制
の
展
開
と
影
響
に
関
わ
る
考
察
（
藤
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五
九

分
離
）、C

lasasifi ed B
oards

（
期
差
任
期
制
）、C

om
pensation C

om
m
ittee Independence

（
報
酬
委
員
会
の
独
立
性
）
な
ど
が
あ
る
。

国
際
金
融
法
制
の
う
ち
、
米
国
金
融
改
革
法
を
中
心
に
述
べ
て
き
た
が
、
セ
イ
オ
ン
ペ
イ
な
ど
同
法
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
関
連
規
定
は
重
要
で

あ
る
。
役
員
選
任
に
関
す
る
株
主
提
案
の
容
易
化
に
関
す
る
プ
ロ
ク
シ
・
ア
ク
セ
ス
・
ル
ー
ル
に
つ
い
て
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
規
則
制
定
し
、
株

主
に
よ
る
経
営
者
へ
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
が
高
ま
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
。
二
〇
一
〇
年
八
月
二
五
日
全
て
の
米
国
公
開
会
社
に
対
し
て
義

務
的
な
ル
ー
ル
を
採
用
し
、
議
決
権
付
株
式
の
三
％
以
上
を
三
年
間
保
有
す
る
株
主
ま
た
は
株
主
集
団
は
、
当
該
会
社
の
委
任
状
加
入
資

料
（proxy m

aterials

）
を
用
い
て
、
取
締
役
総
数
の
四
分
の
一
以
下
、
ま
た
は
一
名
を
指
名
す
る
権
利
を
有
す
る
。
我
が
国
の
株
主
提
案

権
に
比
べ
、
持
株
数
・
期
間
の
制
限
が
厳
し
く
、
提
案
取
締
役
数
の
上
限
が
あ
る
が
、
取
締
役
選
任
を
株
主
が
経
営
陣
と
争
う
場
合
に
、

従
前
の
委
任
状
争
奪
と
い
う
コ
ス
ト
の
か
か
る
方
法
に
比
べ
、
株
主
主
導
の
取
締
役
選
任
を
容
易
化
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

二
．
セ
イ
オ
ン
ペ
イ
お
よ
び
プ
ロ
ク
シ
・
ア
ク
セ
ス
とR

ed Flag

の
相
関
な
ら
び
に
法
実
務
の
影
響

1
．
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
の
報
酬
規
制
と
日
本
法
実
務
の
影
響
│
Ｓ
Ｏ
Ｘ
法
と
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
の
規
制
強
化
│

二
〇
〇
二
年
Ｓ
Ｏ
Ｘ
法
は
三
つ
の
委
員
会
の
う
ち
、
事
後
的
に
監
査
委
員
会
の
機
能
を
強
化
し
て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
さ
れ
る
内
部
統
制
シ

ス
テ
ム
の
実
効
性
を
高
め
、
米
上
場
企
業
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
強
化
せ
ん
と
す
る
。
他
方
、
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
は
、
報

酬
委
員
会
の
機
能
を
強
化
し
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ
に
よ
る
高
額
報
酬
を
目
当
て
の
経
営
を
未
然
に
防
ぎ
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
質
を
高
め

ん
と
す
る
。
第
一
に
、
米
上
場
企
業
の
報
酬
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
全
て
独
立
取
締
役
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

証
券
取
引
所
や
ナ
ス
ダ
ッ
ク
上
場
の
外
国
籍
企
業
は
規
制
の
適
用
を
免
除
さ
れ
る
（
九
五
二
条
⒜
項
）。
第
二
に
、
全
て
の
米
上
場
企
業
に

セ
イ
オ
ン
ペ
イ
を
取
り
入
れ
、
株
主
総
会
が
役
員
報
酬
に
つ
い
て
勧
告
的
決
議
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
（
九
五
一
条
）、

ま
た
米
上
場
企
業
の
報
酬
委
員
会
が
会
社
役
員
の
報
酬
水
準
、
報
酬
内
容
な
ど
を
決
定
す
る
際
に
用
い
る
外
部
報
酬
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に



六
〇

つ
い
て
、
会
社
か
ら
の
独
立
性
を
考
慮
す
べ
き
こ
と
を
義
務
づ
け
る
（
九
五
二
条
⒜
項
）。
さ
ら
に
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ
が
取
締
役
会
議
長
を
兼
務
し

て
い
る
場
合
、
理
由
を
今
後
制
定
さ
れ
る
米
証
券
取
引
委
員
会
規
則
に
従
い
開
示
す
べ
き
と
す
る
条
項
（
九
七
二
条
）、
Ｃ
Ｅ
Ｏ
な
ど
に
関

す
る
報
酬
開
示
規
制
強
化
も
盛
り
込
ま
れ
る
。

同
様
の
改
革
は
Ｅ
Ｕ
諸
国
で
も
実
施
さ
れ
、
我
が
国
で
は
会
社
役
員
の
報
酬
の
総
額
と
内
容
は
監
査
役
会
設
置
会
社
の
場
合
は
株
主
総

会
が
決
定
し
、
米
国
企
業
よ
り
も
厳
し
い
規
律
が
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
株
主
総
会
で
決
定
さ
れ
た
役
員
報
酬
総
額
の
範
囲
内
で
、

個
別
役
員
へ
の
分
配
は
代
表
取
締
役
社
長
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
透
明
性
に
課
題
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
役
員
報
酬
の
決
定

メ
カ
ニ
ズ
ム
に
関
す
る
透
明
性
向
上
、
代
表
取
締
役
社
長
と
取
締
役
会
議
長
と
の
分
離
、
ま
た
は
分
離
し
な
い
場
合
の
理
由
の
説
明
の
必

要
性
に
つ
い
て
議
論
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
（
49
）

。

2
．
セ
イ
オ
ン
ペ
イ
と
法
実
務
へ
の
影
響

R
ed F

lag

に
つ
い
て
は
、
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
で
あ
る
セ
イ
オ
ン
ペ
イ
、
プ
ロ
ク
シ
・
ア
ク
セ
ス
と
の
相
関

も
注
視
さ
れ
よ
う
。
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
の
実
質
的
域
外
適
用
の
影
響
な
ど
か
ら
、
我
が
国
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
実
務
あ
る
い
は
組
織
体
制

が
変
容
す
る
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
先
ず
、
セ
イ
オ
ン
ペ
イ
の
我
が
国
へ
の
影
響
に
つ
い
て
み
る
と
、
法
律
・
制
度
面
で
問
題
と
な
る
余
地

は
少
な
い
こ
と
は
述
べ
た
が
、
実
務
面
で
は
以
下
の
検
討
が
さ
れ
る
。

⑴
セ
イ
オ
ン
ペ
イ
の
実
務
導
入
と
影
響

第
一
に
、
報
酬
委
員
会
メ
ン
バ
ー
に
関
す
る
独
立
性
要
件
強
化
に
つ
い
て
、
米
国
証
券
取
引
所
は
上
場
基
準
に
お
い
て
報
酬
委
員
会
委

員
全
員
が
独
立
取
締
役
で
あ
る
こ
と
を
求
め
て
お
り
、
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
は
独
立
性
要
件
を
強
化
し
、
当
該
取
締
役
に
対
し
支
払
わ

れ
る
そ
の
他
の
報
酬
お
よ
び
当
該
取
締
役
と
当
該
会
社
の
関
係
会
社
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
慮
す
べ
き
こ
と
を
定
め
て
い
る
。



米
国
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
を
中
心
と
す
る
国
際
金
融
法
制
の
展
開
と
影
響
に
関
わ
る
考
察
（
藤
川
）

六
一

第
二
に
、
外
部
報
酬
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
関
す
る
独
立
性
の
考
慮
に
つ
い
て
、
米
国
に
お
い
て
外
部
の
報
酬
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
意
見

を
取
り
入
れ
る
こ
と
は
任
意
で
あ
り
、
多
く
の
企
業
は
外
部
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
助
言
を
受
け
、
役
員
報
酬
額
算
定
の
方
針
、
個
別
の
報

酬
額
を
決
定
し
て
い
る
。
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
は
、
外
部
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
を
導
入
す
る
場
合
、
選
定
手
続
、
報
酬
額
、
当
該
会
社

の
株
式
保
有
の
状
況
等
に
関
し
て
、
独
立
性
を
考
慮
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

第
三
に
、
取
締
役
の
役
員
報
酬
に
関
す
る
株
主
総
会
で
の
勧
告
的
決
議
導
入
に
つ
い
て
、
米
国
で
は
取
締
役
報
酬
は
報
酬
委
員
会
が
決

定
し
、
取
締
役
の
個
別
報
酬
額
に
つ
い
て
は
年
次
報
告
書
等
に
お
い
て
開
示
し
て
い
る
。
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
は
、
従
来
の
開
示
に
加

え
て
、
三
年
に
一
度
以
上
、
株
主
の
信
認
を
得
る
た
め
、
取
締
役
の
報
酬
額
が
妥
当
か
に
つ
い
て
株
主
総
会
に
お
け
る
拘
束
力
の
な
い
株

主
投
票
（
勧
告
的
決
議
）
の
実
施
を
求
め
て
い
る
。
勧
告
的
決
議
導
入
と
に
よ
り
、
株
主
に
よ
る
意
見
を
反
映
し
、
適
正
な
報
酬
額
の
形

成
を
期
待
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

そ
こ
で
、
我
が
国
会
社
法
下
で
制
度
導
入
が
可
能
か
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
（
50
）

。

①
報
酬
委
員
会
設
置
お
よ
び
要
件
加
重

報
酬
委
員
会
設
置
お
よ
び
要
件
加
重
は
可
能
と
な
る
。

ⅰ
委
員
会
設
置
会
社

社
外
性
の
要
件
の
加
重
に
関
し
て
、
委
員
会
設
置
会
社
に
お
け
る
報
酬
委
員
会
に
つ
い
て
、
過
半
数
を
社
外
取
締
役
と
す
る
こ
と
が
義

務
付
け
ら
れ
（
会
社
法
四
〇
〇
条
三
項
）、
報
酬
委
員
会
委
員
を
全
員
社
外
取
締
役
と
し
、
社
外
取
締
役
の
要
件
を
加
重
し
て
独
立
性
を
高

め
る
こ
と
は
有
効
と
な
る
。
実
際
の
加
重
の
内
容
と
し
て
、
東
証
等
が
求
め
る
独
立
役
員
の
判
断
基
準
が
指
標
に
な
ろ
う
。

現
状
を
維
持
す
る
場
合
は
、
当
社
の
報
酬
委
員
会
は
法
律
の
要
件
を
満
た
し
、
過
半
数
は
社
外
取
締
役
で
構
成
さ
れ
、
独
立
性
に
問
題



六
二

は
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
と
回
答
す
る
こ
と
が
最
低
限
要
請
さ
れ
て
い
よ
う
。

ⅱ
監
査
役
設
置
会
社

イ
任
意
の
機
関
と
し
て
設
置

監
査
役
設
置
会
社
に
は
報
酬
委
員
会
の
設
置
義
務
は
な
い
が
、
社
外
取
締
役
が
過
半
数
を
占
め
る
報
酬
委
員
会
を
任
意
の
機
関
と
し
て

設
置
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
。
取
締
役
報
酬
に
つ
い
て
、
総
額
が
定
款
ま
た
は
株
主
総
会
で
定
め
ら
れ
れ
ば
、
個
々
の
報
酬
額

に
つ
い
て
は
取
締
役
会
に
委
ね
て
も
よ
い
と
解
さ
れ
、
報
酬
の
総
額
が
定
款
ま
た
は
株
主
総
会
で
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合
、
任
意
の
委
員

会
と
し
て
報
酬
委
員
会
を
設
置
し
て
、
意
見
を
参
考
に
取
締
役
会
ま
た
は
委
任
を
受
け
た
代
表
取
締
役
が
個
別
の
報
酬
額
を
決
定
す
る
設

計
は
問
題
は
な
い
。

ロ
社
外
監
査
役
は
報
酬
委
員
会
委
員
と
な
る
か

報
酬
委
員
会
委
員
に
社
外
監
査
役
を
加
え
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
否
定
的
に
解
さ
れ
る
。
監
査
役
の
職
務
は
取
締
役
の
職
務
執
行
監
査

に
あ
り
、
報
酬
委
員
会
の
活
動
は
職
務
執
行
の
一
部
で
あ
る
た
め
、
監
査
役
は
報
酬
委
員
会
が
出
す
意
見
、
結
論
に
至
る
ま
で
の
手
続
き
、

取
締
役
会
に
お
け
る
委
員
会
が
提
出
し
た
意
見
の
取
扱
い
な
ど
報
酬
決
定
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
、
金
額
を
チ
ェ
ッ
ク
す
べ
き
立
場
に
あ
る
。

ハ
任
意
の
委
員
会
で
も
報
酬
委
員
会
規
程
を
作
成
す
る

任
意
の
報
酬
委
員
会
を
設
置
す
る
場
合
も
、
委
員
の
要
件
、
運
営
方
法
を
明
確
に
し
、
社
内
に
お
い
て
報
酬
委
員
会
規
程
を
作
成
す
る

こ
と
が
望
ま
れ
る
。

②
任
意
の
外
部
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
導
入

外
部
の
報
酬
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
企
業
の
任
意
で
あ
り
、
問
題
な
い
が
、
人
選
に
つ
い
て
会
社
と
の
取
引
の
有
無
、



米
国
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
を
中
心
と
す
る
国
際
金
融
法
制
の
展
開
と
影
響
に
関
わ
る
考
察
（
藤
川
）

六
三

資
本
関
係
を
選
任
の
基
準
と
し
て
独
立
性
を
確
保
し
、
ま
た
複
数
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
選
任
し
て
適
正
な
役
員
報
酬
決
定
の
体
制
を
検

討
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

③
勧
告
的
決
議
の
導
入

ⅰ
我
が
国
の
法
制
度
に
は
馴
染
み
に
く
い

個
別
報
酬
額
に
関
す
る
勧
告
的
決
議
は
、
⒜
役
員
報
酬
の
決
定
権
限
が
報
酬
委
員
会
に
あ
る
こ
と
、
⒝
個
別
の
役
員
報
酬
を
開
示
し
て

い
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
制
度
で
あ
る
た
め
、
取
締
役
の
報
酬
総
額
を
株
主
総
会
で
決
定
し
、
原
則
と
し
て
個
別
の
役
員
報
酬
の
開
示
を

義
務
付
け
な
い
我
が
国
の
法
制
度
に
は
馴
染
み
に
く
い
面
が
あ
る
。
一
般
株
主
は
役
員
報
酬
額
の
適
正
性
に
つ
い
て
判
断
能
力
が
あ
る
か

と
の
指
摘
も
日
米
に
お
い
て
さ
れ
て
い
る
。

ⅱ
勧
告
的
決
議
導
入
は
可
能

拘
束
力
を
有
し
な
い
株
主
投
票
で
あ
る
勧
告
的
決
議
の
導
入
は
可
能
と
み
ら
れ
る
。
会
社
法
に
は
勧
告
的
決
議
に
関
す
る
規
定
は
な
い

も
の
の
、
会
社
法
に
お
い
て
禁
止
さ
れ
て
お
ら
ず
、
会
社
自
治
の
観
点
か
ら
任
意
に
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
は
可
能
と
解
さ
れ
る
。
任
意

の
制
度
導
入
を
株
主
総
会
決
議
で
行
う
事
例
と
し
て
、
敵
対
的
買
収
防
衛
策
導
入
が
あ
る
。
実
際
に
は
、
事
前
警
告
型
買
収
防
衛
策
の
導

入
・
継
続
に
つ
い
て
は
、
定
款
変
更
を
伴
う
場
合
と
そ
う
で
な
い
場
合
が
あ
る
（
51
）

。

実
務
と
し
て
は
、
株
主
ア
ン
ケ
ー
ト
は
行
わ
な
い
と
し
て
も
、
報
酬
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
や
報
酬
委
員
会
へ
の
諮
問
結
果
を
入
手
す
る
な

ど
、
勧
告
的
決
議
と
同
様
の
趣
旨
を
取
り
入
れ
る
対
応
を
検
討
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

⑵
株
主
提
案
に
よ
る
導
入

経
営
陣
が
独
立
性
の
高
い
報
酬
委
員
会
、
外
部
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
勧
告
的
決
議
に
つ
い
て
導
入
を
見
合
わ
せ
る
判
断
を
し
た
場
合
、



六
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株
主
か
ら
導
入
に
つ
い
て
株
主
提
案
が
さ
れ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
プ
ロ
ク
シ
・
ア
ク
セ
ス
（proxy access

）
で
は
な
い
も
の
の
、
こ

う
し
た
検
討
も
必
要
と
な
ろ
う
。
株
主
提
案
に
は
定
款
変
更
を
伴
わ
ず
に
制
度
導
入
を
求
め
る
場
合
、
制
度
導
入
と
併
せ
て
定
款
変
更
を

求
め
る
場
合
の
二
つ
の
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

①
監
査
役
設
置
会
社

ⅰ
定
款
変
更
を
行
わ
ず
に
制
度
設
置
を
求
め
る
場
合

イ
委
員
会
設
置
会
社
の
報
酬
委
員
会
と
同
等
の
機
関
設
置
を
求
め
る
場
合

株
主
は
監
査
役
設
置
会
社
制
度
と
矛
盾
す
る
機
関
設
置
を
求
め
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
委
員
会
設
置
会
社
の
移
行
を
求
め
る
定
款
変
更

の
提
案
を
前
提
と
し
な
い
限
り
は
株
主
総
会
の
決
議
事
項
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

ロ
任
意
の
報
酬
委
員
会
や
外
部
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
勧
告
的
決
議
な
ど
の
導
入
を
求
め
る
場
合

会
社
法
は
こ
れ
ら
の
制
度
導
入
を
義
務
と
し
て
お
ら
ず
、
会
社
の
判
断
に
任
さ
れ
、
不
要
と
判
断
す
れ
ば
採
用
す
る
必
要
は
な
く
、
株

主
総
会
決
議
を
求
め
る
必
要
も
な
い
。
定
款
変
更
の
提
案
を
伴
う
も
の
で
な
い
限
り
、
株
主
提
案
は
会
社
の
経
営
判
断
に
介
入
す
る
違
法

な
も
の
と
な
り
、
議
題
と
し
て
取
り
上
げ
る
必
要
は
な
い
。

ⅱ
定
款
追
加
を
求
め
る
場
合

イ
委
員
会
設
置
会
社
の
移
行
を
求
め
る
場
合

委
員
会
設
置
会
社
移
行
の
場
合
に
は
定
款
に
報
酬
委
員
会
の
定
め
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
会
社
法
三
二
六
条
二
項
）。
株
主
が
委

員
会
設
置
全
社
移
行
の
た
め
の
定
款
変
更
を
求
め
る
場
合
、
株
主
提
案
は
有
効
と
な
る
。
併
せ
て
、
委
員
会
委
員
の
要
件
加
重
規
定
を
加

え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
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六
五

ロ
任
意
の
報
酬
委
員
会
や
外
部
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
勧
告
的
決
議
な
ど
の
導
入
を
求
め
る
場
合

任
意
の
機
関
で
あ
り
、
定
款
に
定
め
な
け
れ
ば
効
力
を
有
し
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
他
の
事
項
で
こ
の
法
律
の
規
定
に
反
し
な
い

（
会
社
法
二
九
条
）
事
項
に
つ
い
て
、
任
意
に
定
款
へ
記
載
す
る
こ
と
が
可
能
と
解
さ
れ
、
定
款
変
更
は
許
さ
れ
る
。
制
度
導
入
の
株
主
提

案
が
会
社
の
判
断
で
任
意
機
関
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
定
款
変
更
を
求
め
る
趣
旨
で
あ
れ
ば
有
効
と
解
さ
れ
る
。

②
委
員
会
設
置
会
社
の
場
合

ⅰ
定
款
変
更
を
行
わ
ず
に
制
度
設
置
を
求
め
る
場
合

法
定
の
報
酬
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
報
酬
委
員
会
に
関
す
る
株
主
提
案
は
、
委
員
会
設
置
で
な
く
、
委
員
会
委
員
の
要
件
の
加

重
を
求
め
る
提
案
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
報
酬
委
員
会
が
法
定
要
件
を
充
足
す
る
以
上
、
会
社
が
要
件
を
加
重
す
る
義
務
を
負
う
こ

と
は
な
い
。
従
っ
て
、
外
部
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
勧
告
的
決
議
同
様
に
定
款
変
更
の
提
案
が
伴
わ
な
い
限
り
、
株
主
提
案
と
し
て
取
り
上

げ
る
必
要
は
な
い
。
会
社
が
要
件
加
重
が
必
要
と
判
断
す
れ
ば
、
会
社
の
選
択
と
し
て
導
入
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
。

ⅱ
定
款
の
内
容
に
つ
い
て
要
件
加
重
な
ど
追
加
を
求
め
る
場
合

委
員
会
設
置
全
社
は
報
酬
委
員
会
に
つ
い
て
定
款
に
定
め
を
置
く
こ
と
と
さ
れ
、
要
件
を
加
重
す
る
定
款
変
更
の
提
案
は
許
さ
れ
る
。

ま
た
外
部
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
勧
告
的
決
議
に
つ
い
て
、
そ
の
他
の
事
項
で
こ
の
法
律
の
規
定
に
反
し
な
い
事
項
と
し
て
定
款
変
更
の
手

続
を
経
た
上
で
の
記
載
が
可
能
と
解
さ
れ
、
制
度
導
入
の
前
提
と
し
て
の
定
款
変
更
を
求
め
る
株
主
提
案
は
会
社
と
し
て
取
り
上
げ
ざ
る

を
得
な
い
。
株
主
総
会
に
諮
る
必
要
が
生
じ
て
く
る
。
も
っ
と
も
、
定
款
変
更
の
特
別
決
議
要
件
は
厳
し
く
（
会
社
法
三
〇
九
条
二
項
一
一

号
）、
実
際
に
お
い
て
株
主
提
案
が
成
立
に
漕
ぎ
着
け
る
こ
と
は
困
難
を
伴
お
う
。
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三
．
プ
ロ
ク
シ
・
ア
ク
セ
ス
に
関
す
る
司
法
判
断

プ
ロ
ク
シ
・
ア
ク
セ
ス
に
関
す
る
司
法
判
断
が
近
時
出
さ
れ
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
申
し
立
て
が
退
け
ら
れ
、
規
則
案
の
無
効
が
決
定
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
議
論
が
さ
ら
に
深
ま
っ
て
い
る
（
52
）

。
プ
ロ
ク
シ
・
ア
ク
セ
ス
は
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
九
七
一
条
に
よ
り
制
度
化
さ
れ
、
米
国
証

券
取
引
委
員
会
（
Ｓ
Ｅ
Ｃ
）
が
規
則
制
定
を
委
ね
ら
れ
た
が
、
実
施
に
至
っ
て
い
な
い
。
Ｓ
Ｅ
Ｃ
規
則
一
四
ａ
│
八
に
お
い
て
は
、
株
主

提
案
が
取
締
役
選
任
に
関
連
す
る
場
合
、
提
案
を
会
社
側
は
除
外
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
き
た
が
、
米
国
金
融
改
革
法
は
例
外
と
し
て

Ｓ
Ｅ
Ｃ
規
則
一
四
ａ
│
一
一
を
設
け
株
主
の
プ
ロ
ク
シ
・
ア
ク
セ
ス
を
認
め
る
（
53
）

。
即
ち
、
規
則
一
四
ａ
│
一
一
は
、
あ
る
会
社
の
株
式
の

三
％
以
上
を
三
年
間
以
上
継
続
保
有
す
る
株
主
（
ま
た
は
株
主
グ
ル
ー
プ
）
は
、
取
締
役
数
の
二
五
％
以
下
（
ま
た
は
一
名
）
の
取
締
役
候
補

者
を
提
案
し
、
会
社
が
作
成
・
配
布
す
る
委
任
状
勧
誘
書
類
に
記
載
で
き
る
も
の
と
さ
れ
た
。
委
任
状
勧
誘
書
類
は
株
主
総
会
議
案
を
詳

細
に
説
明
す
る
も
の
で
あ
り
、
株
主
は
低
コ
ス
ト
で
取
締
役
選
任
議
案
を
争
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
る
。
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
、
当
初

二
〇
一
一
年
の
株
主
総
会
で
の
実
施
を
予
定
し
て
い
た
が
、
プ
ロ
ク
シ
・
ア
ク
セ
ス
に
対
す
る
経
営
者
団
体
の
警
戒
感
は
強
く
、
特
殊
な

意
図
を
持
っ
た
者
が
取
締
役
に
な
り
、
逆
に
企
業
価
値
を
減
少
さ
せ
る
経
営
判
断
を
下
す
懸
念
も
あ
る
と
反
論
す
る
。
米
国
経
営
者
団
体

の
ビ
ジ
ネ
ス
円
卓
（T

he B
usiness R

oundtable

）
は
、
プ
ロ
ク
シ
・
ア
ク
セ
ス
の
内
容
や
実
施
時
期
の
再
考
を
求
め
て
提
訴
し
、
規
則
案

の
無
効
が
決
定
さ
れ
た
（
54
）

。
新
規
則
案
の
制
定
作
業
は
遅
延
し
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
シ
ャ
ピ
ロ
委
員
長
は
新
た
な
規
則
案
の
提
案
は
予
定
に
挙
が
っ
て

い
な
い
と
述
べ
る
（
55
）

。

本
件
の
司
法
判
断
に
つ
い
て
、
申
立
人
で
あ
るB

usiness R
oundtable

（
円
卓
会
議
）
と
米
国
商
工
会
議
所
は
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
取
引
所
法

三
条
⒡
項
、
投
資
会
社
法
二
条
⒞
項
で
求
め
ら
れ
て
い
る
効
率
性
、
競
争
お
よ
び
資
本
形
成
に
対
す
る
規
則
の
影
響
を
十
分
考
慮
せ
ず
、

行
政
手
続
法
に
違
反
し
て
規
則
を
制
定
し
た
と
主
張
し
た
。
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
二
〇
〇
九
年
規
則
を
提
案
し
（74 F

ed. R
eg. 29,024

）、
パ
ブ
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六
七

リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
の
後
一
部
修
正
し
て
二
〇
一
〇
年
に
三
対
二
で
採
択
し
た
（75 F

ed. R
eg. 56,668

）。
概
要
は
、
委
任
状
勧
誘
規
則

適
用
会
社
（
登
録
投
資
会
社
を
含
む
）
は
、
委
任
状
資
料
に
資
格
の
あ
る
株
主
ま
た
は
株
主
グ
ル
ー
プ
の
指
名
す
る
取
締
役
候
補
者
名
を
記

載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
資
格
の
あ
る
株
主
と
は
、
規
則
の
利
用
を
通
知
し
た
日
ま
で
三
年
以
上
、
議
決
権
の
三
％
以
上
を
保
有
し
て

い
る
者
で
株
主
総
会
ま
で
当
該
議
決
権
を
保
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
候
補
者
提
案
株
主
は
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
お
よ
び
会
社
に
通
知
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
、
通
知
に
は
五
〇
〇
語
以
内
で
理
由
を
記
載
で
き
る
。
会
社
は
、
提
案
株
主
が
提
供
し
た
当
該
株
主
お
よ
び
候
補
者
に

関
す
る
情
報
を
委
任
状
説
明
書
に
記
載
し
、
候
補
者
を
委
任
状
行
使
書
面
（proxy voting card

）
に
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
条

適
用
に
つ
い
て
、
制
限
が
付
さ
れ
、
規
則
は
州
法
ま
た
は
会
社
の
統
治
文
書
（governing docum

ents

）
が
株
主
の
取
締
役
候
補
者
指
名
を

禁
止
し
て
い
る
場
合
は
適
用
さ
れ
な
い
。
株
主
が
、
会
社
の
支
配
を
変
更
す
る
意
図
を
持
っ
て
会
社
の
証
券
を
保
有
し
て
い
る
場
合
、
当

該
株
主
は
規
則
を
利
用
で
き
な
い
。
会
社
は
、
一
人
ま
た
は
取
締
役
数
の
二
五
％
を
超
え
る
数
の
多
い
数
の
候
補
者
を
委
任
状
資
料
に
記

載
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
な
い
。
複
数
株
主
が
指
名
資
格
を
有
す
る
場
合
、
最
も
高
い
議
決
権
割
合
を
有
す
る
株
主
の
み
が
候
補
者
を
指

名
で
き
る
。
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
、
規
則
一
四
ａ
│
一
一
が
、
取
締
役
会
お
よ
び
会
社
業
績
と
株
主
価
値
を
改
善
す
る
と
い
う
潜
在
的
便
益
は
潜
在

的
費
用
を
上
回
る
と
判
断
し
、
各
会
社
の
取
締
役
会
ま
た
は
株
主
の
過
半
数
が
、
規
則
一
四
ａ
│
一
一
の
内
容
を
付
属
定
款
（bylaw

s

）

に
組
み
込
む
か
を
判
断
す
べ
き
だ
と
す
る
提
案
に
つ
い
て
、
州
法
下
の
定
款
自
治
（private ordering

）
に
排
他
的
に
委
ね
る
こ
と
は
株

主
の
取
締
役
指
名
権
・
選
任
権
を
促
進
す
る
に
当
た
り
効
果
的
で
も
効
率
的
で
も
な
い
と
し
て
斥
け
た
（
56
）

。
提
訴
に
対
す
る
判
旨
で
は
、
審

査
の
申
立
て
を
認
め
、
規
則
を
無
効
と
す
る
（
57
）

。
行
政
手
続
法
下
で
は
、
行
政
機
関
の
行
為
は
恣
意
的
、
気
紛
れ
、
裁
量
の
濫
用
、
そ
の
他

法
違
反
が
あ
る
場
合
（arbitrary, capricious, an abuse of discretion, or otherw

ise not in accordance w
ith law

）、
裁
判
所
に
よ
り
無
効

と
さ
れ
る
（5. U

.S
.C
. §
706 

（2

）（A

））。
裁
判
所
は
申
立
人
に
同
意
し
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
恣
意
的
か
つ
気
紛
れ
に
行
動
し
、
投
資
会
社
に
当
該
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規
則
を
適
用
す
る
Ｓ
Ｅ
Ｃ
決
定
も
恣
意
的
で
あ
っ
た
と
判
断
す
る
。

①
経
済
的
効
果
の
考
慮

ⅰ
費
用
便
益
の
考
慮
：
申
立
人
は
、
株
主
提
案
に
反
対
す
る
会
社
の
負
担
費
用
を
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
考
慮
に
入
れ
て
い
な
い
こ
と
を
主
張
す
る
。

Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
、
採
択
リ
リ
ー
ス
の
中
で
、
株
主
の
取
締
役
候
補
者
指
名
に
反
対
す
る
こ
と
に
対
し
て
正
当
理
由
な
く
会
社
資
金
を
用
い
る
こ

と
は
取
締
役
の
信
認
義
務
違
反
に
な
る
こ
と
、
提
案
株
主
の
資
格
要
件
の
た
め
に
提
案
数
は
制
限
さ
れ
る
た
め
に
会
社
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

費
用
は
限
定
さ
れ
る
と
す
る
。
裁
判
所
は
、
取
締
役
は
株
主
側
候
補
者
に
反
対
し
な
い
と
い
う
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
予
想
は
根
拠
が
な
い
憶
測
で
あ

る
と
い
う
申
立
人
の
主
張
に
賛
成
す
る
。
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
、
会
社
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
費
用
の
推
計
を
行
わ
ず
、
規
則
の
経
済
的
効
果
を
査
定
す

る
制
定
法
上
の
義
務
を
無
視
し
て
い
る
。
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
、
反
対
派
取
締
役
が
取
締
役
会
に
加
わ
る
場
合
、
会
社
業
績
が
低
下
す
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
研
究
を
過
小
評
価
し
、
逆
の
立
場
の
説
得
力
の
な
い
二
つ
の
研
究
に
依
拠
し
た
も
の
で
あ
る
。
ⅱ
特
別
利
害
を
有
す
る
株
主
：

提
案
株
主
に
対
し
て
は
持
株
要
件
が
課
さ
れ
る
が
、
公
務
員
年
金
基
金
や
組
合
年
金
基
金
も
当
該
規
則
を
利
用
す
る
も
の
と
信
ず
る
だ
け

の
十
分
な
理
由
が
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
、
特
別
利
害
を
有
す
る
株
主
が
、
株
主
利
益
最
大
化
以
外
の
目
的
の
た
め
に
本
規
則
を

用
い
、
会
社
に
費
用
負
担
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
有
識
者
の
懸
念
に
は
対
応
し
て
い
な
い
点
で
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
恣
意
的
に
行
動
し
た
。

ⅲ
選
任
合
戦
の
頻
度
：
規
則
一
四
ａ
│
一
一
に
よ
る
指
名
の
頻
度
に
つ
い
て
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
内
の
議
論
は
矛
盾
し
、
恣
意
的
で
あ
っ
た
。

Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
、
規
則
の
便
益
を
議
論
す
る
場
合
は
指
名
株
主
が
委
任
状
勧
誘
資
料
の
印
刷
・
郵
送
代
を
直
接
的
に
節
約
で
き
る
面
を
強
調
す

る
が
、
こ
の
場
合
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
上
場
会
社
の
一
五
％
が
本
条
の
利
用
を
予
想
し
て
い
る
も
の
と
報
告
し
た
。
便
益
を
評
価
す
る
場
合
は
本

条
の
活
発
な
利
用
を
予
想
し
つ
つ
、
費
用
を
評
価
す
る
と
き
は
不
活
発
な
利
用
を
仮
定
す
る
こ
と
は
矛
盾
し
て
い
る
。
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六
九

②
投
資
会
社
へ
の
適
用

通
常
は
一
つ
の
投
資
助
言
会
社
が
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
と
称
す
る
ミ
ュ
ー
チ
ュ
ア
ル
・
フ
ァ
ン
ド
の
グ
ル
ー
プ
を
経
営
す
る
が
、
フ
ァ
ン

ド
の
取
締
役
会
は
一
般
的
に
、
あ
る
取
締
役
グ
ル
ー
プ
が
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
内
の
フ
ァ
ン
ド
の
全
取
締
役
会
を
構
成
す
る
ユ
ニ
タ
リ
ー
・

ボ
ー
ド
（unitary board

）、
複
数
の
取
締
役
グ
ル
ー
プ
が
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
内
の
異
な
る
フ
ァ
ン
ド
の
組
を
監
視
す
る
ク
ラ
ス
タ
ー
・

ボ
ー
ド
（cluster board
）
の
い
ず
れ
か
の
形
態
を
と
り
、
い
ず
れ
も
取
締
役
会
は
複
数
の
フ
ァ
ン
ド
の
事
業
に
つ
い
て
一
つ
の
会
議
で
対

処
す
る
。
申
立
人
は
、
投
資
会
社
法
規
制
は
株
主
の
委
任
状
ア
ク
セ
ス
の
必
要
性
を
減
じ
、
委
任
状
ア
ク
セ
ス
か
ら
得
ら
れ
る
便
益
を
も

減
じ
て
い
る
こ
と
、
本
規
則
は
投
資
会
社
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
構
造
を
破
壊
す
る
こ
と
に
よ
り
投
資
会
社
に
多
大
の
費
用
を
負
担
さ
せ
る
こ
と

に
つ
い
て
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
十
分
に
対
応
し
な
い
こ
と
を
主
張
し
、
裁
判
所
は
申
立
人
に
賛
成
す
る
。
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
、
規
則
一
四
ａ
│
一
一
に
よ

り
株
主
指
名
の
取
締
役
が
フ
ァ
ン
ド
の
取
締
役
会
に
加
わ
る
場
合
、
フ
ァ
ン
ド
ご
と
に
取
締
役
会
会
議
を
別
個
に
開
催
せ
ざ
る
を
得
ず
、

ガ
バ
ナ
ン
ス
を
非
効
率
的
に
し
、
ユ
ニ
タ
リ
ー･
ボ
ー
ド
構
造
や
ク
ラ
ス
タ
ー･

ボ
ー
ド
構
造
を
破
壊
し
、
投
資
会
社
に
多
額
の
費
用
を

課
す
こ
と
に
な
る
と
の
懸
念
が
あ
る
。
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
、
投
資
会
社
の
株
主
は
多
く
は
リ
テ
ー
ル
顧
客
で
あ
り
、
三
年
間
の
保
有
要
件
を
満
た

さ
ず
、
投
資
会
社
に
株
主
総
会
開
催
を
強
制
し
な
い
州
法
も
あ
り
、
投
資
会
社
の
負
担
費
用
は
少
な
い
こ
と
、
ユ
ニ
タ
リ
ー
・
ボ
ー
ド
お

よ
び
ク
ラ
ス
タ
ー･

ボ
ー
ド
に
対
す
る
破
壊
的
効
果
は
フ
ァ
ン
ド
・
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
の
地
位
を
維
持
す
る
た
め
に
秘
密
保
持
契
約
を
用

い
る
こ
と
で
緩
和
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
。
し
か
し
、
前
者
は
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
利
用
が
少
な
け
れ
ば
便
益
も
少
な
い
こ
と
を
見
過

ご
し
、
後
者
は
株
主
指
名
の
取
締
役
は
他
の
フ
ァ
ン
ド
に
対
す
る
信
認
義
務
を
負
わ
ず
、
秘
密
保
持
契
約
の
締
結
義
務
も
負
わ
な
い
た
め
、

秘
密
保
持
契
約
は
何
ら
解
決
策
に
な
ら
な
い
と
反
論
が
さ
れ
る
。

上
記
の
司
法
判
断
に
関
し
て
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
委
任
状
ア
ク
セ
ス
（P

roxy A
ccess

）
の
問
題
に
つ
き
、
一
九
四
二
年
以
降
提
案
を
行
っ
て



七
〇

お
り
、
二
〇
一
〇
年
に
規
則
制
定
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。
Ｓ
Ｅ
Ｃ
規
則
で
、
株
主
提
案
を
会
社
の
委
任
状
資
料
お
よ
び
委
任
状
行
使
書

面
に
記
載
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
株
主
提
案
権
を
定
め
て
い
る
が
、
選
挙
提
案
は
株
主
提
案
権
の
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
。
会
社
支

配
に
か
か
わ
る
提
案
は
、
委
任
状
勧
誘
規
則
に
則
り
委
任
状
合
戦
を
行
わ
せ
る
趣
旨
で
あ
る
。
し
か
し
、
会
社
の
委
任
状
勧
誘
は
会
社
費

用
で
賄
わ
れ
、
株
主
は
委
任
状
勧
誘
の
費
用
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
、
不
利
な
立
場
に
置
か
れ
る
こ
と
、
諸
外
国
は
株
主
に
会
社
の
委

任
状
勧
誘
装
置
を
利
用
さ
せ
る
例
が
多
い
こ
と
か
ら
、
株
主
の
選
挙
提
案
を
会
社
の
委
任
状
資
料
に
記
載
さ
せ
る
べ
き
と
す
る
議
論
も
根

強
い
。

本
判
決
は
裁
判
所
が
、
行
政
手
続
法
の
規
定
に
照
ら
し
て
Ｓ
Ｅ
Ｃ
規
則
一
四
ａ
│
一
一
の
制
定
を
取
り
消
し
、
同
規
則
を
無
効
と
し
た

も
の
で
あ
る
（
58
）

。
も
っ
と
も
本
判
決
は
、
委
任
状
ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て
Ｓ
Ｅ
Ｃ
に
規
則
制
定
権
が
な
い
こ
と
を
無
効
の
理
由
と
し
た
も
の
で

は
な
く
、
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
は
Ｓ
Ｅ
Ｃ
に
株
主
の
取
締
役
候
補
者
指
名
権
を
認
め
る
規
則
を
制
定
す
る
権
限
を
与
え
て
い
る
。

Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
最
終
的
に
は
、
規
則
一
四
ａ
│
一
一
と
同
様
の
ル
ー
ル
を
制
定
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
予
想
も
あ
る
（
59
）

。

株
主
に
委
任
状
ア
ク
セ
ス
を
認
め
る
理
由
に
つ
い
て
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
株
主
が
州
法
上
の
権
利
を
十
分
に
行
使
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
に

求
め
る
が
、
規
則
一
四
ａ
│
一
一
は
州
法
上
の
権
利
行
使
を
逆
に
破
壊
す
る
と
み
る
見
解
も
あ
る
。
黒
沼
悦
郎
教
授
は
、
会
社
内
の
事
項

が
伝
統
的
に
州
法
に
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
な
く
、
大
部
分
が
任
意
法
規
で
競
争
に
直
面
し
、
漸
進
的
発
展
を
す
る
州
法
が
連
邦

法
よ
り
も
株
主
と
経
営
者
の
権
限
分
配
を
扱
う
の
に
適
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て
お
ら
れ
る
（
60
）

。

四
．
取
締
役
の
善
管
注
意
義
務
と
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
際

上
記
のR

ed F
lag

の
活
用
も
踏
ま
え
て
、
Ｆ
Ｃ
Ｐ
Ａ
の
域
外
適
用
に
対
す
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
具
体
的
な
考
察
を
行
い
た
い
。

第
一
に
、
不
正
競
争
防
止
法
を
念
頭
に
、
外
国
公
務
員
贈
賄
罪
に
お
け
る
少
額
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
ペ
イ
メ
ン
ト
を
み
て
も
、
不
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七
一

正
な
利
益
供
与
で
な
く
、
社
会
的
な
常
識
の
範
囲
内
で
あ
る
こ
と
に
つ
き
、
少
額
支
払
い
を
承
認
す
る
取
締
役
の
経
営
判
断
に
お
け
る
裁

量
権
の
逸
脱
の
有
無
（
善
管
注
意
義
務
違
反
）
に
関
し
て
、
近
時
の
判
例
実
務
が
事
実
認
識
お
よ
び
判
断
推
論
の
プ
ロ
セ
ス
の
み
な
ら
ず
、

プ
ロ
セ
ス
に
基
づ
き
行
っ
た
取
締
役
の
判
断
の
内
容
自
体
の
合
理
性
を
追
求
し
、
判
断
過
程
も
詳
細
に
検
討
す
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
経
営
判
断
原
則
を
構
成
す
る
規
準
で
あ
る
①
企
業
を
取
り
巻
く
経
済
環
境
な
ど
、
②
一
般
的
に
期
待
さ
れ
る
水
準
、
③
前
提
事
実

の
認
識
過
程
の
不
当
な
誤
り
・
合
理
性
欠
如
、
④
事
実
認
識
に
基
づ
く
判
断
の
推
論
過
程
お
よ
び
最
終
判
断
自
体
そ
の
も
の
の
内
容
の
明

ら
か
な
不
合
理
の
各
観
点
か
ら
、
取
締
役
の
判
断
の
留
意
点
は
次
の
通
り
と
な
る
。
①
外
国
の
腐
敗
度
、
利
益
供
与
の
外
国
国
内
法
令
の

許
容
度
、
業
務
遂
行
の
関
連
性
な
ど
。
②
業
界
ご
と
の
相
違
や
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
信
頼
確
保
な
ど
、
③
第
三
者
・
専
門
家
の
資
料
の
参
考
度
合
い

お
よ
び
稟
議
書
の
収
集
と
検
討
。
リ
サ
ー
チ
懈
怠
（
拓
銀
カ
ブ
ト
デ
コ
ム
事
件
（
61
）

）
や
信
頼
の
原
則
（
拓
銀
ソ
フ
ィ
ア
事
件
（
62
）

）
が
関
連
し
て
問
わ

れ
る
。
④
取
引
を
獲
得
で
き
な
い
場
合
の
企
業
の
損
失
（
63
）

お
よ
び
外
国
公
務
員
と
の
継
続
的
関
係
、
接
待
な
ど
の
必
要
性
、
取
締
役
会
に
お

け
る
議
論
の
十
分
性
な
ど
。
第
二
に
、
外
国
公
務
員
贈
賄
罪
関
連
事
例
に
お
い
て
、
不
正
競
争
防
止
法
一
八
条
違
反
の
有
罪
が
確
定
す
れ

ば
法
令
違
反
行
為
と
し
て
取
締
役
の
裁
量
は
否
定
さ
れ
善
管
注
意
義
務
違
反
と
な
る
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、
損
害
賠
償
請
求
に
対
す
る
攻

撃
防
御
方
法
を
想
定
す
る
し
か
な
い
。
他
方
、
起
訴
に
至
ら
な
い
場
合
、
株
価
下
落
な
ど
株
主
代
表
訴
訟
提
訴
に
対
し
て
は
経
営
判
断
原

則
に
基
づ
く
上
記
の
四
つ
の
観
点
か
ら
の
抗
弁
の
主
張
も
可
能
と
な
ろ
う
。
第
三
に
、
具
体
的
な
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
し
て
事
前
の

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
強
化
、
不
祥
事
発
覚
時
の
対
応
、
事
後
的
責
任
処
理
の
三
点
か
ら
米
国
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｏ
報
告
書
に
基
づ
く
Ｅ
Ｒ
Ｍ
の
各
要

素
毎
に
検
討
す
る
と
、
①
統
制
環
境
で
は
担
当
セ
ク
シ
ョ
ン
の
組
織
的
連
携
と
独
立
性
維
持
、
②
リ
ス
ク
の
評
価
・
対
応
で
は
、
外
国
の

賄
賂
の
法
制
度
の
事
前
評
価
が
あ
る
。
不
正
競
争
防
止
法
と
は
独
立
し
て
外
国
法
令
が
適
用
さ
れ
、
ま
た
外
国
法
令
に
お
け
る
賄
賂
の
許

容
度
が
翻
っ
て
同
第
一
八
条
一
項
の
嫌
疑
に
影
響
す
る
た
め
で
あ
る
。
英
国
賄
賂
防
止
法
、
Ｆ
Ｃ
Ｐ
Ａ
の
適
用
可
能
性
に
つ
い
て
、
従
業
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員
雇
用
、
通
信
手
段
な
ど
管
轄
権
が
及
ん
で
い
る
こ
と
の
確
認
が
求
め
ら
れ
る
。
③
統
制
活
動
か
ら
は
、
個
別
の
リ
ス
ク
審
査
が
客
観
的

基
準
で
な
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
と
な
り
、
代
理
人
や
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
利
用
す
る
場
合
は
、
国
籍
、
業
務
委
託
契
約
に
お
け
る
法
的
帰
責

の
切
断
な
ど
の
確
認
が
必
要
で
あ
る
。
④
情
報
・
伝
達
に
つ
い
て
は
、
社
内
倫
理
規
定
策
定
、
内
部
周
知
活
動
、
各
国
の
情
報
蓄
積
・
共

有
化
が
あ
る
。
⑤
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、
個
別
案
件
処
理
の
プ
ロ
セ
ス
を
監
査
す
る
独
立
セ
ク
シ
ョ
ン
の
設
置
・
運
用
が
重
要
と

な
り
、
内
部
通
報
制
度
導
入
・
不
利
益
処
分
排
除
、
会
計
報
告
の
信
頼
性
審
査
、
第
三
者
委
員
会
設
置
が
求
め
ら
れ
る
。
第
四
に
、
リ
ス

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
に
よ
り
、
先
ず
株
価
下
落
、
信
頼
失
墜
、
海
外
事
業
撤
退
な
ど
の
事
前
防
止
が
図
ら
れ
る
。
次
に
法
的
側
面
で
も
、

不
正
競
争
防
止
法
の
両
罰
規
定
か
ら
法
人
の
責
任
が
問
わ
れ
た
場
合
に
、
従
業
員
の
選
任
監
督
上
の
過
失
が
な
か
っ
た
こ
と
を
主
張
す
る

た
め
に
は
内
部
統
制
を
含
む
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
策
定
が
重
要
な
事
実
と
な
り
得
る
と
と
も
に
、
善
管
注
意
義
務
違
反
に
よ
る
損

害
賠
償
請
求
に
お
い
て
も
体
制
整
備
と
運
用
は
経
営
判
断
原
則
の
抗
弁
主
張
の
前
提
と
な
る
。
英
国
賄
賂
防
止
法
に
お
け
る
贈
賄
防
止
策

懈
怠
罪
適
用
に
お
い
て
は
、
正
し
く
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
の
策
定
・
運
用
が
適
正
手
続
の
抗
弁
と
な
り
、
Ｆ
Ｃ
Ｐ
Ａ
に
つ
い
て
も

Ｄ
Ｏ
Ｊ
や
Ｓ
Ｅ
Ｃ
と
の
司
法
取
引
に
お
け
る
考
慮
要
素
と
な
り
得
る
。
さ
ら
に
企
業
の
社
会
的
責
任
（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
）
に
関
し
て
も
、
そ
の
責

任
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
と
い
え
よ
う
。
第
五
に
、
行
政
指
針
と
法
律
の
錯
誤
に
つ
き
、
経
済
産
業
省
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
を
信
頼
し
て

も
責
任
故
意
は
阻
却
さ
れ
ず
に
外
国
公
務
員
贈
賄
罪
が
成
立
し
得
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
（
64
）

。

（
36
） 

小
立
敬
「
米
国
に
お
け
る
金
融
制
度
改
革
法
の
成
立
│
ド
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
法
の
概
要
│
」
野
村
資
本
市
場
ク
ォ
ー
タ
リ
ー
（
二
〇
一
〇
年
夏

号
）
一
二
七
│
一
五
二
頁
。

（
37
） 

“T
he C

orporate G
overnance P

rovisions of D
odd-F

rank” S
tephen M

. B
ainbridge, U

niversity of C
alifornia, L

os A
ngeles, 



米
国
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
を
中
心
と
す
る
国
際
金
融
法
制
の
展
開
と
影
響
に
関
わ
る
考
察
（
藤
川
）

七
三

U
C
L
A
 S
chool of L

aw
, L
aw
-E
con R

esearch P
aper N

o.10-14, S
S
R
N
-T
he C

orporate G
overnance P

rovisions of D
odd-F

rank by 

S
tephen B

ainbridge.m
ht.

（
38
） 
神
山
哲
也
「
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
に
よ
る
米
国
ガ
バ
ナ
ン
ス
規
制
の
強
化
」
野
村
資
本
市
場
ク
ォ
ー
タ
リ
ー
（
二
〇
一
一
年
春
号
）
一
一
八

│
一
二
五
頁
参
照
。
英
国
で
は
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
に
よ
り
、
議
決
権
行
使
の
有
無
で
な
く
、
機
関
投
資
家
に
よ
る
長
期
的
な
観
点

か
ら
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
を
志
向
す
る
動
き
が
強
ま
っ
て
い
る
。
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
は
、
議
決
権
行
使
や
投
資
先
企

業
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
な
ど
、
機
関
投
資
家
に
よ
る
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
あ
り
方
を
規
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
ケ
イ
・
レ
ビ
ュ
ー
の
反
映
も
含
め
て

二
〇
一
二
年
九
月
に
改
訂
さ
れ
て
い
る
。「
遵
守
す
る
か
、
遵
守
し
な
い
理
由
を
説
明
す
る
か
（com

ply or explain

）」
の
原
則
の
下
、
機
関
投
資

家
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
に
係
る
指
針
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
議
決
権
を
行
使
し
た
か
と
い
っ
た
形
式
論
で
は
な
く
、
投
資
先
企
業
の
長
期
的
価

値
向
上
に
資
す
る
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
行
っ
た
か
と
い
う
実
質
論
で
あ
り
、
柔
軟
性
を
持
た
せ
て
い
る
と
言
え
る
。
同
「
機
関
投
資
家
に
よ
る

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
を
志
向
す
る
英
国
」
資
本
市
場
ク
ォ
ー
タ
リ
ー
二
〇
一
三
年
夏
号
。
私
見
で
あ
る
が
、
従
来
の
形
式
的
な
株
主

価
値
重
視
か
ら
、
実
質
的
・
長
期
的
な
企
業
価
値
向
上
に
向
け
、
株
主
で
あ
る
機
関
投
資
家
自
身
が
視
点
を
変
え
て
き
て
い
る
こ
と
を
伺
わ
せ
よ
う
か
。

（
39
） 

セ
イ
オ
ン
ペ
イ
原
則
は
英
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
導
入
済
み
で
あ
る
。
米
国
に
お
い
て
も
、
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｐ
（
不
良
債
権
救
済
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
資

金
の
受
入
企
業
に
つ
い
て
毎
年
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。

（
40
） 

過
半
得
票
制
（M

ajority V
oting

）
導
入
を
会
社
側
が
提
案
す
る
事
例
も
増
加
し
て
お
り
（
二
〇
一
一
年
二
月
ア
ッ
プ
ル
株
主
総
会
）、
純
粋

な
最
多
得
票
制
採
用
企
業
の
数
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。

（
41
） 

英
国
の
公
益
開
示
法
（P

ublic Interest D
isclosure A

ct of 1998

）、
我
が
国
の
公
益
通
報
者
保
護
法
（
二
〇
〇
四
年
制
定
、
二
〇
〇
六
年

四
月
施
行
）
は
あ
る
が
、
報
奨
金
制
度
は
稀
で
あ
る
。

（
42
） 

横
山
淳
「
取
締
役
の
報
酬
等
の
決
議
と“say on pay”

」（
二
〇
一
一
年
九
月
一
日
）
大
和
総
合
研
究
所
資
本
市
場
調
査
部
。

（
43
） 

法
律
の
文
言
が
総
会
決
議
を
直
接
義
務
付
け
る
の
で
は
な
く
、
委
任
状
等
に
含
ま
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（shall include

）
と
規
定
し
て
い

る
の
も
連
邦
法
管
轄
で
あ
る
委
任
状
勧
誘
規
制
の
範
疇
に
収
め
る
た
め
の
工
夫
と
推
測
さ
れ
る
。

（
44
） U

.S
. L
egal D

evelopm
ents by T

ed P
aradise, D

avis P
olk &

 W
ardw

ell L
L
P
.

「
Ｓ
Ｅ
Ｃ
に
よ
る
プ
ロ
ク
シ
・
ア
ク
セ
ス
・
ル
ー
ル
の



七
四

採
択
」（
二
〇
一
〇
年
九
月
七
日
）。

（
45
） http://civilw

atchdoginjapan.blogspot.com
/2010_11_01_archive.htm

l
（
46
） S

E
C
 W
E
B
 Im
plem

enting D
odd-F

rank W
all S

treet R
eform

 and C
onsum

er P
rotection A

ct- U
pcom

ing A
ctivity.

鈴
木
裕
「
混

迷
深
ま
る
米
国
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
」
大
和
総
研
資
本
市
場
調
査
部S

trategy and E
com
om
ic R
epor

（
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
五
日
）
一
│
二
頁
。

（
47
） 

経
済
的
利
益
を
目
的
と
せ
ず
、
特
定
の
政
治
的
社
会
的
な
主
張
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
指
す
株
主
が
取
締
役
を
送
り
込
め
ば
、
一
般
株
主
の
利

益
と
一
致
し
な
い
経
営
が
実
現
す
る
恐
れ
が
あ
る
。
オ
プ
シ
ョ
ン
な
ど
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
商
品
を
用
い
て
、
株
価
下
落
が
自
身
の
利
益
に
な
る
状
況

（
エ
ク
イ
テ
ィ
・
デ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
）
を
作
り
出
し
た
株
主
が
取
締
役
選
任
を
求
め
る
か
も
し
れ
な
い
。

http://w
w
w
.uscham

ber.com
/press/releases/2010/septem

ber/us-cham
ber-joins-business-roundtable-law

suit-challenging-

securities-an

（
48
） 

当
初
は
二
〇
一
一
年
株
主
総
会
か
ら
実
施
さ
れ
る
と
見
込
ま
れ
て
い
た
が
、
今
回
の
Ｓ
Ｅ
Ｃ
決
定
に
よ
り
一
年
程
度
の
遅
れ
る
も
の
と
み
ら
れ

る
。http://sec.gov/rules/other/2010/33-9149.pdf

（
49
） 

太
田
洋
「
報
酬
規
制
は
日
本
に
も
波
及
か
」N

IK
K
E
I B
U
S
IN
E
S
S

（
二
〇
一
〇
年
九
月
二
〇
日
）N

IK
K
E
I B
U
S
IN
E
S
S

一
〇
七
頁
参
照
。

（
50
） 

成
和
明
哲
法
律
事
務
所
企
業
法
研
究
部
会
・
報
告
「
米
国
金
融
規
制
改
革
法
に
お
け
る
役
員
報
酬
規
制
は
わ
が
国
に
影
響
を
与
え
る
か
」

issue 10.10.13

、report no.010.

一
│
八
頁
参
照
。

（
51
） 

平
成
二
〇
年
六
月
総
会
に
お
い
て
事
前
警
告
型
買
収
防
衛
策
を
導
入
ま
た
は
継
続
し
た
一
九
五
社
の
う
ち
八
九
社
は
定
款
変
更
を
せ
ず
に
株
主

総
会
決
議
の
み
に
よ
り
、
一
〇
六
社
は
定
款
変
更
を
行
い
、
導
入
・
継
続
を
図
っ
て
い
る
。

（
52
） 

鈴
木
裕
「P
R
O
X
Y
 A
C
C
E
S
S

」
大
和
総
研
グ
ル
ー
プ
リ
サ
ー
チ
（
二
〇
一
二
年
一
一
月
三
〇
日
）

http://w
w
w
.dir.co.jp/research/report/esg/keyw

ord/141_proxy_access.htm
l

（
53
） F
inal R

ule: F
acilitating S

hareholder D
irector N

om
inations

（
54
） 

黒
沼
悦
郎
「
株
主
の
選
挙
提
案
を
認
め
る
Ｓ
Ｅ
Ｃ
規
則
の
無
効
化
」
商
事
法
務
一
九
七
四
号
五
五
│
五
九
頁
（
二
〇
一
二
年
）、
同

「B
usiness R

oundtable v. S
E
C
 

（1

）, 

（2

）」
に
司
法
の
判
断
に
つ
い
て
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
以
下
、
参
照
し
た
。
神
戸
大
学
商
事
法
研



米
国
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
を
中
心
と
す
る
国
際
金
融
法
制
の
展
開
と
影
響
に
関
わ
る
考
察
（
藤
川
）

七
五

究
会B

usiness R
oundtable v. S

E
C
 647 F

. 3d 1144 

（D
C
 C
ir. 2011

）
報
告
。

（
55
） 

“S
E
C
's S
chapiro: W

on't revisit proxy access rule soon”

ロ
イ
タ
ー
（
二
〇
一
二
年
四
月
二
五
日
）。

（
56
） 
二
名
の
委
員
（T

roy A
. P
aredes

とK
athleen L

. C
asey

）
は
、
理
論
的
見
地
お
よ
び
実
証
的
見
地
か
ら
Ｓ
Ｅ
Ｃ
を
非
難
し
て
提
案
に
反

対
し
た
。

（
57
） 

黒
沼
悦
郎
抄
訳
。

（
58
） 

Ｓ
Ｅ
Ｃ
規
則
制
定
に
経
済
界
が
反
対
し
て
提
訴
さ
れ
、
規
則
が
無
効
と
さ
れ
る
例
と
し
て
、C

ham
ber of C

om
m
erce v. S

E
C
, 412 F

. 3d 

133 

（D
.C
. C
ir. 2005

）〔
投
資
信
託
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
ル
ー
ル
を
無
効
と
す
る
〕、G

oldstein v. S
E
C
, 451 F

. 3d 873 

（D
.C
. C
ir. 2006

）〔
ヘ
ッ

ジ
・
フ
ァ
ン
ド
の
登
録
規
則
を
無
効
と
す
る
〕、A

m
erican E

quity Investm
ent L

ife Insurance C
om
pany v. S

E
C
, 613 F

. 3d 166 

（D
.C
. 

C
ir. 2010

）〔
証
券
の
定
義
か
ら
除
外
さ
れ
る
年
金
契
約
の
定
義
規
定
を
無
効
と
す
る
〕
が
あ
る
。
黒
沼
悦
郎
教
授
は
、
本
判
決
が
規
則
を
無
効
と

し
た
理
由
に
つ
い
て
、
費
用
便
益
分
析
が
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
が
、
費
用
や
便
益
に
は
数
量
化
で
き
な
い
も
の
も
あ
り
、
判
旨
は

揚
げ
足
取
り
の
感
も
あ
る
こ
と
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
費
用
便
益
分
析
が
、
規
則
を
無
効
な
も
の
に
す
る
ほ
ど
恣
意
的
な
も
の
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て

は
論
評
の
限
り
で
は
な
い
こ
と
を
指
摘
さ
れ
る
。

（
59
） C

hoi &
 P
ritchard, S

ecurities R
egulation, at 699 

（3d ed., 2012

）.

他
方
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
ス
タ
ッ
フ
は
世
界
的
金
融
危
機
、
民
主
党
政
権
の

誕
生
等
、
政
治
状
況
が
好
機
を
提
供
し
て
い
る
も
の
と
考
え
、
委
任
状
ア
ク
セ
ス
・
ル
ー
ル
制
定
を
提
案
し
た
と
の
見
方
も
あ
る
。Jill E

. F
isch, 

T
he D

estructive A
m
biguity of F

ederal P
roxy A

ccess 

（U
. P
enn. L

aw
 S
chool, Institute for L

aw
 and E

conom
ics, R

esearch 

P
aper 11-05

）, at 45-46 

（2011

）.

近
い
将
来
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
が
ル
ー
ル
を
制
定
す
る
こ
と
は
不
可
能
と
も
み
ら
れ
る
。

（
60
） 

黒
沼
悦
郎
教
授
に
よ
れ
ば
、
委
任
状
ア
ク
セ
ス
の
議
論
は
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
（
株
主
と
経
営
者
の
権
限
分
配
）
を
論
じ
る
こ
と
で

あ
る
が
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
議
論
を
巧
妙
に
避
け
て
い
る
。
委
任
状
ア
ク
セ
ス
が
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
問
題
で
あ
る
と
す
れ
ば
州
法
に
委
ね
る

の
が
適
切
で
あ
る
。
理
由
は
、
会
社
内
の
事
項
は
伝
統
的
に
州
法
に
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
は
な
く
、
大
部
分
が
任
意
法
規
で
あ
り
競
争
に

直
面
し
、
漸
進
的
発
展
を
す
る
州
法
の
方
が
連
邦
法
よ
り
も
株
主
と
経
営
者
の
権
限
分
配
を
扱
う
の
に
適
す
る
。
規
則
一
四
ａ
│
一
一
は
州
法
上
の

権
利
行
使
を
促
進
す
る
の
で
な
く
、
破
壊
す
る
と
み
る
見
解
も
あ
る
（F

isch

教
授
の
見
解
）。
理
由
と
し
て
、
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
法
は
、
株
主
が
指



七
六

名
す
る
取
締
役
候
補
者
を
会
社
の
委
任
状
資
料
に
記
載
す
る
よ
う
会
社
を
義
務
付
け
る
付
属
定
款
を
認
め
る
が
、
規
則
一
四
ａ
│
一
一
は
、
付
属
定

款
に
お
い
て
は
同
規
則
よ
り
も
厳
し
い
株
主
要
件
を
定
め
る
こ
と
を
認
め
て
い
な
い
。
Ｓ
Ｅ
Ｃ
提
案
は
、
実
質
的
に
は
、
連
邦
法
上
、
株
主
の
取
締

役
候
補
者
指
名
権
（federal nom

inating pow
er

）
を
創
設
す
る
も
の
と
い
え
る
。

（
61
） 
松
嶋
隆
弘
「
北
海
道
拓
殖
銀
行
栄
木
不
動
産
事
件
（
最
判
平
成
二
〇
年
一
月
二
八
日
判
タ
一
二
六
二
号
六
三
頁
）
／
北
海
道
拓
殖
銀
行
カ
ブ
ト

デ
コ
ム
事
件
（
最
判
平
成
二
〇
年
一
月
二
八
日
判
タ
一
二
六
二
号
六
九
頁
）」
平
成
二
〇
年
主
要
民
事
判
例
解
説
（
別
冊
判
例
タ
イ
ム
ズ
二
五
号
）

一
六
〇
│
一
六
一
頁
。

（
62
） 

札
幌
高
判
平
一
八
年
八
月
三
一
日
判
タ
一
二
二
九
号
一
一
六
頁
（
ソ
フ
ィ
ア
事
件
）
評
釈
に
大
久
保
拓
也
・
税
務
事
例
三
九
巻
一
二
号
六
二
頁
。

（
63
） 

私
見
で
あ
る
が
、R

ed F
lag

と
の
接
点
と
な
ろ
う
か
。

（
64
） 

北
島
純
『
外
国
公
務
員
贈
賄
罪　
立
法
の
経
緯
か
ら
実
務
対
応
ま
で
』
中
央
経
済
社
（
二
〇
一
一
年
）
三
二
九
│
三
五
〇
頁
参
照
。
非
常
勤
の

外
国
公
務
員
へ
の
賄
賂
供
与
が
不
正
競
争
防
止
法
一
八
条
一
項
に
違
反
し
な
い
と
誤
認
し
た
場
合
、
違
法
性
の
意
識
不
要
説
か
ら
は
外
国
公
務
員
贈

賄
罪
が
成
立
し
て
責
任
軽
減
が
あ
り
得
る
だ
け
と
な
る
。
違
法
性
の
意
識
の
可
能
性
必
要
説
か
ら
は
、
違
法
性
の
意
識
を
欠
い
た
こ
と
に
相
当
の
理

由
が
あ
れ
ば
責
任
故
意
を
阻
却
す
る
が
、
公
的
見
解
で
あ
る
所
管
官
庁
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
信
頼
し
て
も
直
ち
に
相
当
の
理
由
が
あ
る
こ
と
に
な
ら

な
い
。
東
京
高
判
昭
和
五
五
年
九
月
二
六
非
高
集
三
三
巻
五
号
三
五
九
頁
（
石
油
カ
ル
テ
ル
生
産
調
整
事
件
）。



米
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際
金
融
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開
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関
わ
る
考
察
（
藤
川
）

七
七

第
六
章　

域
外
適
用
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
際

一
．
域
外
適
用
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ら
び
にR

ed Flag

規
準

1 

．
域
外
適
用
と
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
際
│
海
外
汚
職
行
為
防
止
法
と
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
の
抵
触
局
面
に
お
け
る
実
務
対

応
と
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
方
向
性
│

上
記
の
全
般
的
考
察
を
踏
ま
え
て
、
海
外
汚
職
行
為
防
止
法
と
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
の
抵
触
局
面
に
お
け
る
実
務
対
応
を
題
材
に
、

新
た
な
域
外
適
用
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
改
め
て
検
討
を
深
め
て
い
き
た
い
（
65
）

。

米
国
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
に
お
い
て
は
、
リ
ー
マ
ン
金
融
危
機
後
の
再
発
防
止
な
ど
を
主
旨
と
し
、
広
範
な
内
容
を
有
す
る
が
、
我

が
国
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
、
①
同
法
に
内
在
す
る
ジ
レ
ン
マ
・
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
、
②
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
関
連
の
強
化
規

定
、
③
域
外
適
用
な
ど
が
議
論
と
な
る
。

こ
れ
ら
が
交
錯
し
、
先
鋭
化
し
た
企
業
の
喫
緊
の
対
処
す
べ
き
一
つ
の
新
し
い
典
型
事
例
と
し
て
、
域
外
適
用
と
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
実
際
に
つ
い
て
、
海
外
汚
職
行
為
防
止
法
と
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
の
抵
触
局
面
に
お
け
る
実
務
対
応
と
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
方
向
性
を

考
察
対
象
と
し
て
検
討
し
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ら
び
に
Ｅ
Ｒ
Ｍ
の
具
体
的
な
構
築
例
も
示
し
た
。

①
に
つ
い
て
は
、
シ
テ
ィ
グ
ル
ー
プ
と
行
っ
た
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（
二
〇
一
一
年
五
月
）
の
中
で
、
同
法
に
内
在
す
る

ジ
レ
ン
マ
・
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
が
指
摘
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
、
新
た
な
法
領
域
と
の
間
で
別
途
の
ジ
レ
ン
マ
が
生
じ
て
き
て
い
る
と
い
え
よ

う
。
米
国
の
金
融
回
復
も
あ
っ
て
、
肝
心
の
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
自
体
の
方
向
性
が
極
め
て
不
透
明
と
な
っ
て
い
る
中
、
本
来
は
パ
ン

ド
ワ
ゴ
ン
（
便
乗
）
条
項
で
あ
る
が
、
金
融
危
機
再
発
防
止
の
た
め
に
緊
急
に
整
備
さ
れ
た
九
二
二
条
の
内
部
告
発
に
対
す
る
高
額
報
奨



七
八

金
条
項
が
元
来
の
法
文
上
の
限
定
の
な
さ
か
ら
、
一
人
歩
き
と
も
い
え
る
様
相
を
呈
し
、
Ｆ
Ｃ
Ｐ
Ａ
と
い
う
他
の
法
領
域
に
お
い
て
、
要

求
さ
れ
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
体
制
整
備
の
弱
体
化
を
誘
発
し
か
ね
ず
、
ひ
い
て
は
②
の
企
業
の
自
主
的
な
ガ
バ
ナ
ン
ス

整
備
に
も
支
障
が
生
じ
る
と
い
っ
た
懸
念
が
米
国
な
ど
で
報
告
さ
れ
る
と
い
う
、
新
た
な
ジ
レ
ン
マ
の
顕
現
化
を
誘
発
し
て
い
る
。
自
国

企
業
の
競
争
力
保
持
と
い
う
、
独
禁
法
な
ど
に
お
け
る
と
同
様
の
競
争
法
的
視
点
も
あ
り
、
Ｆ
Ｃ
Ｐ
Ａ
な
ど
の
域
外
適
用
を
米
国
等
が
強

め
て
き
て
い
る
。
我
が
国
の
国
際
展
開
を
図
る
多
国
籍
企
業
と
し
て
は
、
米
国
は
も
と
よ
り
、
ア
フ
リ
カ
、
中
南
米
な
ど
米
国
外
の
海
外

ビ
ジ
ネ
ス
に
お
い
て
も
、
外
国
公
務
員
賄
贈
賄
罪
の
域
外
適
用
に
対
す
る
事
前
防
止
の
た
め
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
内
部
統
制
の
体

制
整
備
が
Ｆ
Ｃ
Ｐ
Ａ
、
Ｕ
Ｋ
Ｂ
Ａ
に
お
い
て
法
文
上
要
求
さ
れ
る
。
国
際
的
企
業
と
し
て
は
、
事
前
予
防
ま
た
Ｆ
Ｃ
Ｐ
Ａ
の
法
文
上
の
要

求
事
項
と
し
て
も
、
現
地
法
人
・
事
務
所
任
せ
に
せ
ず
、
本
社
の
情
報
と
決
済
を
集
中
さ
せ
、
現
地
法
人
と
対
し
て
も
現
地
国
の
商
慣
習

や
法
制
度
の
相
違
も
含
め
て
、
分
か
り
や
す
く
説
明
さ
せ
る
こ
と
で
説
明
責
任
を
課
し
、
申
請
書
や
本
社
の
役
員
会
記
録
な
ど
記
録
書
類

を
残
す
こ
と
が
、
Ｆ
Ｃ
Ｐ
Ａ
の
要
求
事
項
に
応
え
る
内
部
統
制
・
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
整
備
を
整
え
、
現
地
の
安
易
な
判
断
に
よ

る
贈
賄
の
事
前
防
止
、
さ
ら
に
は
経
営
判
断
原
則
適
用
に
お
け
る
事
後
の
抗
弁
に
も
繋
が
る
。
こ
う
し
た
企
業
グ
ル
ー
プ
全
体
の
共
通
・

標
準
と
な
る
よ
う
な
内
部
規
程
を
整
備
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
が
焦
眉
の
急
と
な
る
。

こ
の
た
め
、
内
部
告
発
者
に
対
し
て
、
直
接
Ｓ
Ｅ
Ｃ
に
報
奨
金
目
当
て
で
駆
け
込
む
前
に
如
何
に
し
て
自
社
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
部

門
に
事
前
報
告
さ
せ
る
か
が
鍵
と
な
る
。
即
ち
、
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
と
Ｆ
Ｃ
Ｐ
Ａ
の
ジ
レ
ン
マ
の
解
消
・
調
和
を
図
り
、
自
主
的
で

実
効
性
の
あ
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
が
克
服
す
べ
き
課
題
と
な
る
。

2
．
内
部
告
発
お
よ
びR

ed Flag

規
準

②
で
は
、
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
が
ガ
バ
ナ
ン
ス
関
連
条
項
を
整
備
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、C

itiG
roup

判
決
な
ど
、
平
時
の
事
後
的
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融
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七
九

な
経
営
判
断
原
則
（
Ｂ
Ｊ
Ｒ
）
適
用
に
よ
る
安
易
な
金
融
機
関
の
経
営
者
責
任
の
免
責
を
許
す
司
法
判
断
が
相
次
ぎ
、
経
営
者
天
国
と
も

い
え
る
様
相
を
現
出
し
て
い
る
こ
と
が
、
一
方
で
大
き
な
克
服
す
べ
き
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
内
部
告
発
者
な
ど
に
よ
るR

ed F
lag

（
危

険
な
徴
候
）
を
等
閑
視
せ
ず
、
ま
た
隠
蔽
工
作
な
ど
を
行
わ
な
いR

ed F
lag

遵
守
義
務
の
違
反
が
原
告
か
ら
は
主
張
さ
れ
る
。
裁
判
所
は

請
求
原
因
と
な
る
こ
と
は
認
め
つ
つ
も
、
ま
だ
請
求
認
容
に
は
至
っ
て
い
な
い
が
、
そ
の
後
のB

ear S
tearns

判
決
、D

ow
 C
hem
ical

判
決
を
み
て
も
徐
々
に
法
規
範
化
・
抽
象
化
の
過
程
に
あ
る
と
み
ら
れ
る
こ
と
を
述
べ
た
が
、
か
か
るR

ed F
lag

遵
守
義
務
を
経
営
陣

の
戦
略
面
に
お
け
る
帰
責
性
を
分
け
る
規
準
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
同
時
に
、
内
部
告
発
を
共
通
項
と
し
て
、
事
前
予

防
と
し
て
自
主
的
な
体
制
整
備
、
ひ
い
て
は
経
営
陣
の
遵
守
あ
る
い
は
自
己
規
律
に
よ
り
、
事
後
的
な
Ｂ
Ｊ
Ｒ
適
用
局
面
で
も
抗
弁
と
な

る
も
の
と
み
ら
れ
、
こ
う
し
た
好
循
環
の
形
成
に
よ
り
、
不
正
発
生
自
体
の
減
少
に
繋
が
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
る
。
経
営
者
の
事
後
的
に

隠
蔽
、
法
律
適
用
か
ら
如
何
に
逃
れ
る
か
、
で
な
く
、
真
正
面
か
ら
自
主
的
に
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
取
り
組
む
姿
勢
へ
の
変
化
が
求

め
ら
れ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
こ
れ
ま
で
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
総
会
屋
、
さ
ら
に
は
近
時
の
反
社
会
的
勢
力
に
対
し
て
、
経
営
陣
の
意
識

転
換
・
改
革
こ
そ
が
求
め
ら
れ
た
こ
と
の
延
長
線
に
あ
り
、
極
め
て
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
問
題
で
も
あ
る
。

内
部
告
発
条
項
お
よ
びR
ed F

lag

規
準
を
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
内
蔵
し
、
内
部
告
発
者
に
対
し
て
、
直
接
Ｓ
Ｅ
Ｃ

に
駆
け
込
む
前
に
自
社
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
部
門
に
事
前
報
告
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
か
か
る
対
応
に
よ
っ
て
も
、
ド
ッ
ド
・
フ

ラ
ン
ク
法
に
よ
る
ジ
レ
ン
マ
自
体
が
消
失
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
が
、
危
機
の
再
発
防
止
の
た
め
の
緊
急
・
短
期
的
対
策
と
し
て
同
法

九
二
二
条
に
よ
る
内
部
告
発
奨
励
に
よ
る
不
祥
事
・
危
機
の
防
止
が
あ
り
、
長
期
的
に
は
企
業
の
自
主
的
な
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ

グ
ラ
ム
構
築
に
よ
り
、
総
合
的
に
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
対
策
と
し
て
の
実
効
性
を
高
め
て
い
く
こ
と
で
調
和
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
従
業
員

の
社
内
的
リ
ニ
エ
ン
シ
ー
制
度
や
長
期
的
観
点
か
ら
の
報
酬
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
導
入
を
図
り
、
内
部
通
報
に
伴
う
不
利
益
処
分
排
除
と
併



八
〇

せ
て
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
体
制
整
備
を
図
る
場
合
、R

ed F
lag

が
一
定
の
機
能
を
果
た
し
得
る
。
即
ち
、
企
業
の
実
際
と
し
て
は
、

内
部
告
発
す
べ
き
具
体
的
な
規
準
を
従
業
員
に
示
し
、
ま
た
認
識
さ
せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
企
業
と
し
て
はR

ed F
lag

の
判
例
蓄
積

を
調
べ
る
な
ど
、
社
内
に
お
け
る
内
部
告
発
規
準
を
定
め
る
こ
と
に
な
る
。
ま
たF

lag

と
し
て
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
段
階
に
留
ま
る

か
、
進
ん
で
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
段
階
に
あ
る
か
に
つ
き
、
従
業
員
自
身
が
自
主
的
に
判
断
で
き
る
よ
う
な
意
識
・
規
範
の
形
成
あ
る
い

は
教
育
も
重
要
と
な
る
。

グ
ル
ー
プ
リ
ス
ク
管
理
が
求
め
ら
れ
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
融
合
し
た
局
面
の
リ
ス
ク
ベ
ー
ス
・
ア
プ
ロ
ー

チ
（
重
要
性
の
原
則
）、
さ
ら
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
な
ど
リ
ス
ク
・
ア
セ
ス
メ
ン
ト
も
必
要
と
な
る
。
Ｆ
Ｃ
Ｐ
Ａ
ガ
イ
ド
な
ど
を
み
れ
ば
、
低

リ
ス
ク
の
部
門
と
企
業
が
評
価
し
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
体
制
の
未
整
備
の
部
分
か
ら
問
題
が
生
じ
て
も
、
結
果
責
任
を
不
問
と
す
る
こ

と
が
述
べ
ら
れ
る
。
即
ち
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
立
ち
向
か
う
企
業
経
営
者
の
姿
勢
と
し
て
矜
持
を
示
す
こ
と
自
体
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、
米
国
の
法
規
範
ら
し
さ
が
窺
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
い
。
ま
た
、
形
式
的O

ne size fi ts all

の
考
え
方
は
不
可
と
な
り
、
各
社
の
実

際
と
し
て
は
業
界
・
企
業
特
性
に
応
じ
た
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
体
制
が
柔
軟
に
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
場
合R

ed F
lag

は

無
過
失
責
任
た
る
忠
実
義
務
違
反
を
念
頭
に
置
き
、
そ
の
戦
略
を
採
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
消
極
的
妥
当
性
に
限
定
し
た
メ
ル
ク

マ
ー
ル
と
な
り
、
そ
の
厳
格
さ
、
あ
る
い
は
限
定
性
な
ど
か
ら
、
あ
く
ま
で
内
部
告
発
す
べ
き
ミ
ニ
マ
ム
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
し
て
機

能
・
導
入
が
検
討
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
他
に
も
っ
と
適
切
な
戦
略
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
と
い
う
積
極
的
妥
当
性
を
判
断
す
る
局
面

に
は
不
向
き
と
な
ろ
う
。
内
部
統
制
・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
は
上
か
ら
の
統
制
と
し
て
の
経
営
独
裁
に
繋
が
り
か
ね
な
い
限
界
が
指
摘
さ

れ
る
と
こ
ろ
、
従
業
員
か
ら
の
内
部
告
発
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
採
り
込
む
こ
と
で
、
ひ
い
て
は
経
営
陣
へ
の
自
己
規
律
に
も
繋
が
ろ
う
。
経

営
陣
がR

ed F
lag

を
遵
守
す
る
こ
と
は
、
経
営
判
断
原
則
適
用
に
お
け
る
抗
弁
と
な
り
、
免
責
に
繋
が
る
。
事
前
予
防
と
共
に
、
事
後
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八
一

的
な
抗
弁
と
し
て
の
機
能
も
果
た
し
う
る
。

二
．
内
部
統
制
に
関
す
る
法
制
度
の
比
較
法
的
検
討
な
ら
び
に
実
務
の
齟
齬
と
実
践
的
Ｅ
Ｒ
Ｍ
の
構
築

1
．
消
極
的
妥
当
性
な
ら
び
に
内
部
統
制
に
関
す
る
法
制
度
と
実
務
の
齟
齬

内
部
統
制
に
関
し
て
み
る
と
、
経
済
産
業
省
の
定
義
（
66
）

に
お
け
る
「
事
業
機
会
に
関
連
す
る
リ
ス
ク
」（
経
営
陣
の
戦
略
的
意
思
決
定
）
は
、

内
部
統
制
の
対
象
で
は
な
く
、
経
営
判
断
原
則
適
用
局
面
と
な
り
、
他
方
「
事
業
活
動
の
遂
行
に
関
連
す
る
リ
ス
ク
」
は
内
部
統
制
構
築

に
よ
り
免
責
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
戦
略
で
あ
る
限
り
は
明
確
な
過
失
が
な
い
限
り
は
内
部
統
制
の
及
ぶ
と
こ
ろ
で
な
く
、
安
易
な
免
責

が
さ
れ
が
ち
と
な
る
が
、
実
務
と
法
制
度
と
の
ズ
レ
が
指
摘
さ
れ
る
。
即
ち
、
⒜
内
部
統
制
の
中
で
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
し
て
は
、

会
社
法
（
三
六
二
条
ほ
か
）
な
ら
び
に
規
則
（
一
〇
〇
条
ほ
か
）
で
は
「
損
失
の
危
険
の
管
理
」
と
規
定
さ
れ
、
内
部
統
制
整
備
に
よ
り
免

責
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
は
ず
の
と
こ
ろ
、
消
極
的
妥
当
性
の
部
分
で
あ
り
、R

ed F
lag

規
準
に
反
し
た
場
合
は
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
が
近
接
し
た
融
合
部
分
に
お
け
る
違
反
と
し
て
、
経
営
陣
の
責
任
が
問
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
内
部
統
制
の
対
象

で
あ
っ
て
も
、
安
易
に
免
責
さ
れ
な
い
部
分
と
な
る
。
少
な
く
と
も
、
内
部
統
制
の
対
象
と
し
て
は
残
し
つ
つ
も
、
当
該
部
分
はR

ed 

F
lag

規
準
に
よ
り
厳
し
い
無
過
失
責
任
た
る
忠
実
義
務
と
し
て
別
異
に
扱
う
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
適
用
の
射
程
範
囲
を
狭
め
厳
格
適
用

す
る
こ
と
で
、
平
仄
も
図
れ
よ
う
。
⒝
次
に
戦
略
面
は
、
事
業
機
会
に
関
連
す
る
リ
ス
ク
の
問
題
と
し
て
内
部
統
制
対
象
か
ら
は
外
れ
、

経
営
判
断
原
則
適
用
の
局
面
と
し
て
安
易
に
免
責
さ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
こ
の
戦
略
面
の
中
で
も
や
は
り
消
極
的
妥
当
性
の
か
か
る
部
分

に
つ
い
て
は
、R

ed F
lag

規
準
に
よ
り
経
営
陣
の
責
任
を
厳
し
く
問
う
べ
き
で
あ
り
、
実
際
も
企
業
社
会
で
は
経
営
陣
は
こ
う
し
た
局

面
で
は
退
陣
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
結
局
、
消
極
的
妥
当
性
の
判
断
対
象
に
関
し
て
は
、
⒜
、
⒝
の
二
つ
に
跨
が
っ
て
存
在
す
る
の
で
は

な
い
か
、
と
考
え
る
。
⒞
最
後
に
Ｅ
Ｒ
Ｍ
で
は
、
リ
ス
ク
テ
イ
ク
を
積
極
的
に
把
握
し
て
お
り
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
し
て
は
損
失



八
二

の
危
険
に
留
ま
ら
ず
、
積
極
的
妥
当
性
と
し
て
「
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
」
部
分
の
み
な
ら
ず
、「
プ
ラ
ス
の
影
響
」
の
部
分
も
対
象
と
し
て

把
握
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
米
国
Ｅ
Ｒ
Ｍ
も
、
文
言
解
釈
は
と
も
か
く
、
こ
の
方
向
で
広
義
に
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、
事
業
活
動
の
遂

行
に
関
連
す
る
リ
ス
ク
に
し
て
も
、
損
失
も
利
益
も
発
生
す
る
リ
ス
ク
も
、
企
業
経
営
の
実
際
上
は
内
部
統
制
に
入
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

英
国
で
二
〇
〇
二
年
導
入
さ
れ
て
い
る
Ｅ
Ｒ
Ｍ
（A

 N
ew
 R
isk M

anagem
ent S

tandard

）
で
は
、
対
象
リ
ス
ク
の
範
囲
をupside

と

dow
nside

の
両
リ
ス
ク
と
し
、
対
処
す
る
リ
ス
ク
の
範
囲
を
損
失
も
利
益
も
発
生
す
る
リ
ス
ク
に
拡
大
し
て
い
る
（
67
）

。
我
が
国
に
お
け
る

内
部
統
制
と
英
国
の
企
業
の
Ｅ
Ｒ
Ｍ
に
つ
い
て
、
法
制
度
と
実
務
面
の
相
違
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
も
し
内
部
統
制
を
Ｅ
Ｒ
Ｍ
に
拡
大
し

な
い
考
え
方
に
拠
る
と
す
れ
ば
、
内
部
統
制
は
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
と
財
務
報
告
の
信
頼
性
と
い
う
側
面
を
中
心
と
し
た
、
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ナ
ル
・
リ
ス
ク
管
理
の
手
段
と
解
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
④
以
上
の
点
で
、
我
が
国
の
法
制
度
上
要
求
さ
れ
る
内
部
統
制
体
制
を
充

足
す
る
の
み
で
は
、
真
に
企
業
に
求
め
ら
れ
る
Ｅ
Ｒ
Ｍ
の
体
制
整
備
を
構
築
し
た
こ
と
に
な
ら
な
い
。
経
営
判
断
に
お
け
る
吟
味
の
基
準

と
も
い
え
る
領
域
で
、
会
社
法
の
要
求
と
実
務
で
展
開
し
て
き
た
内
部
統
制
の
整
合
性
に
関
す
る
射
程
範
囲
の
微
妙
な
ズ
レ
が
生
じ
て
い

る
と
い
え
る
。
我
が
国
の
法
制
度
上
の
内
部
統
制
自
体
に
内
在
す
る
限
界
部
分
で
も
あ
ろ
う
。
拡
大
し
て
積
極
的
妥
当
性
の
判
断
ま
で
も

包
含
さ
せ
る
場
合
に
は
、
帰
責
性
を
分
け
る
メ
ル
ク
マ
ー
ル
鼎
立
・
運
用
が
方
法
論
と
し
て
未
確
立
で
あ
る
こ
と
が
次
の
課
題
と
な
る
。

他
の
戦
略
を
採
れ
ば
明
ら
か
に
更
な
る
利
益
を
上
げ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
の
立
証
責
任
を
原
告
に
課
す
る
形
で
、
経
営

陣
の
無
問
責
の
推
定
規
定
を
置
く
こ
と
に
よ
り
、
妥
当
な
調
整
を
図
る
方
策
も
考
え
ら
れ
よ
う
。R

ed F
lag

規
準
は
、
こ
う
し
た
我
が

国
に
お
け
る
法
制
度
と
実
務
に
お
け
る
ズ
レ
の
調
整
・
解
消
、
さ
ら
に
は
経
営
陣
に
対
し
て
リ
ス
ク
経
営
の
事
前
予
防
、
自
己
規
律
づ
け

も
意
識
さ
せ
る
役
割
も
担
う
こ
と
に
な
る
。
統
制
環
境
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
併
せ
て
、
十
全
の
機
能
発
揮
が
求
め
ら
れ
よ
う
。



米
国
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
を
中
心
と
す
る
国
際
金
融
法
制
の
展
開
と
影
響
に
関
わ
る
考
察
（
藤
川
）

八
三

2
．
米
国
・
英
国
の
実
践
的
Ｅ
Ｒ
Ｍ
の
構
築
と
会
社
法
制

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
、
純
粋
な
リ
ス
ク
中
心
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
か
ら
企
業
が
直
面
す
る
総
て
の
リ
ス
ク
を
対
象
と
す
る

Ｅ
Ｒ
Ｍ
へ
移
行
し
つ
つ
あ
る
。
Ｅ
Ｒ
Ｍ
と
称
さ
れ
る
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｏ
2
（E
nterprise R

isk M
anagem

ent Integrated F
ram
ew
ork

）
に
お
け
る

定
義
を
み
る
と
、
Ｅ
Ｒ
Ｍ
は
事
業
体
の
取
締
役
会
、
経
営
者
、
そ
の
他
の
組
織
体
の
す
べ
て
の
者
に
よ
っ
て
遂
行
さ
れ
、
戦
略
策
定
に
適

用
さ
れ
、
事
業
全
体
に
わ
た
る
一
つ
の
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。
Ｅ
Ｒ
Ｍ
は
事
業
体
の
目
的
の
達
成
に
関
し
て
の
合
理
的
な
保
証
を
与
え
る
為

に
、
事
業
体
に
影
響
を
及
ぼ
す
潜
在
的
な
事
象
を
識
別
し
、
事
業
体
の
リ
ス
ク
の
管
理
が
で
き
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
る
。
経
営
者
が
事
業

体
を
経
営
す
る
手
段
に
は
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
。

米
国
で
は
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
内
部
統
制
は
別
々
に
進
化
・
発
展
し
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
企
業
実
務
に
定
着
し
、
リ
ス

ク
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
職
種
が
存
在
す
る
。
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｏ
レ
ポ
ー
ト
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
米
国
の
伝
統
的
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
は
生

い
立
ち
が
異
な
り
、
両
者
に
連
続
性
は
無
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

一
九
九
〇
年
代
の
主
要
国
に
お
け
る
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
議
論
の
先
駆
と
な
っ
た
も
の
と
し
て
、
英
国
に
お
い
て
一
九
九
二

年
公
表
さ
れ
た
「
キ
ャ
ド
バ
リ
ー
委
員
会
報
告
書
（R

eport of the C
om
m
ittee on the F

inancial A
spect of C

orporate G
overnance

）」
が

あ
る
。
こ
の
中
で
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
は
、
会
社
が
そ
れ
に
よ
っ
て
指
揮
さ
れ
、
統
制
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
と
定
義

さ
れ
て
い
る
。
所
有
と
経
営
が
分
離
し
、
株
主
の
代
表
で
あ
る
取
締
役
会
が
会
社
を
統
治
す
る
こ
と
が
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
で

あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
米
国
・
英
国
と
も
共
通
す
る
。

英
国
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
議
論
で
は
、
内
部
統
制
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
求
め
ら
れ
、
米
国

の
二
〇
〇
四
年
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｏ
2
（
Ｅ
Ｒ
Ｍ
）
公
表
に
よ
り
、
内
部
統
制
に
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
内
蔵
さ
れ
た
こ
と
と
符
合
す
る
。
と
か



八
四

く
論
者
に
よ
っ
て
相
違
が
あ
る
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
、
内
部
統
制
と
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
結
び
付
き
の
理
解
に
繋
が
ろ
う
。

英
国
「
統
合
規
範
（
68
）

」
に
お
い
て
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
結
合
が
み
ら
れ
、
英
国
の
コ
ー
ポ
レ
ー

ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
で
は
、
内
部
統
制
は
そ
の
一
部
と
い
う
位
置
付
け
と
な
る
。
か
か
る
「
統
合
規
範
」
の
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
を
維
持
す

る
た
め
、
英
国
「
タ
ー
ン
バ
ル
委
員
会
報
告
書
（
69
）

」
は
ロ
ン
ド
ン
証
券
取
引
所
上
場
企
業
が
履
行
す
る
要
件
を
定
め
て
い
る
。
二
〇
〇
二
年

「A
 N
ew
 R
isk M

anagem
ent S

tandard

」
は
、
対
象
リ
ス
ク
の
範
囲
をupside

、dow
nside

の
両
リ
ス
ク
と
し
て
対
処
と
す
る
リ
ス

ク
の
範
囲
を
損
失
も
利
益
も
発
生
す
る
リ
ス
ク
に
ま
で
拡
大
し
て
い
る
。
タ
ー
ン
バ
ル
委
員
会
報
告
書
を
考
慮
し
た
内
容
と
な
っ
て
お
り
、

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
内
部
統
制
が
融
合
し
て
い
る
。

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
、
内
部
統
制
と
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
問
題
は
広
範
囲
の
理
論
・
業
務
を
包
含
し
、
我
が
国
で
は

区
々
に
議
論
を
さ
れ
て
い
る
感
が
あ
る
。
ま
た
我
が
国
の
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
で
は
、
会
社
法
制
に
お
い
て
は
損
失
の
危
険
と
し
て
利
益

に
か
か
る
記
述
は
な
く
、
ま
た
経
営
戦
略
面
の
安
易
な
経
営
判
断
原
則
適
用
に
よ
る
経
営
陣
の
免
責
に
繋
が
り
か
ね
な
い
な
ど
の
実
務
と

の
齟
齬
が
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
う
し
た
米
国
・
英
国
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
を
参
考
に
し
て
一
層
の
充
実
を
図
る
こ

と
が
望
ま
れ
る
。

我
が
国
会
社
法
に
つ
い
て
、
取
締
役
の
内
部
統
制
体
制
構
築
義
務
の
観
点
か
ら
整
理
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
る
。
①
取
り
扱
う
リ
ス
ク

の
範
囲
：
会
社
が
直
面
す
る
全
て
の
リ
ス
ク
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
②
リ
ス
ク
管
理
方
法
・
リ
ス
ク
管
理
組
織
：
事
業
機
会
に
関
す
る
リ

ス
ク
と
、
事
業
活
動
の
遂
行
に
関
す
る
リ
ス
ク
と
で
は
、
管
理
方
法
・
管
理
部
門
が
異
な
る
こ
と
は
あ
り
得
る
。
③
危
機
管
理
・
Ｂ
Ｃ
Ｐ

も
リ
ス
ク
管
理
の
対
象
で
あ
る
。
④
日
本
版
Ｓ
Ｏ
Ｘ
法
（
Ｊ
│

Ｓ
Ｏ
Ｘ
）
の
関
係
：
不
正
な
財
務
報
告
に
関
す
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

は
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
ご
く
一
部
で
あ
る
。
⑤
取
締
役
の
善
管
注
意
義
務
に
つ
い
て
、
現
実
的
視
点
か
ら
の
整
理
が
必
要
と
な
る
。
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ド
ッ
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・
フ
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融
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八
五

Ｅ
Ｒ
Ｍ
な
ら
び
に
内
部
統
制
の
実
施
基
準
に
つ
き
、
現
実
の
実
務
と
の
乖
離
・
混
同
が
み
ら
れ
、
解
決
す
べ
き
課
題
が
多
い
。
リ
ス
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
務
に
お
い
て
は
、
Ｅ
Ｒ
Ｍ
と
従
来
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
の
相
違
点
、
内
部
統
制
の
関
わ
り

に
つ
い
て
十
分
な
議
論
を
尽
く
し
、
戦
略
的
意
思
決
定
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
包
含
す
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
Ｅ
Ｒ
Ｍ

と
し
て
構
築
し
て
い
く
方
向
性
が
指
摘
さ
れ
る
。

3
．
長
期
的
な
企
業
価
値
経
営

以
上
を
通
じ
て
、
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
と
Ｆ
Ｃ
Ｐ
Ａ
の
域
外
適
用
（
③
の
問
題
）
に
お
け
る
ジ
レ
ン
マ
（
①
の
問
題
）
の
解
消
・
調
和

に
資
す
る
と
共
に
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
後
退
（
③
の
問
題
）
と
も
揶
揄
さ
れ
る
経
営
者
天
国
の
克
服
に
も
繋
が
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
も
っ

と
もR

ed F
lag

導
入
に
は
、
そ
の
機
能
し
う
る
局
面
が
経
営
戦
略
面
の
消
極
的
妥
当
性
に
限
定
さ
れ
、
無
過
失
責
任
と
し
て
の
厳
格
さ

を
有
す
る
こ
と
、
ま
た
リ
ス
ク
テ
イ
ク
を
忌
避
す
る
と
い
う
経
営
陣
に
対
す
る
萎
縮
効
果
も
副
作
用
と
し
て
存
在
し
か
ね
な
い
こ
と
な
ど

か
ら
、
現
実
にR

ed F
lag

を
内
部
告
発
関
連
規
定
に
織
り
込
む
に
は
少
な
か
ら
ず
難
点
も
想
定
さ
れ
る
。
ま
た
我
が
国
に
お
い
て
は
、

内
部
告
発
の
気
風
が
根
付
い
て
い
る
と
は
い
え
ず
、
高
額
報
奨
金
制
度
も
存
在
し
な
い
。
そ
う
し
た
危
機
意
識
の
乏
し
い
中
で
、

Ｆ
Ｃ
Ｐ
Ａ
の
域
外
適
用
な
ど
に
対
す
る
備
え
が
急
速
に
国
際
展
開
を
図
る
企
業
に
お
い
て
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
社
内
リ

ニ
エ
ン
シ
ー
制
度
導
入
に
し
て
も
経
営
ト
ッ
プ
が
過
去
の
過
ち
を
問
わ
な
い
と
い
う
英
断
が
必
要
と
な
る
。
経
営
ト
ッ
プ
の
意
識
改
革
こ

そ
が
鍵
と
な
る
所
以
で
あ
る
。
こ
の
点
で
は
Ｅ
Ｒ
Ｍ
に
お
け
る
要
素
で
あ
る
統
制
環
境
の
整
備
が
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
と
併
せ
て
、
十
全

な
機
能
を
発
揮
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
他
方
、
昇
進
・
昇
格
な
ど
長
期
的
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
導
入
は
、
逆
に
従
業
員
の
長
期
雇
用

が
根
付
く
我
が
国
に
お
い
て
は
容
易
さ
も
あ
ろ
う
。
長
期
的
な
企
業
価
値
あ
る
い
は
Ｃ
Ｓ
Ｒ
、
従
業
員
と
い
う
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
型
経

営
に
向
け
た
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
国
際
収
斂
に
繋
が
っ
て
い
く
嚆
矢
と
も
な
り
得
る
。
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三
．
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
要
諦

1
．
Ｆ
Ｃ
Ｐ
Ａ
の
摘
発
強
化
と
対
応

不
正
競
争
防
止
法
の
外
国
公
務
員
贈
賄
罪
の
適
用
は
、
こ
こ
一
〇
年
間
で
三
件
に
留
ま
り
、
し
か
も
事
実
上
は
略
式
罰
金
刑
に
留
ま
る

の
が
実
態
で
も
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
競
争
政
策
と
し
て
米
国
は
域
外
適
用
を
強
め
て
お
り
、
現
状
の
我
が
国
の
企
業
風
土
と
し
て
、
直

ち
に
内
部
告
発
や
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
体
制
整
備
は
大
多
数
の
企
業
に
お
い
て
は
危
機
感
を
得
に
く
い
面
も
あ
ろ
う
が
、
米
国
や
米
国
以

外
も
含
め
た
国
際
展
開
を
図
る
企
業
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
企
業
風
土
の
悠
長
な
変
化
を
待
つ
余
裕
も
な
く
、
既
に
緊
急
の
対
策
が
求

め
ら
れ
る
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
域
外
適
用
に
つ
い
て
は
Ｆ
Ｃ
Ｐ
Ａ
の
ほ
か
、
Ｕ
Ｋ
Ｂ
Ａ
も
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
示
し
て
お
り
、
民
間
人
へ
商

業
賄
賂
も
禁
止
、
営
業
活
動
に
関
す
る
抗
弁
（A
ffi  rm
ative defense

）
が
な
い
こ
と
、
業
務
円
滑
化
の
支
払
（facilitation paym

ent

）
の
例

外
も
な
い
こ
と
な
ど
、
一
層
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。
中
国
も
域
外
適
用
こ
そ
規
定
し
て
は
い
な
い
も
の
の
、
近
時
の
案
件
摘
発
が
俎
上

に
上
っ
て
い
る
。
特
に
Ｆ
Ｃ
Ｐ
Ａ
は
、
現
時
点
で
一
二
〇
件
も
の
摘
発
予
定
案
件
を
抱
え
る
と
さ
れ
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
贈
賄
事
件

（
二
〇
一
一
│
二
〇
一
二
年
和
解
）
を
み
て
も
、
捜
査
着
手
宣
言
後
、
八
年
の
長
期
を
か
け
て
粘
り
強
く
我
が
国
企
業
の
摘
発
に
漕
ぎ
着
け
る

な
ど
、
容
易
な
ら
ざ
る
面
が
あ
る
。
現
時
点
で
は
人
員
や
予
算
制
約
も
あ
っ
て
、
当
局
の
摘
発
は
大
型
案
件
に
的
を
絞
っ
て
い
る
感
が
あ

る
が
、
今
後
は
す
べ
て
の
海
外
展
開
企
業
が
域
外
適
用
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
備
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
米
国
司
法
省
（
Ｄ
Ｏ
Ｊ
）

の
摘
発
手
法
は
、
連
邦
量
刑
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
従
っ
た
罰
金
額
決
定
に
お
け
る
裁
量
に
よ
る
捜
査
能
力
改
善
を
基
礎
と
し
て
、
規
準
罰
金

額
・
有
責
点
数
を
定
め
、
最
低
乗
数
と
最
高
乗
数
を
示
す
こ
と
で
、
司
法
取
引
（P

lea A
greeem

ent

）・
訴
追
延
期
（
起
訴
猶
予
）
合
意

（D
eferred P

rosecution A
greeem

ent

）
を
活
用
す
る
。
本
邦
企
業
が
二
〇
一
一
年
合
意
し
た
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
事
件
で
は
六
・
二
億
ド
ル
ま

で
の
幅
を
示
し
、
最
終
的
に
は
規
準
罰
金
額
を
上
回
る
二
・
二
億
ド
ル
で
和
解
に
追
い
込
ん
で
い
る
。
米
国
企
業
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
有
罪
答
弁
取



米
国
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
を
中
心
と
す
る
国
際
金
融
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引
（
捜
査
協
力
に
よ
る
刑
期
短
縮
）、
合
弁
先
の
米
社
、
仏
社
、
蘭
社
と
次
々
に
合
意
さ
せ
、
周
辺
を
固
め
た
上
で
最
後
に
本
邦
企
業
を
司

法
取
引
に
追
い
込
ん
で
い
る
。

2
．
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ら
び
に
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
要
諦

域
外
適
用
に
対
す
る
実
務
対
応
と
し
て
、
善
管
注
意
義
務
と
Ｆ
Ｃ
Ｐ
Ａ
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
し
て
は
、
既
に
述
べ
て
き
た
。

か
か
る
前
提
の
下
で
、
望
ま
し
い
Ｆ
Ｃ
Ｐ
Ａ
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
際
を
検
討
す
る
。

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
の
機
能
は
、
従
業
員
参
加
に
関
す
る
補
完
的
目
的
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
。
方
針
の
遵
守

を
監
視
し
、
従
業
員
に
対
し
て
懸
念
を
早
期
に
報
告
さ
せ
、
指
揮
命
令
系
統
に
上
げ
る
こ
と
を
奨
励
す
る
。
⒜
海
外
腐
敗
行
為
防
止
シ
ス

テ
ム
整
備
・
無
策
は
善
管
注
意
義
務
違
反
の
根
拠
と
な
る
。
⒝
単
な
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
言
及
で
は
不
十
分
で
あ
る
。

実
質
的
に
機
能
す
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
）
の
必
要
性
の
周
知
が
求
め
ら
れ
る
。
⒞
先
行
事
例
の
存
在
な
ど

か
ら
、
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
整
備
義
務
の
一
般
水
準
の
上
昇
が
認
識
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
⒟
グ
ル
ー
プ
リ
ス
ク
管
理
、
リ
ス
ク
ベ
ー

ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
、
リ
ス
ク
・
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
必
要
性
が
唱
え
ら
れ
る
。
形
式
的O

ne size fi ts all

で
は
不
可
で
あ
り
、
柔
軟
性
を

持
っ
て
制
度
設
計
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
重
要
性
の
原
則
の
観
点
か
ら
、
低
リ
ス
ク
の
領
域
か
ら
不
正
の
結
果
が
生
じ
た
場
合
も

Ｆ
Ｃ
Ｐ
Ａ
ガ
イ
ド
は
責
任
を
不
問
な
い
し
は
軽
減
す
る
旨
を
述
べ
て
い
る
。
⒠
予
算
と
人
員
を
割
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
（
二
〇
〇
八
年

Ｆ
Ｃ
Ｐ
Ａ
に
対
す
る
支
払
額
八
億
ド
ル
に
及
ん
だS

iem
ens

は
六
〇
〇
人
規
模
で
体
制
整
備
を
図
る
）。
細
か
い
解
釈
論
よ
り
も
、
ト
ッ
プ
の
経
営

姿
勢
が
重
要
で
あ
る
。
社
外
役
員
か
ら
ト
ッ
プ
に
吹
き
込
む
な
ど
し
て
、
経
営
陣
の
意
識
改
革
を
醸
成
す
る
。
そ
の
意
味
で
は
ガ
バ
ナ
ン

ス
の
本
質
を
有
す
る
問
題
と
い
え
る
。
⒡
基
本
施
策
と
し
て
は
、
基
本
ス
タ
ン
ス
の
明
確
化
、
手
続
き
の
明
確
化
（
原
則
と
例
外
、
承
認
手

続
き
の
明
示
）、
記
録
化
の
重
要
性
（
不
正
行
為
の
抑
止
、
摘
発
の
防
御
、
善
管
注
意
義
務
の
証
明
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
独
禁
法
の
事
例
を
想
起
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し
た
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
の
原
則
禁
止
と
全
案
件
の
事
前
承
認
化
が
必
要
と
な
る
。
⒢
内
部
通
報
制
度
の
世
界
標
準
化
の
動
向
へ
の
対
処
な
ら

び
に
実
質
的
に
機
能
す
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
策
定
が
重
要
で
あ
る
。
海
外
グ
ル
ー
プ
企
業
も
対
象
に
内
部
通
報
制
度
の

存
在
と
制
度
の
周
知
、
利
用
可
能
と
な
る
体
制
、
海
外
通
報
案
件
の
調
査
体
制
の
整
備
が
求
め
ら
れ
る
。
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
前
に
従
業
員
に
社
内

通
報
さ
せ
る
べ
く
、
社
内
リ
ニ
エ
ン
シ
ー
制
度
導
入
も
考
え
ら
れ
る
。F

lag

と
し
て
リ
ス
ク
ベ
ー
ス
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
段
階
に

留
ま
る
か
、
進
ん
で
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
段
階
に
達
し
た
案
件
か
、
の
振
り
分
け
に
関
す
る
従
業
員
な
ら
び
に
告
発
を
受
領
す
る
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
部
門
双
方
の
認
識
と
判
断
能
力
の
醸
成
・
研
修
な
ど
が
前
提
と
な
ろ
う
。
ま
た
経
営
ト
ッ
プ
が
、
社
内
リ
ニ
エ
ン
シ
ー
制
度
に

よ
っ
て
自
己
申
告
し
て
き
た
従
業
員
の
過
去
の
責
任
を
不
問
と
す
る
姿
勢
も
必
要
で
あ
る
。
経
営
ト
ッ
プ
の
意
識
改
革
の
問
題
で
も
あ
ろ
う
。

3
．
Ｆ
Ｃ
Ｐ
Ａ
と
Ｕ
Ｋ
Ｂ
Ａ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

米
国
Ｆ
Ｃ
Ｐ
Ａ
と
英
国
賄
賂
防
止
法
（
Ｕ
Ｋ
Ｂ
Ａ
）
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
関
し
て
み
る
と
、
①
Ｆ
Ｃ
Ｐ
Ａ
ガ
イ
ド
で
は
、
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
優
先
の
ト
ッ
プ
・
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
と
方
針
の
文
書
化
、
実
践
手
続
き
の
明
記
、
責
任
者
の
任
命
・
自
立
・
経
営
資
源
提
供
、
リ

ス
ク
ベ
ー
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
、
継
続
的
研
修
、
違
反
行
為
の
制
裁
と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
推
進
行
為
へ
の
人
事
評
価
・
昇
進
・
報
奨
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
、
内
部
通
報
制
度
と
内
部
調
査
の
存
在
が
示
さ
れ
る
。
②
Ｕ
Ｋ
Ｂ
Ａ
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
お
い
て
も
ほ
ぼ
同
様
の
内
容
と
し
て
、

罰
則
・
強
制
力
、
企
業
風
土
の
経
営
ト
ッ
プ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
、
リ
ス
ク
ベ
ー
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
（
定
期
的
、
内
部
・
外
部
リ
ス
ク
評
価
）

と
文
書
化
、
教
育
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
手
続
き
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
レ
ビ
ュ
ー
、
デ
ュ
ー
・
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス
が
記
載
さ
れ
る
。

違
反
行
為
の
制
裁
と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
推
進
行
為
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
示
さ
れ
る
こ
と
が
注
視
さ
れ
よ
う
（
70
）

。

4
．
セ
イ
オ
ン
ペ
イ
、
プ
ロ
ク
シ
・
ア
ク
セ
ス
とR

ed Flag

の
相
関

ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
で
あ
る
セ
イ
オ
ン
ペ
イ
、
プ
ロ
ク
シ
・
ア
ク
セ
ス
とR

ed F
lag

の
相
関
も
注
視
さ
れ
よ
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う
。
従
来
は
株
主
よ
り
取
締
役
の
方
が
裁
判
に
お
い
て
は
経
営
判
断
原
則
適
用
な
ど
に
よ
り
有
利
で
、D

ow
 C
hem
ical

事
件
、

B
earsterns

事
件
で
株
主
の
主
張
で
あ
るR

ed F
lag

は
影
響
力
を
及
ぼ
さ
な
か
っ
た
。
経
営
判
断
に
お
い
て
取
締
役
会
が
圧
倒
的
に
優

利
な
立
場
に
あ
り
、
株
主
の
主
張
す
るR

ed F
lag

や
過
失
責
任
の
要
求
、
損
害
賠
償
請
求
は
認
め
ら
れ
に
く
い
状
況
が
続
い
て
き
た
。

ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
成
立
に
よ
り
そ
の
溝
が
狭
ま
っ
て
い
く
傾
向
が
あ
る
。
⒜
株
主
の
地
位
が
上
が
りR

ed F
lag

の
主
張
が
通
る
よ

う
に
な
る
と
取
締
役
は
経
営
判
断
の
責
任
を
問
わ
れ
、
解
任
さ
れ
て
新
取
締
役
を
プ
ロ
ク
シ
・
ア
ク
セ
ス
に
よ
り
選
任
す
る
過
程
に
お
い

て
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
。
セ
イ
オ
ン
ペ
イ
に
よ
り
選
任
さ
れ
た
取
締
役
の
報
酬
を
株
主
が
決
定
す
る
こ
と
が
自
然
な
流
れ
と
し
て

考
え
ら
れ
る
。
取
締
役
に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
か
け
、
不
祥
事
の
発
生
後
に
事
後
的
に
経
営
判
断
原
則
適
用
で
取
締
役
責
任
を
免
責
す
る
よ

り
も
、
事
前
防
止
の
点
で
慎
重
な
経
営
判
断
を
間
接
的
に
促
す
シ
ス
テ
ム
と
把
握
で
き
る
。
短
期
的
に
は
、
い
か
に
し
てR

ed F
lag

の

精
神
を
Ｅ
Ｒ
Ｍ
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
織
り
込
み
つ
つ
、
内
部
告
発
奨
励
を
維
持
す
る
と
い
う
好
循
環
体
制
の
構
築
が
経
営
課
題
と
な
ろ
う
。

上
か
ら
の
内
部
統
制
と
し
て
研
修
な
ど
にR

ed F
lag

の
過
去
の
告
発
事
案
を
活
用
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
ジ
レ
ン
マ
は
残
ら
ざ
る
を
得
な

い
が
、
そ
も
そ
も
告
発
対
象
と
な
る
よ
う
な
不
正
が
長
期
的
に
み
て
徐
々
に
時
間
を
か
け
て
社
内
に
発
生
し
な
く
な
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
と
も
い
え
、
こ
の
場
合
に
は
金
融
危
機
発
生
の
事
前
防
止
と
い
う
同
法
の
趣
旨
は
究
極
的
に
は
達
成
さ
れ
て
い
る
証
左
と
も
み
る
こ
と

が
で
き
よ
う
か
。
そ
の
過
程
で
は
ジ
レ
ン
マ
と
苦
闘
を
続
け
る
こ
と
こ
そ
、
経
営
ト
ッ
プ
に
求
め
ら
れ
た
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
精
神
で
あ
ろ
う
。

⒝
内
部
告
発
し
た
従
業
員
の
保
護
措
置
と
主
に
、
報
酬
・
昇
進
制
度
の
中
にR

ed F
lag

あ
る
い
は
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
反
映
さ
せ
る
こ
と
、
な
ら
び
に
社
内
リ
ニ
エ
ン
シ
ー
制
度
に
よ
り
最
初
の
告
発
に
社
内
的
な
減
免
措
置
を
施
す
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

逆
にR
ed F

lag

規
準
に
よ
り
内
部
告
発
す
べ
き
義
務
を
怠
っ
た
従
業
員
に
対
し
て
は
、
厳
罰
措
置
を
課
す
こ
と
が
併
せ
て
必
要
で
あ
ろ

う
。
長
期
的
視
点
か
ら
業
績
評
価
等
を
図
り
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
重
視
の
日
本
的
経
営
の
見
直
し
、
再
評
価
に
も
繋
が
ろ
う
。
短
期
的



九
〇

に
は
同
法
九
二
二
条
の
内
部
告
発
に
よ
り
、
中
長
期
的
に
は
、
限
定
局
面
に
せ
よ
、R
ed F

lag

を
取
り
入
れ
た
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ベ
ー
ス
と
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
報
酬
・
昇
進
・
懲
罰
体
系
構
築
、
従
業
員
研
修
等
に
よ
っ
て
、
不
正
防
止
さ
ら
に
は
危

機
管
理
を
図
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
セ
イ
オ
ン
ペ
イ
自
体
は
取
締
役
の
報
酬
の
事
後
評
価
を
図
る
も
の
で
あ
る
が
、
事
前
防
止
の
側
面
も
内

包
し
て
い
よ
う
（
71
）

。
そ
の
意
味
で
はR

ed F
lag

と
も
接
点
が
あ
る
。

四
．
域
外
適
用
に
関
す
る
恣
意
性
と
グ
ロ
ー
バ
ル
内
部
統
制
│
効
果
理
論
の
ズ
レ
と
共
謀
罪
適
用
│

1
．
域
外
適
用
に
関
す
る
恣
意
性
の
顕
現
化

関
連
し
て
、
③
の
域
外
適
用
の
問
題
点
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
捜
査
当
局
は
我
が
国
に
な
い
共
謀
罪
（C

onspiracy

）
を
駆
使
し
、

そ
の
上
で
米
国
内
の
コ
レ
ス
ポ
ン
デ
ン
ト
銀
行
経
由
（
二
〇
一
一
年
和
解
案
件
）、
あ
る
い
は
オ
ラ
ン
ダ
銀
行
経
由
（
二
〇
一
二
年
和
解
案
件
）

の
送
金
に
つ
い
て
教
唆
・
幇
助
罪
と
す
る
。
実
質
的
に
は
域
外
適
用
と
い
え
る
実
態
を
呈
す
る
が
、
前
者
で
は
米
国
内
の
送
金
経
由
を
問

題
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
厳
密
に
は
属
地
主
義
に
よ
る
域
内
適
用
で
あ
ろ
う
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
（
米
国
の
サ
ー
バ
ー
経
由
）
の
送
付
を

問
題
と
す
る
場
合
も
同
様
で
あ
る
。
後
者
で
は
外
国
銀
行
で
あ
る
が
、
米
国
社
と
の
共
謀
罪
を
ベ
ー
ス
と
し
て
い
る
。
共
謀
罪
を
安
易
に

活
用
し
て
い
な
い
か
、
域
内
適
用
の
問
題
と
し
て
処
理
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
の
か
、
な
ど
議
論
の
余
地
が
残
る
。
し
か
も
最
終
的
に
は
、

司
法
取
引
に
持
ち
込
む
手
法
を
採
っ
て
い
る
。

独
禁
法
の
域
外
適
用
に
お
い
て
国
益
重
視
に
よ
る
摘
発
に
か
か
る
恣
意
性
の
顕
現
、
裁
判
所
の
謙
抑
性
が
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
も
あ

る
。
企
業
側
の
予
測
可
能
性
の
確
保
、
域
外
適
用
ル
ー
ル
の
統
一
的
理
解
の
必
要
性
が
唱
え
ら
れ
る
所
以
で
あ
る
。
域
外
適
用
の
先
駆
的

検
討
が
さ
れ
る
独
禁
法
分
野
で
は
、
属
地
主
義
を
超
え
て
、
効
果
主
義
に
よ
る
恣
意
性
が
問
題
と
な
る
。
米
国
証
券
法
一
〇
│
ｂ
五
？
関

連
の
訴
訟
に
お
い
て
は
、
主
観
的
属
地
主
義
（
行
為
理
論
）
と
客
観
的
属
地
主
義
（
効
果
理
論
）
と
し
て
議
論
さ
れ
て
き
た
。



米
国
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
を
中
心
と
す
る
国
際
金
融
法
制
の
展
開
と
影
響
に
関
わ
る
考
察
（
藤
川
）

九
一

私
見
で
あ
る
が
、
同
じ
く
効
果
主
義
あ
る
い
は
効
果
理
論
と
い
っ
て
も
、
両
法
域
に
お
い
て
は
ズ
レ
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
域

外
適
用
に
関
す
る
米
国
リ
ス
テ
イ
メ
ン
ト
を
み
て
も
、
独
禁
法
で
は
効
果
主
義
が
全
世
界
の
共
通
の
理
解
と
さ
れ
、
そ
の
行
き
す
ぎ
た
効

果
主
義
の
抑
制
と
し
て
国
際
礼
譲
主
義
（com

ity

）
が
記
載
さ
れ
る
が
、
証
券
法
に
つ
い
て
は
行
為
・
効
果
主
義
の
是
正
を
指
摘
す
る
に

留
ま
る
。
即
ち
、
独
禁
法
に
関
す
る
注
釈
法
典
で
あ
る
米
国
対
外
関
係
法
第
三
リ
ス
テ
イ
メ
ン
ト
（restatem

ent

）
§
四
〇
二
│

§
四
〇
三
で
は
他
国
の
利
益
の
た
め
の
譲
歩
の
考
え
方
を
掲
げ
る
が
、
証
券
法
適
用
に
こ
れ
を
応
用
し
た
§
四
一
六
で
は
密
接
関
連
行

為
プ
ラ
ス
実
質
的
効
果
と
い
う
行
為
効
果
基
準
に
沿
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
の
統
一
的
な
理
解
と
し
て
は
、
独
禁
法
は
純
粋

な
効
果
主
義
に
依
拠
し
、
行
き
過
ぎ
た
部
分
の
修
正
が
求
め
ら
れ
る
が
、
証
券
法
で
は
あ
く
ま
で
も
客
観
的
属
地
主
義
と
し
て
属
地
主
義

の
範
囲
を
出
な
い
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
な
ど
金
融
法
は
市
場
の
関
連
が
強
く
、
証

券
法
と
共
通
性
が
あ
る
。
し
か
し
、
Ｆ
Ｃ
Ｐ
Ａ
な
ど
は
刑
法
領
域
の
規
定
で
あ
り
、
例
え
ば
Ｓ
Ｐ
Ｃ
を
迂
回
し
た
送
金
な
ど
は
金
融
法
で

は
規
制
は
緩
く
、
オ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
活
用
し
て
隠
蔽
し
た
こ
と
が
リ
ー
マ
ン
危
機
勃
発
の
一
因
と
も
な
っ
て
い
る
が
、
刑
法
領
域
で
は
複

雑
な
迂
回
経
路
の
設
定
自
体
が
主
観
的
な
意
図
・
目
的
と
し
て
み
な
さ
れ
、
不
利
益
に
扱
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
Ｆ
Ｃ
Ｐ
Ａ
の
域
外
適
用
は
、

独
禁
法
の
効
果
主
義
、
証
券
法
・
金
融
法
の
客
観
的
属
地
主
義
よ
り
も
さ
ら
に
戻
っ
て
、
主
観
的
属
地
主
義
と
し
て
域
外
適
用
を
検
討
す

る
こ
と
が
基
本
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
域
外
適
用
を
か
け
る
場
合
の
ハ
ー
ド
ル
は
高
い
こ
と
と
な
り
、
だ
か
ら
こ
そ
、
捜
査
当
局

は
共
謀
罪
を
駆
使
し
、
ま
た
執
拗
に
長
期
間
を
か
け
て
最
終
的
に
は
訴
追
延
期
と
い
う
司
法
取
引
に
誘
導
す
る
動
機
の
一
つ
と
も
な
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
事
件
で
も
、
そ
も
そ
も
の
摘
発
の
理
由
を
共
謀
罪
と
し
た
こ
と
へ
の
疑
問
が
出
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
述
べ
た
。
さ
ら
に
、
裁
判
所
の
判
断
が
出
さ
れ
た
事
案
と
し
て
、
マ
リ
ン
ホ
ー
ス
事
件
で
は
、
賄
賂
供
与
手
続
を
実
際
に
進
め
た
の
は

米
国
子
会
社
で
あ
る
が
、
日
本
国
民
、
居
住
・
勤
務
の
本
社
海
外
部
部
長
が
賄
賂
供
与
の
交
渉
、
承
認
を
行
っ
た
と
し
て
、
共
謀
罪
の
邦



九
二

人
初
の
Ｆ
Ｃ
Ｐ
Ａ
違
反
の
実
刑
た
る
刑
事
責
任
（
二
年
間
拘
禁
刑
）
を
問
わ
れ
た
。
海
外
腐
敗
行
為
防
止
シ
ス
テ
ム
整
備
・
無
策
は
善
管

注
意
義
務
違
反
の
根
拠
と
な
る
こ
と
へ
の
大
き
な
警
鐘
と
な
っ
た
事
件
で
あ
り
、
一
体
的
理
解
が
検
討
さ
れ
よ
う
。
当
該
事
件
は
そ
も
そ

も
共
謀
罪
に
よ
り
大
き
な
網
を
か
ぶ
せ
た
も
の
で
あ
る
が
、
域
外
・
域
内
適
用
の
議
論
を
前
提
に
理
論
構
成
を
し
た
場
合
に
つ
い
て
、
今

後
根
本
的
考
察
を
深
め
る
必
要
性
も
あ
ろ
う
。

か
か
る
摘
発
の
先
行
事
例
の
存
在
・
蓄
積
も
進
み
、
企
業
に
求
め
ら
れ
る
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
整
備
義
務
の
一
般
水
準
と
し
て
は
上
昇

し
て
き
つ
つ
あ
る
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
米
国
捜
査
当
局
は
、
単
な
る
企
業
倫
理
で
は
な
く
、
競
争
政
策
と
し
て
こ
の
よ
う
に
域
外
適

用
を
強
め
て
お
り
、
そ
の
事
前
予
防
、
さ
ら
に
は
事
後
的
抗
弁
と
し
て
も
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
の
整
備
が

急
務
と
な
っ
て
い
る
。
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
に
お
け
る
意
図
さ
れ
な
い
潜
在
的
な
帰
結
と
も
い
え
る
内
部
告
発
と
の
ジ
レ
ン
マ
の
新
し

い
顕
在
化
を
克
服
し
、
実
効
性
の
あ
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
体
制
を
整
え
、
こ
れ
を
む
し
ろ
経
営
陣
の
自
立
的
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
へ
の

意
識
改
革
の
好
機
と
し
て
、
経
営
陣
の
自
発
的
対
応
を
呼
び
起
こ
し
、
組
織
体
制
の
整
備
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
つ
と
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

2
．
経
営
ト
ッ
プ
主
導
の
グ
ロ
ー
バ
ル
内
部
統
制

各
国
汚
職
行
為
防
止
法
は
強
制
力
の
意
味
合
い
か
ら
も
域
外
適
用
を
強
め
つ
つ
あ
り
、
海
外
進
出
国
に
お
け
る
不
正
防
止
法
制
に
精
通

し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
内
部
統
制
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
。
同
法
は
内
部
告
発
を
金
融
危
機
の
事
前
防
止
の
手
法
と
し
て
位
置
付
け
、
国
内
法

な
が
ら
ボ
ル
カ
ー
・
ル
ー
ル
な
ど
域
外
適
用
の
性
格
を
持
ち
、
法
規
範
性
の
点
で
も
我
が
国
も
影
響
を
受
け
ざ
る
を
得
な
い
。
国
際
的
企

業
に
お
い
て
、R

ed F
lag

機
能
を
再
評
価
し
て
自
社
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取
り
込
み
、
実
効
性
を
備
え
た
内
部
統

制
を
利
か
せ
る
こ
と
で
域
外
適
用
に
対
す
る
事
前
の
予
防
、
事
後
の
抗
弁
と
も
な
ろ
う
。
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
に
よ
り
ガ
バ
ナ
ン
ス
改

革
が
企
図
さ
れ
た
が
、C

itiG
roup

判
決
な
ど
経
営
判
断
原
則
適
用
に
よ
る
経
営
者
に
有
利
な
逆
行
す
る
司
法
判
断
が
下
さ
れ
、
揺
り
戻



米
国
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
を
中
心
と
す
る
国
際
金
融
法
制
の
展
開
と
影
響
に
関
わ
る
考
察
（
藤
川
）

九
三

し
が
生
じ
て
き
た
一
方
で
、
近
時
のS

outhern P
eru

判
決
（
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
衡
平
法
裁
判
所
二
〇
一
一
年
一
〇
月
一
四
日
（
72
）

）、
格
付
け
機
関
が

敗
訴
し
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
裁
判
決
（
二
〇
一
二
年
（
73
）

）、
機
関
投
資
家
の
取
締
役
会
へ
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
強
め
る
英
国
ス
チ
ュ

ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
改
訂
（
二
〇
一
二
年
九
月
）
な
ど
の
直
近
の
動
向
を
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
再
び
企
業
経
営
に
関
す
る
司
法
判
断

は
株
主
価
値
か
ら
、
長
期
的
観
点
に
立
っ
て
真
の
企
業
価
値
向
上
を
念
頭
に
置
い
た
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
へ
と
舵
を
切
り
つ
つ
あ
る
感
も
あ

る
。
事
案
の
内
容
に
も
拠
ろ
う
が
、
硬
軟
の
交
錯
し
た
神
経
質
な
局
面
と
い
え
、
今
後
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
関
連
動
向
は
極
め
て
注
視
さ
れ
よ

う
。五

． 

会
社
法
改
正
法
案
と
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
│
独
任
制
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
な
ら
び
に
独
立
性
と
専
門
性
な

ど
の
相
克
の
克
服
に
向
け
て
│

1
．
会
社
法
改
正
法
案

二
〇
一
三
年
一
一
月
二
九
日
会
社
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
会
社
法
改
正
法
案
）
お
よ
び
会
社
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施

行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
案
（
整
備
法
案
）
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
第
一
八
五
回
国
会
（
臨
時
会
）
に
提
出
さ
れ
た
（
閣

法
第
二
二
号
お
よ
び
第
二
三
号
）。
会
社
法
改
正
法
案
は
、
会
社
法
制
の
見
直
し
に
関
す
る
要
綱
（
二
〇
一
二
年
九
月
七
日
法
制
審
議
会
第
一
六
七

回
会
議
に
お
い
て
採
択
）
に
基
づ
き
立
案
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
企
業
統
治
に
つ
い
て
本
稿
と
関
連
の
あ
る
部
分
を
中
心

に
会
社
法
改
正
法
案
の
概
略
を
述
べ
て
い
き
た
い
（
74
）

。

会
社
法
改
正
法
案
の
概
要
は
、
一
．
企
業
統
治
の
あ
り
方
、
二
．
親
子
会
社
に
関
す
る
規
律
の
整
備
、
三
．
そ
の
他
に
分
か
れ
、
一
．

企
業
統
治
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
1
．
取
締
役
会
の
監
督
機
能
、
2
．
会
計
監
査
人
の
選
解
任
等
に
関
す
る
議
案
の
内
容
の
決
定
、

3
．
資
金
調
達
に
関
す
る
規
律
を
内
容
と
す
る
。
二
．
親
子
会
社
に
関
す
る
規
律
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
1
．
親
会
社
株
主
の
保
護
等
、
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2
．
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
ア
ウ
ト
、
3
．
組
織
再
編
に
お
け
る
株
式
買
取
請
求
等
、
4
．
組
織
再
編
の
差
止
請
求
、
5
．
会
社
分
割
等
に
お
け

る
債
権
者
の
保
護
が
掲
げ
ら
れ
る
。
一
．
企
業
統
治
の
あ
り
方
で
は
、
1
．
取
締
役
会
の
監
督
機
能
に
つ
い
て
、
⑴
監
査
等
委
員
会
設
置

会
社
制
度
、
⑵
社
外
取
締
役
を
置
い
て
い
な
い
場
合
の
理
由
の
開
示
、
⑶
社
外
取
締
役
お
よ
び
社
外
監
査
役
の
要
件
（
①
社
外
取
締
役
等
の

要
件
に
お
け
る
親
会
社
等
の
関
係
者
等
の
取
扱
い
、
②
社
外
取
締
役
等
の
要
件
に
係
る
対
象
期
間
の
限
定
）、
⑷
取
締
役
お
よ
び
監
査
役
の
責
任
の
一

部
免
除
が
定
め
ら
れ
る
。

2
．
会
社
法
改
正
法
案
に
お
け
る
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革

監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
制
度
で
は
、
取
締
役
会
お
よ
び
会
計
監
査
人
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
監
査
役
を
置
い
て
は
な
ら
な
い

（
三
二
七
条
一
項
三
号
・
四
項
・
五
項
）。
監
査
等
委
員
で
あ
る
取
締
役
は
、
そ
れ
以
外
の
取
締
役
と
は
区
別
し
て
株
主
総
会
決
議
に
よ
っ
て

選
任
さ
れ
（
三
二
九
条
二
項
）、
報
酬
等
も
そ
れ
以
外
の
取
締
役
の
報
酬
等
と
は
区
別
し
て
定
款
ま
た
は
株
主
総
会
決
議
に
よ
っ
て
定
め
る

（
三
六
一
条
二
項
）。
監
査
等
委
員
で
あ
る
取
締
役
の
任
期
は
二
年
と
さ
れ
、
監
査
等
委
員
以
外
の
取
締
役
の
任
期
は
一
年
と
さ
れ
る

（
三
三
二
条
三
項
・
四
項
）。
監
査
等
委
員
会
は
、
監
査
等
委
員
三
人
以
上
で
組
織
さ
れ
、
監
査
等
委
員
は
取
締
役
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
過

半
数
は
社
外
取
締
役
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
三
三
一
条
六
項
、
三
九
九
条
の
二
第
二
項
）。

監
査
等
委
員
会
お
よ
び
各
監
査
等
委
員
は
、
旧
委
員
会
設
置
会
社
の
監
査
委
員
会
お
よ
び
各
監
査
委
員
が
有
す
る
権
限
と
同
様
の
権
限

を
有
す
る
（
三
九
九
条
の
三
│
三
九
九
条
の
七
）。
監
査
等
委
員
会
が
選
定
す
る
監
査
等
委
員
は
、
株
主
総
会
に
お
い
て
監
査
等
委
員
で
あ
る

取
締
役
以
外
の
取
締
役
の
選
解
任
等
お
よ
び
報
酬
等
に
つ
い
て
監
査
等
委
員
会
の
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
（
三
四
二
条
の
二
第
四
項
、

三
六
一
条
六
項
、
三
九
九
条
の
二
第
三
項
三
号
）。
取
締
役
（
監
査
等
委
員
で
あ
る
取
締
役
を
除
く
）
と
の
利
益
相
反
取
引
に
つ
い
て
監
査
等
委
員

会
の
承
認
を
受
け
た
場
合
、
取
締
役
の
任
務
懈
怠
の
推
定
規
定
（
四
二
三
条
三
項
）
を
適
用
し
な
い
（
同
条
四
項
）。
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監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
の
取
締
役
会
は
、
原
則
と
し
て
重
要
な
業
務
執
行
の
決
定
を
取
締
役
に
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
が

（
三
九
九
条
の
一
三
第
四
項
）、
取
締
役
の
過
半
数
が
社
外
取
締
役
で
あ
る
場
合
ま
た
は
取
締
役
会
決
議
に
よ
り
重
要
な
業
務
執
行
の
決
定
の

全
部
も
し
く
は
一
部
を
取
締
役
に
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を
定
款
で
定
め
た
場
合
、
取
締
役
会
は
決
議
に
よ
っ
て
重
要
な
業
務
執
行

（
旧
委
員
会
設
置
会
社
に
お
い
て
執
行
役
に
決
定
の
委
任
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
事
項
と
同
様
の
事
項
を
除
く
）
の
決
定
を
取
締

役
に
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
同
条
五
項
・
六
項
）。
現
行
会
社
法
に
お
け
る
委
員
会
設
置
会
社
」
に
つ
い
て
、
名
称
を
指
名
委
員
会
等

設
置
会
社
」
と
し
、
指
名
委
員
会
、
監
査
委
員
会
お
よ
び
報
酬
委
員
会
の
総
称
を
指
名
委
員
会
等
と
す
る
（
二
条
一
二
号
等
）。

こ
の
他
、
企
業
統
治
関
連
で
は
社
外
取
締
役
を
置
い
て
い
な
い
場
合
の
理
由
の
開
示
（
三
二
七
条
の
二
）、
社
外
取
締
役
お
よ
び
社
外
監

査
役
の
要
件
（
社
外
取
締
役
等
の
要
件
に
お
け
る
親
会
社
等
の
関
係
者
等
の
取
扱
い
、
社
外
取
締
役
等
の
要
件
に
係
る
対
象
期
間
の
限
定
）、
取
締
役

お
よ
び
監
査
役
の
責
任
の
一
部
免
除
（
四
二
七
条
一
項
）
な
ど
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
社
外
取
締
役
の
義
務
付
け
は
見
送
ら
れ
た

が
、
附
則
二
五
条
に
お
い
て
、
施
行
後
二
年
経
過
時
点
で
企
業
統
治
に
関
わ
る
制
度
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
社
外
取
締
役
の

義
務
付
け
の
再
検
討
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
異
例
の
短
時
間
で
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

3
． 

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
と
独
任
制
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
な
ど
│
独
立
性
と
専
門
性
な
ど
の
相
克
の
克
服
に
向

け
て
│

独
任
制
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
観
点
か
ら
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
の
規
定
を
み
て
い
き
た
い
。
か
ね
て
よ
り
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ

の
独
走
防
止
の
観
点
か
ら
監
査
役
に
Ｃ
Ｅ
Ｏ
解
任
権
を
付
与
す
る
べ
き
と
の
議
論
が
あ
る
が
（
75
）

、
監
査
等
委
員
会
の
職
務
と
し
て
、
監
査
等

委
員
で
あ
る
取
締
役
以
外
の
取
締
役
の
選
任
等
お
よ
び
報
酬
等
に
関
す
る
株
主
総
会
の
意
見
陳
述
に
係
る
意
見
の
決
定
を
定
め
る
。
要
綱

（
第
一
部
第
一
1
⑷
⑦
⑧
）
か
ら
の
変
更
点
で
あ
る
（
三
九
九
条
の
二
第
三
項
三
号
）。
解
任
権
付
与
で
は
な
い
も
の
の
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ
へ
の
牽
制
と
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し
て
機
能
し
よ
う
。
独
任
制
と
し
て
の
意
見
表
明
で
は
な
く
、
委
員
会
と
し
て
行
動
す
る
こ
と
が
明
確
に
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

三
六
一
条
五
項
は
、
監
査
等
委
員
以
外
の
取
締
役
の
報
酬
等
に
つ
い
て
株
主
総
会
に
お
け
る
意
見
陳
述
権
を
定
め
る
。
旧
委
員
会
設
置

会
社
に
お
け
る
指
名
・
報
酬
委
員
会
に
準
じ
る
機
能
を
維
持
し
た
も
の
で
、
委
員
会
設
置
会
社
で
な
く
と
も
第
三
類
型
と
し
て
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
型
モ
デ
ル
を
指
向
す
る
も
の
と
い
え
る
。

三
九
九
条
の
五
で
は
株
主
総
会
に
対
す
る
報
告
義
務
を
定
め
、
監
査
役
に
関
す
る
三
八
四
条
を
準
用
す
る
。
こ
ち
ら
は
個
別
に
委
員
が

行
う
独
任
制
で
あ
り
、
監
査
役
に
従
っ
た
規
定
で
あ
る
が
、
独
立
性
が
十
分
で
な
い
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
書
類
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
が
働

か
な
い
こ
と
に
備
え
て
直
接
報
告
義
務
を
定
め
て
い
る
。
監
査
等
委
員
に
関
し
て
は
、
監
査
役
に
準
じ
た
独
任
制
と
委
員
会
と
し
て
の
性

格
が
併
存
す
る
こ
と
に
な
る
。

三
九
九
条
の
一
三
第
一
項
第
二
項
は
取
締
役
会
の
権
限
の
原
則
規
定
（
四
一
六
Ⅰ
Ⅱ
）
で
あ
り
、
同
条
三
項
は
代
表
取
締
役
の
選
定

（
三
六
二
Ⅲ
・
四
二
〇
Ⅰ
）、
同
条
四
項
は
取
締
役
会
権
限
の
委
任
可
能
な
範
囲
（
三
六
二
Ⅳ
）
を
定
め
る
。
取
締
役
の
権
限
は
旧
委
員
会
設

置
会
社
と
同
様
と
な
る
。
但
し
、
同
条
五
項
六
項
で
は
、
取
締
役
の
過
半
数
が
社
外
取
締
役
で
あ
る
場
合
お
よ
び
定
款
の
定
め
に
基
づ
き
、

四
一
六
条
四
項
と
同
様
の
権
限
を
取
締
役
に
委
任
で
き
る
。
代
表
取
締
役
へ
の
権
限
委
譲
を
広
く
認
め
る
と
き
は
四
一
六
条
四
項
と
同
様

と
し
、
委
員
会
設
置
会
社
の
形
態
こ
そ
取
ら
な
い
が
、
旧
委
員
会
設
置
会
社
の
執
行
役
へ
の
権
限
委
譲
範
囲
と
代
表
取
締
役
へ
の
委
譲
の

範
囲
が
同
じ
場
合
、
取
締
役
会
と
し
て
は
戦
略
、
役
員
の
解
任
・
選
任
に
専
念
す
る
こ
と
に
な
る
。
監
査
等
委
員
会
を
指
名
委
員
会
等
と

同
視
し
た
規
定
と
も
い
え
る
。
監
査
等
委
員
会
に
お
け
る
意
見
陳
述
権
の
存
在
、
監
査
等
委
員
以
外
の
取
締
役
は
一
年
と
短
い
こ
と
を

も
っ
て
、
公
正
な
機
能
の
発
揮
が
担
保
さ
れ
よ
う
。

私
見
で
あ
る
が
、
社
外
取
締
役
は
日
常
業
務
を
必
ず
し
も
熟
知
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
独
立
性
を
高
め
ん
と
す
れ
ば
個
別
業
界
の
専
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門
性
に
精
通
し
て
経
営
判
断
を
下
し
に
く
く
な
る
な
ど
、
独
立
性
と
多
様
性
な
ら
び
に
業
務
の
専
門
性
な
ど
の
面
で
種
々
の
相
克
・
ジ
レ

ン
マ
が
生
じ
う
る
こ
と
が
問
題
と
な
り
得
る
が
（
76
）

、
上
記
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
主
体
に
社
外
取
締
役
を
活
用
し
、
監
督
機
能
に
特
化
さ
せ

た
米
国
型
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
型
モ
デ
ル
を
採
用
す
る
場
合
は
、
一
定
の
機
能
の
調
和
は
図
り
得
る
こ
と
に
な
る
。
社
外
取
締
役
で
あ
っ
て
も

経
営
の
妥
当
性
の
判
断
は
と
も
か
く
、
違
法
性
の
指
摘
は
比
較
的
容
易
で
あ
ろ
う
。
ま
た
監
査
役
会
設
置
会
社
の
場
合
は
、
取
締
役
会
自

体
が
具
体
的
経
営
判
断
も
行
う
た
め
、
社
外
取
締
役
を
導
入
し
て
も
こ
う
し
た
機
能
設
計
に
は
限
度
が
あ
る
が
、
今
般
の
監
査
等
委
員
会

設
置
会
社
で
あ
れ
ば
、
社
外
・
社
内
の
二
分
で
な
く
、
社
内
取
締
役
と
も
協
働
し
て
非
執
行
業
務
取
締
役
を
構
成
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、

業
務
に
も
精
通
し
、
違
法
性
・
妥
当
性
の
監
査
を
併
せ
持
っ
た
実
効
的
な
業
務
監
査
が
期
待
で
き
よ
う
。
旧
委
員
会
設
置
会
社
で
は
な
い

も
の
の
、
む
し
ろ
最
低
限
二
名
の
社
外
取
締
役
を
各
委
員
に
兼
任
さ
せ
れ
ば
済
む
よ
う
な
委
員
会
設
置
会
社
を
中
途
半
端
に
形
式
の
み
導

入
し
、
不
徹
底
の
改
革
を
進
め
る
よ
り
も
、
は
る
か
に
米
国
の
本
来
の
独
立
性
・
監
督
機
能
を
追
求
し
た
新
た
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
型
モ
デ

ル
の
理
想
型
と
な
り
得
る
と
い
え
よ
う
か
。
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
が
、
社
外
取
締
役
導
入
を
進
め
ん
が
た
め
の
妥
協
案
と
し
て
の
導

入
で
な
く
、
む
し
ろ
積
極
的
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
機
能
を
追
求
し
た
実
効
的
設
計
が
可
能
と
な
ろ
う
。
独
立
性
と
専
門
性
な
ど
の
相
克
も
克

服
で
き
、
取
締
役
会
と
い
うone board

の
中
で
、
社
外
・
社
内
の
二
分
で
な
く
、
業
務
執
行
取
締
役
と
非
業
務
執
行
取
締
役
に
二
分
し

て
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
利
か
せ
る
英
国
型
モ
デ
ル
の
主
旨
を
取
り
入
れ
て
い
く
構
造
と
な
り
得
よ
う
。

六
． 

今
後
の
展
望
│
ボ
ル
カ
ー
・
ル
ー
ル
最
終
案
に
お
け
る
新
た
な
ジ
レ
ン
マ
と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
域
外
適
用
、

ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
と
ソ
フ
ト
ロ
ー
な
ど
│

1
．
ボ
ル
カ
ー
・
ル
ー
ル
最
終
案
の
新
た
な
ジ
レ
ン
マ
な
ら
び
に
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
域
外
適
用

米
国
金
融
改
革
法
を
中
心
に
、
国
際
的
展
開
を
図
る
企
業
に
お
い
て
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
、
域
外
適
用
な
ら
び
に
こ
れ
ら
の
接
点
に
関
わ
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る
喫
緊
の
重
大
課
題
に
絞
っ
て
考
察
を
行
っ
た
。
直
近
の
動
向
を
み
れ
ば
、
米
国
金
融
改
革
規
制
強
化
の
柱
と
も
い
え
る
ボ
ル
カ
ー
・

ル
ー
ル
に
関
し
て
、
米
国
金
融
当
局
（
Ｆ
Ｒ
Ｂ
、
商
品
先
物
取
引
委
員
会
、
連
邦
預
金
保
険
機
構
、
通
貨
監
督
庁
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
）
は
二
〇
一
三
年

一
二
月
一
〇
日
最
終
規
則
案
を
公
表
し
た
（
77
）

。
基
本
理
念
と
し
て
は
、
金
融
シ
ス
テ
ム
の
安
定
確
保
、
信
用
秩
序
維
持
な
ら
び
に
破
綻
防
止

等
を
主
目
的
と
す
る
金
融
機
関
の
プ
ル
ー
デ
ン
ス
規
制(prudential policy)

と
し
て
、
金
融
機
関
の
行
き
過
ぎ
た
リ
ス
ク
テ
イ
ク
を
抑

え
、
本
業
に
回
帰
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
。
各
金
融
機
関
に
お
け
る
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
と
表
裏
一
体
と
な
っ
て
、
改
革
が

進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

⑴
最
終
案
の
概
要
と
問
題
点
│
域
外
適
用
、
経
営
陣
の
規
制
遵
守
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
│

銀
行
規
制
で
あ
る
ボ
ル
カ
ー
・
ル
ー
ル
（
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
六
一
九
条
）
は
、
二
〇
一
〇
年
成
立
の
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
金
融
改
革
法

に
含
ま
れ
、
銀
行
に
対
し
自
己
勘
定
取
引
を
制
限
、
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
、
フ
ァ
ン
ド
、
商
品
先
物
取
引
も
規
制
し
て
、
銀
行
に
お
け
る
銀
行

勘
定
を
金
融
市
場
の
価
格
変
動
リ
ス
ク
に
晒
さ
な
い
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
二
〇
一
三
年
一
二
月
を
期
限
と
し
て
最
終
案
を
策
定
す
る
こ

と
と
な
っ
て
い
た
。
公
表
さ
れ
た
最
終
規
則
案
は
、
全
体
で
九
五
〇
ペ
ー
ジ
程
度
の
膨
大
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
グ
ラ
ス
・
ス
テ
ィ
ー

ガ
ル
法
と
目
的
を
同
じ
く
す
る
が
、
金
融
ビ
ジ
ネ
ス
の
現
実
と
妥
協
し
、
厳
格
な
銀
証
分
離
は
求
め
ず
に
ル
ー
ル
作
り
を
行
お
う
と
し
て

い
る
。
ボ
ル
カ
ー
・
ル
ー
ル
は
二
〇
一
四
年
四
月
一
日
施
行
の
予
定
で
あ
る
が
、
Ｆ
Ｒ
Ｂ
は
適
合
期
間
を
二
〇
一
五
年
七
月
二
一
日
に
延

長
し
、
銀
行
等
が
ル
ー
ル
対
応
の
対
策
を
行
う
時
間
的
な
余
裕
は
残
さ
れ
る
。
ボ
ル
カ
ー
・
ル
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
規
制
ル
ー
ル
に
お
け

る
言
葉
遣
い
の
違
い
に
よ
り
細
則
、
規
制
適
用
の
実
務
に
相
違
が
出
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
慎
重
な
検
討
が
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

最
終
案
で
は
、
一
般
的
に
銀
行
業
を
行
う
主
体
に
以
下
の
こ
と
を
禁
ず
る
。
①
短
期
的
な
自
己
勘
定
に
よ
る
証
券
、
派
生
商
品
、
商
品

先
物
お
よ
び
こ
れ
ら
の
オ
プ
シ
ョ
ン
の
取
引
。
②
カ
バ
ー
・
フ
ァ
ン
ド
と
し
て
、
ヘ
ッ
ジ
・
フ
ァ
ン
ド
ま
た
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
エ
ク
イ



米
国
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
を
中
心
と
す
る
国
際
金
融
法
制
の
展
開
と
影
響
に
関
わ
る
考
察
（
藤
川
）

九
九

テ
ィ
・
フ
ァ
ン
ド
（
Ｐ
Ｅ
フ
ァ
ン
ド
）
を
所
有
し
た
り
、
ス
ポ
ン
サ
ー
と
な
る
な
ど
、
何
ら
か
の
関
係
を
持
つ
こ
と
。
①
に
関
し
て
、
引

き
受
け
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
メ
ー
ク
、
リ
ス
ク
低
減
の
た
め
の
ヘ
ッ
ジ
、
米
国
債
お
よ
び
一
定
の
条
件
の
も
と
で
の
外
国
国
債
等
、
外
国
銀

行
に
よ
る
取
引
、
そ
の
他
一
定
条
件
の
も
と
で
の
顧
客
の
た
め
の
取
引
な
ど
に
つ
い
て
適
用
外
と
し
て
い
る
。
②
に
関
し
て
は
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ

登
録
投
資
会
社
や
事
業
開
発
会
社
に
加
え
、
完
全
子
会
社
、
ジ
ョ
イ
ン
ト
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
、
買
収
手
段
を
適
用
外
と
す
る
。
一
定
の
適
切

な
条
件
の
も
と
で
、
フ
ァ
ン
ド
の
販
売
や
引
き
受
け
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
メ
ー
キ
ン
グ
、
リ
ス
ク
低
減
の
ヘ
ッ
ジ
、
す
べ
て
外
国
で
行
わ
れ

る
取
引
な
ど
に
関
連
し
て
、
フ
ァ
ン
ド
を
購
入
す
る
こ
と
は
許
容
さ
れ
る
。

最
終
案
は
、
銀
行
の
自
己
勘
定
取
引
や
利
益
追
求
を
目
的
と
す
る
投
機
的
取
引
を
総
じ
て
禁
じ
、
規
制
の
中
核
部
分
を
厳
格
化
す
る
。

個
別
に
内
容
を
み
る
と
、
①
自
己
勘
定
取
引
で
は
、
銀
行
が
証
券
、
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
（
金
融
派
生
商
品
）、
商
品
先
物
・
オ
プ
シ
ョ
ン
の
短

期
自
己
勘
定
取
引
を
行
う
こ
と
は
禁
止
さ
れ
る
。
以
下
の
例
外
項
目
が
設
け
ら
れ
る
。
ⅰ
引
受
業
務
：
銀
行
の
持
ち
分
が
目
先
の
妥
当
な

顧
客
需
要
見
通
し
を
越
え
な
い
限
り
、
公
募
ま
た
は
私
募
の
公
開
に
利
用
す
る
た
め
の
証
券
保
有
が
認
め
ら
れ
る
。
ⅱ
マ
ー
ケ
ッ
ト
メ
ー

キ
ン
グ
：
顧
客
の
た
め
に
定
期
的
売
買
を
行
う
用
意
が
で
き
て
い
る
証
券
保
有
が
認
め
ら
れ
る
。
銀
行
の
持
分
が
顧
客
の
需
要
に
沿
う
か

を
判
断
す
る
た
め
の
厳
格
要
件
が
導
入
さ
れ
る
。
ⅲ
ヘ
ッ
ジ
：
構
築
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
特
定
か
つ
識
別
可
能
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
が
確
実

に
縮
小
も
し
く
は
大
幅
に
軽
減
さ
れ
る
こ
と
が
証
明
で
き
る
限
り
、
リ
ス
ク
・
ヘ
ッ
ジ
が
で
き
る
。
銀
行
は
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
監
視
・
調
整

す
る
必
要
が
あ
る
。
包
括
的
ヘ
ッ
ジ
で
あ
る
プ
ロ
キ
シ
ー
・
ヘ
ッ
ジ
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
・
ヘ
ッ
ジ
の
手
法
を
用
い
て
の
投
機
的
取
引
の

隠
蔽
は
で
き
な
く
な
る
。
②
国
債
で
は
、
適
用
除
外
範
囲
を
拡
大
し
、
外
国
国
債
は
米
国
債
よ
り
も
規
制
が
多
い
が
取
引
は
可
能
と
な
る
。

③
フ
ァ
ン
ド
で
は
、
銀
行
が
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
や
Ｐ
Ｅ
フ
ァ
ン
ド
の
総
資
産
の
三
％
以
上
の
出
資
を
行
う
こ
と
が
禁
止
さ
れ
、
投
資
総
額

が
フ
ァ
ン
ド
の
総
資
産
の
三
％
、
お
よ
び
銀
行
の
中
核
資
本
の
三
％
を
上
回
る
こ
と
も
認
め
ら
れ
な
い
が
、
フ
ァ
ン
ド
の
定
義
は
緩
和
さ



一
〇
〇

れ
て
い
る
。
③
経
営
関
連
で
は
、
銀
行
の
経
営
陣
は
規
制
遵
守
の
た
め
に
適
切
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
社
内
で
実
施
し
て
い
る
こ
と
を
証
明
す

る
必
要
が
あ
る
。
自
行
が
規
制
を
遵
守
し
て
い
る
こ
と
を
自
ら
確
認
す
る
義
務
は
な
い
。
④
外
銀
関
連
で
は
、
外
国
銀
行
は
リ
ス
ク
の
所

在
が
米
国
外
で
あ
る
こ
と
を
条
件
に
自
己
勘
定
取
引
が
認
め
ら
れ
る
。
米
国
機
関
と
の
取
引
に
つ
い
て
は
特
定
状
況
に
限
り
認
め
、
安
全

性
強
化
を
図
る
。
⑤
遵
守
期
限
で
は
、
規
制
は
二
〇
一
四
年
四
月
一
日
施
行
さ
れ
、
期
限
は
二
〇
一
五
年
七
月
二
一
日
と
す
る
。
大
手
金

融
機
関
に
対
す
る
一
部
の
報
告
義
務
は
先
行
導
入
さ
れ
る
。

最
終
案
を
検
討
す
る
と
、
①
域
外
適
用
に
つ
い
て
、
通
常
の
金
融
規
制
は
母
国
監
督
主
義
に
依
り
、
金
融
機
関
は
本
店
所
在
国
の
規
制

に
従
う
が
、
ボ
ル
カ
ー
・
ル
ー
ル
は
米
国
外
で
活
動
す
る
米
銀
、
在
米
の
外
国
銀
行
に
も
適
用
す
る
と
し
、
母
国
規
制
と
米
国
規
制
の
両

方
を
遵
守
す
る
コ
ス
ト
が
増
加
し
、
矛
盾
す
る
規
制
を
受
容
す
る
懸
念
が
あ
っ
た
が
、
最
終
案
で
は
緩
和
さ
れ
て
い
る
。
②
国
債
の
扱
い

に
つ
い
て
は
、
金
融
庁
・
日
銀
な
ど
か
ら
日
本
国
債
の
取
引
を
規
制
す
れ
ば
取
引
コ
ス
ト
が
増
加
し
、
米
銀
日
本
法
人
の
撤
退
に
も
繋
が

り
か
ね
な
い
と
懸
念
が
出
さ
れ
、
そ
の
意
見
を
反
映
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
が
、
米
国
に
お
い
て
米
銀
が
日
本
国
債
を
取
引
す
る
こ
と

は
規
制
さ
れ
る
な
ど
の
影
響
は
残
る
。

⑵
新
た
な
ジ
レ
ン
マ
の
発
生
・
増
幅

ボ
ル
カ
ー
・
ル
ー
ル
は
、
当
初
は
規
制
の
抜
け
道
を
防
止
す
る
観
点
か
ら
、
原
則
の
み
規
定
し
た
プ
リ
ン
シ
プ
ル
・
ベ
ー
ス
規
制
と
し

て
議
論
さ
れ
た
が
、
現
行
規
制
は
ル
ー
ル
・
ベ
ー
ス
で
あ
り
、
想
定
さ
れ
る
事
象
を
網
羅
す
べ
く
ル
ー
ル
化
し
た
た
め
、
膨
大
且
つ
複
雑

な
規
制
内
容
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
今
後
の
問
題
点
と
し
て
は
、
①
規
制
の
及
ば
な
い
フ
ァ
ン
ド
な
ど
シ
ャ
ド
ー
バ
ン
キ
ン
グ
（
影
の

銀
行
）
へ
の
資
金
流
出
が
指
摘
さ
れ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
ボ
ル
カ
ー
・
ル
ー
ル
に
よ
り
シ
ャ
ド
ー
バ
ン
キ
ン
グ
に
対
す
る
銀
行

依
存
度
が
低
下
す
る
こ
と
、
別
の
枠
組
み
に
よ
り
シ
ャ
ド
ー
バ
ン
キ
ン
グ
へ
の
規
制
が
強
化
さ
れ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
②
金
融
機
関



米
国
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
を
中
心
と
す
る
国
際
金
融
法
制
の
展
開
と
影
響
に
関
わ
る
考
察
（
藤
川
）

一
〇
一

の
リ
ス
ク
ヘ
ッ
ジ
手
段
が
限
定
さ
れ
、
逆
に
総
合
的
リ
ス
ク
を
増
大
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
銀
行
の
行
動
と
し
て
、
国
家
債
務
が

増
大
し
た
後
の
金
融
抑
圧
（fi nancial repression

）
の
結
果
、
安
全
資
産
と
し
て
の
国
債
へ
の
過
剰
な
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
（
資
産
構
成
）
シ

フ
ト
が
起
こ
り
か
ね
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
新
た
な
ジ
レ
ン
マ
、
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
の
創
出
と
い
え
よ
う
。
①
危
機
後
の
規
制
は
厳
格

化
し
が
ち
で
あ
り
、
規
制
の
内
容
は
長
期
的
視
野
で
決
定
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
金
融
危
機
が
一
段
落
し
た
後
も
規
制
が
残
り
、
規

制
コ
ス
ト
増
大
に
よ
る
金
融
機
関
経
営
の
呻
吟
が
発
生
し
か
ね
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
新
た
な
課
題
に
対
処
し
、
過
剰
規
制
の
経

済
に
与
え
る
副
作
用
な
ど
マ
ク
ロ
的
影
響
を
長
期
的
視
点
か
ら
監
視
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
（
78
）

。
③
に
関
し
て
は
、
銀
行
業
務
と
証
券
業

務
を
厳
密
に
分
離
し
、
競
争
阻
害
の
要
因
と
な
っ
た
と
批
判
さ
れ
る
グ
ラ
ス
・
ス
テ
ィ
ー
ガ
ル
法
も
一
九
二
九
年
大
恐
慌
後
に
制
定
さ
れ

た
（
一
九
九
九
年
廃
止
）。
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
、
欧
米
で
導
入
が
提
案
さ
れ
て
い
る
銀
行
の
業
務
範
囲
規
制
に
つ
き
、
ボ
ル
カ
ー
・

ル
ー
ル
は
自
己
勘
定
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
を
禁
止
し
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
リ
ー
カ
ネ
ン
報
告
書
（
Ｅ
Ｕ
）
は
高
リ
ス
ク
取
引
は
法
的
に
分

離
さ
れ
た
別
会
社
で
行
わ
せ
ん
と
す
る
。
二
〇
一
一
年
九
月
ヴ
ィ
ッ
カ
ー
ズ
委
員
会
報
告
（
英
国
）
で
は
リ
テ
ー
ル
取
引
と
他
の
活
動
を

分
離
し
（
リ
テ
ー
ル
・
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
）、
リ
テ
ー
ル
業
務
に
厳
し
い
規
制
を
課
す
な
ど
異
な
る
提
案
を
行
っ
て
い
る
。
リ
ー
カ
ネ
ン
報
告

書
の
内
容
は
、
米
国
ボ
ル
カ
ー
・
ル
ー
ル
と
英
国
リ
テ
ー
ル
・
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
の
折
衷
的
規
制
と
も
い
え
よ
う
。
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ

ト
で
守
ら
れ
た
預
金
を
扱
う
本
来
の
銀
行
業
務
に
他
業
務
か
ら
の
損
失
が
及
ば
な
い
よ
う
に
業
務
分
離
を
図
る
と
い
う
共
通
認
識
に
立
っ

た
各
規
制
で
あ
る
が
、
こ
の
結
果
、
銀
行
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
国
ご
と
に
変
化
し
、
規
制
の
厳
格
な
米
国
に
お
い
て
は
銀
行
業
が
連

結
ベ
ー
ス
で
の
規
制
回
避
行
動
に
走
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
、
銀
行
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
も
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
み
に
く
く
な
り
、

銀
行
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
分
断
さ
れ
、
多
国
籍
企
業
と
し
て
の
メ
ガ
バ
ン
ク
の
国
境
を
超
え
た
破
綻
処
理
手
法
も
変
化
し
、
金
融
監
督
も
困
難

と
な
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
79
）

。



一
〇
二

⑶
ボ
ル
カ
ー
・
ル
ー
ル
最
終
案
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
域
外
適
用

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
し
て
は
、
米
国
Ｆ
Ｃ
Ｐ
Ａ
の
関
連
で
検
討
し
た
が
、
ボ
ル
カ
ー
・
ル
ー
ル
に
つ
い
て
み
る
と
、

対
象
取
引
を
行
う
バ
ン
キ
ン
グ
・
エ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
許
容
さ
れ
る
活
動
で
あ
る
か
否
か
に
関
わ
ら
ず
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
具
備
す
る
必
要
が
あ
る
。
ボ
ル
カ
ー
・
ル
ー
ル
の
対
象
と
な
る
活
動
を
一
切
行
わ
な
い
バ
ン
キ
ン
グ
・
エ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
つ
い
て
は
、

そ
う
し
た
活
動
を
行
う
こ
と
を
予
防
す
る
方
針
と
手
続
き
を
具
備
す
れ
ば
足
り
る
。

自
己
勘
定
取
引
の
禁
止
に
つ
い
て
規
則
原
案
は
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
メ
イ
キ
ン
グ
、
ヘ
ッ
ジ
取
引
な
ど
が
許
容
さ
れ
る
要
件
を
定
め
、
遵

守
を
担
保
す
る
詳
細
な
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
具
備
、
各
種
指
標
の
計
測
・
レ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
求
め
て
い
る
。
ヘ
ッ
ジ

フ
ァ
ン
ド
、
Ｐ
Ｅ
フ
ァ
ン
ド
の
出
資
等
の
禁
止
に
お
い
て
も
、
フ
ァ
ン
ド
へ
の
投
資
顧
問
サ
ー
ビ
ス
提
供
、
ロ
ー
ン
証
券
化
な
ど
が
許
容

さ
れ
る
要
件
を
定
め
る
一
方
、
同
様
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
具
備
を
求
め
て
い
る
。

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
①
連
邦
預
金
保
険
公
社
（
Ｆ
Ｄ
Ｉ
Ｃ
）
が
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
認
証
の
導
入
を
求
め
た
の
に
対
し

て
通
貨
監
督
庁
（
Ｏ
Ｃ
Ｃ
）
が
反
対
し
た
こ
と
、
ド
ッ
ト
・
フ
ラ
ン
ク
法
で
は
共
同
で
規
則
策
定
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
商
品
先
物

取
引
委
員
会
（
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ｃ
）
が
コ
ス
ト
・
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
分
析
の
不
十
分
さ
、
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
規
制
の
作
業
な
ど
を
理
由
に
規
則
案
に
連

名
し
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
合
意
形
成
に
至
ら
な
か
っ
た
部
分
が
三
九
四
も
の
設
問
と
し
て
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
②
Ｆ
Ｒ
Ｂ
監
督
の
ノ
ン

バ
ン
ク
金
融
会
社
の
扱
い
に
つ
い
て
、
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
で
は
自
己
勘
定
取
引
、
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
、
Ｐ
Ｅ
フ
ァ
ン
ド
へ
の
出
資
等

を
行
う
場
合
、
追
加
的
自
己
資
本
規
制
お
よ
び
定
量
的
規
制
に
服
す
る
と
し
て
い
る
が
、
規
則
案
で
は
Ｆ
Ｒ
Ｂ
監
督
ノ
ン
バ
ン
ク
金
融
会

社
の
扱
い
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
③
域
外
適
用
に
つ
い
て
、
規
則
案
で
は
外
国
銀
行
の
実
務
面
の
適
用
が
明
確
で
な
い
部
分

が
あ
る
。
対
象
フ
ァ
ン
ド
に
お
け
る
外
国
銀
行
に
関
す
る
適
用
除
外
の
要
件
と
し
て
当
該
フ
ァ
ン
ド
が
米
国
居
住
者
に
販
売
さ
れ
て
い
な



米
国
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
を
中
心
と
す
る
国
際
金
融
法
制
の
展
開
と
影
響
に
関
わ
る
考
察
（
藤
川
）

一
〇
三

い
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
詳
細
は
規
則
案
で
は
明
確
で
な
い
。
④
規
則
案
前
文
で
は
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
段

階
的
導
入
（
グ
ラ
ン
ド
・
ギ
ャ
ザ
リ
ン
グ
）
の
是
非
に
つ
い
て
設
問
が
さ
れ
て
い
る
（
80
）

。
こ
う
し
た
問
題
点
が
最
終
規
則
案
に
お
い
て
ど
の
程

度
明
確
に
な
っ
た
か
、
金
融
機
関
側
と
し
て
も
早
急
な
検
討
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

2
．
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
と
ソ
フ
ト
ロ
ー
な
ら
び
に
企
業
実
務
の
俯
瞰

ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
に
関
し
て
我
が
国
に
お
い
て
は
、
二
〇
一
四
年
一
二
月
に
示
さ
れ
た
会
社
法
改
正
案
に
よ
り
、
監
査
役
（
会
）
設
置

会
社
、
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
（
委
員
会
設
置
会
社
）
に
加
え
て
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
制
度
を
新
た
に
導
入
す
る
方
向
に
あ
る
。
米

国
の
取
締
役
会
は
監
督
機
能
中
心
で
、
株
主
の
利
益
代
弁
者
と
し
て
の
社
外
独
立
取
締
役
が
そ
の
主
役
と
な
る
が
、
我
が
国
の
監
査
役
会

（
会
）
設
置
会
社
で
は
業
務
執
行
機
能
も
併
有
す
る
た
め
、
独
立
性
の
追
求
の
み
で
は
取
締
役
会
な
ど
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
は
最
終
的
な
解

決
に
は
至
ら
な
い
。
社
外
役
員
の
み
で
な
く
、
業
務
面
の
経
験
に
長
け
た
非
執
行
取
締
役
を
中
心
と
し
た
監
督
体
制
を
築
き
、
取
締
役
を

業
務
執
行
取
締
役
と
非
執
行
取
締
役
に
二
分
す
る
英
国
型
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
構
築
を
目
指
す
こ
と
も
今
後
の
現
実
的
な
選
択
肢
と
な
る
こ
と

を
述
べ
た
。

直
近
の
動
向
と
し
て
、
不
祥
事
に
揺
れ
る
み
ず
ほ
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
は
、
二
〇
一
四
年
一
月
一
七
日
委
員
会
設
置
会
社
へ

の
移
行
を
骨
子
と
す
る
業
務
改
善
計
画
を
金
融
庁
に
提
出
し
た
。
持
株
会
社
の
取
締
役
会
議
長
を
社
外
取
締
役
と
し
、
指
名
・
報
酬
委
員

会
は
全
員
社
外
取
締
役
と
す
る
（
81
）

。

私
見
で
あ
る
が
、
直
接
業
務
を
行
わ
な
い
持
株
会
社
を
米
国
型
組
織
と
し
て
、
社
外
者
に
も
比
較
的
明
確
に
判
別
可
能
な
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
中
心
に
社
外
取
締
役
中
心
に
監
視
・
監
督
し
、
他
方
で
完
全
子
会
社
の
み
ず
ほ
銀
行
に
つ
い
て
は
監
査
役
会
設
置
会
社
の
ま
ま
存

置
す
る
こ
と
で
業
務
執
行
の
ス
ピ
ー
ド
・
円
滑
化
は
残
す
と
い
う
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
会
社
法
改
正
と
並
行
し
て
、



一
〇
四

金
融
庁
は
同
年
一
月
二
一
日
、
銀
行
お
よ
び
銀
行
持
株
会
社
に
対
し
、
社
外
取
締
役
の
採
用
を
求
め
る
方
針
を
固
め
、
監
督
指
針
を
改
定

し
明
記
す
る
予
定
で
あ
る
（
82
）

。
ま
た
東
証
が
改
正
し
て
二
月
施
行
す
る
上
場
規
則
は
、
独
立
性
の
高
い
社
外
取
締
役
の
確
保
を
企
業
に
求
め

て
い
る
。
罰
則
規
定
は
な
い
が
、
こ
れ
ら
は
ソ
フ
ト
ロ
ー
に
よ
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
を
図
る
も
の
と
い
え
、
世
界
的
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
コ

ン
バ
ー
ジ
ェ
ン
ス
（
収
斂
）・
融
合
化
の
動
き
に
即
応
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
（
83
）

。
大
枠
と
し
て
、
変
容
し
つ
つ
あ
る
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法

に
お
け
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
な
ど
の
取
り
込
み
と
並
行
し
、
あ
る
い
は
相
関
し
て
、
個
別
に
は
各
国
毎
の
法
制
度
に
基
づ
い
た
ガ
バ
ナ
ン

ス
改
革
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
我
が
国
企
業
と
し
て
も
注
意
深
く
、
実
効
的
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
構
築
を
目
指
す
こ
と
に
な
る
。

企
業
実
務
の
実
際
と
し
て
、
長
期
的
企
業
価
値
経
営
の
視
点
か
ら
、
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
制
度
は
非
執
行
取
締
役
の
配
置
先
と
し

て
想
定
さ
れ
よ
う
。
株
主
に
つ
い
て
は
、
社
外
取
締
役
が
短
視
眼
的
な
株
主
の
利
益
代
表
と
な
り
か
ね
な
い
懸
念
が
あ
る
が
、
長
期
的
観

点
に
立
つ
機
関
投
資
家
が
監
査
・
監
督
委
員
を
通
じ
て
企
業
価
値
向
上
を
図
り
、
他
方
で
社
内
取
締
役
で
は
あ
る
が
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ
等
と
は
距

離
を
置
く
非
執
行
取
締
役
が
監
査
・
監
督
委
員
に
加
わ
り
、
多
様
性
と
法
律
・
会
計
面
の
専
門
性
を
有
す
る
独
立
社
外
取
締
役
と
協
働
す

る
案
も
考
え
ら
れ
る
。
委
員
会
設
置
会
社
で
あ
れ
ば
、
株
主
の
忠
実
義
務
違
反
あ
る
い
は
少
数
株
主
な
ど
と
の
株
主
間
差
別
化
の
問
題
が

生
じ
得
る
が
、
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
制
度
で
は
こ
う
し
た
懸
念
は
生
じ
に
く
く
な
ろ
う
か
。
今
後
は
更
に
監
査
等
委
員
に
対
す
る

Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
解
任
権
賦
与
な
ど
の
有
効
な
ス
キ
ー
ム
も
想
定
さ
れ
る
が
、
実
業
界
か
ら
の
反
発
も
予
想
さ
れ
、
ま
た
我
が
国
独
自
の
展
開
を

進
め
る
場
合
の
規
制
コ
ス
ト
の
問
題
な
ど
、
乗
り
越
え
る
べ
き
課
題
も
多
い
。
引
き
続
き
、
今
後
の
研
究
課
題
と
し
て
い
き
た
い
。

（
65
） 

近
時
の
域
外
適
用
に
関
し
て
、
拙
稿
・
前
掲
「
国
際
取
引
に
お
け
る
域
外
適
用
ル
ー
ル
統
一
化
な
ら
び
に
秩
序
形
成
に
向
け
て
」、
同
「
域
外

適
用
と
銀
証
分
離
の
交
錯
│
グ
ロ
ー
バ
ル
金
融
法
制
の
新
潮
流
│
」、
同
『
国
際
取
引
法
│
理
論
と
実
務
』
尚
学
社
（
二
〇
一
三
年
一
一
月
）
参
照
。



米
国
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
を
中
心
と
す
る
国
際
金
融
法
制
の
展
開
と
影
響
に
関
わ
る
考
察
（
藤
川
）

一
〇
五

独
禁
法
、
証
券
法
の
域
外
適
用
全
般
に
つ
い
て
、
松
下
満
雄
・
渡
邉
泰
秀
編
『
ア
メ
リ
カ
独
占
禁
止
法
﹇
第
二
版
﹈』
東
京
大
学
出
版
会

（
二
〇
一
二
年
三
月
）、
小
原
喜
雄
『
国
際
的
事
業
活
動
と
国
家
管
轄
権
』
神
戸
法
学
双
書
（
一
九
九
三
年
一
二
月
）、
清
水
章
雄
「
米
国
の
証
券
取

引
規
制
と
国
際
法
│
一
九
三
四
年
証
券
取
引
所
法
一
〇
条
⒝
お
よ
び
証
券
取
引
委
員
会
規
則
一
〇
ｂ
│
五
の
域
外
適
用
│
」
早
稲
田
法
学
会

（
一
九
八
〇
年
三
月
）、
同
「
米
国
連
邦
証
券
取
引
法
の
域
外
適
用
の
拡
張
と
国
際
法
に
お
け
る
管
轄
権
の
原
則
」
商
学
討
究
三
二
巻
四
号

（
一
九
八
二
年
）、
野
木
村
忠
邦
「
日
本
の
独
占
禁
止
法
に
お
け
る
域
外
適
用
問
題
」
日
本
大
学
法
学
紀
要
四
四
号
（
二
〇
〇
二
年
）、
上
杉
秋
則

『
独
禁
法
国
際
実
務
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
│
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
下
の
基
礎
知
識
』
商
事
法
務
（
二
〇
一
二
年
）、
石
黒
一
憲
『
国
際
私
法
』
新
世
社

（
二
〇
〇
七
年
）
参
照
。

（
66
） 

リ
ス
ク
管
理
・
内
部
統
制
に
関
す
る
研
究
会
（
経
済
産
業
省
）『
リ
ス
ク
新
時
代
の
内
部
統
制
〜
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
一
体
と
な
っ
て
機

能
す
る
内
部
統
制
の
指
針
』（
二
〇
〇
三
年
六
月
）。
眞
崎
達
二
郎
・
小
澤
徹
夫
ほ
か
「
新
た
な
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
流
れ
│
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・

ガ
バ
ナ
ン
ス
、
内
部
統
制
と
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
Ｅ
Ｒ
Ｍ
、
と
の
関
係
の
整
理
│
」
日
本
ナ
レ
ッ
ジ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
会
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
研
究
部
会
（
二
〇
〇
七
年
六
月
二
〇
日
）
参
照
。

（
67
） 

二
〇
〇
二
年
英
国
の
三
大
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
機
関
（IR

M
 T
he Institute of R

isk M
anagem

ent, A
IR
M
IC
 T
he A

ssociation of 

Insurance and R
isk M

anagers, A
L
A
R
M
 T
he N

ational F
orum

 for R
isk M

anagem
ent in the P

ublic S
ector

）
がA

 N
ew
 R
isk 

M
anagem

ent S
tandard

を
発
表
。
米
国
Ｅ
Ｒ
Ｍ
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
68
） 

一
九
九
八
年
「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
委
員
会
：
統
合
規
範
（C

om
m
ittee on C

orporate G
overnance; T

he C
om
bined C

ode

）」

（
好
ま
し
い
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
原
則
お
よ
び
最
善
慣
行
規
範
）。

（
69
） 

一
九
九
九
年
「
内
部
統
制；

統
合
規
範
に
関
す
る
取
締
役
の
た
め
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
」（
内
部
統
制
作
業
部
会
（Internal C

ontrol W
orking 

P
arty

）
のInternal C

ontrol; G
uidance for D

irectors on T
he C

om
bined C

ode

）（
タ
ー
ン
バ
ル
委
員
会
報
告
書
）。

（
70
） 

国
廣
正
「「
外
国
公
務
員
贈
収
賄
」
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
〜
新
興
国
ビ
ジ
ネ
ス
の
重
大
リ
ス
ク
に
対
す
る
実
践
的
ア
プ
ロ
ー
チ
〜
」
商
事

法
務
研
究
会
（
二
〇
一
三
年
一
〇
月
七
日
）。

（
71
） 

従
来
の
流
れ
は
、
①
取
締
役
の
経
営
判
断
の
過
失
、
損
害
請
求
、
②
株
主
の
訴
え
に
よ
りR

ed F
lag

提
示
、
③
裁
判
所
は
こ
れ
を
認
め
な



一
〇
六

か
っ
た
。
今
後
は
、
①
取
締
役
の
経
営
判
断
の
過
失
、
損
害
請
求
、
②
株
主
の
訴
え
に
よ
り
消
極
的
戦
略
面
で
は
無
過
失
責
任
で
もR

ed F
lag

で

責
任
追
及
、
③
損
害
賠
償
請
求
・
取
締
役
解
任
、
④
裁
判
所
容
認
、
⑤
プ
ロ
ク
シ
・
ア
ク
セ
ス
に
よ
り
新
取
締
役
決
定
、
⑥
取
締
役
会
の
報
酬
決
定
、

⑦
セ
イ
オ
ン
ペ
イ
の
事
後
評
価
と
な
ろ
う
。

（
72
） 
拙
稿
・
前
掲
「
米
国
金
融
規
制
改
革
法
な
ど
国
際
金
融
法
制
に
お
け
る
新
た
な
リ
ス
ク
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
│
規
制
強
化
と
コ
ン
バ
ー
ジ
ェ
ン
ス
な

ら
び
に
忠
実
義
務
な
ど
を
通
じ
た
株
主
間
差
別
化
に
向
け
て
│
」
参
照
。

（
73
） 

「
米
シ
テ
ィ
、
Ｍ
Ｂ
Ｓ
販
売
め
ぐ
り
フ
ァ
ニ
ー
メ
イ
に
約
九
・
七
億
ド
ル
支
払
い
へ
」（
二
〇
一
三
年
七
月
二
日
）、「
米
Ｓ
＆
Ｐ
が
敗
訴
、
判
断

誤
ら
せ
た
と
認
定
│
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
裁
」（
二
〇
一
二
年
一
一
月
五
日
）。

http://jp.reuters.com
/article/businessN

ew
s/idJP

T
JE
96001S

20130701

http://w
w
w
.bloom

berg.co.jp/new
s/123-M

C
Z
N
W
96K
510101.htm

l

（
74
） 

岩
原
紳
作
「
会
社
法
改
正
法
案
の
解
説
」
商
事
法
務
研
究
会
・
経
営
法
友
会
（
二
〇
一
三
年
一
二
月
一
九
日
）、「
会
社
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
案
の
国
会
提
出
と
概
要
」
商
事
法
務
二
〇
一
七
号
（
二
〇
一
三
年
一
二
月
一
日
）
四
│
一
〇
頁
参
照
。

（
75
） 

奥
島
孝
康
名
誉
教
授
に
よ
り
、
監
査
役
会
型
の
場
合
は
代
表
取
締
役
の
解
任
権
付
与
な
ど
が
有
効
な
モ
デ
ル
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
。
委
員

会
等
設
置
会
社
制
度
の
導
入
に
よ
り
、
制
度
間
競
争
が
開
始
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
い
づ
れ
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
方
式
を
採
る
に
し
て
も
、
内
部
統

制
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
こ
れ
が
十
分
で
な
い
と
い
づ
れ
の
方
式
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
も
十
分
機
能
し
な
い
と
い
う
前
提
の
も
と
で

ガ
バ
ナ
ン
ス
の
問
題
は
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
ら
れ
、
米
国
型
経
営
モ
デ
ル
の
限
界
性
、
委
員
会
設
置
会
社
方
式
の
問
題
性
、
監
査

役
設
置
会
社
の
可
能
性
等
の
緊
要
の
課
題
に
企
業
風
土
と
経
営
モ
デ
ル
の
観
点
か
ら
論
及
さ
れ
る
。
ま
た
Ｃ
Ｓ
Ｒ
（
企
業
の
社
会
的
責
任
）
に
つ
い

て
も
今
後
の
俯
瞰
を
示
さ
れ
る
。
奥
島
孝
康
「
ア
メ
リ
カ
型
経
営
モ
デ
ル
と
日
本
の
独
自
性
│
最
近
の
商
法
改
正
に
伴
う
経
営
（
執
行
・
監
査
）
体

制
を
も
と
に
│
」
税
経
通
信
（
二
〇
〇
三
年
一
〇
月
）
二
二
頁
、
同
「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
会
社
法
序
説
│
Ｃ
Ｇ
と
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
交
錯
と
共
働
│
」
奥

島
孝
康
監
修
『
企
業
の
統
治
と
社
会
的
責
任
』
金
融
財
政
事
情
研
究
会(
二
〇
〇
七
年
六
月
）
四
│
三
九
頁
参
照
。

（
76
） 

神
作
裕
之
「
取
締
役
会
の
独
立
性
と
会
社
法
」「
株
式
保
有
構
造
と
経
営
機
構
│
日
本
企
業
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
日
本
私
法
学

会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
二
〇
一
三
年
一
〇
月
一
三
日
）
商
事
法
務
二
〇
〇
七
号
四
八
│
五
八
頁
。



米
国
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
を
中
心
と
す
る
国
際
金
融
法
制
の
展
開
と
影
響
に
関
わ
る
考
察
（
藤
川
）

一
〇
七

（
77
） T

ed P
aradise, D

A
V
IS
 P
O
L
K
 T
O
K
Y
O
 S
E
M
IN
A
R
 S
E
R
IE
S
 V
olcker R

ule - P
roprietary T

rading, January 14, 2014, D
avis 

P
olk &

 W
ardw

ell L
L
P
.

佐
々
木
百
合
「
金
融
規
制
の
論
点
（
下
）
経
済
へ
の
副
作
用
注
視
を
」、
翁
百
合
「
金
融
規
制
の
論
点
（
上
）
市
場
不

安
定
化
の
可
能
性
も
」
日
本
経
済
新
聞
経
済
教
室
二
〇
一
四
年
一
月
一
五
・
一
六
日
、
神
山
哲
也
・
関
雄
太
「
発
表
さ
れ
た
ボ
ル
カ
ー
・
ル
ー
ル
規

則
案
」
野
村
資
本
市
場
ク
ォ
ー
タ
ー
二
〇
一
二
年W

inter

号
一
一
八
│
一
三
一
頁
、
岡
野
進
「
ボ
ル
カ
ー
・
ル
ー
ル
は
ど
う
働
く
か
？
マ
ク
ロ
・

プ
ル
ー
デ
ン
ス
政
策
の
重
要
性
は
変
わ
ら
ず
」
大
和
総
研
グ
ル
ー
プ
（
二
〇
一
三
年
一
二
月
二
〇
日
）、
水
野
裕
二
「
米
国
ボ
ル
カ
ー
・
ル
ー
ル
導

入
の
最
終
案
に
つ
い
て
」
ム
ー
デ
ィ
ー
ズ･

ア
ナ
リ
テ
ィ
ッ
ク
ス
（
二
〇
一
三
年
一
二
月
一
一
日
）
参
照
。「
ボ
ル
カ
ー
・
ル
ー
ル
最
終
案
の
概
要
」、

「
米
ボ
ル
カ
ー
・
ル
ー
ル
最
終
版
、
邦
銀
へ
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
影
響
は
限
定
的
＝
全
銀
協
」R

E
U
T
E
R

（
各
二
〇
一
三
年
一
二
月
一
一
日
）。

（
78
） 

前
掲
・
佐
々
木
百
合
参
照
。
佐
々
木
百
合
は
②
に
つ
い
て
、
金
融
抑
圧
に
よ
り
、
国
債
償
還
が
容
易
と
な
る
。
典
型
例
は
金
利
の
上
限
規
制
な

ど
で
あ
る
が
、
ボ
ル
カ
ー
・
ル
ー
ル
も
米
国
債
の
み
を
対
象
外
と
す
る
な
ど
の
恣
意
性
か
ら
、
国
債
の
需
要
を
支
え
る
政
府
の
金
融
抑
圧
に
な
り
得

る
（
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
カ
ー
メ
ン
・
ラ
イ
ン
ハ
ー
ト
教
授
）。
も
っ
と
も
佐
々
木
百
合
は
こ
の
点
に
関
し
て
、
バ
ー
ゼ
ル
規
制
、
ボ
ル
カ
ー
・
ル
ー

ル
と
も
に
銀
行
の
健
全
性
確
保
を
目
的
と
し
、
安
全
資
産
の
国
債
へ
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
シ
フ
ト
は
当
然
の
結
果
で
あ
り
、
金
融
抑
圧
と
称
す
る
こ

と
は
オ
ー
バ
ー
・
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
で
あ
る
こ
と
、
恣
意
的
な
選
択
は
せ
ず
、
現
実
の
リ
ス
ク
に
対
し
て
過
剰
な
国
債
保
有
を
避
け
る
べ
く
、
国
債

リ
ス
ク
評
価
を
細
か
く
見
直
す
必
要
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
。

（
79
） 

前
掲
・
翁
百
合
参
照
。
翁
百
合
は
、
ボ
ル
カ
ー
・
ル
ー
ル
細
則
の
影
響
は
複
雑
で
不
透
明
で
あ
る
こ
と
、
逆
に
安
定
を
阻
害
し
て
金
利
上
昇
の

感
度
が
上
が
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
私
見
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
た
新
た
な
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
・
ジ
レ
ン
マ
と
い
え
よ
う
か
。

H
igh-level E

xpert G
roup on R

eform
ing the S

tructure of the E
U
 B
anking S

ector “F
inal R

eport,” B
russels, 2 O

ctober 2012

（http://ec.europa.eu/internal_m
arket/bank/docs/high-level_expert_group/report_en.pdf

）,

T
he Independent C

om
m
ission on B

anking released its F
inal R

eport on 12 S
eptem

ber 2011

（http://bankingcom
m
ission.s3.am

azonaw
s.com

/w
p-content/uploads/2010/07/IC

B
-F
inal-R

eport.P
df

）

萬
場
大
輔
「
英
国
銀
行
改
革
の
動
向
〜
銀
行
改
革
法
案
と
欧
州
各
国
の
状
況
〜
」
国
際
協
力
銀
行
（
二
〇
一
三
年
二
月
八
日
）
一
│
一
六
頁
、
小

立
敬
「
銀
行
の
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
勘
定
分
離
を
求
め
る
Ｅ
Ｕ
の
検
討
│
リ
ー
カ
ネ
ン
報
告
書
の
役
割
│
」
野
村
資
本
市
場
ク
ォ
ー
タ
ー
二
〇
一
二
年



一
〇
八

A
utum

n

号
一
│
一
六
頁
、
三
谷
明
彦
「
英
国
の
銀
行
制
度
改
革
〜
ヴ
ィ
ッ
カ
ー
ズ
委
員
会
報
告
と
リ
テ
ー
ル
・
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
」
み
ず
ほ
総
合

研
究
所
（
二
〇
一
二
年
八
月
）。

（
80
） 

“Japan and C
anada w

arn on V
olcker ru1e im

pact”, F
inancial T

im
es, January 11, 2012, “R

egulators D
efend `V

olckerR
ule`”, 

W
all S

treet Journal, January 19, 2012, “V
olcker R

ule D
ivides R

egulators” T
he N

ew
 Y
ork T

im
es D

ealB
ook, O

ctober 16, 2011. 

前
掲
神
山
哲
也
・
関
雄
太
一
三
〇
│
一
三
一
頁
。

（
81
） 

二
〇
一
四
年
一
月
一
八
日
読
売
新
聞
。

（
82
） 

「
銀
行
に
社
外
取
締
役
要
請
＝
監
督
指
針
に
明
記
へ
│
金
融
庁
」
二
〇
一
四
年
一
月
二
一
日
時
事
通
信
。
東
証
上
場
の
銀
行
・
銀
行
持
株
会
社

八
七
社
の
う
ち
、
独
立
社
外
取
締
役
が
不
在
な
銀
行
は
三
二
社
で
、
地
方
銀
行
ま
た
は
第
二
地
方
銀
行
で
あ
る
。
金
融
庁
は
東
証
規
則
に
基
づ
き
、

銀
行
の
主
要
取
引
先
、
大
株
主
な
ど
以
外
か
ら
登
用
を
求
め
て
い
く
と
す
る
。

（
83
） 

任
意
法
規
化
お
よ
び
開
示
・
説
明
責
任
と
制
度
間
競
争
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
シ
ス
テ
ム
の
融
合
化
議
論
な
ど
に
つ
い
て
、
拙
稿
『
コ
ー
ポ
レ
ー

ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
理
論
と
実
務
│
商
法
改
正
と
そ
の
対
応
│
』
信
山
社
（
二
〇
〇
四
年
八
月
）
七
五
七
│
七
九
四
、
九
〇
九
│
九
三
六
頁
、
同

「
米
国
金
融
規
制
改
革
法
な
ど
国
際
金
融
法
制
に
お
け
る
新
た
な
リ
ス
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
│
規
制
強
化
と
コ
ン
バ
ー
ジ
ェ
ン
ス
な
ら
び
に
忠
実
義
務
な

ど
を
通
じ
た
株
主
間
差
別
化
に
向
け
て
│
」
政
経
研
究
第
四
九
巻
第
三
号
（
二
〇
一
三
年
一
月
）
五
九
一
│
六
二
二
頁
。

﹇
本
稿
は
、
財
団
法
人
民
事
紛
争
処
理
基
金
の
研
究
助
成
金
を
利
用
し
た
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
﹈



オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
憲
法
前
史
概
説
（
甲
斐
）

一
〇
九

﹇
は
じ
め
に
﹈

筆
者
は
、
目
下
、
オ
セ
ア
ニ
ア
地
域
に
お
け
る
憲
法
発
展
の
総
合
研
究

を
行
っ
て
い
る
。
本
稿
は
、
そ
の
第
一
稿
で
、
当
初
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

連
邦
憲
法
史
全
体
を
記
述
す
る
意
図
で
執
筆
を
開
始
し
た
。
し
か
し
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
憲
法
成
立
の
時
点
ま
で
で
、
す
で
に
予
定
し
た
紙

幅
を
大
幅
に
超
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
連
邦
憲
法
成
立
に
至
る
過
程
は
、

そ
れ
自
体
と
し
て
興
味
深
い
も
の
と
信
じ
る
の
で
、
連
邦
憲
法
成
立
後
の

歴
史
に
つ
い
て
は
将
来
の
課
題
と
し
、
ひ
と
ま
ず
前
史
を
上
梓
す
る
こ
と

と
し
た
。

本
論
に
入
る
前
に
、
現
在
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
の
概
要
を
紹
介
す

る
。

二
〇
一
一
年
の
国
勢
調
査
の
結
果
に
よ
る
と
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
総

人
口
は
二
、一
五
〇
万
七
、七
一
七
人
で
、
こ
れ
は
二
〇
〇
六
年
の
国
勢
調

査
に
比
べ
、
八
・
三
％
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
最
初

の
国
政
調
査
は
一
九
一
一
年
に
行
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
際
に
は
「
純
血

の
ア
ボ
リ
ジ
ニ
を
除
外
し
た
」
総
人
口
は
四
四
五
万
五
、〇
〇
五
人
だ
っ

た
。
し
た
が
っ
て
、
一
〇
〇
年
間
で
約
五
倍
に
人
口
が
増
加
し
、
し
か
も

い
ま
だ
そ
の
増
勢
が
衰
え
て
い
な
い
若
い
国
家
と
い
う
こ
と
が
で
き
る

（
1
）

。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
は
、
米
国
類
似
の
二
院
制
の
議
会
を
有
す
る
国

家
で
あ
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
議
会
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
の
は
、

六
つ
の
州
と
二
つ
の
特
別
地
域
で
あ
る
。

ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州
（T

he S
tate of N

ew
 S

outh W
ales

＝N
S
W

）
は
、
最
初
の
英
国
入
植
地
で
あ
り
、
当
初
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
憲
法
前
史
概
説

甲　
　

斐　
　

素　
　

直



一
一
〇

れ
は
二
〇
〇
六
年
に
比
べ
一
一
％
の
増
加
で
あ
る
。
州
の
総
面
積
は

一
八
五
万
二
、六
四
二
平
方
キ
ロ
に
達
し
、
二
番
目
に
大
き
な
州
で
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
陸
の
四
分
の
一
を
占
め
る
。
州
都
は
ブ
リ
ス
ベ
ン
で

あ
る
。

西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
（W

estern A
ustralia

＝W
A

）
は
、
面
積

二
五
二
万
九
、八
七
五
平
方
キ
ロ
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
最
大
の
州
で
あ
り
、

本
土
面
積
の
三
分
の
一
を
占
め
る
。
人
口
は
二
二
三
万
九
、一
七
一
人
で
、

二
〇
〇
六
年
に
比
べ
一
四
・
三
％
と
き
わ
め
て
大
き
な
増
加
を
示
し
て
い

る
。
州
都
は
パ
ー
ス
で
あ
る
。

南
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
（T

he S
tate of S

outh A
ustralia

＝S
A

）

は
、
面
積
九
八
万
四
、三
七
七
平
方
キ
ロ
、
人
口
一
五
九
万
六
、五
七
〇
人

で
二
〇
〇
六
年
に
比
べ
五
・
四
％
の
増
加
で
あ
る
。
州
都
は
ア
デ
レ
ー
ド

で
あ
る
。

タ
ス
マ
ニ
ア
州
（S

tate of T
asm

ania

＝T
A
S

）
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
本
土
の
南
方
海
上
に
位
置
す
る
タ
ス
マ
ニ
ア
島
全
域
で
形
成
さ
れ
る

州
で
、
面
積
九
万
七
五
八
平
方
キ
ロ
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
最
小
の
州
で
あ

る
。
人
口
は
四
九
万
五
、三
五
一
人
で
、
こ
れ
も
豪
州
の
州
と
し
て
は
最

小
で
あ
る
。
増
加
率
は
四
％
に
過
ぎ
ず
、
こ
れ
も
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
最

も
低
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
州
都
は
ホ
バ
ー
ト
で
あ
る
。

こ
れ
ら
諸
州
は
、
い
ず
れ
も
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
成
立
以
前
に
、
そ

れ
ぞ
れ
相
互
に
独
立
し
た
植
民
地
と
し
て
建
設
さ
れ
、
連
邦
成
立
と
共
に
、

ア
全
域
を
支
配
し
て

い
た
。
他
の
植
民
地

が
分
離
し
た
結
果
、

現
在
の
面
積
は
八
〇

万
六
四
二
平
方
キ
ロ

で
あ
る
。
二
〇
一
一

年
現
在
の
人
口
は

六
九
一
万
七
、六
五
六

人
で
二
〇
〇
六
年
に

比
べ
五
・
六
％
の
増

加
を
示
し
て
お
り
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で

も
っ
と
も
人
口
の
多
い
州
と
な
っ
て
い
る
。
州
都
は
シ
ド
ニ
ー
で
あ
る
。

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
州
（T

he C
row

n S
tate of V

ictoria
＝V

IC

）
は
、

面
積
二
二
万
七
、四
一
六
平
方
キ
ロ
で
大
陸
部
の
州
と
し
て
は
最
小
で
あ

る
が
、
人
口
は
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州
に
次
い
で
多
い
。

二
〇
一
一
年
現
在
の
人
口
は
五
三
五
万
四
、〇
四
〇
人
で
、
こ
れ
は

二
〇
〇
六
年
に
比
べ
八
・
五
％
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。
州
都
は
メ
ル
ボ

ル
ン
で
あ
る
。

ク
ィ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
州
（S

tate of Q
ueensland

＝Q
L
D

）
は
、
人

口
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
第
三
位
で
四
三
三
万
二
、七
三
七
人
で
あ
り
、
こ



オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
憲
法
前
史
概
説
（
甲
斐
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一
一
一

ロ
と
、
第
三
位
に
位
置
す
る
。
準
州
府
は
ダ
ー
ウ
ィ
ン
に
お
か
れ
て
い
る
。

一　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
憲
法
前
史

（
一
）　

ア
ボ
リ
ジ
ニ

ア
ボ
リ
ジ
ニ
（A

borigine

）
と
い
う
英
語
は
、
本
来
は
日
本
語
の
原

住
民
に
当
た
る
言
葉
で
あ
っ
た
が
、
今
日
で
は
狩
猟
採
集
生
活
を
営
ん
で

い
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
陸
と
周
辺
島
嶼
の
先
住
民
を
も
っ
ぱ
ら
意
味
す

る
言
葉
と
な
っ
て
い
る
。

彼
ら
の
先
祖
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
陸
に
上
陸
し
た
時
期
は
、
遺
物
な

ど
の
分
析
か
ら
五
万
年
な
い
し
一
二
万
年
以
上
前
と
さ
れ
て
い
る
が
、
定

説
は
な
い
。

（
二
）　

西
欧
人
に
よ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
発
見

一
世
紀
頃
に
活
躍
し
た
ギ
リ
シ
ャ
の
地
理
学
者
の
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス

（C
laudius P

tolem
aeus

）
は
、
地
球
を
球
体
と
し
て
捉
え
、
緯
度
や
経

度
を
伴
う
地
図
を
初
め
て
書
い
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
が
、
球
体
と
し
て
の

バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
た
め
、
南
半
球
に
も
北
半
球
と
同
じ
よ
う
な
大
き
な
大

陸
が
存
在
す
る
と
い
う
概
念
を
、
そ
の
著
「
地
理
学
（G

eographike 

H
yphegesis

）」
に
お
い
て
述
べ
、
そ
の
大
陸
を
「
南
の
未
知
の
土
地

（T
erra A

ustralis Incognita

）」
と
呼
ん
だ
。
こ
の
「
地
理
学
」
を
信

じ
て
コ
ロ
ン
ブ
ス
が
ア
メ
リ
カ
を
発
見
し
た
こ
と
か
ら
、
同
書
は
大
航
海

そ
の
州
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
加
え
、
二
つ
の
特
別
地
域
（T

erritory

）
が
、
や
は
り
議
会

の
基
礎
と
さ
れ
て
い
る
。

首
都
キ
ャ
ン
ベ
ラ
及
び
そ
の
水
源
地
域
は
、
米
国
の
首
都
で
あ
る
ワ
シ

ン
ト
ン
Ｄ
．Ｃ
．同
様
に
、
連
邦
成
立
以
来
、
連
邦
直
轄
地
域
と
さ
れ
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
首
都
特
別
地
域
（T

he A
ustralian C

apital 

T
erritory

＝A
C
T

）
と
呼
ば
れ
る
。
基
本
的
に
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー

ル
ズ
州
に
取
り
囲
ま
れ
て
い
る
。
Ａ
Ｃ
Ｔ
に
関
連
し
、
海
に
出
る
た
め
の

連
邦
直
轄
区
域
ジ
ャ
ー
ビ
ス
湾
特
別
地
域
（Jervis B
ay T

erritory

）

が
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、
Ａ
Ｃ
Ｔ
に
は
属
さ
な
い
。
人
口
は
三
五
万

六
、五
八
六
人
で
二
〇
〇
六
年
に
比
べ
一
〇
・
三
％
の
増
加
を
示
し
て
い
る
。

面
積
は
二
、三
五
八
平
方
キ
ロ
で
あ
る
。

北
部
準
州
（T

he N
orthern T

erritory

＝N
T

）
は
、
も
と
は
ニ
ュ
ー

サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
植
民
地
の
一
部
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
当
時
は
全
く
放

置
さ
れ
て
い
た
。
一
八
六
三
年
、
南
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
植
民
地
が
こ
の
地

域
の
編
入
を
申
請
し
認
め
ら
れ
た
。
南
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
日
本
人
を
入

植
さ
せ
る
計
画
だ
っ
た
が
う
ま
く
行
か
ず
、
結
局
一
九
一
一
年
に
連
邦
政

府
に
返
還
し
た
。
以
後
、
連
邦
政
府
の
直
轄
地
と
な
っ
て
い
た
が
、

一
九
七
八
年
に
連
邦
政
府
か
ら
自
治
権
を
獲
得
し
、
準
州
の
地
位
を
認
め

ら
れ
た
。
人
口
は
二
一
万
一
、九
四
三
人
で
、
二
〇
〇
六
年
に
比
べ

九
・
九
％
の
増
加
率
と
な
っ
て
い
る
。
面
積
は
一
四
二
万
九
六
八
平
方
キ



一
一
二

東
海
岸
の
す
べ
て
の
海
岸
線
に
対
す
る
英
国
の
領
有
を
宣
言
し
、
英
国
の

南
ウ
ェ
ー
ル
ズ
地
方
に
似
た
風
土
で
あ
る
と
い
う
意
味
か
ら
、
ニ
ュ
ー
サ

ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
（N

ew
 S

outh W
ales

）
と
命
名
し
た
。

一
八
〇
一
〜
一
八
〇
三
年
に
、
英
国
海
軍
の
フ
リ
ン
ダ
ー
ス

（M
atthew

 F
linders

）
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
大
陸
一
周
航
海
に
よ
り
、

は
じ
め
て
ノ
ヴ
ァ
・
ホ
ラ
ン
デ
ィ
ア
と
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
が
同

一
の
大
陸
に
属
す
る
土
地
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た

（
6
）

。

（
三
）　

白
人
の
入
植

一
七
一
七
年
に
、
英
国
議
会
は
海
賊
法
（P

iracy A
ct 1717

）
と
通

称
さ
れ
る
法
律
を
成
立
さ
せ
た

（
7
）

。
そ
れ
以
前
で
あ
れ
ば
、
強
盗
や
窃
盗

は
、
す
べ
て
死
刑
と
さ
れ
て
い
た
が
、
同
法
は
比
較
的
軽
い
重
罪

（F
elony

）
で
有
罪
判
決
を
受
け
た
者
、
ま
た
は
死
刑
が
王
室
の
恩
赦
に

よ
っ
て
減
刑
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
可
能
性
が
あ
る
者
に
対
し
て
、
死
刑

に
代
替
す
る
刑
と
し
て
、
北
米
に
七
年
間
の
流
刑
を
行
う
と
い
う
制
度
を

定
め
た
。
同
法
に
よ
り
、
一
七
一
八
年
か
ら
一
七
七
六
年
ま
で
、
多
数
の

囚
人
が
北
米
植
民
地
に
流
刑
に
な
っ
た
。

一
七
七
六
年
に
米
国
独
立
戦
争
が
勃
発
し
、
英
国
は
一
七
八
四
年
に
パ

リ
条
約
で
米
国
の
独
立
を
承
認
し
た
。
戦
争
で
流
刑
が
中
断
し
て
い
た
た

め
、
そ
の
時
点
に
は
、
英
本
国
の
監
獄
は
満
杯
に
な
っ
て
い
た
。
米
国
の

独
立
を
承
認
し
た
こ
と
か
ら
、
内
務
大
臣
（H

om
e S

ecretary

）
の
地

時
代
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
は
、
一
五
九
五
年
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
到
達
し
、
そ

の
地
域
と
欧
州
と
の
貿
易
を
独
占
す
る
た
め
東
イ
ン
ド
会
社

（V
ereenigde O

ostindische C
om

pagnie

＝V
O
C

）
を
一
六
〇
二
年
に

設
立
し
た
。
同
社
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
の
交
易
を
進
め
る
過
程
で
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
の
南
に
大
き
な
大
陸
が
あ
る
ら
し
い
こ
と
を
知
り
、
こ
れ
が
伝

説
の
テ
ラ
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ス
で
は
な
い
か
と
考
え
、
タ
ス
マ
ン
に
命
じ

て
探
検
さ
せ
た

（
2
）

。
タ
ス
マ
ン
は
、
一
六
四
四
年
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
陸

の
西
海
岸
を
発
見
し
、
ノ
ヴ
ァ
・
ホ
ラ
ン
デ
ィ
ア
と
名
付
け
た

（
3
）

。
今
日
の

西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
に
相
当
す
る
地
域
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
地
は

不
毛
の
大
地
で
あ
る
と
考
え
、
特
に
領
有
を
宣
言
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

本
格
的
に
欧
州
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
存
在
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
、
そ
れ
か
ら
一
二
六
年
過
ぎ
た
一
七
七
〇
年
に
、
英
国
海
軍
の

ク
ッ
ク
（Jam

es C
ook

）
が
、
同
大
陸
の
東
海
岸
を
発
見
し
た
時
か
ら

で
あ
る

（
4
）

。
彼
が
上
陸
し
た
場
所
は
、
き
わ
め
て
植
物
相
が
豊
か
で
か
つ
新

種
が
多
か
っ
た
こ
と
に
同
行
し
た
植
物
学
者
が
驚
喜
し
た
こ
と
か
ら
、
ボ

タ
ニ
ー
湾
（B

otany B
ay

＝
植
物
学
湾
）
と
名
付
け
ら
れ
た
。

ク
ッ
ク
は
、
こ
の
時
点
で
ア
ボ
リ
ジ
ニ
と
接
触
を
持
っ
て
い
る
が
、
ア

ボ
リ
ジ
ニ
が
特
定
の
場
所
に
定
住
す
る
こ
と
な
く
、
放
浪
の
生
活
を
送
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
土
地
所
有
権
を
持
た
な
い
民
と
考
え
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
全
体
を
無
主
の
土
地
（T

erra nullius

）
と
認
定
し
た

（
5
）

。
そ
こ
で
、



オ
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（
甲
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一
一
三

る
。一

七
八
七
年
四
月
、
つ
ま
り
植
民
船
団
の
出
発
後
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

に
到
着
す
る
以
前
の
時
点
で
、
同
植
民
地
に
民
事
裁
判
所
お
よ
び
刑
事
裁

判
所
を
設
置
す
る
こ
と
な
ど
を
定
め
た
国
王
の
勅
許
状
（L

etters 

P
atent

）
が
発
せ
ら
れ
た
。
同
時
に
刑
事
裁
判
所
の
運
用
に
つ
い
て
定
め

た
一
七
八
七
年
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
法
が
本
国
議
会
で
制
定
さ
れ

た
（
9
）

。
こ
の
法
律
が
、
根
本
法
規
と
し
て
機
能
す
る
と
い
う
意
味
に
お
い

て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
最
初
の
憲
法
と
な
る
。

二　

植
民
地
憲
法

（
一
）　

植
民
地
の
発
展

ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
植
民
地
は
、
当
初
、
建
前
上
は
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
す
べ
て
及
び
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
と
い
う
広
大
な
地
域
を
支
配

し
て
い
た
。
し
か
し
、
実
効
的
に
支
配
し
て
い
た
の
は
シ
ド
ニ
ー
近
辺
に

限
ら
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
シ
ド
ニ
ー
か
ら
実
効
支
配
が
困
難
な
地
域
に

つ
い
て
は
、
植
民
地
と
し
て
成
り
立
つ
だ
け
の
人
口
さ
え
あ
れ
ば
、
英
国

は
そ
こ
を
独
立
し
た
植
民
地
と
し
た
。
最
初
に
、
こ
こ
か
ら
分
離
し
て
独

立
し
た
植
民
地
と
さ
れ
た
の
は
タ
ス
マ
ニ
ア
島
で
、
一
八
二
五
年
の
こ
と

で
あ
る
。
こ
こ
に
は
早
く
か
ら
、
シ
ド
ニ
ー
と
は
別
に
流
刑
囚
が
送
ら
れ

た
た
め
で
あ
る
。

こ
の
時
期
、
イ
ギ
リ
ス
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
領

位
に
あ
っ
た
シ
ド
ニ
ー
卿
（T

hom
as T

ow
nshend, 1st V

iscount 

S
ydney

）
は
、
速
や
か
に
米
国
に
代
わ
る
新
し
い
流
刑
地
を
開
発
す
る

必
要
に
迫
ら
れ
、
世
界
各
地
に
植
民
船
団
を
派
遣
し
た
。

カ
ナ
ダ
の
ノ
ヴ
ァ
・
ス
コ
シ
ア
（N

ova S
cotia

）
地
方
に
派
遣
さ
れ

た
植
民
船
団
は
、
そ
の
地
を
派
遣
者
で
あ
る
シ
ド
ニ
ー
卿
を
記
念
し
て
シ

ド
ニ
ー
と
名
付
け
た
。
米
国
独
立
戦
争
で
敗
れ
た
王
党
派
が
こ
こ
に
移
住

し
て
植
民
地
と
し
て
発
展
さ
せ
た
。

同
様
に
、
シ
ド
ニ
ー
卿
は
、
一
七
八
五
年
一
二
月
六
日
に
、
ク
ッ
ク
の

発
見
し
た
ボ
タ
ニ
ー
湾
に
植
民
地
を
建
設
す
る
こ
と
と
し
て
植
民
船
団
を

送
り
出
し
た
。
船
団
は
一
七
八
八
年
一
月
一
八
日
に
現
地
に
到
着
し
た
。

し
か
し
、
現
地
に
着
い
て
付
近
を
調
査
し
た
結
果
、
ボ
タ
ニ
ー
湾
よ
り
、

そ
の
北
に
あ
る
別
の
湾
の
方
が
よ
り
良
港
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
、
そ
ち
ら

に
植
民
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
湾
を
、
シ
ド
ニ
ー
卿
を
記

念
し
て
シ
ド
ニ
ー
湾
（S

ydney C
ove

）
と
名
付
け
た
。
船
団
は

一
七
八
八
年
一
月
二
六
日
に
初
め
て
シ
ド
ニ
ー
湾
に
上
陸
し
、
英
国
旗
を

掲
げ
た
。
こ
れ
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
建
国
の
日
（A

ustralia D
ay

）

と
さ
れ
、
今
日
、
祝
日
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
最
初
の
植
民
船
団
は
一
一
隻
の
船
か
ら
な
り
、
一
、〇
四
四
人
の

植
民
者
と
六
九
六
人
の
囚
人
か
ら
な
っ
て
い
た
。
植
民
地
そ
の
も
の
は
ア

ル
ビ
オ
ン
（A

lbion

）
と
名
付
け
ら
れ
た

（
8
）

。
し
か
し
、
い
つ
の
間
に
か
、

植
民
地
名
も
シ
ド
ニ
ー
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
今
日
に
至
っ
て
い



一
一
四

ま
た
、
南
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
植
民
地
に
対
す
る
勅
許
状
が
一
八
三
四
年

に
下
り
、
一
八
三
六
年
か
ら
入
植
が
始
ま
っ
た

（
11
）

。
今
日
、
ア
デ
レ
ー
ド
を

中
心
と
す
る
地
域
で
あ
る
。

他
方
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
、
一
八
四
〇
年
四
月
に
イ
ギ
リ
ス
領
と

宣
言
さ
れ
、
同
年
六
月
、
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
立
法
評
議
会
は
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
を
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
植
民
地
の
一
部
と
す

る
法
律
を
制
定
し
た
。
し
か
し
、
わ
ず
か
二
ヶ
月
後
の
同
年
八
月
、
イ
ギ

リ
ス
議
会
は
、
一
八
四
〇
年
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
継
続
法
（N

ew
 

S
outh W

ales C
ontinuance A

ct 1840

（U
K

））
を
制
定
し
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
を
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
か
ら
独
立
し
た
植
民
地
と
す

る
こ
と
と
な
っ
た

（
12
）

。

以
下
、
順
次
、
メ
ル
ボ
ル
ン
を
中
心
と
す
る
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
植
民
地
が

一
八
五
一
年
に
、
ブ
リ
ス
ベ
ン
を
中
心
と
す
る
ク
ィ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
植
民

地
が
一
八
五
九
年
に
、
そ
れ
ぞ
れ
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
か
ら
分
離

し
て
、
独
立
の
植
民
地
と
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
植
民
地
は
、
そ
れ
ぞ
れ
英
本
国
か
ら
総
督
が
派
遣
さ
れ
、
支

配
し
て
い
た
。

（
二
）　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
統
治
法

植
民
地
社
会
が
成
長
拡
大
し
て
く
る
と
、
人
々
の
間
に
、
英
本
国
な
み

の
市
民
の
権
利
、
す
な
わ
ち
代
表
制
に
よ
る
立
法
機
関
の
設
置
や
陪
審
制

有
に
対
抗
し
よ
う
と
し
た
フ
ラ
ン
ス
は
、
南
太
平
洋
に
積
極
的
な
進
出
を

開
始
し
て
い
た
。
例
え
ば
タ
ヒ
チ
島
は
ポ
リ
ネ
シ
ア
系
の
ポ
マ
レ
王
朝
に

よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
き
た
が
、
一
八
四
二
年
に
女
王
ポ
マ
レ
四
世
が
フ
ラ

ン
ス
の
圧
力
に
屈
し
、
タ
ヒ
チ
島
と
モ
ー
レ
ア
島
を
フ
ラ
ン
ス
の
保
護
領

と
す
る
条
約
に
署
名
し
て
い
る
。
ま
た
、
ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア
島
は

一
八
五
三
年
九
月
二
四
日
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
の
派
遣
し
た
提
督
フ
ェ
ヴ

リ
エ
＝
デ
ポ
ワ
ン
ト
（A

uguste F
ebvrier-D

espointes

）
に
よ
っ
て
フ

ラ
ン
ス
領
と
宣
言
さ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
て
、
今
日
、
フ
ラ
ン
ス
の
海
外

準
県
（C

ollectivité d ’outre-m
er

）
と
さ
れ
る
仏
領
ポ
リ
ネ
シ
ア

（P
olynésie française

）
等
が
確
立
し
て
く
る
。

同
様
に
、
ド
イ
ツ
・
ハ
ン
ザ
同
盟
の
商
館
が
一
八
五
七
年
以
降
、
サ
モ

ア
に
交
易
の
拠
点
を
置
き
、
と
り
わ
け
コ
プ
ラ
貿
易
や
南
太
平
洋
各
入
植

地
へ
の
ド
イ
ツ
移
民
の
移
送
に
力
を
入
れ
な
が
ら
、
太
平
洋
の
貿
易
網
を

確
立
し
て
く
る
。

こ
う
し
た
欧
州
列
強
の
進
出
に
対
抗
し
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
長
い
海

岸
線
を
、
シ
ド
ニ
ー
か
ら
一
元
的
に
守
る
の
は
無
理
が
あ
る
。
実
際
、

一
九
世
紀
初
め
に
は
、
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
フ
ラ
ン
ス
が
植
民
地
を
設

置
す
る
可
能
性
が
か
な
り
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
急
遽
、
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
に
植
民
地
を
設
置
す
る
勅
許
状
が
一
八
二
九
年
に
下
り
、
同
年
中
に
、

直
ち
に
ス
ワ
ン
川
入
植
地
（S

w
an R

iver C
olony

）
に
植
民
が
始
ま
っ

た
（
10
）

。
今
日
の
パ
ー
ス
に
あ
た
る
地
域
で
あ
る
。
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一
一
五

俗
習
慣
に
か
な
り
の
違
い
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
一
七
九
〇
年
に
英
本

国
議
会
を
通
過
し
た
植
民
地
統
治
法
（C

onstitutional A
ct 1791 （

15
）

）
は
、

上
カ
ナ
ダ
と
下
カ
ナ
ダ
に
よ
っ
て
統
治
の
や
り
方
を
違
え
る
こ
と
を
予
定

し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
上
カ
ナ
ダ
は
イ
ギ
リ
ス
の
法
律
と
機
構
に
組
み

込
ま
れ
た
の
に
対
し
、
下
カ
ナ
ダ
は
フ
ラ
ン
ス
市
民
法
で
統
治
さ
れ
、
カ

ト
リ
ッ
ク
信
仰
も
み
と
め
ら
れ
て
い
た
。

そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
一
八
三
七
年
に
、
両
植
民
地
で
時
期
を
同
じ
く

し
て
、
責
任
政
府
を
求
め
る
反
乱
が
起
こ
っ
た
の
で
あ
る
。
上
カ
ナ
ダ
の

場
合
に
は
、
王
党
派
の
支
配
に
対
す
る
英
国
か
ら
の
移
民
の
不
満
が
原
因

で
あ
っ
た
。
下
カ
ナ
ダ
の
場
合
に
は
、
政
府
が
少
数
派
で
あ
る
英
語
を
話

す
市
民
に
牛
耳
ら
れ
、
し
か
も
イ
ギ
リ
ス
本
国
の
意
向
に
沿
う
こ
と
が
本

流
で
あ
っ
た
こ
と
に
対
す
る
不
満
で
あ
っ
た
。
結
局
、
上
カ
ナ
ダ
と
下
カ

ナ
ダ
に
区
分
し
て
統
治
す
る
方
式
は
廃
止
さ
れ
、
一
八
四
〇
年
七
月
二
三

日
に
制
定
さ
れ
た
連
合
法
（A

ct of U
nion 1840 （

16
）

）
に
よ
り
、
カ
ナ
ダ

連
合
（
一
八
四
一
│
一
八
六
六
）
と
い
う
一
つ
の
政
体
に
統
一
さ
れ
、
植

民
地
人
に
よ
る
責
任
政
府
体
勢
に
移
行
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

第
三
に
、
こ
の
時
期
に
、
囚
人
を
流
刑
に
す
る
こ
と
に
対
す
る
批
判
が

英
本
国
で
高
ま
っ
て
き
た
。
英
国
議
会
の
下
院
に
一
八
三
七
│
三
八
年
に

設
け
ら
れ
た
モ
ー
ル
ズ
ワ
ー
ス
委
員
会
（M

olesw
orth C

om
m
ittee

）

の
報
告
書
は
、
流
刑
一
般
を
批
判
し
、
流
刑
制
度
は
、
犯
罪
を
助
長
し
、

多
額
の
費
用
が
必
要
な
非
道
徳
的
な
制
度
で
あ
る
と
さ
れ
、
早
期
の
流
刑

法
廷
な
ど
を
求
め
る
声
が
高
ま
っ
て
く
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
植
民
地
は
、
米
国
独
立
と
い
う
苦
い
経
験
を
き
っ
か
け
と
し
て
設

置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、
英
本
国
は
、
こ
う
し
た
要
求
に
敏
感
で

あ
っ
た
。
ま
ず
一
八
二
三
年
に
英
国
議
会
に
お
い
て
、
統
治
機
構
や
司
法

制
度
の
改
革
を
目
的
と
し
た
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
法

（
13
）

が
制
定
さ
れ
、

同
法
お
よ
び
こ
れ
に
続
く
一
八
二
八
年
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
裁
判
所
法

（
14
）

な
ど

に
よ
り
、
自
主
立
法
、
自
主
司
法
が
一
定
の
枠
内
で
認
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
。

こ
の
時
期
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
外
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
自
主

独
立
を
助
長
す
る
方
向
に
向
け
て
の
追
い
風
が
吹
い
た
。

第
一
に
、
英
本
国
に
お
い
て
、
い
わ
ゆ
る
腐
敗
選
挙
区
に
対
す
る
民
衆

の
不
満
が
高
ま
り
、
つ
い
に
一
八
三
二
年
に
、
第
一
回
の
選
挙
法
大
改
正

が
行
わ
れ
た
。

第
二
に
、
カ
ナ
ダ
に
お
い
て
一
八
三
七
年
に
対
英
反
乱
が
起
き
た
。
こ

の
時
期
、
カ
ナ
ダ
の
英
国
植
民
地
は
、
現
在
の
オ
ン
タ
リ
オ
州
に
相
当
す

る
地
域
に
所
在
す
る
上
カ
ナ
ダ
（U

pper C
anada

）
と
、
現
在
の
ケ

ベ
ッ
ク
州
に
相
当
す
る
下
カ
ナ
ダ
（L

ow
er C

anada

）
の
二
つ
の
植
民

地
に
分
か
れ
て
い
た
。

上
カ
ナ
ダ
は
米
国
か
ら
逃
れ
た
王
党
派
及
び
英
国
か
ら
の
移
民
を
中
心

と
す
る
英
語
系
の
地
域
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
下
カ
ナ
ダ
は
も
と
も
と
フ

ラ
ン
ス
植
民
地
だ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
フ
ラ
ン
ス
系
住
民
の
多
い
た
め
、
風



一
一
六

が
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
植
民
地
か
ら
分
離
す
る
こ
と
を
認
め
た
。

（
三
）　

責
任
政
府
と
植
民
地
憲
法
の
制
定

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
自
治
権
拡
大
の
要
求
は
、
し
か
し
、
英
国
の
予
想

を
上
回
っ
て
い
た
。
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
植
民
地
の
入
植
者
は
、

一
八
五
〇
年
統
治
法
が
、
地
元
に
税
収
に
対
す
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
を
十

分
に
与
え
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
立
法
府
に
完
全
な
権
限
を
与
え
て
い
な
い

と
、
同
法
を
批
判
し
た
。
そ
こ
で
、
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
植
民
地

で
は
、
自
ら
の
憲
法
草
案
を
、
立
法
評
議
会
に
設
置
し
た
委
員
会
に
よ
っ

て
起
案
し
、
立
法
評
議
会
で
改
正
後
、
一
八
五
三
年
八
月
九
日
に
採
択
さ

れ
、
英
国
に
送
付
し
た
。

英
国
当
局
は
、
こ
の
憲
法
草
案
は
、
自
治
の
方
向
に
行
き
過
ぎ
て
い
る

と
考
え
た
の
で
、
そ
れ
を
議
会
に
提
案
す
る
前
に
修
正
し
た
上
で
議
会
に

上
程
し
た
。
こ
の
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
植
民
地
憲
法
と
し
て
知
ら

れ
る
法
典
は
、
一
八
五
五
年
七
月
一
六
日
に
国
王
の
裁
可
を
受
け
て
正
式

に
発
効
し
た

（
20
）

。

こ
の
憲
法
は
、
二
院
制
の
議
会
を
創
設
し
て
い
る
。
下
院
は
緩
や
か
な

財
産
制
限
の
下
で
選
挙
さ
れ
た
議
員
で
構
成
さ
れ
、
上
院
は
任
命
制
で
あ

る
。
同
法
は
、
租
税
の
徴
収
を
含
む
幅
広
い
地
域
に
関
す
る
事
務
に
関
す

る
権
限
を
認
め
て
い
る
が
、
英
本
国
は
依
然
と
し
て
そ
の
立
法
を
禁
止
す

る
権
限
を
保
有
し
て
い
た
。

制
度
の
廃
止
を
求
め
て
い
た

（
17
）

。
こ
れ
を
受
け
て
英
国
政
府
は
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
へ
の
流
刑
制
度
を
廃
止
す
る
こ
と
と
し
、
一
八
四
〇
年
に
、
ま
ず

ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
植
民
地
へ
の
囚
人
輸
送
が
停
止
さ
れ
た
。
他

の
地
域
で
も
逐
次
そ
の
廃
止
が
行
わ
れ
、
一
八
五
〇
年
代
に
は
最
後
ま
で

残
っ
て
い
た
タ
ス
マ
ニ
ア
島
へ
の
流
刑
制
度
が
廃
止
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
つ
い
て
も
、
植
民
地
の

立
法
機
関
に
は
代
議
制
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
一
八
四
二
年
に

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
統
治
法

（
18
）

が
英
本
国
議
会
で
制
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ

れ
に
よ
り
、
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
立
法
評
議
会
の
構
成
員
の
う

ち
三
分
の
二
が
、
一
定
の
財
産
資
格
を
有
す
る
男
子
に
よ
り
選
挙
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
一
八
五
〇
年
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
統
治
法

（
19
）

に
よ
り
、
同
様
の
制

度
は
、
そ
の
時
点
以
前
に
独
立
の
植
民
地
と
み
と
め
ら
れ
て
い
た
す
べ
て

の
植
民
地
、
す
な
わ
ち
タ
ス
マ
ニ
ア
、
南
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
及
び
西
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
に
も
拡
大
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
カ
ナ

ダ
の
よ
う
に
、
自
ら
強
く
要
求
す
る
ま
で
も
な
く
、
自
治
権
を
獲
得
す
る

こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

こ
の
一
八
五
〇
年
統
治
法
は
、
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
植
民
地
に

関
し
て
は
、
立
法
評
議
会
の
た
め
の
選
挙
資
格
を
自
由
化
し
た
。
同
法
は
、

総
督
及
び
立
法
評
議
会
に
、
本
国
の
同
意
を
得
て
、
任
命
制
及
び
選
挙
制

の
二
院
制
を
導
入
す
る
権
限
を
与
え
た
。
同
時
に
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
植
民
地
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一
一
七

三　

白
豪
主
義

（
一
）　

奴
隷
制

大
英
帝
国
に
は
、
か
つ
て
全
域
に
奴
隷
制
が
存
在
し
て
い
た
。
英
国
本

国
で
奴
隷
制
が
消
滅
し
た
の
は
一
七
七
二
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
年
、

ロ
ン
ド
ン
で
、
サ
マ
ー
セ
ッ
ト
（Jam

es S
om

erset

）
事
件
が
起
こ
っ

た
。
所
有
者
は
黒
人
奴
隷
の
サ
マ
ー
セ
ッ
ト
を
働
か
せ
る
た
め
ジ
ャ
マ
イ

カ
に
送
ろ
う
と
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
サ
マ
ー
セ
ッ
ト
は
人
身
保
護
令
状

の
救
済
を
受
け
、
裁
判
と
な
っ
た
。
高
等
法
院
（C

ourt of K
ing ’s 

B
ench

）
主
席
判
事
の
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
卿
（C

hief Justice W
illiam

 

M
ansfi eld

）
は
、
同
年
六
月
二
二
日
、
奴
隷
制
を
認
め
る
法
が
英
国
に

な
い
こ
と
を
理
由
に
「
こ
の
黒
人
は
放
免
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

判
決
し
た

（
28
）

。

こ
の
結
果
、
奴
隷
と
い
う
身
分
は
イ
ギ
リ
ス
の
法
で
は
存
在
し
な
い
こ

と
と
さ
れ
、
国
内
に
い
た
一
万
人
か
ら
一
万
四
千
人
の
奴
隷
は
解
放
さ
れ

た
。
た
だ
し
、
こ
の
判
決
は
ジ
ャ
マ
イ
カ
や
米
国
な
ど
に
は
効
力
を
持
た

な
か
っ
た
。
奴
隷
貿
易
の
廃
止
は
一
八
〇
七
年
の
奴
隷
貿
易
法
（S

lave 

T
rade A

ct 1807 （
29
）

）、
そ
し
て
植
民
地
を
含
む
全
面
的
な
廃
止
は

一
八
三
三
年
の
奴
隷
制
度
廃
止
法
（S

lavery A
bolition A

ct 1833 （
30
）

）

ま
で
待
つ
必
要
が
あ
っ
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
場
合
、
流
刑
囚
と
い
う
無
償
の
労
働
力
が
あ
っ
た

同
憲
法
は
ま
た
、
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
植
民
地
総
督
に
、
執
行

委
員
会
の
助
言
を
得
て
公
職
を
任
命
す
る
権
限
を
与
え
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
議
会
か
ら
選
任
さ
れ
た
国
務
大
臣
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
る
と
い
う
意

味
で
責
任
政
府
（responsible governm

ent

）
を
樹
立
す
る
こ
と
は
、

明
示
的
に
は
定
め
ら
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
規
定
は
明
ら
か
に
そ
れ
を
意

図
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
各
植
民
地
は
、
次
々
と
起
草
し
た
憲
法
草
案
を

英
本
国
に
送
付
し
た
結
果
、
こ
の
時
期
以
降
、
各
植
民
地
は
次
々
と
そ
の

憲
法
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
タ
ス
マ
ニ
ア

（
21
）

及
び
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア

（
22
）

は
一
八
五
五
年
、
南
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
一
八
五
六
年

（
23
）

、
ク
ィ
ー
ン
ズ
ラ

ン
ド
は
一
八
六
七
年

（
24
）

、
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

（
25
）

は
一
八
九
〇
年
に
、
そ
れ
ぞ

れ
英
国
議
会
の
制
定
し
た
法
律
と
い
う
形
で
、
自
主
憲
法
を
持
つ
に
至
っ

た
。な

お
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
よ
り

早
く
一
八
五
二
年
に
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
憲
法
法
が
制
定
さ
れ
て
い
る

（
26
）

。

一
八
六
三
年
、
最
初
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
陸
に
あ
る
全
植
民
地
会
議

（Intercolonial C
onference

）
が
メ
ル
ボ
ル
ン
で
開
催
さ
れ
、
関
税
な

ど
共
通
の
関
心
事
に
つ
い
て
討
議
し
た
。
こ
の
会
議
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

連
邦
が
成
立
す
る
ま
で
の
約
四
〇
年
間
に
合
計
八
三
回
開
催
さ
れ
る
こ
と

に
な
る

（
27
）

。
い
わ
ば
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
の
基
礎
と
な
る
会
議
体
で
あ

る
。



一
一
八

る
と
共
に
、
三
年
以
内
に
故
郷
の
島
に
帰
還
さ
せ
る
こ
と
も
求
め
て
い
た
。

し
か
し
政
府
の
監
督
官
は
、
船
長
か
ら
の
賄
賂
な
ど
で
籠
絡
さ
れ
て
い
た

た
め
、
こ
の
規
制
は
ほ
と
ん
ど
効
果
を
上
げ
な
か
っ
た

（
35
）

。

一
八
八
三
年
〜
一
八
八
五
年
に
は
、
南
太
平
洋
の
人
的
資
源
が
枯
渇
し

て
き
た
た
め
に
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
か
ら
の
狩
り
出
し
が
行
わ
れ
る
様
に

な
っ
た
。
し
か
し
、
彼
ら
は
労
働
力
と
し
て
は
不
適
切
だ
っ
た
の
で
、
そ

の
後
は
行
わ
れ
な
か
っ
た

（
36
）

。

こ
の
実
質
的
奴
隷
制
度
は
、
一
九
〇
一
年
に
太
平
洋
諸
島
労
働
者
法

（T
he P

acifi c Island L
abourers A

ct 1901

）
が
制
定
さ
れ
る
ま
で
続

く
こ
と
に
な
る
。
同
年
、
白
豪
主
義
（W

hite A
ustralia policy

）
を

確
立
す
る
移
民
規
制
法
（Im

m
igration R

estriction A
ct 1901

）
が
制

定
さ
れ
る
が
、
同
法
制
定
の
六
日
後
に
、
同
法
の
一
部
と
し
て
制
定
さ
れ

た
の
が
こ
の
法
律
で
、
こ
れ
に
よ
り
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
内
に
い
た
南
太

平
洋
先
住
民
全
員
が
強
制
送
還
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
同
法
に
基
づ
き
送
還

さ
れ
た
の
は
七
、五
〇
〇
人
に
達
し
た

（
37
）

。

（
二
）　

東
イ
ン
ド
会
社
に
よ
る
中
国
貿
易
独
占
の
崩
壊

こ
の
時
期
、
対
中
国
貿
易
は
英
国
東
イ
ン
ド
会
社
（E

ast India 

C
om

pany

）
が
独
占
し
て
い
た
。
し
か
し
、
英
本
国
で
産
業
革
命
が
始
ま

り
、
ま
た
、
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
が
一
七
七
六
年
に
『
国
富
論
』
を
書
く
と
、

ス
ミ
ス
流
の
自
由
貿
易
論
は
、
知
識
人
や
政
治
家
の
間
で
多
数
派
を
形
成

た
め
、
当
初
の
時
点
で
は
奴
隷
労
働
に
依
存
す
る
必
要
は
無
か
っ
た
。
し

か
し
、
上
述
し
た
と
お
り
、
モ
ー
ル
ズ
ワ
ー
ス
委
員
会
の
勧
告
に
よ
り
、

一
八
四
〇
年
以
降
、
徐
々
に
流
刑
制
度
が
廃
止
に
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
の

結
果
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
深
刻
な
労
働
力
不
足
に
見
舞
わ
れ
た
。

上
述
の
と
お
り
、
英
国
の
植
民
地
す
べ
て
で
、
そ
の
時
点
で
は
奴
隷
制

は
廃
止
さ
れ
て
い
た
の
で
、
正
式
に
そ
う
称
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た

が
、
発
展
の
遅
れ
て
い
た
ク
ィ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
植
民
地
で
は
、
流
刑
制
度

が
廃
止
さ
れ
た
直
後
の
一
八
四
二
年
か
ら
一
九
〇
四
年
ま
で
の
間
、
農
園

労
働
者
を
確
保
す
る
必
要
か
ら
、
事
実
上
の
奴
隷
制
度
が
存
在
し
て
い
た
。

初
期
に
は
内
陸
に
住
む
ア
ボ
リ
ジ
ニ
が
狩
り
出
さ
れ
て
使
役
さ
れ
て
い
た

が
、
や
が
て
ニ
ュ
ー
ブ
リ
テ
ン
島
や
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
に
居
住
す
る
先
住
民

（
31
）

を
狩
り
出
し
、
使
役
す
る
こ
と
が
始
ま
っ
た
。
こ
れ
をB

lackbirding

と
い
う

（
32
）

。

ク
ィ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
政
府
は
、
奴
隷
売
買
を
規
制
す
る
目
的
か
ら
、

一
八
六
八
年
ポ
リ
ネ
シ
ア
人
労
働
者
法
（P

olynesian L
abourers A

ct 

of 1868

）
を
制
定
し
た

（
33
）

。
同
法
で
は
、
労
働
者
は
誘
拐
で
は
な
く
、
任

意
に
応
募
し
て
き
た
労
働
者
で
あ
る
こ
と
の
証
明
を
船
主
に
義
務
づ
け
た
。

形
式
的
に
は
彼
ら
は
奴
隷
で
は
な
く
、
一
年
間
に
六
ポ
ン
ド
の
俸
給
を
与

え
ら
れ
る
年
季
奉
公
（indentured servitude

）
労
働
者
と
さ
れ
て
い

た
が
、
実
際
に
は
俸
給
は
支
払
わ
れ
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
る

（
34
）

。
同
法
は
、

同
時
に
農
園
所
有
者
に
そ
こ
で
働
く
ポ
リ
ネ
シ
ア
人
労
働
者
数
を
申
告
す



オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
憲
法
前
史
概
説
（
甲
斐
）

一
一
九

中
国
の
低
廉
で
優
秀
な
労
働
力
を
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
送
り
込
み
始
め
た

の
で
あ
る
。

（
三
）　

ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
と
中
国
人
問
題

一
八
五
一
年
二
月
に
、
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
植
民
地
の
バ
サ
ー

ス
ト
（B

athurst

）
近
郊
で
砂
金
が
見
つ
か
っ
た
。
日
時
は
不
明
で
あ
る

が
、
こ
の
前
後
の
時
期
に
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
植
民
地
の
フ
ラ
ン
ク
リ
ン

フ
ォ
ー
ド
（F

ranklinford

）
で
も
砂
金
が
見
つ
か
っ
た
。
こ
れ
を
き
っ

か
け
に
、
そ
の
周
辺
各
地
で
続
々
と
金
が
見
つ
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
世

界
各
地
か
ら
多
く
の
人
び
と
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
押
し
寄
せ
て
き
た
。

一
八
五
一
年
の
時
点
で
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
全
土
の
人
口
は
四
三
万
人
程

度
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
が
一
八
七
一
年
に
は
一
七
〇
万
人
に
は
ね
上
が
っ

た
大
き
な
原
因
は
そ
れ
で
あ
っ
た
。
中
国
人
も
、
こ
の
年
に
初
め
て
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
に
来
た
の
で
あ
る

（
38
）

。

こ
の
時
点
で
の
金
の
採
掘
方
法
は
、
洗
鉱
（alluvial m

ining

）
で

あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
金
の
小
さ
な
塊
は
地
表
近
く
の
土
や
砂
や
粘
土
に

混
じ
っ
て
存
在
し
て
い
た
の
で
、
大
量
の
水
で
そ
れ
を
洗
え
ば
、
沈
殿
物

の
中
に
金
が
見
つ
か
る
と
い
う
方
法
で
あ
る
。
こ
の
方
法
で
金
を
採
取
す

る
に
は
特
段
の
技
術
は
い
ら
な
い
が
、
大
変
厳
し
い
労
働
を
必
要
と
し
た
。

よ
り
多
く
労
働
す
れ
ば
、
よ
り
多
く
の
金
が
得
ら
れ
た
。

欧
州
人
は
一
人
か
、
せ
い
ぜ
い
少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
で
、
特
に
金
が
豊

し
、
東
イ
ン
ド
会
社
に
よ
る
イ
ン
ド
、
中
国
貿
易
の
独
占
状
態
を
非
難
す

る
声
が
高
ま
っ
た
。

東
イ
ン
ド
会
社
の
貿
易
独
占
は
、
国
王
の
特
許
状
（C

harter

）
に
基

づ
い
て
お
り
、
そ
れ
は
二
〇
年
ご
と
に
更
新
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
自
由
貿
易
論
が
強
ま
る
と
、
更
新
は
円
滑
に
は
行

わ
れ
な
く
な
り
、
ま
ず
一
七
九
三
年
に
、
イ
ン
ド
貿
易
の
一
部
が
自
由
化

さ
れ
た
。
つ
い
で
一
八
一
三
年
に
、
イ
ン
ド
に
お
け
る
独
占
貿
易
が
終
了

し
た
。
そ
し
て
、
一
八
三
三
年
に
は
、
中
国
と
の
独
占
貿
易
も
終
了
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
東
イ
ン
ド
会
社
の
商
事
会
社
と
し
て
の
機
能
は
終
焉
し
た

こ
と
に
な
る
。

す
な
わ
ち
、
東
イ
ン
ド
会
社
の
対
中
国
貿
易
独
占
の
終
了
と
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
流
刑
制
度
の
終
了
が
ほ
ぼ
同
じ
時
期
だ
っ
た
の
で
あ

る
。
し
か
も
、
他
方
に
お
い
て
、
阿
片
戦
争
の
結
果
、
一
八
四
二
年
に
締

結
さ
れ
た
南
京
条
約
に
よ
り
、
香
港
の
割
譲
等
の
他
、
広
州
、
福
州
、
廈

門
、
寧
波
、
上
海
の
五
港
が
開
港
さ
れ
、
貿
易
の
完
全
自
由
化
を
中
国
側

に
押
し
つ
け
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
さ
ら
に
第
二
次
ア
ヘ
ン
戦
争
と
も
呼

ば
れ
る
ア
ロ
ー
号
戦
争
の
結
果
一
八
六
〇
年
に
締
結
さ
れ
た
北
京
条
約
で
、

イ
ギ
リ
ス
や
海
外
の
商
社
が
中
国
人
を
雇
用
す
る
権
利
を
承
認
さ
せ
た
こ

と
で
、
合
法
的
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
に
中
国
人
を

送
り
込
む
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

こ
の
結
果
、
多
く
の
英
国
の
会
社
が
対
中
国
貿
易
に
参
入
し
、
彼
ら
は



一
二
〇

か
っ
た
。
そ
れ
に
代
わ
っ
て
、
白
人
労
働
者
を
結
集
さ
せ
た
の
が
中
国
人

問
題
で
あ
る
。

雇
用
者
側
と
し
て
は
、
ど
う
せ
雇
用
す
る
な
ら
ば
、
元
囚
人
で
、
怠
惰

で
協
調
性
も
な
い
く
せ
に
高
給
を
要
求
す
る
白
人
労
働
者
よ
り
も
、
勤
勉

で
協
調
性
が
あ
り
、
低
賃
金
に
も
文
句
を
言
わ
な
い
中
国
人
労
働
者
の
方

が
、
好
ま
し
い
存
在
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
白
人
労

働
者
た
ち
は
、
折
か
ら
始
ま
っ
た
責
任
政
府
の
下
に
お
け
る
議
会
に
、
中

国
人
の
規
制
を
求
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

1　

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
植
民
地

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
各
植
民
地
の
中
で
、
労
働
者
か
ら
の
陳
情
に
応
え

て
、
最
初
に
中
国
人
規
制
立
法
を
制
定
し
た
の
は
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
植
民
地

で
、
一
八
五
五
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
中
国
人
移
民
法
（C

hinese 

Im
m
igration A

ct 1855

）
と
い
う
通
称
を
持
つ
こ
の
法
律
は
、
船
の
総

ト
ン
数
一
〇
ト
ン
ご
と
に
一
人
の
割
で
し
か
中
国
人
を
乗
せ
て
く
る
こ
と

は
で
き
ず
、
か
つ
、
上
陸
し
た
中
国
人
一
人
に
つ
き
一
〇
ポ
ン
ド
の
人
頭

税
を
課
す
る
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た

（
39
）

。

し
か
し
、
こ
の
法
律
は
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
植
民
地
に
直
接
上
陸
す
る
こ

と
を
規
制
す
る
だ
け
な
の
で
、
隣
接
す
る
南
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
植
民
地
や

ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
植
民
地
に
上
陸
し
、
陸
路
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
植

民
地
に
入
る
中
国
人
を
防
止
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、

一
八
五
七
年
ま
で
に
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
植
民
地
の
中
国
人
労
働
者
数
は
二
万

か
な
鉱
床
を
採
掘
し
よ
う
と
し
た
。
そ
こ
で
、
よ
り
豊
か
な
鉱
床
が
見
つ

か
っ
た
と
い
う
噂
が
流
れ
る
と
、
そ
れ
ま
で
の
鉱
床
を
捨
て
て
す
ぐ
に
移

動
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
こ
の
結
果
、
実
際
に
豊
か
に
な
れ
た
者
は
ほ
と

ん
ど
い
な
か
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
中
国
人
は
、
よ
り
優
れ
た
方
法
を
導
入
し
た
。
彼
ら
は

大
き
な
グ
ル
ー
プ
を
作
っ
て
、
組
織
的
に
対
象
と
な
る
地
域
の
全
域
を
探

鉱
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
そ
こ
に
金
が
あ
れ
ば
、
中
国
人
グ
ル
ー
プ
は
必

ず
そ
れ
を
発
見
し
た
。
彼
ら
は
倹
約
し
て
共
同
で
生
活
し
、
ほ
と
ん
ど
の

欧
州
人
よ
り
も
長
時
間
戸
外
で
労
働
し
、
少
な
い
収
入
で
も
満
足
し
た
。

欧
州
人
は
、
中
国
人
に
対
し
て
、
一
つ
一
つ
を
取
れ
ば
些
細
な
、
ス
テ

レ
オ
タ
イ
プ
の
不
満
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
中
国

人
は
安
息
日
に
も
働
く
と
か
、
泥
棒
だ
と
か
、
不
衛
生
な
習
慣
を
持
っ
て

い
る
と
か
、
低
賃
金
で
働
く
の
で
賃
金
水
準
を
引
き
下
げ
る
と
い
っ
た
こ

と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
非
難
が
正
し
い
と
い
う
証
拠
は
な
か
っ
た
が
、
中

国
人
は
欧
州
人
と
は
明
確
に
異
な
る
風
俗
習
慣
を
持
っ
て
い
た
か
ら
、
欧

州
人
が
、
彼
ら
に
人
種
的
憎
悪
を
抱
く
よ
う
に
な
る
の
は
時
間
の
問
題
で

あ
っ
た
。

通
常
、
各
国
の
労
働
政
党
は
産
業
革
命
に
よ
る
労
働
運
動
の
高
ま
り
の

中
か
ら
誕
生
し
て
く
る
。
し
か
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
今
日
に
お
い
て

も
基
本
的
に
第
一
次
産
業
を
基
本
と
し
て
お
り
、
第
二
次
産
業
を
発
達
さ

せ
て
い
な
い
か
ら
、
そ
の
様
な
意
味
に
お
け
る
労
働
運
動
は
存
在
し
な



オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
憲
法
前
史
概
説
（
甲
斐
）

一
二
一

の
中
で
、
一
番
有
名
な
の
が
一
八
六
一
年
六
月
三
〇
日
の
夜
に
ラ
ン
ビ
ン

グ
・
フ
ラ
ッ
ト
（L

am
bing F

lat

）
で
お
き
た
暴
動
で
あ
る
。
同
時
期
に

他
で
も
暴
動
が
起
き
た
が
、
そ
れ
ら
一
連
の
暴
動
の
総
称
と
し
て
ラ
ン
ビ

ン
グ
・
フ
ラ
ッ
ト
暴
動
（T

he L
am

bing F
lat R

iots

）
と
い
う
言
葉
が

使
わ
れ
る

（
43
）

。

こ
の
時
期
、
約
一
、〇
〇
〇
人
の
中
国
人
が
、
ラ
ン
ビ
ン
グ
・
フ
ラ
ッ

ト
の
採
金
地
で
採
掘
を
行
っ
て
い
た
。
こ
の
夜
、
約
三
、〇
〇
〇
人
の
暴

徒
が
、
中
国
人
を
ラ
ン
ビ
ン
グ
・
フ
ラ
ッ
ト
か
ら
追
い
出
せ
と
叫
ん
で
採

金
地
に
雪
崩
れ
込
み
、
テ
ン
ト
を
破
壊
し
、
財
物
を
強
奪
し
た
。
こ
の
暴

動
が
起
き
た
き
っ
か
け
と
し
て
は
、
二
つ
の
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

第
一
に
、
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
植
民
地
議
会
が
、
再
度
の
中
国
人

排
除
法
の
制
定
を
否
決
し
た
と
い
う
噂
が
流
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、

約
一
、五
〇
〇
人
の
新
し
い
中
国
人
グ
ル
ー
プ
が
や
っ
て
く
る
と
い
う
噂

が
流
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

暴
動
が
起
き
る
と
、
警
察
は
直
ち
に
出
動
し
、
二
週
間
後
に
暴
動
の
首

謀
者
三
名
を
逮
捕
し
た
。
す
る
と
、
七
月
一
四
日
、
今
度
は
一
、〇
〇
〇

人
の
鉱
夫
が
警
察
キ
ャ
ン
プ
を
襲
撃
し
た
。
警
察
は
銃
で
応
戦
し
、
鉱
夫

一
名
が
死
亡
し
、
多
数
が
負
傷
し
た
。
結
局
、
現
地
の
治
安
を
回
復
す
る

た
め
に
二
八
〇
名
の
兵
士
等
が
シ
ド
ニ
ー
か
ら
派
遣
さ
れ
、
一
年
に
わ

た
っ
て
現
地
に
駐
屯
す
る
事
態
と
な
っ
た
。

こ
う
し
た
一
連
の
暴
動
の
た
め
、
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
植
民
地

五
、四
〇
〇
人
に
達
し
て
い
た

（
40
）

。
そ
れ
に
伴
い
、
対
中
国
人
差
別
は
深
刻

化
し
て
い
っ
た
。

一
八
五
七
年
七
月
四
日
に
バ
ッ
ク
ラ
ン
ド
谷
（B

uckland V
alley

）

で
起
き
た
暴
動
で
は
、
一
〇
〇
人
ほ
ど
の
白
人
暴
徒
が
中
国
人
キ
ャ
ン
プ

を
襲
撃
し
て
い
る
。
多
く
の
中
国
人
が
殴
ら
れ
、
バ
ッ
ク
ラ
ン
ド
河
に
投

げ
込
ま
れ
、
そ
の
結
果
、
少
な
く
と
も
三
名
が
死
亡
し
、
中
国
人
キ
ャ
ン

プ
の
全
施
設
が
破
壊
さ
れ
る
と
い
う
事
態
に
な
っ
て
い
る
。
警
察
は
暴
動

の
首
謀
者
一
三
名
を
逮
捕
し
た
が
、
裁
判
で
陪
審
員
は
全
員
を
無
罪
と
し

た
（
41
）

。そ
こ
で
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
植
民
地
議
会
は
、
規
制
を
さ
ら
に
強
化
し
た

中
国
人
規
制
法
（C

hinese R
egulation A

ct
）
を
制
定
し
た

（
42
）

。
こ
の
法

律
は
、
入
国
時
に
一
〇
ポ
ン
ド
の
人
頭
税
を
課
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
滞

在
に
当
た
り
、
一
ヶ
月
に
一
ポ
ン
ド
の
人
頭
税
を
課
す
る
こ
と
を
定
め
た
。

こ
の
法
律
は
一
定
の
効
果
を
上
げ
た
。

2　

ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
植
民
地

ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
議
会
に
最
初
に
中
国
人
の
移
民
数
を
制
限

す
る
法
案
が
提
案
さ
れ
た
の
は
一
八
五
八
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ

は
、
雇
用
者
側
の
意
見
を
反
映
し
た
議
会
に
よ
り
否
決
さ
れ
た
。

北
京
条
約
が
締
結
さ
れ
、
中
国
人
労
働
者
が
一
層
流
入
し
て
く
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
た
一
八
六
〇
年
に
は
、
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
植
民
地

の
金
鉱
で
、
反
中
国
人
暴
動
が
繰
り
返
し
発
生
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ



一
二
二

せ
て
い
る
。
同
法
は
、
同
植
民
地
に
入
国
す
る
中
国
人
に
対
し
二
〇
ポ
ン

ド
の
人
頭
税
を
課
し
た

（
47
）

。
同
時
に
採
金
地
法
（G

oldfi elds A
ct of 

1874

）
を
改
正
し
、「
ア
ジ
ア
系
及
び
ア
フ
リ
カ
系
人
種
（A

siatic and 

A
frican aliens

）」
に
対
し
、
金
鉱
夫
と
し
て
居
住
す
る
に
当
た
り
許
可

証
を
必
要
と
し
、
手
数
料
を
徴
収
す
る
こ
と
と
し
て
、
中
国
人
が
金
鉱
夫

に
な
る
こ
と
自
体
の
規
制
も
強
化
し
た

（
48
）

。
こ
の
様
な
手
数
料
は
、
中
国
人

の
負
担
限
度
を
超
え
て
い
た
の
で
、
中
国
人
の
入
国
者
数
は
減
少
に
転
じ

る
こ
と
に
な
っ
た
。

ま
た
同
植
民
地
の
場
合
、
太
平
洋
先
住
民
の
奴
隷
労
働
と
い
う
よ
り
深

刻
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
そ
こ
で
、
一
八
八
〇
年
太
平
洋
島
労
働
者
法

（T
he P

acifi c Island L
abourers A

ct of 1880

）
や
同
法
の
改
正
法

（T
he P

acifi c Island labourers A
ct of 1880 A

m
endm

ent A
ct of 

1884

）
が
制
定
さ
れ
た

（
49
）

。
同
法
に
よ
れ
ば
、
労
働
者
を
輸
入
す
る
に
は
許

可
証
が
必
要
と
さ
れ
、
し
か
も
そ
れ
は
熱
帯
な
い
し
亜
熱
帯
の
農
業
労
働

者
に
の
み
付
与
さ
れ
た
。
彼
ら
は
牧
畜
業
に
応
募
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、

か
つ
海
岸
か
ら
三
〇
マ
イ
ル
以
内
の
農
園
で
の
み
働
く
こ
と
が
許
さ
れ
た
。

同
法
の
一
八
八
四
年
改
正
法
は
、
さ
ら
に
明
示
的
に
家
事
労
働
、
砂
糖

工
場
や
海
事
産
業
に
つ
く
こ
と
を
禁
止
し
、
開
墾
、
植
栽
や
除
草
な
ど
の

単
純
農
業
労
働
に
限
定
し
た
。
こ
れ
ら
の
規
定
は
、
機
関
士
、
鍛
冶
屋
、

機
械
工
、
レ
ン
ガ
工
の
よ
う
な
熟
練
を
要
す
る
仕
事
を
白
人
労
働
者
の
た

め
に
保
護
し
た
の
で
あ
る
。

で
も
一
八
六
一
年
に
は
、
最
初
の
中
国
人
移
民
規
制
制
限
法
が
成
立
し
た
。

こ
の
法
律
も
、
そ
れ
に
先
行
す
る
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
法
と
同
じ
く
、
船
の
排

水
量
一
〇
ト
ン
あ
た
り
一
中
国
人
乗
客
し
か
乗
せ
ら
れ
な
い
も
の
と
し
、

か
つ
入
国
に
当
た
っ
て
の
人
頭
税
と
し
て
一
人
あ
た
り
一
〇
ポ
ン
ド
を
徴

収
し
た

（
44
）

。

こ
れ
に
よ
り
、
同
植
民
地
へ
の
中
国
人
の
流
入
は
阻
ま
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
し
か
し
、
同
法
は
中
国
人
金
鉱
掘
り
の
入
国
を
阻
む
た
め
の
も

の
だ
っ
た
の
で
、
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
植
民
地
に
お
け
る
ゴ
ー
ル

ド
ラ
ッ
シ
ュ
が
終
わ
っ
た
一
八
六
七
年
に
廃
止
さ
れ
た

（
45
）

。

3　

ク
ィ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
植
民
地

南
部
の
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
植
民
地
や
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
植
民
地

に
お
け
る
入
国
規
制
の
強
化
に
伴
い
、
中
国
人
達
は
北
部
の
ク
ィ
ー
ン
ズ

ラ
ン
ド
植
民
地
を
目
指
す
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
同
植
民
地
の
中

国
人
人
口
は
増
え
続
け
た
。
ク
ィ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
の
中
国
人
人
口
は
、

一
八
七
一
年
に
三
、三
〇
〇
人
で
あ
っ
た
も
の
が
、
一
八
七
七
年
に
は

二
〇
、〇
〇
〇
人
に
達
し
た
の
で
あ
る

（
46
）

。

こ
の
結
果
、
同
植
民
地
の
パ
ル
マ
ー
河
採
金
地
（P

alm
er R

iver 

G
oldfi elds

）
で
、
一
八
七
七
年
、
中
国
人
鉱
夫
の
数
が
白
人
鉱
夫
の
人

数
を
上
回
っ
た
こ
と
か
ら
暴
動
が
起
き
た
。
そ
こ
で
、
ク
ィ
ー
ン
ズ
ラ
ン

ド
で
も
、
そ
の
一
八
七
七
年
に
、
中
国
人
移
民
規
制
制
限
法
（C

hinese 

Im
m
igrants R

egulation and R
estriction A

ct of 1877

）
を
成
立
さ
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一
二
三

こ
れ
は
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
植
民
地
だ
け
で
な
く
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ

ア
植
民
地
及
び
ク
ィ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
植
民
地
に
跨
が
る
、
最
初
の
全
植
民

地
ス
ト
ラ
イ
キ
で
あ
っ
た
。
こ
の
ス
ト
ラ
イ
キ
に
対
し
て
は
、
ニ
ュ
ー
サ

ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
植
民
地
の
鉱
夫
及
び
三
植
民
地
の
港
湾
労
働
者
も
支
援

し
た
。

一
一
月
一
七
日
に
は
、
二
一
人
の
港
湾
労
働
者
が
ス
ト
破
り
を
し
た
結

果
、
中
国
人
乗
組
員
を
乗
せ
て
出
航
で
き
た
の
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
蒸
気

船
会
社
は
最
低
限
の
操
業
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
一
二
月
七

日
に
そ
の
船
が
帰
港
し
て
く
る
と
、
群
衆
は
同
社
に
集
ま
り
、
帰
宅
し
よ

う
と
し
た
ス
ト
破
り
に
ヤ
ジ
を
飛
ば
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
六
〇
人
の
警

官
と
六
名
の
騎
馬
警
官
が
群
衆
に
突
入
し
、
多
く
の
群
衆
を
殴
打
す
る
と

い
う
騒
動
に
発
展
し
た
。
結
局
、
会
社
側
と
海
員
の
間
に
一
九
七
九
年
一

月
二
日
に
、
そ
の
後
二
年
以
内
に
中
国
人
乗
組
員
を
全
員
解
雇
し
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
人
海
員
を
再
雇
用
す
る
と
い
う
妥
協
が
成
立
し
て
解
決
し
た

（
52
）

。

こ
の
事
件
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
低
廉
な
中
国
人
労
働
者
の
流
入
に

よ
り
、
白
人
は
雇
用
機
会
を
奪
わ
れ
、
あ
る
い
は
給
与
水
準
の
低
下
を
招

く
事
態
が
頻
発
し
て
き
た
。

こ
う
し
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
初
期
の
労
働
組
合
運
動
は
、
白

人
労
働
者
が
団
結
し
、
彼
ら
の
仕
事
を
維
持
す
る
権
利
の
た
め
に
戦
わ
な

い
場
合
、
白
人
は
必
然
的
に
敗
者
と
な
る
と
い
う
認
識
に
、
労
働
運
動
の

成
功
は
依
存
し
て
い
た
。
そ
こ
で
、
一
八
七
七
年
一
〇
月
、
西
オ
ー
ス
ト

4　

西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
植
民
地

西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
一
八
七
四
年
に
輸
入
労
働
者
登
録
法

（Im
ported L

abourers R
egistry A

ct of 1874

）
を
制
定
し
た

（
50
）

。
こ
れ

は
事
前
に
雇
用
契
約
を
結
ん
で
い
な
い
外
国
人
（
中
国
人
、
イ
ン
ド
人
、

マ
レ
ー
人
な
ど
を
意
味
し
た
）
労
働
者
の
入
国
を
禁
じ
る
一
方
で
、
入
国

を
許
可
さ
れ
た
者
が
奴
隷
的
扱
い
を
受
け
な
い
よ
う
に
保
護
す
る
内
容
で

あ
っ
た
。
一
八
八
六
年
採
金
地
法
（G

oldfi elds A
ct of 1886

）
に
至
り
、

中
国
人
の
採
金
地
で
の
就
労
を
禁
じ
た

（
51
）

。
換
言
す
れ
ば
、
そ
れ
以
外
の
就

労
は
禁
じ
て
い
な
か
っ
た
。
人
口
の
少
な
い
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、

そ
れ
だ
け
中
国
人
労
働
力
に
依
存
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
結
果
、
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
入
国
し
た
上
で
、
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス

ウ
ェ
ー
ル
ズ
な
ど
、
中
国
人
入
国
規
制
の
厳
し
い
植
民
地
へ
移
動
す
る
と

い
う
抜
け
穴
が
発
生
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
が
終
わ
っ
た
ニ
ュ
ー
サ
ウ

ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
で
も
、
中
国
人
は
そ
の
後
も
様
々
な
職
場
で
働
き
続
け
た
。

例
え
ば
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
蒸
気
船
運
航
会
社
（T

he A
ustralasian 

S
team

 N
avigation C

om
pany

）
で
は
、
一
八
七
八
年
後
半
に
、
そ
の

雇
用
す
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
海
員
を
す
べ
て
中
国
人
海
員
に
置
き
換
え

る
と
い
う
決
定
を
行
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
の
全
海

員
が
一
八
七
八
年
一
一
月
一
七
日
に
激
し
い
ス
ト
ラ
イ
キ
を
敢
行
し
た
。



一
二
四

西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
一
八
九
〇
年
に
な
っ
て
初
め
て
自
治
権
が

認
め
ら
れ
た
が
、
そ
れ
と
同
時
に
同
種
立
法
を
行
っ
た
。

一
八
九
六
年
、
全
植
民
地
労
働
組
合
会
議
（Intercolonial T

rade 

U
nion C

ongress

）
は
、
そ
れ
ま
で
の
中
国
人
移
民
に
対
す
る
反
対
を
、

全
非
欧
州
系
人
種
に
拡
大
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
こ
の
時
が
、
白
豪
主

義
の
明
確
な
誕
生
と
言
う
こ
と
に
な
る

（
57
）

。

一
八
九
八
年
、
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
議
会
は
移
民
制
限
法
を
制

定
し
た

（
58
）

。
規
制
対
象
を
中
国
人
か
ら
、
大
英
帝
国
臣
民
を
含
む
す
べ
て
の

非
欧
州
系
人
種
に
拡
大
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
の
で
あ
る
。
規
制
の
手
段

は
、
悪
名
高
い
欧
州
文
字
の
書
き
取
り
テ
ス
ト
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
結
果
、
中
国
人
人
口
は
全
体
と
し
て
は
ゆ
っ
く
り
と
減
少
に
向

か
っ
た
。
し
か
し
、
シ
ド
ニ
ー
の
中
国
人
人
口
は
逆
に
増
加
し
た
。
入
国

が
認
め
ら
れ
る
特
殊
な
カ
テ
ゴ
リ
に
属
す
る
中
国
人
や
、
早
く
に
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
に
来
て
い
て
居
住
権
を
有
す
る
か
、
帰
化
し
て
い
た
中
国
人
に

と
り
、
都
市
部
は
よ
り
魅
力
的
な
も
の
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

四　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
の
成
立
へ
の
道

（
一
）　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
全
植
民
地
会
議

各
植
民
地
が
責
任
政
府
の
形
成
を
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
す
ぐ
、

植
民
地
政
府
は
先
に
述
べ
た
よ
う
に
全
植
民
地
会
議
と
い
う
、
各
植
民
地

を
統
括
す
る
機
関
を
形
成
し
た
。
防
衛
、
移
民
、
貿
易
、
労
働
、
さ
ら
に

ラ
リ
ア
を
除
く
す
べ
て
の
植
民
地
か
ら
、
各
業
種
の
労
働
者
の
代
表
が
集

ま
っ
て
最
初
の
全
植
民
地
労
働
組
合
会
議
（Intercolonial T

rades 

U
nion C

ongress

）
が
開
か
れ
、
中
国
人
の
排
斥
を
決
議
し
た

（
53
）

。
こ
の
会

議
は
、
そ
の
後
、
一
八
八
四
年
及
び
一
八
八
五
年
に
も
開
催
さ
れ
、
中
国

人
の
排
斥
を
決
議
し
て
い
く
。

こ
う
し
た
白
人
労
働
者
の
運
動
の
圧
力
の
結
果
、
ま
ず
南
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
で
中
国
人
流
入
制
限
法
が
、
全
植
民
地
会
議
（Intercolonial 

C
onference

）
の
承
認
を
得
て
成
立
し
、
つ
い
で
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー

ル
ズ
や
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
で
も
同
様
の
中
国
人
流
入
制
限
法
が
成
立
し
た

（
54
）

。

ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
法
律
の
場
合
、
船
の
排
水
量
一
〇
〇
ト
ン

あ
た
り
一
中
国
人
乗
客
し
か
乗
せ
ら
れ
な
い
も
の
と
し
て
い
て
、

一
八
六
一
年
法
よ
り
格
段
に
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
か
つ
入
国
に

当
た
っ
て
の
人
頭
税
と
し
て
は
一
八
六
一
年
法
同
様
に
、
一
人
あ
た
り

一
〇
ポ
ン
ド
を
徴
収
し
た

（
55
）

。

同
法
は
一
八
八
八
年
に
廃
止
さ
れ
、
代
わ
っ
て
一
八
八
八
年
中
国
人
制

限
・
規
制
法

（
56
）

が
制
定
さ
れ
た
。
同
法
は
、
前
法
を
さ
ら
に
厳
格
化
し
、
船

の
排
水
量
三
〇
〇
ト
ン
に
つ
き
、
一
人
の
中
国
人
乗
客
し
か
乗
せ
る
こ
と

が
で
き
な
い
も
の
と
し
、
か
つ
入
国
に
あ
た
っ
て
の
人
頭
税
を
一
〇
〇
ポ

ン
ド
に
値
上
げ
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
そ
れ
ら
の
法
で
許
容
さ
れ
た
例
外

的
な
者
を
除
き
、
中
国
人
の
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
へ
の
入
国
な
い

し
再
入
国
を
不
可
能
に
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
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一
二
五

の
島
々
も
統
合
す
る
こ
と
を
論
議
し
、
ク
ィ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
植
民
地
の
首

相
グ
リ
フ
ィ
ス
（S

am
uel G

riffi  ths

）
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
評

議
会
を
設
立
す
る
た
め
の
法
案
を
起
草
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。

英
国
議
会
は
、
こ
れ
を
受
け
て
一
八
八
五
年
八
月
一
四
日
に
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
連
邦
評
議
会
法
（F

ederal C
ouncil of A

ustralasia A
ct 

1885

（U
K

））
を
可
決
・
成
立
さ
せ
、
こ
れ
に
対
応
し
て
各
評
議
会
も
そ

の
国
内
法
を
成
立
さ
せ
た
の
で
、
こ
こ
に
連
邦
評
議
会
が
成
立
し
た
。
し

か
し
、
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
及
び
南
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
各
植
民
地
は
、
こ
の
評
議
会
に
参
加
す
る
こ
と
を
控
え
た
。

こ
の
評
議
会
が
何
の
行
政
権
も
持
た
ず
、
ま
た
独
自
の
財
源
を
保
っ
て
い

な
い
こ
と
が
理
由
だ
っ
た
。
特
に
こ
の
時
点
で
最
も
強
力
な
植
民
地
だ
っ

た
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
植
民
地
の
不
参
加
は
、
こ
の
評
議
会
が

一
八
八
九
年
に
崩
壊
し
た
大
き
な
理
由
だ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
が
連
邦

形
成
へ
の
第
一
歩
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

（
三
）　

第
一
次
制
憲
会
議

連
邦
評
議
会
制
度
の
不
備
を
認
識
し
た
パ
ー
ク
ス
は
、
連
邦
形
成
に
向

け
て
の
第
二
の
試
み
を
一
八
八
九
年
一
〇
月
二
四
日
に
行
っ
た
。
テ
ン

タ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
芸
術
学
校
で
、
彼
は
「
テ
ン
タ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
講
演

（T
enterfi eld O

ration

）」
と
呼
ば
れ
る
有
名
な
講
演
を
行
い
、
そ
の
中

で
、
連
邦
政
府
の
必
要
性
を
説
い
た
の
で
あ
る
。
パ
ー
ク
ス
は
、
国
土
の

は
国
民
と
し
て
の
誇
り
と
い
っ
た
問
題
は
、
植
民
地
時
代
の
重
要
な
課
題

に
成
長
し
、
そ
れ
ら
が
植
民
地
の
統
一
を
形
成
す
る
上
で
大
き
な
影
響
を

与
え
た
。

（
二
）　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
評
議
会

一
八
八
一
年
一
月
に
、
全
植
民
地
会
議
が
関
税
問
題
を
討
議
す
る
た
め

に
シ
ド
ニ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
な
ど
の
植
民

地
は
自
由
貿
易
を
信
奉
し
て
い
た
の
に
対
し
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
植
民
地
だ

け
は
、
保
護
関
税
は
地
域
産
業
を
支
援
し
奨
励
す
る
上
で
有
効
だ
と
し
、

他
の
植
民
地
か
ら
の
輸
入
品
に
も
関
税
を
課
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の

問
題
に
対
処
す
る
た
め
に
開
催
さ
れ
た
会
議
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
れ
は
、
連
邦
議
会
の
ア
イ
デ
ア
が
出
さ
れ
た
最
初
の
時
と
し
て
歴
史
に

刻
ま
れ
た
。
す
な
わ
ち
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
植
民
地
の
首
相
で

あ
っ
た
パ
ー
ク
ス
（S

ir H
enry P

arkes

）
が
、
こ
の
よ
う
な
植
民
地
間

の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
統
一
評
議
会
を
作
る
と
い
う
ア
イ
デ
ア
を

提
案
し
た
の
で
あ
る
。
今
日
、
パ
ー
ク
ス
は
「
連
邦
の
父
（F

ather of 

F
ederation

）」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

一
八
八
三
年
一
一
月
及
び
一
二
月
に
、
や
は
り
シ
ド
ニ
ー
で
開
催
さ
れ

た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
全
植
民
地
会
合
（A

ustralasian intercolonial 

convention

）
に
は
六
植
民
地
ば
か
り
で
な
く
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
植

民
地
及
び
フ
ィ
ジ
ー
植
民
地
も
参
加
し
て
い
た
。
そ
の
際
、
彼
ら
は
近
隣



一
二
六

（
四
）　

第
二
次
制
憲
会
議

こ
う
し
て
、
こ
の
時
の
試
み
は
失
敗
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
連
邦
を

作
る
と
い
う
ア
イ
デ
ア
そ
の
も
の
は
決
し
て
忘
れ
ら
れ
た
わ
け
で
は
な

か
っ
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
出
生
者
協
会
（A

ustralian N
atives 

A
ssociation

＝A
N
A （

61
）

）
は
、
一
八
九
三
年
に
、
第
二
の
憲
法
制
定
会
議

を
開
催
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
こ
の
時
は
、
制
憲
会
議
の
代
議
員
は
、

各
植
民
地
政
府
で
は
な
く
、
各
植
民
地
の
民
衆
か
ら
選
挙
さ
れ
る
こ
と
と

し
、
か
つ
そ
の
成
案
は
住
民
投
票
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
し
て
い
た
点
に
、
最
初
の
制
憲
会
議
と
の
違
い
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
憲
法
の
制
定
と
同
じ
方
式
で
あ
り
、
そ
の
強
い
影
響
が

認
め
ら
れ
る
。

第
二
次
制
憲
会
議
（
一
八
九
七
│
一
八
九
八
）
は
、
ア
デ
レ
ー
ド
で
始

ま
り
、
つ
い
で
シ
ド
ニ
ー
に
移
動
し
、
最
後
に
メ
ル
ボ
ル
ン
で
開
催
さ
れ

た
一
連
の
会
議
と
い
う
方
式
で
行
わ
れ
た
。
パ
ー
ク
ス
は
、
そ
の
前
年
に

亡
く
な
っ
て
い
た
の
で
、
こ
の
第
二
法
憲
会
議
に
は
出
席
し
て
い
な
か
っ

た
。
彼
に
代
わ
っ
て
、
こ
の
会
議
で
は
、
そ
の
時
点
で
は
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス

ウ
ェ
ー
ル
ズ
植
民
地
上
院
議
員
で
あ
っ
た
バ
ー
ト
ン
（S

ir E
dm

und 

B
arton

）
が
指
導
者
と
し
て
活
躍
し
た
。
そ
の
結
果
、
責
任
政
府
と
民

主
主
義
を
基
本
原
則
と
し
て
、
憲
法
草
案
は
策
定
さ
れ
た
。

Ａ
Ｎ
Ａ
の
提
案
に
従
い
、
一
八
九
八
年
に
、
住
民
投
票
が
ヴ
ィ
ク
ト
リ

ア
、
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
、
南
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
及
び
タ
ス
マ
ニ

防
衛
の
た
め
の
統
一
的
な
植
民
地
軍
の
必
要
性
を
説
き
、
ま
た
連
邦
政
府

と
連
邦
議
会
の
詳
細
を
定
義
す
る
連
邦
憲
法
を
定
め
る
目
的
で
の
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
評
議
会
の
開
催
を
求
め
た

（
59
）

。

全
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
会
議
は
、
パ
ー
ク
ス
を
議
長
と
し
て
、
一
八
九
一

年
三
月
か
ら
四
月
の
間
、
シ
ド
ニ
ー
の
議
事
堂
で
開
催
さ
れ
た
。
各
植
民

地
及
び
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
の
代
表
団
は
、
連
邦
の
名
称
を
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
連
邦
（C

om
m
onw

ealth of A
ustralia

）
と
決
め
た
。
こ
の

憲
法
案
は
、
米
国
憲
法
と
、
そ
の
時
点
で
既
に
存
在
し
て
い
た
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
基
礎
に
な
る
数
々
の
英
国
法
の
混
血
と
も
言
う
べ
き
も
の
で
あ

る
（
60
）

。会
議
の
代
表
者
は
、
自
ら
の
植
民
地
議
会
に
直
ち
に
こ
の
憲
法
草
案
を

提
示
す
る
立
場
に
あ
っ
た
が
、
実
際
に
は
そ
れ
は
実
行
さ
れ
な
か
っ
た
。

こ
の
理
由
は
、
一
八
九
〇
年
代
は
、
ど
の
植
民
地
政
府
も
、
深
刻
な
経
済

不
況
と
高
い
失
業
率
、
そ
れ
に
頻
発
す
る
ス
ト
ラ
イ
キ
問
題
に
目
を
向
け

て
い
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
先
に
存
在
し
た
連
邦
評
議
会
が

ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
不
参
加
に
よ
り
崩
壊
し
た
こ
と
か
ら
、
今

度
の
そ
れ
に
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
が
果
た
し
て
全
面
的
に
支
援
し

て
い
る
の
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
に
、
他
の
植
民
地
が
待
機
し
た
こ

と
に
も
原
因
が
あ
っ
た
。
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一
二
七

と
に
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
今
回
は
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州

の
賛
成
票
は
一
〇
万
七
四
二
〇
票
に
達
し
た
の
で
、
こ
れ
を
受
け
て

ク
ィ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
植
民
地
議
会
は
、
初
め
て
実
施
法
を
可
決
し
、
賛
成

で
あ
る
こ
と
を
確
定
し
た
。

（
五
）　

英
本
国
の
立
法
化

植
民
地
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
英
国
の
支
配
下
に
あ
る
の
で
、
連
邦
を

設
立
す
る
に
は
、
憲
法
案
が
法
律
と
し
て
英
国
議
会
に
よ
っ
て
可
決
さ
れ

る
必
要
が
あ
っ
た
。
バ
ー
ト
ン
な
ど
数
名
が
こ
の
た
め
に
ロ
ン
ド
ン
を
訪

問
し
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
憲
法
法
（T

he C
om

m
onw

ealth of A
ustralia 

C
onstitution A

ct 1900

（U
K

））
は
七
月
五
日
に
議
会
を
通
過
し
、
同

九
日
に
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
の
裁
下
を
得
た
。

西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
植
民
地
は
、
し
か
し
、
こ
の
時
点
で
は
ま
だ
住
民

投
票
を
実
施
し
て
い
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
、
憲
法
制
定
過
程
に
お
い
て
、

同
州
の
み
を
対
象
と
す
る
特
則
を
得
た

（
63
）

ば
か
り
で
は
な
く
、
連
邦
政
府
が

大
陸
横
断
鉄
道
の
建
設
を
約
束
す
る
こ
と
を
連
邦
参
加
の
条
件
に
し
て
い

た
の
で
、
そ
の
約
束
が
な
さ
れ
る
ま
で
住
民
投
票
を
し
よ
う
と
し
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。
住
民
投
票
は
一
九
〇
〇
年
七
月
に
実
施
さ
れ
、
他
の
植
民

地
か
ら
金
探
し
に
来
て
い
た
有
権
者
の
お
か
げ
で
、
圧
倒
的
多
数
で
可
決

さ
れ
た
。

ア
の
各
植
民
地
で
行
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
四
つ
の
植
民
地
す
べ
て
で
過

半
数
を
獲
得
し
た
。
し
か
し
、
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
植
民
地
議
会

は
、
そ
れ
以
前
に
、
賛
成
投
票
が
八
万
票
を
超
え
て
い
た
場
合
を
除
き
、

過
半
数
の
賛
成
が
あ
っ
て
も
連
邦
憲
法
を
受
け
入
れ
な
い
こ
と
を
決
め
て

い
た
。
他
の
す
べ
て
の
植
民
地
で
圧
倒
的
多
数
の
賛
成
が
得
ら
れ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
で
は
唯
一
、
賛
成
票
は
七
万

一
五
九
五
票
に
留
ま
っ
た
の
で
、
憲
法
草
案
は
議
会
を
通
過
し
な
か
っ
た
。

連
邦
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
植
民
地
の

全
面
的
な
支
持
が
必
要
な
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
ニ
ュ
ー

サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
植
民
地
の
不
満
を
解
消
す
る
た
め
に
、
一
般
公
衆
は

も
ち
ろ
ん
、
メ
デ
ィ
ア
ま
で
も
閉
め
出
し
て
開
催
さ
れ
た
植
民
地
首
相
の

秘
密
会
議
で
、
い
く
つ
か
の
点
が
修
正
さ
れ
た
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、
連

邦
の
首
都
は
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
植
民
地
の
領
土
内
に
位
置
す
る

こ
と
が
定
め
ら
れ
た

（
62
）

。

住
民
投
票
の
第
二
ラ
ウ
ン
ド
は
、
一
八
九
九
年
に
行
わ
れ
、
賛
成
投
票

が
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
、
南
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

及
び
タ
ス
マ
ニ
ア
の
各
植
民
地
で
過
半
数
を
占
め
た
。
ク
ィ
ー
ン
ズ
ラ
ン

ド
は
、
第
一
回
の
住
民
投
票
を
実
施
し
な
か
っ
た
し
、
こ
の
時
も
住
民
投

票
を
行
わ
な
か
っ
た
。
仮
に
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
が
再
び
憲
法
案

を
拒
否
し
た
場
合
に
は
、
ク
ィ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
が
投
票
を
し
て
も
無
駄
な

の
で
、
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
投
票
結
果
を
待
っ
て
か
ら
行
う
こ



一
二
八

さ
ら
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
が
総
督
と
な
る
と
い
う
常
例
が
確
立
す
る

の
は
一
九
六
五
年
に
第
一
六
代
総
督
と
し
て
ケ
ー
シ
ー
（R

ichard 

G
avin G

ardiner C
asey, B

aron C
asey

）
が
任
命
さ
れ
た
以
降
ま
で
待

た
ね
ば
な
ら
な
い
。
現
在
の
ブ
ラ
イ
ス
（Q

uentin A
lice L

ouise 

B
ryce

）
は
第
二
五
代
総
督
と
な
る
。

（
六
）　

移
民
規
制
法

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
到
着
し
た
総
督
は
、
若
干
の
紆
余
曲
折
が
あ
っ
た

が
、
衆
目
の
一
致
す
る
バ
ー
ト
ン
を
初
代
首
相
に
任
命
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
内
政
自
治
権
を
獲
得
し
た
が
、
外
交
権
は
な
お
イ

ギ
リ
ス
の
手
に
あ
っ
た
。

バ
ー
ト
ン
内
閣
の
最
初
の
仕
事
は
、
総
選
挙
の
実
施
で
あ
っ
た
。
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
と
し
て
の
最
初
の
選
挙
は
一
九
〇
一
年
三
月
九
日
に
実

施
さ
れ
た
。
こ
の
選
挙
に
お
い
て
、
バ
ー
ト
ン
を
党
首
と
す
る
貿
易
保
護

党
（
64
）

が
無
事
に
第
一
党
と
し
て
の
地
位
を
占
め
た
。

新
し
い
首
都
が
キ
ャ
ン
ベ
ラ
に
建
設
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
メ
ル
ボ
ル
ン

の
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
州
議
事
堂
が
暫
定
的
に
連
邦
議
事
堂
と
し
て
使
わ
れ
る

こ
と
と
な
り
、
三
月
一
三
日
に
、
公
式
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

バ
ー
ト
ン
が
連
邦
議
会
の
最
初
の
会
期
に
提
案
し
、
英
国
王

（
65
）

の
裁
下
を

一
九
〇
一
年
一
二
月
二
三
日
に
得
て
発
効
し
た
制
定
法
が
、
白
豪
主
義
の

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
悪
名
高
い
移
民
規
制
法
（Im

m
igration R

estriction 

こ
こ
ま
で
の
各
植
民
地
の
承
認

状
況
を
一
表
に
ま
と
め
る
と
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
は
、
九
月

一
七
日
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦

憲
法
法
は
一
九
〇
一
年
一
月
一
日

に
発
効
す
る
と
宣
言
し
た
。

同
月
、
英
国
生
ま
れ
の
ホ
ー
プ

（John A
drian L

ouisH
ope, 

seventh E
arl of H

opetoun

）

が
、
現
地
に
お
け
る
女
王
の
代
理

人
た
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
総
督
に

発
令
さ
れ
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

生
ま
れ
の
人
間
が
総
督
と
し
て
発

令
さ
れ
る
の
は
、
一
九
三
一
年
に

第
九
代
総
督
と
し
て
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
最
高
裁
判
所
（H

igh 

C
ourt of A

ustralia

）

長

官

だ
っ
た
ア
イ
ザ
ッ
ク
ス
（S

ir 

Isaac A
lfred Isaacs

）
が
任
命

さ
れ
る
ま
で
待
つ
必
要
が
あ
る
。

植民地 授権法の可決 第 1 回住民投票 第 2 回住民投票

南オーストラリア 1895年12月20日 1898年 6 月 4 日 1899年 4 月29日

ニューサウスウェールズ 1895年12月23日 1898年 6 月 3 日 1899年 6 月20日

タスマニア 1896年 1 月10日 1898年 6 月 3 日 1899年 6 月27日

ヴィクトリア 1896年 3 月 7 日 1898年 6 月 3 日 1899年 7 月27日

クィーンズランド 1899年11月 4 日 1899年 9 月 2 日

西オーストラリア 1900年 6 月13日 1900年 7 月31日

出典＝ http://foundingdocs.gov.au/item-sdid-82.html



オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
憲
法
前
史
概
説
（
甲
斐
）

一
二
九

る
者
で
あ
っ
て
も
落
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

﹇
終
わ
り
に
﹈

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
が
形
成
さ
れ
た
理
由
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

が
指
摘
さ
れ
る
。
し
か
し
、
建
国
後
最
初
の
内
閣
が
貿
易
保
護
党
で
あ
っ

た
こ
と
、
議
会
の
最
初
の
立
法
が
移
民
規
制
法
で
あ
っ
た
こ
と
に
端
的
に

示
さ
れ
る
と
お
り
、
そ
の
中
心
的
な
目
的
が
白
豪
主
義
に
あ
っ
た
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
と
考
え
る
。

以
後
の
同
国
は
、
白
豪
主
義
を
守
る
た
め
に
、
文
字
通
り
血
の
代
価
を

支
払
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
や
が
て
流
れ
が
変
わ
り
、
今
日
で
は
、

あ
ら
ゆ
る
人
種
の
共
存
を
目
指
す
サ
ラ
ダ
ボ
ー
ル
国
家
を
目
指
す
存
在
と

な
っ
て
い
る
。
そ
の
激
動
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
別
稿
に
譲
る
。

（
1
） 

本
稿
で
使
用
し
て
い
る
統
計
数
値
は
、
い
ず
れ
も
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
統

計
局
の
資
料
に
よ
る
。

http://w
w
w
.abs.gov.au/w

ebsitedbs/censushom
e.nsf/hom

e/data?
opendocum

ent&
navpos=200

（
2
） 

タ
ス
マ
ン
（A

bel Janszoon T
asm

an

、
一
六
〇
三
年
│
一
六
五
九
年
）

は
、
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
の
探
検
家
で
、
特
に
東
イ
ン
ド
会
社
（
Ｖ
Ｏ
Ｃ
）
の
命

令
で
行
っ
た
一
六
四
二
〜
三
年
の
航
海
と
一
六
四
四
年
の
航
海
が
有
名
で
あ
る
。

一
六
四
三
年
に
は
現
在
の
タ
ス
マ
ニ
ア
島
（
彼
の
名
に
ち
な
ん
で
命
名
さ
れ
て

い
る
）
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
フ
ィ
ジ
ー
へ
到
達
し
た
最
初
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

人
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
翌
一
六
四
四
年
の
航
海
で
、
本
文
に
述
べ
た
と
お
り
、

A
ct 1901

）
で
あ
る

（
66
）

。

こ
の
法
律
のIm

m
igration

と
い
う
言
葉
は
、
通
常
移
民
を
意
味
す
る

し
、
移
民
規
制
法
と
い
う
の
は
定
訳
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
本
稿
で
も
そ

れ
に
従
っ
て
い
る
が
、
実
際
の
内
容
は
入
国
管
理
法
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
同
法
は
、
特
定
の
種
類
の
人
び
と
の
入
国
に
つ
い
て
は
無

条
件
で
承
認
し
て
い
た
。
具
体
的
に
は
、
英
国
陸
海
軍
軍
人
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
港
に
入
港
し
た
船
の
船
長
及
び
乗
組
員
、
す
で
に
移
民
が
認
め

ら
れ
て
い
る
者
の
家
族
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
元
住
民
、
外
国
政
府
か
ら

公
務
で
派
遣
さ
れ
た
者
で
あ
る
。
他
方
、
特
定
の
種
類
の
者
に
つ
い
て
は

自
動
的
に
入
国
を
拒
否
し
て
い
た
。
具
体
的
に
は
、
病
気
に
感
染
し
て
い

た
者
、
売
春
婦
や
売
春
斡
旋
業
者
と
し
て
近
時
投
獄
さ
れ
た
者
、「
馬
鹿

（idiots

）」
や
「
非
常
識
（insane

）」
な
者
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
入
国
拒
否
の
対
象
の
筆
頭
に
来
る
の
は
次
の
者
で
あ
る
。

「
入
国
官
に
、
入
国
官
立
ち
会
い
の
下
で
、
そ
れ
に
よ
っ
て
指
示

さ
れ
た
と
こ
ろ
に
従
い
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
言
語
の
五
〇
語
か
ら
な
る
文

章
を
口
述
筆
記
し
、
サ
イ
ン
す
る
こ
と
に
失
敗
し
た
者

（
67
）

」

こ
こ
で
の
問
題
は
、
識
字
テ
ス
ト
の
対
象
が
英
語
で
は
な
く
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
言
語
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
英
語
を
全
く

話
す
こ
と
の
で
き
な
い
移
民
で
も
、
欧
州
系
で
あ
れ
ば
こ
の
識
字
テ
ス
ト

は
容
易
に
合
格
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
他
方
、
中
国
人
な
ど
の
場
合
に
は
、

試
験
を
難
し
く
す
る
こ
と
で
、
英
語
が
日
常
レ
ベ
ル
で
は
問
題
な
く
話
せ



一
三
〇

（
7
） 

海
賊
法
の
正
式
名
称
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

A
n A

ct for the further preventing R
obbery, B

urglary, and other 
F
elonies, and for the m

ore eff ectual T
ransportation of F

elons, and 
unlaw

ful E
xporters of W

ool

（4 G
eo. I cap. 11

）

（
8
） A

lbion

は
イ
ギ
リ
ス
の
古
名
で
「W

hite L
and

」（
白
亜
の
国
、
白
い
国
）

を
意
味
し
て
お
り
、
グ
レ
ー
ト
ブ
リ
テ
ン
島
の
南
部
海
岸
を
ド
ー
バ
ー
海
峡
か

ら
眺
め
る
と
、
白
亜
質
の
断
崖
が
白
く
見
え
る
こ
と
に
由
来
す
る
と
言
わ
れ
る
。

（
9
） N

ew
 S

outh W
ales A

ct 1787

（27 G
eo III c 2

）（U
K

）。
な
お
参
照

＝L
aw

 &
 justice in A

ustralia
http://w

w
w
.sl.nsw

.gov.au/discover_collections/history_nation/
justice/index.htm

l

（
10
） 

西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
次
を
参
照
。

http://w
w
w
.ccentre.w

a.gov.au/175thA
nniversary/B

riefH
istory/

P
ages/A

rrivaloftheF
irstS

ettlers.aspx

（
11
） 

南
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
下
さ
れ
た
勅
許
状
の
原
文
は
次
を
参
照
。

http://foundingdocs.gov.au/resources/transcripts/sa2_doc_1836.
pdf

こ
こ
は
、
他
の
植
民
地
と
異
な
り
、
流
刑
地
で
は
な
く
、
自
由
民
の
入
植
で

植
民
地
が
建
設
さ
れ
、
流
刑
地
と
な
ら
な
か
っ
た
点
に
大
き
な
特
徴
が
あ
る
。

（
12
） 

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
つ
い
て
は
、
次
の
文
献
を
参
照
。

田
中
嘉
彦
「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
議
会
制
度
│
議
会
改
革
の
史
的
展
開
と

政
治
シ
ス
テ
ム
の
変
容
│
」
国
立
国
会
図
書
館
調
査
及
び
立
法
考
査
局
レ
フ
ァ

レ
ン
ス
平
成
二
四
年
九
月
号
五
一
頁
以
下
。

（
13
） N

ew
 S

outh W
ales A

ct 1823

（4 G
eo IV

 c 96

）（U
K

）

（
14
） A

ustralian C
ourts A

ct 1828

（9 G
eo IV

 c 83

）（U
K

）

（
15
） 
カ
ナ
ダ
植
民
地
統
治
法
（31 G

eo. 3. c.31

）
は
、
別
名
を
聖
職
者
基
金

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
陸
の
西
海
岸
を
発
見
し
た
。

（
3
） N

ova H
ollandia

は
、
ラ
テ
ン
語
で
新
ホ
ラ
ン
ド
を
意
味
す
る
。
ネ
ー
デ

ル
ラ
ン
ド
の
ホ
ラ
ン
ド
州
は
、
現
在
は
南
北
二
州
に
分
か
れ
て
い
る
が
、
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
、
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
、
デ
ン･

ハ
ー
グ
な
ど
が
所
在
す
る
こ
と
に
示

さ
れ
る
と
お
り
、
同
国
の
中
心
的
な
州
で
あ
る
。
こ
れ
が
訛
っ
て
、
日
本
で
同

国
が
一
般
に
オ
ラ
ン
ダ
と
呼
ば
れ
る
原
因
と
な
っ
て
い
る
。

（
4
） 

一
七
六
六
年
、
王
立
協
会
は
ク
ッ
ク
を
金
星
の
日
面
通
過
の
観
測
を
目
的

に
南
太
平
洋
へ
派
遣
し
た
。
タ
ヒ
チ
島
で
そ
の
観
測
を
行
っ
た
後
、
ク
ッ
ク
は

南
太
平
洋
を
探
検
し
、
一
七
六
九
年
に
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
到
達
し
、
さ
ら

に
タ
ス
マ
ニ
ア
島
に
行
こ
う
と
し
て
嵐
に
流
さ
れ
、
一
七
七
〇
年
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
東
海
岸
を
発
見
し
た
の
で
あ
る
。

（
5
） T

erra nullius

は
、
ラ
テ
ン
語
で
何
人
に
も
属
さ
な
い
土
地
を
意
味
す
る
。

ロ
ー
マ
法
上
の
概
念
で
あ
り
、
一
八
世
紀
の
国
際
法
に
お
い
て
は
、
い
か
な
る

国
の
主
権
に
も
服
し
て
い
な
い
土
地
な
い
し
従
前
存
在
し
た
主
権
が
失
わ
れ
て

い
る
土
地
を
意
味
し
た
。
欧
州
列
強
は
、
他
国
を
侵
略
す
る
方
法
と
し
て
三
つ

の
法
的
手
段
を
有
し
て
い
た
。
第
一
に
征
服
で
あ
り
、
英
国
の
イ
ン
ド
征
服
な

ど
が
代
表
例
で
あ
る
。
第
二
に
割
譲
で
あ
り
、
南
京
条
約
に
よ
る
香
港
の
割
譲

な
ど
が
代
表
例
で
あ
る
。
そ
し
て
第
三
が
、
こ
の
無
主
の
土
地
の
先
占
で
、

ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
に
よ
る
台
湾
の
占
有
な
ど
が
代
表
例
で
あ
る
。

（
6
） 

フ
リ
ン
ダ
ー
ス
が
一
八
一
四
年
に
著
し
た
書“A

 V
oyage to terra 

A
ustralis ”

は
広
く
読
ま
れ
、
同
書
の
中
で
彼
が
こ
の
大
陸
を“A

ustralia ”

と
呼
称
し
た
こ
と
か
ら
、
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
総
督
マ
コ
ー
リ
ー

（L
achlan M

acquarie

）
は
、
一
八
一
七
年
に
こ
れ
を
公
式
に
認
定
す
る
こ
と

を
勧
告
し
、
こ
れ
を
受
け
て
一
八
二
四
年
に
英
国
海
軍
法
に
よ
り
正
式
に
こ
の

大
陸
の
名
前
がA

ustralia

と
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
、
フ
リ
ン
ダ
ー
ス
は
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
大
陸
の
名
付
け
親
と
い
わ
れ
る
。



オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
憲
法
前
史
概
説
（
甲
斐
）

一
三
一

てV
an D

iem
en ’s L

and

と
い
う
名
を
付
け
て
お
り
、
こ
の
時
点
で
は
英
国
も

そ
れ
に
し
た
が
っ
て
い
た
。
彼
ら
は
一
八
五
四
年
に
憲
法
草
案
を
作
成
し
、

一
八
五
五
年
に
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
の
裁
下
を
え
て
い
る
。
英
国
が
タ
ス
マ
ン

の
業
績
を
記
念
し
て
、
タ
ス
マ
ニ
ア
と
改
名
す
る
の
は
一
八
五
六
年
の
こ
と
で

あ
る
。

http://foundingdocs.gov.au/item
-sdid-34.htm

l

（
22
） 

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
植
民
地
憲
法
に
つ
い
て
は
次
を
参
照
。

http://foundingdocs.gov.au/item
-sdid-19.htm

l

（
23
） 

南
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
植
民
地
憲
法
に
つ
い
て
は
次
を
参
照
。

http://foundingdocs.gov.au/item
-sdid-42.htm

l

（
24
） 

ク
ィ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
植
民
地
憲
法
に
つ
い
て
は
次
を
参
照
。

http://w
w
w
.legislation.qld.gov.au/L

E
G
IS

L
T
N
/C

U
R
R
E
N
T
/C

/
C
onstA

1867.pdf

（
25
） 

西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
植
民
地
憲
法
に
つ
い
て
は
次
を
参
照
。

http://foundingdocs.gov.au/item
-sdid-12.htm

l

（
26
） N

ew
 Z

ealand C
onstitution A

ct 1852

（U
K

）（15 &
 16 V

ict. c. 72

）

（
正
式
名
称
は
、「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
植
民
地
に
代
表
制
憲
法
を
認
許
す
る
法

律
（A

n A
ct to grant a R

epresentative C
onstitution to the C

olony of 
N
ew

 Z
ealand

）」）

（
27
） 

全
植
民
地
会
議
に
つ
い
て
は
、
次
を
参
照
。

http://w
w
w
.abc.net.au/ra/federasi/tem

a1/aus_tim
eline_e.pdf

（
28
） S

om
erset v S

tew
art

（1772

） 98 E
R
 499 

（
29
） 

正
式
名
称
をA

n A
ct for the A

bolition of the S
lave T

rade

（47

° 
G
eorgii III, S

ession 1, cap. X
X
X
V
I

）
と
い
う
。
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は

次
を
参
照
。

http://w
w
w
.pdavis.nl/L

egis_06.htm

法
（C

lergy E
ndow

m
ents A

ct

）
と
い
う
。
正
式
名
称
はA

n A
ct to 

repeal certain P
arts of an A

ct, passed in the fourteenth Y
ear of his 

M
ajesty ’s R

eign, intituled, A
n A

ct for m
aking m

ore effectual 
P
rovision for the G

overnm
ent of the P

rovince of Q
uebec, in N

orth 
A
m
erica; and to m

ake further P
rovision for the G

overnm
ent of the 

said P
rovince.

と
い
う
。
一
七
九
〇
年
六
月
一
〇
日
に
英
国
議
会
を
通
過
し
、

一
九
七
一
年
一
二
月
二
六
日
施
行
さ
れ
た
。

（
16
） 

連
合
法
の
正
式
名
称
は
次
の
と
お
り
。

T
he B

ritish N
orth A

m
erica A

ct, 1840

（3 &
 4 V

ictoria, c.35

）

（
17
） 

モ
ー
ル
ズ
ワ
ー
ス
委
員
会
一
八
三
八
年
報
告
書
の
内
容
に
つ
い
て
は
次
を

参
照
。

http://w
w
w
.victorianw

eb.org/history/transpor.htm
l

（
18
） 

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
統
治
法
（A

ustralian C
onstitution A

ct 1842

（5 
&
 6 V

ic c 76

）（U
K

））
の
内
容
に
つ
い
て
は
次
の
サ
イ
ト
を
参
照
。

http://w
w
w
.legislation.qld.gov.au/L

E
G
IS

L
T
N
/C

U
R
R
E
N
T
/A

/
A
ustC

onstA
1844.pdf

（
19
） 

一
八
五
〇
年
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
統
治
法
（A

ustralian C
onstitutions 

A
ct 1850

（13 &
 14 V

ic c 59

）（U
K

））
の
内
容
に
つ
い
て
は
次
の
サ
イ
ト

を
参
照
。

http://foundingdocs.gov.au/resources/transcripts/vic3_doc_1851.
pdf

（
20
） 

ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
植
民
地
憲
法
（N

ew
 S

outh W
ales 

C
onstitution A

ct 1855

（U
K

））
の
原
文
は
、
次
の
サ
イ
ト
を
参
照
。

http://w
w
w
.legislation.qld.gov.au/L

E
G
IS

L
T
N
/R

E
P
E
A
L
E
D
/N

/
N
ew

S
oW

C
onA

1855_01A
.pdf

（
21
） 

タ
ス
マ
ニ
ア
に
対
し
て
、
タ
ス
マ
ン
は
東
イ
ン
ド
会
社
総
督
の
名
を
と
っ



一
三
二

る
。

http://w
w
w
.hum

anrights.gov.au/erace-archives-history-south-
sea-islanders-australia A

ustralian

（
35
） Jam

es A
. M

ichener &
 A

. G
rove D

ay, B
ully H

ayes, S
outh S

ea 
B
uccaneer, in R

ascals in P
aradise, L

ondon: S
ecker &

 W
arburg 

1957

（
36
） 

一
八
四
八
年
の
時
点
で
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
島
の
西
半
分
は
す
で
に
ネ
ー
デ

ル
ラ
ン
ド
が
領
有
を
宣
言
し
て
い
た
が
、
東
半
分
の
領
有
を
主
張
す
る
者
は
ま

だ
い
な
か
っ
た
の
で
、
一
八
八
三
年
六
月
に
植
民
地
ク
ィ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
総
督

は
、
ロ
ン
ド
ン
の
植
民
地
相
と
の
事
前
協
議
抜
き
で
、
先
行
的
に
ニ
ュ
ー
ギ
ニ

ア
島
の
一
四
一
度
以
東
に
つ
い
て
領
有
を
宣
言
し
、
そ
の
後
に
、
ロ
ン
ド
ン
に
、

そ
の
宣
言
の
承
認
を
求
め
た
。
し
か
し
、
植
民
相
の
ダ
ー
ビ
ィ
卿
（L

ord 
D
erby

：E
dw

ard H
enry S

tanley

、
第
一
五
代
ダ
ー
ビ
ィ
伯
爵
）
は
こ
の
申

請
を
却
下
し
た
。
こ
の
時
点
で
は
、
英
国
は
、
ス
エ
ズ
運
河
株
式
会
社
の
エ
ジ

プ
ト
の
パ
シ
ャ
の
持
ち
分
を
一
八
七
五
年
に
買
い
取
る
な
ど
支
出
が
多
く
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
関
し
て
い
え
ば
、
従
来
の
植
民
地
を
維
持
す
る
の
で
手
一

杯
で
、
違
法
な
奴
隷
の
供
給
地
を
確
保
す
る
だ
け
の
目
的
で
、
新
し
い
植
民
地

を
管
理
す
る
経
費
を
負
担
す
る
余
裕
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

（
37
） 

出
典
＝
注（
35
）参
照
。

（
38
） A

ndreas S
chloenhardt

著“M
igrant S

m
uggling: Illegal M

igration 
and O

rganised C
rim

e in A
ustralia and the A

sia P
acific R

egion ” 
M

artinus N
ijhoff  P

ublishers　

五
三
頁
参
照
。

（
39
） 

正
式
名
称
をthe A

ct to m
ake P

rovisions for C
ertain Im

m
igrants

（C
hinese

）（18V
ic 39, 12 June 1855

）
と
い
う
。

出
典
＝http://foundingdocs.gov.au/item

-did-82.htm
l

こ
こ
で
はIm

m
igrants

と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、
中
国
人
は
移

（
30
） 

正
式
名
称
をA

n A
ct for the A

bolition of S
lavery throughout the 

B
ritish C

olonies; for prom
oting the Industry of the m

anum
itted 

S
laves; and for com

pensating the P
ersons hitherto entitled to the 

S
ervices of such S

laves.

（3

° &
 4

° G
ulielm

i IV
, cap. L

X
X
III

）
と
い

う
。
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
を
参
照
。

http://w
w
w
.pdavis.nl/L

egis_07.htm

（
31
） 

太
平
洋
の
先
住
民
は
カ
ナ
カ
（K

anaka

）
と
呼
ば
れ
た
。
こ
の
言
葉
は
、

太
平
洋
の
島
々
か
ら
各
地
の
英
国
植
民
地
に
強
制
動
員
さ
れ
た
労
働
者
を
指
す

も
の
で
あ
っ
て
、
特
定
の
人
種
名
で
は
な
い
。
こ
の
言
葉
は
、
本
来
は
、
ハ
ワ

イ
語
でkanaka ‘oiw

i 

な
い
しkanaka m

aoli

と
い
う
言
葉
の
一
部
で
、
自

由
人
を
意
味
す
る
と
い
う
。K

anaka
だ
け
だ
と
人
を
意
味
す
る
。

（
32
） B

lackbird

と
は
、
本
来
黒
人
を
意
味
す
る
蔑
称
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

一
八
六
〇
年
以
降
に
お
い
て
、
労
働
者
を
誘
拐
な
い
し
欺
罔
手
段
に
よ
り
獲
得

す
る
手
段
を
言
う
よ
う
に
な
っ
た
。
明
治
五
年
（
一
八
七
二
年
）
に
横
浜
港
に

停
泊
中
の
マ
リ
ア
・
ル
ス
号
（
ペ
ル
ー
船
籍
）
内
の
清
国
人
苦
力
を
奴
隷
で
あ

る
と
し
て
日
本
政
府
が
解
放
し
た
事
件
は
、
そ
の
有
名
な
事
例
で
あ
る
。
同
事

件
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
初
期
の
段
階
で
は
、
ペ
ル
ー
に
お
け
る
グ
ア
ノ
採
掘

の
た
め
の
労
働
者
獲
得
が
主
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
八
七
〇
年
代

に
な
る
と
本
文
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ク
ィ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
植
民
地
の
サ
ト
ウ
キ

ビ
農
園
の
労
働
者
確
保
の
た
め
の
活
動
が
中
心
と
な
っ
て
い
っ
た
。

（
33
） 

同
法
の
内
容
に
つ
い
て
は
次
の
サ
イ
ト
に
よ
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
ク
ィ
ー

ン
ズ
ラ
ン
ド
州
政
府
の
公
文
書
サ
イ
ト
で
あ
る
。

http://w
w
w
.archives.qld.gov.au/R

esearchers/E
xhibitions/

T
op150/026-050/P

ages/040.aspx

（
34
） 

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
権
委
員
会
（A

ustralian H
um

an R
ights 

C
om

m
ission

）“A
 history of S

outh S
ea Islanders in A

ustralia ”

に
よ



オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
憲
法
前
史
概
説
（
甲
斐
）

一
三
三

（
47
） 

前
注
参
照
。

（
48
） Jam

es Jupp

著 “T
he A

ustralian P
eople: A

n E
ncyclopedia of the 

N
ation, its P

eople and their O
rigins ”

八
六
二
頁
。

（
49
） 

同
法
の
内
容
に
つ
い
て
は
次
を
参
照
。

http://foundingdocs.gov.au/resources/transcripts/qld4_doc_1884.
pdf

（
50
） 

西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
一
八
七
四
年
輸
入
労
働
者
規
制
法
に
つ
い

て
は
、
次
を
参
照
。

http://w
w
w
.slp.w

a.gov.au/pco/prod/F
ileS

tore.nsf/D
ocum

ents/
M

R
D

ocum
ent:15133P

/$
F

IL
E

/Im
portedL

aborR
egistryA

ct1874_00-00-00.pdf?O
penE

lem
ent

（
51
） 

同
じ
く
採
金
地
法
に
つ
い
て
は
、
次
を
参
照
。

http://w
w
w
.slp.w

a.gov.au/pco/prod/F
ileS

tore.nsf/D
ocum

ents/
M

R
D

ocum
ent:14845P

/$F
IL

E
/G

oldfieldsA
ct1886_00-00-00.

pdf?O
penE

lem
ent

（
52
） 

出
典
＝http://w

w
w
.takver.com

/w
harfi e/aa286_01.htm

（
53
） A

ndreas S
chloenhardt

著“M
igrant S

m
uggling ”

五
四
頁
参
照
。

（
54
） A

ndreas S
chloenhardt

著“M
igrant S

m
uggling ”

五
四
頁
参
照
。

（
55
） 

一
八
八
一
年
中
国
人
流
入
制
限
法
（Infl ux of C

hinese R
estriction 

A
ct of 1881 45 V

ic N
o 11

）
の
原
文
は
次
の
サ
イ
ト
で
読
む
こ
と
が
で
き

る
。

http://w
w
w
.legislation.nsw

.gov.au/sessionalview
/sessional/

act/1881-23a.pdf
（
56
） 

中
国
人
制
限
・
規
制
法
（C

hinese R
estriction and R

egulation A
ct 

of 1888 52 V
ic N

o 4

（repealed by S
tatute L

aw
 R

evision A
ct 1924

））

は
、
次
の
サ
イ
ト
で
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

民
し
て
き
た
わ
け
で
は
な
く
、
契
約
労
働
者
と
し
て
入
国
し
た
の
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
同
法
は
実
際
に
は
外
国
人
労
働
者
入
国
規
制
法
で
あ
っ
て
、
移
民
規

制
法
で
は
な
い
。
こ
れ
は
、
こ
れ
以
降
に
紹
介
す
る
す
べ
て
の
中
国
人
移
民
規

制
法
に
共
通
す
る
用
語
法
で
あ
る
。

（
40
） A

ndreas S
chloenhardt

著“M
igrant S

m
uggling ”

五
三
頁
参
照
。

（
41
） M

yra W
illard

著“H
istory of the W

hite A
ustralia policy to 

1920 ”. R
outledge. 

二
四
頁
│
二
六
頁
参
照
（
原
著
は
一
九
六
七
年
刊
で
あ
る

が
、
二
〇
一
〇
年
に
復
刻
さ
れ
て
い
る
）。

（
42
） 

正
式
名
称
をA

n A
ct to regulate the residence of the C

hinese 
P
opulation in V

ictoria

（V
ic, 20 V

ic.41.

）
と
い
う
。

出
典
＝http://w

w
w
.austlii.edu.au/au/legis/vic/hist_act/aatrtrotcpiv

595.pdf

（
43
） 

対
中
国
人
暴
動
は
、
金
が
産
出
し
て
い
たS

pring C
reek, S

toney 
C
reek, B

ack C
reek, W

om
bat, B

lackguard G
ully, T

ipperary G
ully

及

びL
am

bing F
lat 

で
一
八
六
〇
年
か
ら
一
八
六
一
年
に
か
け
て
発
生
し
た
。

出
典
＝
注（
41
）参
照
。

（
44
） 

中
国
人
移
民
規
制
制
限
法
（C

hinese Im
m
igrants R

egulation and 
R
estriction A

ct of 1861 25 V
ic N

o 3

）
の
内
容
に
つ
い
て
は
次
を
参
照
。

http://w
w
w
.legislation.nsw

.gov.au/sessionalview
/sessional/

act/1861-28a.pdf

（
45
） 

中
国
人
移
民
規
制
制
限
法
廃
止
法
＝C

hinese Im
m
igration A

ct 
R
epeal A

ct of 1867 31 V
ic N

o 8

（repealed by S
tatute L

aw
 R

evision 
A
ct 1898

） 
http://w

w
w
.legislation.nsw

.gov.au/sessionalview
/sessional/

act/1867-8a.pdf

（
46
） A

ndreas S
chloenhardt

著“M
igrant S

m
uggling ”

五
四
頁
。



一
三
四

知
る
限
り
で
最
善
の
も
の
と
し
て
、
一
般
的
に
賞
賛
し
て
い
た
の
で
あ
る
。」

（
61
） 

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
出
生
者
協
会
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
生
ま
れ
（
但
し
西

欧
系
に
限
り
、
原
住
民
を
含
ま
な
い
）
の
男
性
の
相
互
扶
助
組
織
で
あ
る
。

一
八
七
一
年
に
メ
ル
ボ
ル
ン
で
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
出
生
者
協
会
と
し
て
誕
生
し
た

が
、
一
八
七
二
年
に
は
早
く
も
全
豪
的
組
織
に
発
展
し
て
い
る
。
本
来
は
、
病

気
、
医
療
、
葬
儀
等
に
お
け
る
相
互
互
助
を
目
的
と
し
て
い
た
が
、
本
文
に
述

べ
た
よ
う
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
成
立
に
当
た
っ
て
主
導
的
な
役
割
を
果
た

し
た
。 

（
62
） 

現
行
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
憲
法
一
二
五
条
一
項
は
次
の
様
に
定
め
て
い
る
。

連
邦
政
府
の
所
在
地
は
、
議
会
が
決
定
す
る
。
そ
の
所
在
地
は
、
連
邦
に
権

限
が
付
与
さ
れ
、
ま
た
は
連
邦
に
よ
っ
て
取
得
さ
れ
た
領
域
内
に
あ
っ
て
、
連

邦
に
帰
属
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
そ
の
所
在
地
は
、

ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州
内
に
あ
っ
て
、
シ
ド
ニ
ー
か
ら
少
な
く
と
も

一
〇
〇
マ
イ
ル
離
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
63
） 

憲
法
九
五
条
に
次
の
様
な
規
定
が
あ
る
。

1　

こ
の
憲
法
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
議
会
は
、
同

州
が
基
本
州
の
一
つ
で
あ
る
限
り
、
均
一
関
税
が
賦
課
さ
れ
た
後
の
最
初
の

五
年
間
に
お
い
て
は
、
同
州
に
移
入
さ
れ
る
物
品
で
、
本
来
連
邦
の
領
域
外

か
ら
輸
入
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
も
の
に
対
し
て
、
関
税
を
賦
課
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
こ
の
関
税
は
、
連
邦
が
徴
収
す
る
。
た
だ
し
、
か
か
る
物
品
へ

の
関
税
の
賦
課
に
つ
い
て
は
、
最
初
の
一
年
間
は
、
均
一
関
税
が
賦
課
さ
れ

た
と
き
に
施
行
さ
れ
て
い
る
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
法
律
よ
り
賦
課
さ
れ
る

当
該
物
品
へ
の
関
税
額
を
超
え
て
は
な
ら
ず
、
ま
た
、
二
年
目
、
三
年
目
、

四
年
目
及
び
五
年
目
に
つ
い
て
は
、
当
該
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
法
に
よ
り

当
該
物
品
に
賦
課
さ
れ
る
関
税
額
の
、
そ
れ
ぞ
れ
五
分
の
四
、
五
分
の
三
、

五
分
の
二
、
五
分
の
一
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。
本
条
の
規
定
に
よ
り
賦
課

http://w
w
w
.legislation.nsw

.gov.au/sessionalview
/sessional/

act/1888-15a.pdf
（
57
） 
労
働
組
合
の
、
反
中
国
人
か
ら
、
白
豪
主
義
へ
の
転
換
時
点
に
つ
い
て
は

次
を
参
照
。

http://unionsact.org.au/index.php?option=com
_content&

task=view
&
id=14&

Item
id=17

（
58
） 

移
民
規
制
法
（Im

m
igration R

estriction A
ct 1898 N

o 3

（repealed 
by S

tatute L
aw

 R
evision A

ct 1924

））
の
原
文
は
、
次
を
参
照
。

http://w
w
w
.legislation.nsw

.gov.au/sessionalview
/sessional/

act/1898-3.pdf

（
59
） 

テ
ン
タ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
講
演
の
原
文
に
つ
い
て
は
、
次
を
参
照
。

http://w
w
w
.henryparkestenterfi eld.com

/sir-henry-parkes/henry-
parkes-tenterfi eld-oration-1889

（
60
） 

一
八
九
一
年
に
刊
行
さ
れ
たH

ow
ard W

illoughby

著
「A

ustralian 
F
ederation: Its A

im
s and its P

ossibilities

」
と
い
う
本
（
二
〇
〇
一
年

に
シ
ド
ニ
ー
大
学
図
書
館
に
よ
り
復
刻
さ
れ
て
い
る
。）
の
序
文
は
、
米
国
を

模
範
と
す
る
べ
き
だ
と
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
の
支
持
者
達
は
、
大
英
帝
国
よ
り
も
米
国
、
カ

ナ
ダ
、
ス
イ
ス
な
ど
を
例
え
ば
好
む
と
い
わ
れ
る
。
し
か
し
、
大
英
帝
国
は
、

何
時
の
日
か
、
連
邦
の
一
員
に
な
る
事
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
連
邦
で

は
無
い
。〈
中
略
〉
我
々
は
、
連
邦
を
形
成
す
る
た
め
に
連
邦
に
関
す
る
情

報
を
求
め
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
カ
ナ
ダ
、
ス
イ
ス
及
び
ド
イ
ツ
は
そ
の
連

邦
に
関
す
る
理
念
を
米
国
に
求
め
て
お
り
、
そ
し
て
、
米
国
の
建
設
者
達
は

そ
の
連
邦
共
和
国
と
い
う
理
念
と
共
に
英
国
の
憲
法
を
維
持
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
を
想
起
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ワ
シ
ン
ト
ン
と
彼
の
同
僚
達
は
、

英
国
政
府
と
戦
っ
た
が
、
し
か
し
、
同
時
に
彼
ら
は
英
国
制
度
を
、
彼
ら
が



オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
憲
法
前
史
概
説
（
甲
斐
）

一
三
五

さ
れ
る
関
税
は
、
均
一
関
税
が
賦
課
さ
れ
て
か
ら
五
年
を
経
過
し
た
と
き
は
、

こ
れ
を
賦
課
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

2　

前
項
の
五
年
間
に
お
い
て
、
本
条
の
規
定
に
基
づ
い
て
物
品
に
賦
謀
さ
れ

る
関
税
が
、
同
一
の
物
品
の
輸
入
に
対
し
て
連
邦
が
賦
課
す
る
関
税
よ
り
も

高
い
場
合
に
は
、
連
邦
の
領
域
外
か
ら
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
に
輸
入
さ
れ

る
物
品
に
対
し
て
は
、
そ
の
高
い
方
の
関
税
を
賦
課
す
る
。

（
64
） 

貿
易
保
護
党
（P

rotectionist P
arty

）
は
、
正
式
に
は
一
八
八
九
年
か

ら
一
九
〇
九
年
ま
で
存
在
し
た
。
基
本
的
に
は
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
州
を
基
盤
と
す

る
政
党
で
、
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州
農
村
部
で
も
強
か
っ
た
。
そ
の
主

た
る
主
張
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
産
業
保
護
の
た
め
の
保
護
関
税
の
設
置
と
労

働
者
保
護
で
あ
っ
た
。

（
65
） 

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
は
一
九
〇
一
年
一
月
二
二
日
に
崩
御
し
た
。
し
た

が
っ
て
、
こ
の
時
点
で
は
英
国
王
は
エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
と
な
っ
て
い
た
。

（
66
） 

一
九
〇
一
年
移
民
制
限
法
の
原
文
は
、
次
の
サ
イ
ト
で
読
む
こ
と
が
で
き

る
。

http://foundingdocs.gov.au/resources/transcripts/cth4ii_
doc_1901a.pdf

（
67
） 

同
法
三
条
ａ
項
の
規
定
で
あ
る
。
原
文
は
次
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
る
。

A
ny person w

ho w
hen asked to do so by an offi  cer fails to w

rite 
out at dictation and sign in the presence of the offi  cer a passage of 
fifty w

ords in length in an E
uropean language directed by the 

offi  cer.





ハ
リ
ン
ト
ン
の
立
法
思
想
研
究
（
倉
島
）

一
三
九

ハ
リ
ン
ト
ン
の
立
法
思
想
研
究

│
そ
の
『
立
法
の
技
術
』
を
中
心
に

│

倉　
　

島　
　
　
　
　

隆

目
次

第
一
節　

序
論

第
二
節　

ハ
リ
ン
ト
ン
の
立
法
思
想

│
『
立
法
の
技
術
』
の
分
析

│

　
　
　
　
﹇
第
一
項
﹈
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
統
治
の
基
礎
及
び
統
治
の
上
部
構
造

　
　
　
　
　
　
〈
1
〉
家
族
統
治
と
国
家
統
治
と
の
類
推
に
よ
る
統
治
原
理
及
び
性
質
の
検
討

　
　
　
　
　
　
〈
2
〉
国
家
統
治
の
異
な
っ
た
種
類
と
と
も
に
、
国
家
統
治
原
理
な
い
し
均
衡
の
考
察

　
　
　
　
　
　
〈
3
〉
イ
ギ
リ
ス
の
財
産
の
均
衡
の
変
化

　
　
　
　
　
　
〈
4
〉
財
産
の
均
衡
な
い
し
農
地
法
の
固
定
化



一
四
〇

　
　
　
　
　
　
〈
5
〉
統
治
の
上
部
構
造

　
　
　
　
　
　
〈
6
〉
人
間
の
知
恵
の
原
理
に
関
す
る
聖
書
か
ら
の
証
明
の
可
能
性

　
　
　
　
﹇
第
二
項
﹈
古
代
イ
ス
ラ
エ
ル
共
和
国
及
び
ユ
ダ
ヤ
人
の
共
和
国
の
枠
組
み

　
　
　
　
　
　
〈
1
〉
古
代
イ
ス
ラ
エ
ル
共
和
国
以
前
の
共
和
国
の
存
在

　
　
　
　
　
　
〈
2
〉
聖
書
の
証
明
な
く
し
て
適
合
す
る
、
人
間
の
知
恵
の
原
理
に
基
づ
く
統
治
及
び
そ
の
立
法
の
技
術

　
　
　
　
﹇
第
三
項
﹈
イ
ギ
リ
ス
国
家
の
当
時
の
財
産
の
均
衡
な
い
し
状
態
に
適
合
さ
れ
た
民
主
制
統
治
モ
デ
ル

　
　
　
　
　
　
〈
1
〉
民
主
制
統
治
モ
デ
ル
の
概
念
的
提
案

第
三
節　

結
論

第
一
節　

序
論

わ
れ
わ
れ
は
、
イ
ギ
リ
ス
革
命
期
（
な
い
し
内
戦
と
空
位
期
）
に
著
作
活
動
を
行
っ
た
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ハ
リ
ン
ト
ン
に
注
目
す
る
。
彼
の

政
治
思
想
は
一
般
に
、「
古
典
的
共
和
主
義
」
な
い
し
「
市
民
的
人
文
主
義
」（
Ｊ
・
ポ
ー
コ
ッ
ク
）、
或
い
は
「
ユ
ー
ト
ピ
ア
思
想
」（
Ｊ
・

デ
ー
ヴ
ィ
ス
）
の
範
疇
に
入
る
と
い
わ
れ
る
。
こ
れ
は
ま
ず
、
前
者
が
古
代
の
共
和
主
義
を
範
と
し
つ
つ
、
当
時
の
状
況
に
至
る
ま
で
を

歴
史
的
に
分
析
す
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
そ
れ
は
、
古
代
の
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
の
共
和
制
な
ど
に
論
及
し
つ
つ
、
当
時
の
状
態
に
適

合
し
た
共
和
国
憲
法
構
想
を
提
唱
す
る
。
後
者
は
、
彼
の
主
著
の
『
オ
シ
ア
ナ
共
和
国
』
が
そ
の
理
想
主
義
的
国
家
を
志
向
す
る
思
想
傾

向
に
焦
点
を
合
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
（
1
）

。
わ
れ
わ
れ
は
、
彼
が
そ
の
両
方
の
思
想
範
疇
に
属
す
る
部
分
を
認
め
る
。
し
か
し
特
に
本
稿
は
、

前
者
に
お
け
る
共
和
主
義
政
治
制
度
論
に
焦
点
を
合
わ
せ
る
。
ハ
リ
ン
ト
ン
の
そ
れ
は
、
市
民
の
自
由
を
支
柱
と
し
て
、
こ
れ
を
保
障
す



ハ
リ
ン
ト
ン
の
立
法
思
想
研
究
（
倉
島
）

一
四
一

る
制
度
を
構
築
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
最
高
度
の
概
念
が
「
平
等
に
し
て
秩
序
立
っ
た
共
和
国
」
で
あ
り
、
か
つ
そ
の
憲
法
モ
デ

ル
が
こ
の
制
度
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
れ
を
政
治
的
議
会
主
権
﹇
立
法
部
と
執
行
部
を
含
む
﹈
主
義
、
両
院
制
議

会
の
機
能
﹇
提
案
・
討
議
と
決
議
﹈
の
分
離
主
義
、
成
文
憲
法
的
立
憲
主
義
と
し
て
特
徴
づ
け
た
（
2
）

。

さ
て
わ
れ
わ
れ
は
、
本
稿
で
ハ
リ
ン
ト
ン
の
立
法
思
想
に
つ
い
て
彼
の
後
期
の
著
作
を
素
材
と
し
て
検
討
し
よ
う
と
す
る
。
と
い
う
の

は
わ
れ
わ
れ
は
、
彼
の
立
法
制
度
思
想
に
つ
い
て
日
本
に
お
い
て
必
ず
し
も
徹
底
的
に
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
傾
向
が
あ
る
が
故
に
、
政
治

制
度
思
想
論
の
立
場
か
ら
、
そ
れ
を
概
括
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
そ
の
内
容
を
論
じ
る
彼
の
『
立
法
の
技
術
』

に
つ
い
て
、
最
も
詳
細
に
し
て
的
確
に
論
じ
て
い
る
の
は
、
周
知
の
Ｊ
・
ポ
ー
コ
ッ
ク
で
あ
る
。
彼
は
そ
れ
を
主
著
以
外
の
著
作
に
お
い

て
「
最
も
野
心
的
な
も
の
（
3
）

」
に
し
て
「
ハ
リ
ン
ト
ン
の
理
論
の
方
法
論
的
抄
録
で
も
あ
る
（
4
）

」
と
評
す
る
。
も
う
一
人
の
ハ
リ
ン
ト
ン
の

『
立
法
の
技
術
』
を
評
価
す
る
も
の
は
、
Ｄ
・
ウ
ー
ト
ン
で
あ
る
。
彼
は
こ
の
著
作
が
そ
の
主
著
に
次
ぐ
「
第
二
の
主
要
著
作
」
と
し
て

位
置
付
け
る
。
こ
れ
は
、
そ
の
二
二
頁
に
わ
た
る
ハ
リ
ン
ト
ン
の
テ
キ
ス
ト
﹇『
立
法
の
技
術
』﹈
を
自
ら
が
編
集
す
る
一
七
世
紀
の
思
想

著
述
選
集
に
収
録
し
て
い
る
（
5
）

。
こ
う
し
た
ハ
リ
ン
ト
ン
の
制
度
論
に
関
す
る
も
の
は
、
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
る
け
れ
ど
も
、
ま
と
ま
っ
た

形
で
論
じ
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
従
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
れ
を
全
体
的
に
総
括
し
よ
う
と
試
み
る
こ
と
と
な
る
。

（
1
） 

例
え
ば
、
拙
稿
「
ハ
リ
ン
ト
ン
の
オ
シ
ア
ナ
の
代
議
院
に
関
す
る
一
断
片
」（『
政
経
研
究
』
第
五
〇
巻
第
一
号
、
二
〇
一
三
年
六
月
）
な
ど
を

参
照
さ
れ
た
い
。

（
2
） 

拙
稿
前
掲
。

（
3
） J.G

.A
.P
ocock, ed., Jam

es H
arrin

gton: T
h

e C
om

m
onw

ealth of O
ceana and

 A
 S

ystem
 of P

olitics, C
am
bridge, 1992, p.x, etc.

（
4
） J.G

.A
.P
ocock, ed., T

h
e P

olitical W
orks of Jam

es H
arrin

gton, C
am
bridge, 1977, p.104.



一
四
二

（
5
） D

.W
ootton, ed., D

ivin
e R

igh
t an

d
 D

em
ocracy: A

n
 A

n
th

ology of P
olitical W

ritin
g in

 S
tu

art E
n

glan
d, 1986, pp.395-417.

第
二
節　

ハ
リ
ン
ト
ン
の
立
法
思
想

│
『
立
法
の
技
術
』
の
分
析

│

ハ
リ
ン
ト
ン
の
『
立
法
の
技
術
』﹇
以
下
、『
立
法
』
と
略
記
﹈
は
、
一
六
五
九
年
と
い
う
自
ら
が
そ
の
共
和
主
義
運
動
に
最
も
積
極
的

で
あ
っ
た
時
代
に
出
版
さ
れ
た
。
こ
の
背
景
に
は
そ
の
パ
ト
ロ
ン
的
立
場
に
あ
る
、
ヘ
ン
リ
ー
・
ネ
ヴ
ィ
ル
と
と
も
に
、
彼
の
共
和
国
憲

法
に
よ
っ
て
衰
え
つ
つ
あ
る
共
和
主
義
を
懸
命
に
継
続
し
よ
う
と
し
て
い
た
ハ
リ
ン
ト
ン
の
姿
が
想
定
し
得
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
期
間
の

後
半
に
「
ロ
ー
タ
」
ク
ラ
ブ
を
通
じ
て
自
ら
の
構
想
の
実
現
を
図
ろ
う
と
し
て
い
た
。
従
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
、
彼
が
そ
う
し
た
背
景
の
下

で
こ
の
構
想
を
よ
り
一
層
整
理
し
、
か
つ
そ
の
明
確
性
を
前
面
に
出
す
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
た
と
想
定
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
（
1
）

。

わ
れ
わ
れ
は
、
彼
の
『
立
法
』
が
自
ら
の
政
治
的
議
会
主
権
﹇
立
法
部
と
執
行
部
を
含
む
﹈
主
義
と
い
う
、
制
度
の
支
柱
を
よ
り
明
確

に
整
理
し
、
か
つ
よ
り
広
範
な
視
野
か
ら
そ
れ
を
論
理
立
て
る
も
の
と
み
な
す
。
わ
れ
わ
れ
は
、
立
法
に
つ
い
て
ハ
リ
ン
ト
ン
の
主
著
で

は
、
そ
の
立
法
機
関
と
し
て
の
両
院
制
、
そ
の
憲
法
の
創
設
者
と
し
て
の
立
法
者
の
存
在
、﹇
執
行
部
権
力
の
抑
制
﹈
さ
ら
に
は
法
の
支

配
原
理
な
ど
が
想
起
さ
せ
ら
れ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
彼
自
ら
そ
の
著
書
が
、
そ
の
批
判
に
対
し
て
自
ら
の
理
論
の
長
所
を
説
明
し
よ
う
と

す
る
必
要
に
も
迫
ら
れ
、
自
ら
が
こ
の
著
作
を
世
に
訴
え
た
と
想
定
す
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
の
全
三
巻
に
沿
っ
て
こ
の
著
作
を
総
括
し

よ
う
と
す
る
こ
と
と
な
る
（
2
）

。
こ
の
『
立
法
』
は
、
上
記
の
如
く
そ
の
主
著
を
除
き
、
彼
の
『
民
主
制
統
治
の
特
権
』（
一
六
五
七
）
と
と
も

に
他
の
小
論
文
と
比
較
し
て
そ
の
規
模
に
お
い
て
最
も
大
き
い
特
徴
を
示
す
。
そ
の
第
三
巻
の
表
題
は
、「
前
の
記
述
に
従
い
、
聖
書
で

確
認
さ
れ
、
か
つ
イ
ギ
リ
ス
で
現
在
﹇
当
時
﹈
の
財
産
の
均
衡
な
い
し
財
産
状
態
に
従
っ
て
、
実
行
可
能
的
に
提
案
さ
れ
た
、
民
主
制
統
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治
」
と
示
さ
れ
る
。
こ
れ
と
と
も
に
以
下
の
二
つ
の
巻
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、「
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
統
治
原
理
の
基
礎
及
び
統
治
の
上
部
構
造

を
示
す
」、「
古
代
イ
ス
ラ
エ
ル
共
和
国
及
び
ユ
ダ
ヤ
人
の
共
和
国
の
枠
組
み
を
示
す
」
と
題
さ
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
巻
は
、
長
さ
に
お
い

て
異
な
る
が
、
内
容
に
お
い
て
ハ
リ
ン
ト
ン
の
主
著
に
お
け
る
も
の
に
主
に
基
づ
き
、
か
つ
そ
の
主
要
な
内
容
に
か
か
わ
る
（
3
）

。

こ
の
『
立
法
』
の
表
題
と
内
容
の
関
連
性
に
つ
い
て
、
多
様
な
も
の
を
含
む
が
ゆ
え
に
こ
の
表
題
が
そ
の
内
容
と
十
分
に
一
致
す
る
か

否
か
に
は
、
問
題
も
残
る
。
と
い
う
の
は
彼
は
、
立
法
の
技
術
を
、
最
高
の
法
な
い
し
国
民
に
安
全
を
与
え
る
こ
と
を
意
味
づ
け
る
か
ら

で
あ
る
。
と
は
い
え
そ
れ
は
、
立
法
の
技
術
を
は
じ
め
と
し
て
よ
り
広
範
な
内
容
を
含
む
と
い
う
視
野
か
ら
理
解
す
れ
ば
、
納
得
で
き
る

も
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
著
作
の
順
序
に
沿
っ
て
概
括
す
る
こ
と
と
す
る
。

﹇
第
一
項
﹈
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
統
治
の
基
礎
及
び
統
治
の
上
部
構
造

ハ
リ
ン
ト
ン
は
ま
ず
、
そ
の
第
一
巻
の
序
文
に
お
い
て
家
族
統
治
原
理
と
の
関
連
で
国
家
統
治
原
理
な
い
し
そ
の
性
質
を
考
察
し
よ
う

と
す
る
。
そ
れ
に
は
、「
家
族
統
治
原
理
な
い
し
性
質
を
考
察
す
る
」
と
い
う
題
名
が
付
け
ら
れ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
れ
を
よ
り
こ
の

内
容
に
則
し
て
言
い
換
え
、
以
下
の
も
の
と
し
た
（
4
）

。

〈
1
〉
家
族
統
治
と
国
家
統
治
と
の
類
推
に
よ
る
統
治
原
理
及
び
性
質
の
検
討

彼
は
こ
の
第
一
項
に
お
い
て
、
そ
れ
を
次
の
七
項
目
に
わ
た
っ
て
論
及
す
る
。
こ
の
序
文
は
、
そ
の
著
作
全
体
の
う
ち
で
『
立
法
の
技

術
』
の
序
論
的
位
置
を
占
め
る
も
の
で
あ
る
。
彼
は
、
そ
の
冒
頭
で
「
聖
職
者
達
と
君
主
制
の
熱
心
な
主
張
者
達
は
、
父
権
か
ら
或
い
は

家
族
統
治
か
ら
自
分
達
の
発
達
を
得
た
」
と
説
き
起
こ
す
。
こ
こ
で
は
ハ
リ
ン
ト
ン
が
自
ら
の
共
和
制
の
主
張
と
君
主
制
と
の
対
比
で
論
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じ
る
意
図
を
表
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
最
初
に
君
主
制
の
主
張
者
の
論
点
か
ら
言
及
し
始
め
る
。
そ
れ
に
は
「
二
種
類
か
ら
な

り
得
」、
彼
ら
が
一
つ
に
の
み
注
目
し
た
だ
け
と
批
判
す
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
自
ら
の
共
和
制
統
治
を
民
主
制
と
も

言
い
換
え
、
こ
れ
と
対
比
し
、
君
主
制
統
治
と
あ
わ
せ
て
二
つ
が
あ
る
と
措
定
す
る
か
ら
で
あ
る
（
5
）

。

｛
1
｝
君
主
制
的
家
族

ハ
リ
ン
ト
ン
は
ま
ず
、
そ
の
う
ち
の
君
主
制
の
統
治
か
ら
示
す
。「
一
年
程
度
で
一
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
の
収
入
を
得
る
人
の
例
」
を
と
り

上
げ
る
。
こ
う
し
た
人
は
、
通
常
女
性
と
結
婚
し
、
か
つ
子
供
を
も
う
け
る
。
彼
は
、
自
ら
の
善
意
で
、
か
つ
使
用
人
達
の
生
計
の
た
め

に
「
自
ら
の
財
産
配
分
に
お
い
て
自
ら
に
依
存
す
る
使
用
人
」
を
も
つ
こ
と
と
な
る
。
ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
こ
の
財
産
の
費
消
な
い
し
消
滅

の
こ
と
を
想
定
さ
せ
る
。
こ
の
場
合
に
彼
は
「
ど
こ
に
そ
の
家
族
の
君
主
制
が
存
在
す
る
の
か
」
と
問
わ
せ
る
。
た
だ
し
そ
の
主
人
が
自

ら
の
財
産
に
よ
る
の
み
で
君
主
制
的
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、「
こ
の
主
人
の
絶
対
支
配
の
基
礎
な
い
し
均
衡
が
年
に
一
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
と

な
っ
た
」
だ
ろ
う
と
い
う
（
6
）

。

｛
2
｝
民
主
制
的
家
族

ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
明
ら
か
に
こ
う
し
た
諸
原
理
か
ら
当
然
に
「
民
主
制
﹇
多
数
者
統
治
と
法
に
よ
る
統
治
﹈
的
家
族
も
あ
り
得
る
」
と

い
う
。
か
く
し
て
一
年
程
度
で
「
各
々
が
三
〇
〇
ポ
ン
ド
程
度
の
収
入
を
得
る
六
人
な
い
し
一
〇
人
」
が
一
家
族
と
し
て
と
も
に
暮
ら
す

こ
と
に
合
意
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
こ
う
し
た
い
か
な
る
者
が
「
同
じ
も
の
の
支
配
者
に
し
て
主
人
と
言
い
得
る
の
か
」、
或
い
は
残
り

の
も
の
の
「
全
て
の
財
産
を
扱
う
」
と
主
張
し
得
る
の
か
と
問
わ
せ
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
彼
ら
は
、
同
等
に
服
し
め
る
同
意
に
導
く
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「
憲
法
条
項
（orders

）
に
と
も
に
合
意
し
な
い
の
か
」
と
問
い
質
し
、
か
つ
進
め
る
。
そ
う
で
あ
る
と
想
定
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
確

か
に
こ
の
「
家
族
統
治
は
、
法
（law

s

）
な
い
し
憲
法
条
項
の
統
治
」
に
相
違
な
く
、
か
つ
一
人
な
い
し
そ
う
し
た
人
々
の
う
ち
の
「
三

人
な
い
し
四
人
の
統
治
で
な
い
こ
と
に
」
違
い
な
か
ろ
う
と
い
う
（
7
）

。
即
ち
、
そ
れ
は
君
主
制
や
寡
頭
制
で
は
な
い
こ
と
を
含
意
す
る
。

｛
3
｝
法
の
統
治
と
人
の
統
治

続
い
て
ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
自
ら
の
主
要
な
統
治
原
理
を
こ
こ
で
も
措
定
す
る
。
君
主
制
的
家
族
の
一
人
物
が
法
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
か
つ
「
民
主
制
的
家
族
の
多
数
者
が
も
は
や
何
も
せ
ぬ
」
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
意
味
で
法
全
て
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
と

冷
淡
に
言
い
得
る
と
説
か
れ
る
。
し
か
し
「
法
が
一
人
物
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
、
そ
れ
は
一
人
物
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
え

ぬ
」
と
い
う
。
従
っ
て
そ
れ
は
、
人
に
よ
る
統
治
で
あ
っ
て
「
法
に
よ
る
統
治
」
で
は
な
い
と
い
う
。
ハ
リ
ン
ト
ン
に
よ
れ
ば
、「
法
は

多
数
者
に
よ
る
以
外
に
形
成
さ
れ
ぬ
」
が
ゆ
え
に
、
い
か
な
る
別
な
人
に
よ
っ
て
も
統
治
さ
れ
ぬ
。
し
か
し
法
は
、
共
通
益
で
統
治
さ
れ
、

か
つ
こ
の
手
段
に
よ
っ
て
「
法
の
統
治
に
達
し
」、
か
つ
人
の
統
治
と
な
ら
ぬ
と
い
う
も
の
で
あ
る
（
8
）

。

｛
4
｝
真
の
統
治
状
態
に
あ
る
家
族

さ
ら
に
こ
の
著
作
に
よ
れ
ば
、
言
わ
れ
た
こ
と
が
全
て
の
種
類
と
全
て
の
遂
行
能
力
を
否
定
し
得
ぬ
と
す
る
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
な
是

非
に
つ
い
て
そ
れ
は
、「
君
主
や
議
会
（parliam

ents

）
に
最
も
慎
ま
し
く
付
託
さ
れ
る
」。
即
ち
、
彼
ら
は
、
暴
力
な
く
し
て
或
い
は
財

産
の
移
動
な
く
し
て
、
君
主
制
的
家
族
か
ら
民
主
制
的
家
族
を
形
成
し
得
る
か
、
或
い
は
後
者
か
ら
前
者
を
形
成
し
得
る
か
否
か
、
或
い

は
そ
れ
が
財
産
に
お
け
る
均
衡
な
い
し
基
礎
の
如
き
も
の
に
関
し
て
国
家
で
実
際
的
で
あ
り
得
る
の
か
、
或
い
は
可
能
で
あ
る
か
否
か
に
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つ
い
て
で
あ
る
と
い
う
。
彼
に
よ
れ
ば
、
こ
の
事
例
で
は
一
家
族
が
「
小
社
会
な
い
し
小
国
家
で
し
か
な
い
し
、
国
家
が
よ
り
大
き
な
社

会
な
い
し
大
き
な
家
族
で
し
か
な
い
」
と
断
定
す
る
（
9
）

。

｛
5
｝
主
権
的
君
主
と
最
高
統
治
官
と
の
相
違

引
き
続
き
ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
君
主
制
的
な
も
の
の
家
族
と
民
主
制
的
な
も
の
の
家
族
に
よ
る
対
比
論
を
展
開
す
る
。
彼
は
こ
こ
で
は
、

一
人
の
最
高
統
治
官
と
主
権
的
君
主
事
項
と
し
て
例
示
し
よ
う
と
試
み
る
。
こ
の
残
り
の
者
の
財
産
を
全
て
扱
う
と
い
う
点
に
通
常
応
え

ら
れ
る
こ
と
は
、
か
く
し
て
「
一
家
を
形
成
す
る
の
に
合
意
し
た
六
人
な
い
し
一
〇
人
が
、
あ
る
執
事
﹇
管
理
人
﹈
を
も
た
ね
ば
な
ら

ぬ
」
こ
と
で
あ
り
、
か
つ
一
国
で
こ
う
し
た
「
執
事
を
配
置
す
る
こ
と
は
、
国
王
を
つ
く
る
こ
と
」
で
あ
る
と
い
う
。
と
は
い
え
こ
れ
は
、

「
一
家
の
執
事
が
大
家
族
（
後
者
）
の
主
人
達
に
応
え
得
ぬ
、
或
い
は
そ
の
彼
が
こ
の
費
用
全
体
を
支
払
う
、
そ
の
財
産
所
有
者
達
に
応

え
得
ぬ
と
い
う
こ
と
に
決
定
す
る
こ
と
で
あ
る
」。
さ
も
な
け
れ
ば
、
こ
の
執
事
の
役
割
は
、
所
有
に
達
し
得
ぬ
が
、「
統
治
官
職
、
及
び

実
の
と
こ
ろ
共
和
国
に
お
け
る
毎
年
の
統
治
官
職
の
真
な
る
性
質
に
の
み
な
ら
ね
ば
な
ら
な
か
ろ
う
」
が
故
で
あ
る
。
実
の
と
こ
ろ
、
通

常
、
こ
う
し
た
説
明
は
、
年
末
前
に
算
定
さ
れ
、
か
つ
身
体
に
お
い
て
も
財
産
に
お
い
て
も
執
事
は
、
同
じ
も
の
の
た
め
に
、
財
産
所
有

者
達
な
い
し
主
人
達
に
応
え
う
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
所
有
者
達
な
い
し
主
人
達
も
適
切
な
よ
う
に
思
え
る
そ
れ
ら
に
つ
い
て
言
え
ば
、

こ
う
し
た
他
の
執
事
を
構
成
す
る
確
か
な
権
利
な
い
し
同
じ
も
の
の
任
務
を
延
長
す
る
確
か
な
権
利
を
も
つ
と
説
か
れ
る
（
10
）

。

｛
6
｝
立
法
の
技
術
の
必
要
性

ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
こ
こ
に
お
い
て
こ
の
著
作
の
本
題
で
あ
る
「
立
法
の
技
術
」
概
念
を
登
場
さ
せ
る
。
さ
て
「
国
家
が
統
治
の
混
乱
へ
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と
見
え
ぬ
摂
理
方
法
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
、
国
民
に
よ
っ
て
特
に
選
出
さ
れ
る
人
々
の
責
務
は
、
…
最
高
の
法
或
い
は
（
真

の
立
法
の
技
術
か
ら
な
る
）
国
民
に
安
全
が
満
た
さ
れ
る
こ
と
を
尊
重
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
与
え
る
こ
と
で
あ
る
」
と
い
う
。
こ
こ

に
お
い
て
そ
の
「
立
法
の
技
術
」
と
い
う
表
題
の
概
念
は
、
こ
う
し
た
最
高
の
法
或
い
は
国
民
の
安
全
を
与
え
る
こ
と
に
か
か
わ
る
も
の

と
し
て
措
定
す
る
こ
と
と
な
っ
た
（
11
）

。

｛
7
｝
二
つ
の
立
法
の
技
術
の
種
類

最
後
に
彼
は
、
そ
の
立
法
の
技
術
を
二
種
類
に
分
け
る
。
そ
の
一
つ
は
、
偽
り
に
し
て
真
で
な
い
種
類
の
立
法
の
技
術
で
あ
る
。
第
二

は
、
真
な
る
立
法
の
技
術
で
あ
る
。
そ
の
前
者
は
性
質
上
、
逆
で
あ
る
暴
力
を
必
要
と
し
、
統
治
に
関
す
る
恣
意
的
上
部
構
造
へ
と
均
衡

を
変
化
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
後
者
は
必
要
な
統
治
の
上
部
構
造
を
構
築
す
る
こ
と
か
ら
な
る
。
即
ち
、
彼
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
「
均
衡

な
い
し
基
礎
と
一
致
し
得
る
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
純
粋
に
自
然
的
で
あ
り
、
力
の
挿
入
全
て
が
除
か
れ
る
必
要
が
あ
る
（
12
）

」
こ
と
か
ら
な

る
。
こ
れ
は
、
力
は
正
義
を
生
ま
ぬ
と
い
う
当
時
の
格
言
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

〈
2
〉
国
家
統
治
の
異
な
っ
た
種
類
と
と
も
に
、
国
家
統
治
原
理
な
い
し
均
衡
の
考
察

ハ
リ
ン
ト
ン
の
『
立
法
』
の
第
一
巻
の
第
一
章
は
、「
同
じ
も
の
の
異
な
っ
た
種
類
と
と
も
に
、
国
家
統
治
の
諸
原
理
な
い
し
均
衡
を

考
察
す
る
」
と
い
う
表
題
が
付
け
ら
れ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
以
下
の
如
く
凡
そ
そ
の
ま
ま
の
表
現
を
示
す
（
13
）

。
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｛
1
｝
財
産
の
起
源

ハ
リ
ン
ト
ン
は
、『
詩
編
』
の
「
人
の
子
達
に
大
地
を
与
え
た
」、
及
び
『
創
世
記
』
の
「
汝
に
は
苦
労
に
対
し
万
物
を
与
え
る
」
と
い

う
神
の
言
葉
に
よ
っ
て
、
自
ら
の
財
産
権
を
正
し
き
も
の
で
あ
る
こ
と
を
是
認
し
よ
う
と
す
る
。
こ
う
し
た
神
に
よ
る
人
へ
の
贈
与
は
、

そ
れ
を
人
間
の
勤
勉
の
た
め
の
あ
る
種
の
交
換
と
な
る
。
そ
れ
は
、
彼
に
よ
っ
て
神
の
購
入
の
よ
う
に
思
え
た
か
ら
で
あ
る
と
理
解
さ
れ

る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
力
ず
く
で
あ
れ
心
身
の
他
の
方
法
で
あ
れ
、
こ
の
異
な
っ
た
勤
勉
の
種
類
と
成
功
か
ら
所
有
権
な
い
し
財
産
の
自
然

的
衡
平
を
引
き
出
し
、
か
つ
こ
の
財
産
の
法
的
樹
立
な
い
し
配
分
（
そ
れ
が
多
か
れ
少
な
か
れ
立
法
の
技
術
の
自
然
的
衡
平
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る

な
ら
ば
）
を
引
き
出
す
と
説
か
れ
る
（
14
）

。

｛
2
｝
支
配
の
均
衡
は
、
財
産
か
ら
な
る

ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
そ
れ
を
考
慮
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
ら
の
経
済
的
土
台
と
の
関
連
で
上
部
構
造
を
構
成
し
よ
う
と
努
め
る
。
彼
は
、

支
配
の
均
衡
が
財
産
か
ら
な
る
と
考
え
る
。
そ
の
著
作
に
よ
れ
ば
、
財
産
の
配
分
は
、
そ
れ
が
統
治
の
性
質
な
い
し
生
産
に
係
わ
る
限
り
、

同
じ
も
の
の
過
剰
均
衡
に
あ
る
と
い
う
。
彼
の
農
地
法
原
理
に
従
っ
て
そ
れ
は
、
ち
ょ
う
ど
一
年
に
「
二
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
の
収
入
を
得
る

（
即
ち
、
年
五
〇
〇
ポ
ン
ド
し
か
享
受
し
得
ぬ
人
よ
り
も
三
倍
﹇
マ
マ
﹈
ほ
ど
多
い
収
入
を
得
る
）
人
が
従
者
達
を
も
ち
得
、
か
つ
そ
の
結
果
と
し

て
力
を
も
ち
得
る
如
く
で
あ
る
」
と
説
か
れ
る
。
小
領
域
で
同
様
な
効
果
を
も
ち
得
る
し
、
こ
の
お
金
の
こ
と
を
話
す
の
で
は
な
く
、
そ

れ
は
ま
ず
、
国
家
に
お
い
て
変
化
さ
れ
る
よ
う
に
構
成
さ
れ
た
り
、
無
感
覚
に
変
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
如
く
、
土
地
財
産
（
こ
の
過

剰
均
衡
）
で
あ
る
主
要
な
も
の
を
主
張
す
る
こ
と
は
、「
三
種
類
（
即
ち
、
一
人
・
少
数
・
多
数
）」
か
ら
特
に
な
り
得
る
と
い
う
（
15
）

。
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｛
3
｝
絶
対
君
主
制
の
生
成

か
く
し
て
こ
の
著
作
に
よ
れ
ば
、
経
済
的
土
台
に
基
づ
き
つ
つ
、
上
部
構
造
事
項
へ
と
移
る
。
ま
ず
そ
れ
は
、
絶
対
君
主
制
か
ら
そ
の

起
源
を
辿
る
。
民
衆
全
体
に
抗
す
る
一
人
の
土
地
の
過
剰
均
衡
（
一
対
三
程
度
の
割
合
で
）
は
、「
ヨ
セ
フ
が
フ
ァ
ラ
オ
の
た
め
に
エ
ジ
プ

ト
人
達
の
土
地
全
て
を
買
い
取
っ
て
い
た
時
の
如
く
、
絶
対
君
主
制
を
つ
く
っ
た
」
と
い
う
。
ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
隷
従
全
体
が
可
能
で
あ

る
一
つ
の
国
民
の
立
憲
制
及
び
同
様
な
事
例
は
、「
パ
ン
の
た
め
に
わ
れ
わ
れ
を
か
つ
わ
れ
わ
れ
の
土
地
を
﹇
わ
れ
わ
れ
の
食
料
と
交
換

で
﹈
買
っ
て
く
れ
、
そ
う
す
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
わ
れ
わ
れ
の
土
地
は
フ
ァ
ラ
オ
の
使
用
人
と
な
り
か
つ
彼
ら
の
も
の
と
な
ろ

う
」（『
創
世
記
』47:19

）
と
さ
れ
る
（
16
）

。
こ
れ
は
、
彼
が
否
定
す
る
統
治
で
あ
る
。

｛
4
｝
規
制
君
主
制
の
生
成

こ
の
著
作
に
よ
れ
ば
、
民
衆
全
体
に
抗
す
る
少
数
者
全
体
で
同
じ
比
率
に
お
け
る
土
地
の
過
剰
均
衡
は
、
貴
族
制
、
或
い
は
イ
ギ
リ
ス

の
最
近
の
規
制
君
主
制
を
つ
く
る
と
い
う
。
ハ
リ
ン
ト
ン
は
す
ぐ
に
こ
れ
に
続
き
、
サ
ム
エ
ル
が
イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
に
言
う
如
く
、「
彼

ら
は
国
王
を
も
つ
と
き
、
国
王
は
汝
ら
の
畑
、
そ
の
最
も
よ
い
畑
で
さ
え
も
と
り
か
つ
民
に
自
ら
の
役
人
を
与
え
よ
う
」（『
サ
ム
エ
ル
記

﹇
上
﹈』8:14

）
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
事
例
及
び
類
似
な
諸
事
例
に
お
け
る
民
の
立
憲
制
は
「
従
属
全
体
も
自
由
全
体
も
遂
行
し
得

ぬ
」（
タ
キ
ト
ゥ
ス
『
歴
史
』1:16

）。
ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
貴
族
制
と
君
主
制
の
混
合
政
体
を
規
制
君
主
制
と
み
な
し
、
自
ら
の
主
著
と
若
干

の
差
異
を
示
す
（
17
）

。



一
五
〇

｛
5
｝
民
主
制
統
治
の
生
成

こ
の
論
者
に
よ
れ
ば
、
民
主
制
に
お
い
て
民
衆
の
同
比
率
に
対
す
る
土
地
の
過
剰
均
衡
（
或
い
は
一
人
で
も
少
数
で
も
民
衆
全
体
に
対
し
て

過
剰
均
衡
と
せ
ぬ
と
こ
ろ
で
）
は
、「
抽
選
に
よ
る
イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
全
体
に
カ
ナ
ン
の
土
地
の
分
割
に
お
け
る
如
く
民
主
制
統
治
」
を
つ

く
る
と
い
う
。
こ
こ
で
ハ
リ
ン
ト
ン
が
使
う
民
主
制
統
治
概
念
は
、
民
衆
の
た
め
の
も
の
と
い
っ
た
、
き
わ
め
て
広
義
の
も
の
を
含
む
。

こ
れ
と
類
似
な
事
例
の
民
の
立
憲
制
は
、
自
由
全
体
を
可
能
に
す
る
、
否
他
の
い
か
な
る
解
決
も
し
得
る
と
は
限
ら
ぬ
。
確
か
に
、
こ
う

し
た
国
家
で
君
主
な
い
し
一
人
の
人
物
が
顧
問
団
の
腐
敗
な
い
し
先
見
の
な
さ
を
通
じ
て
そ
れ
を
実
行
す
る
な
ら
ば
、
彼
は
な
お
自
然
が

抵
抗
し
得
ぬ
力
を
通
じ
て
、
或
い
は
モ
ー
セ
に
よ
っ
て
申
し
立
て
ら
れ
た
理
由
（「
私
は
こ
の
民
全
て
の
み
を
支
え
る
こ
と
な
ど
で
き
ぬ
。
と
い

う
の
は
私
は
、
そ
れ
が
あ
ま
り
に
も
重
す
ぎ
る
か
ら
で
あ
る
」）
を
通
じ
て
そ
れ
を
実
行
し
得
ぬ
が
、
そ
の
深
い
水
面
か
ら
彼
ら
に
叫
ぶ
で
あ
ろ

う
（
そ
の
彼
ら
を
モ
ー
セ
は
、
そ
の
苦
境
に
陥
ら
せ
て
い
た
）。
か
く
し
て
ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
ネ
ヴ
ィ
ル
ら
と
同
様
に
聖
書
に
お
け
る
統
治
を
民

主
制
的
に
解
釈
す
る
が
、
必
ず
し
も
民
衆
全
て
の
み
の
た
め
に
よ
る
統
治
を
選
好
す
る
わ
け
で
は
な
い
（
18
）

。

｛
6
｝
民
兵
（
な
い
し
軍
隊
）
と
拒
否
権

続
い
て
わ
れ
わ
れ
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
共
和
主
義
者
に
共
通
な
民
兵
主
義
観
を
も
つ
ハ
リ
ン
ト
ン
に
よ
る
民
兵
（
な
い
し
軍
隊
）
と
そ
の

拒
否
権
事
項
へ
と
移
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
著
作
に
よ
れ
ば
、
統
治
と
の
均
衡
が
ど
こ
で
あ
れ
、「
自
然
的
に
同
じ
も
の
の
政
府
の
民
兵

が
存
在
す
る
。
そ
の
民
兵
が
存
在
す
る
と
こ
ろ
で
一
人
物
（
或
い
は
支
配
者
）
な
い
し
そ
う
し
た
支
配
者
達
に
抗
す
る
い
か
な
る
拒
否
権

も
存
在
し
な
い
」
と
い
う
。
も
し
君
主
が
オ
ス
マ
ン
ト
ル
コ
に
お
け
る
如
く
、
過
剰
均
衡
を
保
つ
な
ら
ば
、
イ
ェ
ニ
チ
ェ
リ
（
常
備
歩
兵
）

や
在
郷
騎
士
の
如
き
、
民
兵
は
そ
の
君
主
下
に
あ
る
こ
と
と
な
る
と
説
か
れ
る
。
貴
族
が
過
剰
均
衡
を
保
て
ば
、
イ
ギ
リ
ス
人
の
間
で
の
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貴バ
ロ
ン
ズ族

戦
争
な
い
し
内
戦
、
及
び
ヨ
ー
ク
や
ラ
ン
カ
ス
タ
ー
と
の
薔
薇
戦
争
で
見
ら
れ
た
如
く
、
民
兵
は
貴
族
下
に
あ
る
こ
と
と
な
ろ
う
。

も
し
「
民
が
イ
ス
ラ
エ
ル
で
過
剰
均
衡
と
な
れ
ば
、
ま
ず
四
〇
〇
人
に
命
令
が
下
り
、
次
に
ベ
ニ
ヤ
ミ
ン
に
抗
す
る
戦
争
を
行
う
如
く
、

民
に
」（
均
衡
が
あ
る
）
あ
ろ
う
と
い
う
。
そ
れ
が
問
い
得
る
と
こ
ろ
で
、
こ
の
民
会
に
拒
否
権
を
も
ち
、
ど
ん
な
権
力
が
存
在
す
る
の
か

と
問
い
質
す
。
そ
こ
に
解
決
策
が
な
い
と
こ
ろ
で
は
、
或
い
は
統
治
が
不
自
然
で
あ
る
と
こ
ろ
で
、
そ
の
権
力
は
二
つ
の
原
因
（
均
衡
に

お
け
る
不
完
全
化
、
さ
も
な
け
れ
ば
、
統
治
が
そ
の
均
衡
と
逆
に
設
定
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
立
法
者
達
の
そ
う
し
た
腐
敗
の
い
ず
れ
か
）
か
ら
生
じ

る
と
い
う
（
19
）

。

｛
7
｝
不
完
全
な
統
治

ハ
リ
ン
ト
ン
は
次
に
、
不
完
全
な
統
治
事
項
に
つ
い
て
一
瞥
す
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
ロ
ー
マ
や
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
民
の
不
完
全
統
治
、

及
び
ヘ
ブ
ラ
イ
王
や
ロ
ー
マ
皇
帝
の
統
治
の
﹇
各
々
は
過
剰
に
流
血
的
或
い
は
少
な
く
と
も
混
乱
す
る
﹈
如
く
、
均
衡
の
不
完
全
（
即
ち
、

そ
れ
が
不
適
切
で
も
重
荷
で
も
な
く
）
を
も
た
ら
す
と
い
う
（
20
）

。

｛
8
｝
僭
主
制
、
寡
頭
制
、
ア
ナ
ー
キ
ー

こ
の
著
作
に
よ
れ
ば
、
ア
テ
ナ
イ
の
ペ
イ
シ
ス
ト
ラ
ト
ス
の
統
治
の
如
く
、
そ
の
均
衡
に
抗
す
る
一
人
統
治
は
、
僭
主
制
で
あ
る
と
い

う
。
ロ
ー
マ
の
一
〇
人
統
治
の
如
く
、
そ
の
均
衡
に
抗
す
る
少
数
統
治
は
、
寡
頭
制
で
あ
る
。
ナ
ポ
リ
の
マ
サ
ニ
エ
ロ
下
の
統
治
の
如
く
、

多
数
者
に
よ
る
不
均
衡
統
治
は
、
ア
ナ
ー
キ
ー
で
あ
る
（
21
）

と
解
釈
す
る
。



一
五
二

｛
9
｝
統
治
の
神
授
権

ハ
リ
ン
ト
ン
は
旧
約
聖
書
期
に
関
し
て
は
キ
リ
ス
ト
教
的
民
主
制
（
民
の
た
め
の
統
治
を
含
む
）
解
釈
を
採
用
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
彼
は
、
そ
の
キ
リ
ス
ト
教
的
解
釈
に
よ
っ
て
、
均
衡
事
項
に
お
い
て
旧
約
聖
書
に
お
け
る
神
権
政
治
も
認
め
る
こ
と
に
な
る
。
彼
に
よ

れ
ば
、
人
間
の
摂
理
に
よ
る
予
期
せ
ぬ
原
因
を
通
じ
て
、
そ
の
均
衡
が
全
体
的
に
変
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
こ
ろ
で
、
神
の
摂
理
に
帰

さ
れ
る
の
は
一
層
直
接
的
で
あ
る
と
い
う
。
神
は
、
必
要
な
原
因
を
望
み
得
ぬ
。
し
か
し
必
要
な
効
果
な
い
し
結
果
を
望
ま
ね
ば
な
ら
ぬ

が
、
そ
の
均
衡
の
必
要
な
方
向
が
ど
ん
な
統
治
で
あ
ろ
う
と
も
、
同
じ
も
の
は
神
権
を
も
つ
と
説
か
れ
る
。
ゆ
え
に
神
が
古
代
の
イ
ス
ラ

エ
ル
人
達
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、「
彼
ら
は
、
王
を
設
定
し
た
が
、
私
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
彼
ら
が
君
主
を
形
成
し
た
の
で
あ
り
、
私

は
そ
れ
を
知
ら
な
か
っ
た
」（『
ホ
セ
ア
書
』8:4

）
と
し
て
聖
書
に
依
拠
す
る
。
し
か
し
彼
が
言
う
如
く
、
ア
ッ
シ
リ
ア
帝
国
に
隣
接
す
る

諸
小
国
に
、「
さ
て
私
は
、
私
の
僕
の
バ
ビ
ロ
ン
王
の
手
に
全
て
の
こ
れ
ら
の
土
地
を
与
え
た
。
バ
ビ
ロ
ン
王
に
仕
え
よ
、
そ
う
し
て
生

き
よ
」（『
エ
レ
ミ
ヤ
書
』27:6 and 7

）
と
し
て
そ
の
例
外
も
認
め
る
（
22
）

こ
と
と
な
る
。

〈
3
〉
イ
ギ
リ
ス
の
財
産
の
均
衡
の
変
化

ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
そ
の
著
作
の
第
一
巻
第
二
章
を
、
自
国
の
財
産
の
均
衡
の
変
化
と
し
て
テ
ー
マ
に
選
ん
で
い
る
。
ま
ず
そ
の
冒
頭
で

「
ヘ
ン
リ
ー
七
世
ま
で
の
イ
ギ
リ
ス
貴
族
と
聖
職
者
が
保
有
す
る
土
地
が
四
対
一
以
下
の
状
態
に
あ
る
、
市
民
の
土
地
保
有
を
過
剰
均
衡

に
し
た
と
は
み
な
し
得
ぬ
」
と
説
き
起
こ
す
。
そ
し
て
こ
の
変
化
の
原
因
を
彼
は
、
論
及
し
始
め
る
。
か
く
し
て
ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
こ
こ

で
も
そ
の
土
地
の
均
衡
問
題
に
つ
い
て
自
ら
の
経
済
的
土
台
事
項
に
沿
っ
て
論
じ
る
こ
と
を
宣
す
る
。
彼
は
自
ら
の
時
代
に
聖
職
者
が
破

壊
さ
れ
た
が
故
に
、
市
民
の
土
地
保
有
は
「
貴
族
の
そ
れ
に
対
し
て
少
な
く
と
も
一
〇
対
九
の
割
合
で
過
剰
均
衡
」
で
あ
る
と
い
う
現
状
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認
識
を
示
す
（
23
）

。

ヘ
ン
リ
ー
七
世
は
、
自
ら
の
権
原
に
お
い
て
欠
点
が
あ
る
こ
と
を
認
識
す
る
が
、
自
ら
権
力
と
活
力
が
貴
族
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た

こ
と
に
気
づ
く
。
貴
族
達
は
、
地
方
の
生
活
を
導
い
た
し
、
彼
ら
の
家
々
は
そ
の
家
臣
達
に
開
か
れ
た
と
い
う
。
人
々
は
軍
務
や
指
導
力

の
経
験
を
積
ん
だ
。
彼
ら
の
も
て
な
し
は
、
少
数
の
武
装
貴
族
に
従
わ
ざ
る
を
得
ず
、
彼
ら
の
土
地
保
有
権
な
い
し
従
属
に
対
し
て
は
彼

ら
の
家
臣
の
喜
び
で
あ
っ
た
。
ゆ
え
に
こ
れ
は
、
彼
ら
が
国
家
の
民
兵
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
不
満
を
も
っ
た
少
数
貴
族
は
と
に
か
く
、

大
き
な
軍
隊
を
徴
用
し
得
よ
う
。
貴バ
ロ
ン
ズ族

戦
争
や
ヨ
ー
ク
家
と
ラ
ン
カ
ス
タ
ー
家
と
の
戦
争
で
も
、
そ
の
効
果
は
、
多
様
な
君
主
に
は
よ
く

知
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
状
態
は
、
ヘ
ン
リ
ー
七
世
が
厄
介
な
時
代
で
自
ら
の
利
を
得
さ
せ
、
か
つ
家
臣
の
度
々
の
容
赦
な
さ
を
可

能
に
さ
せ
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
他
方
こ
の
国
王
は
、
反
乱
を
抑
え
る
と
い
う
口
実
下
で
、
そ
の
家
臣
達
と
の
絆
を
切
断
す
る
如
き
、
法
の

可
決
を
得
た
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
貴
族
は
、
自
ら
の
将
校
達
を
全
面
的
に
失
っ
た
（
24
）

の
で
あ
る
。

次
に
民
衆
の
そ
の
貴
族
へ
の
従
属
は
、
厳
格
な
絆
な
い
し
性
質
を
も
つ
。
し
か
し
ヘ
ン
リ
ー
七
世
は
、
自
ら
が
公
平
な
口
実
に
つ
い
て

住
民
法
﹇
土
地
へ
の
人
々
の
居
住
化
﹈（statute of population

）
で
さ
え
、
そ
の
得
た
法
に
よ
っ
て
も
、
こ
の
絆
や
性
質
を
緩
め
る
手
段

と
み
な
し
た
と
い
う
。
ハ
リ
ン
ト
ン
は
こ
こ
で
そ
れ
を
Ｆ
・
ベ
ー
コ
ン
に
よ
る
記
述
を
使
い
つ
つ
、
以
下
の
よ
う
に
提
示
す
る
（
25
）

。

「
農
場
は
、
家
々
が
保
た
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
家
々
の
各
々
が
必
然
的
に
住
居
人
を
強
い
る
基
準
﹇
土
地
へ
の
人
々
の
居
住
化
﹈
へ

と
も
た
ら
せ
る
程
の
状
態
に
あ
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
家
々
に
置
か
れ
た
土
地
比
率
は
、
そ
う
し
た
居
住
者
を
乞
食
に
も
農
業
労
働
者
に
も

さ
せ
な
か
っ
た
。
し
か
し
こ
う
し
た
人
は
、
使
用
人
を
保
ち
得
た
し
、
耕
作
を
継
続
さ
せ
た
。
こ
の
手
段
に
よ
っ
て
こ
の
国
家
の
土
地
の

大
部
分
は
実
際
上
、
ヨ
ー
マ
ン
リ
ー
や
中
間
的
な
人
々
の
保
有
へ
と
譲
渡
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
26
）

」。

こ
の
『
立
法
』
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
彼
ら
は
か
く
す
る
こ
と
﹇
そ
う
し
た
諸
法
に
﹈
に
よ
っ
て
信
じ
ら
れ
ぬ
く
ら
い
に
進
展
さ
せ
ら



一
五
四

れ
、
か
つ
民
兵
の
主
要
部
分
を
構
成
し
た
。
こ
の
民
兵
の
主
要
部
は
以
来
、
彼
ら
の
広
が
り
に
よ
っ
て
抑
え
ら
れ
ぬ
、
よ
り
下
層
木
の
如

く
大
い
に
成
長
し
始
め
た
と
い
う
。
し
か
し
そ
の
以
前
の
法
に
よ
っ
て
彼
ら
の
任
務
を
失
っ
て
い
た
貴
族
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
兵
を
失
っ

た
。
し
か
し
同
じ
君
主
が
「
譲
渡
法
﹇statutes of alienations

﹈
の
導
入
を
も
た
ら
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
う
し
た
も
の
も
緩
和
さ
れ

る
よ
う
に
な
る
ま
で
、
財
産
﹇estates

﹈」
を
彼
ら
に
残
し
た
。
貴
族
は
、
自
ら
の
馬
車
が
削
減
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
、
そ
の
地
方
の
生
活

に
（
こ
う
し
て
示
さ
れ
た
理
由
で
）
耐
え
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
徐
々
に
官
吏
と
な
っ
た
（
そ
こ
で
は
譲
渡
法
に
よ
っ
て
大
い
な
る
豪
奢
が
彼
ら
の
財

産
を
彼
ら
を
し
て
む
し
り
取
り
始
め
た
）
と
い
う
（
27
）

。

こ
う
し
た
ロ
ン
ド
ン
と
い
う
中
心
都
市
の
後
の
増
大
、
及
び
そ
こ
の
一
般
市
民
が
上
昇
し
、
か
つ
貴
族
の
均
衡
の
低
下
は
、
貴
族
と
聖

職
者
の
衰
退
か
ら
引
き
出
す
こ
と
と
な
る
。
そ
の
継
続
的
国
王
の
治
世
に
、
大
修
道
院
が
破
壊
さ
れ
た
。
し
か
し
そ
れ
は
、
民
衆
を
矮
小

化
し
た
に
す
ぎ
ぬ
側
面
も
あ
る
と
い
う
。
ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
自
ら
の
﹇
君
主
の
﹈
特
定
の
観
察
に
こ
れ
ら
の
効
果
を
こ
れ
ま
で
帰
さ
な

か
っ
た
。
し
か
し
彼
は
、
い
つ
も
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
と
そ
の
評
議
会
の
知
恵
の
支
配
に
こ
の
意
味
を
帰
し
た
し
、
帰
す
の
で
あ
る
。
イ
ギ

リ
ス
の
君
主
制
の
崩
壊
が
上
記
の
原
因
を
通
じ
て
、
ウ
ー
ト
ン
卿
に
よ
っ
て
ヘ
ン
リ
ー
七
世
に
し
ば
し
ば
帰
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
伝
統
は
、

女
王
の
評
議
会
か
ら
伝
わ
っ
た
こ
と
と
異
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
物
事
の
意
味
を
も
つ
こ
と
と
、
そ
の
正
し
い
意
味
の
使
用
を
な

す
こ
と
に
は
相
違
が
あ
る
。「
プ
ル
タ
ル
コ
ス
に
よ
る
ア
ギ
ス
と
グ
ラ
ッ
ク
ス
の
生
涯
を
人
に
読
ん
で
も
ら
お
う
。
そ
こ
に
は
如
何
な
る

ス
パ
ル
タ
と
ロ
ー
マ
の
均
衡
の
明
瞭
な
例
示
も
あ
り
得
ぬ
」
と
い
う
。
し
か
し
プ
ル
タ
ル
コ
ス
の
「『
倫
理
論
集
』
に
お
け
る
彼
の
統
治

論
を
読
ん
で
み
よ
う
」。
そ
う
す
れ
ば
、
彼
は
、
そ
う
し
た
も
の
の
い
か
な
る
こ
と
の
使
用
も
し
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
ろ
う
（
28
）

。

こ
の
『
立
法
』
は
、
誰
が
次
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
Ｗ
・
ロ
ー
リ
ー
卿
よ
り
も
こ
の
点
で
、
よ
り
明
瞭
で
あ
っ
た
の
か
と
問
う
。
即
ち
、

エ
ジ
プ
ト
国
王
が
選
出
で
は
な
く
、
世
襲
で
あ
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
た
め
に
、
ロ
ー
リ
ー
卿
は
、
エ
ジ
プ
ト
国
王
が
選
出
に
よ
っ
た
と
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す
れ
ば
、「
フ
ァ
ラ
オ
の
子
供
達
は
、
全
て
の
エ
ジ
プ
ト
の
地
主
と
し
て
の
国
王
、
及
び
そ
れ
ら
の
保
有
者
と
し
て
の
国
王
自
身
よ
り
も

強
力
で
あ
っ
た
に
相
違
な
い
」
と
主
張
す
る
と
こ
ろ
で
。
し
か
し
こ
の
ロ
ー
リ
ー
卿
が
統
治
を
話
す
よ
う
に
な
る
と
き
、
彼
は
、
そ
う
し

た
原
理
を
尊
重
せ
ず
、
そ
れ
を
想
起
も
し
な
い
の
で
あ
る
（
29
）

。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
民
衆
が
上
昇
し
、
か
つ
貴
族
な
ど
と
の
均
衡
の
低
下
を
通
じ
て
、
上
部
構
造
改
革
が
必
要
と
み
な

す
。
そ
れ
は
、
経
験
や
性
質
に
お
い
て
そ
の
よ
う
に
見
出
さ
れ
な
い
わ
け
で
な
い
と
い
う
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
民
衆
﹇
市
民
﹈
は
、
そ
の

上
部
構
造
の
崩
壊
が
貴
族
と
聖
職
者
に
言
及
さ
れ
た
が
故
に
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
の
治
世
に
お
け
る
利
益
に
立
脚
さ
れ
る
以
上
に
な
っ
た
。

さ
ら
に
そ
れ
は
実
の
と
こ
ろ
、
よ
く
基
礎
づ
け
ら
れ
た
、
或
い
は
耐
久
性
の
あ
る
君
主
制
に
立
脚
さ
れ
る
以
上
に
な
っ
た
と
も
い
え
る
と

い
う
。
そ
の
こ
と
は
、
次
の
よ
う
な
彼
女
の
評
議
会
に
よ
っ
て
賢
明
に
認
識
さ
れ
る
が
、
時
間
的
に
限
定
さ
れ
た
如
き
で
あ
る
。
即
ち
、

彼
女
の
議
会
は
、
も
し
彼
女
が
統
治
の
真
実
が
正
し
く
理
解
さ
れ
る
な
ら
ば
、
君
主
制
の
主
権
権
力
行
使
よ
り
も
む
し
ろ
共
和
制
の
主
権

行
使
に
彼
女
を
置
い
た
よ
う
に
思
え
る
と
。
確
か
に
こ
の
女
王
は
、
自
ら
の
貴
族
の
支
持
を
得
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
君
主
達
が
同
様

な
秩
序
を
確
立
し
た
如
く
、
自
ら
の
高
位
貴
族
と
均
衡
を
図
り
、
か
つ
当
時
で
は
考
え
ら
れ
ぬ
彼
ら
の
権
力
に
つ
い
て
十
分
に
熟
慮
も
し

な
か
っ
た
。
し
か
し
彼
女
は
、
民
衆
を
う
ま
く
扱
い
、
か
つ
称
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
（
彼
女
が
き
わ
め
て
完
全
に
も
っ
た
技
術
の
よ
う
に
）
全

体
的
に
支
配
し
て
い
た
。
様
々
な
彼
女
の
統
治
に
つ
い
て
言
え
ば
、
限
定
付
き
で
あ
る
が
、
知
識
に
限
定
す
る
限
り
人
間
性
の
遂
行
能
力

に
あ
る
十
分
な
成
功
の
う
ち
に
、
こ
の
国
家
を
置
い
た
と
ハ
リ
ン
ト
ン
に
よ
っ
て
み
な
さ
れ
る
（
30
）

。

こ
の
女
王
を
次
の
よ
う
な
ジ
ェ
ー
ム
ズ
一
世
が
継
承
し
た
。
彼
は
、
こ
の
点
（
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
彼
は
、
自
ら
の
継
承
者
達
の
悲
し
い

事
態
を
ほ
と
ん
ど
予
言
し
な
い
か
の
如
く
に
み
な
し
た
こ
と
で
あ
る
）
を
同
様
に
尊
重
せ
ず
、
か
つ
彼
に
よ
る
新
爵
位
の
設
置
﹇
彼
は
多
く
つ

く
っ
た
﹈
も
従
来
の
爵
位
も
以
下
の
と
こ
ろ
で
あ
の
恐
怖
に
抗
し
て
は
彼
を
し
て
利
用
さ
せ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
、
そ
こ
に
お
い
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六

て
彼
は
、
当
時
、
深
い
配
慮
に
よ
る
よ
り
も
勝
手
に
た
ん
な
る
民
会
と
し
て
の
議
会
陣
営
に
立
つ
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
し
て
こ
れ
は
、

丘
を
転
げ
落
ち
る
如
く
統
治
の
民
主
制
へ
と
突
き
進
ん
だ
と
、
心
に
と
め
る
に
足
る
権
利
の
請
願

・

・

・

・

・

の
（
悪
意
で
な
く
）
自
然
的
性
質
を
も

つ
の
に
十
分
な
証
拠
で
あ
る
（
31
）

。

例
え
ば
、
宮
廷
が
全
て
表
情
豊
か
に
し
て
、
そ
の
過
程
を
正
視
の
み
す
る
と
い
っ
た
忍
耐
全
て
は
、
そ
う
し
た
ジ
ェ
ー
ム
ズ
の
よ
う
な

君
主
に
は
、
当
時
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
名
目
で
し
か
な
い
君
主
制
の
崩
壊
に
は
人
々
を
戦
わ
す
べ
き
、
そ
う
し
た
利
点
を
感
じ

さ
せ
る
君
主
し
か
残
ら
な
か
っ
た
と
断
じ
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
ハ
リ
ン
ト
ン
に
よ
れ
ば
、
経
済
的
均
衡
に
注
意
が
払
わ
れ
な
け
れ
ば
、

い
か
な
る
有
効
な
任
務
も
果
た
せ
ぬ
と
い
う
。
イ
ギ
リ
ス
で
当
時
そ
う
し
た
均
衡
が
あ
る
如
く
、
財
産
の
均
衡
に
配
慮
さ
れ
る
な
ら
ば
、

そ
れ
は
、
民
主
制
統
治
で
あ
り
、
か
つ
民
主
制
統
治
に
自
然
的
な
上
部
構
造
と
同
じ
解
決
に
必
要
な
の
で
あ
る
。
民
主
制
統
治
に
自
然
的

な
上
部
構
造
は
、
政
治
的
建
築
に
お
け
る
最
高
度
な
技
能
な
い
し
技
術
同
然
な
も
の
を
必
要
と
す
る
。
そ
の
特
定
な
も
の
の
全
体
は
、
イ

ギ
リ
ス
の
市
民
の
安
全
が
政
治
的
建
築
に
お
け
る
技
能
な
い
し
十
全
性
に
当
時
明
瞭
に
向
け
ら
れ
る
と
い
う
。『
立
法
』
に
よ
れ
ば
、
こ

う
し
た
目
的
が
到
達
し
得
る
こ
と
に
つ
い
て
そ
う
し
た
適
切
な
手
段
の
形
成
に
お
け
る
機
能
も
な
け
れ
ば
、
共
和
国
の
適
切
な
目
的
全
て

に
熱
中
さ
れ
る
誠
実
な
人
々
が
い
る
だ
け
で
は
十
分
で
は
な
か
ろ
う
。
そ
れ
は
、
真
の
説
明
に
は
悲
し
き
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
あ
ら

ゆ
る
経
験
に
あ
り
、
か
つ
多
数
者
が
そ
こ
で
能
力
も
も
た
ぬ
が
故
に
、
全
て
の
政
治
家
の
判
断
に
よ
る
と
い
う
。
自
ら
が
国
家
の
安
全
の

懸
念
を
想
定
す
る
こ
と
を
伝
え
ぬ
最
も
卑
し
い
市
民
は
、
神
と
そ
の
国
に
抗
す
る
凶
悪
犯
罪
を
お
か
す
。
し
か
し
こ
の
喪
失
で
支
援
を
提

供
し
た
人
が
非
難
さ
れ
る
と
し
て
も
、
崩
壊
さ
れ
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
う
ま
く
逃
れ
た
後
﹇
当
時
の
﹈
の
時
代
の
性
格
は
、
こ
う
し
た

も
の
で
あ
る
と
い
う
（
32
）

。
従
っ
て
ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
市
民
の
成
長
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
先
見
的
洞
察
力
を
も
っ
た
政
治
家
に
よ
る
説
得

力
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
説
く
こ
と
と
な
る
。
ゆ
え
に
彼
は
、
適
切
な
法
制
度
と
適
切
な
政
治
家
の
必
要
性
を
説
く
よ
う
に
な
る
。
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ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
こ
の
項
﹇
章
﹈
の
最
後
で
次
の
よ
う
に
進
め
る
と
方
向
づ
け
る
。
即
ち
、「
一
国
﹇state

﹈
の
財
産
の
均
衡
な
い
し

財
産
状
態
は
、
効
率
的
な
統
治
の
大
義
で
あ
る
。
そ
の
均
衡
が
固
定
さ
れ
な
け
れ
ば
、
そ
の
統
治
（
今
し
が
た
の
話
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ

れ
る
如
く
）
は
、
一
定
せ
ず
に
或
い
は
浮
か
ん
で
い
る
ま
ま
に
違
い
な
く
、
次
に
統
治
の
形
成
過
程
は
第
一
に
、
均
衡
の
固
定
に
よ
っ
て

存
在
す
る
に
違
い
な
く
、
次
に
そ
の
性
質
に
関
し
て
こ
う
し
た
上
部
構
造
を
構
築
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
必
要
と
な
ろ
う
」。
こ
れ
は
、
ハ

リ
ン
ト
ン
が
こ
の
項
と
次
の
項
と
の
連
関
を
明
ら
か
に
伝
え
る
も
の
で
あ
る
（
33
）

。

〈
4
〉
財
産
の
均
衡
な
い
し
農
地
法
の
固
定
化

本
項
は
、『
オ
シ
ア
ナ
共
和
国
』
の
第
一
基
本
法
で
あ
る
農
地
法
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
冒
頭
で
は
「
財
産
の
固
定
化
は
、

法
に
よ
る
以
外
に
規
定
さ
れ
る
べ
き
で
な
い
。
こ
う
し
た
規
定
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
は
、
一
般
に
農
地
法
と
呼
ば
れ
る
」
と
説
き
始
め
る
。

こ
こ
で
は
そ
れ
は
、
き
わ
め
て
短
い
章
建
て
と
な
っ
て
お
り
、
主
著
の
原
理
を
確
認
す
る
こ
と
と
な
る
。
次
に
こ
れ
は
、「
多
様
な
財
産

の
均
衡
を
通
じ
て
統
治
は
、
多
様
な
或
い
は
逆
な
性
質
（
即
ち
、
君
主
制
で
あ
れ
民
主
制
で
あ
れ
）
を
も
つ
よ
う
に
、
こ
う
し
た
法
」
に
も

言
え
る
と
い
う
。
君
主
制
は
少
な
く
と
も
、
か
く
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
名
誉
に
随
伴
さ
れ
る
限
り
、
そ
れ
が
膨
大
で
あ
れ
大
き
い
も
の

で
あ
れ
、
財
産
基
準
に
関
し
て
か
つ
そ
れ
が
中
断
な
い
し
縮
小
を
禁
じ
る
農
地
法
基
準
を
必
要
と
す
る
と
説
か
れ
る
。
し
か
し
民
主
制
統

治
は
、
そ
の
基
準
が
適
度
で
あ
る
必
要
が
あ
り
、
か
つ
農
地
法
に
よ
っ
て
そ
の
蓄
積
を
禁
じ
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
。
歳
入
上
、「
イ
ギ

リ
ス
を
超
え
ぬ
領
土
で
、
そ
の
均
衡
が
三
〇
〇
人
よ
り
も
多
く
の
人
に
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
君
主
制
か
ら
移
行
し
つ
つ
あ
り
、
か
つ
そ
の
均

衡
が
五
〇
〇
〇
人
以
下
で
あ
れ
ば
」、
そ
れ
は
、
共
和
制
か
ら
移
行
し
つ
つ
あ
る
こ
と
と
な
る
と
述
べ
る
（
34
）

。
ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
こ
こ
に
お

い
て
君
主
制
と
共
和
制
の
財
産
比
率
的
基
準
を
示
す
。



一
五
八

〈
5
〉
統
治
の
上
部
構
造

こ
の
項
に
お
い
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
の
『
立
法
』
に
お
け
る
統
治
の
上
部
構
造
を
示
す
章
建
て
を
扱
う
。
こ
れ
は
、
わ
れ
わ
れ
の
政

治
制
度
論
の
基
本
構
造
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
最
も
中
心
的
対
象
と
な
る
要
素
を
構
成
し
得
る
。
わ
れ
わ
れ
は

ま
ず
、
ハ
リ
ン
ト
ン
が
絶
対
君
主
制
か
ら
始
め
る
も
の
か
ら
論
及
す
る
。

｛
1
｝
絶
対
君
主
制
の
上
部
構
造

イ
ギ
リ
ス
の
共
和
主
義
者
で
あ
る
ネ
ヴ
ィ
ル
と
同
じ
く
、
ハ
リ
ン
ト
ン
も
絶
対
君
主
制
の
典
型
と
し
て
オ
ス
マ
ン
ト
ル
コ
帝
国
を
み
な

す
傾
向
を
も
つ
。
こ
こ
で
も
そ
う
し
た
事
例
か
ら
開
始
す
る
。「
あ
ら
ゆ
る
絶
対
君
主
（
よ
り
特
定
的
に
は
東
方
諸
国
）
の
政
策
な
い
し
上

部
構
造
が
オ
ス
マ
ン
ト
ル
コ
統
治
に
含
ま
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
ト
ル
コ
統
治
で
進
化
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
以
上
比
較
す
る
証

拠
の
必
要
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
と
い
う
。
こ
の
著
作
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
仕
事
が
小
範
囲
に
な
い
が
故
に
、
今
度
は
「
絶
対

君
主
な
い
し
大
規
模
地
域
の
唯
一
の
地
主
に
自
然
的
で
あ
る
よ
う
な
上
部
構
造
」
が
次
の
よ
う
な
建
物
の
三
層
構
成
を
必
要
と
す
る
と
し

て
、
そ
の
枠
組
み
を
設
定
す
る
（
35
）

。

そ
の
第
一
層
は
、
彼
の
「
直
領
地
（dem

esnes

）」
を
別
に
し
て
取
っ
て
置
く
も
の
以
外
の
も
の
は
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
或
い
は
随
意
で

（
そ
れ
以
外
で
な
く
）、
騎
兵
の
宿
営
地
な
い
し
兵
士
の
農
地
に
分
割
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
足
り
る
と
い
う
。
こ
れ
は
農
地

法
に
か
か
わ
る
事
項
で
あ
る
。
そ
れ
は
、「
一
年
に
一
〇
〇
ポ
ン
ド
の
収
入
を
得
る
土
地
が
保
有
さ
れ
る
」
者
に
か
か
わ
る
。
こ
う
し
た

各
不
動
産
保
有
者
は
、
そ
の
人
の
土
地
保
有
権
を
条
件
に
、
そ
の
人
の
奉
仕
義
務
で
命
じ
ら
れ
る
ほ
ど
頻
繁
に
、
か
つ
命
じ
ら
れ
る
限
り

個
人
的
に
、
か
つ
そ
の
人
の
固
有
の
費
用
で
自
ら
の
主
権
的
主
人
に
仕
え
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
る
と
い
う
（
36
）

。
こ
れ
は
、
オ
ス
マ
ン
ト
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九

ル
コ
人
の
間
で
は
「
在
郷
騎
士
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
建
物
の
「
第
二
層
」
は
、
次
の
こ
と
を
要
す
る
。
即
ち
、
こ
う
し
た
騎
兵
の
宿
営
地
な
い
し
兵
士
の
土
地
が
特
有
な
属
州
の
近
く

に
あ
る
区
域
（precincts

）
な
い
し
区
画
に
分
け
ら
れ
る
。
各
属
州
は
、
自
ら
の
皇
帝
の
随
意
で
か
つ
そ
の
好
意
で
或
い
は
三
年
間
の
み

で
同
じ
も
の
の
一
人
の
知
事
な
い
し
司
令
官
を
も
つ
。
そ
れ
は
、
ト
ル
コ
人
の
間
で
は
「
軍
政
官
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
（
37
）

。

引
き
続
き
そ
の
建
物
の
「
第
三
層
」
は
、
次
の
よ
う
な
傭
兵
が
い
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
即
ち
、
彼
ら
が
彼
ら
の
武
装
し
或
い
は
額
を
集

め
密
談
し
た
り
、
或
い
は
相
互
に
手
紙
な
い
し
秘
密
情
報
を
交
換
せ
ぬ
よ
う
に
分
割
さ
れ
る
属
州
の
知
事
を
保
つ
こ
と
よ
っ
て
、
君
主
の

身
体
護
衛
の
た
め
の
騎
兵
と
歩
兵
の
両
方
か
ら
な
る
。
例
え
ば
、
傭
兵
は
、
既
に
他
の
利
益
を
得
た
も
の
か
ら
構
成
さ
れ
る
べ
き
で
な
く
、

彼
ら
が
そ
の
君
主
と
帝
国
と
別
な
母
国
な
い
し
土
着
の
国
を
も
つ
こ
と
を
知
ら
ぬ
よ
う
に
、
彼
ら
の
子
供
時
代
か
ら
教
育
さ
れ
た
人
々
か

ら
構
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
ト
ル
コ
人
の
間
で
は
こ
う
し
た
者
は
、「
イ
ェ
ニ
チ
ェ
リ
」
と
呼
ば
れ
た
常
備
歩
兵
と
「
ス
パ
イ
ヒ
ー
」

と
呼
ば
れ
た
騎
兵
で
あ
る
。
例
え
ば
、
属
州
知
事
で
あ
っ
た
者
の
よ
う
な
人
々
か
ら
な
る
枢
密
院
が
提
供
さ
れ
た
君
主
は
冠
石
で
あ
る
と

い
う
。
ト
ル
コ
人
の
間
で
は
、
こ
の
「
枢
密
院
（
評
議
会
）
は
閣
議
（divan

）」
と
呼
ば
れ
、
君
主
は
皇
帝
と
呼
ば
れ
る
（
38
）

。

｛
2
｝
規
制
君
主
制
の
上
部
構
造

次
に
ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
自
ら
の
規
制
君
主
制
の
上
部
構
造
に
そ
の
論
述
を
移
行
さ
せ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
規
制
君
主
制
な
い
し
君
主
統

治
（
そ
の
貴
族
な
い
し
貴
族
と
聖
職
者
の
う
ち
の
三
〇
〇
人
な
い
し
四
〇
〇
人
が
そ
の
領
土
の
四
分
の
三
を
保
有
す
る
）
に
固
有
な
上
部
構
造
は
、
そ

の
均
衡
へ
の
君
主
の
影
響
力
に
よ
っ
て
か
或
い
は
法
﹇
法
制
度
﹈﹇orders
﹈
に
よ
っ
て
か
の
い
ず
れ
か
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
（
39
）

。

こ
の
統
治
政
体
に
お
い
て
よ
り
安
全
な
統
治
方
法
は
、
法
﹇
法
制
度
﹈﹇orders
﹈
に
よ
る
。
こ
こ
に
適
切
な
法
﹇
法
制
度
﹈﹇orders

﹈



一
六
〇

は
、
特
に
次
の
よ
う
な
も
の
か
ら
な
る
。
即
ち
、
以
前
の
イ
ギ
リ
ス
の
よ
う
に
、
聖
職
者
も
認
め
る
貴
族
か
ら
な
る
世
襲
の
元
老
院
﹇
上

院
﹈
及
び
彼
ら
の
下
位
の
使
用
人
、
或
い
は
例
え
ば
、
土
地
保
有
権
に
よ
っ
て
か
つ
生
活
に
つ
い
て
貴
族
に
直
接
的
に
従
属
す
る
者
か
ら

な
る
代
議
院
か
ら
構
成
さ
れ
る
（
40
）

。

｛
3
｝
共
和
制
の
上
部
構
造

よ
う
や
く
わ
れ
わ
れ
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
が
主
に
構
想
す
る
共
和
国
の
政
治
制
度
論
の
中
枢
部
分
に
達
し
て
い
る
。
こ
の
著
作
に
よ
れ
ば
、

庶
民
﹇
市
民
﹈
が
一
人
の
な
い
し
少
数
者
に
過
剰
均
衡
に
さ
れ
ぬ
と
こ
ろ
で
、
庶
民
﹇
市
民
﹈
は
例
え
ば
、
そ
の
顧
問
官
達
と
し
て
の
元

老
院
﹇
上
院
﹈
か
ら
な
り
、
或
い
は
彼
ら
自
身
な
い
し
主
権
的
貴
族
と
し
て
の
彼
ら
の
代
表
者
達
、
及
び
そ
の
庶
民
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ

た
法
の
配
分
者
に
し
て
執
行
者
と
し
て
の
庶
民
に
応
え
得
る
統
治
官
か
ら
な
る
も
の
の
み
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
他
の
統
治
の
上
部

構
造
な
い
し
正
し
く
し
て
静
穏
な
解
決
を
遂
行
し
得
ぬ
。
か
く
し
て
そ
れ
が
よ
く
秩
序
づ
け
ら
れ
よ
う
が
悪
し
く
秩
序
づ
け
ら
れ
よ
う
が
、

共
和
国
と
正
し
く
呼
び
得
る
如
何
な
る
統
治
に
も
絶
対
的
な
必
要
性
を
も
つ
。
と
は
い
え
ハ
リ
ン
ト
ン
が
主
張
す
る
「
よ
く
秩
序
づ
け
ら

れ
た
共
和
国
」
の
定
義
は
、
そ
れ
が
「
提
案
す
る
元
老
院
﹇
上
院
﹈、
決
議
す
る
代
議
院
﹇
下
院
﹈、
及
び
執
行
す
る
統
治
官
部
か
ら
な
る

統
治
政
体
」
で
あ
る
と
確
認
さ
れ
る
（
41
）

。

ハ
リ
ン
ト
ン
は
こ
こ
で
、
統
治
官
部
と
立
法
部
の
類
型
に
つ
い
て
注
釈
を
述
べ
る
。
こ
こ
で
の
「
統
治
官
部
は
適
切
な
類
型
」
で
あ
る

と
い
う
。
彼
に
よ
れ
ば
、
立
法
部
類
型
と
し
て
提
案
す
る
代
議
院
も
あ
れ
ば
、
決
議
す
る
民
会
も
あ
る
こ
と
を
付
け
加
え
、
適
切
な
執
行

部
も
あ
れ
ば
、
不
適
切
な
立
法
部
も
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
（
42
）

。

彼
は
、
次
の
重
要
な
上
部
構
造
の
要
素
に
移
る
。
即
ち
、
そ
れ
は
、
彼
の
両
院
制
論
に
か
か
わ
る
。
ま
ず
そ
の
両
院
の
う
ち
の
上
院
か
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ら
彼
は
、
措
定
す
る
。
元
老
院
は
、
世
襲
制
か
ら
な
り
得
、
そ
れ
自
体
に
よ
っ
て
﹇
即
ち
、
選
出
に
よ
る
﹈
終
身
に
わ
た
る
選
挙
な
い
し

同
じ
も
の
の
統
治
官
﹇
達
﹈
に
よ
っ
て
終
身
の
選
挙
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
ロ
ー
マ
の
元
老
院
が
貴
族
制
か
ら
な
り
、
そ
こ
に

ま
ず
執
政
官
に
よ
っ
て
、
か
つ
次
に
監
察
官
に
よ
っ
て
選
出
可
能
で
あ
る
も
の
も
あ
る
。
ス
パ
ル
タ
の
元
老
院
の
如
く
、
終
身
で
民
会
に

よ
る
選
出
元
老
院
議
員
か
ら
構
成
し
得
る
も
の
も
あ
る
。
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
元
老
院
の
如
く
、
再
選
の
休
止
な
い
し
延
期
期
間
な
く
し
て

の
任
期
期
間
で
民
会
（
大
評
議
会
）
に
よ
っ
て
選
出
可
能
な
元
老
院
か
ら
構
成
し
得
、
或
い
は
別
な
相
違
に
つ
い
て
抽
選
で
選
出
さ
れ
た

ア
テ
ナ
イ
の
元
老
院
の
如
く
、
再
選
の
延
期
期
間
に
よ
っ
て
民
会
に
よ
り
選
出
可
能
な
元
老
院
議
員
達
か
ら
構
成
す
る
も
の
も
あ
る
（
43
）

。

引
き
続
き
ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
そ
の
統
治
の
上
部
構
造
論
を
下
院
に
移
行
さ
せ
る
。
民
会
は
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
大
評
議
会
、
或
い
は
古

代
イ
ス
ラ
エ
ル
の
如
く
、
代
表
民
会
の
如
く
民
衆
全
体
か
ら
な
る
も
の
も
あ
る
。
再
度
、
国
民
代
表
は
、
元
老
院
と
し
て
不
適
切
と
呼
ば

れ
る
、
オ
ラ
ン
ダ
の
特
定
の
諸
都
市
及
び
独
立
国
の
如
く
、
終
身
で
あ
り
得
、
或
い
は
公
職
輪
番
制
、
即
ち
、
古
代
イ
ス
ラ
エ
ル
の
元
老

院
や
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
代
表
と
し
て
の
変
化
や
方
向
に
よ
る
も
の
も
あ
る
。
そ
れ
も
ロ
ー
マ
の
部
族
の
「
優
先
投
票
権
﹇prerogative

﹈

や
「jure vocatae

」
と
呼
ば
れ
た
抽
選
」
に
よ
る
も
の
も
あ
る
（
44
）

。

共
和
国
の
統
治
官
、
そ
し
て
そ
れ
ら
の
あ
ら
ゆ
る
種
類
に
つ
い
て
語
る
こ
と
は
、
終
わ
り
な
き
言
説
を
開
始
す
る
こ
と
と
な
ろ
う
。

従
っ
て
ハ
リ
ン
ト
ン
は
、「
最
高
統
治
官
」
に
属
す
る
も
の
に
限
定
し
て
措
定
す
る
。
そ
の
最
高
統
治
官
は
、
一
人
な
い
し
そ
れ
以
上
で

あ
り
得
る
。
そ
れ
は
終
身
制
・
任
期
制
・
或
い
は
休
暇
制
で
あ
り
得
る
。
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
そ
れ
は
、
終
身
制
で
市
民
の
選
出
に
よ
り
、

二
人
の
国
王
方
式
を
と
る
ス
パ
ル
タ
は
世
襲
制
を
採
用
す
る
。
ア
テ
ナ
イ
の
九
人
君
主
な
い
し
執
政
官
﹇
ア
ル
コ
ン
﹈
は
民
会
の
毎
年
の

選
出
に
よ
る
。
軍
事
部
と
市
民
﹇
文
民
﹈
部
の
両
方
の
機
能
を
も
つ
、
ロ
ー
マ
の
執
政
官
は
、
毎
年
の
選
出
に
よ
り
、
二
人
か
ら
な
る
。

従
っ
て
彼
ら
は
、
そ
の
事
態
に
適
合
す
べ
く
、
一
人
な
い
し
そ
れ
以
上
で
、
終
身
制
な
い
し
任
期
制
、
及
び
休
暇
制
の
い
ず
れ
か
で
あ
り



一
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二

得
る
と
措
定
さ
れ
る
（
45
）

。

ハ
リ
ン
ト
ン
の
理
想
的
共
和
国
制
度
は
、「
平
等
な
公
職
輪
番
制
が
基
本
法
」
と
な
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
そ
の
制
度
が
完
全
で
あ
る
と

す
れ
ば
、
任
期
制
と
休
暇
制
と
に
よ
っ
て
統
治
官
職
に
対
す
る
市
民
全
体
に
よ
る
平
等
選
挙
及
び
そ
う
し
た
全
体
の
継
承
と
な
る
。
平
等

な
選
挙
は
ア
テ
ナ
イ
の
如
く
、
抽
選
に
よ
り
得
る
と
説
か
れ
る
。
こ
の
平
等
選
挙
は
、
ス
パ
ル
タ
の
如
く
選
挙
に
よ
り
、
或
い
は
ヴ
ェ
ネ

ツ
ィ
ア
の
如
く
投
票
に
よ
り
、
他
の
全
て
よ
り
も
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
方
式
が
最
も
平
等
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
る
。
つ
ま
り
彼
に
よ
れ
ば
、

「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
方
式
が
抽
選
か
ら
な
り
、
投
票
権
、
及
び
投
票
方
法
﹇
秘
密
投
票
式
﹈
の
権
利
、
或
い
は
決
議
権
﹇
即
ち
、
指
名
委
員

会
が
抽
選
に
よ
っ
て
選
出
し
、
か
つ
次
に
そ
の
推
薦
が
秘
密
投
票
に
よ
る
﹈」
が
あ
る
（
46
）

。

こ
の
政
治
制
度
の
中
心
的
要
素
を
中
心
に
彼
の
措
定
に
沿
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
、
確
認
し
て
き
た
。
最
後
に
わ
れ
わ
れ
は
、
彼
の
補
足
部

分
へ
と
移
る
。
こ
れ
ま
で
「
ほ
と
ん
ど
言
及
さ
れ
な
か
っ
た
し
、
不
思
議
な
く
ら
い
に
諸
部
分
の
多
様
性
や
混
合
の
相
違
は
、
民
主
制
的

立
憲
制
や
傾
向
に
あ
り
」、
こ
う
し
た
称
賛
に
値
す
る
相
違
を
も
た
ら
す
。
防
衛
の
た
め
に
存
在
す
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
増
大
﹇
即
ち
征

服
﹈
の
た
め
の
も
の
も
あ
り
、
よ
り
平
等
な
も
の
も
あ
れ
ば
、
不
平
等
な
も
の
も
あ
る
。
混
乱
的
に
し
て
扇
動
的
な
も
の
も
あ
れ
ば
、
恒

常
的
に
静
穏
状
態
に
あ
る
適
度
な
も
の
も
あ
る
と
い
う
（
47
）

。

ハ
リ
ン
ト
ン
に
よ
れ
ば
、
共
和
国
に
本
来
的
な
動
乱
の
扇
動
を
も
た
ら
す
こ
と
は
、
ロ
ー
マ
の
如
く
不
平
等
で
あ
り
、
ロ
ー
マ
で
は
元

老
院
が
民
会
を
抑
圧
す
る
。
し
か
し
共
和
国
が
完
全
に
平
等
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
共
和
国
は
、
あ
ら
ゆ
る
対
内
的
解
体
要
因
を
欠
く
如

く
、
動
乱
の
扇
動
を
も
た
ら
さ
ず
か
つ
完
全
の
極
致
に
達
し
た
だ
ろ
う
。
平
等
な
共
和
国
は
、
完
全
に
民
主
制
的
に
し
て
適
合
し
得
る
農

地
法
に
よ
っ
て
十
分
に
固
定
さ
れ
、
均
衡
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
統
治
で
あ
る
。
こ
の
平
等
な
共
和
国
は
、
投
票
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
国

民
﹇
市
民
﹈
の
自
由
選
挙
を
通
じ
て
そ
の
均
衡
か
ら
、
討
議
し
提
案
す
る
元
老
院
、
決
議
す
る
代
議
院
、
及
び
執
行
す
る
統
治
部
の
上
部
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構
造
に
達
す
る
。
こ
れ
ら
の
三
つ
の
統
治
機
構
な
い
し
制
度
機
関
の
各
々
は
、
公
職
輪
番
制
に
よ
る
と
し
て
ハ
リ
ン
ト
ン
に
よ
っ
て
結
論

づ
け
ら
れ
る
（
48
）

。

か
く
し
て
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
の
政
治
制
度
の
主
要
な
内
容
を
概
括
し
終
え
る
。
最
後
に
そ
れ
は
、
法
と
憲
法
条
項
と
の
差
違
を
付
け
加

え
る
。

｛
4
｝
法
﹇L

aw
s

﹈
と
憲
法
条
項
﹇O

rders

﹈
と
の
相
違

そ
の
『
立
法
』
は
、
こ
の
項
﹇
章
﹈
を
法
と
憲
法
条
項
と
の
差
異
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
に
よ
っ
て
こ
れ
を
補
足
す
る
。
ま
ず
そ
れ
は
、

「
統
治
の
枠
組
み
な
い
し
統
治
モ
デ
ル
に
関
す
る
如
き
、
統
治
憲
法
は
統
治
の
法
条
項
﹇orders

﹈
と
呼
ば
れ
る
」
と
し
て
説
き
起
こ
さ

れ
る
。
こ
の
立
法
の
法
条
項
に
よ
っ
て
﹇
即
ち
、
そ
れ
に
従
っ
て
﹈
制
定
さ
れ
る
も
の
は
「
法
﹇law

s

﹈」
と
呼
ば
れ
る
と
い
う
。
君
主

に
対
し
て
自
由
を
侵
害
せ
ぬ
よ
う
に
拘
束
す
る
こ
と
を
引
き
受
け
る
こ
と
、
そ
し
て
な
お
民
主
制
統
治
に
必
要
な
憲
法
条
項
全
体
を
導
入

せ
ぬ
こ
と
は
、
率
直
な
矛
盾
な
い
し
明
確
な
不
可
能
な
も
の
を
引
き
受
け
る
こ
と
と
な
る
。
国
民
﹇
市
民
﹈
は
、
真
の
諸
原
理
を
識
別
せ

ず
、
最
善
の
法
条
項
に
ほ
ぼ
信
頼
を
与
え
ず
、
か
つ
ゆ
え
に
人
々
に
自
ら
の
票
決
に
よ
る
決
議
を
な
す
。
と
い
う
の
は
「
憲
法
条
項
が
信

頼
さ
れ
ぬ
と
こ
ろ
で
、
人
々
は
徐
々
に
共
和
制
を
も
た
ら
す
か
、
或
い
は
少
し
も
そ
れ
を
も
た
ら
さ
ぬ
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
」
が
故
で

あ
る
と
い
う
。
か
く
し
て
ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
自
ら
の
統
治
の
上
部
構
造
の
提
示
を
締
め
く
く
る
（
49
）

。

従
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
に
お
い
て
憲
法
に
直
接
的
に
か
か
わ
る
も
の
が
憲
法
条
項
で
あ
り
、
そ
の
下
で
形
成
さ
れ
る
も
の

を
法
と
み
な
す
こ
と
と
な
る
。



一
六
四

〈
6
〉
人
間
の
知
恵
の
原
理
に
関
す
る
聖
書
か
ら
の
証
明
の
可
能
性

こ
の
著
作
の
第
三
巻
の
結
論
項
﹇
章
﹈
に
ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
次
の
よ
う
な
結
語
を
与
え
る
。
そ
れ
は
「
聖
書
か
ら
証
拠
な
し
に
善
で
あ

る
人
間
の
知
恵
の
諸
原
理
が
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
例
え
ば
、
聖
書
か
ら
証
明
し
得
る
こ
と
を
観
察
す
る
」
と
題
さ
れ
る
。
ま
ず

「
ロ
ー
マ
人
が
聖
書
か
ら
の
証
拠
に
よ
っ
て
統
治
し
た
と
誰
が
想
像
す
る
の
か
」
と
問
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
は
説
き
起
こ
さ
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
ペ
テ
ロ
が
言
う
如
く
、
人
間
の
知
恵
な
い
し
「
全
て
の
人
間
の
命
令
」
に
「
汝
自
身
を
服
し
め
よ
」
と
し
て
、
そ
れ
は
、
よ

り
多
く
ロ
ー
マ
人
の
統
治
に
関
係
づ
け
る
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
に
よ
っ
て
上
記
の
如
く
、
造
船
に
よ
る
比
喩
を
使
っ
て

構
成
さ
れ
る
。「
共
和
国
の
最
も
頻
繁
な
た
と
え
は
、
船
で
あ
る
」
と
い
う
。
し
か
し
船
が
造
船
工
の
技
術
に
従
っ
て
建
造
さ
れ
る
の
で

は
な
く
、
或
い
は
そ
の
コ
ン
パ
ス
に
従
っ
て
統
治
さ
れ
る
べ
き
で
な
い
と
誰
が
想
像
す
る
の
か
と
、
逆
の
視
点
か
ら
問
い
質
す
。
そ
れ
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
の
聖
書
か
ら
の
諸
部
分
に
お
け
る
人
間
の
知
恵
の
諸
原
理
を
証
明
し
た
如
く
、
ハ
リ
ン
ト
ン
は
「
同
じ
権
威

と
否
定
し
得
ぬ
証
拠
に
よ
っ
て
次
の
『
立
法
』
の
第
二
巻
に
お
い
て
、
民
主
制
統
治
の
枠
組
み
全
体
に
関
す
る
そ
れ
ら
全
体
を
擁
護
す

る
」
こ
と
を
引
き
受
け
る
論
理
を
展
開
す
る
旨
を
伝
え
る
。

従
っ
て
彼
は
、
人
間
の
認
識
の
基
本
に
戻
っ
て
、
そ
の
原
点
の
聖
書
を
通
じ
て
冷
静
に
自
ら
の
共
和
制
の
主
張
を
強
化
し
よ
う
と
す
る
（
50
）

。

（
1
） 

政
治
家
に
し
て
ハ
リ
ン
ト
ン
の
パ
ト
ロ
ン
と
し
て
の
Ｈ
・
ネ
ヴ
ィ
ル
と
、
そ
の
下
の
学
者
と
し
て
の
前
者
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
以
下
の

Ｊ
・
ス
コ
ッ
ト
に
よ
っ
て
論
及
さ
れ
る
。J.S

cott, ’T
he rapture of m

otion: J.H
arrington’s republicanism

’, in N
.P
hillipson et al. eds., 

P
olitical d

iscou
rse in

 early m
od

ern
 B

ritain, C
am
bridge, 1993, p.143.

「
ロ
ー
タ
ク
ラ
ブ
」
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
著
作
が
詳
し
い
。J.T

oland, ed., T
h

e ocean
a of J.H

arrin
gton

 an
d

 h
is oth

er w
orks, 1737, 
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pp.xxviii-xxix, etc.
（
2
） J.P

ocock, ed., T
h

e P
olitical W

orks of J.H
arrin

gton, C
am
bridge, 1977, pp.599-700, etc.

（
3
） J.P

ocock, ed., op.cit., pp.390-566, 599-700.

（
4
） J.P

ocock, ed., ibid., pp.602-3.

（
5
） 

Ibid.

（
6
） 

Ibid., p.602.

（
7
） 

Ibid., pp.602-3.

（
8
） 

Ibid., p.603.

（
9
） 

Ibid.

（
10
） 

Ibid.

（
11
） 

Ibid.

（
12
） 

Ibid.

（
13
） 

Ibid., pp.604-5.

（
14
） 

Ibid., p.604.

（
15
） 

Ibid.

（
16
） 

Ibid.

（
17
） 

Ibid.

（
18
） 

Ibid., pp.604-5.

（
19
） 

Ibid., p.605.

（
20
） 

Ibid.

（
21
） 

Ibid.
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（
22
） 

Ibid.
（
23
） 

Ibid., pp.606-609.
（
24
） 

Ibid., p.606.

（
25
） 

Ibid.

（
26
） 

Ibid.

（
27
） 

Ibid., pp.606-7.

（
28
） 

Ibid., p.607.

（
29
） 

Ibid.

（
30
） 

Ibid., pp.607-8.

（
31
） 

Ibid., p.608.

（
32
） 

Ibid., pp.608-9.

（
33
） 

Ibid., p.609.

（
34
） 

Ibid., pp.609-610.

（
35
） 

Ibid., pp.610-3.

（
36
） 

Ibid., p.610.

（
37
） 

Ibid.

（
38
） 

Ibid.

（
39
） 

Ibid., p.611.

（
40
） 

Ibid.

（
41
） 

Ibid.

（
42
） 

Ibid.
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（
43
） 

Ibid.
（
44
） 

Ibid., p.612.
（
45
） 

Ibid.

（
46
） 

Ibid.

（
47
） 

Ibid., pp.612-3.

（
48
） 

Ibid., p.613.

（
49
） 

Ibid.

（
50
） 

Ibid., pp.613-14.

﹇
第
二
項
﹈
古
代
イ
ス
ラ
エ
ル
共
和
国
及
び
ユ
ダ
ヤ
人
の
共
和
国
の
枠
組
み

ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
第
一
巻
を
う
け
、「
ヘ
ブ
ラ
イ
人
﹇
即
ち
、
エ
ヒ
ロ
ム
と
し
て
の
﹈
共
和
国
、
或
い
は
古
代
イ
ス
ラ
エ
ル
共
和
国
及

び
カ
バ
ラ
共
和
国
、
或
い
は
ユ
ダ
ヤ
人
の
共
和
国
を
含
む
」
と
題
す
る
第
二
巻
の
問
題
に
移
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
第
二
巻
に
つ
い
て
省

略
す
る
テ
キ
ス
ト
集
も
あ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
は
、『
立
法
』
の
政
治
制
度
に
関
す
る
重
要
部
分
と
み
な
す
序
文
を
中
心
に
概
括
す
る
こ
と

と
す
る
（
1
）

。

〈
1
〉
古
代
イ
ス
ラ
エ
ル
共
和
国
以
前
の
共
和
国
の
存
在

わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
第
二
巻
の
最
も
重
要
な
主
張
は
、
彼
が
そ
の
序
文
の
表
題
の
如
く
「
古
代
イ
ス
ラ
エ
ル
共
和
国
以
前
に
共
和
国
が

存
在
し
た
」
と
い
う
主
張
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
き
わ
め
て
明
確
な
仮
説
で
あ
り
、
そ
れ
は
ハ
リ
ン
ト
ン
が
強
い
信
念
を
も
っ
て
説
く
も
の



一
六
八

で
あ
る
。
そ
の
冒
頭
で
は
「
第
一
原
因
に
お
け
る
人
間
の
知
恵
は
、
神
が
創
っ
た
も
の
で
あ
る
」
と
説
き
起
こ
す
。
彼
は
、
ア
リ
ス
ト
テ

レ
ス
と
同
じ
く
、
第
一
原
因
な
い
し
第
一
形
相
と
い
っ
た
究
極
の
動
因
に
し
て
第
一
目
的
を
神
に
置
き
、
か
つ
そ
の
創
造
者
と
位
置
づ
け

る
。
従
っ
て
彼
の
基
本
概
念
で
あ
る
人
間
の
知
恵
は
、
そ
の
神
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
と
措
定
す
る
。
ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
こ
れ
を
基
礎
に

し
て
、
そ
の
第
二
原
因
を
導
き
出
す
。
彼
に
よ
れ
ば
、「
そ
の
第
二
原
因
に
お
け
る
人
間
の
知
恵
は
、
そ
の
人
間
自
体
よ
り
も
古
い
」
と

い
う
。
か
く
し
て
ハ
リ
ン
ト
ン
は
、「
そ
の
目
的
や
結
果
が
新
し
く
は
な
い
」
と
し
、
そ
こ
か
ら
イ
ス
ラ
エ
ル
共
和
国
以
前
の
も
の
を
導

き
出
そ
う
と
す
る
。
そ
の
神
か
ら
命
ぜ
ら
れ
る
理
由
は
、「
イ
ス
ラ
エ
ル
が
カ
ナ
ン
に
あ
り
、
或
い
は
カ
ナ
ン
に
植
民
さ
れ
る
最
初
の
共

和
国
」
で
あ
り
、
か
つ
「
最
初
の
統
治
で
あ
っ
た
と
み
な
す
べ
き
」
で
あ
る
が
故
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
措
定
の
上
に
彼
は
、「
そ
れ
ら

の
諸
国
に
関
し
て
イ
ス
ラ
エ
ル
共
和
国
以
前
に
及
び
同
時
に
と
も
に
存
在
し
た
」
と
信
じ
る
形
式
を
採
用
す
る
に
至
る
（
2
）

。

ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
こ
う
し
た
信
念
な
い
し
定
立
の
下
に
、
以
下
の
如
く
、
サ
レ
ム
、
ペ
リ
シ
テ
人
、
ミ
デ
ア
ン
人
、
及
び
ギ
ベ
オ
ン
人

の
政
体
を
共
和
制
と
規
定
す
る
こ
と
と
な
る
。

（
一
）
王
に
元
々
属
す
る
「
一
〇
分
の
一
の
献
納
」

ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
そ
の
同
僚
の
ネ
ヴ
ィ
ル
と
同
様
に
、
カ
ナ
ン
定
着
期
を
イ
ス
ラ
エ
ル
共
和
国
と
み
な
す
立
場
か
ら
、
そ
の
以
前
か
ら

諸
地
域
が
共
和
制
と
み
な
す
が
故
に
、
そ
う
し
た
カ
ナ
ン
地
域
の
王
に
元
々
属
す
る
も
の
と
し
て
「
一
〇
分
の
一
の
献
納
」
に
言
及
す
る
。

彼
は
、
そ
の
当
時
の
状
況
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
か
ら
述
べ
始
め
る
。
サ
レ
ム
な
い
し
エ
ル
サ
レ
ム
の
「
王
に
し
て
祭
司
で
あ
る
メ
ル
キ

ゼ
デ
ク
は
、
ア
ブ
ラ
ハ
ム
が
自
ら
所
有
す
る
全
て
の
う
ち
か
ら
一
〇
分
の
一
の
献
納
を
支
払
う
、
そ
の
ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
時
代
期
中
に
支

配
」
し
た
と
い
う
。
ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
こ
れ
を
ス
パ
ル
タ
共
和
国
の
権
力
抑
制
的
な
二
人
国
王
統
治
（
及
び
他
の
主
要
機
関
、
例
え
ば
両
院
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九

制
機
関
な
ど
の
存
在
の
仮
定
）
と
類
似
す
る
も
の
と
見
な
そ
う
と
す
る
。
周
知
の
ご
と
く
、
こ
の
イ
ス
ラ
エ
ル
共
和
国
期
以
前
に
し
て
レ
ビ

人
の
設
定
で
あ
る
そ
の
一
〇
分
の
一
の
献
納
は
、
聖
職
者
に
は
属
さ
ず
、「
王
や
国
」
に
属
し
て
い
た
と
述
べ
る
。
従
っ
て
後
の
王
の
記

述
に
お
け
る
サ
ム
エ
ル
は
、
自
ら
が
彼
ら
の
財
の
う
ち
の
一
〇
分
の
一
の
献
納
を
と
る
と
そ
の
民
に
教
え
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
か
く

し
て
信
仰
の
父
に
し
て
原
始
共
産
制
的
で
平
等
な
生
活
の
象
徴
的
人
物
と
み
な
さ
れ
る
、
ア
ブ
ラ
ハ
ム
は
、
そ
の
メ
ル
キ
ゼ
デ
ク
に
一
〇

分
の
一
の
献
納
を
支
払
う
と
き
、
そ
の
君
主
と
し
て
彼
を
認
め
る
こ
と
と
な
る
。
ハ
リ
ン
ト
ン
は
か
く
し
て
、
こ
う
し
た
ア
ブ
ラ
ハ
ム
の

承
認
を
得
た
君
主
な
い
し
王
が
ス
パ
ル
タ
共
和
国
の
二
人
の
国
王
的
立
場
﹇
及
び
そ
の
他
の
主
要
機
関
の
想
定
﹈
と
共
通
す
る
も
の
と
し

て
論
及
し
よ
う
と
す
る
（
3
）

。

（
二
）
サ
レ
ム
の
共
和
国

ま
ず
ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
エ
ル
サ
レ
ム
で
あ
る
サ
レ
ム
、
或
い
は
そ
の
カ
ナ
ン
を
イ
ス
ラ
エ
ル
共
和
国
（
カ
ナ
ン
定
着
期
）
以
前
の
共
和

国
と
み
な
そ
う
と
し
て
い
る
。「
し
か
し
ア
ブ
ラ
ハ
ム
は
、
剣
の
権
利
を
も
っ
た
し
、
自
ら
の
随
意
で
ソ
ド
ム
の
王
の
如
く
、
王
と
戦
争

を
戦
っ
た
。
ゆ
え
に
こ
う
し
た
カ
ナ
ン
は
、
当
時
の
ド
イ
ツ
の
方
式
に
大
い
に
従
う
た
め
そ
の
時
代
に
は
共
和
国
の
よ
う
に
思
え
る
」
と

強
引
に
想
定
し
得
る
解
釈
を
示
す
（
4
）

。

（
三
）
ペ
リ
シ
テ
人
の
共
和
国

そ
の
イ
ス
ラ
エ
ル
共
和
国
以
前
な
い
し
そ
れ
と
同
時
期
に
お
け
る
ペ
リ
シ
テ
人
の
地
域
を
共
和
制
と
解
釈
す
る
。
即
ち
、「
ペ
リ
シ
テ

人
の
五
人
領
主
（
多
分
五
人
の
護
民
官
）
は
、
必
然
的
に
貴
族
制
（
少
な
く
と
も
一
機
関
な
い
し
共
和
制
に
加
わ
る
族
長
か
ら
な
る
）
で
あ
っ
た
に
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違
い
な
い
」
と
い
う
。
こ
こ
で
は
彼
は
、
そ
れ
が
君
主
制
で
な
い
と
い
う
意
味
で
、
共
和
制
と
み
な
す
。
ハ
リ
ン
ト
ン
に
よ
れ
ば
、
そ
れ

は
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
を
想
起
さ
せ
、「
そ
の
初
期
の
こ
ろ
に
は
貴
族
下
な
い
し
護
民
官
下
」
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
い
う
（
5
）

。

（
四
）
ミ
デ
ア
ン
人
の
共
和
国

ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
そ
の
イ
ス
ラ
エ
ル
共
和
国
以
前
の
共
和
制
の
存
在
と
し
て
ミ
デ
ア
ン
人
達
の
も
の
を
、
そ
れ
と
解
釈
す
る
。
彼
に
よ

れ
ば
、
前
述
の
如
く
、
彼
ら
は
、
ス
パ
ル
タ
共
和
国
の
祭
司
に
し
て
国
王
で
あ
る
二
人
に
よ
る
統
治
事
例
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
り
、

「
ミ
デ
ア
ン
人
の
王
に
し
て
祭
司
で
あ
る
エ
テ
ロ
の
統
治
が
メ
ル
キ
ゼ
デ
ク
の
統
治
、
或
い
は
祭
司
で
も
あ
る
ス
パ
ル
タ
の
国
王
統
治
と

類
似
す
る
性
質
を
も
つ
こ
と
は
、
疑
わ
れ
ぬ
」
と
解
釈
す
る
（
6
）

。

（
五
）
ギ
ベ
オ
ン
人
の
共
和
国

『
立
法
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
ハ
リ
ン
ト
ン
の
い
う
イ
ス
ラ
エ
ル
共
和
国
以
前
に
あ
っ
た
と
説
く
最
後
の
共
和
国
は
、
ギ
ベ
オ
ン
人
の
そ

れ
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
共
和
制
統
治
が
民
の
支
持
を
失
う
と
い
け
な
い
が
ゆ
え
に
、
ヨ
シ
ュ
ア
の
と
こ
ろ
に
来
る
ギ
ベ
オ
ン
人
の
大
使
が

か
く
し
て
次
の
よ
う
に
言
う
こ
と
と
な
る
。
即
ち
、「
わ
れ
わ
れ
の
長
老
達
﹇
わ
れ
わ
れ
の
元
老
院
〈
上
院
〉﹈
及
び
我
が
国
の
住
民
全
て

（
或
い
は
同
じ
も
の
の
民
会
﹇popular assem

bly

﹈）
は
、
次
の
よ
う
に
わ
れ
わ
れ
に
話
し
た
。
即
ち
、
彼
ら
の
所
に
行
き
彼
ら
に
会
い
な
さ

い
。
そ
う
し
て
彼
ら
に
、
わ
れ
わ
れ
が
あ
な
た
方
の
使
用
人
で
あ
る
と
言
い
な
さ
い
。
従
っ
て
今
あ
な
た
方
に
わ
れ
わ
れ
と
協
定
を
結
ぼ

う
と
、
言
い
な
さ
い
」（『
ヨ
シ
ュ
ア
記
』9:11 （7
）

）。

周
知
の
如
く
こ
れ
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
に
よ
る
旧
約
聖
書
の
言
葉
に
よ
る
論
拠
で
あ
る
が
、
彼
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
そ
れ
と
な
る
。
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こ
の
序
文
は
、「
外
国
の
民
と
協
定
を
結
ぶ
こ
と
は
、
主
権
権
力
を
明
示
す
る
。
こ
の
協
定
が
元
老
院
と
民
会
に
よ
っ
て
締
結
さ
れ
た
こ

と
は
、
ギ
ベ
オ
ン
人
が
民
主
﹇
共
和
﹈
制
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
示
す
る
」
と
し
て
最
後
の
事
例
を
確
認
す
る
こ
と
と
な
る
（
8
）

。

ハ
リ
ン
ト
ン
に
よ
る
こ
の
主
張
は
、
か
く
し
て
こ
の
よ
う
な
共
和
制
が
「
イ
ス
ラ
エ
ル
共
和
国
以
前
に
存
在
し
た
」
と
し
て
結
ば
れ
る
。

彼
は
、
そ
の
持
論
を
設
定
し
た
後
に
、
イ
ス
ラ
エ
ル
が
共
和
制
で
あ
る
か
否
か
に
関
し
て
、 

次
章
に
お
い
て
自
ら
そ
れ
を
試
す
以
外
に
な

い
と
い
う
（
9
）

。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
第
二
巻
の
そ
れ
を
詳
細
に
論
及
す
る
紙
幅
を
欠
く
が
故
に
、
こ
の
結
論
章
に
言
及
し

た
後
に
第
三
巻
と
取
り
組
ま
ざ
る
を
得
な
か
ろ
う
。

〈
2
〉
聖
書
の
証
明
な
く
し
て
適
合
す
る
、
人
間
の
知
恵
の
原
理
に
基
づ
く
統
治
及
び
そ
の
立
法
の
技
術

『
立
法
』
は
、
こ
の
第
二
の
結
論
章
を
「
神
も
キ
リ
ス
ト
も
、
或
い
は
そ
の
使
徒
達
も
、
人
間
の
知
恵
の
み
の
原
理
以
外
の
他
の
原
理

に
基
づ
い
て
い
か
な
る
教
会
的
で
あ
れ
市
民
的
で
あ
れ
、
統
治
も
決
し
て
設
立
し
な
か
っ
た
」
と
い
う
表
題
を
つ
け
る
（
10
）

。
わ
れ
わ
れ
は
、

こ
れ
を
「
人
間
の
知
恵
の
原
理
に
基
づ
く
統
治
」
と
し
て
換
言
し
、
か
つ
以
下
の
よ
う
な
四
つ
に
わ
た
っ
て
要
点
を
示
し
、
そ
の
結
論
に

代
え
る
こ
と
と
な
る
。

（
一
）
第
二
巻
﹇
人
間
の
知
恵
の
原
理
に
基
づ
く
統
治
及
び
そ
の
立
法
の
技
術
﹈
の
使
用

ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
こ
の
「
第
二
巻
の
使
用
を
要
約
」
す
る
と
説
き
起
こ
す
。
即
ち
、
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
の
話
の
筋
が
か
か
わ
る
、
よ

き
統
治
理
念
な
い
し
観
念
を
も
た
ぬ
人
は
、
正
し
く
そ
れ
ら
を
理
解
し
得
ぬ
と
い
う
。
こ
れ
は
、
彼
の
基
本
的
な
立
脚
点
に
関
す
る
も
の

で
あ
り
、
自
ら
の
「
古
代
の
知
恵
」﹇
法
の
支
配
﹈
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
も
の
に
関
連
し
、
か
つ
大
い
に
繰
り
返
さ
れ
る
方
法
論
上
の
事
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項
を
確
認
す
る
も
の
で
あ
る
。
彼
は
、
そ
の
論
拠
と
し
て
そ
れ
ら
が
「
確
か
で
あ
る
」
が
故
で
あ
る
と
い
う
。
同
様
な
こ
と
は
、
聖
書
の

そ
れ
に
つ
い
て
も
言
え
る
こ
と
と
な
る
。
特
に
こ
の
『
立
法
』
の
第
二
巻
が
後
者
に
光
を
あ
て
る
た
め
で
あ
る
と
い
う
。
さ
ら
に
ハ
リ
ン

ト
ン
が
こ
こ
で
大
学
と
の
か
か
わ
り
に
言
及
す
る
と
こ
ろ
に
お
い
て
彼
は
、
ネ
ヴ
ィ
ル
と
の
相
違
を
示
す
。
と
い
う
の
は
両
者
と
も
学
位

を
取
得
せ
ず
に
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
を
中
退
し
て
い
る
が
、
後
者
に
お
い
て
ほ
と
ん
ど
多
く
言
及
さ
れ
ぬ
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て

両
者
の
性
格
の
相
違
﹇
学
者
と
政
治
家
﹈
も
示
さ
れ
よ
う
。「
再
度
た
ま
た
ま
聖
書
を
読
む
有
能
な
人
々
が
同
様
な
判
断
を
も
つ
機
会
が

あ
れ
ば
、
そ
れ
は
、
得
ら
れ
た
学
識
議
論
で
あ
り
、
大
学
で
得
ら
れ
た
学
識
手
段
に
よ
っ
た
（
11
）

」
と
彼
は
、
記
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

（
二
）
第
二
巻
﹇
人
間
の
知
恵
の
原
理
に
基
づ
く
統
治
及
び
そ
の
立
法
の
技
術
﹈
の
現
在
﹇
当
時
﹈
の
使
用

彼
は
、
次
の
要
点
と
し
て
こ
の
論
述
時
点
の
共
和
国
名
に
よ
っ
て
以
下
の
こ
と
を
「
考
察
す
る
」﹇
仮
説
化
で
あ
る
が
、
よ
り
具
体
的

に
説
明
す
る
﹈
と
宣
す
る
。
そ
れ
は
、
ギ
ベ
オ
ン
の
如
く
イ
ス
ラ
エ
ル
共
和
国
以
前
に
「
元
老
院
と
民
会
に
よ
っ
て
主
権
権
力
を
行
使
す

る
共
和
国
な
い
し
統
治
」
が
存
在
し
た
場
合
、「
異
教
徒
の
エ
テ
ロ
の
助
言
後
に
モ
ー
セ
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
イ
ス
ラ
エ
ル
の
下
位
の

法
や
裁
判
所
が
、
ミ
デ
ア
ン
の
統
治
の
如
く
異
教
徒
で
あ
る
も
う
一
つ
の
統
治
か
ら
編
成
さ
れ
た
」
と
す
れ
ば
、
キ
リ
ス
ト
の
一
二
人
の

使
徒
と
七
〇
人
の
弟
子
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
た
教
会
秩
序
類
型
（
即
ち
、
諸
部
族
の
一
二
人
の
族
長
達
と
彼
の
七
〇
人
の

長
老
達
に
お
け
る
も
の
）
に
従
っ
た
な
ら
ば
、「
そ
の
使
徒
達
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
た
三
つ
の
異
な
る
聖
職
の
任
職
方
式
（〈
一
〉
即
ち
、
マ
ッ

テ
ィ
ア
の
聖
職
の
任
職
の
如
く
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
投
票
に
従
う
も
う
一
人
、〈
二
〉
即
ち
、
テ
モ
テ
の
任
職
の
如
き
、
ユ
ダ
ヤ
の
サ
ン
ヘ
ド
リ
ン
﹇
議
会
﹈

な
い
し
ユ
ダ
ヤ
教
の
教
会
堂
方
式
に
正
確
に
従
う
一
人
、
及
び
〈
三
〉
即
ち
、
執
事
の
任
職
の
如
く
、
こ
れ
ら
の
二
つ
か
ら
な
る
第
三
の
人
で
あ
る
）
が

存
在
し
た
な
ら
ば
、
神
も
キ
リ
ス
ト
も
使
徒
達
も
、
人
間
の
知
恵
か
ら
の
み
の
原
理
以
外
の
原
理
に
教
会
制
度
的
統
治
に
も
市
民
統
治
に
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も
、
い
つ
も
設
立
し
な
か
っ
た
、
全
体
的
に
し
て
否
定
し
得
ぬ
結
果
（
12
）

」
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
い
う
。

（
三
）
こ
の
﹇
人
間
の
知
恵
の
原
理
に
基
づ
く
統
治
及
び
そ
の
立
法
の
技
術
﹈
使
用
の
結
果

こ
の
結
論
章
の
第
三
の
要
点
は
、
こ
う
し
た
共
和
国
仮
説
の
実
際
の
結
果
と
題
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
冒
頭
で
「
人
間
の
知
恵
が
正

し
く
心
に
留
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
、
そ
こ
に
植
え
付
け
ら
れ
た
宗
教
や
統
治
の
真
理
が
ひ
と
た
び
植
え
つ
け
ら
れ
た
如
き
結
果
の
遵
守
は
、

根
付
き
か
つ
成
功
し
た
」
と
説
き
起
こ
す
。
ハ
リ
ン
ト
ン
に
よ
れ
ば
、
こ
の
逆
の
ケ
ー
ス
の
場
合
に
そ
の
状
況
に
お
け
る
も
の
を
当
て
嵌

め
、
そ
れ
を
示
そ
う
と
試
み
る
。
そ
こ
で
は
「
そ
の
宗
教
な
い
し
口
実
が
そ
れ
を
す
っ
か
り
信
じ
込
ま
さ
れ
た
し
、
そ
の
国
﹇the 

state

﹈
は
、
真
理
の
言
葉
に
よ
っ
て
い
つ
も
汚
名
が
着
せ
ら
れ
た
偽
善
的
な
パ
リ
サ
イ
人
達
に
お
い
て
示
さ
れ
た
如
く
、
詐
欺
者
に
し

て
偽
預
言
者
の
餌
食
で
あ
っ
た
」
と
い
う
。『
立
法
』
の
こ
の
巻
は
、
か
く
し
て
次
の
よ
う
に
締
め
く
く
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
自
ら
の

「
人
間
の
知
恵
」
原
理
に
基
づ
く
統
治
原
理
に
従
え
ば
、「
力
を
そ
れ
自
体
で
そ
れ
ほ
ど
﹇
極
度
に
﹈
高
め
さ
せ
な
く
し
よ
う
。
そ
う
す
れ

ば
、
統
治
は
、
理
性
﹇
神
が
創
造
し
た
も
の
﹈（
こ
の
部
分
に
お
い
て
彼
の
確
か
な
権
利
は
、
彼
自
身
に
よ
っ
て
否
定
し
得
ぬ
く
ら
い
に
叫
ば
れ
か

つ
主
張
さ
れ
る
）
は
、
神
に
抗
し
て
枠
づ
け
ら
れ
た
、
い
か
な
る
武
器
も
成
功
し
な
か
ろ
う
（
13
）

」
と
。

（
四
）
補
足
﹇
第
三
巻
へ
の
移
行
﹈

ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
こ
の
結
論
章
に
お
け
る
補
足
の
文
章
を
次
の
よ
う
に
付
け
加
え
る
。「
人
間
の
知
恵
の
原
理
と
そ
の
原
理
に
お
け
る

立
法
の
技
術
は
、
第
一
巻
で
示
さ
れ
、
か
つ
本
巻
で
聖
書
の
全
経
路
を
通
じ
て
擁
護
さ
れ
た
が
ゆ
え
に
、
次
の
第
三
巻
に
至
る
こ
と
に

よ
っ
て
か
く
し
て
示
さ
れ
た
技
術
、
そ
し
て
擁
護
さ
れ
た
原
理
に
従
っ
て
枠
づ
け
ら
れ
た
統
治
モ
デ
ル
を
示
す
」
と
。
本
巻
に
お
い
て
ハ
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リ
ン
ト
ン
に
よ
れ
ば
、
自
ら
の
原
理
が
聖
書
の
全
コ
ー
ス
を
通
じ
て
容
認
さ
れ
た
と
み
な
し
、
次
の
第
三
巻
へ
の
統
治
モ
デ
ル
に
関
す
る

も
の
に
移
る
と
告
げ
る
こ
と
と
な
っ
た
と
い
う
（
14
）

。

こ
の
『
立
法
』
の
第
二
巻
の
末
尾
で
括
弧
つ
き
の
注
釈
が
つ
け
ら
れ
る
。
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
、
こ
れ
も
そ
の
論
理
を
明
確
に
す
る
部

分
で
あ
る
が
故
に
、
確
認
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
そ
れ
は
、「
マ
ン
ト
ン
氏
は
、
モ
ー
セ
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
統
治
が
国
王
、
貴
族
及

び
庶
民
か
ら
な
っ
た
こ
と
を
説
明
す
る
た
め
に
、
彼
ら
の
断
食
に
お
け
る
そ
の
説
教
に
よ
っ
て
、
議
会
﹇parliam

ent

﹈
に
お
け
る
騎
士
、

市
民
、
及
び
都
市
民
に
対
す
る
自
ら
の
引
き
受
け
を
通
じ
て
、
彼
ら
に
よ
っ
て
彼
は
、
本
巻
を
論
駁
す
る
よ
う
に
強
い
ら
れ
る
と
み
な
し

得
る
（
15
）

」
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
彼
の
簡
潔
な
共
和
制
観
の
一
端
を
示
し
て
い
る
。

（
1
） J.P

ocock, ed., T
h

e P
olitical W

orks of J.H
arrin

gton, 1977, pp.615-653.

（
2
） J.P

ocock, ed., op.cit., p.616.

（
3
） 

Ibid., pp.616-7.

（
4
） 

Ibid., pp.616-7.

（
5
） 

Ibid.

（
6
） 

Ibid.

（
7
） 

Ibid
.

（
8
） 

Ibid.

（
9
） 
Ibid.

（
10
） 

Ibid., pp.652-3.

（
11
） 

Ibid., p.652.
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（
12
） 

Ibid.
（
13
） 

Ibid., p.653.
（
14
） 

Ibid.

（
15
） 

Ibid.

﹇
第
三
項
﹈
イ
ギ
リ
ス
国
家
の
当
時
の
財
産
の
均
衡
な
い
し
状
態
に
適
合
さ
れ
た
民
主
制
的
統
治
モ
デ
ル

〈
1
〉
民
主
制
統
治
モ
デ
ル
の
概
念
的
提
案

『
立
法
』
第
三
巻
の
表
紙
に
は
、「
前
述
の
技
術
に
従
っ
て
実
行
可
能
的
に
提
案
さ
れ
、
聖
書
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
、
か
つ
イ
ギ
リ
ス
に

お
け
る
財
産
の
均
衡
な
い
し
状
態
に
従
う
、
民
主
制
的
統
治
モ
デ
ル
を
含
む
第
三
巻
」
と
い
う
題
が
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
が
辿
っ
て
き
た
前

の
二
巻
に
つ
い
て
、
こ
の
前
半
の
言
葉
が
そ
れ
を
示
し
、
こ
こ
で
の
後
半
の
表
現
が
第
三
巻
を
示
し
て
い
る
。
本
項
で
は
こ
の
序
文
か
ら

そ
の
順
序
に
沿
っ
て
論
及
す
る
。
最
初
に
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
の
序
文
か
ら
分
析
す
る
こ
と
と
す
る
。
こ
れ
は
、「
概
念
的
に
提
案
さ
れ
た

民
主
制
統
治
モ
デ
ル
を
含
む
」
と
名
付
け
ら
れ
る
（
1
）

。

ハ
リ
ン
ト
ン
は
ま
ず
、
政
治
を
比
喩
的
な
視
点
か
ら
論
を
開
始
す
る
。
彼
は
、
解
剖
学
を
例
に
し
て
政
治
の
統
治
モ
デ
ル
を
合
理
論
的

に
特
徴
づ
け
よ
う
と
す
る
。
彼
に
よ
れ
ば
解
剖
学
は
、
必
ず
し
も
容
易
に
理
解
し
得
る
も
の
で
は
な
い
側
面
を
も
つ
と
い
う
。
即
ち
、

「
人
体
の
き
わ
め
て
素
晴
ら
し
い
構
成
、
称
賛
に
値
す
る
構
造
、
及
び
諸
々
の
諸
部
分
の
偉
大
な
る
多
様
性
に
関
し
て
解
剖
学
者
達
の
言

説
は
、
概
し
て
熟
知
し
て
お
り
、
そ
う
し
た
も
の
が
、
如
何
な
る
者
に
よ
っ
て
も
理
解
さ
れ
ぬ
と
私
が
言
い
得
る
ほ
ど
き
わ
め
て
少
数
の

者
に
よ
っ
て
し
か
理
解
さ
れ
ぬ
」
と
い
う
。
ハ
リ
ン
ト
ン
に
よ
れ
ば
、
確
か
に
統
治
モ
デ
ル
の
受
容
（
そ
れ
は
、
何
ら
の
効
果
も
な
い
に
違
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い
な
い
か
、
或
い
は
秩
序
立
っ
た
共
和
国
の
い
か
な
る
機
能
に
も
必
要
で
あ
る
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
）
は
、
政
治
解
剖
で
あ
る
と
い
う
。
こ
こ
で

は
彼
は
、
必
ず
し
も
解
剖
学
に
よ
っ
て
統
治
モ
デ
ル
を
説
明
し
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、
一
般
人
に
は
わ
か
ら
ぬ
こ
と
で
も
、
優
れ
た

解
剖
学
者
で
あ
れ
ば
明
瞭
に
理
解
し
得
る
も
の
と
し
て
使
お
う
と
す
る
。
こ
こ
で
の
主
題
は
、
レ
ヴ
ェ
ラ
ー
ズ
ら
の
『
国
民
協
約
』
に
お

け
る
「
ア
ナ
ー
キ
ー
的
性
格
」
で
あ
り
、
そ
の
欠
点
を
指
摘
す
る
た
め
に
、
そ
う
し
た
優
れ
た
解
剖
学
者
﹇
ハ
リ
ン
ト
ン
自
身
は
、
統
治

の
そ
れ
と
自
負
す
る
立
場
に
あ
る
﹈
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
が
わ
か
る
者
と
し
て
例
示
し
よ
う
と
す
る
（
2
）

。

（
一
）
レ
ヴ
ェ
ラ
ー
ズ
の
ア
ナ
ー
キ
ー
性
と
共
和
国
論

ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
こ
の
国
民
協
約
（T

h
e A

greem
en

t of th
e P

eople

）
に
お
け
る
主
要
な
問
題
点
が
「
四
〇
〇
人
（
或
い
は
そ
れ
を
上
回

ら
ぬ
）
か
ら
な
る
国
民
代
表
が
存
在
す
べ
き
で
あ
る
如
き
提
案
か
ら
な
る
と
い
う
。
こ
れ
は
、『
国
民
協
約
』﹇
以
下
『
協
約
』
と
略
記
す

る
﹈」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
わ
れ
わ
れ
は
、
彼
ら
と
ハ
リ
ン
ト
ン
と
の
共
通
項
が
民
主
制
的
立
場
（
多
数
の
市
民
が
最
高
意

思
決
定
者
で
あ
る
も
の
）
に
立
脚
す
る
点
に
あ
る
と
み
な
す
。
両
者
は
、
あ
る
意
味
で
は
「
幻
想
論
」
と
し
て
ホ
ッ
ブ
ズ
に
よ
っ
て
批
判
さ

れ
る
側
面
（
民
衆
へ
の
楽
観
主
義
）
を
と
も
に
も
つ
が
故
に
、
前
者
は
別
な
視
点
か
ら
後
者
と
の
違
い
を
強
調
す
る
こ
と
と
な
ら
ざ
る
を
得

な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
う
し
た
視
点
か
ら
こ
の
論
点
に
つ
い
て
確
認
す
る
こ
と
と
な
る
（
3
）

。

こ
の
点
に
つ
い
て
ハ
リ
ン
ト
ン
に
よ
れ
ば
、
全
く
逆
な
陣
営
に
そ
の
仕
切
り
を
置
き
、
そ
れ
は
、「
五
〇
万
人
な
い
し
そ
れ
以
上
の

人
々
が
四
〇
〇
人
に
よ
っ
て
代
表
し
得
る
と
想
定
さ
れ
た
最
初
の
事
例
で
あ
っ
た
」
と
『
協
約
』
を
非
難
し
始
め
る
。
現
代
の
わ
れ
わ
れ

は
、
そ
れ
自
体
の
数
字
に
つ
い
て
ミ
ク
ロ
コ
ズ
ム
的
代
表
観
問
題
と
み
な
し
、
わ
れ
わ
れ
の
主
人
公
に
と
っ
て
も
大
き
な
問
題
と
み
な
さ

れ
る
。
と
は
い
え
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
問
題
が
、
そ
の
全
体
に
お
い
て
ア
ナ
ー
キ
ー
的
性
格
を
も
つ
と
い
う
こ
と
に
は
そ
れ
な
り
の
妥
当
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性
を
も
つ
も
の
と
想
定
す
る
。
こ
う
し
て
本
項
は
、『
協
約
』
全
体
の
批
判
形
式
に
よ
っ
て
捉
え
る
立
場
を
採
用
す
る
（
4
）

。

『
立
法
』
に
よ
れ
ば
、
一
人
に
お
け
る
国
民
代
表
は
、
君
主
制
を
も
た
ら
し
、
少
数
に
お
け
る
国
民
代
表
は
、
寡
頭
制
を
も
た
ら
す
な

ど
と
い
っ
た
数
に
よ
る
政
体
分
類
的
原
則
か
ら
切
り
出
す
。
従
っ
て
両
者
が
共
通
す
る
「
多
数
に
お
け
る
国
民
代
表
は
、
そ
の
数
や
性
質

の
範
囲
内
で
国
民
全
体
の
利
益
を
含
み
得
る
如
く
極
め
て
数
多
く
、
か
つ
極
め
て
要
件
が
備
え
ら
れ
る
も
の
の
み
の
自
由
な
状
態
に
お
い

て
他
の
方
法
で
は
代
表
し
得
ぬ
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
逆
に
そ
の
多
数
者
支
配
論
の
楽
観
論
な
り
、
理
想
論
的
視
点
で
提
起

す
る
。
し
か
し
こ
こ
で
の
論
理
は
、
そ
の
直
接
民
主
政
的
な
正
統
性
事
項
と
し
て
立
論
し
て
い
る
。
従
っ
て
そ
れ
が
論
理
上
、
ア
ナ
ー

キ
ー
な
い
し
矛
盾
と
い
う
意
と
な
ろ
う
（
5
）

。

さ
ら
に
彼
に
よ
れ
ば
、
そ
の
統
治
政
体
は
、
そ
の
性
質
上
民
主
制
的
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
崖
の
上
に
設
定
さ
れ
る
べ
き
で
な
く
﹇
安
定

し
て
い
な
い
が
ゆ
え
に
﹈、
四
〇
〇
人
の
み
か
ら
な
る
代
議
院
は
、
固
定
さ
れ
る
べ
き
武
器
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
な
お
君
主
制
へ
と
脇

に
そ
れ
始
め
が
ち
な
よ
う
に
、「
幾
分
壊
れ
た
船
首
を
も
つ
」
と
み
な
さ
れ
る
。
数
的
な
不
足
は
、
そ
の
任
期
期
間
の
短
さ
に
よ
っ
て
和

ら
げ
ら
れ
る
が
、「
こ
の
代
議
院
は
、
二
年
任
期
で
あ
り
、
八
カ
月
以
上
は
開
催
さ
れ
ぬ
」﹇
第
二
次
国
民
協
約
﹈
と
も
規
定
さ
れ
る
こ
と

が
問
題
視
さ
れ
る
。
こ
こ
で
よ
う
や
く
ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
そ
の
『
協
約
』
の
楽
観
的
過
ぎ
る
機
構
事
項
に
入
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、「
共
和

国
に
お
け
る
最
高
評
議
会
は
、
根
本
か
ら
抵
抗
し
え
ぬ
力
へ
と
向
け
ら
れ
る
憲
法
条
項
に
よ
る
以
外
に
集
め
ら
れ
ず
、
解
散
さ
れ
ず
、
述

べ
ら
れ
た
法
条
項
（orders

）
に
よ
っ
て
、
か
つ
一
本
の
歯
な
い
し
爪
が
他
の
も
の
に
よ
っ
て
追
放
さ
れ
る
如
く
と
判
断
さ
れ
れ
ば
、
こ

の
二
年
毎
の
評
議
会
が
恒
常
的
な
評
議
会
で
な
い
と
ど
の
よ
う
に
条
件
づ
け
ら
れ
る
の
か
」
と
逆
に
問
い
質
さ
れ
る
。
即
ち
、
彼
は
、
そ

れ
ら
の
条
文
間
の
矛
盾
を
批
判
す
る
。
彼
は
そ
れ
を
、
特
に
最
高
議
会
が
常
設
機
関
と
し
て
の
要
素
が
薄
い
と
み
な
す
。
さ
ら
に
以
下
の

如
く
ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
そ
の
『
協
約
』
に
お
け
る
問
題
点
を
畳
み
か
け
て
問
い
質
す
こ
と
と
な
る
。
議
会
の
全
体
的
除
去
よ
り
も
共
和
国
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で
の
危
険
が
多
い
わ
け
で
は
な
い
が
、「
こ
れ
ら
の
諸
問
題
の
扱
い
に
十
分
に
経
験
を
積
ん
だ
人
々
で
あ
る
と
ど
の
よ
う
に
規
定
す
る
の

か
」
と
そ
の
任
期
に
お
け
る
議
員
の
訓
練
期
間
の
短
さ
を
批
判
す
る
。
最
後
に
主
権
権
力
の
解
体
が
死
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
「
誰
に
八

カ
月
後
に
そ
の
共
和
国
に
残
す
の
か
」
と
突
く
。
こ
れ
ら
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
が
自
ら
の
憲
法
構
想
と
の
関
連
で
扱
う
技
術
的
側
面
と
も
か

か
わ
る
も
の
も
あ
り
、
最
高
機
関
の
常
設
性
の
妥
当
性
を
有
す
る
問
い
質
し
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の
共
和
主
義
者
は
、
そ
の
問
い

に
続
き
、
次
の
よ
う
な
彼
ら
の
規
定
を
標
的
に
す
る
。
即
ち
、「
次
期
代
議
院
会
合
後
の
一
〇
日
ま
で
に
継
続
す
る
そ
の
最
初
の
会
合
後

二
〇
日
以
内
に
、
各
新
代
議
院
で
選
出
さ
れ
る
国
策
評
議
会
が
存
在
す
る
こ
と
と
す
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
彼
は
、

そ
の
『
協
約
』
の
前
条
項
で
観
察
さ
れ
た
諸
欠
陥
は
、
こ
の
「
評
議
会
が
よ
り
少
数
者
か
ら
な
る
の
と
同
様
に
（
古
き
よ
き
大
義
と
い
っ
た

「
国
策
評
議
会
」
と
同
じ
く
）
不
適
切
で
あ
る
」
と
し
、
こ
れ
も
寡
頭
制
と
し
て
批
判
す
る
こ
と
な
り
、
ミ
ク
ロ
コ
ズ
ム
的
代
表
観
的
立
場

か
ら
の
批
判
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
寡
頭
制
的
と
し
て
批
判
す
る
の
は
、「
こ
れ
ら
の
代
議
院
は
、
或
る
条
項
で
国
民
が
武
力
に
よ
っ

て
彼
ら
に
抵
抗
し
得
る
こ
と
以
外
に
、
主
権
力
を
も
つ
」
規
定
で
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
ハ
リ
ン
ト
ン
の
現
実
主
義
的
側
面
か
ら
の
抵
抗
権
批

判
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
彼
が
そ
の
『
協
約
』
に
対
す
る
結
論
と
し
て
「
全
く
の
矛
盾
」
に
し
て
「
ア
ナ
ー
キ
ー
で
あ
る
」
と
い
う
表

現
が
そ
の
頂
点
に
達
す
る
こ
と
と
な
る
（
6
）

。

こ
の
ハ
リ
ン
ト
ン
の
表
現
は
、
そ
の
『
協
約
』
に
対
す
る
現
実
主
義
的
批
判
の
典
型
で
あ
る
。
さ
ら
に
彼
は
そ
の
批
判
を
続
け
、「
主

権
権
力
が
君
主
制
自
体
に
お
け
る
如
く
全
体
的
で
も
絶
対
的
で
も
な
い
と
こ
ろ
で
」
如
何
な
る
統
治
も
あ
り
得
ぬ
と
ま
で
言
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
一
刀
両
断
に
せ
し
め
る
。
そ
れ
に
続
く
表
現
は
、
彼
と
レ
ヴ
ェ
ラ
ー
ズ
と
の
決
定
的
相
違
と
し
て
よ
く
引
用
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
（
7
）

。
わ
れ
わ
れ
も
、
そ
れ
を
引
用
し
、
か
つ
確
認
し
て
み
よ
う
。

共
和
国
の
大
義
は
「
主
権
権
力
の
制
限
で
は
な
く
、
次
の
よ
う
な
法
条
項
﹇
法
制
度
﹈﹇orders

﹈
の
均
衡
な
い
し
平
衡
な
の
で
あ
る
。
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即
ち
、
統
治
を
犯
し
た
り
或
い
は
乱
し
た
り
す
る
、
権
力
を
も
ち
得
る
（
利
害
を
も
つ
）
人
々
の
数
で
は
あ
り
得
ず
、
か
つ
（
そ
う
す
る
利

害
を
も
ち
得
る
）
権
力
を
も
つ
人
々
の
数
で
は
あ
り
得
な
い
の
は
﹇
法
条
項
﹇
法
制
度
﹈
の
均
衡
な
い
し
平
衡
な
の
で
あ
る
と
（
8
）

﹈」。

こ
こ
に
こ
そ
ハ
リ
ン
ト
ン
の
成
文
憲
法
的
立
憲
主
義
思
想
の
真
骨
頂
が
あ
る
。
即
ち
、
彼
は
、
近
代
の
主
権
論
者
で
あ
る
点
が
、
主
権

が
絶
対
的
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
か
つ
そ
れ
を
制
限
す
る
『
協
約
』
は
、
そ
の
要
件
を
満
た
さ
ず
、
か
つ
そ
の
事
項
に
つ
い
て
こ
そ
条
文

﹇
な
い
し
法
制
度
﹈
の
中
で
調
整
な
い
し
均
衡
を
図
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
ハ
リ
ン
ト
ン
が
、
平
和
と
持
続
可
能

な
安
定
を
目
的
と
す
る
た
め
、
抵
抗
権
な
り
革
命
権
な
り
の
武
装
的
手
段
に
よ
る
変
革
を
主
張
し
て
い
な
い
が
ゆ
え
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、

彼
が
そ
の
思
想
な
い
し
権
利
を
過
剰
に
強
調
す
る
レ
ヴ
ェ
ラ
ー
ズ
に
疑
念
を
示
し
て
い
る
と
み
な
す
（
9
）

。

続
く
ハ
リ
ン
ト
ン
に
よ
る
論
点
は
、
レ
ヴ
ェ
ラ
ー
ズ
の
宗
教
的
部
分
に
お
け
る
国
教
や
良
心
の
自
由
の
提
案
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
れ

自
体
に
つ
い
て
わ
れ
わ
れ
は
、
彼
が
主
張
し
て
い
る
が
ゆ
え
に
問
題
視
す
る
必
要
は
な
い
と
み
な
す
。
彼
が
彼
ら
を
問
題
視
す
る
の
は
、

続
く
軍
事
的
部
分
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、「
如
何
な
る
人
も
侵
略
時
で
さ
え
、
も
し
自
ら
が
他
人
を
勧
め
て
自
分
の
部
屋
に

お
い
て
仕
え
さ
せ
る
な
ら
ば
、
自
ら
が
生
活
す
る
地
方
﹇
県
﹇
な
い
し
州
﹈﹈
を
出
る
こ
と
を
強
い
る
こ
と
が
で
き
な
い
（
10
）

」
と
い
う
規
定

で
あ
る
。

こ
の
規
定
に
対
し
て
彼
は
、
自
ら
軍
事
的
問
題
に
関
し
て
、
そ
の
主
著
に
お
い
て
自
信
を
も
つ
が
ゆ
え
に
、
こ
こ
に
お
い
て
そ
の
楽
観

主
義
に
批
判
の
目
を
向
け
る
。
こ
れ
は
、「
傭
兵
軍
で
さ
え
こ
う
し
た
自
由
の
た
め
に
適
合
的
護
衛
を
共
和
国
に
明
ら
か
に
伴
う
」
と
し
、

『
協
約
』
が
そ
の
実
際
性
を
無
視
す
る
も
の
と
み
な
す
。
そ
の
理
由
と
し
て
ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
こ
の
種
の
こ
と
は
、「
万
人
に
よ
っ
て
な
し

得
、
か
つ
な
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
」
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
を
憲
法
条
文
に
規
定
す
る
に
及
ば
ず
、
過
剰
な
大
衆
迎
合
主
義
と
批
判
す
る
も

の
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
の
大
衆
迎
合
主
義
は
、
民
衆
の
反
乱
の
意
図
も
膨
ら
ま
せ
る
側
面
も
あ
り
、
厳
に
い
ま
し
め
ね
ば
な
ら
ぬ
と
警
告
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す
る
（
11
）

。
前
記
の
如
く
わ
れ
わ
れ
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
が
、
多
数
者
が
最
終
決
定
権
を
も
つ
と
い
う
意
味
で
の
民
主
制
な
い
し
共
和
制
を
主
張
す
る

と
も
み
な
し
た
。
従
っ
て
こ
こ
で
も
本
項
は
、
そ
う
し
た
統
治
モ
デ
ル
を
前
提
と
し
て
こ
の
大
衆
の
問
題
と
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

従
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
こ
で
の
レ
ヴ
ェ
ラ
ー
ズ
批
判
も
そ
の
文
脈
で
捉
え
る
こ
と
と
す
る
。
そ
れ
は
、
後
者
に
お
け
る
一
院
制
的
議
会

の
主
張
に
か
か
わ
る
。
こ
れ
も
あ
る
意
味
で
は
レ
ヴ
ェ
ラ
ー
ズ
の
理
想
主
義
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ハ
リ
ン
ト
ン
に
よ

る
厳
格
な
両
院
制
議
会
構
想
と
は
対
立
す
る
。
こ
の
視
点
か
ら
わ
れ
わ
れ
は
、
彼
の
論
述
と
取
り
組
む
こ
と
と
な
る
（
12
）

。

ハ
リ
ン
ト
ン
に
よ
れ
ば
、「
単
一
評
議
会
﹇single council

﹈
が
次
の
よ
う
な
民
会
﹇
代
議
院
﹈﹇popular council

﹈」
と
呼
び
得
る

か
ど
う
か
で
あ
る
。
即
ち
、
そ
れ
は
「
四
〇
〇
人
か
ら
な
り
、
実
の
と
こ
ろ
、
討
議
も
結
果
も
与
え
ら
れ
、
そ
の
ド
ア
の
鍵
は
野
心
的
な

人
々
に
与
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
そ
れ
は
、
そ
の
選
挙
の
殺
到
と
混
合
の
中
で
国
民
﹇
市
民
﹈
が
混
乱
的
な
ほ
ど
に
、
不
注
意

に
し
て
よ
き
法
条
項
﹇
法
制
度
﹈
の
欠
如
を
通
じ
て
容
易
に
惑
わ
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
聖
職
者
﹇
民
主
制
的
勢
力
の
敵
と
み

な
さ
れ
る
﹈
が
そ
こ
に
い
る
一
方
で
、
あ
た
か
も
ブ
ド
ウ
畑
に
い
た
如
く
、
群
衆
の
近
く
に
お
り
、
か
つ
汗
を
か
く
も
の
で
あ
る
。
そ
れ

は
、
法
廷
の
法
律
家
達
が
国
民
﹇
市
民
﹈
に
抗
し
て
利
益
の
至
近
距
離
で
羽
飾
り
を
付
け
か
つ
急
な
矢
の
ご
と
く
狙
い
が
定
め
ら
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
群
が
り
得
、
か
つ
群
が
る
（
13
）

」
も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
彼
は
、
そ
の
一
院
制
議
会
に
対
し
て
強
い
不
信
感
を
抱
き
、
自
ら
の
両
院
制
を
主
張
し
、
両
院
間
に
お
け
る
均
衡
に
信
頼
を

置
く
の
で
あ
る
。
既
述
の
如
く
彼
は
、
上
院
と
下
院
を
構
成
す
る
人
々
に
お
い
て
各
議
院
が
徹
底
し
た
知
性
﹇
上
院
﹈
と
決
断
力
﹇
下

院
﹈
を
別
々
に
も
つ
も
の
と
解
し
、
そ
れ
ら
の
長
所
の
均
衡
を
図
ろ
う
と
す
る
。
従
っ
て
全
て
の
討
議
と
決
議
を
一
般
の
市
民
に
も
も
た

せ
る
も
の
は
危
険
﹇
民
衆
の
専
制
﹈
で
あ
る
と
想
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
彼
は
、
平
和
と
持
続
的
安
定
を
第
一
義
的
に
目
指
す
が
故
に
、
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自
ら
の
両
院
制
を
主
張
す
る
。
逆
に
彼
ら
の
一
院
制
は
、
自
ら
の
均
衡
論
を
危
う
く
す
る
も
の
と
し
て
彼
に
よ
っ
て
批
判
さ
れ
る
。
従
っ

て
そ
れ
は
、
階
級
的
均
衡
を
図
る
「
イ
ギ
リ
ス
議
会
﹇parliam

ents

﹈
が
、
た
ん
な
る
民
会
﹇popular assem

blies

﹈
と
異
な
る
」
も

の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
彼
の
両
院
制
に
関
し
て
必
ず
し
も
完
璧
な
も
の
と
言
え
ぬ
（
騎
士
の
自
然
的
優
秀
性
を
強
調
す
る

が
ゆ
え
に
）
が
、
彼
の
憲
法
構
想
か
ら
す
れ
ば
、
一
院
制
が
大
き
な
欠
陥
を
含
む
と
み
な
す
こ
と
と
な
ろ
う
（
14
）

。

こ
う
し
た
立
場
か
ら
ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
自
ら
の
批
判
理
由
を
述
べ
続
け
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
、
サ
イ
の
投
擲
に
自
由
の
状
態
全

体
を
置
き
得
る
が
、
し
ば
し
ば
或
い
は
そ
の
長
い
投
擲
に
お
け
る
共
和
国
に
と
っ
て
奇
妙
で
は
あ
る
が
、
問
題
と
し
な
い
と
い
う
。
し
か

し
問
題
な
の
は
、
こ
う
し
た
民
会
に
あ
り
得
る
傾
向
な
い
し
性
質
の
手
続
き
を
通
じ
て
で
は
な
く
、
歪
み
得
る
如
き
結
論
の
無
力
を
通
じ

て
で
あ
り
、
か
つ
対
外
的
な
力
な
い
し
財
産
状
態
が
直
ぐ
に
導
入
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
う
し
た
民
会
な
い
し
代
議
院
が
迷
う

こ
と
と
な
る
け
れ
ど
も
、
全
く
の
民
主
制
的
基
礎
の
上
に
建
て
ら
れ
る
、
そ
う
し
た
自
然
的
に
し
て
適
切
な
統
治
状
態
で
の
み
を
除
き
、

決
し
て
い
か
な
る
休
息
も
解
決
も
見
出
せ
ぬ
と
彼
は
、
批
判
す
る
。
他
の
全
て
の
手
続
き
方
式
は
、
そ
の
基
礎
に
対
す
る
上
部
構
造
の
矛

盾
に
必
然
的
に
罪
が
あ
る
と
し
て
無
効
と
な
ら
ね
ば
な
ら
な
く
な
る
と
い
う
。
ハ
リ
ン
ト
ン
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
も
の
は
、
正
直
な

人
々
を
落
胆
せ
し
め
、
そ
う
し
た
結
果
と
し
て
起
こ
る
議
事
に
巻
き
込
み
、
或
い
は
遅
ら
せ
る
こ
と
で
し
か
伴
わ
ぬ
こ
と
に
よ
っ
て
し
ま

う
の
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
は
、
最
高
評
議
会
﹇
議
会
﹈
が
君
主
制
と
な
る
よ
う
に
構
成
し
得
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
共
和
国
の
み
か
ら
な

る
こ
と
で
あ
る
が
故
に
、
他
の
恒
常
的
形
態
を
遂
行
し
得
ぬ
た
め
で
あ
る
と
説
か
れ
る
（
15
）

。

か
く
し
て
『
立
法
』
に
よ
れ
ば
、『
協
約
』
の
枠
組
み
に
お
け
る
矛
盾
的
説
諭
や
疑
問
の
頻
繁
な
高
ま
り
が
起
こ
る
と
い
う
。
続
い
て

彼
は
、
レ
ヴ
ェ
ラ
ー
ズ
に
以
下
の
如
く
疑
問
を
畳
み
か
け
る
。
即
ち
、
人
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
共
和
国
を
も
つ
べ
き
で
あ
る
の
か
。
共

和
国
が
到
来
す
る
の
に
い
ず
れ
の
道
が
あ
る
の
か
。
人
は
ど
の
よ
う
に
共
和
国
を
失
敗
さ
せ
る
も
の
な
の
か
。
共
和
国
と
な
ら
ぬ
ど
ん
な
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可
能
性
が
あ
る
の
か
（
16
）

。

こ
う
し
て
ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
問
題
を
提
示
し
た
後
に
、
そ
れ
ら
に
応
え
る
方
式
を
レ
ヴ
ェ
ラ
ー
ズ
の
立
場
と
絡
め
て
採
用
す
る
。
そ
れ

に
応
え
る
人
が
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
人
は
か
く
し
て
、「
如
何
な
る
軍
隊
に
よ
っ
て
も
常
に
共
和
国
な
ど
設
立
で
き
ぬ
」
と
答
え
る
と
い

う
。
こ
れ
は
彼
の
基
本
原
理
に
沿
う
も
の
で
あ
り
、
力
は
正
義
を
生
ま
ぬ
と
い
う
原
則
（
当
時
の
格
言
の
う
ち
の
一
つ
）
に
基
づ
く
も
の
で

あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
必
然
的
に
共
和
国
も
設
立
す
べ
き
で
な
い
と
い
う
回
答
と
な
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
と
は
逆
に
共
和
国
建
設
の

設
立
者
達
に
よ
っ
て
そ
う
し
た
手
段
に
よ
ら
ぬ
、
馴
染
み
の
事
例
を
列
挙
す
る
。
そ
の
例
外
と
し
て
ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
上
記
の
オ
ス
マ
ン

ト
ル
コ
事
例
を
導
入
す
る
こ
と
と
な
る
（
17
）

。

彼
は
、
こ
れ
に
対
し
て
自
ら
の
イ
ギ
リ
ス
事
例
に
言
及
す
る
。
そ
れ
は
、
持
論
に
よ
る
財
産
と
の
関
係
で
共
和
国
の
設
立
事
項
を
絡
め

る
も
の
で
あ
る
。
ハ
リ
ン
ト
ン
に
よ
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
の
将
校
は
、
自
ら
の
土
地
保
有
地
で
編
隊
を
徴
兵
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
、
貴

族
の
土
地
財
産
を
も
た
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
彼
ら
は
、
自
ら
の
民
衆
に
対
し
て
手
取
り
の
金
額
に
よ
っ
て
耕
さ
せ
た
り
或

い
は
収
穫
を
得
さ
せ
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
将
校
達
は
、
君
主
に
全
体
的
に
従
属
す
る
ほ
ど
ま
で
に
は
彼
ら
の
生
活
に
関
し
て
な
い
わ
け
で

は
な
い
の
で
あ
る
。
と
は
い
え
将
校
達
は
、
自
ら
と
そ
の
相
続
者
達
に
対
し
て
は
永
続
的
に
誠
実
な
民
主
制
的
性
格
を
も
つ
と
い
う
。
さ

て
将
校
の
財
産
が
こ
の
種
の
も
の
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
の
軍
隊
は
、
い
か
な
る
理
由
で
あ
れ
、
君
主
制
を
設
立
せ
ず
、
今
ま
で
で
も
設
立
な

ど
し
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
彼
も
レ
ヴ
ェ
ラ
ー
ズ
も
一
致
す
る
。
と
は
い
え
彼
ら
の
報
酬
は
、
彼
ら
の
土
地
財
産
よ
り
も
か
な
り
多
い

と
い
う
。
彼
ら
に
と
っ
て
議
会
が
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が
ゆ
え
に
、
共
和
国
に
は
き
わ
め
て
多
く
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
彼
ら
が
議
会
の
報
酬
が
君
主
の
報
酬
よ
り
も
遥
か
に
多
い
と
い
う
経
験
か
ら
の
理
由
で
あ
る
。
ハ
リ
ン
ト
ン
の
立
場
か
ら

判
断
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
論
理
と
な
る
。
即
ち
、「
君
主
制
的
傾
向
を
も
ち
、
或
い
は
聖
職
者
と
法
律
家
と
い
っ
た
、
民
主
制
的
権
力
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と
相
容
れ
ぬ
敵
の
利
益
管
理
を
行
う
四
〇
〇
人
は
、
服
従
の
た
め
よ
り
も
む
し
ろ
君
主
の
命
令
な
い
し
支
持
の
た
め
に
軍
に
支
払
う
の
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
以
前
に
認
め
ら
れ
た
如
く
、
手
短
に
真
で
あ
り
得
る
が
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
或
い
は
長
期
的
に
は
言
及
さ
れ
た
理

由
の
ゆ
え
に
、
何
ら
の
効
果
も
な
い
の
で
あ
る
（
18
）

」。

こ
こ
で
は
彼
は
ま
ず
、
一
院
制
的
な
四
〇
〇
人
と
い
う
『
協
約
』
の
最
高
決
定
機
関
を
標
的
に
す
る
。
そ
れ
は
彼
が
民
主
制
と
相
容
れ

ぬ
存
在
と
み
な
す
聖
職
者
や
法
律
家
が
優
位
す
る
も
の
の
利
益
管
理
を
行
う
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。
こ
う
し
た
も
の
は
性
質

上
、
君
主
の
命
令
な
い
し
支
持
の
た
め
に
軍
に
支
払
う
性
格
で
あ
っ
た
は
ず
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
そ
れ
は
、
長
期
的
視
点
か
ら
、
何

ら
軍
と
い
う
力
が
正
義
を
生
ま
ぬ
と
い
う
原
則
に
沿
わ
ぬ
こ
と
と
な
る
か
ら
で
あ
る
と
結
論
づ
け
ら
れ
る
。
ハ
リ
ン
ト
ン
に
言
わ
せ
れ
ば
、

こ
う
し
た
君
主
制
擁
護
論
と
共
和
国
論
が
混
同
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、『
協
約
』
は
、
そ
れ
ら
の
原
理
を
明
確
に
し
て
主
張
す
べ
き
で
あ

る
と
い
う
も
の
で
あ
る
（
19
）

。

（
二
）
共
和
国
統
治
の
概
念
モ
デ
ル
の
提
案

ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
そ
の
議
論
か
ら
本
来
の
共
和
国
モ
デ
ル
へ
と
論
を
進
め
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
君
主
制
か
ら
共
和
国
へ
の
移
行
は
必
然

的
で
あ
る
と
い
う
立
場
を
と
る
。
従
っ
て
彼
は
、
そ
の
理
想
的
国
家
論
を
構
想
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
説
く
。
そ
の
共
和
国
モ
デ
ル

の
枠
組
み
に
は
次
の
二
つ
が
あ
り
、
或
い
は
そ
れ
は
提
案
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
は
、「
共
和
国
の
概
念
枠
組
み
」

で
あ
り
、
容
易
に
理
解
可
能
で
あ
る
が
、
実
行
す
る
に
は
困
難
を
伴
う
と
い
う
。
も
う
一
つ
は
逆
に
、「
実
行
可
能
な
」
枠
組
み
で
あ
り
、

実
際
の
使
用
に
は
容
易
で
あ
る
が
、
理
解
す
る
に
は
困
難
を
伴
う
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
方
法
の
う
ち
の
一
方
が
靴
と
い
う
も
の
に
対
す
る

「
靴
ベ
ラ
」（
履
く
こ
と
を
容
易
に
す
る
調
整
機
能
を
含
意
﹇
ソ
フ
ト
面
﹈）
に
相
当
し
、
も
う
一
方
が
、「
靴
」（
ハ
ー
ド
面
）
そ
の
も
の
に
相
当
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す
る
含
意
に
つ
い
て
述
べ
る
（
20
）

。

ま
ず
「
概
念
的
モ
デ
ル
」
か
ら
そ
れ
を
以
下
の
六
項
目
に
わ
た
っ
て
確
認
す
る
﹇
そ
れ
ら
の
主
要
部
は
、
彼
の
主
著
で
規
定
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
こ
で
の
そ
れ
は
、
よ
り
整
理
さ
れ
て
い
る
が
故
に
示
す
こ
と
と
す
る
﹈。

〈
1
〉
土
着
の
共
和
国
の
領
土
は
、
五
〇
部
族
﹇
州
﹈
な
い
し
区
域
に
、
あ
り
得
る
便
宜
に
よ
る
と
同
様
に
か
く
し
て
分
割
さ
れ
る
。

〈
2
〉
各
部
族
の
国
民
﹇
市
民
﹈（the people

）
が
ま
ず
そ
の
年
齢
に
よ
っ
て
、
次
に
彼
ら
の
財
産
価
値
に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
る
。
例
え

ば
、
一
八
歳
以
上
で
三
〇
歳
以
下
の
人
々
全
て
は
青
年
と
み
な
さ
れ
、
土
地
、
財
、
或
い
は
貨
幣
で
、
一
年
に
一
〇
〇
ポ
ン
ド
以
下
の
収

入
を
え
る
も
の
は
、
歩
兵
と
み
な
さ
れ
る
。
し
か
し
彼
ら
は
数
的
に
多
い
。
し
か
し
そ
れ
以
上
の
収
入
を
も
つ
者
全
て
は
、
騎
兵
と
み
な

さ
れ
る
。

〈
3
〉
各
部
族
は
、
そ
の
数
の
騎
兵
か
ら
騎
士
に
な
る
二
人
の
都
市
民
を
か
つ
﹇
プ
ラ
ス
﹈
同
じ
も
の
の
﹇
騎
兵
﹈
の
三
人
の
高
年
者

を
、
そ
し
て
彼
ら
の
数
の
歩
兵
か
ら
四
人
以
上
の
高
年
者
が
代
表
な
い
し
都
市
民
と
し
て
選
出
さ
れ
る
。
そ
う
し
て
選
出
さ
れ
た
各
騎
士

と
都
市
民
代
表
任
期
が
三
年
と
し
、
か
つ
こ
れ
ら
の
資
格
を
も
つ
者
の
う
ち
の
各
人
に
お
い
て
三
年
任
期
で
仕
え
る
者
が
誰
で
あ
れ
、
三

年
任
期
の
休
暇
が
切
れ
る
ま
で
同
じ
も
の
の
如
何
な
る
者
も
再
選
で
き
ぬ
。

〈
4
〉
共
和
国
の
第
一
年
に
一
〇
〇
人
の
任
期
が
毎
年
終
了
し
得
る
、
三
〇
〇
人
の
騎
士
（
定
員
）
か
ら
な
る
元
老
院
﹇
上
院
﹈
が
存

在
す
る
。
各
部
族
で
二
人
に
よ
っ
て
毎
年
選
出
さ
れ
た
一
〇
〇
人
の
騎
士
が
彼
ら
（
そ
の
任
期
は
か
く
し
て
毎
年
選
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
）

か
ら
元
老
院
（
上
院
）
に
お
い
て
地
位
を
占
め
る
。

〈
5
〉
共
和
国
の
第
一
年
で
一
〇
五
〇
人
の
代
表
（
定
員
）
か
ら
な
る
国
民
﹇
市
民
﹈
代
表
﹇
代
議
院
〈
下
院
〉﹈
が
存
在
す
る
。
そ
の

う
ち
の
四
五
〇
人
が
騎
兵
と
な
る
。
残
り
は
歩
兵
で
あ
る
。
こ
の
代
表
は
、
歩
兵
の
二
〇
〇
人
及
び
騎
兵
の
一
五
〇
人
の
任
期
が
毎
年
終
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了
す
る
よ
う
に
構
成
さ
れ
る
。
各
部
族
の
四
人
の
歩
兵
と
三
人
の
騎
兵
に
よ
っ
て
毎
年
選
出
さ
れ
る
、
こ
う
し
た
二
〇
〇
人
の
歩
兵
と

一
五
〇
人
の
騎
兵
が
彼
ら
（
そ
の
任
期
が
か
く
し
て
毎
年
終
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
）
の
こ
の
代
表
の
地
位
を
占
め
る
。

〈
6
〉
元
老
院
﹇
上
院
﹈
が
討
議
の
権
威
全
体
を
も
ち
、
代
議
院
が
元
老
院
に
よ
っ
て
討
議
さ
れ
た
も
の
が
何
で
あ
れ
、
彼
ら
の
権
威

に
よ
っ
て
公
布
さ
れ
（
即
ち
、
六
週
間
で
印
刷
さ
れ
公
表
さ
れ
る
）、
か
つ
後
に
代
議
院
へ
と
元
老
院
に
よ
っ
て
提
案
さ
れ
る
こ
と
で
前
者
が

同
じ
も
の
に
よ
っ
て
決
議
さ
れ
、
国
王
（
一
人
の
主
権
者
）
と
な
る
よ
う
な
方
法
で
結
果
の
権
限
を
も
つ
（
21
）

。

ハ
リ
ン
ト
ン
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
が
そ
の
共
和
国
の
統
治
モ
デ
ル
の
概
念
的
枠
組
み
全
体
に
お
け
る
内
容
で
あ
る
（
22
）

と
い
う
。

（
三
）
共
和
国
統
治
の
実
際
的
枠
組
み
の
提
案

『
立
法
』
に
よ
れ
ば
、
も
う
一
つ
の
共
和
国
の
枠
組
み
に
関
す
る
実
行
可
能
な
方
式
が
述
べ
ら
れ
る
。
統
治
モ
デ
ル
と
い
う
も
の
は
、

そ
れ
が
実
行
可
能
的
に
与
え
ら
れ
な
け
れ
ば
、
役
立
た
ぬ
と
い
う
。
こ
れ
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
の
憲
法
思
想
の
現
実
的
側
面
で
あ
る
。
実
行

可
能
的
モ
デ
ル
を
与
え
る
こ
と
は
、
人
々
は
、
そ
れ
が
実
行
可
能
的
で
な
い
こ
と
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
言
え
ば
「（
人
々
が
自
分
自
身

の
身
体
の
解
剖
に
通
じ
て
い
な
い
よ
う
に
）
通
じ
て
い
な
い
程
に
、
き
わ
め
て
困
難
で
あ
る
。
こ
こ
に
そ
の
困
難
の
全
体
が
あ
る
（
23
）

」
と
い
う
。

前
述
の
如
く
ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
数
少
な
い
解
剖
学
者
だ
け
が
そ
の
実
行
可
能
性
を
理
解
で
き
る
と
い
う
。
彼
に
よ
れ
ば
、
自
ら
の
よ
う

な
少
数
の
統
治
の
解
剖
学
者
（
専
門
家
）
し
か
そ
の
統
治
モ
デ
ル
の
実
行
可
能
性
を
知
ら
ぬ
が
故
に
、
一
般
の
人
々
に
は
理
解
が
困
難
と

み
な
す
こ
と
と
な
る
。
従
っ
て
統
治
の
解
剖
学
者
と
自
認
す
る
彼
は
、
そ
う
し
た
実
行
可
能
性
が
困
難
な
こ
と
で
も
そ
れ
を
実
行
可
能
な

よ
う
に
試
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
を
可
能
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
説
く
。
彼
に
よ
れ
ば
、
極
め
て
困
難
な
統
治
モ
デ
ル
の
実
行
を

こ
の
当
時
の
機
会
を
除
け
ば
な
お
さ
ら
困
難
に
な
る
が
故
に
、
自
ら
が
そ
の
統
治
モ
デ
ル
を
実
行
可
能
と
せ
し
め
る
た
め
に
次
の
よ
う
に
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試
み
る
こ
と
と
な
る
（
24
）

。

『
立
法
』
に
よ
れ
ば
、
ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
次
の
二
つ
の
こ
と
を
な
す
と
い
う
。
即
ち
、
第
一
に
そ
の
「
投
票
（
規
定
）
を
省
略
す
る
こ

と
で
あ
り
、
次
に
彼
の
前
の
方
式
に
変
更
を
加
え
る
」
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
彼
は
、
こ
の
投
票
を
「
共
和
国
記
述
に
織
り
込
ん
だ
彼
ら
は
、

か
く
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
の
同
じ
こ
と
に
同
じ
欠
陥
を
も
つ
如
く
に
」、
そ
の
読
者
に
お
け
る
理
解
に
関
す
る
こ
と
を
除
い
て
置
き
、

そ
れ
自
体
で
よ
り
完
全
と
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。
ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
こ
う
し
た
投
票
に
関
す
る
理
解
に
無
理
の
あ
る
煩
雑
さ
を
と
り
あ
え

ず
除
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
統
治
モ
デ
ル
の
実
行
可
能
性
を
よ
り
高
め
よ
う
と
試
み
る
。
そ
れ
故
に
彼
は
、
こ
の
共
和
国
の
統
治
モ
デ

ル
の
「
法
条
項
﹇
な
い
し
法
制
度
﹈
を
通
じ
て
、
先
ほ
ど
省
略
し
た
投
票
の
使
用
の
説
明
を
前
提
と
し
て
、
そ
れ
を
実
行
可
能
的
に
関
係

づ
け
よ
う
」
と
試
み
る
と
い
う
。
そ
こ
で
は
こ
の
投
票
の
使
用
は
、
文
章
で
は
説
明
が
困
難
な
側
面
を
も
つ
が
、
じ
っ
く
り
と
分
か
り
や

す
く
説
明
す
れ
ば
、
そ
の
理
解
が
容
易
と
な
る
と
し
、
ハ
リ
ン
ト
ン
の
統
治
モ
デ
ル
を
人
々
に
容
易
に
説
明
す
る
方
式
に
よ
っ
て
、
そ
の

全
体
を
提
案
す
る
こ
と
と
同
じ
理
解
が
得
ら
れ
る
し
、「
最
も
自
然
的
に
し
て
理
解
可
能
な
こ
と
で
あ
る
」
と
説
く
の
で
あ
る
。
こ
う
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
こ
の
明
確
な
統
治
モ
デ
ル
の
市
民
部
・
宗
教
部
・
軍
事
部
・
及
び
属
州
部
を
提
案
す
る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
（
25
）

と
説
く
。

（
1
） J.P
ocock, ed., T

h
e P

olitical W
orks of J.H

arrin
gton, 1977, pp.655-700.

（
2
） J.P
ocock, ed., op.cit., p.656.

（
3
） 

Ibid., pp.656-7.

（
4
） 

Ibid., p.657.
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（
6
） 

Ibid.
（
7
） 

Ibid., pp.657-8.

（
8
） 

Ibid., p.658.

（
9
） 

Ibid.

（
10
） 

Ibid.

（
11
） 

Ibid.

（
12
） 

Ibid.

（
13
） 

Ibid., p.660.

（
14
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Ibid.

（
15
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Ibid.

（
16
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（
17
） 

Ibid., p.661.

（
18
） 

Ibid.

（
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） 

Ibid.

（
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） 

Ibid.

（
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） 
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（
22
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Ibid., p.662.

（
23
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Ibid.

（
24
） 

Ibid.

（
25
） 

Ibid., pp.662-3.
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第
三
節　

結
論

本
稿
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
の
著
作
歴
に
お
い
て
後
期
に
属
す
る
『
立
法
』
を
概
括
す
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
そ
の
目
的
の
下
に

わ
れ
わ
れ
は
、
上
記
の
如
き
そ
の
結
果
﹇
本
論
は
、
か
な
り
細
か
く
項
目
化
し
、
か
つ
論
点
を
明
確
に
し
た
﹈
を
得
た
（
1
）

。
従
っ
て
わ
れ
わ

れ
は
、
本
節
に
お
い
て
、
本
論
の
若
干
の
確
認
及
び
補
足
を
な
す
こ
と
と
な
る
。

ま
ず
わ
れ
わ
れ
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
が
そ
の
表
題
に
示
し
た
「
立
法
の
技
術
」
の
定
義
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。
と
い
う
の
は
彼
は
、

そ
の
包
括
的
な
概
念
の
も
と
で
「
立
法
の
技
術
」
を
表
現
し
た
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
、
彼
に
よ
れ
ば
、「
真
な
る
立
法
の
技
術
は
、
最
高

の
法
な
い
し
国
民
に
安
全
を
与
え
る
こ
と
で
あ
り
、
国
民
か
ら
選
出
さ
れ
る
も
の
の
責
務
で
あ
る
」
と
主
張
す
る
。
こ
れ
は
、
純
粋
に
自

然
的
に
し
て
暴
力
を
除
去
す
る
必
要
が
あ
る
、「
共
和
国
の
均
衡
な
い
し
基
礎
」
と
一
致
す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
「
必
要
な

上
部
構
造
を
樹
立
す
る
こ
と
か
ら
な
る
（
2
）

」
も
の
で
あ
る
。
ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
こ
う
し
た
立
法
の
技
術
概
念
の
下
で
自
ら
の
広
範
な
立
法
思

想
を
明
確
に
し
よ
う
と
努
め
て
き
た
。

わ
れ
わ
れ
は
、
引
き
続
き
本
稿
の
冒
頭
事
項
を
確
認
す
る
と
し
よ
う
。
わ
れ
わ
れ
は
、
前
出
の
ポ
ー
コ
ッ
ク
が
適
切
に
述
べ
る
如
く
、

ハ
リ
ン
ト
ン
が
自
ら
の
主
著
か
ら
数
年
後
の
『
立
法
』
に
お
い
て
、
そ
の
「
明
晰
性
な
ど
に
お
い
て
格
段
に
進
歩
（
3
）

」
を
遂
げ
た
時
期
の
も

の
と
し
て
理
解
す
る
。 

本
稿
は
、
こ
う
し
た
視
点
か
ら
そ
の
大
部
な
『
立
法
』
が
「
野
心
的
」
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
と
な
る
。

と
は
い
え
そ
の
ポ
ー
コ
ッ
ク
が
述
べ
る
如
く
、
こ
の
著
作
に
主
著
以
上
に
独
創
的
な
も
の
を
望
む
こ
と
に
は
無
理
が
あ
る
。
従
っ
て
わ
れ

わ
れ
は
、
立
法
思
想
に
つ
い
て
そ
の
著
作
の
体
系
的
精
緻
化
に
お
い
て
ハ
リ
ン
ト
ン
の
長
所
を
見
出
す
こ
と
が
可
能
と
み
な
す
も
の
で
あ

る
。
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こ
の
著
作
の
背
景
は
、
当
時
の
共
和
制
統
治
が
市
民
の
自
由
と
権
利
の
実
現
を
目
指
す
ハ
リ
ン
ト
ン
の
理
想
と
は
異
な
り
、
混
迷
を
き

わ
め
る
時
期
に
書
か
れ
た
こ
と
に
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
と
は
逆
に
、
こ
の
著
作
の
執
筆
時
期
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
が
ネ
ヴ
ィ
ル
ら
と
と
も
に

そ
の
共
和
主
義
運
動
を
最
も
積
極
的
に
展
開
し
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
『
立
法
』
は
、
こ
う
し
た
時
代
背
景
の
下
で
書
か
れ
た
も
の

と
判
断
で
き
る
。
こ
う
し
た
意
味
で
こ
の
著
作
は
、
表
現
上
も
理
論
上
も
体
系
的
成
熟
期
の
も
の
と
位
置
付
け
ら
れ
る
。
さ
ら
に
こ
の
著

作
は
、
ポ
ー
コ
ッ
ク
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
特
に
そ
の
第
二
巻
﹇
民
の
カ
ナ
ン
定
着
期
の
イ
ス
ラ
エ
ル
共
和
国
も
、
か
つ
そ
の
以
前
の
諸

地
域
に
お
い
て
も
共
和
国
で
あ
っ
た
と
い
う
信
念
な
ど
﹈
が
「
自
ら
の
立
場
の
包
括
的
な
意
見
」
の
主
張
（
4
）

で
も
あ
っ
た
。
ゆ
え
に
わ
れ
わ

れ
は
、
そ
れ
を
中
心
に
総
括
し
た
。

紙
幅
の
都
合
上
、
最
後
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
こ
の
著
作
に
お
け
る
重
要
な
論
点
の
う
ち
の
一
つ
は
、
イ
ギ
リ
ス
革
命
期
（
な
い
し

内
戦
と
空
位
期
を
含
む
）
に
お
け
る
ハ
リ
ン
ト
ン
と
そ
の
急
進
主
義
者
達
と
の
関
連
問
題
で
あ
る
。
例
え
ば
、
そ
れ
は
こ
の
『
立
法
』
の
第

三
巻
に
よ
っ
て
論
証
し
た
よ
う
に
、
ハ
リ
ン
ト
ン
が
自
ら
の
立
場
と
共
通
点
を
も
つ
レ
ヴ
ェ
ラ
ー
ズ
ら
の
『
協
約
』
と
の
関
連
事
項
で
あ

る
。
確
か
に
わ
れ
わ
れ
は
、
当
時
の
民
主
制
的
主
張
に
お
い
て
両
者
が
類
似
す
る
が
、
前
者
が
よ
り
現
実
主
義
的
側
面
を
多
く
有
し
、
後

者
が
理
想
主
義
的
な
い
し
楽
観
主
義
的
過
ぎ
る
こ
と
を
強
調
し
た
（
5
）

。
し
か
し
こ
の
著
作
に
関
し
て
言
え
ば
、
本
稿
は
、
両
者
が
両
極
端
で

あ
る
と
ば
か
り
言
え
ぬ
側
面
を
示
し
て
き
た
こ
と
も
確
認
し
て
お
こ
う
。

（
1
） J.T

oland, ed., T
h

e ocean
a of Jam

es H
arrin

gton
 an

d
 h

is oth
er w

orks, 1737, pp.383-469. 

（
2
） J.P

ocock, ed., T
h

e P
olitical W

orks of Jam
es H

arrin
gton, 1977, p.603.

（
3
） J.P

ocock, ed., op.cit., p.101.
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（
4
） 

Ibid., p.104.
（
5
） 

例
え
ば
、
拙
稿
「
ハ
リ
ン
ト
ン
の
平
等
な
共
和
国
（
な
い
し
自
由
国
家
）
に
関
す
る
一
考
察
」（『
政
経
研
究
』
二
〇
一
二
年
）
な
ど
。

な
お
ハ
リ
ン
ト
ン
と
レ
ヴ
ェ
ラ
ー
ズ
ら
を
「
急
進
主
義
」
思
想
範
疇
に
包
摂
し
よ
う
と
す
る
も
の
は
、
以
下
の
文
献
で
あ
る
。

G
.B
urgess et al. eds., E

n
glish

 R
ad

icalism
, 1550-1850, C

am
bridge, 2007.
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ボ
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隆　
　

司

一　

問
題
の
所
在

日
米
安
保
条
約
は
、
一
九
五
二
年
四
月
に
発
効
し
、
そ
の
後
、
一
九
六
〇
年
一
月
に
改
定
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
内
乱
や
騒
擾
と

い
っ
た
事
態
が
生
じ
た
場
合
、
米
軍
が
出
動
で
き
る
と
の
規
定
、
第
三
国
が
日
本
に
駐
留
す
る
場
合
、
ア
メ
リ
カ
側
の
許
可
を
要
す
る
規

定
等
は
な
く
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
日
本
の
自
主
性
・
発
言
権
を
確
保
す
る
た
め
、
同
条
約
に
附
属
す
る
「
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と

の
間
の
相
互
協
力
及
び
安
全
保
障
条
約
第
六
条
の
実
施
に
関
す
る
交
換
公
文
」（
署
名
者
で
あ
る
岸
信
介
総
理
と
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ハ
ー
タ
ー
国

務
長
官
の
名
を
と
り
、「
岸
・
ハ
ー
タ
ー
交
換
公
文
」
と
呼
ば
れ
る
。）
に
お
い
て
、
事
前
協
議
制
度
が
も
う
け
ら
れ
た
。
同
交
換
公
文
で
は
、
米

軍
の
装
備
に
お
け
る
重
要
な
変
更
、
配
置
に
お
け
る
重
要
な
変
更
、
戦
闘
作
戦
行
動
の
た
め
の
基
地
使
用
が
、
事
前
協
議
の
対
象
と
さ
れ
、

さ
ら
に
、
そ
の
解
釈
文
書
と
し
て
、「
討
議
の
記
録
」
と
い
う
密
約
が
か
わ
さ
れ
て
い
る
。



一
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二

改
定
前
の
旧
安
保
条
約
で
は
、
米
軍
が
日
本
に
ど
の
よ
う
な
兵
器
を
持
ち
込
も
う
が
、
あ
る
い
は
、
日
本
の
安
全
と
は
か
か
わ
り
な
く
、

在
日
基
地
か
ら
ど
こ
を
攻
撃
し
よ
う
が
、
ま
っ
た
く
制
約
が
な
く
、
米
軍
は
自
由
に
行
動
で
き
た
。
し
か
し
、
核
の
持
ち
込
み
は
日
本
の

国
民
感
情
か
ら
反
発
が
強
く
、
ま
た
、
戦
闘
作
戦
行
動
の
た
め
の
基
地
使
用
に
よ
っ
て
、
日
本
が
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
る

と
の
懸
念
が
国
民
の
あ
い
だ
に
広
が
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
米
軍
が
日
本
に
核
兵
器
を
持
ち
込
む
、
あ
る
い
は
、
戦
闘
作
戦
行
動
の
た

め
の
基
地
使
用
は
、
日
本
と
の
事
前
協
議
を
経
て
、
実
質
的
に
は
、
日
本
の
同
意
を
得
る
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
た
。

こ
の
事
前
協
議
制
度
は
、
日
米
安
保
条
約
体
制
に
特
有
の
も
の
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
交
渉
が
お
こ
な
わ
れ

て
い
た
一
九
五
九
年
、
ア
メ
リ
カ
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
の
間
で
米
比
軍
事
基
地
協
定
の
改
定
交
渉
が
お
こ
な
わ
れ
、
日
米
間
の
事
前
協
議
制

度
に
類
似
す
る
議
論
が
な
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
交
渉
は
、
日
米
安
保
条
約
改
定
交
渉
の
米
比
版
と
い
え
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の

二
つ
の
交
渉
時
期
は
重
な
り
、
在
京
米
大
使
館
か
ら
在
比
米
大
使
館
に
、
随
時
、
日
米
安
保
改
定
の
交
渉
状
況
が
報
告
さ
れ
て
い
た
。
こ

う
し
た
経
緯
を
踏
ま
え
、
本
稿
は
、
米
比
軍
事
基
地
協
定
の
改
定
交
渉
で
、
事
前
協
議
制
度
が
ど
の
よ
う
に
議
論
さ
れ
、
い
か
な
る
形
で

導
入
さ
れ
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
、
日
米
安
保
条
約
の
事
前
協
議
制
度
を
研
究
す
る
一
助
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
米
比
軍
事
基
地
協
定
の
改
定
は
、
一
九
九
二
年
に
米
軍
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
完
全
撤
退
す
る
遠
因
と
な
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
る
（
1
）

。
日
本
か
ら
の
米
軍
撤
退
が
進
ま
な
い
な
か
、
米
比
軍
事
基
地
協
定
の
改
定
交
渉
で
は
、
米
比
は
い
か
な
る
方
針
で

臨
み
、
ま
た
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
交
渉
し
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
日
米
安
保
条
約
を
考
え
る
上
で
も
重
要
で
あ
る
。
と

く
に
、
米
比
軍
事
基
地
協
定
の
改
定
交
渉
を
詳
細
に
分
析
し
た
研
究
成
果
は
こ
れ
ま
で
な
く
、
在
京
米
大
使
館
か
ら
在
比
米
大
使
館
宛
て

の
電
報
で
、
安
保
条
約
改
定
交
渉
の
情
報
が
提
供
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
筆
者
が
別
稿
で
い
く
つ
か
紹
介
し
て
い
る
程
度
で
あ
る
（
2
）

。

本
稿
は
、
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
米
比
軍
事
基
地
協
定
を
め
ぐ
る
交
渉
過
程
を
、
ア
メ
リ
カ
側
史
料
を
も
と
に
解
明
す
る
。
こ
う
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し
た
二
国
間
交
渉
で
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
側
史
料
も
利
用
可
能
で
あ
れ
ば
、
検
証
精
度
が
よ
り
高
ま
る
。
た
だ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
立
公
文
書

館
に
問
い
合
わ
せ
た
か
ぎ
り
で
は
、
本
問
題
に
関
す
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
側
史
料
は
残
さ
れ
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
（
3
）

。
こ
う
し
た
制
約

は
あ
る
が
、
本
稿
は
、
以
下
の
節
で
、
つ
ぎ
の
点
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

第
二
節
で
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
歴
史
を
概
観
し
、
米
比
軍
事
基
地
協
定
が
締
結
さ
れ
た
経
緯
を
跡
づ
け
る
。
第
三
節
は
、
事
前
協
議
制

度
が
盛
り
込
ま
れ
た
ボ
ー
レ
ン
・
セ
ラ
ノ
協
定
を
紹
介
す
る
。
そ
の
上
で
、
第
四
節
で
は
、
長
距
離
ミ
サ
イ
ル
の
事
前
協
議
、
第
五
節
は
、

戦
闘
作
戦
行
動
の
た
め
の
基
地
使
用
に
つ
い
て
の
機
密
了
解
事
項
、
第
六
節
で
は
、
事
前
協
議
全
般
に
関
す
る
ボ
ー
レ
ン
の
書
簡
を
明
ら

か
に
す
る
。
最
後
の
第
七
節
で
、
事
前
協
議
制
度
を
中
心
に
、
日
米
交
渉
と
米
比
交
渉
と
を
比
較
す
る
。

二　

米
比
軍
事
基
地
協
定
の
改
定
交
渉

一
九
四
六
年
七
月
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
ア
メ
リ
カ
か
ら
独
立
し
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国
が
誕
生
し
た
。
一
六
世
紀
半
ば
以
降
の
ス
ペ
イ
ン

に
よ
る
支
配
、
一
九
世
紀
末
か
ら
の
ア
メ
リ
カ
の
支
配
に
終
止
符
が
打
た
れ
た
。
し
か
し
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
、
独
立
後
も
、
旧
宗
主
国
ア

メ
リ
カ
の
強
い
影
響
下
に
あ
り
、
一
九
四
七
年
に
米
比
軍
事
基
地
協
定
、
一
九
五
一
年
に
米
比
相
互
防
衛
条
約
を
締
結
し
（
一
九
五
二
年

発
効
）、
ア
メ
リ
カ
と
の
同
盟
関
係
を
強
化
し
て
い
っ
た
（
4
）

。

米
比
軍
事
基
地
協
定
の
有
効
期
間
は
九
九
年
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
基
地
の
形
態
が
、
植
民
地
か
ら
基
地
租
借
に
変
わ
っ
た
に
す
ぎ

ず
、
同
条
約
は
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
植
民
地
支
配
の
継
続
を
象
徴
し
、
在
比
米
軍
基
地
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
・
国
民
の
批
判
の
的
と
な
っ
て

い
た
（
5
）

。
ま
た
、
相
互
防
衛
条
約
は
、
そ
の
名
が
示
す
よ
う
に
、
相
互
防
衛
を
規
定
し
て
い
る
。
条
約
上
、
防
衛
義
務
が
発
生
す
る
地
域

は
、
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
い
ず
れ
か
当
事
者
へ
の
攻
撃
と
な
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
施
政
権
が
及
ば
な
い
太
平
洋
上
、
た
と
え
ば



一
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公
海
上
の
一
方
当
事
者
の
船
舶
・
航
空
機
に
対
す
る
攻
撃
の
場
合
も
、
条
約
上
の
防
衛
義
務
が
生
じ
る
。
こ
の
点
は
、
新
日
米
安
保
条
約

の
条
約
地
域
が
、
日
本
本
土
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
比
べ
る
と
、
米
比
相
互
防
衛
条
約
の
場
合
、
条
約
地
域
の
範
囲
が
広
く
規
定

さ
れ
、
そ
の
意
味
で
は
、
よ
り
相
互
性
の
高
い
条
約
と
な
っ
て
い
た
。

米
比
軍
事
基
地
協
定
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
側
か
ら
お
お
く
の
批
判
が
出
さ
れ
る
な
か
、
ま
ず
登
場
し
た
の
が
、
刑
事
裁
判
管
轄
権
の
問
題
で

あ
っ
た
。
一
般
に
、
こ
の
問
題
は
、
被
害
者
が
誰
か
、
加
害
者
が
誰
か
、
公
務
中
か
、
そ
れ
に
、
犯
罪
が
基
地
内
で
お
こ
な
わ
れ
た
の
か

否
か
等
に
よ
り
、
取
り
扱
い
が
異
な
り
、
複
雑
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
、
当
時
の
米
比
軍
事
基
地
協
定
の
刑
事
裁
判
管
轄
権
と

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
協
定
の
そ
れ
と
を
比
較
し
、
そ
の
違
い
が
明
確
に
な
る
典
型
的
な
例
を
紹
介
し
て
お
く
。
そ
れ
は
、
米
軍
人
が
基
地
内
で
犯
し

た
罪
の
被
害
者
が
受
入
国
民
の
場
合
で
あ
る
。
米
比
軍
事
基
地
協
定
の
下
で
は
、
犯
行
場
所
が
基
地
内
の
場
合
、
ア
メ
リ
カ
側
が
専
属
管

轄
権
を
有
し
て
い
た
。
こ
の
結
果
、
そ
の
裁
判
は
ア
メ
リ
カ
側
が
お
こ
な
う
。
こ
れ
に
対
し
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
協
定
に
お
け
る
競
合
的
管
轄
権

で
は
、
受
入
国
民
が
被
害
者
の
場
合
、
受
入
国
が
優
先
的
に
裁
判
管
轄
権
を
行
使
す
る
（
6
）

。
こ
の
よ
う
に
基
地
内
で
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
裁
判

権
が
原
則
と
し
て
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

こ
の
米
比
軍
事
基
地
協
定
、
と
り
わ
け
刑
事
裁
判
管
轄
権
の
改
定
問
題
は
、
一
九
五
四
年
か
ら
米
比
間
で
交
渉
が
開
始
さ
れ
た
が
、

ま
っ
た
く
進
展
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
（
7
）

。
そ
う
し
た
な
か
、
一
九
五
七
年
四
月
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ボ
ー
レ
ン
が
駐
比
米
大
使
と
し
て
赴
任
す

る
。
ボ
ー
レ
ン
は
駐
ソ
大
使
を
つ
と
め
た
経
験
を
有
す
る
大
物
外
交
官
で
あ
っ
た
。
ボ
ー
レ
ン
の
交
渉
相
手
は
、
カ
ル
ロ
ス
・
ガ
ル
シ
ア

大
統
領
の
下
、
外
務
大
臣
を
つ
と
め
て
い
た
フ
ェ
リ
ク
ス
ベ
ル
ト
・
Ｍ
・
セ
ラ
ノ
で
あ
る
。
ボ
ー
レ
ン
と
セ
ラ
ノ
と
の
間
で
、
一
九
五
八

年
一
一
月
、
米
比
軍
事
基
地
協
定
改
定
予
備
交
渉
が
開
始
さ
れ
る
（
8
）

。
同
年
一
〇
月
に
は
、
日
米
安
保
条
約
改
定
を
め
ざ
し
、
藤
山
愛
一
郎

外
務
大
臣
と
ダ
グ
ラ
ス
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
二
世
駐
日
大
使
と
の
公
式
交
渉
が
開
始
さ
れ
て
い
た
。
日
米
安
保
条
約
と
米
比
軍
事
基
地
協
定
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の
改
定
交
渉
は
、
ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
し
て
開
始
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

ボ
ー
レ
ン
・
セ
ラ
ノ
会
談
で
、
議
題
と
し
て
合
意
さ
れ
た
の
は
、
つ
ぎ
の
四
点
で
あ
っ
た
。
⑴
こ
れ
ま
で
も
最
大
の
懸
案
事
項
と
な
っ

て
き
た
刑
事
裁
判
管
轄
権
の
問
題
。
⑵
基
地
の
運
営
問
題
。
こ
れ
に
は
、
基
地
内
に
あ
る
自
然
資
源
の
利
用
や
課
税
の
問
題
も
含
ま
れ
る
。

⑶
基
地
の
土
地
問
題
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
ア
メ
リ
カ
の
植
民
地
で
あ
っ
た
た
め
、
米
軍
基
地
の
境
界
が
明
確
で
な
い
と
こ
ろ
が
多
数
あ
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
不
要
と
な
っ
た
基
地
の
返
還
、
既
存
の
基
地
の
拡
張
問
題
も
こ
れ
に
含
ま
れ
る
。
⑷
軍
事
上
の
協
議
と
協
力
。
こ
れ
に
も

い
く
つ
か
問
題
が
あ
る
が
、
本
稿
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
言
え
ば
、
基
地
使
用
の
た
め
の
協
議
が
も
っ
と
も
重
要
と
な
る
。

こ
の
う
ち
、
刑
事
裁
判
管
轄
権
に
つ
い
て
の
交
渉
は
、
一
九
五
八
年
末
に
暗
礁
に
乗
り
上
げ
、
一
九
五
九
年
七
月
に
い
た
り
、
ボ
ー
レ

ン
と
セ
ラ
ノ
は
、
前
述
の
四
つ
の
議
題
の
う
ち
、
基
地
の
土
地
問
題
を
先
に
交
渉
す
る
こ
と
で
合
意
し
た
。
具
体
的
に
は
、
基
地
の
返
還

問
題
、
基
地
の
境
界
確
定
、
基
地
と
し
て
新
た
に
必
要
な
土
地
の
問
題
等
を
解
決
す
る
原
則
を
打
ち
出
す
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
点
に

つ
い
て
は
、
八
月
一
〇
日
ま
で
に
合
意
に
い
た
っ
た
（
9
）

。
そ
の
後
、
両
者
は
、
基
地
使
用
と
い
う
議
題
に
取
り
組
み
、
最
終
的
に
合
意
す
る

の
は
一
〇
月
一
二
日
で
あ
る
。
交
渉
期
間
は
約
二
ヵ
月
で
あ
っ
た
。

基
地
使
用
を
め
ぐ
る
交
渉
で
の
争
点
は
、
ほ
ぼ
一
貫
し
て
、
戦
闘
作
戦
行
動
の
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。
核
兵
器
の
問
題
も
取
り
上
げ

ら
れ
た
が
、
日
米
間
と
は
異
な
り
、
か
な
り
明
確
な
形
で
こ
の
問
題
は
決
着
を
み
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
側
は
、
戦
闘
作
戦
行
動
の
た
め
の
基

地
使
用
で
は
ふ
た
つ
の
点
で
執
拗
に
抵
抗
し
た
。
ひ
と
つ
が
、
事
前
協
議
の
対
象
と
な
る
戦
闘
作
戦
行
動
の
範
囲
を
な
る
べ
く
広
く
し
よ

う
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
戦
闘
作
戦
行
動
の
た
め
の
基
地
使
用
以
外
に
も
協
議
の
余
地
を
残
そ
う
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
ふ
た
つ
を
中
心
に
本
稿
は
考
察
を
す
す
め
る
が
、
ま
ず
、
ボ
ー
レ
ン
・
セ
ラ
ノ
協
定
の
内
容
に
つ
い
て
、
明
ら
か
に
し
て
お
く
。



一
九
六

三　

ボ
ー
レ
ン
・
セ
ラ
ノ
協
定

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
日
米
安
保
条
約
の
改
定
交
渉
中
、
在
京
米
大
使
館
か
ら
在
比
米
大
使
館
に
、
随
時
、
日
米
交
渉
の
進
捗
状
況
が

伝
え
ら
れ
て
い
た
。
事
前
協
議
制
度
は
、
日
米
安
保
条
約
に
特
有
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
米
比
軍
事
基
地
協
定
改
定
交
渉
に
お
い
て
も

重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
。
事
前
協
議
を
め
ぐ
る
交
渉
が
ま
と
ま
る
の
は
、
一
九
五
九
年
一
〇
月
一
二
日
で
あ
る
。
日
米
間
で
は
、「
討

議
の
記
録
」
に
つ
い
て
の
交
渉
が
す
で
に
終
了
し
、「
朝
鮮
議
事
録
」
の
交
渉
が
大
詰
め
を
迎
え
る
時
期
で
あ
っ
た
。

事
前
協
議
に
関
連
す
る
文
書
だ
け
を
取
り
あ
げ
る
と
、
ボ
ー
レ
ン
と
セ
ラ
ノ
は
、
三
つ
の
文
書
に
署
名
し
た
。
⑴
合
意
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
、

⑵
合
意
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
の
経
緯
と
解
釈
を
記
し
た
機
密
了
解
議
事
録
、
⑶
一
般
協
議
に
関
す
る
ボ
ー
レ
ン
の
書
簡
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、

⑵
を
除
い
た
ふ
た
つ
の
文
書
は
、
報
道
陣
の
前
で
、
署
名
が
な
さ
れ
た
。
ま
ず
は
こ
の
三
つ
の
文
書
を
以
下
に
あ
げ
、
そ
の
後
に
内
容
を

検
討
す
る
。

合
意
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
の
正
式
名
称
は
、「
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国
政
府
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
政
府
間
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
内
に
あ
る
米
軍
基

地
の
戦
闘
作
戦
行
動
の
た
め
の
作
戦
使
用
、
軍
事
基
地
の
期
間
と
終
了
、
お
よ
び
、
相
互
防
衛
に
関
す
る
合
意
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
」
で
あ
る
（
10
）

。

こ
の
名
称
か
ら
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
の
構
成
が
、
⒜
戦
闘
作
戦
行
動
の
た
め
の
在
比
米
軍
基
地
の
作
戦
使
用
、
⒝
軍
事
基
地
使
用
の
期
間
と
終

止
、
⒞
相
互
防
衛
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

⒝
に
つ
い
て
補
足
し
て
お
く
な
ら
ば
、
米
比
軍
事
基
地
協
定
で
は
、
そ
の
二
九
条
で
、
有
効
期
間
が
九
九
年
と
な
っ
て
い
た
。
イ
ギ
リ

ス
に
よ
る
香
港
の
租
借
を
想
起
さ
せ
る
よ
う
な
、
き
わ
め
て
長
い
期
間
で
あ
る
。
合
意
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
で
は
、
期
間
は
二
五
年
に
短
縮
さ

れ
、
期
間
満
了
時
に
、
両
国
政
府
の
合
意
に
よ
り
、
協
定
の
更
新
も
可
能
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
満
了
前
に
双
方
の
合
意
で
終
止
す
る



ボ
ー
レ
ン
・
セ
ラ
ノ
協
定
と
事
前
協
議
制
度
（
信
夫
）

一
九
七

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

同
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
の
第
一
項
⒜
は
、
事
前
協
議
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

⒜
協
議
：
合
衆
国
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
内
に
あ
る
基
地
を
戦
闘
作
戦
行
動
の
た
め
使
用
す
る
こ
と
は
、
米
比
相
互
防
衛
条
約
、
東
南

ア
ジ
ア
集
団
防
衛
条
約
に
し
た
が
っ
て
と
ら
れ
る
戦
闘
作
戦
行
動
を
除
き
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
政
府
と
の
事
前
協
議
の
主
題
と
す
る
。

合
衆
国
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
内
の
基
地
に
長
距
離
ミ
サ
イ
ル
（
Ｉ
Ｒ
Ｂ
Ｍ
、
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
）
を
設
置
す
る
こ
と
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
政
府

と
の
事
前
協
議
の
主
題
と
す
る
。

つ
ぎ
に
、
こ
の
公
表
合
意
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
の
解
釈
を
示
し
た
機
密
了
解
議
事
録
（M

inute of U
nderstanding

）
と
は
以
下
の
と
お
り
で

あ
る
。

一
九
五
九
年
一
〇
月
一
九
日
に
署
名
さ
れ
た
合
意
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
第
一
項
⒜
に
関
し
、「
戦
闘
作
戦
行
動
」
と
い
う
字
句
は
、
戦

闘
作
戦
行
動
を
直
接
し
か
け
る
意
味
と
理
解
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、「
直
接
し
か
け
る
」
と
い
う
字
句
は
削
除
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
側
の
要
請
に
応
じ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
字
句
に
よ
っ
て
、
国
連
憲
章
に
違
反
し
た
攻
撃
的
作
戦
を
目
的
に
、

基
地
が
使
用
さ
れ
る
と
の
意
味
に
誤
解
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
で
あ
る
。



一
九
八

さ
ら
に
、
ボ
ー
レ
ン
か
ら
セ
ラ
ノ
宛
て
の
書
簡
の
本
文
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

在
比
基
地
の
協
議
を
お
こ
な
う
た
め
、
議
題
が
合
意
さ
れ
、
わ
れ
わ
れ
は
さ
ま
ざ
ま
な
点
を
協
議
し
て
き
た
が
、
こ
れ
と
関
連
し
、

協
議
さ
れ
た
す
べ
て
の
事
項
が
合
意
に
い
た
り
、
公
式
文
書
と
な
る
場
合
、
そ
の
な
か
に
、
わ
が
国
政
府
は
つ
ぎ
の
文
言
を
盛
り
込

む
用
意
が
あ
る
旨
を
本
使
は
貴
大
臣
に
通
知
す
る
。

「
こ
れ
ら
の
協
定
に
お
い
て
は
、
し
か
る
べ
き
状
況
下
、
い
ず
れ
の
政
府
も
特
に
関
心
の
あ
る
問
題
を
他
方
の
政
府
に
提
起
し
う

る
固
有
の
権
利
を
有
し
、
そ
の
権
利
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
。」

以
下
、
こ
の
順
番
で
検
討
す
る
。

四　

長
距
離
ミ
サ
イ
ル
に
関
す
る
事
前
協
議

合
意
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
で
は
、
そ
の
後
段
に
、
長
距
離
ミ
サ
イ
ル
の
在
比
米
軍
基
地
へ
の
設
置
（establishm

ent

）
が
事
前
協
議
の
対
象

と
な
る
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
「
核
」
と
い
う
言
葉
は
登
場
し
な
い
。
た
だ
、
経
済
性
や
命
中
精
度
か
ら
考
え
、
長
距
離
ミ
サ
イ

ル
に
通
常
爆
弾
は
搭
載
さ
れ
ず
、
核
弾
頭
を
搭
載
す
る
の
が
当
時
の
常
識
で
あ
っ
た
（
11
）

。
し
た
が
っ
て
、
米
比
間
で
は
、
日
米
間
の
よ
う
な

核
の
持
ち
込
み
問
題
は
浮
上
し
な
か
っ
た
。
た
だ
、
核
弾
頭
を
搭
載
し
た
長
距
離
ミ
サ
イ
ル
に
つ
い
て
の
米
側
の
立
場
を
考
え
る
上
で
、
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一
九
九

こ
の
問
題
は
重
要
で
あ
る
。

ま
ず
、
国
務
省
か
ら
ボ
ー
レ
ン
に
発
せ
ら
れ
た
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
訓
令
（
一
九
五
九
年
八
月
一
三
日
付
）
を
み
て
み
よ
う
（
12
）

。
そ
れ
に

よ
る
と
、
在
比
米
軍
基
地
に
核
兵
器
を
持
ち
込
み
・
貯
蔵
す
る
ア
メ
リ
カ
の
権
利
の
話
を
、
ア
メ
リ
カ
側
か
ら
持
ち
出
し
て
は
な
ら
な
い

と
さ
れ
て
い
る
。
も
し
セ
ラ
ノ
が
こ
の
問
題
を
取
り
あ
げ
た
な
ら
、
ボ
ー
レ
ン
は
、「
核
兵
器
は
、
現
在
の
米
軍
全
体
の
装
備
の
な
か
の

一
部
を
な
し
て
お
り
、
そ
れ
を
根
拠
に
、
核
兵
器
の
展
開
は
当
然
の
こ
と
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
」
と
答
え
る
と
な
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
、

セ
ラ
ノ
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
内
の
核
の
存
否
を
尋
ね
た
な
ら
、
核
の
所
在
は
「
肯
定
も
否
定
も
し
な
い
」
と
い
う
ア
メ
リ
カ
の
公
式
政
策
を

説
明
し
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
核
兵
器
が
存
在
す
る
と
の
明
言
は
避
け
る
と
な
っ
た
。
た
だ
、
ボ
ー
レ
ン
・
セ
ラ
ノ
会
談
で
セ
ラ
ノ
は
核
の
問

題
に
ほ
と
ん
ど
関
心
を
示
さ
ず
、
両
者
の
間
で
突
っ
込
ん
だ
議
論
は
お
こ
な
わ
れ
な
か
っ
た
（
13
）

。

フ
ィ
リ
ピ
ン
国
内
で
も
、
ミ
サ
イ
ル
基
地
建
設
問
題
へ
の
関
心
は
高
ま
っ
て
い
た
。
具
体
的
に
は
、
一
九
五
八
年
五
月
、
ク
ラ
ロ
・

Ｍ
・
レ
ク
ト
上
院
議
員
が
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
内
の
基
地
に
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
が
貯
蔵
さ
れ
る
、
あ
る
い
は
、
発
射
基
地
が
建
設
さ
れ
る
場

合
に
は
、
建
設
前
に
、
議
会
の
同
意
を
必
要
と
す
る
と
の
決
議
案
を
提
出
し
て
い
た
。
こ
の
案
は
、
そ
の
後
す
ぐ
、
上
院
に
お
い
て
全
会

一
致
で
採
択
さ
れ
て
い
る
（
14
）

。
こ
の
決
議
案
に
は
、「
避
雷
針
」
と
い
う
概
念
が
用
い
ら
れ
た
。
避
雷
針
と
は
ミ
サ
イ
ル
基
地
を
意
味
し
、

戦
争
に
な
っ
た
場
合
、
そ
こ
が
敵
の
核
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
の
主
た
る
目
標
と
な
り
、
瞬
時
に
し
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
国
土
が
破
壊
さ
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
懸
念
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
内
の
事
情
も
あ
り
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
の
事
前
協
議
お
よ
び
そ
の
同
意
が
な
け
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
は
ミ
サ
イ

ル
発
射
基
地
を
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
建
設
で
き
な
い
、
と
セ
ラ
ノ
は
主
張
し
た
。
同
時
に
、
セ
ラ
ノ
は
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
や
Ｉ
Ｒ
Ｂ
Ｍ
を
念
頭
に
置
い

て
い
る
と
説
明
し
て
い
る
。
若
干
の
修
文
が
施
さ
れ
、
こ
の
セ
ラ
ノ
の
提
案
は
、
最
終
的
に
合
意
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
の
第
一
項
⒜
後
段
の
文



二
〇
〇

言
と
な
る
。

こ
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
事
例
は
、
ア
メ
リ
カ
側
が
核
の
持
ち
込
み
と
し
て
何
を
考
え
て
い
た
の
か
を
知
る
上
で
参
考
に
な
る
。
ア
メ
リ
カ

は
、
核
の
問
題
を
、
直
接
、
提
起
す
る
の
を
避
け
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
側
の
提
案
に
応
じ
る
形
で
、
ミ
サ
イ
ル
基
地
建
設
を
事
前
協
議
の
対
象

と
す
る
こ
と
に
同
意
し
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
が
、
核
「
持
ち
込
み
」
の
本
来
の
姿
だ
と
考
え
て
い
た
も
の
だ
ろ
う
。
た
だ
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
場
合
、
事
前
協
議
の
対
象
は
、
Ｉ
Ｒ
Ｂ
Ｍ
や
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
と
い
っ
た
長
距
離
ミ
サ
イ
ル
基
地
の
建
設
と
明
確
で
あ
り
、
そ
れ

以
外
の
、
た
と
え
ば
、
核
搭
載
艦
船
の
寄
港
等
と
い
っ
た
問
題
が
議
論
さ
れ
た
様
子
は
な
い
。
セ
ラ
ノ
の
関
心
は
、
も
っ
ぱ
ら
つ
ぎ
に
論

じ
ら
れ
る
戦
闘
作
戦
行
動
の
た
め
の
基
地
使
用
に
向
け
ら
れ
て
い
た
。

五　

機
密
了
解
議
事
録

米
比
軍
事
基
地
協
定
の
改
定
交
渉
で
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
側
が
も
っ
と
も
意
欲
を
燃
や
し
、
そ
し
て
、
日
本
側
の
対
応
と
の
大
き
な
違
い
が

出
た
の
は
戦
闘
作
戦
行
動
の
た
め
の
基
地
使
用
で
あ
る
。
一
九
五
八
年
八
月
二
三
日
、
中
華
人
民
共
和
国
人
民
解
放
軍
が
中
華
民
国
（
国

府
）
の
支
配
す
る
金
門
馬
祖
と
い
う
ふ
た
つ
の
島
へ
の
砲
撃
を
開
始
し
た
。
両
島
は
中
国
大
陸
の
沿
岸
か
ら
、
わ
ず
か
数
キ
ロ
し
か
離
れ

て
お
ら
ず
、
こ
の
金
門
馬
祖
砲
戦
は
、
一
〇
月
の
初
め
ま
で
続
い
た
。
そ
の
際
、
国
府
軍
の
航
空
機
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
あ
る
米
軍
基
地
を

利
用
し
た
こ
と
も
あ
り
、
中
共
軍
戦
闘
機
が
国
府
軍
戦
闘
機
を
追
跡
し
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
領
内
に
入
り
込
み
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
戦
争
に
捲
き

込
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念
が
広
が
っ
た
。
こ
の
結
果
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
内
に
あ
る
米
軍
基
地
の
使
用
に
つ
い
て
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
側
の
意
思
を
表
明
し
う
る
制
度
を
作
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
の
声
が
高
ま
っ
た
。
一
九
五
九
年
に
入
り
、
セ
ラ
ノ
は
ボ
ー
レ
ン
に
、
金

門
馬
祖
に
関
連
し
て
、
今
後
、
こ
う
し
た
危
機
が
起
る
場
合
に
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
側
に
そ
の
事
実
が
報
告
さ
れ
、
協
議
さ
れ
る
必
要
が
あ
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二
〇
一

る
、
と
伝
え
て
い
た
（
15
）

。

こ
の
問
題
の
本
質
は
、
米
軍
の
基
地
使
用
を
ど
の
程
度
ま
で
制
約
す
る
か
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
関
す
る
日
米
の
交
渉

過
程
で
は
、
日
本
側
は
戦
闘
作
戦
行
動
の
た
め
の
基
地
使
用
を
除
き
、
な
る
べ
く
制
限
し
な
い
よ
う
に
つ
と
め
、
補
給
と
い
っ
た
後
方
支

援
活
動
は
事
前
協
議
の
対
象
で
は
な
い
と
の
方
針
で
交
渉
に
臨
ん
で
い
た
（
16
）

。
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
い
う
用
語
に
つ
い
て
補
足
し
て
お
く

と
、
も
と
も
と
事
前
協
議
制
度
を
ど
の
よ
う
な
国
際
約
束
の
形
式
（
交
換
公
文
か
議
定
書
か
）
と
す
る
か
が
決
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、

そ
の
形
式
を
意
味
す
る
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、
実
質
的
に
は
事
前
協
議
制
度
を
さ
す
。

こ
れ
に
対
し
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
側
は
、
日
本
の
よ
う
な
前
提
を
置
か
ず
、
事
前
協
議
の
対
象
を
一
か
ら
考
え
直
す
態
度
で
交
渉
に
臨
ん
だ

の
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
側
の
一
次
資
料
を
入
手
で
き
な
い
た
め
、
あ
く
ま
で
も
、
ア
メ
リ
カ
側
か
ら
み

た
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
姿
勢
と
し
て
分
析
を
進
め
て
い
き
た
い
。

公
表
さ
れ
た
合
意
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
第
一
項
⒜
の
前
段
で
、
戦
闘
作
戦
行
動
の
た
め
の
在
比
米
軍
基
地
の
作
戦
使
用
は
、
米
比
相
互
防
衛

条
約
お
よ
び
東
南
ア
ジ
ア
集
団
防
衛
条
約
に
し
た
が
っ
て
と
ら
れ
る
行
動
を
除
き
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
と
の
事
前
協
議
の
対
象
と
な
る
、

と
規
定
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
戦
闘
作
戦
行
動
の
た
め
の
基
地
使
用
は
、
岸
・
ハ
ー
タ
ー
交
換
公
文
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
強

い
て
違
い
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
岸
・
ハ
ー
タ
ー
交
換
公
文
で
は
、「
戦
闘
作
戦
行
動
の
た
め
の
基
地
の
使
用
」
が
事
前
協
議
の
対
象
で
あ

る
の
に
対
し
、
合
意
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
で
は
「
基
地
の
作
戦
使
用
」
と
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
た
だ
、
戦
闘
作
戦
行
動
と
は
何
か
を
め

ぐ
っ
て
、
日
本
と
は
異
な
り
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
側
は
米
側
の
解
釈
を
す
ん
な
り
と
受
け
い
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

そ
れ
が
明
ら
か
に
な
る
の
が
、
機
密
「
了
解
議
事
録
」
で
あ
る
。
戦
闘
作
戦
行
動
と
は
、
そ
の
行
動
を
「
直
接
仕
掛
け
る
」（the 

direct launching

）
と
の
意
味
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。
日
米
間
の
秘
密
文
書
「
討
議
の
記
録
」
第
二
項
⒝
で
は
、「
行
な
わ
れ



二
〇
二

る
」（be initiated from

）
と
い
う
字
句
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
交
渉
中
は
、「
直
接
仕
掛
け
る
」
と
い
う
字
句
も
検
討
さ
れ
て
い
た
。
た

と
え
ば
、
一
九
五
九
年
五
月
、
ア
メ
リ
カ
側
が
提
示
し
た
事
前
協
議
に
つ
い
て
の
非
公
表
交
換
公
文
案
で
は
、
日
本
防
衛
を
除
く
軍
事
作

戦
の
協
議
は
、
戦
闘
行
動
を
在
日
基
地
か
ら
直
接
仕
掛
け
る
場
合
の
み
必
要
と
な
る
と
な
っ
て
い
た
（
17
）

。

た
だ
し
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
側
の
要
望
に
よ
り
、
合
意
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
か
ら
こ
の
「
直
接
仕
掛
け
る
」
と
い
う
字
句
は
削
除
さ
れ
た
旨
が
、

米
比
間
の
「
了
解
議
事
録
」
に
わ
ざ
わ
ざ
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
こ
の
字
句
が
、
国
連
憲
章
に
違
反
し
、
攻
撃
作
戦
に
基
地
が

使
用
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
誤
解
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
避
け
る
た
め
と
さ
れ
て
い
る
。

一
九
五
九
年
八
月
一
三
日
付
け
の
国
務
省
か
ら
ボ
ー
レ
ン
宛
て
の
訓
令
に
よ
れ
ば
、
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
に
つ
い
て
、「
米
軍
の
重
要
な
配

置
（m

ajor deploym
ents

）
お
よ
び
そ
の
装
備
に
お
け
る
重
要
な
変
更
に
つ
い
て
の
協
議
は
避
け
た
い
。
も
し
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
が
、
基

地
使
用
に
つ
い
て
の
協
議
を
求
め
て
く
る
な
ら
、
以
下
の
協
議
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
を
受
け
い
れ
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。」
と
記
さ
れ
て
い

た
（
18
）

。
そ
の
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
と
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

戦
闘
作
戦
を
直
接
仕
掛
け
る
た
め
に
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
内
に
あ
る
米
軍
基
地
を
作
戦
使
用
す
る
こ
と
は
、
米
比
相
互
防
衛
条
約
、

東
南
ア
ジ
ア
集
団
防
衛
条
約
に
し
た
が
っ
て
と
ら
れ
る
戦
闘
作
戦
行
動
を
除
き
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
政
府
と
の
事
前
協
議
の
主
題
と
す

る
。

合
意
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
第
一
項
⒜
前
段
の
原
型
と
な
る
案
で
あ
る
。
こ
の
核
心
部
分
は
、「
戦
闘
作
戦
を
直
接
仕
掛
け
る
こ
と
」（direct 

launching of com
bat operations

）
を
目
的
と
す
る
基
地
使
用
の
み
が
事
前
協
議
の
対
象
と
な
る
点
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
通
信
・
補
給
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と
い
っ
た
後
方
支
援
活
動
、
さ
ら
に
は
、
戦
闘
作
戦
行
動
の
前
段
階
で
あ
る
作
戦
準
備
行
動
は
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
の
対
象
外
と
な
る
。

八
月
二
一
日
の
ボ
ー
レ
ン
・
セ
ラ
ノ
会
談
で
、
こ
の
提
案
に
、
セ
ラ
ノ
は
、
戦
争
に
い
た
る
可
能
性
の
あ
る
状
況
下
で
は
、
戦
闘
作
戦

行
動
の
前
段
階
に
あ
た
る
米
軍
の
補
給
・
作
戦
準
備
行
動
の
た
め
の
基
地
使
用
も
、
協
議
が
お
こ
な
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
（
19
）

。

こ
う
し
た
基
地
使
用
を
事
前
協
議
の
対
象
と
す
る
こ
と
は
、「
戦
争
に
い
た
る
可
能
性
の
あ
る
状
況
下
」
と
い
う
限
定
つ
き
で
あ
る
が
、

日
米
交
渉
で
は
い
さ
さ
か
考
え
に
く
い
要
求
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
日
本
側
は
、
平
時
は
も
ち
ろ
ん
、
緊
急
時
に
お
い
て
も
、
直
接
の

戦
闘
行
動
の
た
め
の
基
地
使
用
で
な
け
れ
ば
、
後
方
支
援
は
可
能
で
あ
る
と
の
前
提
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
平
時
・
戦
時
を
問
わ
ず
、

後
方
支
援
は
当
然
と
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
セ
ラ
ノ
の
要
請
を
国
務
省
は
あ
っ
さ
り
拒
否
し
た
。
国
務
省
か
ら
ボ
ー
レ
ン
宛
て
の
電
報
（
八
月
三
一
日
）
に
は
、「
ど
の
よ
う
な

形
で
あ
れ
、
米
軍
が
現
実
に
軍
事
行
動
に
捲
き
込
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
る
場
合
、
後
方
支
援
お
よ
び
作
戦
準
備
行
動
に
事
前
協
議
が
必
要

だ
と
の
セ
ラ
ノ
の
提
案
は
受
け
い
れ
ら
れ
な
い
。」
と
記
さ
れ
て
い
た
（
20
）

。
ま
た
、
日
本
と
の
交
渉
例
が
あ
げ
ら
れ
、
同
様
の
状
況
下
で
、

日
本
と
合
意
し
た
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
で
は
、
協
議
は
必
要
と
さ
れ
て
い
な
い
と
あ
っ
た
。

こ
の
点
、
岸
・
ハ
ー
タ
ー
交
換
公
文
で
は
、
日
本
国
か
ら
お
こ
な
わ
れ
る
戦
闘
作
戦
行
動
の
た
め
の
基
地
使
用
が
事
前
協
議
の
対
象
で

あ
り
、
ま
た
、「
討
議
の
記
録
」
第
二
項
⒝
は
、
戦
闘
作
戦
行
動
と
は
、「
日
本
国
か
ら
日
本
国
以
外
の
地
域
に
お
こ
な
わ
れ
る
と
考
え
ら

れ
る
戦
闘
作
戦
行
動
を
意
味
す
る
と
理
解
さ
れ
る
。」
と
な
っ
て
い
た
（
21
）

。
し
た
が
っ
て
、
戦
闘
作
戦
行
動
の
た
め
の
基
地
使
用
の
み
が
事

前
協
議
の
対
象
な
の
は
明
白
で
あ
る
。
ま
た
、
交
渉
過
程
の
記
録
を
み
て
も
、
安
保
改
定
の
正
式
交
渉
が
は
じ
ま
る
一
九
五
八
年
九
月
の

時
点
で
、
藤
山
外
務
大
臣
は
、
ジ
ョ
ン
・
フ
ォ
ス
タ
ー
・
ダ
レ
ス
国
務
長
官
に
、
米
軍
の
補
給
基
地
と
し
て
の
使
用
は
現
行
ど
お
り
で
あ

る
旨
を
伝
え
て
い
た
（
22
）

。



二
〇
四

九
月
一
〇
日
に
開
か
れ
た
ボ
ー
レ
ン
・
セ
ラ
ノ
会
談
で
（
23
）

、
セ
ラ
ノ
は
、
米
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
案
中
の
「
直
接
仕
掛
け
る
」（direct 

launching
）
と
い
う
字
句
に
疑
問
を
呈
し
、
そ
れ
を
削
除
す
る
よ
う
要
請
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
ボ
ー
レ
ン
は
、
こ
の
字
句
の
な
い
戦
闘

作
戦
（com

bat operations

）
で
は
、
あ
ま
り
に
も
意
味
が
広
く
な
り
す
ぎ
る
の
で
、
事
前
協
議
が
お
こ
な
わ
れ
る
場
合
を
特
定
す
る
必
要

が
あ
る
と
応
じ
て
い
る
。
ボ
ー
レ
ン
の
考
え
で
は
、
在
比
米
軍
基
地
か
ら
実
際
に
攻
撃
が
開
始
さ
れ
る
場
合
の
み
が
事
前
協
議
の
対
象
で

あ
っ
た
。

セ
ラ
ノ
が
そ
の
字
句
の
削
除
を
要
請
し
た
論
法
は
、
差
し
迫
っ
た
危
機
の
場
合
、
戦
闘
作
戦
の
た
め
の
基
地
使
用
な
の
か
、
そ
れ
と
も
、

「
大
規
模
な
後
方
支
援
目
的
の
基
地
使
用
」
な
の
か
、
敵
に
し
て
み
れ
ば
区
別
で
き
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
う
し
た

基
地
使
用
に
よ
っ
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
戦
争
に
捲
き
込
ま
れ
る
危
険
性
が
あ
る
の
で
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
側
は
協
議
の
対
象
を
広
く
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
ボ
ー
レ
ン
は
、
基
地
の
シ
ス
テ
ム
が
そ
の
機
能
を
果
た
す
た
め
に
は
、
後
方
支
援
と

作
戦
準
備
行
動
の
た
め
の
基
地
使
用
は
必
要
で
あ
り
、
そ
の
制
限
は
受
け
い
れ
ら
れ
な
い
、
と
主
張
し
た
。
理
由
は
、
軍
事
作
戦
は
後
方

支
援
計
画
と
一
体
を
な
し
て
お
り
、
他
国
と
の
協
定
を
み
て
も
、
ア
メ
リ
カ
側
の
後
方
支
援
活
動
を
制
限
し
た
も
の
は
み
あ
た
ら
な
い
か

ら
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
ボ
ー
レ
ン
は
、
海
外
に
あ
る
米
軍
基
地
の
多
く
は
後
方
支
援
の
た
め
に
あ
り
、
も
し
そ
の
機
能
が
損
な
わ
れ
る

と
、
侵
略
の
抑
止
と
い
う
本
来
の
目
的
に
必
要
な
能
力
が
失
な
わ
れ
る
と
指
摘
し
た
。

九
月
末
に
い
た
り
、
セ
ラ
ノ
は
、
ア
メ
リ
カ
側
作
成
の
合
意
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
案
に
同
意
す
る
。
た
だ
、
第
一
項
⒜
前
段
に
あ
る
「
戦
闘

作
戦
行
動
を
直
接
仕
掛
け
る
」（direct launching of com

bat operations
）
と
い
う
字
句
を
、
今
度
は
、「
戦
争
目
的
」（w

ar purposes

）

に
変
更
す
る
よ
う
求
め
て
き
た
。
ボ
ー
レ
ン
は
、
こ
れ
で
は
意
味
が
拡
が
り
す
ぎ
る
と
し
、「
直
接
仕
掛
け
る
」
と
い
う
字
句
は
、
軍
事

上
、
一
般
的
に
用
い
ら
れ
る
語
で
あ
る
と
し
て
、
米
案
に
理
解
を
求
め
た
。
セ
ラ
ノ
は
、
そ
の
用
語
法
で
は
、
攻
撃
行
動
を
と
る
と
い
う
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特
別
な
意
味
合
い
が
あ
り
、
事
前
協
議
の
対
象
が
狭
く
な
り
す
ぎ
る
と
反
論
し
た
。
協
議
の
結
果
、”direct launching ”

と
い
う
語
句

を
落
と
し
、”for com

bat operations ”

と
す
る
こ
と
で
両
者
は
合
意
し
、
ボ
ー
レ
ン
は
そ
れ
を
ワ
シ
ン
ト
ン
に
請
訓
し
た
（
24
）

。
こ
れ
に
、

国
務
省
は
、「
直
接
仕
掛
け
る
」
を
落
と
す
の
で
あ
れ
ば
、「
作
戦
行
動
」（com

bat operations

）
を
日
米
間
の
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
に
あ
る

「
戦
闘
作
戦
行
動
」（m

ilitary com
bat operations

）
に
変
更
す
る
よ
う
求
め
、
作
戦
行
動
の
意
味
が
拡
大
解
釈
さ
れ
る
余
地
を
な
く
そ
う

と
し
た
。

最
終
的
な
合
意
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
で
は
、
事
前
協
議
の
対
象
は
、「
戦
闘
」
を
付
加
し
た
「
戦
闘
作
戦
行
動
」
の
た
め
の
在
比
米
基
地
の

作
戦
使
用
に
修
正
さ
れ
、「
直
接
仕
掛
け
る
」
と
い
う
字
句
は
削
除
さ
れ
た
。
た
だ
、「
戦
闘
作
戦
行
動
」
だ
け
で
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
側
が

依
然
と
し
て
こ
れ
を
広
く
解
釈
し
、
こ
の
文
言
に
補
給
等
も
含
ま
れ
る
と
主
張
す
る
可
能
性
が
あ
っ
た
の
で
、
秘
密
了
解
議
事
録
を
作
成

し
、
こ
の
点
を
め
ぐ
る
交
渉
の
経
緯
を
記
録
と
し
て
残
す
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

た
だ
、
秘
密
了
解
議
事
録
に
記
さ
れ
た
内
容
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
側
の
思
惑
に
は
ず
れ
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。「
直
接
仕
掛
け
る
」
と
い

う
字
句
が
、
国
連
憲
章
に
違
反
し
、
攻
撃
作
戦
を
お
こ
な
う
と
受
け
取
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
避
け
る
た
め
、
そ
の
字
句

を
削
除
し
た
と
い
う
の
が
、
ア
メ
リ
カ
側
の
考
え
で
あ
っ
た
（
25
）

。
し
か
し
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
側
が
「
直
接
仕
掛
け
る
」
と
い
う
字
句
の
削
除
を

要
請
し
た
理
由
は
、「
戦
闘
作
戦
行
動
」
を
限
定
的
に
解
釈
し
な
い
よ
う
に
、
つ
ま
り
、
事
前
協
議
の
対
象
を
な
る
べ
く
広
げ
る
意
図
が

あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

六　

ボ
ー
レ
ン
の
書
簡

戦
闘
作
戦
行
動
の
た
め
の
基
地
使
用
を
め
ぐ
る
事
前
協
議
で
は
、
セ
ラ
ノ
は
さ
ら
に
別
の
提
案
も
お
こ
な
っ
て
い
た
（
26
）

。
ま
ず
、
セ
ラ
ノ



二
〇
六

は
、
合
意
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
に
、「
合
衆
国
は
、
議
題
と
な
っ
て
い
る
基
地
の
そ
の
他
の
使
用
に
つ
い
て
、
要
請
が
あ
れ
ば
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

と
か
な
ら
ず
協
議
す
る
。」
と
の
一
文
を
入
れ
る
よ
う
要
求
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
で
は
、
基
地
の
あ
ら
ゆ
る
使
用
に
つ
い
て
、
ア
メ
リ

カ
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
要
請
に
応
じ
、
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
そ
こ
で
、
こ
う
し
た
一
般
的
な
表
現
は
受
け
い
れ
ら
れ
な
い
と

し
て
、
ボ
ー
レ
ン
は
セ
ラ
ノ
の
提
案
を
拒
否
し
た
。

つ
ぎ
に
、
セ
ラ
ノ
は
、
合
意
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
の
末
尾
に
、「
両
国
政
府
が
関
心
を
有
す
る
し
か
る
べ
き
事
例
に
つ
い
て
、
相
互
に
協
議

す
る
権
利
は
こ
の
合
意
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
に
よ
っ
て
損
な
わ
れ
な
い
。」
と
い
う
一
文
を
挿
入
す
る
よ
う
要
求
し
た
。
両
国
政
府
は
そ
れ
ぞ

れ
の
関
心
事
項
を
協
議
す
る
権
利
を
有
し
、
こ
の
合
意
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
に
よ
っ
て
、
そ
の
権
利
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
意
味

で
あ
る
。
一
見
、
な
ん
の
変
哲
も
な
い
、
当
た
り
前
の
よ
う
な
規
定
に
み
え
る
。

こ
の
セ
ラ
ノ
の
要
求
に
、
ボ
ー
レ
ン
は
、
合
意
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
の
内
容
は
特
定
の
問
題
を
対
象
と
す
べ
き
で
、
一
般
的
な
協
議
規
定
を

挿
入
す
る
と
、
ア
メ
リ
カ
側
が
同
意
で
き
な
い
補
給
に
つ
い
て
の
事
前
協
議
も
含
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
解
釈
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
り
、

こ
う
し
た
文
言
の
挿
入
に
反
対
し
た
（
27
）

。
セ
ラ
ノ
が
こ
の
一
文
を
合
意
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
に
入
れ
よ
う
と
し
た
意
図
は
、
ま
さ
に
そ
こ
に

あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
問
題
で
は
、
セ
ラ
ノ
は
さ
ら
に
食
い
下
が
り
、
合
意
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
に
入
れ
な
く
て
も
い
い
が
、
同
メ
モ
ラ

ン
ダ
ム
と
は
別
の
合
意
議
事
録
に
入
れ
る
の
は
ど
う
か
と
提
案
し
て
き
た
。
セ
ラ
ノ
は
、
こ
の
提
案
を
ワ
シ
ン
ト
ン
に
取
り
次
ぐ
よ
う
要

請
し
、
ボ
ー
レ
ン
は
そ
れ
に
同
意
し
た
も
の
の
、
ワ
シ
ン
ト
ン
が
受
け
い
れ
る
か
ど
う
か
に
疑
問
を
呈
し
た
。

こ
こ
か
ら
明
ら
か
に
な
る
の
は
、
セ
ラ
ノ
が
、
戦
闘
作
戦
行
動
を
除
く
後
方
支
援
お
よ
び
作
戦
準
備
行
動
に
つ
い
て
も
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

側
が
協
議
を
申
し
立
て
る
何
等
か
の
手
が
か
り
を
、
合
意
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
、
あ
る
い
は
そ
れ
が
無
理
な
ら
、
合
意
議
事
録
と
い
っ
た
文
書

に
残
そ
う
と
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
ボ
ー
レ
ン
は
、
そ
う
し
た
手
が
か
り
を
一
切
残
さ
な
い
よ
う
に
つ
と
め
た
。
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た
だ
、
友
好
国
・
同
盟
国
が
、
本
来
有
す
る
協
議
と
い
う
権
利
を
、
ア
メ
リ
カ
側
が
否
定
し
て
い
る
と
受
け
と
ら
れ
る
こ
と
は
、
ア
メ

リ
カ
側
も
避
け
た
い
と
考
え
て
い
た
。
実
際
、
米
比
相
互
防
衛
条
約
第
三
条
に
は
、
一
般
的
な
協
議
規
定
が
置
か
れ
て
い
る
（
28
）

。
そ
こ
で
、

交
渉
を
妥
結
さ
せ
る
方
法
と
し
て
浮
上
し
た
の
が
、
友
好
国
・
同
盟
国
が
望
む
な
ら
、
政
府
は
い
か
な
る
問
題
も
提
起
で
き
る
固
有
の
権

利
が
あ
り
、
そ
れ
に
触
れ
る
規
定
を
置
く
こ
と
で
あ
っ
た
（
29
）

。

最
終
的
に
、
一
般
協
議
の
文
言
を
ア
メ
リ
カ
側
は
受
け
い
れ
た
。
た
だ
し
、
合
意
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
の
な
か
や
そ
れ
に
附
属
す
る
文
書
に

で
は
な
く
、
ボ
ー
レ
ン
・
セ
ラ
ノ
間
で
当
初
予
定
さ
れ
て
い
た
四
つ
の
協
議
事
項
の
交
渉
が
す
べ
て
完
了
し
、
最
終
的
な
公
式
合
意
文
書

で
、
そ
れ
を
確
認
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ボ
ー
レ
ン
の
書
簡
は
、
こ
の
経
緯
を
綴
っ
た
も
の
で
あ
る
。

ボ
ー
レ
ン
・
セ
ラ
ノ
協
定
締
結
後
、
ボ
ー
レ
ン
は
す
ぐ
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
離
任
し
た
。
当
初
の
議
題
に
あ
っ
た
す
べ
て
の
交
渉
が
終

了
し
、
最
終
的
に
、
ラ
ス
ク
・
ラ
モ
ス
協
定
が
締
結
さ
れ
た
の
は
、
七
年
後
の
一
九
六
六
年
九
月
一
六
日
で
あ
る
。
こ
の
協
定
は
、
マ
ル

コ
ス
大
統
領
が
訪
米
し
た
際
、
デ
ィ
ー
ン
・
ラ
ス
ク
国
務
長
官
と
ナ
ル
シ
ー
ソ
・
ラ
モ
ス
外
務
大
臣
と
の
間
で
か
わ
さ
れ
た
書
簡
で
あ
る
（
30
）

。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
一
九
五
九
年
一
〇
月
の
ボ
ー
レ
ン
・
セ
ラ
ノ
合
意
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
で
相
互
防
衛
に
関
す
る
米
国
の
政
策
が
表
明
さ
れ
て

い
た
が
、
そ
れ
が
再
確
認
さ
れ
て
い
る
。
同
時
に
、
米
比
軍
事
基
地
協
定
第
二
九
条
が
改
定
さ
れ
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
協
定
期
間

が
二
五
年
に
短
縮
さ
れ
た
。
改
定
は
こ
の
九
月
一
六
日
か
ら
発
効
し
、
そ
の
二
五
年
後
の
一
九
九
一
年
、
米
比
軍
事
基
地
協
定
は
期
限
満

了
を
も
っ
て
終
了
し
た
。

七　

日
米
・
米
比
の
比
較

日
米
安
保
条
約
と
米
比
軍
事
基
地
協
定
の
改
定
と
を
比
較
す
る
と
、
い
く
つ
か
の
点
で
お
お
き
な
違
い
が
み
ら
れ
る
。
ま
ず
、
形
式
、
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つ
ま
り
、
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
と
い
う
点
に
着
目
す
る
。
日
米
に
は
、
岸
・
ハ
ー
タ
ー
交
換
公
文
と
い
う
公
表
文
書
が
あ
り
、
そ
の
解
釈
文
書

と
し
て
非
公
表
の
「
討
議
の
記
録
」
が
作
成
さ
れ
た
。
ま
た
、
朝
鮮
国
連
軍
が
攻
撃
を
受
け
た
場
合
、
国
連
統
一
司
令
部
下
の
在
日
米
軍

が
、
事
前
協
議
な
し
で
戦
闘
行
動
が
と
れ
る
よ
う
に
朝
鮮
議
事
録
と
い
う
密
約
が
か
わ
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
米
比
間
で
は
、
ボ
ー
レ

ン
・
セ
ラ
ノ
協
定
が
公
表
文
書
で
あ
り
、
そ
れ
に
、
機
密
了
解
議
事
録
、
そ
し
て
、
最
終
的
に
は
、
ア
メ
リ
カ
側
の
書
簡
と
い
う
形
式
と

な
っ
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
と
っ
て
の
脅
威
は
、
そ
の
国
が
置
か
れ
た
地
理
的
状
況
や
歴
史
的
経
緯
に
よ
っ
て
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
異
な
る
。

日
本
の
場
合
、
最
大
の
脅
威
と
考
え
ら
れ
た
の
は
朝
鮮
半
島
有
事
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
そ
う
し
た
事
態
が
発
生
し
た
場
合
、
戦
闘
作
戦

行
動
の
た
め
の
基
地
使
用
が
、
事
前
協
議
の
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
点
が
、
お
お
き
な
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
場
合
、
こ
の
戦
闘
作
戦
行
動
の
た
め
の
基
地
使
用
問
題
に
は
、
一
九
五
八
年
の
第
二
次
台
湾
海
峡
危
機
が
影
響
し
て
い
た

と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
と
き
に
、
国
府
軍
が
在
比
米
軍
基
地
を
使
用
し
て
お
り
、
中
共
軍
が
国
府
軍
の
戦
闘
機
を
追
っ
て
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
に
飛
来
す
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
在
比
米
軍
基
地
の
使
用
に
つ
い
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
側
は
非

常
に
神
経
を
使
い
、
戦
闘
作
戦
行
動
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
準
備
段
階
の
駐
留
も
、
事
前
協
議
の
対
象
に
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
点
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
側
の
意
図
は
か
な
ら
ず
し
も
明
確
で
な
い
点
も
あ
る
が
、
最
終
的
に
は
、
ア
メ
リ
カ
側
と
他
の
同
盟
諸
国
が
締
結

し
て
い
る
軍
事
条
約
に
な
ら
い
、
補
給
等
の
後
方
支
援
は
事
前
協
議
の
対
象
で
は
な
い
と
し
て
決
着
が
つ
い
た
。

も
う
ひ
と
つ
の
違
い
は
、
核
の
持
ち
込
み
の
場
合
、
日
本
側
は
国
民
の
反
核
感
情
を
踏
ま
え
、
慎
重
な
対
応
を
し
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ

る
。
日
米
間
で
は
、
安
保
改
定
以
前
か
ら
、
核
搭
載
艦
船
の
寄
港
が
核
持
ち
込
み
で
は
な
い
か
と
問
題
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
寄
港
は
、

安
保
改
定
交
渉
で
は
「
配
置
に
お
け
る
重
要
な
変
更
」
と
し
て
扱
わ
れ
、
巷
間
、
い
わ
れ
る
よ
う
な
「
装
備
に
お
け
る
重
要
な
変
更
」
と
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し
て
処
理
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
米
艦
船
の
寄
港
等
は
、
こ
の
「
配
置
に
お
け
る
重
要
な
変
更
」
に
は
あ
た
ら
ず
、
事
前
協

議
の
対
象
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
、
藤
山
外
務
大
臣
は
口
頭
で
は
了
解
し
て
お
り
、
た
だ
、
そ
の
文
書
化
に
強
く
抵
抗
し
た

経
緯
が
あ
る
（
31
）

。
そ
の
結
果
、
文
理
解
釈
上
は
あ
い
ま
い
さ
の
残
る
「
討
議
の
記
録
」
と
い
う
文
書
で
解
決
を
み
た
。
核
搭
載
艦
船
の
寄
港

等
が
事
前
協
議
の
対
象
で
は
な
い
こ
と
を
日
米
の
交
渉
当
事
者
は
十
分
に
承
知
し
て
い
た
。
ア
メ
リ
カ
に
は
、「
核
の
所
在
を
肯
定
も
否

定
も
し
な
い
」
と
い
う
政
策
が
あ
り
、
ま
た
、
兵
器
の
運
用
に
あ
た
っ
て
は
通
常
兵
器
と
核
兵
器
と
を
区
別
し
な
い
原
則
が
あ
っ
た
。
そ

こ
か
ら
、
日
本
側
も
核
搭
載
艦
船
の
寄
港
等
は
事
前
協
議
の
対
象
で
は
な
い
こ
と
を
承
知
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
側
の
場
合
、
核
兵
器
そ
れ
自
体
と
い
う
よ
り
も
、
長
距
離
ミ
サ
イ
ル
用
の
基
地
が
建
設
さ
れ
る
と
、
そ

の
基
地
が
避
雷
針
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
、
攻
撃
の
対
象
に
な
る
の
で
は
と
い
う
懸
念
を
抱
い
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
核
兵
器
そ
れ

自
体
の
議
論
は
、
米
比
間
で
は
お
こ
な
わ
れ
て
お
ら
ず
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
側
は
、
戦
争
が
起
っ
た
場
合
に
、
攻
撃
目
標
と
な
る
長
距
離
ミ
サ

イ
ル
基
地
の
設
置
を
事
前
協
議
の
対
象
と
す
る
よ
う
要
求
し
、
ア
メ
リ
カ
側
も
そ
れ
を
受
け
い
れ
た
。

以
上
、
事
前
協
議
の
個
別
の
問
題
を
対
象
に
、
日
米
・
米
比
間
の
交
渉
と
そ
の
結
果
を
比
較
し
て
き
た
。
日
米
間
の
交
渉
の
場
合
、
日

本
側
は
、
事
前
協
議
の
例
外
を
認
め
た
く
な
い
と
の
交
渉
方
針
で
あ
っ
た
が
、
核
の
持
ち
込
み
と
戦
闘
作
戦
行
動
の
た
め
の
基
地
使
用
は

密
約
で
決
着
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
、
事
前
協
議
の
対
象
を
な
る
べ
く
広
げ
よ
う
と
努
力
し
た
。
そ
れ

は
ほ
と
ん
ど
功
を
奏
さ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、
ア
メ
リ
カ
と
い
う
宗
主
国
か
ら
独
立
を
果
た
し
、
米
比
軍
事
基
地

協
定
と
い
う
基
地
租
借
協
定
を
結
ば
さ
れ
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
、
そ
の
真
の
独
立
を
確
保
す
る
手
段
と
し
て
、
米
比
軍
事
基
地
協
定
の
改
定

交
渉
を
用
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
一
九
九
一
年
の
ピ
ナ
ツ
ボ
山
の
噴
火
を
契
機
に
、
同
協
定
の
満
了
を
も
っ
て
、
そ
の
後
す
ぐ
米
軍
は

フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
完
全
撤
退
し
た
。
米
比
軍
事
基
地
協
定
の
改
定
か
ら
、
四
半
世
紀
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
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フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
米
軍
が
撤
退
し
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、
松
宮
敏
樹
『
こ
う
し
て
米
軍
基
地
は
撤
去
さ
れ
た
！
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
選
択
』
新
日
本

出
版
社
、
一
九
九
六
年
、
ロ
ー
ラ
ン
ド
・
Ｇ
・
シ
ン
ブ
ラ
ン
（
新
田
準
訳
）『
フ
ィ
リ
ピ
ン
民
衆
Ｖ
Ｓ
米
軍
駐
留

│
基
地
完
全
撤
去
と
Ｖ
Ｆ
Ａ
』

凱
風
社
、
二
〇
一
二
年
を
参
照
。

（
2
） 
信
夫
隆
司
「
核
持
ち
込
み
の
事
前
協
議
を
め
ぐ
る
日
米
交
渉
」『
政
経
研
究
』
四
九
巻
四
号
、
二
〇
一
三
年
三
月
、
七
一
│
一
一
八
頁
。

（
3
） 

二
〇
一
二
年
九
月
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
立
公
文
書
館
に
ボ
ー
レ
ン
・
セ
ラ
ノ
協
定
の
交
渉
に
関
す
る
文
書
の
有
無
を
問
い
合
わ
せ
た
が
、
文
書
は

存
在
し
な
い
と
の
回
答
で
あ
っ
た
。

（
4
） 

伊
藤
裕
子
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
軍
事
戦
略
的
重
要
性
の
変
化
と
一
九
四
七
年
米
比
軍
事
基
地
協
定
の
成
立
過
程
」『
国
際
政
治
』
一
一
七
号
、

一
九
九
八
年
三
月
、
二
〇
九
│
二
二
四
頁
、
中
野
聡
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
米
軍
基
地
問
題

│
植
民
地
時
代
か
ら
一
九
九
二
年
ま
で

│
」
藤
本
博
・

島
川
雅
史
（
編
著
）『
ア
メ
リ
カ
の
戦
争
と
在
日
米
軍

│
日
米
安
保
体
制
の
歴
史

│
』
社
会
評
論
社
、
二
〇
〇
三
年
、
一
六
三
│
二
一
六
頁
参

照
。

（
5
） 

吉
田
重
信
「
韓
国
、
国
府
、
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
各
国
に
お
け
る
駐
留
米
軍
の
地
位

│
米
韓
、
米
華
地
位
協
定
及
び
米
比
軍
事
基
地
協
定
の
研

究

│
」『
外
務
省
調
査
月
報
』
九
巻
一
号
、
一
九
六
八
年
一
月
、
一
三
頁
。

（
6
） W

illiam
 E
. B
erry, Jr., U

.S
. B

ases in
 th

e P
h

ilippin
es: T

h
e E

volu
tion

 of th
e S

pecial R
elation

sh
ip, B

oulder: W
estview

 

P
ress, 1989, p. 59.

（
7
） B

erry, U
.S

. B
ases in

 th
e P

h
ilippin

es, pp. 83-97.

（
8
） 

一
九
五
八
年
一
一
月
以
降
の
ボ
ー
レ
ン
・
セ
ラ
ノ
予
備
交
渉
に
つ
い
て
は
、“M

em
orandum

 P
repared in the O

ffi  ce of S
outhw

est 

P
acifi c A

ff airs, A
pril 10, 1959”

（S
ecret

）, F
oreign

 R
elation

s of th
e U

n
ited

 S
tates

（
以
下
、F

R
U

S

と
略
記
）, 1958-1960, S

outh 

and S
outheast A

sia. V
ol. X

V
, D
ocum

ent 435

に
負
う
と
こ
ろ
が
お
お
き
い
。

（
9
） 

“M
em
orandum

 by the D
irector of the O

ffi  ce of S
outhw

est P
acifi c A

ff airs, O
ctober 15, 1959”

（S
ecret

）, F
R

U
S

 1958-1960, 

S
outh and S

outheast A
sia, V

ol. X
V
, D
ocum

ent 447.

（
10
） 

“M
em
orandum

 of A
greem

ent betw
een of the R

epublic of the P
hilippines and the G

overnm
ent of the U

nited S
tates of 



ボ
ー
レ
ン
・
セ
ラ
ノ
協
定
と
事
前
協
議
制
度
（
信
夫
）

二
一
一

A
m
erica on the O

perational U
se of the U

nited S
tates B

ases in the P
hilippines for M

ilitary C
om
bat O

perations, the D
uration 

and T
erm
ination of the U

se of M
ilitary B

ases, and M
utual D

efense. S
igned at M

anila, O
ctober 12, 1959,” M

aydee B
. Y
orac, 

P
h

ilippin
e T

reaty S
eries: A

 C
ollection

 of th
e T

exts of T
reaties an

d
 O

th
er In

tern
ation

al A
greem

en
ts to W

h
ich

 th
e P

h
ilippin

es 

is a P
arty, V

olu
m

e IV
, 1959-1965, L

aw
 C
enter, C

ollege of L
aw
, U
niversity of the P

hilippines, 1968, pp. 11-14.

（
11
） 

上
村
伸
一
『
相
互
協
力
安
全
保
障
条
約
の
解
説
』
時
事
通
信
社
、
一
九
六
五
年
、
七
九
頁
。

（
12
） 

“T
elegram

 F
rom
 the D

epartm
ent of S

tate to the E
m
bassy in the P

hilippines, N
o. 481, A

ugust 13, 1959”

（T
op S

ecret

）, 

R
G
59 C

entral D
ecim
al F
ile, 1955-1959, B

ox 2922, N
ational A

rchives at C
ollege P

ark, C
ollege P

ark, M
D
.

以
下
に
引
用
す
る

R
G
59

とR
G
84

の
文
書
は
、
カ
レ
ッ
ジ
パ
ー
ク
の
国
立
公
文
書
館
で
収
集
し
た
史
料
で
あ
る
。

（
13
） 

“M
em
orandum

 by the D
irector of the O

ffi  ce of S
outhw

est P
acifi c A

ff airs

（M
ein

）, January 27, 1960”

（S
ecret

）, F
R

U
S

 

1958-1960, S
outh and S

outheast A
sia, V

ol. X
V
, D
ocum

ent 447.

（
14
） 

“T
elegram

 F
rom
 the E

m
bassy in the P

hilippines to the D
epartm

ent of S
tate, N

o. 5208, M
ay 20, 1958”

（C
onfi dential

）, 

F
R

U
S

, 1958-1960, S
outh and S

outheast A
sia, V

ol. X
V
, D
ocum

ent 407.

（
15
） 

“T
elegram

 F
rom
 the E

m
bassy in the P

hilippines to the D
epartm

ent of S
tate, N

o. 2530, F
ebruary 18, 1959”

（S
ecret

）, 

F
R

U
S

, 1958-1960, S
outh and S

outheast A
sia, V

ol. X
V
, D
ocum

ent 434.

（
16
） 

「
九
月
十
一
日
藤
山
大
臣
ダ
レ
ス
国
務
長
官
会
談
録
」（
極
秘
）、
一
九
五
八
年
九
月
一
一
日
、
関
連
文
書
一
│
一
五
、
二
│
一
四
。
こ
れ
は
、

二
〇
一
〇
年
三
月
一
〇
日
、
外
務
省
が
密
約
調
査
に
関
連
し
て
公
開
し
た
文
書
で
あ
る
。
以
下
の
報
告
対
象
文
書
・
関
連
文
書
も
同
様
で
あ
る
。

（
17
） 

“T
elegram

 F
rom
 the D

epartm
ent of S

tate to the E
m
bassy in Japan, N

o. 1674, M
ay 9, 1959”

（C
onfi dential

）, R
G
84 Japan; 

T
okyo E

m
bassy; C

lassifi ed G
eneral R

ecords, 1952-1963, B
ox 64.

（
18
） 

“T
elegram

 F
rom
 the D

epartm
ent of S

tate to the E
m
bassy in the P

hilippines, N
o. 481, A

ugust 13, 1959”

（T
op S

ecret

）, 

R
G
59 C

entral D
ecim
al F
ile, 1955-1959, B

ox 2922.

（
19
） 

“M
em
orandum

 F
rom
 J. G

raham
 P
arsons to D

illon, S
ubject: U

nited S
tates-P

hilippines B
ase N

egotiations, A
ugust 26, 



二
一
二

1959”

（S
ecret

）, R
G
59 C

entral D
ecim
al F
ile, 1955-1959, B

ox 2922.
（
20
） 

“T
elegram

 F
rom
 the D

epartm
ent of S

tate to the E
m
bassy in the P

hilippines, N
o. 656, A

ugust 31, 1959”

（S
ecret

）, R
G
59 

C
entral D

ecim
al F
ile, 1955-1959, B

ox 2922.

（
21
） 
安
全
保
障
課
「
核
兵
器
の
持
ち
込
み
に
関
す
る
事
前
協
議
の
件
」（
極
秘
）、
一
九
六
三
年
四
月
一
三
日
、
報
告
対
象
文
書
一
│
三
。

（
22
） 

「
九
月
十
一
日
藤
山
大
臣
ダ
レ
ス
国
務
長
官
会
談
録
」（
極
秘
）、
一
九
五
八
年
九
月
一
一
日
、
関
連
文
書
一
│
一
五
、
二
│
一
四
。

（
23
） 

“T
elegram

 F
rom
 the E

m
bassy in the P

hilippines to the D
epartm

ent of S
tate, N

o. 1010, S
eptem

ber 11, 1959”

（S
ecret

）, 

R
G
59 C

entral D
ecim
al F
ile, 1955-1959, B

ox 2922.

（
24
） 

“T
elegram

 F
rom
 the E

m
bassy in the P

hilippines to the D
epartm

ent of S
tate, N

o. 1307, O
ctober 6, 1959”

（S
ecret

）, R
G
59 

C
entral D

ecim
al F
ile, 1955-1959, B

ox 2922.

（
25
） 

“T
elegram

 F
rom
 the E

m
bassy in the P

hilippines to the D
epartm

ent of S
tate, N

o. 1379, O
ctober12, 1959”

（S
ecret

）, R
G
59 

C
entral D

ecim
al F
ile, 1955-1959, B

ox 2924.

（
26
） 

“M
em
orandum

 by the D
irector of the O

ffi  ce of S
outhw

est P
acifi c A

ff airs

（M
ein

）, January 27, 1960”

（S
ecret

）, F
R

U
S

 

1958-1960, S
outh and S

outheast A
sia, V

ol. X
V
, D
ocum

ent 447, “T
elegram

 F
rom
 the E

m
bassy in the P

hilippines to the 

D
epartm

ent of S
tate, N

o. 1219, S
eptem

ber 28, 1959”

（S
ecret

）, R
G
59 C

entral D
ecim
al F
ile, 1955-1959, B

ox 2922.

（
27
） 

“T
elegram

 F
rom
 the D

epartm
ent of S

tate to the E
m
bassy in the P

hilippines, N
o. 968, S

eptem
ber 28, 1959”

（S
ecret

）, 

R
G
59 C

entral D
ecim
al F
ile, 1955-1959, B

ox 2922.

（
28
） Y

orac, P
h

ilippin
e T

reaty S
eries, V

olu
m

e II, 1948-1952, p. 728.

（
29
） 

“T
elegram

 F
rom
 the E

m
bassy in the P

hilippines to the D
epartm

ent of S
tate, N

o. 1240, S
eptem

ber 30, 1959”

（S
ecret

）, 

R
G
59 C

entral D
ecim
al F
ile, 1955-1959, B

ox 2922.

（
30
） U

nited S
tates, D

epartm
ent of S

tate, U
n

ited
 S

tates T
reaties an

d
 O

th
er In

tern
ation

al A
greem

en
ts, V

olum
e 17, P

art 1, 

1966, W
ashington: U

.S
. G
overnm

ent P
rinting O

ffi  ce, 1967, pp. 1212-1214.



ボ
ー
レ
ン
・
セ
ラ
ノ
協
定
と
事
前
協
議
制
度
（
信
夫
）

二
一
三

（
31
） 

“T
elegram

 F
rom
 the E

m
bassy in Japan to the D

epartm
ent of S

tate, N
o. 2420, M

ay 15, 1959”

（C
onfi dential

）, JU
00013.

こ

の
文
書
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
に
あ
るN

ational S
ecurity A

rchive

と
い
う
米
公
文
書
の
収
集
・
公
開
を
進
め
る
民
間
団
体
が
公
開
し
て
い
る
。

（
注
記
）
本
稿
は
、
平
成
二
三
年
度
│
二
五
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
課
題
番
号23530165

お
よ
び
平
成
二
四
年
度
日

本
大
学
法
学
部
特
別
研
究
員
と
し
て
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。





今
、
政
治
家
を
問
う
（
河
野
）

二
一
九

今
、
政
治
家
を
問
う

河　
　

野　
　

洋　
　

平

日
本
大
学
が
政
治
家
を
テ
ー
マ
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
さ
れ
る
と
言
う
事
を
聞
き
着
眼
点
も
い
い
し
面
白
い
と
思
っ
て
伺
い
ま
し
た
。

政
治
に
つ
い
て
大
学
で
議
論
す
る
時
に
は
、
政
治
原
論
と
か
、
制
度
論
と
か
議
会
の
歴
史
と
か
を
勉
強
す
る
事
が
多
い
の
で
す
が
、
実

際
の
政
治
は
優
れ
て
政
治
家
が
何
を
考
え
、
何
を
目
指
す
か
に
よ
っ
て
変
わ
っ
て
来
る
の
で
政
治
家
論
と
い
う
テ
ー
マ
が
大
学
で
議
論
さ

れ
る
こ
と
は
い
い
と
こ
ろ
に
目
を
付
け
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

私
は
四
二
年
間
政
界
に
お
り
ま
し
た
が
、
日
大
Ｏ
Ｂ
の
政
治
家
と
い
う
と
河
本
敏
夫
さ
ん
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
ご
自
身
が
会
社
を
経

営
し
て
お
ら
れ
て
実
経
済
に
非
常
な
経
験
と
見
識
を
持
っ
た
立
派
な
政
治
家
で
し
た
。
総
理
を
お
や
り
に
な
っ
た
三
木
武
夫
さ
ん
を
支
え

て
、
自
民
党
内
で
は
弱
小
派
閥
で
苦
労
さ
れ
な
が
ら
三
木
派
を
ま
と
め
て
三
木
さ
ん
を
支
え
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
大
風
呂
敷
を
広
げ
る

政
治
家
と
は
全
く
違
っ
て
口
数
の
少
な
い
真
面
目
な
政
治
家
で
し
た
。
ま
た
全
く
タ
イ
プ
の
違
っ
た
政
治
家
と
し
て
記
憶
に
残
っ
て
い
る

秦
野
章
さ
ん
も
日
大
Ｏ
Ｂ
で
す
。
警
視
総
監
を
や
ら
れ
そ
の
後
参
議
院
議
員
に
な
ら
れ
ま
し
た
が
そ
の
言
動
に
は
よ
く
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。



二
二
〇

大
変
庶
民
的
で
率
直
な
物
言
い
の
人
で
し
た
。

私
は
宮
澤
内
閣
で
官
房
長
官
を
務
め
て
い
ま
し
た
が
そ
の
時
宮
澤
内
閣
を
強
力
に
支
持
し
て
い
た
当
時
自
民
党
の
幹
事
長
だ
っ
た
梶
山

静
六
さ
ん
も
日
大
の
Ｏ
Ｂ
で
し
た
。
こ
の
人
は
竹
下
派
に
あ
っ
て
武
闘
派
と
言
わ
れ
腕
力
の
強
さ
で
泣
く
子
も
黙
る
と
言
わ
れ
た
人
で
し

た
が
、
憲
法
擁
護
、
徹
底
し
た
平
和
主
義
、
反
戦
主
義
の
人
で
し
た
。
戦
争
を
絶
対
し
て
は
な
ら
な
い
と
主
張
す
る
士
官
学
校
出
身
者
で

自
身
の
体
験
か
ら
く
る
絶
対
戦
っ
て
は
い
け
な
い
と
言
う
事
を
非
常
に
強
く
言
わ
れ
た
人
で
し
た
。
正
直
最
初
の
印
象
と
は
随
分
違
っ
て

い
て
余
計
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
い
う
人
達
を
思
い
出
し
て
み
る
だ
け
で
こ
の
法
学
部
の
テ
ー
マ
は
い
い
着
眼
だ
と
思
い
ま
す
。

私
は
学
術
的
な
事
を
言
う
能
力
も
あ
り
ま
せ
ん
が
私
な
り
に
政
治
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、
ま
ず
民
主
主
義
社
会
に
つ
い
て
気
に
な

る
の
は
、
最
近
特
に
多
数
を
占
め
る
与
党
の
側
が
声
を
大
き
く
し
て
民
主
主
義
の
原
則
は
多
数
決
だ
と
言
っ
て
い
る
事
で
す
。
私
は
本
当

は
議
会
制
民
主
主
義
に
お
い
て
は
、
多
数
決
と
同
時
に
少
数
の
意
見
を
尊
重
し
て
話
し
合
う
事
で
合
意
を
見
つ
け
る
事
が
大
事
だ
と
言
う

事
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
す
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
政
治
家
も
そ
う
で
す
し
、
有
権
者
も
そ
う
で
す
が
、
一
人
一
人
が
確
立
さ
れ
た
個
人
と
し
て
、
個
と
い
う
物
が
な
け

れ
ば
多
数
決
に
よ
る
民
主
主
義
は
成
立
し
な
い
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。
み
ん
な
で
右
を
向
こ
う
、
そ
れ
っ
と
何
か
判
ら
な
い
が
み
ん
な

が
向
く
か
ら
右
を
向
く
と
言
う
よ
う
な
社
会
に
お
け
る
多
数
決
と
い
う
物
は
ど
の
位
の
意
味
が
あ
る
か
、
誰
か
が
こ
っ
ち
が
い
い
ぞ
と

言
っ
た
と
き
に
本
当
に
確
立
さ
れ
た
個
が
一
人
で
考
え
て
本
当
に
こ
れ
が
い
い
と
考
え
他
方
に
向
く
、
そ
こ
で
多
数
決
が
こ
っ
ち
だ
と
言

う
事
に
な
れ
ば
そ
れ
は
い
わ
ゆ
る
民
主
主
義
社
会
と
し
て
意
味
の
あ
る
社
会
が
確
立
さ
れ
る
と
思
う
の
で
す
。

そ
う
し
た
こ
と
な
し
に
何
と
な
く
こ
っ
ち
が
い
い
ぞ
と
言
わ
れ
さ
っ
と
こ
っ
ち
を
向
く
、
今
度
は
そ
っ
ち
だ
と
言
わ
れ
さ
っ
と
そ
っ
ち



今
、
政
治
家
を
問
う
（
河
野
）

二
二
一

を
向
く
社
会
、
会
社
で
も
社
長
が
左
だ
と
言
っ
て
社
員
が
み
ん
な
左
を
向
く
、
そ
の
結
果
の
多
数
決
と
い
う
も
の
に
ど
れ
だ
け
の
意
味
が

あ
る
だ
ろ
う
か
と
非
常
に
疑
問
を
感
じ
る
の
で
す
。

同
じ
よ
う
に
選
挙
で
当
選
し
て
き
た
議
員
が
議
会
で
あ
ま
り
た
い
し
た
審
議
も
せ
ず
に
言
わ
れ
る
ま
ま
に
あ
っ
ち
に
こ
っ
ち
に
と
幹
部

に
言
わ
れ
た
と
お
り
に
賛
成
を
し
て
回
っ
て
い
る
こ
と
の
な
い
こ
と
を
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
民
主
主
義
が
た
だ
多
数
決
に
よ
っ
て
物

事
を
決
め
て
い
く
の
だ
と
言
わ
れ
て
不
安
を
感
じ
る
の
は
、
議
員
一
人
一
人
に
少
し
で
も
自
分
自
身
の
主
張
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
党
議
と

の
間
に
違
和
感
が
あ
っ
た
時
に
そ
の
違
和
感
を
ど
う
処
理
し
て
い
る
か
を
考
え
る
か
ら
で
す
。
勿
論
党
の
公
約
を
掲
げ
て
選
挙
を
戦
っ
て

き
た
わ
け
で
す
か
ら
ど
こ
か
で
党
の
決
定
に
合
わ
せ
な
け
れ
ば
党
運
営
も
で
き
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
言
わ
れ
た
と
お
り
唯
々
諾
々
と
い
う
の

で
は
な
く
何
か
の
反
省
と
確
信
を
踏
ま
え
て
率
直
な
意
見
の
交
換
を
繰
り
返
し
納
得
の
上
で
合
意
を
し
て
ゆ
く
事
が
大
事
だ
と
思
う
の
で

す
。当

然
の
こ
と
な
が
ら
議
員
の
質
を
問
う
と
同
時
に
有
権
者
自
身
が
自
ら
の
質
も
問
う
と
言
う
事
も
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
選
挙
は
正
直
に
い
っ
て
私
は
こ
れ
ほ
ど
ひ
ど
い
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
自
民
党
の
圧
勝
、
野
党
の
惨
敗
と
い
う
結
果
に

な
る
だ
ろ
う
と
あ
る
程
度
予
想
は
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
選
挙
前
の
各
政
党
の
指
導
者
あ
る
い
は
マ
ス
コ
ミ
の
人
達
が
あ
ま
り
に
選
挙

と
い
う
物
を
軽
く
見
て
い
る
よ
う
で
不
思
議
で
な
ら
な
か
っ
た
の
で
す
。
若
干
の
選
挙
の
経
験
の
あ
る
私
か
ら
見
る
と
選
挙
と
い
う
も
の

は
そ
ん
な
に
簡
単
に
当
選
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
候
補
者
を
決
め
て
党
本
部
か
ら
何
県
の
何
区
に
行
っ
て
出
馬
し
な
さ
い
と
指

示
さ
れ
て
そ
こ
へ
行
っ
て
「
私
は
何
党
の
誰
そ
れ
で
す
、
今
度
こ
の
選
挙
区
か
ら
立
候
補
し
ま
す
か
ら
投
票
し
て
く
だ
さ
い
」
と
言
っ
て

票
が
集
ま
る
ほ
ど
選
挙
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
度
自
民
党
が
大
勝
し
た
、
凄
い
勝
ち
方
で
し
た
が
私
か
ら
見
る
と
、
自
民
党
の
候
補
者
だ
け
が
本
当
に
選
挙
運
動
を
や
っ
て
い
た
よ
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う
に
見
え
ま
し
た
。
そ
れ
が
い
い
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
と
に
か
く
ド
ブ
板
を
な
ら
し
て
、
一
軒
ず
つ
「
お
願
い
し
ま
す
」「
お
願
い
し

ま
す
」
と
一
回
だ
け
で
な
く
三
年
間
あ
る
い
は
五
年
間
に
渡
っ
て
ず
っ
と
頼
み
つ
づ
け
た
候
補
者
は
自
民
党
の
候
補
者
が
一
番
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
特
に
三
年
前
に
惨
敗
し
た
、
負
け
た
悔
し
さ
と
い
う
物
が
あ
る
か
ら
次
は
絶
対
に
勝
ち
た
い
、
負
け
を
バ
ネ
に
し
て
相
当
厳

し
い
選
挙
運
動
が
行
わ
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
も
っ
と
言
う
と
負
け
た
自
民
党
は
た
だ
負
け
て
悔
し
い
と
言
う
だ
け
で
な
く
、
負
け
る

以
前
は
ず
っ
と
与
党
で
、
つ
ま
り
永
く
権
力
者
の
側
に
い
て
、
権
力
の
う
ま
味
を
充
分
に
知
っ
て
い
た
の
で
す
。
そ
の
権
力
の
側
に
い
た

人
間
が
落
選
し
て
一
変
に
権
力
を
手
放
し
て
な
に
も
な
い
と
こ
ろ
に
落
ち
込
ん
だ
訳
で
す
か
ら
こ
れ
は
も
う
大
変
な
こ
と
だ
っ
た
の
で
す
。

も
う
一
回
ど
ん
な
苦
労
し
て
も
当
選
し
て
「
与
党
」
に
戻
り
た
い
と
言
う
思
い
が
、
雨
が
降
ろ
う
が
風
が
吹
こ
う
が
も
う
一
生
懸
命
に
選

挙
運
動
を
や
ら
せ
た
の
で
し
ょ
う
。
と
こ
ろ
が
一
方
の
民
主
党
は
そ
れ
ま
で
与
党
の
味
は
全
然
知
ら
な
い
民
主
党
議
員
が
与
党
に
な
っ
て

浮
か
れ
て
三
年
間
ふ
わ
ふ
わ
し
て
や
っ
て
い
る
内
に
選
挙
に
な
っ
た
。
三
年
前
は
風
が
吹
い
て
当
選
し
た
の
で
す
が
今
度
は
全
然
風
は
吹

き
ま
せ
ん
、
落
選
で
す
。
こ
れ
は
当
た
り
前
で
し
ょ
う
。
片
方
は
あ
れ
だ
け
夢
中
に
な
っ
て
当
選
し
よ
う
と
頑
張
っ
て
い
て
、
一
方
は
ふ

わ
ふ
わ
と
し
て
い
れ
ば
結
果
は
こ
う
な
る
に
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

新
党
も
沢
山
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
が
新
党
を
作
っ
て
や
れ
ば
選
挙
で
当
選
で
き
る
と
思
っ
て
や
っ
た
の
か
判
ら
な

い
が
、
結
果
は
そ
ん
な
に
簡
単
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
と
言
う
事
で
す
。
政
党
を
立
ち
上
げ
て
候
補
者
を
公
募
し
て
候
補
者
を
集
め
て
、

そ
れ
で
全
国
一
斉
に
や
ろ
う
と
し
た
よ
う
で
す
が
、
そ
こ
に
は
一
人
一
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
選
挙
区
か
ら
当
選
し
て
出
て
く
る
だ
け
の
必
然

性
と
い
う
か
、
歴
史
と
い
う
か
絆
も
な
に
も
そ
う
い
う
も
の
は
全
く
考
え
て
い
な
か
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
れ
で
上
で
割
り
当
て
ら
れ
た
所

に
飛
ん
で
い
っ
た
っ
て
そ
ん
な
こ
と
で
選
挙
に
な
る
は
ず
が
な
い
。
大
風
呂
敷
を
広
げ
て
話
を
す
る
の
を
最
初
は
マ
ス
コ
ミ
が
面
白
半
分

に
、
そ
う
い
う
人
の
拡
声
器
の
代
わ
り
を
つ
と
め
て
ワ
ー
と
は
や
し
立
て
た
時
期
が
あ
っ
た
か
ら
、
そ
ん
な
も
の
か
な
と
思
っ
た
人
も
い
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た
か
も
知
れ
な
い
が
ち
ょ
っ
と
足
元
を
見
る
と
全
然
そ
ん
な
雰
囲
気
は
見
え
な
い
か
ら
途
中
で
気
が
つ
い
て
あ
っ
と
い
う
間
に
火
が
消
え

た
と
言
う
事
で
し
ょ
う
。
繰
り
返
し
ま
す
が
選
挙
は
そ
ん
な
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

投
票
所
と
い
う
誰
も
見
て
い
な
い
場
所
で
つ
ま
り
周
り
を
仕
切
っ
て
だ
れ
も
見
て
い
な
い
場
所
で
候
補
者
の
名
前
を
き
ち
ん
と
間
違
い

な
く
書
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
誰
も
見
て
い
な
い
の
で
す
、
仕
切
り
の
中
で
気
が
変
わ
る
こ
と
だ
っ
て
充
分
に
あ
る
と
思
い
ま

す
。
確
実
に
そ
の
候
補
者
の
名
前
を
七
万
人
、
八
万
人
あ
る
い
は
一
〇
万
人
の
人
が
書
か
な
け
れ
ば
当
選
し
な
い
の
で
す
。
東
京
ド
ー
ム

を
二
回
満
員
に
し
た
ぐ
ら
い
の
人
が
間
違
い
な
く
候
補
者
の
名
前
を
書
い
て
く
れ
る
、
信
じ
ら
れ
ま
す
か
。
選
挙
中
は
周
り
の
人
は
頑
張

れ
、
い
い
ぞ
と
言
っ
て
く
れ
ま
す
。
け
れ
ど
本
当
に
投
票
日
に
投
票
所
ま
で
行
っ
て
く
れ
る
か
、
雨
が
降
っ
た
り
、
雪
が
降
っ
た
り
そ
れ

だ
け
で
も
大
変
な
こ
と
で
す
、
そ
の
上
で
候
補
者
の
名
前
を
書
い
て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
と
考
え
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
な
か
な
か

確
信
は
持
て
な
い
の
で
す
。
投
票
所
に
行
っ
て
き
た
よ
と
い
わ
れ
た
ら
も
う
本
当
に
嬉
し
い
の
で
す
。
そ
れ
は
た
と
え
ば
新
聞
な
ど
で
投

票
率
は
六
割
と
聞
く
と
そ
れ
な
ら
自
分
の
支
持
者
の
数
か
ら
行
っ
て
大
丈
夫
か
な
ど
と
思
う
と
全
く
違
い
ま
す
。
六
割
と
い
う
投
票
率
は

自
分
の
支
持
者
も
含
め
て
六
割
で
す
か
ら
後
援
者
の
か
な
り
の
人
は
棄
権
に
な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
る
の
で
す
。

そ
れ
で
は
ど
の
位
努
力
し
た
ら
確
信
が
持
て
る
だ
ろ
う
か
。
ち
ょ
っ
と
や
そ
っ
と
の
こ
と
で
は
ダ
メ
で
す
。
あ
い
つ
は
偉
い
よ
毎
朝
駅

の
前
で
ビ
ラ
を
配
っ
て
い
る
よ
な
ん
て
言
う
の
は
誰
で
も
や
っ
て
い
る
の
で
す
。
そ
ん
な
こ
と
で
は
充
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、
も
っ
と
選

挙
と
は
厳
し
い
難
し
い
も
の
だ
と
覚
悟
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

そ
れ
は
候
補
者
を
選
ん
だ
政
党
の
リ
ー
ダ
ー
達
が
も
っ
と
知
る
べ
き
で
し
ょ
う
。
特
に
小
選
挙
区
制
と
い
う
こ
の
選
挙
制
度
は
党
の
信

用
で
選
挙
を
す
る
の
で
す
。
党
に
信
用
が
な
く
な
っ
て
候
補
者
個
人
の
活
動
に
党
が
負
ぶ
さ
っ
て
い
る
よ
う
で
は
と
て
も
政
党
と
は
言
え

ま
せ
ん
。
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長
い
歴
史
の
あ
る
自
民
党
は
何
度
も
失
敗
し
た
り
し
て
そ
ん
な
事
は
よ
く
分
か
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
最
近
の
候
補
者
選
び
は
何
か
の

団
体
に
支
え
ら
れ
て
い
る
と
か
、
巨
額
の
資
金
を
出
せ
る
後
援
者
が
い
る
と
い
う
時
代
と
は
変
わ
っ
て
来
て
い
る
よ
う
で
す
。
自
民
党
で

国
会
議
員
に
な
ろ
う
と
す
る
人
が
い
る
と
そ
の
人
を
担
い
で
い
る
地
方
議
員
の
人
は
み
ん
な
一
人
一
人
が
選
挙
前
に
ド
ブ
板
を
鳴
ら
し
て

一
軒
ず
つ
有
権
者
を
訪
ね
て
当
選
し
て
き
た
人
な
の
で
す
。
町
会
議
員
も
村
会
議
員
も
同
じ
で
す
。
そ
う
い
う
人
が
み
ん
な
裏
路
地
を

回
っ
て
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」「
こ
ん
に
ち
は
」
と
声
を
掛
け
て
ま
わ
っ
て
い
る
の
で
す
。
支
持
す
る
か
ど
う
か
は
別
で
す
、
支
持

者
も
支
持
し
な
い
人
も
と
に
か
く
み
ん
な
顔
な
じ
み
な
の
で
す
。
そ
う
い
う
人
が
集
ま
っ
て
応
援
し
て
い
る
の
で
す
か
ら
他
の
政
党
の
候

補
者
と
選
挙
の
や
り
方
が
違
う
の
で
す
。
た
と
え
ば
あ
る
政
党
の
候
補
者
に
三
〇
人
が
集
ま
っ
て
支
持
す
る
と
い
っ
て
も
結
局
支
持
し
て

く
れ
る
人
は
や
は
り
三
〇
人
で
し
か
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
す
。
ど
こ
が
違
う
の
だ
ろ
う
か
。

昨
今
の
政
党
に
政
治
家
を
育
て
る
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
か
が
問
題
で
す
。
自
民
党
は
こ
れ
ま
で
派
閥
と
い
う
物
が
あ
っ
て
、
派
閥
が
若
い

政
治
家
を
育
て
て
き
た
の
で
す
。
最
近
派
閥
有
害
論
が
出
て
き
て
、
派
閥
が
衰
退
し
弱
体
化
し
て
そ
の
結
果
若
手
を
育
て
る
シ
ス
テ
ム
が

無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
多
く
の
政
党
に
は
若
手
を
育
て
る
仕
組
み
が
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
自
民
党
で
も
現

在
で
は
世
襲
は
い
け
な
い
、
官
僚
は
好
ま
し
く
な
い
と
言
わ
れ
、
今
あ
る
の
は
公
募
に
よ
る
候
補
者
捜
し
が
比
較
的
フ
ェ
ア
で
い
い
と
言

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
公
募
と
は
本
当
に
い
い
仕
組
み
な
の
で
し
ょ
う
か
。
少
な
く
と
も
今
は
ま
だ
、
充
分
に
こ
な
れ

て
い
る
と
は
言
い
に
く
い
。
例
え
ば
選
挙
区
ご
と
に
公
募
す
る
と
し
ま
し
ょ
う
。
ま
ず
論
文
を
募
集
す
る
、
論
文
が
集
ま
る
、
一
体
誰
が

こ
れ
を
審
査
す
る
の
か
、
審
査
す
る
だ
け
の
能
力
を
持
っ
た
審
査
員
が
各
選
挙
区
ご
と
に
い
る
だ
ろ
う
か
。
仮
に
そ
ん
な
素
晴
ら
し
い
審

査
員
が
い
る
な
ら
そ
の
人
が
候
補
者
に
な
っ
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
か
。
ど
う
も
始
め
か
ら
然
る
べ
き
候
補
者
が
い
て
公
募
は
カ
モ
フ
ラ
ー

ジ
ュ
だ
と
い
う
説
が
す
で
に
出
て
き
た
と
こ
ろ
が
あ
る
と
い
い
ま
す
。
口
頭
試
問
も
誰
が
や
る
の
か
、
会
っ
て
話
を
し
て
割
と
感
じ
が
良
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か
っ
た
、
選
挙
向
き
だ
と
幹
部
が
言
っ
て
み
て
も
そ
れ
が
ど
の
位
そ
の
選
挙
区
の
地
域
に
密
着
し
て
信
頼
さ
れ
る
候
補
者
に
な
る
だ
ろ
う

か
、
最
悪
の
状
況
は
そ
う
や
っ
て
選
ん
で
お
い
て
君
は
自
己
資
金
は
ど
の
位
あ
る
の
か
ね
と
聞
い
て
本
人
は
借
金
を
し
て
退
職
金
を
入
れ

て
五
〇
〇
万
円
い
や
も
う
少
し
頑
張
っ
た
と
し
て
も
、
結
果
は
、
そ
れ
で
は
問
題
に
な
ら
な
い
、
最
低
こ
れ
く
ら
い
は
な
け
れ
ば
選
挙
な

ん
か
出
来
な
い
と
言
っ
て
断
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
。
と
こ
ろ
が
更
に
信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な
話
し
は
、
そ
の
断
ら
れ
た

候
補
者
が
今
度
は
相
手
の
党
に
行
っ
て
公
認
候
補
に
な
っ
て
出
て
き
た
と
い
う
の
で
す
。

党
も
目
指
す
政
策
を
し
っ
か
り
と
詰
め
、
候
補
者
た
ら
ん
と
す
る
人
も
自
分
の
持
つ
理
想
を
整
理
し
充
分
に
周
到
な
準
備
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

お
よ
そ
政
治
を
志
す
も
の
は
理
想
を
持
た
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。「
理
想
」
な
ど
と
夢
物
語
を
す
る
よ
り
、
現
実
が
大
事
だ
、

理
想
な
ど
意
味
が
な
い
な
ど
と
言
う
人
が
い
る
よ
う
で
す
。
し
か
し
私
は
理
想
を
持
た
な
い
の
な
ら
政
治
を
志
す
意
味
が
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

リ
ー
ダ
ー
が
変
わ
っ
て
、
最
近
政
治
の
保
守
化
と
か
保
守
主
義
へ
の
傾
斜
な
ど
と
盛
ん
に
言
わ
れ
ま
す
。
一
体
保
守
と
は
何
で
し
ょ
う
。

私
は
保
守
と
は
自
然
の
形
だ
と
理
解
し
て
い
ま
す
。
今
保
守
化
と
言
わ
れ
て
い
る
も
の
は
本
来
の
保
守
と
は
思
え
ま
せ
ん
。
私
は
あ
れ

は
あ
る
意
味
で
過
激
な
右
寄
り
の
運
動
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

保
守
と
は
そ
ん
な
に
過
激
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
っ
と
自
然
な
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
の
過
去
を
肯
定
し
、
そ
れ
を
穏
健
に
改
善

し
て
い
こ
う
と
言
う
動
き
だ
と
思
い
ま
す
。
保
守
は
進
む
こ
と
も
あ
れ
ば
、
退
く
こ
と
も
あ
る
の
で
す
。
い
け
い
け
と
ど
ん
ど
ん
右
肩
上

が
り
に
進
ん
で
行
く
も
の
を
保
守
だ
と
言
え
ば
そ
の
理
解
は
間
違
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
も
っ
と
安
定
し
た
自
然
な
形
で
、
一
つ
一
つ

物
事
を
着
実
に
改
善
し
て
い
こ
う
と
い
う
穏
健
な
動
き
こ
そ
が
保
守
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。



二
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一
歩
ず
つ
理
想
に
近
づ
こ
う
と
し
て
努
力
す
る
、
努
力
な
し
に
理
想
に
近
づ
け
る
こ
と
は
な
い
し
、
し
か
し
努
力
す
れ
ば
必
ず
理
想
を

達
成
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
も
残
念
な
が
ら
言
え
ま
せ
ん
が
、
し
か
し
そ
の
努
力
こ
そ
が
若
い
人
が
政
治
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
意
味
だ
と

思
い
ま
す
。

も
う
一
つ
言
い
た
い
こ
と
は
私
が
政
治
に
か
か
わ
っ
て
大
事
だ
と
思
っ
た
こ
と
は
、
新
し
い
知
識
も
勿
論
大
事
だ
が
、
や
は
り
経
験
と

い
う
も
の
が
と
て
も
大
事
だ
と
言
う
事
で
し
た
。
こ
ん
な
こ
と
を
言
う
と
私
を
保
守
的
な
老
人
だ
と
見
る
人
が
い
る
で
し
ょ
う
が
そ
う
で

も
な
い
、
や
っ
ぱ
り
政
治
と
い
う
も
の
は
経
験
を
大
事
に
す
る
事
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
あ
の
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
氏
も
政
治
家
に
と
っ

て
大
事
な
の
は
経
験
だ
と
言
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
政
治
家
と
し
て
の
経
験
だ
け
で
は
な
く
人
間
と
し
て
の
経
験
も
大
事
だ
と
い
う
事
で

す
。
経
験
は
金
で
は
買
え
ま
せ
ん
。
政
治
に
於
け
る
知
識
は
三
段
跳
び
で
飛
び
越
え
て
い
く
こ
と
の
出
来
な
い
大
事
な
こ
と
が
あ
る
と
知

る
必
要
が
あ
る
の
で
す
。
そ
の
経
験
は
自
分
で
直
接
体
験
す
る
事
も
あ
る
し
、
先
輩
か
ら
教
わ
る
こ
と
も
経
験
の
中
で
非
常
に
重
要
だ
と

言
う
事
を
是
非
考
え
て
欲
し
い
の
で
す
。

若
い
頃
か
ら
政
治
の
道
に
入
っ
て
色
々
な
先
輩
の
指
導
を
受
け
ま
し
た
。
最
初
に
出
会
っ
た
の
は
田
中
角
栄
総
理
大
臣
で
し
た
。
田
中

総
理
は
ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件
で
逮
捕
さ
れ
失
脚
し
ま
し
た
が
や
は
り
記
憶
に
残
る
リ
ー
ダ
ー
で
し
た
。
彼
は
若
手
を
集
め
て
は
「
君
ら
は

も
っ
と
勉
強
し
ろ
、
そ
し
て
そ
の
道
の
専
門
家
に
な
れ
、
農
業
の
専
門
家
で
も
い
い
、
文
教
の
専
門
家
で
も
い
い
だ
ろ
う
、
と
に
か
く
専

門
家
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
勉
強
し
ろ
、
そ
う
な
れ
ば
官
僚
の
言
う
事
に
影
響
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
な
る
。
官
僚
が
自
分
の
言
い
分
を
通
そ

う
と
ど
ん
な
に
説
明
し
て
も
、
逆
に
君
ら
が
官
僚
を
使
う
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
る
。
官
僚
は
人
事
異
動
が
あ
っ
て
数
年
で
持
ち
場
が

替
わ
る
。
し
か
し
君
ら
は
何
年
で
も
そ
の
専
門
分
野
を
得
意
と
し
て
議
員
立
法
を
提
出
し
自
分
の
理
想
に
向
か
っ
て
進
む
こ
と
が
出
来
る

の
だ
と
言
う
の
で
す
。
田
中
総
理
は
熱
心
に
若
手
に
言
い
続
け
ま
し
た
。
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二
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田
中
時
代
が
終
わ
っ
て
し
ば
ら
く
し
て
大
平
正
芳
総
理
が
出
て
き
た
の
で
す
。
大
平
さ
ん
は
ま
た
我
々
に
色
々
と
指
導
を
し
て
く
れ
ま

し
た
が
、
大
平
さ
ん
は
こ
う
言
う
の
で
す
。
専
門
家
は
大
事
だ
、
専
門
知
識
は
重
要
だ
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
で
は
政
治
家
で
は
な
い
。
政

治
家
と
言
う
も
の
は
全
体
の
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
を
見
て
こ
れ
で
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
は
い
い
か
ど
う
か
を
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

ち
ら
が
出
過
ぎ
て
い
た
ら
そ
れ
を
詰
め
る
か
、
そ
ち
ら
を
足
す
か
し
な
け
れ
ば
と
考
え
る
の
が
政
治
家
と
し
て
重
要
な
の
だ
。
だ
か
ら
一

つ
の
分
野
だ
け
を
よ
く
知
っ
て
い
て
も
ダ
メ
で
全
体
の
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
を
よ
く
見
る
事
が
必
要
な
の
だ
と
大
平
さ
ん
は
よ
く
言
っ
て
い

ま
し
た
。

私
た
ち
若
手
は
悩
み
ま
し
た
。
田
中
さ
ん
に
散
々
言
わ
れ
て
専
門
家
に
な
ろ
う
と
思
っ
て
努
力
し
て
い
る
途
中
に
大
平
さ
ん
か
ら
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
で
は
意
味
が
な
い
と
は
言
わ
な
い
け
れ
ど
、
そ
れ
だ
け
で
は
政
治
家
と
し
て
充
分
で
は
な
い
、
政
治
家
は
ゼ
ネ
ラ
リ
ス
ト
が

大
事
な
の
だ
と
言
わ
れ
た
の
で
す
か
ら
。

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
だ
っ
た
大
平
さ
ん
は
ま
た
「
政
治
家
と
い
う
も
の
は
民
を
恐
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
つ
ま
り
国
民
を
恐
れ
ろ
と
、
さ

ら
に
「
神
を
恐
れ
ろ
」
神
様
を
恐
れ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ
し
て
「
自
然
を
畏
怖
す
る
心
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」。「
民
を
恐
れ
、

神
を
恐
れ
、
自
然
を
畏
怖
す
る
心
を
持
て
」
と
言
う
の
で
す
。
こ
れ
は
大
平
さ
ん
の
政
治
に
対
す
る
哲
学
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

宮
澤
喜
一
総
理
と
い
う
人
は
私
の
政
治
の
師
匠
で
し
た
。
語
学
の
達
人
で
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
も
日
本
の
政
治
家
で
宮
澤
が
英
語
が
一
番

上
手
だ
と
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、
私
は
む
し
ろ
宮
澤
さ
ん
の
中
国
に
対
す
る
理
解
度
、
漢
文
、
漢
籍
の
知
識
が
素
晴
ら
し
い
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。
宮
澤
総
理
に
私
は
官
房
長
官
を
任
命
さ
れ
ま
し
た
が
、
最
初
に
総
理
か
ら
「
大
事
な
こ
と
は
、
権
力
に
あ
る
も
の
が
権
力
を
行

使
し
よ
う
と
す
る
時
は
出
来
る
だ
け
抑
制
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
つ
ま
り
出
来
る
限
り
権
力
を
使
わ
な
い
と
言

う
気
持
ち
で
い
て
欲
し
い
と
言
う
の
で
す
。
常
に
薄
氷
を
踏
む
思
い
で
毎
日
の
政
治
に
取
り
組
ん
で
欲
し
い
、
注
意
深
く
ど
ん
な
小
さ
な



二
二
八

音
も
聞
き
落
と
さ
ぬ
よ
う
な
態
度
で
政
治
に
向
か
え
と
も
言
わ
れ
た
こ
と
を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。

こ
う
い
う
一
つ
一
つ
の
言
葉
を
先
輩
か
ら
言
わ
れ
て
緊
張
し
な
が
ら
聞
い
た
の
を
忘
れ
な
い
の
で
す
。
ま
た
年
が
上
で
し
た
が
私
の
議

員
と
し
て
同
期
の
友
人
か
ら
、
代
議
士
に
な
る
前
に
暫
く
右
翼
の
大
物
の
家
で
書
生
を
し
て
い
た
時
の
こ
と
を
よ
く
聞
き
ま
し
た
。
仲
間

が
そ
の
時
ど
ん
な
指
導
を
受
け
た
の
か
と
聞
く
と
、
い
や
口
を
き
い
た
こ
と
は
殆
ど
な
い
と
言
う
の
で
す
。
し
か
し
一
回
だ
け
玄
関
の
前

を
掃
除
し
て
い
た
と
き
突
然
出
て
き
た
先
生
か
ら
車
を
呼
ん
で
こ
い
と
指
示
さ
れ
て
、
車
が
来
た
ら
こ
れ
か
ら
相
撲
に
行
く
か
ら
助
手
席

に
乗
れ
と
言
わ
れ
た
。
前
の
席
に
乗
る
と
、
後
ろ
か
ら
君
は
相
撲
が
好
き
か
と
聞
か
れ
「
ハ
イ
、
好
き
で
す
」
と
答
え
た
。
口
を
き
い
た

の
は
後
に
も
先
に
も
こ
れ
だ
け
し
か
な
い
と
言
う
の
で
す
。
そ
れ
で
も
彼
に
と
っ
て
は
書
生
を
し
て
い
た
と
言
う
事
が
、
彼
の
思
想
的
な

問
題
で
な
く
精
神
的
支
柱
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
若
い
議
員
に
そ
れ
ぞ
れ
ど
ん
な
精
神
的
支
柱
と
も
言
う
べ
き
も
の
が
あ
る
の
だ

ろ
う
か
。
こ
う
し
た
も
の
は
経
験
か
ら
蓄
積
さ
れ
る
も
の
で
も
あ
る
の
で
す
。
政
界
に
入
る
前
で
も
、
政
界
に
入
っ
て
か
ら
で
も
い
ろ
い

ろ
な
場
面
で
学
ぶ
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

経
験
と
人
間
的
な
成
熟
、
そ
れ
が
も
っ
と
必
要
で
は
な
い
か
、
何
か
そ
う
し
た
事
を
余
り
意
識
せ
ず
何
と
な
く
時
間
だ
け
を
積
み
重
ね

て
、
重
い
責
任
を
背
負
う
と
言
う
事
に
な
っ
た
若
い
政
治
家
の
姿
を
見
て
、
充
分
に
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
が
出
来
ず
に
急
遽
マ
ウ
ン
ド

に
呼
ば
れ
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
も
ま
ま
な
ら
な
い
内
に
打
ち
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
投
手
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
政
治
家
と
し
て
も
人
間
と
し

て
も
充
分
精
神
的
に
成
熟
し
た
状
態
で
重
い
責
任
を
背
負
っ
て
活
躍
で
き
る
よ
う
に
普
段
か
ら
の
準
備
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
衆
議
院
と
参

議
院
の
拗
れ
も
民
意
の
表
現
な
の
で
す
。
そ
の
状
況
の
上
で
民
意
に
添
っ
た
政
治
的
答
え
を
探
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
の
が
議
会

制
民
主
主
義
の
使
命
と
心
得
て
理
想
を
胸
に
努
力
を
重
ね
て
い
っ
て
欲
し
い
と
念
願
し
て
い
ま
す
。



パ
ネ
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ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

二
二
九

総
合
司
会　
　

吉
野　
　

篤
（
日
本
大
学
法
学
部
教
授
）

挨　
　

拶　
　

岡
島　

芳
伸
（
日
本
大
学
法
学
部
次
長
）

挨　
　

拶　
　

秋
山　

和
宏
（
日
本
大
学
法
学
部
政
経
研
究
所
長
）

司　
　

会　
　

秋
山　

和
宏
（
日
本
大
学
法
学
部
政
経
研
究
所
長
）

パ
ネ
リ
ス
ト

大
島
九
州
男　
氏
（
参
議
院
議
員
：
日
本
大
学
法
学
部
卒
業
）

小
野　

晋
也　
氏
（
元
衆
議
院
議
員
：
橿
樹
舎
舎
主
）

白　
　

眞
勲　
氏
（
参
議
院
議
員
：
日
本
大
学
生
産
工
学
部
卒
業
）

福
島
み
ず
ほ　
氏
（
社
民
党
党
首
）

福
田　
　

充　
　
（
日
本
大
学
法
学
部
教
授
）

吉
野　
　

篤　
　
（
日
本
大
学
法
学
部
教
授
）

　

※
肩
書
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
当
時
の
も
の

（
吉　

野
） 

た
だ
い
ま
か
ら
、
平
成
二
四
年
度
、
日
本
大
学
法
学
部
・

政
経
研
究
所
・
共
同
研
究
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
今
、
政
治
家
を

問
う
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
開
会
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

本
日
は
、
お
寒
い
な
か
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
て
大
変
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
ず
、
開
会
に
先
立
ち
ま
し
て
、
法
学
部
の
次
長
で
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
岡
島
先
生
よ
り
ご
挨
拶
を
頂
戴
し
た
い
と

い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
。
先
生
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

（
岡　

島
） 

法
学
部
次
長
の
岡
島
で
ご
ざ
い
ま
す
。
本
来
な
ら
ば
学
部

長
の
杉
本
が
ご
挨
拶
す
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

所
用
が
ご
ざ
い
ま
し
て
、
失
礼
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

実
は
私
、
法
学
部
で
ご
ざ
い
ま
す
け
ど
も
、
法
律
系
で
ご

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン



二
三
〇

わ
れ
わ
れ
政
経
研
究
所
で
は
、
三
年
ぐ
ら
い
前
か
ら
「
政

治
家
研
究
」
と
い
う
こ
と
で
、
所
員
に
よ
る
共
同
研
究
を
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
回
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
そ
う

い
っ
た
共
同
研
究
の
一
連
の
流
れ
に
沿
っ
て
い
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。
研
究
も
三
年
経
ち
ま
し
た
の
で
こ
こ
ら
で
一
区
切

り

│
や
め
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が

│
を
つ
け
よ
う

と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
度
こ
う
い
う
か
た
ち
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

皆
様
、
お
感
じ
の
よ
う
に
、
ど
う
も
政
治
に
対
す
る
信
頼

が
い
ろ
い
ろ
な
面
で
地
に
落
ち
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
、
そ
の

こ
と
は
今
回
の
衆
議
院
選
挙
の
投
票
率
を
見
れ
ば
一
目
瞭
然

で
す
。
低
投
票
率
は
ま
た
政
治
に
対
す
る
失
望
感
の
表
れ
だ

ろ
う
と
思
い
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
は
、
確
か
に
こ
う
し
た
現
象

は
制
度
の
問
題
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
し
か
し
制
度
を
動
か
す

の
は
人
な
の
だ
と
い
う
観
点
か
ら
政
治
家
に
早
く
か
ら
注
目

を
し
ま
し
て
、
こ
こ
に
研
究
の
焦
点
を
あ
て
て
や
っ
て
き
た

わ
け
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
度
、
開
催
に
際
し
て
、
五
名
の
政
治
家
の
方
々
ご
出

席
い
た
だ
き
ま
し
た
。
非
常
に
あ
り
が
た
い
こ
と
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
と
り
わ
け
基
調
講
演
を
い
た
だ
き
ま
す
河
野
洋

平
先
生
、
自
由
民
主
党
の
総
裁
、
そ
し
て
国
権
の
最
高
機
関

ざ
い
ま
し
て
、
政
治
に
関
し
ま
し
て
は
一
般
市
民
並
の
関
心

と
い
い
ま
す
か
、
そ
れ
で
も
選
挙
権
は
必
ず
行
使
し
て
、

二
〇
年
間
棄
権
し
た
こ
と
は
な
い
と
い
う
程
度
の
選
挙
と
い

い
ま
す
か
、
政
治
に
関
す
る
関
心
は
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

そ
れ
以
上
深
く
勉
強
し
た
と
い
う
こ
と
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

き
ょ
う
の
テ
ー
マ
が
「
今
、
政
治
家
を
問
う
」
と
い
う
こ

と
で
、
き
わ
め
て
タ
イ
ム
リ
ー
な
話
題
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

非
常
に
皆
さ
ん
方
も
関
心
を
持
っ
て
聞
か
れ

│
ち
ょ
っ
と

天
候
が
よ
く
な
か
っ
た
の
と
、
連
絡
が
遅
か
っ
た
の
で
、

も
っ
と
た
く
さ
ん
の
一
般
学
生
に
も
聞
い
て
も
ら
い
た
い
と

こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
で
も
こ
れ
だ
け
の
皆

さ
ん
が
お
集
ま
り
い
た
だ
い
た
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
あ
り

が
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
し
、
ゲ
ス
ト
と
い
い
ま
す
か
、
参

加
の
先
生
方
に
も
深
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ど
う
も
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
拍
手
）

（
吉　

野
） 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
れ
で
は
続
き
ま
し
て
、
政
経
研
究
所
の
所
長
で
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
秋
山
先
生
か
ら
ご
挨
拶
を
頂
戴
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
秋　

山
） 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
に
あ
た
り
ま
し
て
、
一
言
ご
挨
拶
を

申
し
上
げ
ま
す
。
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本
日
は
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。（
拍
手
）

（
吉　

野
） 

秋
山
先
生
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
秋　

山
） 

そ
れ
で
は
こ
れ
か
ら
「
今
、
政
治
家
を
問
う
」
と
い
う
タ

イ
ト
ル
で
、
平
成
二
四
年
度
日
本
大
学
法
学
部
の
政
経
研
究

所
共
同
研
究
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

き
ょ
う
は
、
い
ろ
い
ろ
生
憎
が
重
な
り
ま
し
て
、
年
末
の

慌
た
だ
し
い
折
り
に
、
し
か
も
連
休
の
初
日
に
当
た
り
、
お

ま
け
に
雨
に
ま
で
降
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
悪

条
件
に
も
か
か
わ
ら
ず
お
越
し
い
た
だ
い
た
先
生
方
、
本
当

に
今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
わ
れ
わ
れ
の
申
し

出
に
快
く
お
受
け
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
、
非
常
に
感
謝

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
最
初
に
申
し
上
げ
ま
す
が
、
こ
の
並
び
順
は
あ

い
う
え
お
順
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
私
の
あ
か
ら
始
ま
り
ま

し
て
、
向
こ
う
の
こ
ち
ら
の
教
員
お
二
人
、
全
て
あ
い
う
え

お
順
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ち
ょ
う
ど

う
ま
く
並
び
ま
し
た
も
の
で
す
か
ら
。

そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
、
私
は
ふ
だ
ん
あ
ま
り
議
員
の
方
、

政
治
家
の
方
を
「
先
生
」
と
は
呼
ば
な
い
の
で
す
け
れ
ど
も
、

し
か
し
、
尊
敬
す
る
分
に
は
人
後
に
落
ち
な
い
つ
も
り
で
お

り
ま
す
。
た
だ
、
何
と
お
呼
び
し
て
い
い
か
と
い
う
の
は
、

の
長
た
る
衆
議
員
議
長
を
歴
任
さ
れ
た
非
常
に
偉
大
な
政
治

家
だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
先
生
に
お
越
し
い
た
だ
い
た
と

い
う
こ
と
は
、
非
常
に
光
栄
の
至
り
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

私
事
で
い
い
ま
す
と
、
河
野
先
生
に
つ
い
て
は
、
自
民
党

に
い
ら
れ
て
、
そ
し
て
そ
こ
を
脱
党
し
ま
し
て
新
自
由
ク
ラ

ブ
を
立
ち
上
げ
た
、
お
若
い
あ
の
頃
の
お
姿
、
あ
の
頃
の
キ

リ
リ
ッ
と
し
た
表
情
と
い
う
の
は
、
未
だ
に
強
く
脳
裏
に

残
っ
て
お
り
ま
す
。
今
日
、
先
生
に
お
目
に
か
か
れ
て
、
感

激
を
新
た
に
し
た
次
第
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
先
生
に
基
調

講
演
を
い
た
だ
く
と
い
う
の
は
本
当
に
あ
り
が
た
い
こ
と
と
、

重
ね
て
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

合
わ
せ
て
、
の
ち
ほ
ど
討
論
に
参
加
い
た
だ
く
先
生
方
に

も
、
そ
れ
ぞ
れ
、
暮
れ
の
い
ろ
い
ろ
ご
予
定
が
あ
る
な
か
を

わ
ざ
わ
ざ
こ
こ
に
駆
け
つ
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
心

か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
先
生
方
と
は
、
あ
と

で
少
し
密
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
っ
て
い
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

是
非
、
今
回
の
こ
の
機
会
を
、
一
つ
の
勉
強
の
機
会
と
捉

え
て
、
そ
し
て
実
り
の
多
い
成
果
を
得
ら
れ
れ
ば
と
思
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
会
場
の
皆
様
共
々
よ
ろ
し
く
お
願
い
を
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
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先
生
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
政
治
に
つ
い
て
の
哲
学

や
思
想
や
理
想
が
ど
う
で
あ
る
か
が
重
視
さ
れ
、
あ
る
い
は

制
度
に
つ
い
て
も
、
主
に
も
っ
ぱ
ら
制
度
論
と
い
う
ふ
う
な

形
で
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
て
、
あ
ま
り
学
者
が
実
態
研

究
を
手
が
け
る
と
い
う
こ
と
を
よ
し
と
し
な
い
よ
う
な
風
潮

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
な
か
で
、
政
治
家
論
と
い
う
の
が

な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
あ
っ
て
も
大
体
、

偉
大
な
政
治
家
に
つ
い
て
の
伝
記
や
業
績
の
記
述
と
い
っ
た

も
の
で
、
政
治
家
が
政
治
に
お
い
て
ど
う
い
う
役
割
や
行
動

を
演
じ
た
か
と
い
っ
た
、
そ
う
い
う
実
態
的
な
あ
る
い
は
マ

ク
ロ
な
視
点
か
ら
の
研
究
が
ほ
と
ん
ど
な
し
に
き
た
状
態
で

す
。
そ
こ
で
な
ん
と
か
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
少
し
で
も
風
穴

を
開
け
ら
れ
れ
ば
と
い
う
思
い
で
政
治
家
に
着
目
を
し
た
と

い
う
こ
と
が
そ
の
発
端
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
も
ま
た
河
野
先
生
の
お
話
と
ダ
ブ
ル
か
と
思
い
ま
す

が
、
ど
う
し
て
も
制
度
に
目
が
い
く
わ
け
で
す
ね
。
何
か
政

治
が
悪
く
な
る
と
制
度
が
悪
い
と
。
い
ま
の
選
挙
制
度
に
つ

い
て
も
、
八
〇
年
代
末
に
い
ろ
い
ろ
な
政
治
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル

が
起
き
た
と
こ
ろ
か
ら
、
政
治
が
悪
い
、
政
治
改
革
が
必
要

だ
と
い
う
こ
と
が
声
高
に
叫
ば
れ
た
。
次
い
で
ど
こ
に
行
き

着
い
て
い
っ
た
か
と
い
う
と
、
選
挙
「
制
度
」
が
悪
い
ん
だ

ち
ょ
っ
と
私
の
ほ
う
も
見
当
つ
き
ま
せ
ん
の
で
、
今
回
に
限

り
「
先
生
」
と
呼
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
れ
も
ご
了
承

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

〔
出
席
者　

あ
い
う
え
お
順
に
ご
紹
介
〕

先
程
、
河
野
先
生
か
ら
非
常
に
貴
重
な
お
話
を
い
た
だ
き

ま
し
て
、
実
は
、
あ
の
お
話
の
な
か
で
、
今
回
、
わ
れ
わ
れ

が
考
え
た
趣
旨
と
非
常
に
合
致
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
初
め
に
あ
た
り
ま
し
て
、
今
回
の
主
旨
を
述
べ
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

先
程
も
ち
ょ
っ
と
ふ
れ
ま
し
た
よ
う
に
、
三
年
程
前
か
ら

研
究
所
で
も
っ
て
政
治
家
研
究
と
い
う
こ
と
を
始
め
ま
し
た
。

こ
れ
は
実
は
理
由
が
ご
ざ
い
ま
し
て
、
一
つ
は
、
先
程
、
私

の
挨
拶
の
な
か
で
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
け
れ
ど
も
、

近
年
政
治
家
の
質
が
非
常
に
問
題
視
さ
れ
て
、
ま
す
ま
す
そ

れ
が
声
高
に
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
政
治
家
と

い
う
も
の
を
少
し
真
面
目
に
、
こ
ち
ら
研
究
す
る
サ
イ
ド
と

し
て
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
と
い
う
思
い
が
非
常

に
強
く
な
っ
た
。
こ
れ
が
一
つ
の
動
機
で
す
。

そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
は
、
こ
れ
は
政
治
学
に
関
係
す
る
こ

と
で
す
け
れ
ど
も
、
実
は
、
わ
れ
わ
れ
専
攻
し
て
お
り
ま
す

政
治
学
の
領
域
で
は
、
と
も
す
る
と
、
こ
れ
も
先
程
、
河
野
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（
大　

島
） 

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
私
は
日
本
大
学
法
学
部
政
治
経

済
学
科
出
身
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
皆
さ
ん
と
同
じ
同
窓
で
ご

ざ
い
ま
す
。

き
ょ
う
は
本
当
に
、
こ
の
お
忙
し
い
な
か
、
ま
た
連
休
の

初
日
に
た
く
さ
ん
の
心
あ
る
学
生
の
皆
さ
ん
の
前
で
お
話
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
こ
と
、
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。プ

ロ
フ
ィ
ー
ル
は
学
生
さ
ん
が
調
べ
て
書
い
て
下
さ
っ
た

の
で
、
も
う
割
愛
を
い
た
し
ま
す
が
、
私
は
福
岡
県
は
直
方

市
と
い
う
田
舎
に
生
ま
れ
て
、
大
学
を
卒
業
し
て
田
舎
に
戻

り
ま
し
て
ね
。
地
域
が
発
展
し
な
い
の
は
人
材
が
い
な
い
か

ら
で
す
。
そ
れ
は
何
か
。
地
域
を
つ
く
る
の
も
人
で
あ
り
ま

す
か
ら
、
そ
う
い
う
意
味
で
人
材
を
育
て
る
と
い
う
こ
と
で

学
習
塾
を
始
め
た
ん
で
す
。
学
習
塾
を
始
め
て
、
地
域
で
子

ど
も
達
と
一
緒
に
勉
強
し
て
い
る
途
中
、
二
九
歳
の
時
に
、

地
域
の
皆
さ
ん
に
推
挙
さ
れ
て
市
会
議
員
に
な
っ
た
ん
で
す
。

そ
れ
ま
で
選
挙
と
か
あ
ま
り
行
っ
た
こ
と
な
い
。
ま
さ
し
く

政
治
に
興
味
が
な
か
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
う
い
う
ご

縁
を
い
た
だ
い
て
、
三
期
一
二
年
務
め
て
、
そ
し
て
こ
の
ま

ん
ま
四
期
、
五
期
や
っ
て
い
れ
ば
、
ま
あ
、
議
長
ぐ
ら
い
に

は
な
れ
る
な
と
、
そ
う
い
っ
た
気
持
ち
は
あ
っ
た
ん
で
す
が
、

と
い
う
議
論
に
な
り
、
中
選
挙
制
の
選
挙
制
度
を
変
え
る
べ

き
だ
と
の
大
合
唱
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
九
四
年
で
し
ょ

う
か
、
い
ま
の
選
挙
制
度
に
変
わ
っ
た
わ
け
で
す
。
新
選
挙

制
度
の
下
、
一
九
九
六
年
の
衆
院
選
か
ら
い
ま
の
小
選
挙

区
・
比
例
代
表
並
立
制
で
選
挙
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

以
来
、
つ
い
先
頃
の
選
挙
ま
で
何
度
も
選
挙
を
繰
り
返
し

て
き
ま
し
た
が
、
政
治
が
良
く
な
る
ど
こ
ろ
か
、
ま
す
ま
す

混
迷
に
陥
っ
て
い
く
よ
う
に
も
見
え
る
。
果
し
て
制
度
の
せ

い
だ
け
に
し
て
い
い
の
か
と
の
疑
問
が
湧
い
て
き
ま
し
た
。

制
度
を
運
営
す
る
の
は
人
間
で
あ
る
。
と
り
わ
け
そ
れ
は
政

治
家
に
期
待
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
も
う
少
し
政
治
家
の
実

態
と
い
う
も
の
を
解
明
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う
発
想
そ

こ
ら
あ
た
り
か
ら
き
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
以
上
諸
々
並
べ

ま
し
た
こ
ち
ら
側
の
主
旨
を
是
非
お
く
み
取
り
い
た
だ
い
て
、

忌
憚
の
な
い
ご
意
見
を
い
た
だ
け
れ
ば
と
お
願
い
す
る
次
第

で
す
。

そ
こ
で
、
ま
ず
そ
れ
ぞ
れ
先
生
方
、
な
ぜ
政
治
家
を
目
指

さ
れ
た
の
か
、
そ
れ
か
ら
政
治
家
と
し
て
の
ご
経
歴
等
を
踏

ま
え
て
、
自
己
紹
介
願
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
大
島
先
生
の

ほ
う
か
ら
順
番
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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で
ご
ざ
い
ま
す
。
簡
潔
に
ご
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

以
上
で
す
。

（
小　

野
） 

先
日
、
秋
山
先
生
か
ら
お
話
が
あ
り
ま
し
て
、
政
経
塾
の

学
生
達
と
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
方
が
思

い
を
持
ち
な
が
ら
、
こ
の
混
迷
の
時
代
の
な
か
に
、
若
い
世

代
と
し
て
の
道
を
開
こ
う
と
し
て
い
る
、
そ
の
意
欲
に
心
か

ら
感
動
を
覚
え
る
も
の
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

先
程
、
大
島
先
生
か
ら
、
ま
た
秋
山
先
生
か
ら
も
政
治
は

人
な
り
と
い
う
視
点
の
お
話
が
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
私
も
そ

う
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
必
要
性
が
指

摘
を
さ
れ
ま
し
て
、
前
回
、
前
々
回
の
選
挙
等
で
は
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
選
挙
と
も
い
わ
れ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、
や
は

り
い
く
ら
細
か
く
も
の
ご
と
を
決
め
て
お
き
ま
し
て
も
、
最

後
は
そ
の
環
境
も
変
わ
っ
て
い
く
わ
け
で
す
し
、
ま
た
、
そ

の
人
の
思
い
と
い
う
も
の
も
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
時
の
そ
の

政
治
状
況
と
い
う
も
の
も
あ
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
最

後
は
政
治
家
が
決
断
を
し
て
、
世
の
中
を
動
か
し
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
わ
け
で
す
ね
。

そ
の
た
め
に
は
、
政
治
家
自
身
に
力
が
な
く
て
は
な
ら
な

い
、
こ
れ
は
私
の
基
本
的
な
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。
私
も
こ

れ
ま
で
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
や
っ
て
き
ま
し
た
け
れ
ど
も
、

こ
の
ま
ま
安
穏
と
し
て
て
い
い
の
か
と
。
自
分
が
政
治
家
と

し
て
の
ど
れ
ぐ
ら
い
の
実
力
が
あ
る
の
か
も
井
の
中
の
蛙
で

わ
か
ら
な
い
か
ら
、
た
ま
た
ま
民
主
党
の
公
募
が
あ
っ
た
の

で
、
そ
の
公
募
に
、
ま
ち
の
「
の
ど
自
慢
」
に
出
る
つ
も
り

で
出
た
ら
、
あ
る
程
度
の
と
こ
ろ
ま
で
残
り
ま
し
た
。
で
す

が
、
最
終
的
に
参
議
院
の
公
募
に
落
ち
て
、
そ
の
時
の
約
束

が
民
主
党
に
入
る
、
そ
の
人
を
応
援
す
る
と
い
う
約
束
で
し

た
の
で
、
そ
の
ま
ま
、
党
の
活
動
を
続
け
て
い
た
ら
、
麻
生

太
郎
さ
ん
と
衆
議
院
選
挙
を
や
る
か
、
地
元
の
市
長
選
挙
を

戦
う
か
、
こ
の
二
つ
を
迫
ら
れ
、
厳
し
い
道
は
ど
っ
ち
か
と

い
え
ば
麻
生
さ
ん
と
戦
う
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
そ
こ
に
い

か
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
た
ら
、
二
回
負
け
て
、
普

通
そ
こ
で
終
わ
る
ん
で
す
け
ど
も
、
は
か
ら
い
を
い
た
だ
い

て
、
い
ま
全
国
の
参
議
院
議
員
と
し
て
仕
事
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

だ
か
ら
、
結
論
か
ら
い
う
と
、
自
分
が
望
ん
だ
と
い
う
よ

り
は
、
そ
う
い
う
要
請
を
受
け
て
、
そ
し
て
自
分
が
ふ
れ
て

み
た
時
に
、
あ
あ
、
こ
の
政
治
と
い
う
の
は
こ
う
で
あ
る
べ

き
だ
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
て
、
そ
の
道
を
し
っ
か
り
と
極
め

さ
せ
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ
れ
が
私
の
使
命

だ
と
い
う
ふ
う
に
感
じ
て
、
い
ま
こ
こ
に
い
る
と
い
う
こ
と
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い
な
い
立
場
か
ら
も
政
治
と
い
う
問
題
を
考
え
る
べ
き
時
代

が
い
ま
始
ま
っ
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
識
が

私
の
な
か
に
あ
り
ま
し
て
、「
在
野
の
政
治
」
と
い
う
こ
と

を
語
り
な
が
ら
、
い
ま
四
国
を
足
場
に
し
な
が
ら
、
様
々
な

活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

そ
の
活
動
の
な
か
で
、
こ
れ
か
ら
ど
う
い
う
日
本
の
国
を

つ
く
っ
て
い
け
ば
い
い
の
か
。
さ
ら
に
は
こ
れ
か
ら
は
も
う

世
界
が
一
体
に
な
る
時
代
に
近
づ
い
て
い
き
ま
す
か
ら
、
人

類
社
会
が
ど
う
い
う
人
類
社
会
に
向
か
っ
て
い
か
ね
ば
な
ら

な
い
の
か
と
、
こ
ん
な
こ
と
も
研
究
し
た
り
そ
れ
を
発
表
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
り
し
て
い
る
日
々
で
す
。
と
り
あ
え
ず
、

自
己
紹
介
と
し
て
は
こ
ん
な
紹
介
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
秋　

山
） 

ど
う
も
先
生
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

私
も
ち
ょ
っ
と
頭
か
た
く
て
、
最
初
と
お
会
い
し
た
時
に
、

政
治
家
を
引
退
と
い
い
か
け
て
、
ち
ょ
っ
と
失
礼
し
た
ん
で

す
が
、
ま
さ
に
国
会
議
員
を
自
ら
の
意
志
で
出
馬
を
取
り
止

め
て
、
そ
し
て
い
ま
は
地
元
愛
媛
県
に
戻
ら
れ
、
立
派
な
塾

を
開
か
れ
て
、
後
身
の
指
導
に
当
た
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ

し
て
お
手
元
に
も
入
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
『
月
刊　

Ｏ
Ａ
Ｋ
・
Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
』
と
い
う
印
刷
物
も
発
行
さ
れ
て
い
る
。

ズ
ー
ッ
と
毎
月
出
さ
れ
て
大
変
だ
ろ
う
と
思
う
の
で
す
が
、

そ
の
主
旨
で
い
う
な
ら
ば
、
私
が
皆
さ
ん
に
語
る
べ
き
こ
と

と
し
て
、
自
由
民
主
党
の
な
か
に
「
中
央
政
治
大
学
院
」
と

い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
昭
和
三
〇
年
代
の
初
め
頃
、

自
由
民
主
党
が
政
権
党
と
し
て
や
っ
て
い
く
た
め
に
は
人
材

育
成
を
き
ち
ん
と
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
岸

総
理
の
時
代
だ
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
、
設
立
さ
れ
た
も
の
な

ん
で
す
よ
。
そ
こ
で
、
最
後
の
任
期
の
時
に
は
、
学
院
長
と

い
う
役
職
を
や
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
政
治
家
に
な
る

と
い
う
こ
と
の
た
め
に
必
要
な
基
本
的
な
資
質
と
い
う
の
は

一
体
ど
う
い
う
こ
と
な
ん
だ
ろ
う
か
、
人
間
的
な
考
え
方
や

視
野
と
い
う
も
の
を
ど
う
持
た
ね
ば
な
ら
な
い
ん
だ
ろ
う
か
、

こ
ん
な
こ
と
を
皆
さ
ん
に
そ
の
立
場
か
ら
問
い
か
け
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
と
い
う
の
が
、
今
日
、
こ
こ
で
皆
さ
ん
に
お
話

し
す
る
足
場
に
な
る
も
の
な
ん
だ
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
が
い

た
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
経
歴
紹
介
に
よ
り
ま
す
と
「
衆
議
院
解
散
に

伴
い
政
界
引
退
」
と
書
い
て
い
ま
す
け
れ
ど
、
政
界
と
い
う

な
ら
そ
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
政
治
家
を
辞
め
た
つ
も
り

は
な
い
ん
で
す
ね
。
つ
ま
り
、
バ
ッ
ジ
を
つ
け
て
い
る
人
は
、

確
か
に
国
民
の
代
表
と
し
て
の
ポ
ス
ト
を
持
っ
て
の
仕
事
を

さ
れ
る
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
同
時
に
、
バ
ッ
ジ
を
つ
け
て
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ち
ょ
っ
と
日
本
名
じ
ゃ
な
い
よ
ね
と
い
う
の
を
お
わ
か
り
い

た
だ
け
る
か
と
思
う
ん
で
す
。
私
は
父
親
が
韓
国
人
で
母
親

は
日
本
人
で
す
。
当
時
、
私
が
生
ま
れ
た
一
九
五
八
年
（
昭

和
三
三
年
）
と
い
う
の
は
、
ま
だ
ま
だ
お
父
さ
ん
の
国
籍
に

よ
っ
て
、
そ
の
子
ど
も
の
国
籍
が
決
ま
る
時
代
で
し
た
か
ら

私
は
韓
国
人
と
し
て
こ
の
国
で
生
ま
れ
育
ち
ま
し
た
。

い
ま
こ
こ
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
若
い
方
は
、
あ
ま
り
わ
か
ら

な
い
と
思
い
ま
す
が
、
想
像
を
絶
す
る
様
々
な
経
験
を
私
も

い
た
し
ま
し
た
。
い
わ
ゆ
る
差
別
と
い
う
の
で
。
こ
こ
で
私
、

別
に
人
生
暗
か
っ
た
と
い
う
つ
も
り
は
な
い
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
そ
う
い
う
な
か
で
、
新
聞
社
に
入
っ
た
と
い
う
の
も
そ

う
い
う
と
こ
ろ
で
、
や
っ
ぱ
り
韓
国
と
も
相
互
理
解
し
て
い

か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
よ
ね
と
い
う
の
が
私
の
、
お
互
い
人

間
同
士
な
ん
だ
か
ら
、
な
ん
で
そ
ん
な
に
国
籍
だ
と
い
う
こ

と
で
差
別
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
の
と
い
う
の
が
、
私
の
子
ど

も
の
時
か
ら
の
基
本
的
な
考
え
方
で
も
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。

そ
う
い
う
な
か
で
、
朝
鮮
日
報
の
日
本
支
社
長
に
な
っ
て

か
ら
、
ち
ょ
う
ど
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
流
行
り
始
め
た
の
で

│
朝
鮮
日
報
っ
て
韓
国
の
新
聞
な
ん
で
す
よ
。
ハ
ン
グ
ル

語
だ
か
ら
日
本
人
誰
も
読
め
な
い
ん
で
、
丸
書
い
て
棒
書
い

て
と
い
う
ハ
ン
グ
ル
文
字
だ
か
ら
、
何
だ
こ
れ
と
い
う
話
に

そ
う
い
う
先
生
で
ご
ざ
い
ま
す
。

（　

白　

） 

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
参
議
院
議
員
の
白
眞
勲
（
は
く

し
ん
く
ん
）
と
申
し
ま
す
。
き
ょ
う
は
こ
う
い
う
機
会
を
与

え
て
い
た
だ
い
て
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

私
も
大
島
九
州
男
先
生
と
一
緒
に
、
日
本
大
学
の
出
身
で

ご
ざ
い
ま
し
て
、
と
い
っ
て
も
法
学
部
で
は
な
く
て
大
学
院

の
生
産
工
学
研
究
科
と
い
う
と
こ
ろ
で
建
築
を
勉
強
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
、
大
変
、
優
秀
な
成
績
で
卒
業
い
た
し
ま
し
て

…
…
（
笑
声
）
そ
の
あ
と
、
建
築
と
は
ま
っ
た
く
違
う
分
野

の
新
聞
社
に
入
っ
て
、
韓
国
の
新
聞
社
な
ん
で
す
け
ど
、
朝

鮮
日
報
と
い
う
と
こ
ろ
に
入
っ
て
、
そ
の
あ
と
政
治
家
に

な
っ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
の
な
か
か
ら
抜
粋
し
て
い
た
だ
い
た
私

の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
が
書
い
て
あ
る
ん
で
す
け
ど
、「
菅
直
人

に
抜
擢
さ
れ
」
と
書
い
て
あ
る
ん
だ
け
ど
、
菅
直
人
さ
ん
に

会
っ
た
の
は
、
私
は
選
挙
が
終
わ
っ
て
当
選
し
た
あ
と
か
ら

し
か
会
っ
て
い
ま
せ
ん
か
ら
、
こ
れ
、
嘘
な
ん
で
す
け
ど
ね
。

ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
っ
て
け
っ
こ
う
嘘
書
い
て
あ
り
ま
す
か

ら
、
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
ア
レ
？　

と
思
う
よ
う
な
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
。

そ
れ
は
そ
う
と
、
私
の
場
合
は
、
こ
の
名
前
か
ら
し
て
も



パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

二
三
七

八
〇
年
の
う
ち
の
四
〇
年
で
、
四
〇
年
後
、
日
本
人
で
過
ご

そ
う
と
思
っ
て
日
本
人
に
な
っ
た
と
い
う
な
か
で
、
テ
レ
ビ

に
出
た
り
な
ん
か
し
て
い
た
ら
民
主
党
か
ら
お
声
が
か
か
っ

て
、
政
治
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
と
い
わ
れ
て
、
そ
れ
は
一
つ

の
ア
イ
デ
ア
だ
な
と
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
新
聞
社
で
や
っ
て
み

て
、
ち
ょ
う
ど
二
〇
〇
二
年
の
頃
と
い
う
の
は
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
、
日
韓
共
催
が
あ
っ
た
り
し
て
、
非
常
に
韓
国
と
の

理
解
と
い
う
の
は
進
ん
だ
ん
で
す
が
、
ど
う
し
て
も
や
っ
ぱ

り
政
治
が
壁
に
な
っ
て
い
る
な
あ
と
い
う
の
は
感
じ
て
い
た

ん
で
す
ね
。
こ
れ
を
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
あ
ん
た
や
っ
て
み

な
い
か
と
い
わ
れ
た
ら
、
ち
ょ
う
ど
、
朝
鮮
日
報
の
日
本
支

社
長
や
っ
て
一
〇
年
だ
っ
た
し
、
人
生
、
一
つ
の
区
切
り
は

一
〇
年
だ
な
と
思
っ
て
い
た
ん
で
、
じ
ゃ
や
っ
て
み
ま
し
ょ

う
と
い
う
こ
と
で
ト
ラ
イ
し
て
、
当
選
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

二
期
目
を
今
や
ら
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
野
党
で
始
め
て

与
党
に
な
っ
て
、
ま
た
野
党
に
戻
っ
て
い
く
状
況
の
な
か
で
、

様
々
な
経
験
を
い
ま
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
い
う
中
で
、

今
日
こ
う
や
っ
て
皆
様
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
ま
た
意
見
も
聞

き
た
い
な
と
も
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

な
っ
ち
ゃ
う
ん
で
、
そ
れ
を
日
本
語
に
翻
訳
し
て
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
出
し
た
り
し
て
、
い
わ
ゆ
る
相
互
理
解
と
い
う
の

は
重
要
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と
か
ら
仕
事
を
し
て
い

ま
し
た
と
こ
ろ
、
な
ん
か
テ
レ
ビ
に
出
て
く
れ
と
い
わ
れ
て
、

様
々
テ
レ
ビ
に
出
て
、『
サ
ン
デ
ー
ジ
ャ
ポ
ン
』
と
か
、
皆

さ
ん
、
よ
く
ご
存
じ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
う
い
っ
た
と

こ
ろ
に
も
出
て
い
た
り
し
て
て
。
そ
し
た
ら
、
参
議
院
選
挙

出
て
み
ま
せ
ん
か
と
。

そ
の
前
に
日
本
人
に
な
っ
た
ん
で
す
ね
。
な
ん
で
日
本
人

に
な
っ
た
か
と
い
う
と
、
ち
ょ
う
ど
四
〇
の
時
に
、
私
、
決

心
し
ま
し
て
ね
。
人
生
八
〇
年
と
し
て
、
半
分
、
人
生
四
〇

年
を
韓
国
人
で
過
ご
し
て
き
た
か
ら
、
残
り
の
人
生
は
、
よ

く
ハ
ー
フ
と
い
う
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、
こ
う
い
う
人
間
を
。

ハ
ー
フ
じ
ゃ
な
い
ダ
ブ
ル
な
ん
だ
よ
ね
と
い
う
こ
と
で
、

だ
っ
た
ら
次
、
日
本
人
と
し
て
生
き
て
み
た
ら
ど
ん
な
体
験

が
で
き
る
ん
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
国
籍
を
日
本
に
か
え
て

み
た
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
ね
。
別
に
、
な
ん
か
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
を
書
き
込
み
に
は
、
こ
い
つ
は
政
治
家
に
な
る
た
め

に
な
ん
と
か
だ
と
か
ん
と
か
だ
と
か
、
朝
鮮
の
陰
謀
だ
と
か

書
い
て
あ
る
ん
だ
け
ど
、
そ
ん
な
こ
と
ぜ
ん
ぜ
ん
関
係
な
い
。

そ
ん
な
こ
と
よ
り
も
、
そ
う
い
う
こ
と
で
は
な
く
て
、
人
生
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る
と
。
そ
ん
な
国
会
で
一
緒
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
い
わ
れ

た
ん
で
す
ね
。
私
自
身
は
、
人
生
設
計
は
、
弁
護
士
に
な
ろ

う
と
思
っ
て
法
学
部
に
い
っ
て
司
法
試
験
を
受
け
て
と
い
う

人
生
を
送
っ
て
き
ま
し
た
が
、
政
治
家
と
い
う
か
、
議
員
に

な
る
と
い
う
自
分
の
人
生
設
計
は
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
ん

で
す
ね
。
で
す
か
ら
突
然
そ
う
い
わ
れ
て
も
、
う
ー
ん
、

や
っ
ぱ
り
向
い
て
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
か
、
私
は
気
が
弱

い
の
で
政
治
家
に
向
き
ま
せ
ん
と
い
っ
た
ら
黙
っ
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
け
ど
。（
笑
声
）

唐
突
と
い
う
か
、
そ
う
い
う
こ
と
、
私
の
人
生
で
ち
ょ
っ

と
考
え
て
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
最
終

的
に
決
意
を
し
た
の
は
、
さ
っ
き
の
河
野
先
生
の
話
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
や
っ
ぱ
り
憲
法
九
条
を
変
え
る
べ
き
で
は
な

い
し
、
有
事
立
法
が
さ
み
だ
れ
の
よ
う
に
出
て
く
る
国
会
で
、

頑
張
ろ
う
と
。
楽
し
く
市
民
運
動
を
や
っ
た
り
弁
護
士
を
や

る
の
が
自
分
の
天
命
だ
と
い
う
か
、
天
職
だ
と
思
っ
て
い
た

け
れ
ど
、
国
会
と
い
う
舞
台
で
、
気
が
つ
い
て
み
た
ら
有
事

立
法
が
た
く
さ
ん
出
て
き
た
り
、
憲
法
ま
で
変
え
ら
れ
る
と

な
れ
ば
、
私
自
身
の
基
本
的
人
権
も
、
市
民
社
会
も
す
ご
く

息
苦
し
く
な
る
だ
ろ
う
と
。
そ
し
て
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
ん

だ
っ
た
ら
、
じ
ゃ
や
っ
ぱ
り
政
治
の
場
面
で
頑
張
る
べ
し
と
、

（
福　

島
） 

ど
う
も
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
社
民
党
の
福
島
み
ず
ほ
で

す
。私

自
身
は
、
弁
護
士
を
し
て
い
て
、
い
ま
も
弁
護
士
な
ん

で
す
が
、
実
際
、
裁
判
に
行
く
の
は
き
わ
め
て
限
ら
れ
た
、

冤
罪
の
事
件
と
か
、
い
ま
ま
で
や
っ
て
い
た
延
長
で
裁
判
所

に
行
く
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、
い
ま
は
政
治
の
ほ
う
に
専
念

と
い
う
形
で
す
。

一
九
九
八
年
に
立
候
補
し
て
議
員
に
な
り
ま
し
た
。
い
ま

参
議
院
の
三
期
目
な
ん
で
す
が
、
な
ぜ
議
員
に
な
っ
た
か
と

い
う
と
、
一
つ
は
、
私
自
身
は
、
弁
護
士
の
時
に
選
択
的
夫

婦
別
姓
と
、
両
親
が
結
婚
届
け
を
出
し
て
な
い
子
ど
も
の
相

続
分
差
別
の
裁
判
、
通
称
使
用
の
裁
判
な
ど
も
や
っ
て
い
る

弁
護
士
で
、
民
法
を
変
え
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
が
ま

だ
実
現
し
て
な
く
て
本
当
に
時
間
が
か
か
っ
て
い
る
ん
で
す

が
、
議
員
立
法
と
い
う
よ
り
も
市
民
立
法
と
い
う
形
で
法
律

を
つ
く
ろ
う
と
い
う
活
動
を
し
て
い
て
、
国
会
の
ロ
ビ
ー
活

動
な
ど
を
非
常
に
活
発
に
や
っ
て
い
た
ん
で
す
ね
、
集
会
を

や
っ
た
り
。

そ
の
こ
と
も
こ
れ
あ
り
だ
と
思
う
ん
で
す
が
、
当
時
、

一
九
九
八
年
、
社
民
党
の
党
首
で
あ
っ
た
土
井
た
か
子
さ
ん

か
ら
、
こ
れ
か
ら
さ
み
だ
れ
の
よ
う
に
有
事
立
法
が
出
て
く
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（
大　

島
） 

今
回
は
、
私
も
党
の
な
か
で
話
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
ん
で

す
け
ど
、
小
選
挙
区
制
に
な
っ
て
民
主
党
が
で
き
る
時
、
社

会
党
だ
と
か
社
民
党
の
先
生
達
は
、
こ
の
ま
ま
バ
ラ
バ
ラ
で

自
民
党
と
戦
っ
て
は
ダ
メ
だ
と
。
だ
か
ら
団
結
し
て
一
つ
の

党
で
戦
お
う
と
い
う
ふ
う
に
し
て
、
み
ん
な
が
い
ろ
ん
な
も

の
を
超
え
て
、
一
つ
に
な
っ
て
小
選
挙
区
に
臨
ん
だ
ん
で
す

よ
。今

回
は
、
政
権
を
取
っ
て
、
本
来
、
二
大
政
党
に
な
ろ
う

と
し
た
ら
、
そ
の
民
主
党
が
で
き
た
時
の
そ
の
思
い
と
い
う

も
の
を
、
本
来
な
ら
ば
し
っ
か
り
大
事
に
し
て
小
選
挙
区
制

の
二
大
政
党
で
戦
う
そ
の
制
度
に
合
っ
た
そ
の
思
い
で
い
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
に
、
そ
の
政
権
を
取
っ
た
ら
、
ヤ
ア

ヤ
ア
ヤ
ア
と
、
俺
は
選
挙
に
強
い
か
ら
、
い
ま
こ
こ
で
解
散

し
て
も
大
丈
夫
だ
と
。
そ
れ
で
ま
あ
ま
あ
、
な
ん
か
い
ろ
い

ろ
い
う
こ
と
を
聞
か
な
く
て
な
ん
か
勝
手
に
吠
え
て
い
る
や

つ
な
ん
か
は
落
ち
て
も
い
い
と
。
そ
れ
で
純
血
路
線
で
贅
肉

を
切
っ
て
、
そ
れ
で
俺
ら
は
ま
た
こ
の
党
で
頑
張
る
ん
だ
と

い
う
よ
う
な
思
い
で
、
仮
に
解
散
を
決
め
て
し
ま
う
な
ら
、

こ
の
よ
う
な
結
果
に
な
る
だ
ろ
う
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い

ま
し
た
。
民
主
党
が
で
き
た
そ
の
時
の
経
緯
を
し
っ
か
り
踏

ま
え
な
が
ら
、
そ
し
て
例
え
ば
、
こ
れ
が
二
大
政
党
制
を
維

こ
う
思
っ
て
、
周
り
は
む
し
ろ
や
っ
た
ほ
う
が
い
い
と
い
う

意
見
だ
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。
で
す
か
ら
、
な
ん
か
世
論
で
立

候
補
し
た
と
い
う
よ
り
は
、
も
の
す
ご
く
躊
躇
の
末
、
考
え

て
、
悩
ん
で
立
候
補
し
た
と
。
で
も
、
ひ
ど
い
こ
と
が
人
生

に
起
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と
ま
で
考
え
て
議
員
に

立
候
補
し
た
の
で
、
何
で
も
耐
え
ら
れ
る
と
い
っ
た
ら
変
な

ん
で
す
が
、
与
え
ら
れ
た
な
か
で
あ
ら
ゆ
る
も
の
の
チ
ャ
ン

ス
を
使
っ
て
、
や
っ
ぱ
り
社
会
を
よ
く
す
る
た
め
に
頑
張
ろ

う
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
れ
が
自
己

紹
介
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
秋　

山
） 

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

私
自
身
の
主
旨
か
ら
し
て
、
あ
ま
り
、
一
分
で
お
答
え
く

だ
さ
い
と
か
三
分
で
と
い
う
ふ
う
に
時
間
を
区
切
る
の
は
嫌

い
な
も
の
で
す
か
ら
先
生
方
ご
自
由
に
思
い
ま
す
が
、
た
だ
、

全
体
の
枠
組
が
あ
り
ま
す
の
で
、
簡
潔
に
と
だ
け
お
願
い
し

て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
ち
ょ
っ
と
本
題
に
入
る
前
に
、
も
う
一
つ
、
多

少
、
傷
口
に
塩
を
塗
る
よ
う
な
ご
質
問
で
恐
縮
か
と
思
い
ま

す
が
、
今
回
の
選
挙
結
果
を
ど
う
い
う
ふ
う
に
ご
覧
に
な
っ

て
い
る
の
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
先
生
方
か
ら
ご
感
想
を
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
が
。
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と
見
て
い
い
ん
じ
ゃ
な
か
ろ
う
か
と
思
う
ん
で
す
ね
。

で
す
か
ら
、
こ
の
選
挙
を
通
し
て
透
け
て
見
え
て
き
た
の

は
、
国
民
の
皆
さ
ん
の
政
治
離
れ
の
意
識
で
す
。
こ
れ
が
私

は
い
ち
ば
ん
危
機
的
で
あ
っ
て
、
永
田
町
の
な
か
で
民
主
党

が
優
位
に
立
と
う
が
、
自
民
党
が
優
位
に
立
と
う
が
、
こ
れ

は
さ
ほ
ど
基
本
的
な
と
こ
ろ
の
大
き
な
問
題
で
は
な
い
と
思

う
ん
で
す
ね
。
国
民
全
体
の
意
識
が
政
治
を
離
れ
つ
つ
あ
る

と
い
う
こ
と
に
対
し
て
、
ど
う
い
う
答
え
を
出
せ
る
か
、
こ

れ
が
大
き
く
問
わ
れ
た
選
挙
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

（　

白　

） 

民
主
党
の
仲
間
か
ら
も
話
が
あ
り
ま
し
て
、
わ
れ
わ
れ
、

本
当
に
反
省
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
だ
ろ
う
と
い

う
ふ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
回
の
選
挙
は
、
自
民
党
は
結
果
的
に
は
勝
っ
て
い
ま
す

が
、
数
字
的
に
見
た
ら
ば
民
主
党
の
ほ
う
が
大
負
け
し
た
選

挙
で
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
私
は
思
っ
て
お
り
ま
す
。

じ
ゃ
、
そ
の
原
因
は
何
な
ん
だ
と
い
え
ば
、
約
束
し
た
こ

と
を
ち
ゃ
ん
と
や
っ
て
な
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
と
い
う
、

こ
の
一
点
に
尽
き
る
ん
で
は
な
い
か
。
約
束
し
て
な
い
こ
と

を
や
っ
ち
ゃ
っ
た
り
し
た
。
だ
か
ら
そ
こ
の
部
分
、
そ
の
部

分
を
ど
う
い
う
ふ
う
に
判
断
を
す
る
の
か
。
そ
れ
か
ら
約
束

し
た
こ
と
を
き
ち
っ
と
伝
え
て
な
い
と
い
う
こ
と
。
こ
れ
も

持
す
る
た
め
に
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
解
散
す
る
べ
き
が
い
い

こ
と
な
の
か
ど
う
か
と
い
う
よ
う
な
こ
と
だ
っ
た
ら
、
も
う

ち
ょ
っ
と
負
け
て
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

は
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
そ
の
思
い
に
よ
っ
て
解
散
す
る
手
法

や
時
期
が
、
大
き
く
変
わ
る
か
ら
な
ん
で
す
。
だ
が
、
あ
の

タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
あ
の
よ
う
な
形
で
解
散
を
す
る
と
い
う
こ

と
は
、
一
部
の
人
間
が
、
党
だ
と
か
国
の
こ
と
を
考
え
る
よ

り
も
、
も
う
ち
ょ
っ
と
低
い
レ
ベ
ル
で
物
事
を
考
え
て
行
動

し
た
結
果
と
い
う
ふ
う
に
、
私
は
そ
の
よ
う
に
理
解
し
て
い

ま
す
。

以
上
で
す
。

（
小　

野
） 

端
的
に
お
話
し
申
し
上
げ
ま
す
と
、
今
回
、
私
は
野

（
や
）
の
立
場
か
ら
選
挙
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
わ
け
で
あ

り
ま
す
が
、
国
民
の
皆
さ
ん
の
こ
の
覚
め
た
感
覚
、
こ
れ
が

す
ご
く
強
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
政
治
と
い
う
の
は
政
（
ま

つ
り
ご
と
）
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
何
か
心
に
燃
え
上
が
っ

て
く
る
も
の
を
伴
っ
て
そ
の
国
の
代
表
を
決
め
る
よ
う
な
活

動
で
あ
る
だ
ろ
う
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
み
ん
な
は
ど

こ
へ
票
を
入
れ
て
い
い
か
が
わ
か
ら
な
い
か
ら
、
一
つ
一
つ

消
去
法
で
消
し
て
い
く
と
、
結
果
的
に
見
る
と
自
民
党
が
組

織
を
持
っ
て
い
る
だ
け
に
強
か
っ
た
と
、
こ
う
い
う
結
果
だ
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し
て
も
、
マ
ス
コ
ミ
で
、
あ
る
評
論
家
か
ら
「
嘘
つ
き
、
民

主
党
」
と
い
わ
れ
た
ら
、
そ
れ
で
全
部
パ
ー
ッ
と
飛
ん
で

い
っ
ち
ゃ
う
。
そ
う
い
う
部
分
で
、
私
は
、
メ
デ
ィ
ア
に
い

ろ
い
ろ
思
い
が
あ
り
ま
す
。
僕
は
メ
デ
ィ
ア
の
こ
と
を
悪
口

い
う
つ
も
り
は
な
い
。
メ
デ
ィ
ア
と
い
う
の
は
そ
う
い
う
も

の
だ
と
思
っ
て
い
る
。
そ
う
い
う
も
の
に
対
し
て
、
き
ち
っ

と
対
応
で
き
な
か
っ
た
わ
れ
わ
れ
が
反
省
を
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
。
そ
う
い
う
対
応
に
対
し
て
、
ど
う
わ
れ
わ
れ
は
今

後
対
応
し
て
い
く
か
、
あ
る
い
は
構
築
し
て
い
く
か
と
い
う

こ
と
を
き
ち
っ
と
し
て
い
か
な
い
と
、
俺
達
、
い
い
こ
と

や
っ
て
い
る
ん
だ
、
わ
か
っ
て
い
る
だ
ろ
う
と
い
う
い
い
方

じ
ゃ
も
う
ダ
メ
な
ん
だ
と
い
う
こ
と
、
そ
こ
を
き
ち
っ
と
対

応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
な
と
私
は
思
っ
て
お
り
ま

す
。

（
福　

島
） 

今
度
の
衆
議
院
選
挙
は
、
本
当
に
社
民
党
に
取
っ
て
は
厳

し
い
結
果
で
、
い
ま
ま
で
党
首
と
し
て
も
個
人
と
し
て
も
、

い
ろ
ん
な
選
挙
を
経
験
し
て
い
ま
す
が
、
い
ま
ま
で
に
な
い

厳
し
い
結
果
で
し
た
。
で
す
か
ら
、
来
年
、
参
議
院
選
挙
が

七
月
に
待
っ
た
な
し
で
あ
る
ん
で
す
が
、
本
当
に
ど
う
や
っ

て
再
建
を
し
て
い
く
の
か
と
同
時
に
、
参
議
院
選
挙
は
待
っ

た
な
し
の
と
こ
ろ
で
、
両
方
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

反
省
の
一
点
だ
と
思
い
ま
す
。

要
は
、
メ
デ
ィ
ア
に
対
し
て
、
私
は
メ
デ
ィ
ア
の
片
隅
に

い
た
人
間
と
し
て
、
や
は
り
メ
デ
ィ
ア
に
対
し
て
の

│
メ

デ
ィ
ア
と
い
う
の
は
ど
う
し
て
も
牙
む
い
て
き
ま
す
よ
、
与

党
に
対
し
て
は
。
与
党
に
対
し
て
牙
む
い
て
く
る
と
い
う
の

は
、
自
民
党
の
人
達
と
い
う
の
は
慣
れ
て
い
る
ん
だ
よ
ね
。

わ
れ
わ
れ
は
、
い
ま
ま
で
一
緒
に
野
党
で
牙
を
向
け
て
い
た

ほ
う
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
向
か
れ
た
ほ
う
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た

途
端
、
な
ん
だ
こ
い
つ
ら
と
い
う
感
じ
に
な
っ
ち
ゃ
っ
て
、

ま
す
ま
す
メ
デ
ィ
ア
と
の
関
係
が
険
悪
に
な
っ
て
き
た
ん
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
と
い
う
部
分
が
私
は
あ
っ
て
、
そ
れ
が
今

度
、
今
ま
さ
に
水
に
落
ち
た
犬
の
状
態
に
な
っ
た
ら
、
メ

デ
ィ
ア
は
コ
テ
ン
パ
ン
に
わ
れ
わ
れ
民
主
党
を
ま
す
ま
す

や
っ
つ
け
て
い
る
と
い
う
の
が
、
な
ん
か
そ
れ
み
た
こ
と
か

み
た
い
な
部
分
に
な
っ
ち
ゃ
っ
て
い
て
、
非
常
に
感
情
論
に

な
っ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
な
と
、
私
は
す
ご
く
そ
う
い

う
部
分
が
あ
っ
て
、
こ
れ
を
回
復
さ
せ
る
た
め
に
は
、
相
当

な
き
ち
っ
と
し
た
対
応
を
こ
れ
か
ら
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い

け
な
い
な
と
思
い
ま
す
。

も
う
、
簡
単
に
い
え
ば
、
わ
れ
わ
れ
が
い
く
ら
マ
イ
ク
で

駅
前
で
喋
っ
た
り
ビ
ラ
を
配
っ
た
り
有
権
者
に
個
々
に
話
を
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回
は
真
っ
白
、
今
回
は
真
っ
黒
、
今
回
も
白
眞
勲
さ
ん
が

お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
自
民
党
が
比
例
票
で
は
む
し
ろ
減

ら
し
て
、
全
体
の
一
六
％
し
か
得
票
が
な
い
ん
だ
け
れ
ど
、

議
席
数
で
は
圧
倒
的
に
勝
利
を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
私
自

身
は
、
だ
か
ら
比
例
票
重
視
の
選
挙
制
度
、
そ
れ
は
参
議
院

で
や
る
の
か
比
例
で
も
加
味
す
る
の
か
、
そ
う
し
な
い
と
毎

回
何
百
人
か
が
新
人
で
や
っ
て
き
て
は
、
何
百
人
か
が
国
会

か
ら
去
る
と
い
う
、
も
の
す
ご
く
ブ
レ
の
大
き
い
政
治
を
や

る
こ
と
が
本
当
に
い
い
の
か
、
政
党
の
中
に
い
ろ
ん
な
人
が

い
て
い
い
ん
だ
け
ど
、
や
っ
ぱ
り
政
党
政
治
的
な
ど
う
い
う

哲
学
、
ど
う
い
う
政
策
で
戦
う
の
か
と
い
う
、
い
ま
だ
か
ら

政
党
が
離
合
集
散
、
ど
っ
ち
に
い
っ
た
ら
得
か
損
か
、
み
た

い
な
、
ど
こ
に
い
ま
身
を
寄
せ
れ
ば
そ
こ
で
は
通
る
み
た
い

な
に
な
っ
て
い
る
の
も
、
政
治
の
劣
化
と
政
党
の
劣
化
と
国

会
議
員
の
劣
化
を
生
ん
で
い
る
と
思
っ
て
い
て
、
そ
れ
は
で

も
全
部
天
唾
（
て
ん
つ
ば
）
で
、
自
分
達
に
は
ね
返
っ
て
く

る
話
な
ん
で
す
が
、
き
ち
っ
と
、
む
し
ろ
い
ろ
ん
な
人
と

も
っ
と
も
っ
と
話
を
し
な
が
ら
立
て
直
し
も
や
っ
て
い
き
た

い
と
。
選
挙
制
度
に
つ
い
て
も
運
動
も
や
っ
て
い
き
た
い
と

い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
ま
す
。

（
小　

野
） 
ち
ょ
っ
と
コ
メ
ン
ト
よ
ろ
し
い
で
す
か
、
い
ま
の
点
。

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

社
民
党
と
し
て
ど
う
か
と
い
う
の
は
あ
る
ん
で
す
が
、

ち
ょ
っ
と
や
っ
ぱ
り
、
今
回
の
選
挙
を
見
て
い
る
と
、
一
つ

は
、
脱
原
発
や
憲
法
や
格
差
、
消
費
税
な
ど
も
き
わ
め
て
重

要
な
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
と
思
う
し
、
そ
の
声
も
現
実
に
す
ご

く
受
け
止
め
た
ん
で
す
が
、
そ
れ
が
選
挙
の
非
常
に
重
要
な

争
点
と
い
う
か
、
脱
原
発
の
人
が
多
い
か
ら
、
じ
ゃ
原
発
を

推
進
し
て
き
た
自
民
党
に
は
入
れ
な
い
と
い
う
形
の
選
択
に

は
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
や
っ
ぱ
り
そ
れ

が
ど
う
し
て
な
の
か
、
そ
こ
に
声
が
届
き
切
ら
な
か
っ
た
の

か
、
そ
う
い
う
こ
と
も
含
め
て
本
当
に
考
え
な
く
ち
ゃ
い
け

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
、
選
挙
制
度
で
い
う
と
、
小
選
挙
区
制
度
の
弊

害
と
い
う
の
は
、
こ
の
間
、
と
て
も
出
て
い
る
と
思
っ
て
い

て
、
前
回
の
選
挙
は
、
自
民
党
へ
の
罰
ゲ
ー
ム
、
今
回
の
選

挙
は
民
主
党
へ
の
罰
ゲ
ー
ム
、
と
い
う
こ
と
み
た
い
で
す
。

前
回
、
民
主
党
に
入
れ
て
が
っ
か
り
と
思
う
人
は
、
選
挙
に

行
か
な
い
か
白
票
を
入
れ
る
か
維
新
か
み
ん
な
の
ほ
う
に

い
っ
て
い
る
わ
け
で
す
よ
。
そ
れ
が
社
民
に
こ
な
い
と
い
う

と
こ
ろ
が
ま
た
社
民
党
の
こ
れ
ま
た
問
題
点
な
ん
で
す
が
、

で
も
、
結
局
、
自
民
党
か
民
主
か
で
オ
セ
ロ
ゲ
ー
ム
を
、
今
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あ
っ
て
、
最
初
か
ら
原
発
賛
成
で
あ
る
か
原
発
反
対
で
あ
る

か
と
い
う
だ
け
の
争
点
し
か
構
え
な
い
と
い
う
日
本
の
政
治

の
あ
り
方
に
対
し
て
は
、
非
常
に
大
き
な
疑
問
を
抱
い
て
い

る
ん
で
す
。
こ
ん
な
問
題
提
起
を
、
い
か
が
お
考
え
に
な
り

ま
す
か
。

（
福　

島
） 

根
本
的
な
議
論
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
は
そ

の
通
り
で
す
が
、
一
年
八
ヵ
月
経
っ
て
、
じ
ゃ
議
論
は
深
化

し
た
ん
で
し
ょ
う
か
。
論
点
に
入
っ
て
す
い
ま
せ
ん
が
、

き
ょ
う
、
安
倍
総
裁
自
身
が
、
原
発
の
新
設
も
あ
り
得
る
と

い
っ
て
い
る
わ
け
で
す
よ
ね
。
で
す
か
ら
、
結
局
、
私
は
そ

れ
は
や
っ
ぱ
り
原
発
推
進
だ
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
る
ん

で
す
。
で
す
か
ら
そ
れ
は
、
私
は
大
い
に
議
論
す
る
こ
と
は

必
要
だ
と
思
い
ま
す
が
、
一
年
八
ヵ
月
た
っ
て
、
こ
の
間
、

も
の
す
ご
く
議
論
し
て
、
ほ
ぼ
毎
日
議
論
し
て
き
た
と
い
う

原
発
の
問
題
点
も
、
よ
う
や
く
活
断
層
の
問
題
な
ど
も
、
全

国
で
も
規
制
委
員
会
も
含
め
て
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
で
、

小
野
先
生
お
っ
し
ゃ
る
通
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
つ
い
て

議
論
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
の
は
そ
の
通
り
だ
が
、
福
島
原
発

事
故
が
あ
っ
て
初
め
て
行
わ
れ
る
衆
議
院
選
挙
で
、
原
発
の

是
非
は
、
私
は
あ
る
意
味
争
点
に
な
っ
た
と
は
思
っ
て
い
る

ん
で
す
が
、
も
っ
と
も
っ
と
こ
ち
ら
も
う
ま
く
問
題
提
起
を

福
島
先
生
、
せ
っ
か
く
こ
う
い
う
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
す
か

ら
、
い
ろ
い
ろ
意
見
交
換
を
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
の
は
い

い
と
思
う
ん
で
す
が
、
先
程
、
先
生
、
反
原
発
の
問
題
が
、

ほ
か
の
問
題
も
含
め
て
あ
り
ま
し
た
け
ど
、
特
に
私
の
場
合

は
、
反
原
発
の
問
題
に
つ
い
て
お
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
に
対
し

て
、
ち
ょ
っ
と
異
論
が
あ
る
ん
で
す
ね
。

こ
れ
だ
け
福
島
の
問
題
が
起
こ
っ
て
い
て
、
そ
れ
で
そ
の

原
発
は
否
定
さ
れ
て
い
る
は
ず
な
の
に
、
そ
れ
が
争
点
に
な

ら
な
い
と
い
う
主
旨
で
い
ま
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
け
れ
ど
も
、

こ
の
問
題
と
い
う
の
は
、
私
は
放
射
性
物
質
を
閉
じ
込
め
る

こ
と
が
可
能
な
の
か
否
か
が
実
は
い
ち
ば
ん
大
事
な
問
題
で

あ
っ
て
、
原
発
そ
の
も
の
が
い
い
悪
い
の
問
題
で
は
な
い
と

思
う
ん
で
す
ね
。
確
か
に
、
今
回
、
福
島
の
地
震
・
津
波
に

伴
っ
て
被
害
を
受
け
た
方
々
に
対
し
て
は
、
国
策
と
し
て

や
っ
て
き
た
こ
と
に
対
し
て
、
私
ど
も
も
反
省
す
べ
き
と
こ

ろ
は
あ
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
こ
れ
は
や
は
り
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
と
い
う
国
家
に
と
っ
て
非
常
に
大
事
な
も

の
に
つ
い
て
、
一
定
の
指
針
を
持
っ
て
取
り
組
ん
だ
結
果
で

あ
っ
て
、
反
省
す
べ
き
と
こ
ろ
は
も
ち
ろ
ん
あ
る
ん
で
す
け

れ
ど
も
、
そ
の
議
論
を
や
る
上
に
は
、
も
っ
と
き
ち
ん
と
し

た
議
論
を
経
た
上
で
結
論
を
出
さ
な
い
と
い
け
な
い
の
で
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高
い
お
金
が
も
ら
え
る
、
料
金
取
れ
る
と
。
そ
し
て
そ
の
周

辺
に
は
、
原
発
立
地
補
助
金
で
ぼ
ん
ぼ
ん
カ
ネ
を
ば
ら
ま
く

こ
と
が
で
き
る
。
一
つ
、
い
い
方
は
悪
い
で
す
が
、
麻
薬
と

一
緒
で
、
い
っ
た
ん
も
ら
っ
た
ら
、
そ
の
地
域
に
は
ま
た
二

つ
目
、
三
つ
目
と
い
う
ふ
う
に
ど
ん
ど
ん
、
ど
ん
ど
ん
で
き

て
き
た
と
い
う
そ
の
現
実
を
見
た
、
そ
こ
か
ら
皆
さ
ん
感
じ

取
る
こ
と
が
一
つ
。

そ
れ
と
わ
れ
わ
れ
は
、
唯
一
、
原
爆
で
被
爆
を
し
た
国
の

国
民
が
、
ま
た
今
度
は
原
子
力
爆
弾
じ
ゃ
な
い
け
ど
も
、
原

子
力
と
い
う
人
間
の
英
知
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
も
の

で
、
二
度
も
国
民
が
そ
う
い
う
被
害
を
受
け
た
と
い
う
こ
と

に
対
し
て
、
政
治
家
な
ら
ど
う
考
え
る
か
な
ん
で
す
。

だ
か
ら
そ
う
い
っ
た
政
治
家
の
資
質
に
問
わ
れ
る
い
ち
ば

ん
大
き
な
問
題
点
は
あ
り
ま
す
よ
。
是
非
、
今
日
は
そ
う

い
っ
た
と
こ
ろ
を
皆
さ
ん
に
も
一
緒
に
考
え
て
い
た
だ
い
て
、

皆
さ
ん
の
意
見
を
い
た
だ
き
た
い
と
私
は
そ
う
思
い
ま
し
た
、

い
ま
の
議
論
を
聞
い
て
い
て
。

（
福　

島
） 

国
会
事
故
調
と
い
う
の
を
つ
く
っ
て
、
初
め
て
日
本
で
国

会
の
な
か
に
事
故
調
と
い
う
独
立
し
た
機
関
を
つ
く
っ
て
、

け
っ
こ
う
い
い
報
告
書
を
出
し
た
ん
で
す
ね
。
た
だ
、
そ
の

提
言
が
、
国
会
の
な
か
に
原
発
に
つ
い
て
の
委
員
会
を
つ

し
た
か
っ
た
と
い
う
ふ
う
に
は
思
っ
て
お
り
ま
す
。

（
秋　

山
） 

ち
ょ
っ
と
ど
う
で
し
ょ
う
か
、
こ
れ
は
本
日
の
主
た
る
議

論
で
は
な
い
の
で
、
小
野
先
生
、
よ
ろ
し
け
れ
ば
ち
ょ
っ
と

こ
こ
で
…
…

（
小　

野
） 
こ
の
論
点
は
、
実
は
国
会
の
な
か
で
、
な
ぜ
き
ち
ん
と
し

た
議
論
が
行
わ
れ
な
い
か
、
そ
れ
を
国
民
の
皆
さ
ん
が
ご
覧

に
な
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
勝
手
に
自
分
の
言
い
た
い
こ
と
を
た

だ
言
い
っ
放
し
で
言
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら

建
設
的
に
何
か
国
の
未
来
を
開
く
新
し
い
絵
が
描
か
れ
て
い

な
い
の
は
な
ぜ
な
ん
だ
と
。
こ
れ
は
政
治
家
の
問
題
な
の
か
、

制
度
の
問
題
な
の
か
、
む
し
ろ
国
民
世
論
が
そ
う
い
う
問
題

を
引
き
起
こ
し
て
い
る
の
か
、
こ
う
い
う
基
本
的
な
非
常
に

大
事
な
問
題
を
提
起
さ
れ
て
い
る
部
分
だ
ろ
う
と
い
う
気
が

す
る
ん
で
す
ね
。

で
す
か
ら
、
そ
ん
な
意
味
で
い
ま
申
し
上
げ
た
わ
け
で
す
。

（
大　

島
） 

一
言
。
き
ょ
う
の
権
力
と
政
治
家
の
関
係
や
政
治
家
の
資

質
と
し
て
問
わ
れ
る
問
題
の
一
つ
の
い
い
例
で
す
か
ら
、
皆

さ
ん
に
是
非
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
の
は
、
な
ぜ
、
原
発
を

推
進
し
て
い
る
か
で
す
よ
。
そ
の
原
点
を
よ
く
見
た
ら
よ
く

わ
か
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
原
価
を
決
め
る
時
に
は
、
建
設

費
を
全
部
足
し
て
、
高
け
り
ゃ
高
い
ほ
ど
総
括
原
価
方
式
で
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あ
る
の
と
い
う
部
分
の
、
も
う
一
回
議
論
を
き
ち
ん
と
し
直

し
ま
し
ょ
う
ね
と
。
そ
れ
と
同
時
に
、
や
っ
ぱ
り
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
ど
う
し
て
い
く
ん
だ
と
い
う
こ
と
、
こ
れ
を
や
っ

て
い
く
こ
と
が
ま
さ
に
政
治
だ
な
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い

ま
す
。
以
上
で
す
。

（
秋　

山
） 

ち
ょ
っ
と
先
に
進
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
こ
ま
で
は
、
実
は
前
段
・
前
座
と
い
い
ま
す
か
、
こ
れ

か
ら
本
題
な
ん
で
す
。
わ
れ
わ
れ
研
究
者
の
ほ
う
か
ら
の
切

り
口
な
ん
で
す
が
、
こ
ん
な
こ
と
を
用
意
し
た
ん
で
す
。

一
つ
は
、
そ
も
そ
も
政
治
家
っ
て
何
な
の
か
と
い
う
こ
と

に
な
る
と
い
ろ
い
ろ
議
論
が
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
政
治
家
と

い
う
は
、
や
は
り
権
力
と
何
ら
か
の
関
わ
り
を
持
つ
、
そ
う

い
う
立
場
で
あ
る
と
い
え
る
か
と
思
い
ま
す
。
と
す
る
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
政
治
家
の
方
々
が
ど
う
や
っ
て
権
力
と
の
距
離

感
を
保
っ
て
い
ら
れ
る
の
か
。
そ
の
あ
た
り
の
ご
経
験
な
り

を
お
伺
い
し
た
い
と
い
う
こ
と
が
一
つ
で
す
。

そ
れ
か
ら
二
番
目
と
し
ま
し
て
は
、
わ
れ
わ
れ
の
周
囲
に

は
い
ろ
い
ろ
な
政
治
体
制
が
あ
り
ま
す
が
、
と
り
わ
け
代
議

制
と
い
う
体
制
の
も
と
に
お
け
る
政
治
家
像
と
い
っ
た
よ
う

な
、
そ
う
い
う
限
定
し
た
形
で
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の

だ
ろ
う
と
思
う
の
で
、
そ
の
あ
た
り
を
ど
の
よ
う
な
お
考
え

く
っ
て
き
ち
っ
と
や
れ
と
い
う
の
を
、
な
か
な
か
、
そ
れ
は

抵
抗
す
る
人
達
が
い
て
、
委
員
会
が
つ
く
れ
な
い
あ
る
い
は

国
会
事
故
調
の
メ
ン
バ
ー
を
国
会
に
呼
ぼ
う
と
し
て
も
な
か

な
か
話
が
で
き
な
い
と
い
う
の
も
あ
る
の
で
、
で
す
か
ら
小

野
先
生
お
っ
し
ゃ
る
通
り
な
ん
で
す
が
、
現
実
に
、
じ
ゃ
国

会
で
や
れ
ば
い
い
と
思
う
ん
で
す
よ
、
そ
う
い
う
議
論
も
含

め
て
。
で
も
、
そ
れ
を
阻
ん
で
い
る
、
ち
ょ
っ
と
ス
テ
レ
オ

タ
イ
プ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
い
ま
大
島
さ
ん
お
っ
し
ゃ
っ

た
既
得
権
益
だ
と
か
そ
れ
が
や
は
り
も
の
す
ご
く
、
も
ち
ろ

ん
私
達
は
そ
れ
を
突
破
し
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
ん
だ
け
れ
ど

も
、
そ
う
な
っ
て
な
い
と
い
う
の
も
あ
る
ん
で
す
よ
ね
。
そ

れ
が
こ
の
権
力
と
政
治
家
と
の
関
係
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る

の
か
な
と
い
う
ふ
う
に
は
思
い
ま
す
。

（　

白　

） 

小
野
さ
ん
お
っ
し
ゃ
る
通
り
で
、
放
射
能
ど
う
封
じ
込
め

る
か
が
い
ち
ば
ん
ポ
イ
ン
ト
な
ん
で
、
そ
の
通
り
で
。
た
だ

原
発
っ
て
放
射
能
出
す
わ
け
で
、
こ
れ
ど
う
す
る
ん
だ
と
い

う
話
に
な
っ
て
、
国
民
は
こ
り
ご
り
し
て
い
る
ん
だ
と
僕
は

思
う
ん
で
す
ね
、
今
回
の
放
射
能
に
つ
い
て
。
も
う
嫌
だ
、

そ
こ
か
ら
原
発
は
や
だ
と
い
う
声
に
な
っ
て
い
く
わ
け
で
す

か
ら
。
そ
の
あ
た
り
と
、
い
ま
大
島
先
生
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ

う
に
、
一
体
、
な
ん
で
こ
ん
な
に
い
っ
ぱ
い
こ
の
国
で
原
発
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の
意
見
を
お
聞
き
し
、
そ
れ
を
集
約
し
て
、
私
は
こ
う
い
う

政
治
を
す
る
と
い
う
こ
と
に
対
し
て
、
皆
さ
ん
か
ら
票
を
い

た
だ
き
、
一
票
一
心
と
い
う
そ
の
心
を
い
た
だ
い
て
出
て
行

く
と
い
う
も
の
で
あ
る
と
、
こ
れ
が
僕
の
基
本
的
な
考
え
方
。

私
の
例
を
い
い
ま
す
と
、
私
が
教
科
書
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法

と
い
う
法
律
に
携
わ
っ
た
時
に
、
僕
達
は
、
弱
視
の
子
ど
も

達
に
あ
ま
ね
く
拡
大
教
科
書
を
届
け
る
た
め
に
は
、
検
定
に

受
か
っ
た
ら
教
科
書
会
社
に
拡
大
教
科
書
を
つ
く
る
こ
と
を

義
務
づ
け
た
、
そ
う
い
う
法
律
に
し
た
。
そ
し
た
ら
自
民
党

さ
ん
が
、
教
科
書
会
社
か
ら
い
わ
れ
て
、
努
力
規
定
に
し
て

く
だ
さ
い
と
。
そ
う
し
た
ら
衆
議
院
で
協
力
し
ま
す
か
ら
と

通
し
ま
し
た
。
そ
し
た
ら
子
ど
も
達
か
ら
こ
う
い
う
手
紙
が

き
ま
し
た
。
法
律
は
で
き
た
け
ど
、
ぜ
ん
ぜ
ん
進
ま
な
い

じ
ゃ
な
い
か
と
。
ま
さ
に
そ
う
い
う
こ
と
で
す
よ
。
つ
く
り

た
く
な
い
心
で
、
わ
れ
わ
れ
の
義
務
を
努
力
規
定
に
自
民
党

さ
ん
か
ら
か
え
ら
れ
た
、
こ
れ
は
事
実
で
す
。

で
、
政
権
交
代
し
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
こ
で
副
大
臣
に
私

が
質
問
し
て
、
こ
う
い
う
状
況
で
す
よ
と
い
っ
た
ら
、
副
大

臣
が
一
言
「
由
々
し
き
問
題
で
す
。
業
者
は
厳
し
く
指
導
し

ま
す
」
と
い
っ
て
、
い
ま
九
八
％
で
き
ま
し
た
。
だ
か
ら
権

力
と
い
う
の
は
そ
う
い
う
ふ
う
に
正
し
く
使
う
も
の
な
ん
で

を
お
持
ち
か
と
い
う
点
。

も
う
一
つ
は
、
危
機
管
理
と
い
う
の
は
、
い
ま
ち
ょ
う
ど

お
話
も
出
て
き
ま
し
た
が
、
原
発
だ
け
じ
ゃ
な
い
、
地
震
を

含
め
て
、
わ
れ
わ
れ
の
周
囲
に
は
顕
在
的
・
潜
在
的
な
多
く

の
危
機
が
あ
る
。
危
機
管
理
に
政
治
家
は
ど
う
対
処
す
べ
き

か
と
。
ち
ょ
う
ど
危
機
管
理
の
先
生
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
も
の

で
す
か
ら
、
こ
う
い
う
切
り
口
で
設
定
し
ま
し
た
の
で
、
ご

協
力
願
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
い
ま
最
初
に
申
し
上
げ
ま
し
た
点
に
つ
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
先
生
方
、
政
治
家
っ
て
何
だ
ろ
う
と
お
考
え
な
の
か
、

そ
の
へ
ん
か
ら
少
し
明
ら
か
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

（
大　

島
） 

基
本
的
に
、
政
治
家
と
い
う
の
は
、
何
か
、
偉
い
人
と
か

力
持
っ
て
い
る
人
と
か
い
う
ふ
う
に
考
え
る
そ
の
根
底
は
何

か
と
い
う
と
、
皆
さ
ん
の
一
票
を
い
た
だ
い
て
、
皆
さ
ん
の

代
わ
り
に
政
治
を
代
議
制
で
や
っ
て
い
る
わ
け
で
す
よ
。
だ

か
ら
、
俺
が
政
治
家
だ
と
、
選
挙
の
時
は
頭
下
げ
て
、
バ
ッ

ジ
つ
け
る
と
こ
う
な
る
（
胸
を
そ
ら
し
て
）
人
い
る
で
し
ょ

う
。
こ
れ
が
い
ち
ば
ん
の
大
き
な
間
違
い
で
、
基
本
的
に
は

皆
さ
ん
の
声
を
代
弁
す
る
と
い
う
の
が
代
議
士
な
ん
で
す
。

じ
ゃ
ど
う
い
う
声
を
代
弁
す
る
の
か
と
い
う
の
は
、
皆
さ
ん
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本
の
政
治
家
達
は
い
か
に
受
け
止
め
る
か
。
目
先
の
利
害
関

係
の
調
整
を
す
る
、
な
い
し
は
目
先
で
行
政
官
を
使
っ
て
権

力
を
い
か
に
行
使
す
る
か
、
こ
う
い
う
こ
と
だ
け
で
汲
々
と

し
て
お
り
ま
し
て
、
そ
の
先
に
一
体
ど
ん
な
日
本
の
国
を
つ

く
ろ
う
か
、
ま
た
ど
ん
な
人
類
社
会
の
な
か
に
日
本
の
国
を

位
置
づ
け
る
の
か
、
こ
う
い
っ
た
部
分
の
議
論
が
ほ
と
ん
ど

行
わ
れ
て
い
な
い
こ
の
現
状
に
対
し
て
、
私
は
大
き
な
疑
問

を
持
っ
て
い
る
一
人
で
ご
ざ
い
ま
す
。

な
お
、
私
自
身
が
、
な
ぜ
在
野
の
政
治
家
を
選
択
し
た
か

と
い
う
と
こ
ろ
に
、
秋
山
先
生
ご
指
摘
に
な
っ
た
、
代
議
制

民
主
主
義
の
問
題
が
一
つ
あ
り
ま
し
て
ね
、
こ
の
点
は
、
政

経
塾
の
メ
ン
バ
ー
に
も
先
日
お
話
し
申
し
上
げ
ま
し
た
。
い

ま
の
日
本
政
治
に
対
し
て
、
国
民
の
皆
さ
ん
が
ど
れ
だ
け
満

足
し
て
い
る
の
か
と
い
え
ば
、
少
し
前
の
デ
ー
タ
で
恐
縮
だ

け
ど
、
多
く
の
人
が
、
日
本
の
政
治
に
満
足
し
て
い
な
い
ん

で
す
よ
。
私
が
当
時
聞
い
た
話
で
は
わ
ず
か
一
・
三
％
し
か

満
足
し
て
い
る
人
が
い
な
い
。
九
〇
％
の
国
民
は
、
日
本
の

政
治
に
対
し
て
不
満
足
で
あ
る
と
は
っ
き
り
と
表
明
を
す
る
。

こ
う
い
う
状
況
の
な
か
で
、
代
議
制
民
主
主
義
と
い
う
の
は

果
し
て
成
り
立
つ
も
の
で
あ
る
か
否
か
と
い
う
基
本
問
題
が

あ
る
わ
け
で
す
。
代
議
制
民
主
主
義
と
い
う
こ
と
は
、
国
家

す
。
だ
か
ら
そ
う
い
う
利
権
だ
と
か
自
分
達
の
思
い
で
使
う

も
の
で
は
な
い
ん
だ
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
よ
。
こ
う
い
う

こ
と
を
明
快
に
し
た
政
治
家
だ
っ
た
ら
、
た
ぶ
ん
皆
さ
ん
は
、

幸
せ
な
政
治
家
が
送
れ
る
よ
う
な
政
治
が
生
ま
れ
る
ん
で
す

よ
。と

こ
ろ
が
、
業
者
だ
と
か
そ
の
一
部
の
人
達
の
声
を
代
弁

し
て
、
そ
こ
の
利
益
に
つ
な
が
る
よ
う
な
形
で
権
力
を
行
使

す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
か
ら
、
あ
あ
い
う
原
発
事
故
が
起

こ
っ
た
り
す
る
ん
だ
と
、
そ
う
い
う
こ
と
な
の
で
、
権
力
は

本
当
に
心
あ
る
政
治
家
が
し
っ
か
り
と
し
た
倫
理
観
や
そ
う

い
う
も
の
を
政
治
家
が
使
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
う
い

う
心
の
な
い
人
の
使
う
も
の
で
は
な
い
と
い
う
の
が
私
の
考

え
方
で
す
。

以
上
で
す
。

（
秋　

山
） 

小
野
先
生
、
一
家
言
お
あ
り
か
と
思
い
ま
す
が
、
ど
う
ぞ
。

（
小　

野
） 

大
島
先
生
の
最
後
の
ご
発
言
、
私
も
賛
同
す
る
と
こ
ろ
が

ご
ざ
い
ま
す
が
、
プ
ラ
ト
ン
は
「
政
治
と
い
う
の
は
本
来
哲

学
者
が
や
る
の
が
い
い
。
し
か
し
、
哲
学
者
が
政
治
家
に
な

れ
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
政
治
家
が
哲
学
を
学
ば
ね
ば
な
ら

な
い
」
と
、
こ
う
い
う
こ
と
を
も
う
二
千
何
百
年
も
前
に

い
っ
て
お
ら
れ
る
わ
け
で
す
ね
。
そ
の
言
葉
を
、
い
ま
の
日
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一
つ
は
大
事
だ
し
、
そ
し
て
そ
れ
に
基
づ
い
て
、
政
治
家
自

身
も
、
本
気
の
政
治
を
や
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
い
う
こ
と

だ
と
思
う
ん
で
す
ね
。

冒
頭
、
政
治
っ
て
何
で
す
か
と
い
う
ご
質
問
が
あ
り
ま
し

た
け
れ
ど
も
、
私
は
端
的
に
い
い
ま
す
よ
。
こ
の
日
本
の
国

の
中
を
調
和
さ
せ
、
し
か
も
国
際
社
会
と
も
調
和
さ
せ
て
い

く
よ
う
な
、
そ
の
営
み
を
行
う
の
が
政
治
だ
と
思
い
ま
す
。

日
本
の
国
の
な
か
で
い
う
な
ら
ば
、
一
人
ひ
と
り
の
国
民
を

き
ち
ん
と
調
和
さ
せ
る
、
つ
ま
り

│
国
民
が
、
自
分
の
な

か
を
調
和
さ
せ
、
国
家
と
も
調
和
さ
せ
る
よ
う
に
導
い
て
い

く
の
が
政
治
の
仕
事
だ
と
、
こ
う
私
は
思
っ
て
お
り
ま
し
て
、

こ
の
あ
た
り
に
至
る
と
、
先
程
、
プ
ラ
ト
ン
の
お
話
を
し
ま

し
た
け
れ
ど
、
や
っ
ぱ
り
大
き
な
哲
学
が
必
要
な
ん
で
す
よ
。

思
想
的
な
枠
組
な
し
に
目
の
前
の
利
害
調
整
ば
っ
か
り
や
っ

て
い
た
ら
、
も
う
い
ろ
ん
な
機
械
を
次
々
と
組
み
合
わ
せ
て

い
っ
て
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い
動
き
し
か
で
き
な
い
巨
大
マ

シ
ー
ン
が
で
き
る
だ
け
な
ん
で
す
ね
。
で
す
か
ら
そ
の
あ
た

り
に
、
本
当
の
日
本
の
国
の
目
指
す
べ
き
魂
の
よ
う
な
も
の
、

こ
う
い
う
も
の
を
ど
う
こ
れ
か
ら
考
え
て
い
く
か
と
い
う
こ

と
を
、
政
治
家
の
な
か
で
論
じ
合
っ
て
い
く
べ
き
時
代
が
き

た
の
で
は
な
い
か
と
、
こ
ん
な
気
持
ち
が
し
て
お
り
ま
す
。

の
基
本
的
な
運
営
の
権
限
を
自
分
達
が
左
右
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
か
ら
、
自
分
達
が
選
挙
で
選
ん
だ
代
表
者
に
委
ね
て

議
論
し
た
上
で
決
定
し
て
い
た
だ
こ
う
と
、
こ
れ
が
代
議
制

民
主
主
義
の
基
本
的
な
考
え
方
で
し
ょ
う
。

つ
ま
り
、
国
民
に
し
て
み
れ
ば
、
選
挙
に
よ
っ
て
代
表
を

選
ぶ
と
い
う
こ
と
は
、
自
分
達
の
命
や
財
産
や
そ
の
他
様
々

な
権
利
、
こ
れ
ら
が
代
表
者
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
と
し
た

ら
、
そ
れ
に
私
達
は
従
い
ま
す
か
ら
、
あ
な
た
達
に
代
表
と

し
て
の
役
割
を
果
す
仕
事
を
し
て
く
だ
さ
い
と
、
こ
う
い
う

こ
と
を
や
る
の
が
私
は
選
挙
だ
と
思
う
ん
で
す
ね
。
そ
れ
だ

け
の
真
剣
さ
を
本
当
に
国
民
の
皆
さ
ん
は
持
っ
て
選
挙
に
臨

ん
で
い
る
の
か
。
政
治
家
の
説
明
が
足
り
な
い
と
い
う
話
を

さ
れ
た
方
が
お
ら
れ
た
け
れ
ど
も
、
説
明
も
も
ち
ろ
ん
大
事

だ
け
れ
ど
も
、
国
民
の
側
も
、
本
気
で
政
治
に
関
与
し
た

か
っ
た
ら
、
も
っ
と
勉
強
し
た
上
で
自
分
達
の
意
見
は
こ
う

だ
と
語
っ
て
く
れ
る
な
ら
ば
そ
れ
は
け
っ
こ
う
だ
け
ど
、
テ

レ
ビ
の
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
が
ち
ょ
っ
と
何
か
国
民
の
心
を
く

す
ぐ
る
こ
と
い
っ
た
り
、
そ
れ
だ
け
を
ワ
ー
ッ
と
大
声
で

喋
っ
た
ら
、
そ
の
い
う
こ
と
を
聞
か
な
き
ゃ
、
こ
れ
は
ろ
く

な
政
治
家
じ
ゃ
な
い
と
こ
う
い
う
ふ
う
に
い
い
た
が
る
。
こ

う
い
う
よ
う
な
風
土
を
ど
う
変
え
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
が
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ポ
チ
ョ
ポ
チ
ョ
ポ
チ
ョ
と
い
う
と
す
ご
く
わ
か
り
や
す
い
わ

け
。
そ
う
い
う
形
で
コ
メ
ン
ト
と
い
う
の
を
や
っ
て
い
く
。

皆
さ
ん
も
た
ぶ
ん
テ
レ
ビ
を
見
て
、
た
ぶ
ん
お
わ
か
り
に

な
る
と
思
い
ま
す
が
、
長
々
と
喋
る
人
の
場
合
に
、
そ
の
人

の
画
を
出
さ
な
い
で
、
な
ん
か
別
の
映
像
、
資
料
映
像
を
出

し
な
が
ら
そ
の
人
を
小
っ
ち
ゃ
く
出
し
た
り
し
ま
せ
ん
か
。

大
体
、
飽
き
て
く
る
わ
け
で
す
、
顔
見
て
い
る
の
が
。
視
聴

者
の
女
性
は
、
ネ
ク
タ
イ
見
て
い
る
そ
う
で
す
、
男
性
の
。

男
は
と
い
う
と
、
大
体
聞
い
て
い
る
ほ
う
。
そ
う
い
う
形
が

あ
れ
な
ん
で
、
メ
デ
ィ
ア
と
い
う
の
は
そ
う
い
う

│
私
は

別
に
メ
デ
ィ
ア
批
判
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
て
、
メ

デ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
は
メ
デ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
、
あ
れ
は
視
聴

率
の
凄
ま
じ
い
激
烈
な
競
争
を
や
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
ど
う

し
て
も
極
端
か
ら
極
端
に
い
く
と
い
う
こ
と
、
こ
れ
が
一
つ

の
性
格
な
ん
で
す
ね
。
そ
の
性
格
を
わ
れ
わ
れ
が
ち
ゃ
ん
と

認
識
を
し
な
が
ら
や
は
り
お
付
き
合
い
を
し
て
い
く
と
い
う

こ
と
が
実
は
重
要
な
ん
で
は
な
い
ん
だ
ろ
う
か
と
い
う
ふ
う

に
私
は
思
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

そ
の
へ
ん
に
し
ま
し
ょ
う
。
福
島
先
生
も
、
ま
た
お
話
し

て
く
だ
さ
い
。

（
福　

島
） 
議
員
が
メ
デ
ィ
ア
批
判
を
す
る
の
は
最
後
に
な
っ
ち
ゃ
う

（
秋　

山
） 

白
先
生
、
先
程
、
多
少
マ
ス
コ
ミ
批
判
的
な
こ
と
を
主
張

さ
れ
て
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
自
体
、
第
四
の
権
力
な
ん
て
い
わ

れ
て
い
ま
す
よ
ね
。
政
治
の
側
か
ら
見
て
、
マ
ス
コ
ミ
と
い

う
も
の
を
、
再
び
同
じ
よ
う
な
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
ど
の
よ
う
に
お
感
じ
に
な
っ
て
い
ら
れ
ま
す
か
。
合

わ
せ
て
、
福
島
先
生
は
、
メ
デ
ィ
ア
に
ず
い
ぶ
ん
ご
登
場
で

す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
マ
ス
コ
ミ
の
権
力
と
い
う
よ
う
な

も
の
を
ど
の
よ
う
に
お
考
え
に
な
っ
て
い
ら
れ
る
か
、
お
聞

か
せ
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（　

白　

） 

非
常
に
い
い
ご
指
摘
だ
と
思
う
ん
で
す
ね
。
私
も
テ
レ
ビ

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
を
、
北
朝
鮮
問
題
と
か
な
ん
か
で
ず
っ
と

や
っ
て
い
た
時
に
、
自
分
で
い
う
の
も
な
ん
で
す
が
、
け
っ

こ
う
受
け
が
よ
く
て
引
く
手
あ
ま
た
に
一
時
な
り
ま
し
た
。

何
が
ポ
イ
ン
ト
か
と
い
う
と
、
短
く
明
快
に
話
し
て
く
れ
る

か
ら
な
ん
で
す
よ
。
こ
れ
、
非
常
に
単
純
な
論
理
思
考
で
い

く
の
が
テ
レ
ビ
だ
と
私
は
思
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。
大
体
、

一
五
秒
以
内
に
ま
と
め
る
ん
で
す
よ
。
だ
か
ら
北
朝
鮮
の
関

係
で
い
う
と
、
大
体
、
北
朝
鮮
な
ん
か
あ
あ
い
う
感
じ
で

し
ょ
う
。「
白
さ
ん
、
こ
れ
ど
う
で
す
か
ね
」
と
い
っ
た
ら
、

最
初
に
い
う
こ
と
は
「
と
ん
で
も
な
い
で
す
よ
」
と
い
う
ん

で
す
。（
笑
声
）
そ
の
あ
と
に
「
北
朝
鮮
は
で
す
ね
…
…
」
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ろ
ん
な
話
を
聞
き
な
が
ら
、
明
ら
か
に
、
や
は
り
、
例
え
ば

私
達
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
転
換
す
る
た
め
に
、
あ
る
い
は

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
促
進
す
る
た
め
に
、
あ
る
い
は
雇
用
の

現
場
を
ど
う
す
る
た
め
に
と
い
う
こ
と
や
男
女
平
等
、
あ
ら

ゆ
る
論
点
が
た
く
さ
ん
政
治
の
課
題
と
い
う
の
は
何
万
と
あ

る
わ
け
で
す
が
、
明
ら
か
に
政
治
を
必
要
と
し
て
、
そ
こ
が

ま
っ
と
う
に
、
例
え
ば
富
の
再
分
配
だ
と
か
こ
の
社
会
の
な

か
で
ど
う
い
ろ
ん
な
も
の
を
分
配
し
た
り
や
っ
て
い
く
か
、

政
治
が
必
要
な
人
が
い
る
と
い
う
こ
と
を
や
っ
ぱ
り
政
治
は

い
ち
ば
ん
そ
れ
を
考
え
る
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
で
な

い
と
、
や
は
り
恵
ま
れ
て
い
る
人
、
お
金
が
あ
る
人
は
自
己

責
任
で
問
題
を
解
決
で
き
る
が
、
そ
う
で
は
な
い
人
た
ち
に

政
治
が
何
を
で
き
る
か
私
自
身
は
思
っ
て
い
る
こ
と
な
ん
で

す
。権

力
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
二
つ
い
い
た
い
ん
で
す
が
、

確
か
に
、
議
員
や
政
治
は
権
力
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ポ
ジ

シ
ョ
ン
に
権
力
が
つ
い
て
く
る
し
、
明
ら
か
に
権
力
だ
と
。

私
達
議
員
も
、
や
っ
ぱ
り
権
力
を
持
っ
て
い
る
。
で
も
、
例

え
ば
東
電
の
ビ
デ
オ
会
議
を
出
せ
と
か
、
本
当
に
い
ろ
ん
な

こ
と
を
質
問
し
た
り
、
さ
っ
き
ち
ょ
っ
と
大
島
さ
ん
も
お
っ

し
ゃ
っ
た
け
れ
ど
も
、
私
達
も
日
常
的
に
質
問
し
た
り
交
渉

と
い
う
感
じ
が
す
る
の
で
。
た
だ
、
私
自
身
思
う
の
は
、
ま

た
原
発
の
こ
と
に
な
っ
て
す
い
ま
せ
ん
が
、
や
は
り
何
で

「
三
・
一
一
」
前
、
原
発
の
危
険
性
と
い
う
の
が
メ
デ
ィ
ア
に

出
な
か
っ
た
か
。
国
会
で
た
く
さ
ん
質
問
し
た
け
ど
、
そ
れ

が
出
な
か
っ
た
と
い
う
と
、
や
っ
ぱ
り
そ
れ
は
ス
ポ
ン
サ
ー

の
問
題
で
あ
っ
た
り
、
そ
れ
か
ら
や
は
り
拡
声
器
を
使
え
る

人
達
は
い
る
が
、
や
っ
ぱ
り
多
く
の
人
は
い
ろ
ん
な
問
題
を

抱
え
て
い
て
も
、
そ
れ
を
社
会
問
題
化
し
た
り
い
ろ
い
ろ
で

き
に
く
い
と
い
う
ふ
う
な
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、
メ
デ
ィ

ア
っ
て
、
や
っ
ぱ
り
拡
声
器
だ
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
が
、

そ
れ
を
使
え
る
人
、
使
え
な
い
人
、
長
け
て
い
る
人
、
長
け

て
な
い
人
の
な
か
で
、
こ
の
社
会
の
な
か
に
あ
る
問
題
の
優

先
順
位
が
変
わ
っ
た
り
、
本
当
に
重
要
で
議
論
し
な
く
ち
ゃ

い
け
な
い
こ
と
が
議
論
さ
れ
て
な
い
と
い
う
の
は
あ
る
と

思
っ
て
い
る
ん
で
す
。

で
す
か
ら
、
政
治
と
は
何
か
と
い
う
と
、
私
自
身
は
、
も

ち
ろ
ん
経
済
成
長
を
ど
う
す
る
か
と
か
日
本
の
景
気
を
よ
く

す
る
と
か
、
非
常
に
総
合
的
な
こ
と
は
と
て
も
重
要
だ
と

思
っ
て
い
る
ん
で
す
が
、
世
の
中
に
明
ら
か
に
政
治
を
必
要

と
し
て
い
る
人
が
い
る
、
そ
れ
は
も
う
福
島
の
集
団
避
難
し

た
仮
設
住
宅
で
先
が
見
え
な
い
と
い
う
話
を
す
る
人
や
、
い
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や
り
甲
斐
が
あ
る
、
手
応
え
が
あ
る
、
こ
う
い
う
質
問
を
す

る
と
こ
う
い
う
の
が
あ
る
ん
だ
、
自
分
達
の
声
が
政
治
に
本

当
は
反
映
し
て
い
る
ん
だ
、
国
会
の
周
り
の
反
原
発
の
集
会

で
あ
れ
、
電
話
一
本
で
あ
れ
、
実
は
政
治
を
動
か
し
て
い
る

ん
で
す
。
そ
の
実
感
、
政
治
っ
て
け
っ
こ
う
面
白
い
じ
ゃ
な

い
、
政
治
っ
て
手
応
え
が
あ
る
よ
、
コ
ミ
ッ
ト
で
き
る
よ
と

い
う
の
を
も
っ
と

│
今
日
は
だ
か
ら
、
大
学
生
に
話
せ
て

と
て
も
嬉
し
い
ん
で
す
が

│
小
さ
い
時
か
ら
、
自
分
は
主

権
者
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
行
使
す
る
こ
と
が
と
て
も
面
白
い

と
い
う
か
や
り
甲
斐
が
あ
る
と
い
う
風
土
と
い
う
か
、
そ
う

い
う
機
会
を
是
非
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
秋　

山
） 

も
う
一
つ
先
生
に
お
伺
い
に
し
た
い
の
で
す
が
、
先
生
は

女
性
政
治
家
と
い
う
と
怒
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
し

か
し
そ
う
呼
ば
ざ
る
を
得
な
い
我
が
国
の
現
状
を
嘆
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
か
と
思
う
の
で
す
が
、
い
か
が
で
す
か
、
女

性
政
治
家
と
い
う
も
の
を
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

会
場
に
目
指
す
若
い
人
も
い
る
か
と
思
う
の
で
、
実
情
・
現

状
含
め
て
、
何
か
お
話
い
た
だ
け
ま
す
か
。

（
福　

島
） 

今
回
、
ま
た
女
性
議
員
が
減
っ
て
、
世
界
で
一
〇
一
番
目

が
ま
た
後
退
す
る
と
い
う
非
常
に
残
念
で
人
口
の
半
分
は
女

性
が
い
る
の
で
、
も
っ
と
い
ろ
ん
な
タ
イ
プ
の
い
ろ
ん
な

し
た
り
す
る
な
か
で
、
い
ろ
い
ろ
獲
得
し
て
い
る
も
の
が
あ

る
。
そ
れ
は
や
っ
ぱ
り
持
っ
て
い
る
権
力
を
ど
う
う
ま
く

使
っ
て
情
報
公
開
さ
せ
た
り
と
か
、
そ
う
い
う
役
割
は
実
は

法
律
を
つ
く
っ
た
り
と
か
、
す
ご
く
大
き
い
と
い
う
こ
と
が

一
点
な
ん
で
す
。

私
自
身
も
、
九
ヵ
月
大
臣
を
や
っ
た
時
に
、
や
っ
ぱ
り
行

政
の
ト
ッ
プ
と
し
て
命
じ
た
り
い
ろ
い
ろ
す
る
こ
と
で
、
権

力
っ
て
大
き
い
ん
で
す
よ
ね
。
だ
か
ら
権
力
と
い
う
も
の
を
、

人
が
や
は
り
理
解
し
、
多
く
の
人
の
た
め
に
そ
れ
が
使
わ
れ

て
い
る
か
ど
う
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
い
う
こ
と
は
と
て
も

必
要
。

二
点
目
は
、
こ
の
間
、
た
ま
た
ま
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
労
働
党

の
若
い
、
三
一
歳
の
女
性
と
会
っ
て
、
国
会
議
員
な
ん
で
す

が
、
や
は
り
、
政
治
は
楽
し
い
、
政
治
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
こ

と
は
や
り
甲
斐
が
あ
る
、
政
治
っ
て
面
白
い
と
い
う
ふ
う
に

若
い
政
治
家
が
思
っ
て
い
ま
し
た
。
ご
存
じ
の
よ
う
に
、
殺

人
事
件
が
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
は
七
七
名
、
島
で
一
〇
代
が
殺
さ

れ
る
と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
た
が
、
あ
れ
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
労

働
党
が
毎
年
夏
、
キ
ャ
ン
プ
で
や
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
犯
人

が
襲
っ
て
い
っ
た
わ
け
な
ん
で
す
が
、
や
は
り
い
ま
の
日
本

の
社
会
は
政
治
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
こ
と
が
面
白
い
、
楽
し
い
、
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で
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
た
め
に
も
、

や
っ
ぱ
り
偏
ら
な
い
視
点
と
い
う
部
分
で
は
、
女
性
の
存
在

と
い
う
の
は
大
変
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

（　

白　

） 

逆
に
け
っ
こ
う
過
激
な
こ
と
を
女
性
議
員
さ
ん
の
ほ
う
が

い
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
と
こ
ろ
っ
て
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

こ
の
あ
た
り
っ
て
、
逆
に
僕
は
福
島
さ
ん
に
何
で
だ
ろ
う
と

お
聞
き
し
た
い
ぐ
ら
い
な
ん
で
す
よ
ね
。

（
福　

島
） 

両
方
当
た
っ
て
て
、
人
間
て
、
や
っ
ぱ
り
自
分
が
経
験
し

た
こ
と
か
ら
、
例
え
ば
子
育
て
に
苦
労
す
る
と
子
育
て
が
重

要
、
医
療
に
苦
労
す
れ
ば
や
っ
ぱ
り
医
療
を
何
と
か
し
た
い

と
な
る
の
で
、
バ
ッ
ク
ラ
ン
ド
の
一
つ
と
し
て
、
私
は
女
性

で
あ
る
の
も
一
つ
の
個
性
だ
と
思
っ
て
、
例
え
ば
障
害
の
あ

る
人
が
も
っ
と
国
会
に
来
れ
ば
い
い
と
思
う
し
、
例
え
ば
白

眞
勲
さ
ん
の
よ
う
な
経
歴
の
人
が
来
る
と
い
う
の
も
、
ま
た

ぜ
ん
ぜ
ん
違
う
視
点
を
提
供
し
て
も
ら
え
る
の
で
い
い
と

思
っ
て
い
る
ん
で
す
。

で
も
、
女
性
だ
か
ら
じ
ゃ
男
女
平
等
に
賛
成
か
と
か
、
女

性
だ
か
ら
じ
ゃ
子
育
て
支
援
か
、
女
性
だ
か
ら
社
会
保
障
に

も
っ
と
や
れ
と
い
う
か
と
い
う
と
ぜ
ん
ぜ
ん
そ
う
で
な
い
例

が
あ
る
こ
と
も
も
ち
ろ
ん
確
か
で
、
で
も
、
そ
れ
っ
て
外
見

は
女
性
だ
け
ど
、
中
身
は
男
性
的
な
価
値
観
を
持
っ
て
、

バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
っ
た
人
が
、
国
会
だ
け
で
な
く
自

治
体
も
含
め
て
、
議
員
に
な
っ
た
ら
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

政
治
の
世
界
で
、
男
尊
女
卑
だ
け
ど
実
力
主
義
み
た
い
な

と
こ
ろ
も
あ
る
と
い
う
か
、
私
は
や
っ
ぱ
り
女
性
が
増
え
た

ほ
う
が
い
い
と
思
っ
て
い
る
こ
と
と
、
女
性
が
増
え
る
こ
と

で
男
性
も
関
心
が
あ
る
が
、
超
党
派
で
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ

イ
オ
レ
ン
ス
防
止
法
を
つ
く
っ
た
り
す
る
の
で
、
女
性
が
進

出
す
る
こ
と
で
政
治
の
優
先
順
位
を
変
え
得
る
と
い
う
ふ
う

に
は
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。
そ
れ
は
や
は
り
、
も
ち
ろ
ん
男

性
で
、
子
育
て
支
援
と
か
一
緒
に
や
っ
て
い
る
人
も
い
る
け

れ
ど
、
い
ろ
ん
な
タ
イ
プ
の
い
ろ
ん
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
持
っ
て
い
る
人
が
政
治
に
出
て
く
る
こ
と
が
、
政
治
の
優

先
順
位
を
変
え
得
る
と
思
っ
て
い
て
、
だ
か
ら
私
は
男
性

ば
っ
か
り
で
は
な
く
、
女
性
が
出
て
い
っ
た
ほ
う
が
い
い
と

い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。

（
秋　

山
） 

男
性
の
ほ
う
か
ら
何
か
あ
り
ま
す
か
。

（
大　

島
） 

や
っ
ぱ
り
視
点
が
違
う
ん
で
す
よ
、
女
性
と
男
性
で
は
。

だ
か
ら
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
エ
ン
（
縁
？
）
に
ふ
れ
る
視

点
が
違
う
意
見
を
聞
く
、
そ
れ
で
福
島
先
生
が
お
っ
し
ゃ
る

こ
と
は
、
あ
あ
そ
う
だ
な
あ
と
わ
れ
わ
れ
よ
く
感
じ
る
こ
と

が
あ
っ
て
、
じ
ゃ
そ
う
い
き
ま
し
ょ
う
と
い
う
話
に
な
る
の
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う
あ
る
ん
で
す
け
ど
、
女
性
は
、
は
っ
き
り
と
お
っ
し
ゃ
る

こ
と
が
多
い
の
で
、
そ
れ
か
ら
な
ん
か
動
く
こ
と
も
あ
る
ん

で
す
ね
。
や
っ
ぱ
り
根
底
を
い
う
と
、
や
っ
ぱ
り
男
と
い
う

の
は
女
性
の
た
め
に
獲
物
を
取
っ
て
き
て
女
性
を
守
る
と
い

う
感
じ
な
ん
だ
け
ど
、
女
性
は
子
ど
も
を
守
る
ん
で
す
よ
。

基
本
的
に
そ
う
い
う
意
味
か
ら
す
る
と
、
子
孫
を
守
る
と
か
、

や
っ
ぱ
り
こ
の
国
を
守
る
と
い
う
よ
う
な
、
そ
う
い
う
本
能

と
い
う
の
が
あ
る
と
思
う
ん
で
、
僕
は
女
性
と
い
う
の
は
基

本
的
に
男
性
よ
り
も
優
秀
で
、
男
性
よ
り
も
い
ろ
ん
な
能
力

に
長
け
て
い
る
と
思
う
。
そ
れ
が
持
続
す
る
と
思
う
ん
で
す
、

女
性
は
。

私
は
、
本
当
、
お
べ
ん
ち
ゃ
ら
い
う
わ
け
じ
ゃ
な
い
ん
で

す
け
ど
、
女
性
に
は
か
な
わ
な
い
と
思
っ
て
い
て
、
だ
か
ら

男
性
と
い
う
の
は
、
本
当
に
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
女
性
が

あ
る
程
度
い
て
、
そ
う
い
う
い
ろ
ん
な
精
神
的
バ
ラ
ン
ス
だ

と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
も
取
れ
る
と
思
う
の
で
、
や
っ
ぱ
り

国
会
の
中
に
あ
ま
り
女
性
が
少
な
い
と
い
う
の
も
よ
く
な
い

し
、
あ
る
程
度
の
バ
ラ
ン
ス
が
あ
っ
た
ほ
う
が
僕
は
い
い
と

思
う
。
そ
れ
は
生
物
学
上
、
自
然
学
的
に
も
い
っ
て
も
そ
う

だ
と
い
う
ふ
う
な
気
が
す
る
。

（　

白　

） 
ま
さ
に
お
っ
し
ゃ
る
通
り
で
、
小
野
先
生
も
お
っ
し
ゃ
っ

や
っ
ぱ
り
政
治
っ
て
し
ん
ど
い
と
い
う
か
、
タ
フ
で
な
け
れ

ば
生
き
て
い
け
な
い
、
や
さ
し
く
な
け
れ
ば
生
き
て
い
る
資

格
が
な
い
、
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
、
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
じ
ゃ
な
い

け
れ
ど
、
タ
フ
で
あ
る
必
要
も
あ
る
ん
だ
け
ど
、
や
っ
ぱ
り

や
さ
し
と
か
も
必
要
と
思
い
ま
す
。

よ
く
女
性
に
あ
る
の
は
、
私
も
実
は
女
性
で
恵
ま
れ
て
い

る
ん
だ
け
ど
、
何
て
い
う
の
か
な
、
女
性
で
何
も
困
っ
て
な

い
、
自
分
は
差
別
な
ん
か
受
け
て
な
い
、
差
別
な
ん
て
な
い

よ
と
か
い
う
よ
う
に
な
っ
ち
ゃ
う
と
困
る
よ
ね
。
多
く
の
女

性
が
何
で
困
っ
て
い
る
か
っ
て
、
自
分
は
そ
れ
は
楽
し
く

や
っ
て
き
た
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
多
く
の
人
達
が
ど
ん
な

こ
と
で
苦
労
し
て
、
パ
ー
ト
で
苦
労
し
て
る
と
か
、
妊
娠
し

て
職
場
に
い
づ
ら
い
と
い
う
事
態
は
理
解
す
る
必
要
が
あ
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
そ
れ
は
バ
ッ
ク
ラ
ン
ド
が
、

そ
の
人
に
ど
う
い
う
影
響
を
与
え
る
か
、
ま
た
ち
ょ
っ
と
違

い
ま
す
か
ら
ね
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
女
性
が
増
え
た
ほ
う

が
い
い
し
、
そ
の
な
か
で
い
ろ
ん
な
バ
ッ
ク
ラ
ン
ド
の
人
が

来
る
こ
と
は
い
い
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。

（
秋　

山
） 

ち
ょ
っ
と
し
ば
ら
く
議
論
し
て
み
た
い
の
で
、
順
不
同
で

ご
意
見
自
由
に
。

（
大　

島
） 

男
性
は
な
か
な
か
思
っ
て
い
て
も
言
わ
な
い
こ
と
け
っ
こ
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ト
ッ
プ
が
女
性
で
い
い
の
か
と
い
う
意
見
も
、
確
か
に
指
摘

さ
れ
て
い
た
と
い
う
ふ
う
に
聞
い
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
韓

国
民
は
女
性
の
大
統
領
を
選
ん
だ
わ
け
だ
し
、
や
っ
ぱ
り
時

代
と
い
う
の
は
大
き
く
変
わ
っ
て
い
く
し
、
い
ず
れ
日
本
も

女
性
の
総
理
大
臣
が
生
ま
れ
る
時
が
、
そ
ん
な
に
遠
い
将
来

で
な
く
く
る
の
で
は
な
い
か
な
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
お
り

ま
す
。

（
福　

田
） 

権
力
の
こ
と
で
、
ま
さ
に
い
ま
の
話
は
男
女
の
問
題
と
い

う
の
は
、
家
庭
で
も
起
こ
り
得
る
し
カ
ッ
プ
ル
で
も
起
こ
り

得
る
、
つ
ま
り
、
ミ
ク
ロ
な
日
常
生
活
の
中
で
の
権
力
と
い

う
こ
と
で
、
全
て
政
治
学
と
か
社
会
学
の
考
え
方
で
は
、
男

女
も
権
力
関
係
だ
し
、
も
し
く
は
先
生
と
生
徒
も
権
力
関
係

だ
し
、
同
士
も
権
力
関
係
だ
し
、
政
治
家
と
国
民
も
権
力
関

係
だ
し
と
。

つ
ま
り
、
何
か
い
い
た
い
か
と
申
し
ま
す
と
、
何
で
い
ま

の
国
家
権
力
の
な
か
に
闘
争
的
な
も
の
が
見
え
な
い
と
い
い

ま
す
か
、
戦
（
闘
）
っ
て
な
い
な
と
い
う
、
つ
ま
り
合
意
形

成
と
い
う
も
の
が
、
も
の
す
ご
く
緩
や
か
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
で
合
意
が
形
成
さ
れ
て
い
く
と
い
う
よ
う
な
イ
メ
ー

ジ
が
政
治
学
や
政
治
家
の
中
に
あ
っ
て
、
そ
れ
っ
て
や
っ
ぱ

り
国
民
の
中
で
男
女
は
闘
争
し
て
い
な
い
し
、
日
本
人
は
。

た
よ
う
に
、
国
民
の
様
々
な
方
々
の
代
表
で
あ
る
わ
け
で
す

か
ら
、
当
然
、
そ
う
い
う
観
点
か
ら
す
る
と
様
々
な
、
福
島

先
生
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
あ
る

方
々
が
国
会
に
来
て
、
自
由
闊
達
に
議
論
を
し
て
い
く
と
い

う
こ
と
は
私
は
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
う
い
う

観
点
か
ら
す
る
と
、
女
性
を
ど
ん
ど
ん
、
も
っ
と
来
て
ほ
し

い
な
と
い
う
ふ
う
に
思
う
ん
で
す
け
ど
、
か
と
い
っ
て
、

じ
ゃ
女
性
を
優
遇
す
る
の
は
ど
う
な
ん
だ
と
い
う
と
、
優
遇

と
い
う
い
い
方
は
変
な
ん
だ
け
ど
、
女
性
の
議
員
が
出
ら
れ

る
よ
う
な
選
挙
制
度
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
み
た
い
な
の
と

い
う
の
は
、
私
は
変
だ
と
思
っ
て
い
る
部
分
が
あ
る
ん
で
す

ね
。で

す
か
ら
そ
の
あ
た
り
は
、
や
っ
ぱ
り
自
然
と
国
民
の
皆

さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
、
ど
う
い
う
や
り
方
が
い
い
の
か
、

国
民
の
皆
さ
ん
が
、
こ
の
人
い
い
ね
と
い
う
の
を
や
る
の
と

同
時
に
、
政
党
側
も
ど
ん
ど
ん
女
性
の
議
員
の
人
達
を
立
候

補
さ
せ
る
よ
う
な
仕
掛
け
を
つ
く
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
韓
国
も
男
尊
女
卑
だ
な
と
思
っ
た
ら
、
今
度
は
、

大
統
領
が
女
性
に
な
り
ま
し
た
し
。

韓
国
の
場
合
は
、
や
っ
ぱ
り
北
朝
鮮
か
ら
ミ
サ
イ
ル
が
き

た
時
に
も
、
こ
う
い
う
議
論
が
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。
軍
の
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る
ん
で
す
か
と
い
う
基
本
問
題
が
あ
る
と
思
う
ん
で
す
ね
。

ち
ょ
っ
と
福
田
先
生
の
お
話
に
戻
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

け
れ
ど
も
、
私
は
戦
い
と
い
う
の
は
、
ま
ず
政
治
家
が
自
分

の
な
か
で
戦
わ
な
く
て
は
い
か
ん
の
だ
と
思
っ
て
る
ん
で
す

よ
。
だ
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
考
え
方
が
世
の
中
に
は
あ
り
、
自

分
の
支
援
者
と
い
わ
れ
る
人
達
の
な
か
で
も
、
い
ろ
ん
な
考

え
方
が
渦
巻
い
て
い
る
と
い
う
も
の
を
、
ま
ず
自
分
自
身
が

体
を
張
っ
て
、
本
気
で
こ
れ
が
正
し
い
ん
だ
と
い
う
こ
と
を

宣
言
で
き
る
よ
う
な
と
こ
ろ
ま
で
考
え
抜
き
、
悩
み
抜
き
、

思
い
抜
き
、
そ
し
て
こ
れ
を
選
ん
だ
ん
だ
と
い
う
迫
力
を

持
っ
た
政
治
家
が
出
て
こ
な
い
と
、
本
当
の
論
争
は
や
る
こ

と
が
で
き
な
い
と
。

い
ま
は
、
マ
ス
コ
ミ
が
ワ
ー
ッ
と
報
道
し
て
、
何
と
な
く

そ
う
い
う
雰
囲
気
、
空
気
が
生
ま
れ
て
き
て
、
そ
の
空
気
に

沿
っ
て
発
言
さ
え
し
て
お
け
ば
、
マ
ス
コ
ミ
か
ら
叩
か
れ
る

こ
と
も
な
い
し
、
世
論
も
お
と
な
し
く
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う

み
た
い
な
と
こ
ろ
に
立
つ
も
の
だ
か
ら
、
本
当
の
意
味
の
議

論
が
行
わ
れ
な
い
。

そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
い
う
と
、
議
論
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

足
場
が
な
き
ゃ
議
論
が
で
き
な
い
ん
で
す
よ
。
つ
ま
り
、
相

撲
を
や
る
時
の
土
俵
で
す
ね
。
こ
の
土
俵
を
お
互
い
が
共
有

先
生
と
学
生
は
、
学
生
運
動
が
終
わ
っ
た
あ
と
は
闘
争
し
て

い
ま
せ
ん
し
、
労
使
も
闘
争
し
て
な
い
。
国
民
が
闘
争
し
て

な
い
の
に
、
国
家
権
力
の
な
か
で
政
治
家
同
士
が

│
僕
は

ミ
ク
ロ
な
権
力
と
マ
ク
ロ
な
権
力
と
ど
こ
か
で
つ
な
が
っ
て

い
る
と
思
っ
て
い
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
プ
ロ
セ
ス

の
中
で
、
国
民
、
戦
っ
て
な
い
の
に
政
治
家
だ
け
戦
っ
て
く

れ
よ
と
い
う
の
は
、
そ
の
初
歩
的
な
要
素
が
あ
ま
り
に
大
き

い
過
ぎ
る
と
い
う
か
、
そ
の
あ
た
り
の
お
考
え
を
ち
ょ
っ
と

国
会
議
員
の
先
生
方
か
ら
お
聞
き
し
て
み
た
い
な
と
い
う
の

が
、
僕
に
取
っ
て
の
権
力
の
問
題
だ
っ
た
ん
で
す
け
ど
。

（
小　

野
） 

福
田
先
生
の
ご
指
摘
、
な
か
な
か
的
を
射
た
大
事
な
ポ
イ

ン
ト
を
示
し
て
い
た
だ
い
た
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
ち
ょ
っ
と
女
性
論
に
も
関
連
す
る
わ
け
で
ご
ざ
い

ま
す
け
れ
ど
も
、
女
性
の
国
会
議
員
は
女
性
の
肩
を
持
つ
よ

う
な
議
論
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
前
提
が
、
何
か

あ
る
ん
で
す
ね
。
何
と
か
党
の
人
な
ら
ば
、
こ
う
い
う
立
場

で
話
さ
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
か
い
う
け
れ
ど
も
、
じ
ゃ
皆
さ

ん
の
支
援
者
達
は
、
本
当
に
そ
の
考
え
方
の
人
達
だ
け
が
あ

な
た
を
応
援
し
て
い
る
ん
で
す
か
と
。
小
選
挙
区
だ
と
い
う

こ
と
は
、
敵
対
す
る
人
ま
で
も
含
め
て
の
代
表
と
し
て
選
ば

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
、
選
ば
れ
た
人
は
ど
う
考
え
て
い
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ア
メ
リ
カ
と
も
ネ
チ
ネ
チ
、
ネ
チ
ネ
チ
や
る
と
か
、
外
務
省
、

防
衛
省
と
交
渉
し
な
が
ら
、
も
の
す
ご
く
総
力
戦
で
や
る
べ

き
な
の
だ
が
、
そ
れ
が
簡
単
に
で
き
る
と
い
う
ふ
う
に
し
て

し
ま
っ
た
。

私
は
、
鳩
山
さ
ん
は
非
常
に
純
粋
な
人
で
、
友
愛
で
、
実

は
個
人
的
に
は
好
き
で
、
た
ま
に
、
こ
の
間
も
選
挙
の
前
で

す
が
、
亀
井
さ
ん
と
私
と
鳩
山
さ
ん
で
元
祖
三
党
合
意
同
窓

会
で
ご
飯
食
べ
た
ん
で
す
が
。
そ
れ
は
さ
て
お
き
。（
笑
声
）

何
が
い
い
た
か
っ
た
か
と
い
う
と
、
ち
ょ
っ
と
正
直
に
い

う
と
、
私
は
沖
縄
辺
野
古
の
問
題
は
、
や
っ
ぱ
り
外
務
省
、

防
衛
省
で
、
も
っ
と
は
っ
き
り
い
う
と
、
日
米
関
係
で
日
米

安
保
で
そ
れ
ま
で
何
十
年
と
メ
シ
を
食
っ
て
き
た
人
々
に
負

け
た
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。
だ
か
ら
そ
れ
は
違
う
案
を
出

そ
う
と
思
う
ん
だ
っ
た
ら
、
や
っ
ぱ
り
そ
れ
は
も
の
す
ご
く

し
た
た
か
に
も
っ
と
や
る
べ
き
だ
っ
た
し
、
私
も
力
不
足
で
、

そ
れ
は
反
省
し
、
今
後
ど
う
す
る
か
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て

い
る
ん
で
す
。

同
じ
よ
う
に
、
今
回
、
野
田
さ
ん
も
、
あ
け
す
け
に
い
う

と
、
や
っ
ぱ
り
財
務
省
に
や
ら
れ
た
と
い
う
か
、
だ
か
ら
権

力
と
い
っ
た
場
合
、
国
会
の
中
の
権
力
あ
る
い
は
政
党
間
の

権
力
争
い
も
あ
る
け
れ
ど
、
私
達
は
そ
れ
ぞ
れ
何
か
理
想
や

し
合
う
約
束
を
し
て
は
じ
め
て
論
争
と
い
う
の
が
で
き
得
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
土
俵
を
決
め
も
し
な
い
で
、
お
互

い
が
国
会
の
質
疑
・
討
論
を
や
っ
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、

こ
れ
が
ま
と
も
な
議
論
に
お
そ
ら
く
な
る
は
ず
が
な
い
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
と
い
う
気
が
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
感
覚
的
に
な
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
問
題
提
起

を
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
福　

島
） 

福
田
先
生
の
問
題
提
起
に
十
分
応
え
ら
れ
る
か
ど
う
か
わ

か
ら
な
い
ん
で
す
が
、
確
か
に
権
力
を
持
ち
、
そ
の
目
的
を

遂
行
す
る
た
め
に
権
力
を
ど
う
使
う
か
と
い
う
こ
と
に
関
し

て
、
ま
だ
ま
だ
訓
練
不
足
だ
っ
た
り
、
足
り
な
い
と
い
う
ふ

う
に
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。
そ
れ
を
ど
こ
で
痛
感
し
た
か
と

い
う
と
、
政
権
交
代
し
た
あ
と
鳩
山
内
閣
で
私
は
大
臣
で
、

あ
の
時
に
普
天
間
基
地
を
ど
う
す
る
か
あ
る
い
は
辺
野
古
に

基
地
を
つ
く
る
か
と
い
う
こ
と
が
重
要
な
問
題
で
、
実
は
あ

れ
を
五
月
末
ま
で
に
結
論
を
出
す
と
せ
ず
、
も
う
少
し
四
年

間
あ
る
い
は
佐
藤
栄
作
さ
ん
が
沖
縄
返
還
に
も
の
す
ご
く
時

間
を
か
け
た
よ
う
に
、
タ
イ
ム
ス
パ
ン
を
四
年
と
か
、
極
端

に
い
っ
た
ら
一
〇
年
、
沖
縄
の
人
達
も
、
簡
単
に
辺
野
古
に

か
わ
る
と
こ
ろ
が
ポ
イ
と
あ
る
い
は
違
う
案
が
ポ
イ
と
出
て

く
る
と
は
思
っ
て
い
な
い
わ
け
だ
か
ら
、
そ
れ
は
水
面
下
で
、
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婚
・
新
婚
い
く
か
い
か
な
い
か
。
自
民
党
と
い
う
の
は
、
夫

婦
な
ん
で
す
よ
、
も
う
夫
婦
。
何
が
い
い
た
い
か
と
い
う
と
、

み
ん
な
カ
ッ
プ
ル
で
付
き
合
っ
て
い
る
時
は
い
い
と
こ
ば
っ

か
り
見
せ
て
、
い
い
こ
と
ば
っ
か
り
じ
ゃ
な
い
。
結
婚
し
て

み
て
、
ち
ょ
っ
と
合
わ
な
か
っ
た
ら
す
ぐ
分
か
れ
り
ゃ
ま
だ

大
丈
夫
だ
と
、
そ
ん
な
感
じ
で
す
。
と
こ
ろ
が
自
民
党
と
い

う
の
は
、
ズ
ー
ッ
と
一
緒
に
長
年
連
れ
添
っ
て
き
た
夫
婦
で

す
か
ら
、
少
々
蹴
飛
ば
し
た
り
Ｄ
Ｖ
が
あ
っ
て
も
別
れ
な

か
っ
た
り
と
か
、「
も
う
お
父
さ
ん
、
あ
ん
な
こ
と
だ
け
で

も
、
し
よ
う
が
な
い
わ
ね
。
私
が
い
な
い
と
こ
の
人
は

…
…
」
と
か
い
う
よ
う
な
、
そ
う
い
う
も
の
が
あ
る
。
そ
れ

は
何
か
と
い
う
と
、
自
民
党
と
い
う
の
は
長
年
権
力
と
い
う

一
つ
の
政
権
と
い
う
も
の
の
う
ま
み
を
十
分
知
っ
て
い
る
か

ら
で
す
。
民
主
党
と
い
う
の
は
、
そ
う
い
う
も
の
が
ど
う
な

の
か
も
享
受
し
な
い
、
夫
婦
の
味
が
わ
か
る
前
に
離
婚
し

ち
ゃ
っ
た
み
た
い
な
、
そ
ん
な
感
じ
な
ん
で
す
。

そ
こ
は
是
非
、
ち
ょ
っ
と
自
分
を
整
理
し
て
も
ら
い
た
い

と
思
う
ん
で
す
け
ど
。（
笑
声
）

も
う
一
つ
、
わ
れ
わ
れ
民
主
党
が
本
当
に
や
ら
な
き
ゃ
な

ら
な
か
っ
た
こ
と
は
何
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
い
う
な
ら
ば
、

や
っ
ぱ
り
連
れ
添
っ
て
い
く
夫
婦
と
い
う
の
は
、
片
目
つ

こ
う
い
う
社
会
を
つ
く
り
た
い
と
思
っ
た
時
に
、
や
っ
ぱ
り

官
僚
制
度
を
ど
う
使
い
、
本
当
に
国
民
の
た
め
に
ど
う
政
治

を
動
か
す
か
と
い
う
こ
と
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
自
民

党
政
権
は
、
た
ぶ
ん
そ
こ
が
阿
吽
の
呼
吸
で
、
官
僚
制
度
と

自
民
党
、
も
ち
ろ
ん
喧
嘩
も
し
な
が
ら
だ
け
れ
ど
も
、
そ
こ

は
あ
る
い
は
も
た
れ
合
っ
た
り
し
な
が
ら
、
あ
る
種
の
予
定

調
和
的
な
部
分
が
あ
っ
た
と
。

ポ
イ
ン
ト
は
政
権
交
代
の
あ
と
、
本
当
に
権
力
を
振
る
い

な
が
ら
、
官
僚
制
度
も
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
メ
デ
ィ
ア
も
あ

る
程
度
味
方
に
つ
け
な
が
ら
や
っ
て
い
く
と
い
う
と
こ
ろ
が
、

ま
だ
ま
だ
腕
力
不
足
で
あ
っ
た
り
、
誰
が
悪
い
と
い
う
話
で

な
く
、
私
達
が
ど
う
い
う
社
会
を
目
指
す
の
か
と
い
う
時
の

権
力
の
扱
い
方
が
、
や
っ
ぱ
り
あ
ま
り
に
初
（
う
ぶ
）
過
ぎ

た
と
い
う
か
、
総
合
力
で
も
っ
と
違
う
や
り
方
も
あ
っ
た
か

も
。
こ
れ
も
さ
っ
き
の
河
野
さ
ん
じ
ゃ
な
い
け
ど
、
経
験
で
、

そ
れ
は
本
当
に
申
し
訳
な
い
ん
だ
け
ど
、
や
っ
ぱ
り
筋
も
通

し
な
が
ら
、
ま
た
も
う
一
回
、
ど
う
い
う
形
で
可
能
な
の
か

と
い
う
の
は
、
い
ま
も
や
ろ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
な
ん
で

す
ね
。

（
大　

島
） 

福
島
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
ん
で
わ
か
り
や
す
く
い
い
ま

す
と
、
民
主
党
と
い
う
の
は
、
カ
ッ
プ
ル
か
ら
ち
ょ
っ
と
結



二
五
八

る
だ
け
、
政
府
は
。
政
府
か
ら
反
論
す
る
っ
て
な
い
ん
で
す

よ
。
じ
ゃ
あ
ん
た
何
考
え
て
ん
だ
よ
と
い
わ
な
い
。
つ
ま
り

討
論
に
な
っ
て
な
い
ん
で
す
よ
。
つ
ま
り
、
委
員
長
が
仕
切

る
ん
で
す
ね
。
そ
れ
で
、
Ｂ
Ｓ
Ｅ
だ
っ
た
か
な
ん
か
で
島
村

さ
ん
と
い
う
農
水
大
臣
が
い
て
、
私
、
ガ
ン
ガ
ン
や
っ
た
時

に
、
島
村
さ
ん
も
け
っ
こ
う
カ
ー
ッ
と
き
て
、
私
に
向
か
っ

て
逆
質
問
し
て
き
た
ん
で
す
ね
、
大
臣
が
。
そ
し
た
ら
私
の

隣
に
い
た
い
わ
ゆ
る
委
員
会
仕
切
り
役
割
の
理
事
が
、「
白
、

今
の
答
え
る
な
」
と
言
っ
た
ん
で
す
。
こ
ち
ら
は
問
題
に
す

る
だ
け
で
俺
ら
は
質
問
に
答
え
る
必
要
は
な
い
ん
だ
と
。
つ

ま
り
、
一
方
通
行
な
ん
で
す
。

で
す
か
ら
、
や
は
り
党
首
討
論
の
場
合
は
お
互
い
に
そ
れ

は
や
り
合
い
ま
す
け
ど
、
そ
う
じ
ゃ
な
い
場
合
は
、
国
会
は
、

受
け
身
で
あ
り
反
論
は
し
な
い
。

私
は
今
内
閣
府
で
副
大
臣

│
も
う
す
ぐ
辞
め
る
わ
け
で

す
け
ど
も

│
や
っ
て
い
る
。
国
会
答
弁
、
何
回
か
出
ま
し

た
。
い
ち
お
う
前
も
っ
て
役
所
か
ら
、
こ
う
い
う
感
じ
で
質

問
が
き
ま
す
か
ら
、
も
う
レ
ク
チ
ャ
ー
が
最
初
に
あ
る
。
と

い
う
こ
と
は
逆
に
い
う
と
、
質
問
を
す
る
よ
と
い
う
こ
と
を

最
初
に
通
告
し
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
で
す
か
ら
確
か
に

そ
れ
に
対
し
て
、
質
問
通
告
て
変
だ
よ
ね
と
い
う
ん
だ
け
ど
、

ぶ
っ
て
一
緒
に
や
ん
な
き
ゃ
ダ
メ
だ
と
い
う
の
が
あ
っ
た
よ

う
に
、
政
党
が
成
熟
す
る
た
め
に
は
、
自
分
の
理
想
だ
け
で

ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
い
っ
て
い
た
っ
て
ダ
メ
な
ん
だ
と
い
う
こ
と

を
、
今
回
の
民
主
党
は
学
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、

私
は
そ
う
思
っ
て
い
ま
す
。

（　

白　

） 

福
田
先
生
の
今
の
ご
指
摘
っ
て
、
非
常
に
国
の
一
つ
の
あ

り
方
か
な
な
ん
て
思
う
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
て
、
そ
れ
は
教

師
と
学
生
と
の
関
係
と
か
っ
て
何
な
ん
だ
ろ
う
と
思
う
と
、

や
っ
ぱ
り
一
方
通
行
な
ん
で
す
よ
ね
。
お
そ
ら
く
安
保
闘
争

ぐ
ら
い
の
時
は
、
何
や
っ
て
ん
だ
と
教
授
を
攻
め
立
て
た
と

い
う
の
は
あ
っ
た
け
ど
。

僕
も
こ
の
世
界
に
入
っ
て
、
や
っ
ぱ
り
ね
と
思
っ
た
の
は
、

シ
ラ
ケ
と
い
う
か
、
最
近
、
シ
ラ
ケ
と
い
う
言
葉
は
な
く

な
っ
た
み
た
い
な
ん
だ
け
ど
、
い
わ
ゆ
る
こ
の
国
の
安
保
闘

争
以
来
の
こ
と
が
あ
っ
て
、
じ
ゃ
、
何
か
と
い
う
と
デ
ィ

ベ
ー
ト
、
こ
れ
が
や
は
り
少
な
い
ん
だ
な
と
思
う
ん
で
す
ね
。

例
え
ば
国
会
の
委
員
会
で
も
だ
い
ぶ
質
問
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
福
島
先
生
ほ
ど
じ
ゃ
な
い
に
し
て
も
だ
い
ぶ
や
り

ま
し
た
け
ど
も
。
外
交
防
衛
委
員
会
で
の
質
問
と
い
う
の
は

け
っ
こ
う
や
り
合
う
ん
で
す
よ
。
や
り
合
う
と
い
っ
て
も
何

が
や
り
合
う
か
と
い
う
と
、
こ
ち
ら
が
攻
め
て
向
こ
う
は
守
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は
な
く
て
、
政
府
か
ら
も
質
問
し
て
も
い
い
じ
ゃ
な
い
か
み

た
い
な
形
に
し
て
い
け
ば
、
も
う
少
し
活
性
化
し
て
く
る
ん

で
は
な
い
か
な
と
い
う
ふ
う
に
私
は
感
じ
て
お
り
ま
す
。

（
秋　

山
） 

私
の
経
験
で
は
、
七
〇
年
代
の
頃
か
ら
政
治
学
そ
の
他
を

教
え
て
い
る
の
で
す
が
、
当
時
、
や
は
り
学
生
運
動
が
激
し

い
時
に
は
、
授
業
中
に
か
み
つ
い
て
く
る
学
生
が
ず
い
ぶ
ん

い
ま
し
た
。
何
い
っ
て
ん
だ
ッ
、
と
い
う
ふ
う
な
こ
と
で
だ

い
ぶ
議
論
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、
い
つ
の
頃
か
ら
か
、

そ
う
い
う
の
は
す
っ
か
り
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
、
一
方
通

行
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

私
な
り
に
考
え
ま
す
と
、
第
二
次
大
戦
後
に
い
ろ
い
ろ
節

目
が
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
最
近
の
節
目
と
い

う
の
は
、
や
は
り
一
九
七
三
年
に
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
が
あ
っ

て
、
あ
れ
か
ら
日
本
社
会
は
ズ
ー
ッ
と
長
期
に
わ
た
っ
て

徐
々
に
変
化
を
し
て
き
て
、
特
に
一
九
九
〇
年
代
、
よ
く
い

う
「
失
わ
れ
た
一
〇
年
」
の
時
代
に
入
っ
て
、
か
な
り
大
き

く
日
本
社
会
そ
の
も
の
が
変
わ
っ
て
き
た
よ
う
に
思
う
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
い
ま
の
議
論
が
あ
ま
り
な
い
と
い
う
の
は
、

そ
の
へ
ん
、
先
生
方
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
お
感
じ
に
な
っ
て

い
ま
す
か
、
世
の
中
の
変
化
と
し
て
。

（
大　

島
） 
私
は
塾
の
先
生
な
ん
で
す
。
だ
か
ら
子
ど
も
達
と
ず
っ
と

や
っ
ぱ
り
こ
れ
な
い
と
議
論
は
進
ま
な
い
部
分
と
い
う
の
は

あ
る
ん
で
す
ね
。
そ
れ
は
し
よ
う
が
な
い
か
な
と
僕
は
思
っ

て
い
る
ん
だ
け
ど
、
こ
う
い
う
質
問
に
つ
い
て
は
こ
う
い
う

お
答
え
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
み
た
い
な
の

が
出
る
わ
け
で
す
ね
。
こ
れ
だ
け
じ
ゃ
ダ
メ
だ
か
ら
、
こ
れ
、

自
民
党
の
昔
、
こ
れ
や
っ
た
よ
、
こ
う
い
う
質
問
し
ち
ゃ
っ

た
ほ
う
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
の
。
い
や
い
や
、
そ
ん
な
こ
と

や
っ
た
ら
、
あ
と
大
変
で
す
か
ら
っ
て
、
こ
う
な
っ
ち
ゃ
う

わ
け
。
要
は
、
だ
か
ら
そ
れ
だ
け
答
え
て
い
れ
ば
い
い
や
と

い
う
こ
と
で
い
え
ば
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
と
い
う
部
分
が
、
政
治

の
世
界
で
は
ま
っ
た
く
な
い
。
そ
れ
だ
か
ら
何
が
起
き
る
か

と
い
う
と
、
野
次
が
飛
ぶ
わ
け
で
す
よ
。
野
次
は
バ
ン
バ
ン

飛
ぶ
。
で
も
、
こ
れ
が
ま
た
不
思
議
な
も
の
で
、
自
分
達
は

安
全
地
帯
に
い
る
わ
け
で
す
よ
、
野
次
に
は
応
え
ま
せ
ん
か

ら
、
い
ち
い
ち
。
た
ま
に
応
え
る
人
い
る
け
ど
、
ほ
と
ん
ど

応
え
な
い
。
だ
か
ら
野
次
が
バ
ン
バ
ン
飛
ん
だ
っ
て
、
自
分

達
は
安
全
地
帯
に
い
て
、
た
ぶ
ん
好
き
勝
手
な
こ
と
を
言
っ

て
い
る
。
そ
れ
を
国
民
が
見
て
ま
た
シ
ラ
ケ
る
。
そ
う
い
う

逆
ス
パ
イ
ラ
ル
現
象
に
陥
っ
て
い
る
よ
う
な
感
じ
が
し
ま
す
。

で
す
か
ら
、
国
会
の
委
員
会
で
の
与
野
党
の
議
論
を
も
っ

と
活
性
化
さ
せ
る
た
め
に
は
、
対
政
府
質
問
と
い
う
こ
と
で



二
六
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よ
う
な
こ
と
は
や
っ
て
も
、
議
論
し
た
り
と
い
う
の
は
ぶ
つ

か
っ
て
そ
の
な
か
で
い
ろ
ん
な
こ
と
を
や
る
と
い
う
の
は
、

兄
弟
が
多
い
子
は
経
験
あ
る
け
ど
、
そ
う
い
う
経
験
が
な
い

か
ら
で
き
て
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
が
一
つ
の
原
因
で
も
あ
る

と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
ま
す
。

以
上
で
す
。

（
秋　

山
） 

何
か
ご
意
見
、
お
あ
り
で
し
ょ
う
か
。

（
小　

野
） 

大
島
先
生
と
は
、
先
程
、
裏
舞
台
で
お
話
し
し
て
い
ま
す

と
、
学
校
に
行
か
ず
に
テ
ニ
ス
ば
っ
か
り
や
っ
て
お
ら
れ
た

と
い
う
話
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
や
っ
ぱ
り
、
味
の
あ
る
話
を

さ
れ
ま
す
ね
。
よ
く
本
当
に
わ
か
り
や
す
い
お
話
を
い
た
だ

い
た
と
思
い
ま
す
。

こ
の
議
論
が
な
い
と
い
う

│
問
題
で
す
ね
。
議
論
を
す

る
た
め
に
は
、
そ
の
人
間
、
双
方
に
自
分
自
身
が
人
生
を
か

け
て
で
も
こ
れ
を
守
り
た
い
し
、
こ
の
も
と
に
生
き
て
い
き

た
い
と
い
う
背
骨
が
通
っ
て
な
い
と
、
実
は
本
当
の
議
論
と

い
う
の
は
で
き
な
い
と
思
う
ん
で
す
ね
。
目
の
前
の
事
象
の

一
つ
を
捉
え
て
、
そ
こ
で
得
す
る
か
損
す
る
か
の
議
論
と
い

う
の
は
、
自
分
の
人
間
と
し
て
の
背
骨
が
あ
る
か
な
い
か
と

ほ
と
ん
ど
関
係
な
く
で
き
る
部
分
が
あ
り
ま
す
け
ど
、
よ
り

全
体
的
な
議
論
を
し
よ
う
と
思
っ
た
ら
、
自
分
は
人
間
と
し

直
接
接
し
て
き
ま
し
た
け
ど
、
一
人
っ
子
、
そ
れ
か
ら
お
じ

い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
暮
ら
し
て
い
る
三
世
代
同
居

と
い
う
の
は
、
子
ど
も
を
見
た
ら
わ
か
り
ま
す
か
ら
ね
。
何

か
と
い
う
と
、
一
人
っ
子
と
い
う
の
は
一
人
で
す
か
ら
、
も

う
大
体
自
分
で
ゲ
ー
ム
し
て
遊
ん
だ
り
と
か
ね
。
多
い
家

族
っ
て
、
例
え
ば
四
、
五
人
の
兄
弟
が
い
る
子
な
ん
て
い
う

の
は
、
も
う
兄
弟
喧
嘩
の
な
か
で
い
ろ
ん
な
人
間
関
係
を
学

ん
で
い
る
わ
け
で
す
。
そ
う
す
る
と
自
分
の
主
張
、
食
事
す

る
時
だ
っ
て
、
人
よ
り
一
個
で
も
多
く
食
べ
よ
う
み
た
い
な

こ
と
が
あ
る
け
ど
、
一
人
っ
子
だ
と
そ
う
い
う
こ
と
が
な
い

か
ら
、
そ
の
生
活
環
境
は
非
常
に
大
き
い
。
そ
れ
か
ら
お
じ

い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
暮
ら
し
て
い
る
子
と
い
う
の

は
、
そ
う
い
う
精
神
的
安
定
感
が
あ
り
ま
す
ね
。
子
ど
も
が

親
か
ら
怒
ら
れ
た
時
に
、
や
っ
ぱ
り
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
か

フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
る
ん
で
す
よ
ね
。
そ
う
い
う
意
味
で
の
子

ど
も
の
精
神
的
安
定
感
と
。

こ
れ
は
ね
、
私
は
二
十
何
年
塾
や
っ
て
い
ま
す
け
ど
、
す

ご
く
よ
く
わ
か
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
一
人
っ
子
と
い
う

の
は
、
自
分
の
意
見
が
全
部
通
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
逆
に

黙
っ
て
い
て
も
、
あ
と
で
ネ
チ
ネ
チ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

な
ん
か
や
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
バ
ー
ン
と
切
れ
て
ぶ
つ
け
る
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派
」
と
い
う
の
が
急
速
に
増
え
て
き
た
こ
と
に
も
見
て
取
れ

ま
す
。
一
九
九
五
年
に
い
わ
ゆ
る
青
島
・
ノ
ッ
ク
現
象
と
い

う
よ
う
な
も
の
が
起
こ
り
ま
し
た
で
す
ね
。
あ
の
頃
か
ら
無

党
派
と
い
う
、
得
体
の
知
れ
な
い
も
の
が
わ
が
社
会
の
な
か

に
ど
ん
ど
ん
増
え
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
も

の
と
政
治
家
の
方
々
、
向
き
あ
っ
て
、
選
挙
民
に
投
票
を
促

す
働
き
か
け
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、
非
常
に
ご
苦
労
な

こ
と
だ
と
思
う
の
で
す
け
ど
も
。

ち
ょ
っ
と
話
は
飛
び
ま
す
が
、
無
党
派
に
つ
い
て
は
ど
の

よ
う
に
お
考
え
に
な
っ
て
お
り
ま
し
ょ
う
か
。

（　

白　

） 

私
は
最
近
、
非
常
に
価
値
観
が
多
様
化
し
て
き
て
い
る
部

分
が
日
本
社
会
に
あ
る
ん
で
は
な
い
か
な
と
思
う
ん
で
す
ね
。

簡
単
に
い
え
ば
、
私
の
子
ど
も
の
頃
と
い
う
の
は
、
天
地
真

理
と
か
、
そ
う
い
う
の
が
大
体
一
人
ぐ
ら
い
だ
っ
た
。
そ
れ

が
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
ズ
に
な
っ
て
、
い
ま
Ａ
Ｋ
Ｂ
48
に
な
っ

ち
ゃ
う
わ
け
だ
よ
。
ぜ
ん
ぜ
ん
わ
か
ら
な
く
な
っ
ち
ゃ
う
。

だ
か
ら
そ
れ
も
一
つ
の
ポ
イ
ン
ト
で
し
て
、
い
ま
ま
で
ど
ち

ら
か
と
い
う
と
、
み
ん
な
が
同
じ
方
向
を
向
い
て
い
る
と
い

う
こ
と
が
な
い
よ
う
な
い
ま
状
況
に
僕
は
な
り
つ
つ
あ
る
ん

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
い
う
ふ
う
に
思
う
ん
で
す
。
そ
れ
は

や
っ
ぱ
り
い
ま
大
島
先
生
も
わ
か
り
や
す
い
言
葉
で
お
っ

て
こ
う
い
う
生
き
方
を
す
る
人
間
で
あ
る
、
こ
れ
こ
そ
が
正

義
で
あ
る
と
思
う
、
こ
れ
が
善
で
あ
る
と
思
う
と
、
こ
れ
ら

の
価
値
観
を
も
っ
て
、
双
方
が
敬
意
を
も
っ
て
論
じ
合
う
関

係
が
生
ま
れ
な
い
限
り
、
本
当
の
議
論
は
で
き
な
い
と
。
こ

れ
は
、
私
の
信
念
な
わ
け
で
す
が
、
ど
う
も
最
近
の
政
治
家

の
み
な
ら
ず
、
日
本
社
会
全
体
の
風
潮
と
し
て
、
自
分
自
身

の
な
か
に
き
ち
ん
と
し
た
背
骨
を
形
成
し
た
人
間
が
い
な
く

な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
の
か
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
が
政
治
の
世
界
に
も
反
映
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
こ

う
い
う
ふ
う
な
気
持
ち
が
し
て
な
ら
な
い
ん
で
す
が
、
先
生

方
、
ご
意
見
い
か
が
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
か
。

（
秋　

山
） 

ち
ょ
っ
と
一
言
入
れ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
か
つ
て

は
保
守
・
革
新
と
い
っ
た
言
葉
で
き
っ
ぱ
り
割
り
切
れ
る
よ

う
な
、
そ
し
て
お
互
い
に
対
立
し
合
う
と
い
う
よ
う
な
明
確

な
も
の
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
の
で
す
。
東
西
冷
戦
の
あ
と

に
、
そ
の
よ
う
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
対
立
と
い
う
の
は
な

く
な
っ
て
、「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
終
焉
」
が
顕
著
に
な
り
ま

し
た
。
な
ん
と
な
し
に
、
世
の
中
が
、
将
来
、
よ
く
わ
か
ら

な
い
ま
ま
に
動
い
て
い
か
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
よ
う
な
事

態
が
起
こ
っ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
う
の
で
す
が
、
そ

れ
は
、
特
に
一
九
九
〇
年
代
に
入
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
「
無
党
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だ
か
ら
そ
う
い
う
面
で
は
、
私
は
「
政
党
っ
て
一
体
何
な

ん
だ
」
に
な
り
つ
つ
あ
る
ん
で
は
な
い
ん
だ
ろ
う
か
と
思
う

ん
で
す
ね
。
だ
か
ら
わ
れ
わ
れ
綱
領
つ
く
ろ
う
っ
た
っ
て
、

ま
た
バ
ラ
バ
ラ
な
民
主
党
が
と
。
じ
ゃ
自
民
党
さ
ん
は
ど
う

だ
と
い
う
と
自
民
党
さ
ん
て
う
ま
い
シ
ス
テ
ム
だ
な
と
思
う

の
は
、
や
っ
ぱ
り
派
閥
シ
ス
テ
ム
と
い
う
の
は
う
ま
く
作
動

し
な
が
ら
、
や
っ
ぱ
り
五
〇
年
間
て
、
す
ご
い
培
っ
て
き
て

い
る
ん
で
す
よ
、
そ
の
あ
た
り
を
。
言
い
方
悪
い
け
ど
、
ご

ま
か
し
ち
ゃ
っ
た
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
る
だ
ろ
う
し
、
で
も

逆
に
そ
れ
が
こ
の
国
の
政
治
を
こ
う
い
う
ふ
う
な
形
に
し
た

し
、
日
本
が
こ
こ
ま
で
よ
く
な
っ
た
の
も
、
確
か
に
自
民
党

の
功
績
と
い
う
の
は
僕
は
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
よ
。
た
だ
、

制
度
疲
労
が
初
め
て
起
き
ち
ゃ
っ
た
と
。
そ
れ
は
何
か
と
い

え
ば
、
ち
ょ
っ
と
失
礼
な
い
い
方
だ
け
ど
、
河
野
洋
平
先
生

み
た
い
な
方
と
か
太
郎
さ
ん
は
そ
れ
は
す
ご
い
方
で
、
世
襲

が
全
部
悪
い
と
は
い
わ
な
い
。
し
か
し
、
や
は
り
そ
う
い
う

な
か
で
、
う
ち
は
政
治
家
が
家
業
で
ご
ざ
い
ま
す
み
た
い
に

な
っ
ち
ゃ
う
と
、
や
っ
ぱ
り
痛
み
を
知
る
政
治
家
が
ど
こ
ま

で
い
る
ん
だ
ろ
う
か
と
い
う
庶
民
感
覚
。

僕
は
さ
っ
き
の
権
力
と
政
治
家
と
の
関
係
と
い
う
こ
と
で

い
え
ば
、
私
達
は
国
民
と
霞
が
関
の
間
に
い
る
と
い
う
ふ
う

し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
様
々
な
い
ま
ま
で
の
自
分
の
若
い
人
は

若
い
人
な
り
の
培
っ
て
き
た
人
生
と
か
、
そ
う
い
っ
た
経
験

の
中
か
ら
培
わ
れ
て
き
た
価
値
観
と
い
う
も
の
が
非
常
に
多

様
化
し
て
き
て
い
る
。
そ
の
多
様
化
し
て
き
て
い
る
価
値
観

を
、
私
達
政
治
家
が
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
の
か
と

い
う
と
こ
ろ
が
、
非
常
に
私
は
い
ま
、
ア
レ
？　

と
思
う
と

こ
ろ
が
あ
る
ん
で
す
ね
。

簡
単
に
い
え
ば
、
民
主
党
の
議
員
な
ん
だ
け
ど
、
実
は
自

民
党
に
入
り
た
か
っ
た
け
ど
、
自
民
党
に
入
れ
な
か
っ
た
ら

民
主
党
に
来
ま
し
た
と
い
う
人
、
け
っ
こ
う
い
る
ん
で
す
よ
。

（
笑
声
）
い
わ
ゆ
る
選
挙
区
に

│
小
野
先
生
、
ご
め
ん
な

さ
い
ね

│
世
襲
議
員
が
急
に
入
っ
ち
ゃ
っ
て
弾
き
飛
ば
さ

れ
ち
ゃ
っ
た
と
。
こ
れ
、
事
実
で
す
か
ら
、
は
っ
き
り
申
し

上
げ
て
。
だ
か
ら
、
結
局
、
民
主
党
だ
と
い
っ
て
も
、
な
ん

だ
お
前
自
民
党
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
の
い
っ
ぱ
い
い
る
わ
け

で
す
よ
。
自
民
党
の
ほ
う
が
仲
い
い
や
な
ん
て
い
う
人
も
い

る
ぐ
ら
い
な
。
そ
う
い
う
中
で
、
や
っ
ぱ
り
共
産
党
さ
ん
は

ち
ょ
っ
と
ま
た
別
格
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
ど
。
で
も
、
共
産

党
さ
ん
で
も
、
あ
る
議
員
さ
ん
か
ら
、
エ
ッ
？　

共
産
党
さ

ん
で
す
か
と
い
う
感
じ
の
人
も
け
っ
こ
う
い
ら
っ
し
ゃ
る
ん

で
す
よ
ね
。（
笑
声
）
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れ
だ
け
で
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
い
っ
ち
ゃ
う
人
が
、
僕
か
ら

い
わ
せ
れ
ば
無
党
派
な
ん
で
す
よ
。
本
当
に
ち
ゃ
ん
と
政
党

が
ど
う
い
う
こ
と
を
や
っ
て
い
る
か
と
い
う
と
こ
ろ
を
学
ん

で
い
る
人
達
は
、
や
っ
ぱ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
党
を
見
ま
す
か
ら
、

党
の
な
か
で
の
主
張
を
感
じ
る
で
し
ょ
う
。
と
こ
ろ
が
バ
ラ

エ
テ
ィ
番
組
ば
っ
か
り
見
て
て
、
あ
あ
な
ん
か
た
け
し
さ
ん

が
い
う
か
ら
と
か
、
橋
下
さ
ん
が
い
う
か
ら
と
か
、
東
国
原

さ
ん
が
い
う
か
ら
な
ん
て
ふ
う
に
し
て
い
る
の
が
無
党
派
で

す
よ
。
だ
か
ら
マ
ス
コ
ミ
が
つ
く
り
あ
げ
て
い
る
の
が
無
党

派
で
す
よ
。

基
本
的
に
、
マ
ス
コ
ミ
は
自
分
達
の
力
で
こ
の
国
を
、
や

は
り
動
か
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
人
達
の
昔
の
レ
ベ
ル
は
、

政
治
家
の
本
当
に
国
を
動
か
す
人
達
と
コ
ミ
ッ
ト
し
な
が
ら
、

そ
の
情
報
を
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ど
う
い
う
ふ
う
に
流
す
か

に
よ
っ
て
、
こ
の
国
を
よ
く
し
よ
う
と
し
た
。
と
こ
ろ
が
い

ま
の
マ
ス
コ
ミ
の
記
者
さ
ん
達
は
、
自
分
達
が
い
か
に
そ
の

情
報
を
面
白
お
か
し
く
出
し
て
、
そ
し
て
そ
れ
に
対
す
る
売

れ
口
が
ど
れ
だ
け
い
い
か
と
い
う
、
そ
の
レ
ベ
ル
の
視
点
し

か
見
て
な
い
か
ら
こ
う
い
う
ふ
う
に
な
る
ん
で
す
。
い
う
な

れ
ば
、
ち
ょ
う
ど
私
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
、
こ
こ
に
ち
ょ
っ
と

書
か
し
て
い
た
だ
い
て
あ
り
ま
す
が
、
私
が
書
い
た
わ
け

に
思
っ
て
ま
す
。
私
は
特
に
比
例
区
全
国
区
で
す
か
ら
、
田

舎
に
行
っ
て
、
そ
れ
こ
そ
お
茶
飲
み
な
が
ら
、
お
新
香
食
べ

な
が
ら
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
お
話
を
し
て
お
話
を
聞
く
と
。

そ
れ
を
霞
が
関
に
持
っ
て
き
て
や
っ
て
い
く
と
。
だ
か
ら
例

え
ば
私
が
や
っ
て
き
た
の
は
企
業
再
生
振
興
、
い
わ
ゆ
る
中

小
企
業
ど
う
す
る
ん
だ
と
い
う
と
こ
ろ
で
貸
し
渋
り
・
貸
し

剥
が
し
ど
う
す
る
ん
だ
と
。
そ
ん
な
こ
と
や
っ
た
ら
、
ま
た
、

じ
い
ち
ゃ
ん
、
地
方
の
銀
行
が
こ
ん
な
こ
と
や
る
よ
。
担
保

取
っ
て
ぼ
ん
ぼ
ん
や
っ
て
い
っ
た
ら
ど
う
す
る
ん
だ
と
い
う

こ
と
を
、
や
っ
ぱ
り
霞
が
関
の
人
達
は
霞
が
関
村
（
ム
ラ
）

で
や
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
そ
こ
を
ど
う
わ
れ
わ
れ
が
と
い
う

と
こ
ろ
の
感
覚
と
い
う
の
が
、
非
常
に
私
は
ま
さ
に
議
員
内

閣
制
な
ん
だ
ろ
う
な
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
な
ん
か
雑
駁
な
話
を
し
て
恐
縮
で
す
が
。

（
大　

島
） 

無
党
派
、
昔
、
政
治
の
こ
と
に
関
し
て
い
ろ
い
ろ
勉
強
す

る
場
と
い
う
の
は
、
た
ぶ
ん
、
政
党
が
開
く
勉
強
会
と
か
個

人
の
政
治
家
の
政
治
討
論
会
に
行
く
し
か
な
か
っ
た
と
思
う

ん
で
す
け
ど
、
い
ま
テ
レ
ビ
で
や
る
で
し
ょ
う
、
面
白
お
か

し
く
。
結
局
、
い
う
な
れ
ば
、
マ
ス
コ
ミ
が
つ
く
っ
た
政
治

家
、
橋
下
さ
ん
と
か
東
国
原
さ
ん
と
か
、
あ
あ
い
う
政
治
家

が
非
常
に
能
力
が
あ
る
よ
う
に
思
う
か
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
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て
、
三
六
〇
〇
億
出
し
て
い
る
ん
で
す
か
ら
。
そ
ん
な
こ
と

は
マ
ス
コ
ミ
は
一
切
い
わ
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
う
い
う
ふ
う

に
国
民
に
対
し
て
マ
ス
コ
ミ
が
正
し
い
報
道
を
し
て
い
な
い

と
い
う
の
が
一
つ
。

最
後
、
一
つ
い
い
た
い
の
は
、
私
は
、
車
の
運
転
す
る
人

と
か
、
バ
ス
、
電
車
を
運
転
す
る
人
は
、
呼
気
検
査
さ
れ
る

ん
で
す
よ
。
み
の
も
ん
た
も
呼
気
検
査
し
ろ
と
い
う
ん
で
す

よ
。
毎
朝
酔
っ
ぱ
ら
っ
て
銀
座
か
ら
出
て
き
て
、
ふ
〜
ら
ふ

ら
、
ふ
〜
ら
ふ
ら
し
て
や
っ
て
い
る
ん
で
す
か
ね
、
あ
れ
。

そ
れ
で
あ
の
人
達
が
い
う
こ
と
が
全
て
の
よ
う
な
そ
う
い
う

風
潮
が
あ
る
ん
で
す
か
ら
。
だ
か
ら
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
是

非
皆
さ
ん
は
、
国
民
と
し
て
そ
こ
は
し
っ
か
り
コ
ミ
ッ
ト
し

て
い
た
だ
い
て
、「
朝
ズ
バ
ッ
！
」
見
な
き
ゃ
み
の
さ
ん
退

場
さ
れ
ま
す
か
ら
。
そ
う
い
う
ぐ
ら
い
、
僕
ら
ふ
つ
ふ
つ
と

湧
き
上
が
る
も
の
が
あ
り
ま
す
よ
。
だ
っ
て
僕
ら
が
や
っ
て

い
る
こ
と
と
違
う
こ
と
ば
っ
か
り
報
道
す
る
ん
で
す
か
ら
。

だ
か
ら
本
当
、
人
の
せ
い
に
し
ち
ゃ
い
け
な
い
ん
で
す
け
ど
、

私
は
そ
う
い
う
意
味
で
は
マ
ス
コ
ミ
、
特
に
バ
ラ
エ
テ
ィ
番

組
で
面
白
お
か
し
く
政
治
を
扱
う
こ
と
だ
け
は
や
め
て
も
ら

い
た
い
、
そ
う
い
う
強
い
思
い
を
持
っ
て
い
ま
す
。

以
上
で
す
。

じ
ゃ
な
い
け
ど
、
被
災
の
義
援
金
を
狙
っ
て
パ
ー
テ
ィ
や
っ

た
み
た
い
な
、
こ
う
い
う
書
き
方
さ
れ
た
。
こ
れ
は
現
実
的

に
は
毎
年
や
っ
て
い
る
パ
ー
テ
ィ
の
売
上
金
を
、
被
災
地
に

全
部
物
を
買
っ
て
、
そ
し
て
被
災
地
の
人
達
に
来
て
も
ら
っ

て
、
い
ろ
ん
な
話
を
し
て
も
ら
っ
て
、
九
州
の
人
に
現
状
を

知
っ
て
も
ら
お
う
と
い
う
こ
と
で
、
一
銭
も
儲
け
て
い
る
わ

け
で
も
何
で
も
な
い
こ
と
を
、
マ
ス
コ
ミ
は
「
被
災
の
義
援

金
集
め
」
と
い
っ
て
や
る
と
面
白
い
か
ら
と
い
う
の
で
、
そ

れ
で
バ
ー
ン
と
や
ら
れ
ち
ゃ
っ
た
。

そ
う
い
う
面
白
い
お
か
し
く
も
の
を
ね
じ
曲
げ
て
や
る
と

い
う
人
達
が
多
く
い
る
と
い
う
の
は
、
す
ご
い
事
実
で
す
か

ら
。
だ
か
ら
そ
の
事
実
に
、
多
く
の
国
民
が
惑
わ
さ
れ
て
、

結
局
、
政
治
は
面
白
く
な
い
と
。
で
、
無
党
派
、
無
党
派
を

ど
ん
ど
ん
つ
く
っ
て
い
こ
う
と
す
る
よ
う
な
動
き
が
多
い
に

あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

だ
っ
て
、
民
主
党
が
一
生
懸
命
や
っ
て
、
子
育
て
支
援
、

高
校
無
償
化
で
、
は
っ
き
り
い
う
と
、
中
途
退
学
す
る
人
が

半
数
に
減
っ
た
ん
で
す
よ
。
自
殺
者
三
万
人
、
一
五
年
間

ズ
ー
ッ
と
続
け
て
き
た
の
が
、
今
年
は
三
万
人
切
る
ん
で
す

よ
。
そ
う
い
う
い
い
こ
と
も
や
っ
て
い
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

八
ッ
場
ダ
ム
は
ダ
メ
だ
っ
た
け
ど
、
一
五
の
ダ
ム
は
廃
止
し
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は
り
政
治
家
が
描
き
出
す
べ
き
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
で

す
か
ら
、
一
般
の
方
が
で
き
な
い
、
そ
の
日
本
の
将
来
像
を

き
ち
ん
と
総
合
的
に
描
き
出
す
仕
事
を
す
る
と
い
う
の
が
一

つ
の
役
割
で
す
。

二
つ
目
は
、
こ
の
日
本
の
国
に
生
ま
れ
落
ち
て
こ
こ
で
生

活
を
し
て
い
る
人
達
を
、
一
人
も
無
視
し
な
い
、
落
ち
こ
ぼ

れ
さ
せ
な
い
、
こ
れ
は
現
実
に
は
無
理
か
も
し
れ
な
い
。
無

理
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
そ
の
覚
悟
を
持
っ
て
取
り
込
む

の
が
、
私
は
国
家
を
統
合
す
る
役
割
を
持
つ
政
治
家
の
仕
事

だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
は
実
は
、
先
程
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
く
と
い
う
の
は
、

時
代
の
先
を
走
る
方
面
の
仕
事
に
な
り
ま
す
。
一
方
、
一
人

も
落
ち
こ
ぼ
れ
さ
せ
な
い
と
い
う
の
は
、
こ
れ
は
社
民
党
さ

ん
が
よ
く
い
わ
れ
る
話
で
あ
り
ま
す
が
、
ど
ち
ら
か
と
い
う

後
ろ
の
側
を
支
え
る
仕
事
に
な
る
ん
で
す
ね
、
前
後
と
い
う

と
失
礼
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
も
。
そ
れ
で
、
そ
の
両
者
の

な
か
に
ほ
と
ん
ど
の
日
本
国
民
が
入
る
ん
で
す
よ
。
時
代
の

先
を
押
さ
え
る
、
そ
れ
で
時
代
の
後
方
を
ち
ゃ
ん
と
押
さ
え

る
、
両
方
押
さ
え
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
の
国
民
は
そ
の
間
に
入

る
。
つ
ま
り
、
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
の
パ
ン
で
い
う
な
ら
ば
、
両

方
の
食
パ
ン
が
、
未
来
を
描
く
こ
と
と
落
ち
こ
ぼ
れ
さ
せ
な

（
吉　

野
） 

違
う
観
点
で
も
よ
ろ
し
い
で
す
か
。
い
ま
の
無
党
派
の
話

で
は
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

先
生
方
に
お
伺
い
し
た
い
こ
と
は
い
っ
ぱ
い
あ
る
ん
で
す

け
ど
も
、
ち
ょ
っ
と
大
き
な
問
題
で
、
抽
象
的
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
職
業
と
し
て
の
政
治
を
考
え
る
上
で
、
い
ち
ば
ん

こ
れ
が
重
要
だ
よ
と
先
生
方
そ
れ
ぞ
れ
に
思
わ
れ
て
い
る
も

の
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
ち
ょ
っ
と
お
教
え

い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
な
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
政
治
家
と
し
て
何
が
い
ち
ば
ん
重
要
な
こ
と
な
の

か
と
い
う
よ
う
な
意
味
で
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
理
解
し
て
い

た
だ
い
て
…
…
。

（
小　

野
） 

そ
れ
で
は
ち
ょ
っ
と
口
火
を
切
ら
し
て
い
た
だ
き
ま
す
け

ど
、
私
は
い
ま
日
本
の
政
治
が
混
迷
す
る
の
は
、
政
治
家
が

な
す
べ
き
こ
と
を
間
違
え
て
し
ま
っ
て
い
る
か
ら
だ
と
、
こ

う
考
え
て
お
り
ま
す
。
私
は
、
政
治
家
が
な
す
べ
き
基
本
的

な
仕
事
と
い
う
の
は
三
つ
あ
る
、
と
こ
う
考
え
て
お
り
ま
し

て
、
一
つ
は
、
一
般
の
皆
さ
ん
方
は
、
日
常
の
生
活
や
仕
事

に
追
わ
れ
て
い
て
、
な
か
な
か
将
来
の
こ
と
を
総
合
的
に
考

え
る
と
い
う
思
い
も
持
つ
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
そ
れ
だ

け
の
時
間
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
な
い
。
な
ら
ば
、
誰
が
こ
の
日

本
の
国
の
将
来
を
き
ち
ん
と
描
き
出
す
の
か
と
い
え
ば
、
や
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の
を
強
く
と
い
っ
た
。
で
も
、
は
っ
き
り
い
う
と
、
頑
張
っ

て
も
頑
張
っ
て
も
、
ち
ょ
っ
と
苦
し
い
人
、
た
く
さ
ん
い
る

わ
け
で
し
ょ
う
。
そ
の
後
ろ
を
押
し
て
や
る
と
い
う
や
さ
し

さ
が
、
僕
は
橋
下
さ
ん
に
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
あ
の
人
、

す
ご
く
自
分
は
つ
ら
い
と
こ
ろ
か
ら
上
が
っ
て
き
た
。
自
分

は
こ
う
や
っ
て
上
が
っ
て
き
て
こ
う
き
た
と
。
だ
か
ら
誰
で

も
で
き
る
ん
だ
と
。
だ
か
ら
こ
っ
ち
（
左
）
も
努
力
し
ろ
と
。

そ
れ
は
み
ん
な
努
力
し
て
ん
だ
と
。
百
人
百
様
な
ん
だ
か

ら
、
悪
い
け
ど
、
僕
は
子
ど
も
達
に
い
う
ん
で
す
。
お
前
、

初
め
て
受
験
す
る
時
、
自
分
は
こ
の
高
校
い
き
た
い
と
い
っ

て
も
入
れ
な
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
、
現
実
だ
と
。
当
然
、
社
会

と
い
う
の
は
そ
う
い
う
競
争
の
な
か
で
順
列
が
自
然
と
つ
く

わ
け
で
し
ょ
う
。
そ
し
た
ら
み
ん
な
が
、
こ
こ
（
右
）
だ
け

が
尊
い
ん
じ
ゃ
な
く
て
、
こ
こ
（
左
）
で
頑
張
っ
て
い
る
人

も
尊
い
ん
だ
と
。
貧
し
く
っ
た
っ
て
し
っ
か
り
と
心
の
中
で

幸
せ
を
求
め
て
い
る
日
本
は
素
晴
ら
し
い
ん
だ
と
い
う
ぐ
ら

い
の
価
値
観
を
し
っ
か
り
日
本
の
中
に
、
国
民
の
皆
さ
ん
の

心
の
な
か
に
芽
を
植
え
る
よ
う
な
そ
う
い
う
政
治
が
で
き
た

な
ら
、
は
っ
き
り
い
う
と
、
み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
幸
せ
に
な
る

ん
で
す
よ
。

と
こ
ろ
が
、
自
民
党
が
い
う
よ
う
に
強
い
も
の
を
強
く
、

い
覚
悟
、
そ
れ
で
両
方
で
具
の
部
分
を
ち
ゃ
ん
と
挟
み
込
ん

で
、
全
体
を
グ
ッ
と
動
か
す
と
い
う
仕
事
を
す
る
の
が
政
治

で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
国
民
全
体
に
対
し
て
の
教
育
が
必
要
で

す
。
先
程
、
価
値
観
多
様
化
の
問
題
が
出
ま
し
た
け
れ
ど
も
、

い
ろ
ん
な
考
え
方
を
持
っ
て
い
る
人
達
が
た
だ
そ
の
ま
ま
に

い
れ
ば
動
か
な
い
わ
け
で
す
か
ら
、
政
治
家
が
や
は
り
国
民

に
対
し
て
教
育
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
国
民
に
対
し
て

信
念
と
覚
悟
を
持
っ
て
、
こ
う
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
語
り
抜

け
な
け
れ
ば
、
私
は
政
治
家
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

だ
か
ら
、
一
つ
は
未
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
明
確
に
総
合
的
に

描
く
。
一
人
も
落
ち
こ
ぼ
れ
さ
せ
な
い
覚
悟
を
持
つ
。
そ
し

て
国
民
全
体
を
教
育
す
る
。
こ
の
三
つ
が
備
わ
る
こ
と
が
政

治
の
三
要
素
で
あ
る
と
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
私
は
考
え
て
い

ま
す
。

（
大　

島
） 

政
治
家
の
役
割
、
い
ま
小
野
先
生
か
ら
聞
か
せ
て
い
た
だ

い
て
私
も
す
っ
き
り
し
た
ん
で
す
け
ど
、
結
局
、
こ
ち
ら
側

（
右
手
）
が
経
済
力
も
あ
り
非
常
に
強
い
人
と
。
こ
ち
ら
側

（
左
手
）
が
ち
ょ
っ
と
経
済
力
も
な
く
て
非
常
に
弱
い
人
と

す
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
う
す
る
と
、
自
民
党
政
治
と
い

う
の
は
強
い
も
の
を
強
く

│
橋
下
さ
ん
な
ん
か
も
強
い
も
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と
同
じ
。
わ
れ
わ
れ
は
皆
さ
ん
と
同
じ
フ
ィ
ー
ル
ド
の
中
か

ら
一
票
で
選
ば
れ
て
こ
こ
に
き
て
い
る
、
そ
れ
が
代
議
制
で

す
か
ら
、
そ
こ
の
と
こ
ろ
は
是
非
共
有
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
秋　

山
） 

小
野
先
生
、
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。
先
生
の
お
話
は
、

マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
が
『
職
業
の
政
治
』
の
な
か
で
説

い
た
「
政
治
家
の
条
件
」、
あ
れ
を
百
も
承
知
で
上
で
の
も

の
だ
と
思
う
の
で
す
が
。

（
小　

野
） 

昔
読
ん
だ
の
は
読
ん
だ
の
で
す
が
…
…
、
困
難
な
壁
に
向

か
い
、
情
熱
を
失
わ
ず
立
ち
向
か
う
と
…
…
。

（
秋　

山
） 

あ
あ
そ
う
で
す
か
。
そ
の
中
で
、
例
え
ば
ビ
ジ
ョ
ン
を
見

つ
け
て
い
く
た
め
に
、
目
測
力
と
い
い
ま
す
か
、
現
実
を
見

つ
め
る
力
が
必
要
だ
と
。
合
わ
せ
て
、
そ
も
そ
も
や
っ
ぱ
り

情
熱
で
す
よ
ね
。
政
治
そ
の
も
の
が
や
は
り
社
会
づ
く
り
だ

と
思
う
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
全
力
で
貢
献
し
よ
う
と
い
っ

た
強
い
情
熱
と
、
そ
れ
か
ら
そ
う
い
う
目
測
力
と
い
い
ま
す

か
、
判
断
力
と
い
い
ま
す
か
、
的
確
な
。
そ
れ
か
ら
責
任
感

を
あ
げ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
実
は
、
こ
の
三
つ
を
全
て
成

り
立
た
せ
る
と
い
う
こ
と
は
至
難
の
業
だ
と
思
う
の
で
す
ね
。

非
常
に
ク
ー
ル
な
頭
と
そ
し
て
情
熱
と

│
情
熱
と
い
う
の

は
心
の
問
題
で
す
か
ら

│
頭
は
冷
静
で
あ
っ
て
、
心
は
熱

橋
下
さ
ん
、
強
い
も
の
は
強
く
、
ホ
リ
エ
モ
ン
の
よ
う
に
六

本
木
ヒ
ル
ズ
に
住
む
の
が
い
い
こ
と
な
ん
だ
な
ん
て
、
わ
け

の
わ
か
ら
ん
よ
う
な
そ
う
い
う
方
向
に
社
会
を
リ
ー
ド
を
す

る
と
、
こ
の
人
達
（
左
）
は
み
ん
な
不
幸
に
な
っ
ち
ゃ
う
。

と
こ
ろ
が
、
こ
こ
（
左
）
が
幸
せ
な
ん
だ
よ
と
い
っ
た
ら
、

み
ん
な
幸
せ
に
な
る
。
そ
う
い
っ
た
部
分
の
政
治
家
と
い
う

の
は
、
あ
ら
ゆ
る
人
達
の
立
場
の
心
が
わ
か
っ
て
、
そ
の
人

達
一
人
ひ
と
り
の
幸
せ
を
願
え
る
よ
う
な
政
策
を
し
っ
か
り

と
実
現
し
て
い
く
こ
と
が
政
治
家
の
や
る
仕
事
で
、
強
い
も

の
を
強
く
す
る
よ
う
な
こ
と
を
い
っ
た
ら
誰
で
も
で
き
る
わ

け
で
す
。
そ
う
い
う
も
の
に
惑
わ
さ
れ
な
い
よ
う
に
是
非
し

て
も
ら
い
た
い
。
だ
か
ら
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
や
は
り
政

治
が
寄
り
添
う
の
は
、
こ
っ
ち
（
左
）
で
す
よ
。
こ
っ
ち
に

寄
り
添
っ
て
初
め
て
み
ん
な
幸
せ
に
な
っ
て
い
く
ん
で
、
だ

か
ら
こ
れ
か
ら
の
政
治
は
、
み
ん
な
こ
っ
ち
（
右
）
ば
っ
か

り
で
す
か
ら
、
み
ん
な
よ
く
見
て
お
い
て
く
だ
さ
い
よ
。
そ

れ
を
今
回
、
国
民
は
選
択
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
だ
か
ら

国
民
の
選
択
、
政
治
家
を
選
ぶ
の
は
国
民
で
す
。
主
権
在
民

で
す
か
ら
、
全
て
の
責
任
は
一
票
を
投
じ
る
わ
れ
わ
れ
に
あ

る
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
政
治
家
を
選
ぶ
の
は
わ
れ
わ
れ

な
ん
だ
か
ら
。
わ
れ
わ
れ
、
同
じ
一
票
で
す
か
ら
、
皆
さ
ん
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ら
、
こ
の
三
つ
の
条
件
を
き
ち
ん
と
兼
ね
備
え
て
、
し
か
も

日
々
成
長
す
る
思
い
を
忘
れ
な
い
で
努
力
し
続
け
る
。
神
な

ら
ぬ
身
で
す
か
ら
、
こ
れ
を
全
部
を
結
果
的
に
、
結
果
責
任

だ
け
れ
ど
も
、
全
て
を
整
え
て
出
し
得
る
か
否
か
と
い
え
ば
、

そ
れ
は
ど
こ
か
が
弱
か
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

人
間
と
い
う
の
は
そ
う
い
う
存
在
だ
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も

ね
。
そ
れ
で
も
そ
の
神
な
ら
ぬ
身
で
あ
り
な
が
ら
、
神
を
目

指
し
て
生
き
よ
う
と
す
る
、
こ
の
決
意
を
持
っ
た
人
間
こ
そ

が
本
当
の
指
導
者
だ
と
私
は
思
っ
て
お
り
ま
す
。

（
福　

島
） 

マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
『
職
業
と
し
て
の
政
治
』
だ

と
か
、
そ
し
て
い
ま
い
ま
小
野
先
生
、
そ
し
て
大
島
先
生

お
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
も
、
と
り
わ
け
大
島
さ
ん
の
、
む
し
ろ

ど
こ
に
力
を
入
れ
て
政
治
を
や
る
の
か
と
い
う
の
は
そ
の
通

り
だ
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。

た
だ
、
ち
ょ
っ
と
私
が
思
っ
て
い
る
の
は
、
弁
護
士
に

な
っ
て
議
員
に
な
っ
て
日
本
全
国
駆
け
回
っ
て
、
い
ろ
ん
な

現
場
を
見
て
、
こ
れ
を
政
治
で
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
の
に
た
く
さ
ん
出
会
っ
て
き
た
と
思
う
ん
で
す
。
そ

れ
は
も
ち
ろ
ん
、
私
だ
け
で
な
く
て
、
ほ
か
の
議
員
さ
ん
も

そ
う
だ
と
思
い
ま
す
。
山
口
県
祝
島
で
三
〇
年
以
上
、
原
発

つ
く
ら
な
い
と
頑
張
っ
て
い
る
お
じ
い
・
お
ば
あ
達
、
一
週

く
と
い
う
、
一
人
の
人
間
に
そ
れ
を
求
め
る
と
い
う
こ
と
は

非
常
に
難
し
い
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。そ

れ
か
ら
責
任
に
関
し
て
は
、
す
べ
か
ら
く
政
治
の
責
任

は
結
果
責
任
で
あ
る
と
し
て
、
政
治
家
に
強
く
こ
れ
を
求
め

た
。
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
書
は
も
と
も
と
政
治
を
目
指
す
大
学
生

に
対
す
る
講
演
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
け
ど
、
若
い
人
達
に
是

非
そ
う
い
う
気
持
ち
を
持
っ
て
将
来
、
政
治
に
あ
た
っ
て
欲

し
い
と
。
こ
ん
な
ふ
う
な
こ
と
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
先

生
ご
自
身
、
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。
ウ
ェ
ー

バ
ー
の
提
示
し
た
条
件
を
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
ま
し
ょ
う

か
。

（
小　

野
） 

秋
山
先
生
、
ま
さ
に
私
は
政
治
家
に
求
め
ら
れ
る
三
条
件

が
、
こ
の
な
か
に
含
ま
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

私
自
身
の
言
葉
で
い
う
な
ら
ば
、
政
経
塾
生
に
も
先
般
お

話
し
し
た
「
夢
出
せ
！　

知
恵
出
せ
！　

元
気
出
せ
！
」
と

い
う
ふ
う
に
い
っ
て
る
ん
で
す
が
、
こ
れ
が
三
条
件
と
ほ
ぼ

イ
コ
ー
ル
で
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

「
夢
出
せ
」
が
ビ
ジ
ョ
ン
で
し
ょ
う
。「
知
恵
出
せ
」
と
い

う
と
こ
ろ
は
む
し
ろ
責
任
に
近
く
な
る
と
思
い
ま
す
。「
元

気
出
せ
」
が
情
熱
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
か
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は
り
政
治
家
と
い
う
の
は
独
立
し
て
国
会
に
生
息
す
る
と
い

う
の
で
は
な
く
、
多
く
の
人
々
の
政
治
を
思
う
気
持
ち
を
、

ど
う
私
達
が
体
現
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
こ
そ
、
新
し
い
政

治
と
い
う
か
人
々
が
求
め
て
い
る
こ
と
だ
と
思
う
ん
で
す
ね
。

で
も
も
う
一
つ
、
ち
ょ
っ
と
話
が
ず
れ
て
す
い
ま
せ
ん
が
、

政
治
は
で
も
や
っ
ぱ
り
も
の
す
ご
く
危
機
だ
と
思
っ
て
い
て
、

危
機
で
あ
っ
て
も
結
果
責
任
で
す
か
ら
、
危
機
だ
っ
て
い
う

こ
と
そ
の
も
の
も
大
変
な
こ
と
な
ん
で
す
が
、
政
党
政
治
が

日
本
で
あ
る
意
味
お
か
し
く
な
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
ん

で
す
ね
。
と
い
う
の
は
、
ち
ょ
っ
と
変
な
い
い
方
で
す
が
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
々
だ
っ
て
も
ち
ろ
ん
山
ほ
ど
問
題
は
あ
る
。

し
か
し
例
え
ば
、
そ
こ
は
右
翼
と
保
守
党
は
絶
対
混
合
し
な

い
わ
け
で
す
よ
ね
。
右
翼
の
政
党
が
あ
っ
て
保
守
党
が
あ
っ

て
社
会
民
主
主
義
政
党
が
あ
っ
て
共
産
党
が
あ
っ
て
緑
の
党

が
あ
る
。
そ
の
党
の
名
前
を
聞
く
と
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
デ
モ

ク
ラ
テ
ィ
ッ
ク
・
パ
ー
テ
ィ
ー
と
聞
け
ば
、
そ
の
党
が
何
を

目
指
し
て
い
る
か
わ
か
る
ん
で
す
よ
。
と
こ
ろ
が
日
本
の
党

は
、
ま
あ
デ
モ
ク
ラ
テ
ィ
ッ
ク
・
パ
ー
テ
ィ
ー
と
か
リ
ベ
ラ

ル
・
デ
モ
ク
ラ
テ
ィ
ッ
ク
・
パ
ー
テ
ィ
ー
は
、
党
が
何
を
や

ろ
う
と
し
て
い
る
か
は
、
経
緯
か
ら
し
て
わ
か
る
け
れ
ど
も
、

一
体
、
そ
の
党
が
ど
ん
な
理
念
の
も
と
に
、
ど
ん
な
政
治
を

間
に
い
っ
ぺ
ん
デ
モ
を
三
〇
年
間
や
り
続
け
て
い
る
、
辺
野

古
で
座
込
み
を
一
〇
数
年
や
っ
て
い
る
お
じ
い
・
お
ば
あ
達

あ
る
い
は
オ
ス
プ
レ
イ
反
対
と
い
っ
て
い
る
人
や
、
あ
る
い

は
も
し
か
し
た
ら
年
間
三
万
人
を
超
え
て
自
殺
を
す
る
人
達

も
、
も
っ
と
い
い
た
い
こ
と
や
別
の
い
ろ
ん
な
仕
組
が
あ
れ

ば
死
な
ず
に
す
ん
だ
か
も
し
れ
な
い
。
だ
か
ら
、
こ
の
社
会

の
中
で
何
を
や
る
か
、
あ
る
い
は
そ
う
い
う
人
達
の
座
込
み

を
や
っ
た
り
何
と
か
し
て
く
れ
と
い
う
声
が
、
や
は
り
そ
れ

を
政
治
の
場
面
で
実
現
す
る
と
い
う
こ
と
を
私
達
は
、
や
っ

て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
白
眞
勲
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ

た
通
り
、
で
も
そ
れ
を
や
は
り
別
に
政
治
献
金
も
し
な
い
、

寄
付
も
し
な
い
、
票
を
た
く
さ
ん
く
れ
る
と
か
そ
う
い
う
の

で
は
な
い
。
で
も
思
っ
て
い
る
人
達
の
声
を
受
け
止
め
て
、

損
得
で
は
な
く
や
っ
ぱ
り
政
治
が
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
の
は
歴
然
と
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
む
し
ろ
、
私
達
と
い
う
か
、
政
治
家
と
い
う

ほ
ど
偉
そ
う
で
は
な
い
で
す
が
、
鍛
え
て
く
れ
る
の
は
現
場

で
あ
り
人
々
だ
と
。
で
す
か
ら
現
場
や
人
々
か
ら
遠
ざ
か
ら

ず
に
、
私
達
も
人
間
だ
か
ら
情
熱
っ
て
、
行
っ
て
話
し
て
、

そ
う
だ
と
思
っ
て
そ
の
み
ん
な
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
ら
っ
て
、

そ
れ
を
バ
ッ
ク
に
国
会
で
頑
張
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
や
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い
に
政
党
そ
の
も
の
に
あ
る
の
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と
で

す
。
そ
れ
は
例
え
ば
政
党
と
い
う
の
は
ま
ず
何
を
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
か
。
有
権
者
に
き
ち
ん
と
し
た
政
策
を
示
さ
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。
政
策
を
示
す
た
め
に
は
政
党
自
身
が
シ

ン
ク
タ
ン
ク
の
一
つ
で
も
持
っ
て
あ
た
る
く
ら
い
の
情
報
収

集
を
し
、
そ
れ
ら
を
綿
密
に
分
析
し
、
世
の
中
の
研
究
を
し
、

そ
う
い
う
地
道
な
努
力
を
ま
ず
怠
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

す
。そ

れ
か
ら
や
は
り
組
織
づ
く
り
が
重
要
だ
と
思
う
の
で
す

が
、
こ
の
へ
ん
も
、
特
に
民
主
党
な
ど
の
場
合
で
す
と
、
組

織
づ
く
り
、
ほ
と
ん
ど
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
。

そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
特
に
強
調
し
た
い
の
は
、
最
近
、
人

材
を
育
て
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
。
政
党
と
い
う
の
は
次
の

世
代
、
政
治
を
担
う
人
材
を
育
て
る
と
い
う
義
務
が
あ
る
の

だ
ろ
う
と
思
う
の
で
す
が
、
そ
れ
を
選
挙
の
時
に
、
何
か
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
で
き
る
人
あ
る
い
は
テ
レ
ビ
に
顔
を
さ
ら

し
て
い
る
人
と
か
を
、
安
易
に
候
補
者
と
し
て
持
っ
て
き
て

政
治
家
と
さ
せ
る
と
い
っ
た
や
り
方
は
、
結
局
、
政
党
が
自

分
で
自
分
を
ダ
メ
に
し
て
い
る
の
じ
ゃ
な
い
だ
ろ
う
か
。

も
っ
と
地
道
に
自
分
の
と
こ
ろ
で
将
来
の
人
材
を
育
て
る
と

い
う
、
そ
う
い
う
気
構
え
が
ま
っ
た
く
最
近
見
ら
れ
な
く

や
っ
て
い
く
の
か
、
だ
ん
だ
ん
わ
か
ら
な
く
な
る
。

国
会
は
無
所
属
議
員
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、
も
ち
ろ

ん
そ
れ
は
大
事
で
す
が
、
や
っ
ぱ
り
歴
然
と
政
党
政
治
な
ん

で
す
ね
。
政
党
政
治
の
な
か
で
私
達
は
い
ろ
ん
な
戦
い
を

や
っ
て
い
る
と
い
う
、
あ
る
時
は
こ
の
テ
ー
マ
で
は
こ
の
党

と
組
む
み
た
い
な
形
で
や
っ
て
い
っ
て
、
た
だ
、
政
党
政
治

そ
の
も
の
が
、
今
回
の
選
挙
の
時
に
あ
っ
た
よ
う
に
、
選
挙

の
た
め
に
右
往
左
往
し
て
ど
っ
か
い
く
み
た
い
な
、
い
や
、

離
党
す
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
こ
と
も
あ
る
し
、
今
回
も
確

か
に
、
な
ん
で
「
未
来
」
が
で
き
た
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は

理
解
は
し
て
い
る
ん
で
す
が

│
ち
ょ
っ
と
話
が
目
茶
苦
茶

に
な
っ
て
す
い
ま
せ
ん
が

│
私
が
思
っ
て
い
る
の
は
、
政

党
政
治
そ
の
も
の
が
、
や
は
り
壊
れ
て
い
っ
て
い
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
。
あ
る
い
は
も
し
か
し
た
ら
、
こ
の
選
挙
の
結
果
、

自
民
党
と
公
明
党
と
い
う
巨
大
な
部
分
と
維
新
の
会
の
よ
う

な
、
い
わ
ゆ
る
改
憲
勢
力
が

│
公
明
党
は
違
い
ま
す
が

│
増
え
る
こ
と
に
お
け
る
危
機
感
み
た
い
な
の
は
、
い
ま

私
自
身
が
思
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

（
秋　

山
） 

政
党
の
こ
と
に
ち
ょ
っ
と
寄
り
道
し
て
い
る
時
間
は
な
い

の
で
す
け
れ
ど
も
、
私
、
常
々
思
っ
て
い
ま
す
の
は
い
ま

お
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
ご
も
っ
と
も
で
す
が
、
そ
の
責
任
は
大
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そ
れ
か
ら
組
織
づ
く
り
。
こ
れ
は
正
直
申
し
上
げ
て
、
自

分
達
の
選
挙
に
汲
々
と
す
る
よ
う
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
で
す

ね
、
今
回
な
ん
か
は
特
に
。
も
う
組
織
と
し
て
成
り
立
た
な

い
と
い
う
か
、
全
て
の
あ
れ
な
ん
で
す
け
ど
、
そ
う
い
う
部

分
に
お
い
て
の
組
織
づ
く
り
と
い
う
の
は
ま
っ
た
く
で
き
て

な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
こ
れ
は
反
省
を
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
。

そ
れ
と
同
時
に
、
人
材
と
い
う
の
も
も
う
一
つ
で
し
て
、

た
だ
、
私
も
い
ろ
い
ろ
調
べ
て
み
た
ら
、
い
わ
ゆ
る
タ
レ
ン

ト
議
員
と
い
う
の
が
、
こ
こ
数
年
の
選
挙
で
は
、
け
っ
こ
う

落
選
し
て
い
ま
す
ね
。
前
は
、
有
名
だ
っ
た
ら
、
け
っ
こ
う

入
っ
た
と
い
う
の
が
あ
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
タ
レ
ン
ト
議
員

だ
か
ら
と
い
っ
て
、
じ
ゃ
驚
く
よ
う
な
票
が
取
れ
る
か
と
い

え
ば
そ
う
で
も
な
い
の
で
、
日
本
人
な
ら
誰
で
も
知
っ
て
い

る
方
が
立
候
補
し
て
、
参
議
院
比
例
区
で
取
れ
る
票
は

一
〇
〇
万
票
な
ん
て
い
う
数
字
は
ぜ
ん
ぜ
ん
な
く
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
そ
う
い
う
面
で
い
う
と
、
国
民
は
タ
レ
ン
ト
だ

か
ら
と
い
っ
て
、
言
い
方
悪
い
け
ど
、
の
ぼ
せ
あ
が
っ
て
い

る
と
い
う
感
じ
で
は
な
い
よ
う
な
感
じ
が
、
私
は
今
し
て
お

り
ま
す
。

そ
れ
と
、
先
程
の
「
職
業
と
し
て
の
政
治
家
」
で
も

な
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
こ
れ
で
は
政
党
が
潰
れ
て
い
く
し

か
な
い
の
か
な
と
い
う
ふ
う
に
ち
ょ
っ
と
心
配
を
し
て
い
る

の
で
す
け
れ
ど
も
。

（　

白　

） 
い
ま
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
と
い
う
の
は
、
非
常
に

厳
し
い
、
ま
さ
に
そ
の
通
り
だ
な
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
。

た
だ
、
言
い
訳
が
ま
し
い
話
に
な
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
わ
れ

わ
れ
野
党
か
ら
与
党
に
な
っ
て
、
野
党
の
時
っ
て
何
だ
っ
た

ん
だ
ろ
う
。
情
報
を
集
め
る
と
い
っ
て
も
限
界
が
あ
る
ん
で

す
ね
。
つ
ま
り
、
今
や
っ
て
い
る
政
治
に
対
し
て
ど
の
程
度

わ
れ
わ
れ
は
情
報
を
集
め
ら
れ
る
か
。
影
の
内
閣
と
か
な
ん

か
と
い
う
ふ
う
に
や
っ
て
い
て
も
、
な
か
な
か
シ
ャ
ド
ー

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
を
置
い
た
と
し
て
も
、
与
党
経
験
が
な
い
か

ら
情
報
を
出
し
て
く
れ
な
い
。
シ
ン
ク
タ
ン
ク
と
い
っ
て
も
、

日
本
最
大
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
は
一
体
何
か
と
い
え
ば
官
僚
組

織
で
あ
っ
て
、
全
て
そ
こ
で
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
部
分
が

あ
っ
て
そ
こ
に
、
だ
か
ら
わ
れ
わ
れ
が
与
党
に
な
っ
て
、
な

ん
だ
こ
れ
、
こ
ん
な
こ
と
で
き
な
い
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
の

が
や
っ
ぱ
り
出
て
き
て
し
ま
っ
た
と
い
う
部
分
は
、
や
っ
ぱ

り
反
省
も
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
し
、
今
後
は
、
一
回
与
党

を
経
験
し
て
い
ま
す
の
で
、
ど
う
し
て
い
く
ん
だ
と
い
う
の

は
ま
た
今
後
の
話
だ
と
思
い
ま
す
。
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一
ヵ
月
の
休
暇
が
二
週
間
に
な
っ
て
み
ん
な
不
平
を
い
っ
て

い
る
ん
で
す
ね
。
わ
れ
わ
れ
二
週
間
だ
っ
て
取
れ
な
い
の
に
、

そ
う
い
う
や
っ
ぱ
り
価
値
観
が
、
こ
の
国
と
い
う
の
は
そ
う

い
う
面
で
は
、
も
の
す
ご
い
や
っ
ぱ
り
皆
さ
ん
働
き
た
い
と

い
う
気
持
ち
が
す
ご
く
あ
る
ん
で
、
や
っ
ぱ
り
そ
こ
の
部
分

で
の
仕
事
を
き
ち
っ
と
私
達
が
つ
く
っ
て
い
く
、
与
え
て
い

く
と
い
う
の
も
政
治
の
仕
事
だ
ろ
う
し
、
も
っ
と
も
っ
と
原

点
は
何
か
と
い
え
ば
、
福
島
先
生
も
、
ち
ら
っ
と
軽
く
ふ
れ

ら
れ
た
、
平
和
を
つ
く
る
と
い
う
こ
と
だ
と
僕
は
思
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
い
ち
ば
ん
僕
は
根
本
だ
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
、

政
治
家
の
。
戦
争
な
ん
か
す
る
ん
だ
っ
た
ら
政
治
家
な
ん
か

要
ら
な
い
ん
で
す
よ
。
将
軍
様
一
人
い
れ
ば
い
い
ん
で
す
よ
、

ど
っ
か
の
と
こ
ろ
み
た
い
に
。
そ
う
じ
ゃ
な
く
て
、
わ
れ
わ

れ
、
あ
あ
い
う
い
ろ
い
ろ
な
人
達
、
い
ろ
い
ろ
な
国
々
が
あ

る
な
ら
ば
、
そ
う
い
う
人
達
と
ど
う
渡
り
合
う
か
、
そ
れ
で

こ
の
国
の
平
和
、
そ
し
て
世
界
の
平
和
の
た
め
に
ど
う
貢
献

し
て
い
く
か
、
ど
う
構
築
し
て
い
く
か
、
そ
の
知
恵
を
絞
っ

て
い
く
の
が
わ
れ
わ
れ
政
治
家
の
役
割
で
あ
っ
て
、
私
は
そ

う
い
う
ス
タ
ン
ス
で
、
情
報
力
と
か
分
析
力
と
か
、
そ
う

い
っ
た
も
の
を
ど
ん
ど
ん
こ
れ
か
ら
も
高
め
て
い
く
と
い
う

こ
と
。

ち
ょ
っ
と
申
し
上
げ
た
い
な
あ
と
思
う
の
は
、
私
、
政
治

家
っ
て
何
だ
と
い
う
こ
と
に
結
局
は
行
き
着
く
ん
だ
と
思
う

ん
で
す
け
ど
、
私
は
、
原
点
は
人
助
け
だ
ろ
う
な
と
思
っ
て

い
る
ん
で
す
ね
。
そ
れ
は
や
っ
ぱ
り
、
い
ま
大
島
先
生
も

言
っ
た
「
強
い
も
の
は
…
…
」、
そ
れ
は
彼
ら
の
思
考
と
い

う
の
は
、
た
ぶ
ん
強
い
も
の
は
ど
ん
ど
ん
強
く
な
っ
て
も

ら
っ
て
、
そ
の
中
で
引
っ
張
ら
れ
て
い
く
ん
で
は
な
い
か
、

弱
い
人
達
が
と
い
う
考
え
方
だ
と
思
う
し
、
私
達
の
考
え
方

と
い
う
の
は
、
そ
う
は
い
っ
て
も
、
民
主
党
と
い
う
の
は
そ

う
じ
ゃ
な
い
よ
ね
と
い
う
の
が
わ
れ
わ
れ
あ
っ
て
、
だ
と
思

い
ま
す
。

た
だ
こ
の
国
っ
て
、
日
本
国
民
の
何
だ
ろ
う
な
と
思
う
と
、

私
は
、
や
っ
ぱ
り
人
助
け
、
も
っ
と
こ
れ
を
具
体
化
さ
せ
て

い
く
こ
と
っ
て
ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
う
と
、
仕
事
を
与
え

る
と
い
う
か
な
、
み
ん
な
誰
で
も
仕
事
が
で
き
る

│
仕
事

が
ほ
し
い
で
す
よ
。
働
き
た
い
ん
で
す
ね
、
こ
の
国
の
国
民

と
い
う
の
は
。
だ
か
ら
働
い
て
働
い
て
、
で
、
そ
こ
で
稼
い

だ
お
金
の
中
か
ら
さ
さ
や
か
な
贅
沢
を
楽
し
む
と
い
う
の
が
、

私
は
日
本
国
民
の
性
格
が
あ
る
ん
で
は
な
い
ん
だ
ろ
う
か
な

と
思
う
ん
で
す
ね
。

こ
の
前
テ
レ
ビ
見
て
い
た
ら
、
ス
ペ
イ
ン
だ
っ
た
か
な
、
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ち
ば
ん
多
い
ん
で
す
よ
。
特
に
大
蔵
が
い
ち
ば
ん
多
い
ん
で

す
よ
。
そ
れ
こ
そ
古
川
さ
ん
に
し
た
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
い
ま

す
よ
。
そ
う
い
う
の
は
何
で
わ
か
ら
な
い
ん
で
す
か
。

（
大　

島
） 

完
璧
に
（
簡
潔
に
？
）
私
が
お
答
え
し
ま
す
。

民
主
党
で
官
僚
を
辞
め
て
政
治
の
世
界
に
来
る
人
は
、
選

挙
を
経
て
地
域
や
国
民
の
代
表
と
し
て
、
政
治
の
立
場
か
ら

情
報
を
得
よ
う
と
す
る
。
一
方
で
官
僚
の
世
界
で
地
位
を

昇
っ
て
き
た
人
は
、
法
や
規
則
、
ル
ー
ル
に
則
っ
て
官
僚
の

立
場
で
そ
う
す
る
。
そ
こ
の
対
立
と
い
う
の
は
、
た
い
へ
ん

大
き
い
。
だ
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
、
立
ち
位
置
か
ら
み

た
主
張
だ
け
で
は
、
情
報
は
と
れ
な
い
。

だ
か
ら
そ
う
い
う
意
味
で
の
、
そ
う
い
っ
た
官
僚
だ
か
ら

取
れ
る
か
と
い
う
と
、
そ
う
じ
ゃ
な
い
。
全
て
人
間
関
係
だ

か
ら
。

（　

白　

） 

官
僚
だ
か
ら
取
れ
る
と
い
う
こ
と
じ
ゃ
な
い
で
す
よ
、

は
っ
き
り
い
え
ば
。
官
僚
同
士
で
、
同
じ
役
所
の
人
間
で
も

わ
か
ら
な
い
で
す
よ
。
同
じ
省
に
い
て
も
わ
か
ら
な
い
で
す
。

だ
か
ら
、
そ
れ
は
縦
割
り
で
す
。
わ
れ
わ
れ
横
串
（
よ
こ
ぐ

し
）
入
れ
よ
う
じ
ゃ
な
い
か
と
言
っ
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど

も
。
だ
か
ら
官
僚
が
い
っ
ぱ
い
い
る
か
ら
お
前
ら
何
で
わ
か

ん
ね
え
ん
だ
、
そ
う
い
う
問
題
じ
ゃ
な
い
。
や
っ
ぱ
り
官
僚

平
和
が
ね
、
な
ん
か
最
近
、
特
に
勇
ま
し
い
お
話
っ
て
す

ご
く
あ
っ
て
、
や
っ
つ
け
ろ
と
か
、
な
ん
か
特
に
や
っ
ち
ま

え
と
か
な
ん
と
か
、
軍
事
力
と
か
、
な
ん
か
核
だ
な
ん
て
い

う
話
ま
で
出
て
き
ち
ゃ
っ
て
。
戦
争
し
た
ら
Ｔ
Ｐ
Ｐ
も
消
費

税
も
何
も
な
い
ん
で
す
よ
。
全
部
な
く
な
っ
ち
ゃ
い
ま
す
よ

ね
。
そ
れ
を
や
っ
ぱ
り
基
本
で
僕
は
持
っ
て
い
ま
す
の
で
、

そ
の
部
分
を
わ
れ
わ
れ
は
ベ
ー
ス
と
し
て
持
っ
て
、
そ
れ
か

ら
ど
う
す
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
知
恵
出
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
ん
で
は
な
い
か
な
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

（
秋　

山
） 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ア
ッ
と
い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
て
き
ま
し
た
。
せ
っ
か
く

で
す
の
で
、
会
場
の
若
い
方
の
ほ
う
か
ら
い
く
つ
か
ご
質
問

あ
れ
ば
、
そ
れ
に
お
答
え
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
質　

問
） 

こ
れ
は
民
主
党
の
白
議
員
か
も
し
く
は
大
島
議
員
に
お
聞

き
し
た
い
ん
で
す
け
ど
、
白
議
員
も
ご
自
身
で
、
与
党
に
な

ら
な
か
っ
た
情
報
が
出
て
こ
な
か
っ
た
と
。
野
党
に
な
っ
て

初
め
て
わ
か
っ
た
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
と
お
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
け
ど
、
与
党
に
な
っ
て
、
野
党
に
わ
か
ら
な
か
っ
た

こ
と
が
。
で
も
、
自
民
党
の
議
員
の
前
職
を
見
る
と
世
襲
の

方
が
い
ち
ば
ん
多
い
ん
で
す
け
れ
ど
、
民
主
党
っ
て
、
官
僚

が
い
ち
ば
ん
多
い
ん
で
す
よ
、
前
職
で
。
官
僚
出
身
者
が
い
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ぜ
ん
ぜ
ん
想
像
も
し
て
な
か
っ
た
ん
で
す
。
で
す
か
ら
そ
う

い
う
中
で
、
や
っ
ぱ
り
政
治
が
動
か
な
け
れ
ば
な
と
い
う
タ

イ
ミ
ン
グ
で
お
話
が
あ
っ
た
と
い
う
な
か
か
ら
政
治
家
を
志

し
た
わ
け
で
し
て
。
そ
う
い
う
観
点
か
ら
、
私
は
こ
の
国
の

国
益
と
い
う
の
は
周
辺
諸
国
と
仲
良
く
す
る
こ
と
じ
ゃ
な
け

れ
ば
こ
の
国
の
国
益
は
あ
り
得
な
い
と
い
う
観
点
か
ら
政
治

を
志
し
て
お
り
ま
す
。

で
す
か
ら
何
か
の
本
を
と
か
何
か
の
人
物
を
と
い
う
こ
と

で
は
な
い
と
い
う
ふ
う
に
認
識
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
福　

島
） 

私
は
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
に
二
度
行
く
こ
と
が
あ
っ
た
ん

で
す
が
、
ネ
ル
ソ
ン
・
マ
ン
デ
ラ
さ
ん
や
そ
う
い
う
人
達
を

と
て
も
尊
敬
し
て
い
る
ん
で
す
ね
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
彼

は
二
七
年
間
、
獄
中
に
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
彼
自
身
も
、
人

間
性
も
損
な
わ
れ
な
け
れ
ば
理
念
を
失
う
こ
と
も
情
熱
を
失

う
こ
と
も
な
く
、
そ
の
あ
と
黒
人
政
府
を
つ
く
る
わ
け
で
す

よ
。
当
時
、
南
ア
は
核
兵
器
を
持
っ
て
い
て
死
刑
が
あ
っ
た

け
れ
ど
も
、
そ
れ
も
廃
止
し
て
廃
絶
を
し
て
い
く
。
だ
か
ら

わ
り
と
不
撓
不
屈
の
精
神
み
た
い
な
人
の
こ
と
、
だ
か
ら
す

ご
く
迫
害
に
あ
っ
た
り
す
ご
く
嫌
な
思
い
を
し
た
り
、
困
難

だ
か
ら
と
い
っ
て
も
、
彼
ら
自
身
も
わ
か
っ
て
な
い
。
と
い

う
こ
と
な
ん
で
す
ね
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
質　

問
） 

き
ょ
う
は
、
大
変
貴
重
な
お
話
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

僕
は
日
本
大
学
法
学
部
の
政
経
塾
の
も
の
な
ん
で
す
け
れ

ど
も
、
大
学
生
で
学
ん
で
い
く
上
で
、
政
治
の
諸
理
念
て
ど

う
い
う
も
の
か
と
い
う
の
を
こ
れ
か
ら
、
あ
と
二
年
間
な
ん

で
す
け
ど
も
、
探
究
し
て
い
こ
う
か
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
な
か
で
、
小
野
先
生
に
は
一
二
月
五
日
に
お
聞
き
し
た

ん
で
す
が
、
大
島
先
生
、
白
先
生
、
福
島
先
生
の
精
神
的
支

柱
に
な
る
人
物
と
本
を
、
で
き
れ
ば
教
え
て
も
ら
い
た
い
な

と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
大　

島
） 

簡
潔
に
い
い
ま
す
。
新
し
い
法
華
経
の
解
釈
。
法
華
経
の

経
典
を
も
と
に
僕
は
政
治
を
や
っ
て
い
ま
す
。

（
小　

野
） 

公
明
党
の
…
…
（
笑
声
）

（
大　

島
） 

違
い
ま
す
。

（　

白　

） 

私
は
先
程
お
話
し
ま
し
た
通
り
で
す
。
ど
こ
か
の
本
を
見

て
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
て
、
私
自
身
政
治
家
に
な
り
た
い

と
い
う
ふ
う
に
思
っ
た
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
、
あ
る
い
は
学

生
の
時
も
思
っ
て
い
た

│
私
、
国
籍
が
違
っ
て
い
た
か
ら

ね
。
も
と
も
と
選
挙
権
も
な
い
わ
け
で
す
。
そ
う
い
う
の
、



パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

二
七
五

た
だ
き
た
き
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
今
日
い
く
つ
か
問
題

を
残
し
た
か
と
思
う
の
で
す
ね
。
い
ま
日
本
が
置
か
れ
て
い

る
よ
う
な
閉
塞
状
況
、
対
立
、
き
ち
ん
と
し
た
議
論
が
起
き

な
い
と
か
、
未
だ
女
性
の
進
出
が
政
界
に
お
い
て
も
ま
ま
な

ら
な
い
と
か
、
い
ろ
い
ろ
課
題
が
出
た
か
と
思
い
ま
す
が
、

皆
様
議
員
さ
ん
、
政
治
家
で
す
の
で
こ
の
閉
塞
し
た
日
本
の

状
況
を
ど
う
突
破
し
て
い
く
の
か
、
そ
の
へ
ん
の
お
考
え
、

意
気
込
み
を
含
め
て
お
一
人
、
二
分
で
お
願
い
で
き
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

（
大　

島
） 

と
に
か
く
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
思
い
を
大
事
に
し
て
、

し
っ
か
り
や
る
と
い
う
こ
と
に
尽
き
ま
す
。
そ
れ
で
皆
さ
ん

に
お
願
い
し
た
い
の
は
、
私
の
大
学
の
後
輩
で
も
あ
り
ま
す

か
ら
、
是
非
、
政
治
に
興
味
あ
る
人
は
、
私
の
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
友
達
に
来
て
も
ら
っ
て
、
そ
れ
で
う
ち
の
国
会
に
来

て
、
い
ろ
い
ろ
一
緒
に
勉
強
し
ま
し
ょ
う
。
し
っ
か
り
頑

張
っ
て
、
や
っ
ぱ
り
僕
は
同
窓
の
ご
縁
で
す
か
ら
、
皆
さ
ん

が
、
も
し
政
治
の
な
か
で
本
当
に
頑
張
り
た
い
と
い
う
思
い

を
持
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
れ
ば
、
一
人
で

も
し
っ
か
り
私
は
そ
う
い
う
人
達
は
正
し
く
育
っ
て
も
ら
い

た
い
と
思
う
し
、
伸
び
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
、
塾
の

先
生
で
す
か
ら
。

に
あ
り
な
が
ら
で
も
、
や
っ
ぱ
り
情
熱
を
持
ち
続
け
る
よ
う

な
人
に
は
、
と
て
も
尊
敬
を
し
て
い
る
と
い
う
ふ
う
に
は

思
っ
て
い
ま
す
。

個
人
的
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
い
え
ば
、
私
は
や
っ
ぱ

り
村
山
パ
パ
と
土
井
マ
マ
と
か
、
い
ろ
い
ろ
な
人
に
育
て
て

も
ら
っ
て
、
そ
れ
は
す
ご
く
育
て
て
も
ら
っ
た
と
い
う
ふ
う

に
思
っ
て
い
ま
す
。

（　

白　

） 

あ
と
も
う
一
点
。
そ
れ
に
関
連
し
て
い
う
と
、
私
は
あ
る

自
民
党
の
大
物
代
議
士
と
い
わ
れ
る
方
と
、
議
員
に
な
っ
て

か
ら
お
会
い
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
あ
あ
、
こ
れ
が
ザ
・
政

治
家
だ
な
と
思
っ
た
ん
で
す
よ
。
本
当
、
何
人
か
の
自
民
党

の
大
物
の
政
治
家
と
会
う
と
、
や
っ
ぱ
り
信
念
あ
る
な
あ
と

か
、
傍
か
ら
言
わ
れ
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
と
、
会
っ
て
み
て
違

う
ん
だ
よ
ね
。
民
主
党
に
い
な
い
ん
で
す
。
そ
う
い
う
の
が

残
念
な
が
ら
。（
笑
声
）
俺
ね
、
思
っ
た
。
本
当
に
自
分
は

民
主
党
な
ん
だ
け
ど
、
自
民
党
の
議
員
さ
ん
の
大
物
の
そ
う

い
う
素
晴
ら
し
い
方
と
い
う
の
は
、
や
っ
ぱ
り
党
派
を
超
え

て
僕
は
尊
敬
で
き
る
な
と
思
う
方
が
や
っ
ぱ
り
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
ね
。

（
小　

野
） 

そ
れ
は
素
晴
ら
し
い
発
言
だ
。

（
秋　

山
） 

最
後
に
ち
ょ
っ
と
司
会
の
権
限
で
条
件
を
つ
け
て
お
話
い
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の
よ
う
に
書
い
て
み
ま
し
た
。「
自
由
と
い
う
も
の
は
、
結

局
の
と
こ
ろ
一
人
ひ
と
り
が
、
不
確
か
な
も
の
を
不
確
か
な

も
の
と
し
て
そ
の
ま
ま
に
受
け
止
め
て
、
そ
れ
に
も
か
か
わ

ら
ず
秩
序
が
守
ら
れ
て
い
く
よ
う
に
、
自
ら
の
責
任
を
背

負
っ
て
い
く
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
も
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
つ
ま
り
自
由
に
生
き
る
と
い
う
こ
と
は
、

自
ら
が
不
確
か
さ
の
な
か
を
自
分
の
強
い
覚
悟
で
強
く
生
き

て
い
く
の
だ
と
い
う
決
意
を
持
た
な
い
こ
と
に
は
生
み
出
さ

れ
て
こ
な
い
も
の
だ
と
思
う
の
で
す
。

つ
ま
り
、
第
一
に
は
、
社
会
と
自
分
自
身
の
関
係
に
関
す

る
き
ち
ん
と
し
た
見
識
を
持
つ
こ
と
、
第
二
に
は
、
自
分
自

身
の
責
任
を
自
覚
を
す
る
こ
と
、
第
三
に
は
右
顧
左
眄
せ
ず
、

自
分
の
生
き
方
を
貫
く
こ
と
、
こ
の
三
点
が
必
要
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。」
こ
う
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
困
難
な
状
況
を
突
破
す
る
た
め
に
は
、
人
間
力
を

持
っ
た
政
治
家
を
皆
さ
ん
が
選
び
出
し
、
そ
し
て
育
て
る
こ

と
で
す
。
そ
し
て
皆
さ
ん
方
は
、
そ
の
た
め
に
国
民
と
し
て

人
間
力
の
高
い
国
民
に
な
る
こ
と
だ
と
、
こ
う
い
う
ふ
う
に

私
は
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ま
た
、
励
ん
で
頑
張
っ
て

や
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
秋　

山
） 
ち
ょ
っ
と
一
言
だ
け
。
私
の
言
葉
足
ら
ず
で
失
礼
し
ま
し

政
界
と
い
う
の
は
人
の
芽
を
摘
む
こ
と
ば
っ
か
り
考
え
る

人
が
す
ご
く
多
く
て
、
私
は
そ
こ
に
い
や
い
や
嫌
気
が
さ
し

て
い
る
の
で
、
私
は
そ
う
な
り
た
く
な
い
。
た
ぶ
ん
小
野
先

生
も
そ
れ
で
い
ま
在
野
で
人
を
育
て
よ
う
と
さ
れ
て
い
る
と

思
う
の
で
、
だ
か
ら
そ
う
い
う
意
味
で
、
そ
う
い
う
志
の
人

は
私
を
訪
ね
て
来
て
く
だ
さ
い
。

以
上
で
す
。
き
ょ
う
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
小　

野
） 

私
は
、
率
直
に
い
い
ま
す
が
、
永
田
町
の
政
治
家
以
上
の

仕
事
を
し
よ
う
と
思
っ
て
、
い
ま
在
野
で
活
動
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
そ
の
根
底
の
思
い
は
何
か
と
い
う
と
、
永
田
町

は
あ
ま
り
に
も
い
ろ
い
ろ
な
も
の
に
縛
ら
れ
過
ぎ
て
お
り
ま

す
。
せ
っ
か
く
皆
さ
ん
に
今
日
こ
の
雑
誌
を
お
届
け
し
て
お

り
ま
す
の
は
、
在
野
の
政
治
家
と
い
っ
て
も
わ
か
っ
て
い
た

だ
け
な
い
だ
ろ
う
か
ら
、
こ
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
る
ん
だ
よ

と
い
う
自
己
紹
介
方
々
配
っ
て
い
た
だ
い
た
ん
で
す
け
ど
、

せ
っ
か
く
で
す
か
ら
御
覧
下
さ
い
。
こ
の
中
の
二
〜
三
ペ
ー

ジ
の
と
こ
ろ
に
「
私
た
ち
は
な
ぜ
、
段
々
と
窮
屈
に
な
っ
て

い
く
の
か
」
と
い
う
一
文
を
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
い
ち
ば
ん
右
の
と
こ
ろ
、
皆
さ
ん
も
自
由
を
尊
重
し

な
が
ら
生
き
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
る
方
々
が
多
い
と
思

い
ま
す
け
れ
ど
も
、
自
由
と
い
う
の
は
何
だ
と
。
私
は
、
こ
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な
り
た
い
な
と
思
っ
て
も
、
奥
さ
ん
に
と
め
ら
れ
ち
ゃ
う
、

あ
ん
た
、
ど
う
す
る
の
よ
。
三
年
半
後
に
は
、
ま
た
大
丈
夫

な
の
と
い
わ
れ
た
時
に
、
ウ
ッ
と
思
っ
て
し
ま
う
と
い
う
の

も
あ
る
だ
ろ
う
し
。
だ
か
ら
変
な
い
い
方
だ
け
ど
、
つ
ぶ
し

が
き
く
職
業
の
人
、
す
ご
く
多
く
な
っ
て
い
ま
す
、
い
ま
。

福
島
先
生
は
、
そ
の
前
だ
か
ら
ね
。
つ
ぶ
し
が
き
く
と
か
な

ん
か
と
い
う
前
か
ら
議
員
に
な
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
ら
あ

れ
な
ん
だ
け
ど
、
い
ま
の
若
い
人
達
の
な
か
と
い
う
の
は
、

い
わ
ゆ
る
何
か
資
格
を
持
っ
て
い
て
、
議
員
を
辞
め
て
も
ま

た
そ
の
資
格
で
食
っ
て
い
け
る
よ
ね
と
い
う
人
が
す
ご
く
増

え
て
き
て
い
る
な
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。

リ
ス
ク
を
取
る
、
こ
れ
ど
う
い
う
ふ
う
に
し
た
ら
い
い
ん
だ

ろ
う
。
だ
っ
て
僕
ら
は
さ
、
こ
れ
で
落
選
し
た
ら
、
会
社
、

雇
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
よ
、
国
会
議
員
な
ん
て
い
う
方
。
め
ん

ど
う
く
さ
い
、
口
数
多
そ
う
だ
し
さ
。
だ
か
ら
や
っ
ぱ
り
、

わ
か
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
、
そ
の
あ
た
り
。

た
だ
、
僕
も
思
う
の
ね
。
僕
も
新
聞
社
辞
め
て
、
こ
っ
ち

来
ま
し
た
よ
。
は
っ
き
り
い
う
け
ど
、
新
聞
社
の
ほ
う
が
給

料
は
い
い
わ
け
。
こ
っ
ち
、
い
ま
な
ん
か
ネ
ッ
ト
で
ギ
ャ
ン

ギ
ャ
ン
言
わ
れ
る
わ
、
悪
口
は
言
わ
れ
る
わ
、
朝
鮮
人
の
ス

パ
イ
だ
と
か
、
お
か
し
い
ん
じ
ゃ
な
い
。
だ
っ
て
俺
、
韓
国

た
が
、
小
野
先
生
は
、
実
は
衆
議
院
議
員
を
五
期
も
務
め
ら

れ
た
、
松
下
政
経
塾
第
一
期
生
で
、
い
ま
の
総
理
大
臣
と
同

期
と
。
逢
沢
さ
ん
、
今
度
、
入
閣
さ
れ
る
ん
で
す
か
。

（
小　

野
） 
そ
れ
は
わ
か
ら
な
い
で
す
ね
。

（
秋　

山
） 
と
い
う
バ
リ
バ
リ
の
経
歴
を
お
持
ち
で
す
し
、
国
会
議
員

に
は
自
ら
の
意
思
で
お
出
に
は
な
ら
な
か
っ
た
け
ど
も
、
政

治
家
と
し
て
の
気
持
ち
は
未
だ
に
並
々
な
ら
ぬ
も
の
を
秘
め

て
お
ら
れ
る
、
こ
う
い
う
方
な
の
で
、
ち
ょ
っ
と
補
足
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
小　

野
） 

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（　

白　

） 

小
野
先
生
が
素
晴
ら
し
い
話
を
し
た
あ
と
は
喋
り
に
く
い

ん
だ
け
ど
も
、
で
も
、
ご
指
名
で
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
。

最
初
に
、
私
は
福
島
み
ず
ほ
先
生
か
ら
、
最
近
の
選
挙
は

ゴ
ロ
ン
ゴ
ロ
ン
と
自
民
・
民
主
と
、
郵
政
選
挙
か
ら
い
え
ば

ね
、
猛
烈
な
数
の
失
業
者
が
発
生
し
て
い
る
ん
で
す
よ
。
そ

う
い
う
中
で
何
が
起
き
て
い
る
か
と
い
う
と
、
い
ま
ま
で

ち
ょ
っ
と
僕
言
わ
な
か
っ
た
ん
だ
け
ど
、
い
わ
ゆ
る
リ
ス
ク

を
取
る
政
治
家
と
い
う
の
か
な
、
も
の
す
ご
い
政
治
家
の
な

か
で
リ
ス
ク
が
高
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
僕
は
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
う
す
る
と
何
が
起
き
る
か
と
い
う
と
、
さ
っ
き
申
し

上
げ
た
よ
う
に
、
世
襲
議
員
の
方
々
と
か
あ
る
い
は
議
員
に
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白
眞
勲
さ
ん
の
続
き
で
い
う
と
、
政
治
は
確
か
に
苦
労
す

る
こ
と
も
あ
る
、
予
想
外
の
こ
と
も
あ
る
し
、
何
で
こ
ん
な

こ
と
い
わ
れ
る
ん
だ
ろ
う
と
い
う
の
は
あ
る
ん
で
す
よ
ね
。

ド
イ
ツ
社
民
党
の
ラ
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
さ
ん
が
、
政
治
家
と
い

う
の
は
職
業
上
の
殴
ら
れ
家
だ
と
い
う
の
を
一
九
九
〇
年
代

読
ん
で
、
で
も
そ
れ
は
覚
悟
し
て
な
っ
た
の
で
、
そ
れ
も
栄

養
の
う
ち
と
い
う
か
、
そ
れ
も
一
つ
の
必
要
経
費
ぐ
ら
い
と

思
っ
て
る
の
で
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と
も
受
け
て
立
と
う
じ
ゃ
な

い
の
と
い
う
の
は
、
実
は
思
っ
て
い
る
ん
で
す
が
、
た
だ
、

今
日
は
皆
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
政
治
の
ダ
イ
ナ

ミ
ズ
ム
や
、
そ
れ
か
ら
政
治
を
必
要
と
し
て
い
る
人
も
い
る

し
、
政
治
の
な
か
で
も
の
す
ご
く
動
い
て
い
く
こ
と
や
や
り

甲
斐
と
い
う
の
は
も
の
す
ご
く
あ
る
ん
で
す
ね
。
だ
か
ら
一

日
一
日
が
ハ
ッ
ピ
ー
、
ノ
ー
テ
ン
キ
に
は
生
き
て
い
け
な
い

け
れ
ど
も
、
で
も
や
っ
ぱ
り
も
の
す
ご
く
や
り
甲
斐
を
感
じ

る
瞬
間
と
い
う
の
は
た
く
さ
ん
い
ろ
ん
な
形
で
あ
っ
て
、
是

非
、
こ
う
い
う
形
で
政
治
そ
の
も
の
に
関
心
を
持
っ
て
く
れ

る
若
い
人
が
い
る
こ
と
を
と
て
も
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

さ
っ
き
大
島
さ
ん
も
い
い
ま
し
た
が
、
私
の
事
務
所
に
で

も
、
政
治
っ
て
や
っ
ぱ
り
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
、
予
算
委

員
会
を
傍
聴
す
る
と
か
、
ち
ょ
っ
と
議
員
会
館
に
来
て
何
か

人
で
す
っ
て
書
い
て
あ
る
の
に
、
も
と
も
と
。
ス
パ
イ
だ
な

ん
て
い
う
こ
と
が
お
か
し
い
じ
ゃ
な
い
。
そ
う
い
う
悪
口
、

罵
詈
雑
言
の
嵐
に
な
っ
て
い
る
。

そ
う
い
う
な
か
で
何
な
ん
だ
と
い
う
と
、
や
っ
ぱ
り
そ
れ

で
も
信
念
持
つ
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
よ
、
い
ま
小
野
さ
ん

言
っ
た
よ
う
に
。
や
っ
ぱ
り
こ
の
国
、
変
え
て
い
こ
う
じ
ゃ

な
い
か
、
世
界
変
え
て
い
こ
う
じ
ゃ
な
い
か
、
平
和
に
し
て

い
こ
う
じ
ゃ
な
い
か
と
。
そ
う
い
う
思
い
を
、
や
っ
ぱ
り
皆

さ
ん
若
い
人
達
持
っ
て
い
た
だ
い
て
、
あ
と
は
何
と
か
な
る

よ
と
い
う
、
若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
っ
て
僕
は
そ
こ
だ
と
思
っ
て

い
る
ん
で
す
よ
。
何
と
か
な
る
よ
、
だ
か
ら
そ
の
部
分
で

や
っ
て
い
こ
う
じ
ゃ
な
い
か
と
。
そ
れ
よ
り
も
一
生
、
そ
ん

な
長
く
な
い
ん
だ
よ
ね
。
俺
、
も
う
五
〇
年
ち
ょ
っ
と
生
き

て
き
た
け
ど
、
考
え
て
み
れ
ば
ア
ッ
と
い
う
間
で
し
た
よ
。

だ
か
ら
、
一
生
一
回
し
か
な
い
ん
だ
っ
た
ら
、
も
っ
と
気
合

を
入
れ
て
い
こ
う
ね
と
い
う
か
、
そ
ん
な
安
全
パ
イ
だ
け
で

は
な
い
と
こ
ろ
で
気
合
入
れ
る
価
値
が
あ
る
と
こ
ろ
だ
と
。

政
治
は
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
す
。
政
治
家
に
な
っ
て
思
っ
た
の

は
こ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
さ
の
な
か
に
自
分
が
入
れ
る
喜
び
と

い
う
の
は
あ
り
ま
す
。

以
上
で
す
。
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甲
斐
が
あ
る
仕
事
だ
ろ
う
と
い
う
ふ
う
に
も
思
っ
て
い
る
の

で
、
今
日
は
こ
う
い
う
形
で
の
出
会
い
で
す
が
、
ま
た
今
後

も
い
ろ
ん
な
お
付
き
合
い
を
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
遠

慮
な
く
事
務
所
に
も
来
て
く
だ
さ
い
。

今
日
は
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（　

白　

） 

福
島
さ
ん
の
事
務
所
の
ト
イ
レ
を
隔
て
た
こ
ち
ら
側
に
は

私
の
事
務
所
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
つ
い
で
に
お
寄
り
く
だ
さ

い
。（
笑
声
）

（
秋　

山
） 

ど
う
も
先
生
方
、
熱
心
な
討
論
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

予
定
の
二
時
間
半
が
き
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
で
終
わ
り
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
私
ど
も
用
意
し
て
い
た
お

聞
き
し
た
い
こ
と
が
山
ほ
ど
あ
り
ま
す
の
で
、
ま
た
、
是
非

こ
う
い
う
機
会
を
持
て
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

皆
さ
ん
、
個
性
的
な
方
が
多
く
て
、
ち
ょ
っ
と
交
通
整
理

に
不
手
際
が
あ
り
ま
し
た
こ
と
を
お
詫
び
申
し
上
げ
た
い
と

思
い
ま
す
。

本
日
は
本
当
に
ど
う
も
わ
れ
わ
れ
の
た
め
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。（
拍
手
）

や
っ
て
み
る
と
か
、
そ
れ
だ
け
で
も
ず
い
ぶ
ん
政
治
が
グ
ッ

と
身
近
に
な
る
と
思
う
の
で
、
是
非
是
非
遠
慮
な
く
国
会
の

委
員
会
を
見
た
い
と
か
、
国
会
で
一
日
だ
け
で
も
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
し
た
い
と
か
、
ち
ょ
っ
と
こ
ん
な
こ
と
し
た
い
と
い

う
の
で
も
遠
慮
な
く
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

例
え
ば
う
ち
の
事
務
所
な
ん
か
に
来
る
若
者
は
、
三
度
の

メ
シ
よ
り
権
力
が
好
き
と
い
う
よ
り
、
や
っ
ぱ
り
平
和
が
大

事
で
、
そ
し
て
や
っ
ぱ
り
心
が
や
さ
し
く
、
な
ん
か
や
っ
ぱ

り
社
会
民
主
主
義
的
な
、
も
っ
と
み
ん
な
が
共
生
で
き
る
社

会
を
つ
く
り
た
い
と
い
う
人
や
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
人

だ
っ
た
り
、
ハ
ン
デ
モ
キ
ャ
ッ
プ
の
こ
と
に
関
心
が
あ
っ
た

り
、
福
祉
を
や
り
た
い
と
か
、
男
女
平
等
的
で
あ
っ
た
り
、

や
さ
し
い
人
が
多
い
ん
で
す
ね
。
そ
う
い
う
人
達
を
見
事
に

国
会
に
送
り
込
む
だ
け
の
力
を
全
部
持
っ
て
な
い
と
い
う
の

が
、
ち
ょ
っ
と
自
分
自
身
で
も
す
ご
く
残
念
だ
と
は
思
っ
て

い
ま
す
が
、
政
治
ス
ク
ー
ル
な
ど
も
い
ま
ま
で
も
や
っ
て
き

た
り
、
で
き
た
ら
若
者
の
た
め
の
政
治
ス
ク
ー
ル
を
つ
く
っ

て
、
そ
の
な
か
か
ら
自
治
体
議
員
と
か
は
生
ま
れ
て
い
る
ん

で
す
が
、
是
非
そ
う
い
う
こ
と
も
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
今
日
は
た
ま
た
ま
国
政
で
し
た
が
、
私
は
や
っ

ぱ
り
自
治
体
議
員
と
か
首
長
さ
ん
な
ど
も
も
の
す
ご
く
や
り
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